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第二 卷 K 題す 

尋常 ー樣 太平の 秋、 微風 おもむろに、 水面 を 弄して 過ぐ る 朝た に は、 

水黽 も戲 むれ、 目高 も 浮び、 鯉 も 遊び、 誰 人 も 淸淺の 流れ ある を 知って、 

別に 洽 海の 深き ある を 知らぬ。 然れ ども 峽水 一た び 急 湍に进 ばし り、 水 

勢、 嶽角を 裂いて、 さくな だり に 落ちた ぎち、 飛瀑 千 丈、 倒しまに 懸り、 

山を搖 がし 地 を 震 はして 下る に 逢へば、 單り壯 鯉の 銀鱗 を 閃め かして、 

飛沫の 間に 潜 躍す る を 見る のみ。 若し 夫れ、 黑雲渦 卷き來 り、 雷 霆四山 

に 轟ろ き、 風 走り、 樹 叫び、 天地 晦冥 を 極む るに 到れば、 蒼 龍、 淵 底の 

夢 初めて 破れ、 雲 湧き水 騰 るの 間より、 初めて 昇天の 龍 姿 を 現ずる を 

る。 勇士、 事なければ 隴 畝に 耕 やし、 事 あれば 出で て 時 難を拯 ふ。 斯く 


の 如き もの、 卽ち 我が 大南 洲、 西 鄕吉之 助の 雄姿で はない 乎。 

第一 卷の 西鄕 は、 實に 苦難 満喫の 西鄕 であった。 流離 顚沛 に處 したる 

南洲 であった。 併しながら、 絞 龍 久しく 池 中の 物なら ずで ある。 天運、 

亦た 空しく 英傑 を 捨てず である。 旣に 大勢に 乘 じて、 絶海の 孤島 を 出で 

卞 る西郎 は、 大鵬萬 里の 翼 を 張り 來 つて ゐる。 彼れ も 其途を 遮ぎ る？ 

はず、 此れ も 其 脚を捉 ふる 能 はぬ。 元 治. 慶應の 風雲 を 描く 第二 卷の西 

郎は、 旣に 皮れ の獨擅 場で ある。 少なくとも 彼れ の 長 養され たる 大 塊に 

よって、 難局 ま 1* け、 #> 蓮 は 進んで ゐる。 旣に 天命と 時運と に乘 じ來れ 

る西鄕 は、 群雄 を率ゐ て、 皇政 維新の 大道に 踏み 入って ゐる。 壯 なる 時 

墓と、 K なる 南洲 と、 形 は 正に 雲と 龍との、 それの 如くで ある 


元治禁 門の 變は、 糙 かに 慕 末の 一大 難局であった。 長 州 志士 は、 藩侯 

の寃を 雪がん が爲 に、 君側の 奸を掃 ふと 稱し、 大兵 を 率ゐて 上京し、 勢 

ひ は 遂に 宮 門に 薄まり、 砲火 相 接する に 至った。 之が 爲に 鳳輦 は、 將に 

至尊の 御 動 座 を 待ち 奉つ る こと 數次、 慕 府は彥 根に 迎 へんと し、 長 州 は 

叙 山に 奉ぜん とし、 慕に 與 みする もの、 長に 通ず る もの、 形勢の 如何に 

よって は、 嚮背遽 かに 決し 難く 見えた。 正 か 邪 か、 官か賊 か。 正 必らず 

しも 正なら ず、 邪必ら ずし も 邪なら ず、 宫. 賊辨じ 難く、 忠* 奸岐ち 難 

く、 佐 慕と いひ、 勤皇と いひ、 開國 とい ひ、 攘夷と いひ、 天下 麻の 如く 

亂れ たる 時、 悠然、 孤島 を 出で 來 りたる 大西鄕 が、 從容 として 迫 まらず、 

唯 だ 一語、 『天朝の 命 を 奉ずる のみ』 と 叫べる は、 その 聲 雷の 如く 轟ろ く 

第二 卷に 題す.  三 


を 感ずる。 唯 だ この 一語に よって 給 御門の 變は 治まり、 長 州 征伐 は 遂げ 

られ た。 嗚呼 是れ、 皇國 本然の 大 信念に 立ち、 大義 を 踏んで 謬 まらざる 

大勇の 士 にあら ざるより は、 爭 でか 此局を 踏んで 怕れ ざる を 得よう。 

當時、 世 を 擧げて 急進 過激 黨の 志士 を 目して、 『暴 客』 とい ふ。 西鄕獨 

り、 之 を 遮ぎ つて 『暴 客 は 日本の 元氣』 であると 爲す。 大義に 照らして 

『暴 客』 を讨 ち、 情誼に よって 『暴 客』 と 結び、 遂に 維新 回天の 偉業 を 

爲す。 跡 は 巧智の 如く 映 じ、 詐 謀の 如く 見えて、 併も 一人の 西 鄕を疑 ふ 

ものな き は、 實に 彼れ が 心肝より 迹 ぱしり 出づ る、 至誠の 一念の、 天地 

神明に 對 して 耻づる あるな きが 爲に 外ならぬ。 此の 時 西鄕の 双眼に 映ず 

る もの は、 唯 だ 君國の 危うき あるの みに して、 彼れ の 心肝に 橫 たはる も 


の は、 俯仰 天地に 耻ぢ ざるの 道義の み。 

鳴 呼、 西鄕の 至誠と 大勇と、 現代人の 翁に 學 ぶべき は、 實 にこの ニ點 

に 在って ずす る。 而 して その 基づく ところ は、 一 に皇國 臣民た るの 一 大 

信念に 外ならぬ。 翁 は 詠 じて 曰く 

朝タ 二 恩遇ヲ 蒙ムリ 夕べ 二 坑ニ焚 カル。 

人生 ノ 浮沈 ハ晦明 一一 似 タリ。 

縱ヒ光 ヲ回サ ザ ルモ葵 ハ曰ニ 向フ" 

若 シ蓮ヲ 開クナ キモ意 ハ誠ヲ 推ス。 

洛陽ノ 知已皆 ナ鬼ト 爲リ。 

. 南嶼ノ 俘囚獨 リ生ヲ 竊ム。 . 


生死 何 ゾ疑ハ ン天ノ 付與。 

願クハ 魂魄 ヲ留 メテ皇 城ヲ護 ラン。 

と。 一 篇の詠 詩、 英雄 千古の 信念， を 留めて 餘 りが ある。 人 若し 皇國 の爲 

に 報ぜん と 欲せば、 必ら ず斯の 至誠な かるべからず である。 而 して 之 を 

行 ふに 當 りて や、 驀 直進 前、 千 厳も碎 くべ く、 萬壑も 開くべし である。 

讀 者、. 請 ふ、 深く 本卷 における 西 鄕の出 所に 鑑み、 深く 自ら 省みる とこ 

ろ あれ。 

昭和 士 一年 〔丁 丑〕 夏 六月 十六 曰 淸風綠 葉 を拂ふ 窓に 倚りて 


第二 卷 凡 例 

一、 本卷 は、 大正 十一 年 九月 十五 日發行 『日本 及 日本人』 誌上より 連載し 始めた る 『大西 鄕と其 時代』 

第一 回より 第三 十二 回に 至る、 大正 十三 年 夏に 至る 迄の 發 表に 成る ものに、 新ら たに 補正 を 加へ た 

る ものである。 

一、 本卷の 主要 取材 は、 大西鄕 が 出 島 後の 活動 を 叙す るに 在り。 主として 元 治 元年 〔甲子〕 並に 麼應元 

年 〔乙 丑〕 の 一 一箇年 間の 行藏を 記述した ものである。 隨 つて 此の 時代に おける 活動の 中心と なりし、 

長 州 及 長 州 志士の 行實を 詳記す るに 至った の は、 叉た 已むを 得ざる ところで ある。 

一、 第一 卷は 主として 薩 州を說 き、 第二 卷は 主として 長 州を說 く。 兩卷を 併せ 讀む 時、 始めて 皇政維 

新の 原動力と なった、 薩長 兩 藩の 傳統 及び 動向が、 明瞭になる であらう。 而 して 之 を 貰 徹する 大綱 

として、 如何に 我が 大西鄕 が 重き を爲 し來れ るか を も、 双眸に 映ぜ しむる を 得る であらう。 

一、 本卷の 記述 は、 大綱 を 元 治 甲子 禁 門の 兵 變と、 元 治 慶應に 互る、 前後 二回の 長 州 征伐の 始末に 置 

いた。 讀者は 本卷の 記述に 依って、 如上の 兩大 事件が、 全く 大西鄕 の 意見に 從 つて 左右され 結合 さ 
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霧ニ卷 口： 繪說明  二 

との、 御言 葉 もあった とい ふこと です。 併し 之れ も、 其の儘に なって 仕舞 ひました。 今日 家に 傳へ てあります 

の は、 大分 前の ことです が、 親屬の ものら が、 父の 肖像 を 得たい とい ふ 希望が ありまして、 巳む を 得ず、 私が 

其の 案 を 立てた。 ソ レは、 額 は 誰、 眼 や 鼻 や 口 は 誰と いふ 檨に、 一 々兄弟 や、 近親の 額の 一部分 宛、 ツギ ハギ 

して、 どうやら 父の 俤に 似た ものが 出來 た。 ところが 其の 時の 印刷 局長が 得 能 良 介で、 是亦 親屬の 一人です が 

丁度 此の 印刷 局に、 キヨ ソネ とい ふお 雇 敎師が ありまし たので、 私の 案 をば、 同氏に 送ッて 描かせた のが、 丈 

約 二 尺の 洋服 牛 身の 給筆畫 です。 これが 今 世の中に 在る、 父 0 肯像畫 中、 比較的 正確の ものです。』 〔明治 四十 

三年 九月 廿 四日 發行 『日本 及 日本人』 南洲號 中、 西鄉菊 次郞談 「思 ひ 出づる まま」〕 

、 『去 ニ來 朝野 1 似 レ貪レ 名』 の 詩 は、 榮達を 欲せす、 安んじて 君 國の爲 に 犠牲と なる に、 せんする の 意 

を 詠 じたる もので、 翁が 大 島の 木場 傳內 氏に 書し 與 へられた る ものである。 大正 八 年、 予が 木場 貞 

長 翁を訪 うて、 撮影せ しもので ある。 

、 『一貫 唯唯 諾』 の 詩 は、 翁の 志 懷を詠 出された もので、 外 甥 市 來政直 〔宗 助〕 氏に 書し 與 へて、 訓 

誨を 垂れられし ものである。 政 直 氏 は、 翁の 長 妹 琴 子 〔市來 六左衞 門に 嫁す〕 の 長男で、 夙く f 國 

に留學 せし が、 歸 朝の 後、 明治 十 年の 役に、 翁に 從 つて 薩 軍に 投じ、 城 山まで、 して 奮戰 した 

が、 九月 廿 四日、 城山陷 落の 日、 宫に 降らす、 遂に 銃殺の 難に 遭うて 噎れ た。 
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第 「二 卷 a 稳： 說 明 


爲に、 玆に褐 げた。 

昭和 十二 〔丁 丑〕： 复 六月 十四日 


鹿 野 山人 識 


大西 鄕全傳 【第二 卷】 目 次 

元治變 局と 長 州 征伐 篇 


偉 彩 ある 大人 格 【卷 頭に 題す】  一 

【第一 篇】 薩長 兩 藩の 勢力 勃興  五 

第 I 章 薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統  五 

I 薩長 何故に 興る (I)  五 

幕府の 内部的 崩 解  五 

二 薩^ 何故に 興る (二)  一二 

中 岡の 薩長 勃 與論  一二 

三 薩長 何故に 興る (三)  一 五 

薩長の 復響 的傳統  -  一 五 

第二 卷 aj 次  一 


第二 卷目 次 

四 薩長 何故に 興る (四)  

 一一 0 

封建 傳統 の餘勢  

. ： 二 五 

五 薩長 何故に 興る (五)  >  

、   二  ljj 

薩は山 巔- 長 は 山麓  

 一一 七 

六 村田淸 風の 大英斷  ：  

〔參 考】 村 田淸風 翁の 財政改革 〔中原 邦 平談〕  一九 

七 村田淸 風の 人物 • 風 格.  一一， 

： 四レヽ 

八 吉田松 陰の 尊皇 思想  

'J^^   五三 

九 眇 たる 松 下 村 塾  

十 自 から 難に 投じた る 陰  

【參 考〕 吉田松 陰に 對 する 罪吿狀  六 

第二 章 驀進し 来れる 長 州 派  六 五 

一 長 井 雅樂の 周旋 (I)  山 r 

.   しヽ *,T" 

長 州へ 降下せ りと いふ 祕勑  


二 長 井 雅樂の 周旋 (二)  ：  六 九 

朝廷から 開國 論に する 肚  六 九 

三 衣冠 束帶の 『航海 遠 略 論』  七 一 

四 『航海 遠 略』 の 趣意書  七三 

〔參 考】 航海 遠 略 論 〔長 井 雅樂〕  七三 

五 長 井の 京都 遊說  七 八 

六 西鄕 曰く 『長 井 は大奸 物』  ,  八 二 

七 毛 利 敬 親と 島 津久光 (一)  八 五 

毛 利 敬 親の 公武 ー和說  八 五 

八 毛 利 敬 親と 島 津久光 (二〕  九 〇 

俄然 擡頭した 長 州 勢力  九 0 

九 毛 利 敬 親と 島 津久光 (三)  九 三 

久 光の 東上と 毛 利 定廣の 入京  九 三 

十 毛 利 敬 親と 島 津久光 (四)  九九 

第二 卷目 次  三 


表面 は 提携、 裏面 は鎬を 削る  

陰門 下 の 蹶起  

久阪玄 瑞の長 井 彈劾文  

三 長 井雅樂 遂に 斷罪  

四 逆 捲き 来る 『廻瀾 條議』 ( 一 )： 

壯士腕 を 解く の 猛斷を 論す  

五 逆 捲き 来る 『廻瀾 條議』 (二)： 

堂々 たる 一 篇の 倒幕 論  

【參考 〕 廻 濶條議 〔久阪 玄瑞〕 

三 章 文久 政局と 薩長 爭覇 

一 薩長 爭覇 と文久 政局  

二 勅使 發 遣と 『三 事 策』  

三 薩長 爭覇 の頂點  

四 急激 革新派の 天下と なる …：： 


五 長 州 急進派と 再 勅使  

〔參考 】 國事 御用 掛 執務 規程  

. 六 京都 は 正に 恐怖 時代 ：：  

七 長 州 派と 三 條實美  

八 十四 代 將軍德 川 家 茂の 上洛  

九 孝 明 天皇の 行幸  

十 慕 威 地に 墜ち 朝廷 親 兵 を設く  

十 一 捲土重来の 薩藩  

十二 薩*會 提携して 長 を 破る  

十三 七 卿 西に 落つ  

【附】 舞 曲 〔久 阪玄瑞 作〕  

【第二 篇】 垂 天の 鵬翼 を 張る 西 鄉吉之 助 ：......... 

第 I 章 召還され たる 西 鄕吉之 助 

第二 卷 目次  五 


七  七 六 六 六 五 五 五 五 四 四 四 三 
一 一      八 二 〇 六 四 二 〇 八 四 一九 


第二 卷目 次 

一 總合的 威力の 思慕  ：… 

二 西鄕 召還の 輿論  

三 藤の 頹勢を 興すべき 偉材 ：：：：• 

四 久光 遂に 西鄕を 赦免す  

五 西鄕 赦免の 使者 來る  

六 西鄕愈 A/ 孤島 を出づ  

七 伸張し 來る垂 天の 鵬翼  

第二 章 元治變 局に 處 する 西 

I 中央 政局に 於け る 薩長 兩藩 ：： 

二 慕閣 及び 慶 喜の 眼前 糊塗 策 ：： 

三 久 光の 武備 充實論  

四 慕 *薩 の權變  

五 西 鄕は朝 命 を 奉じて 動く …… 


六 薩 の陣營 寂と して 聲 なし  ニニ 一 

七 慕 ，薩* 長の 鼎立 關係  三 一四 

八 長 州 藩の 『奉 勅 始末』  ニニ 六 

九 泣いて 天闕に 奏す  三 一一 六 

十 內憂 外患の 長 州 藩  二 四 一 

十一 一 橋と 西 鄕の對 長 態度  二 四 三 

十二 私憤に 起たざる 西鄕  二 四 六 

十三 死物 狂 ひの 長 州  二 五一 

十四 長 州 進軍の 條理  二 五 四 

十五 兵力 を 擁しての 嘆願  一一 五六 

十六 一 橋慶 喜の 態度  二 五 九 

十七 松平容 保の 態度  二 六 一 

十八 正 親 町三條 卿の 進言  二 六 三 

第二 卷 目次  モ 


第二 卷 目次  八 


十九 西鄕大 に近衞 卿に 說く 


 二 六 七 

喜の 苦慮と 公卿の 動搖  ,  一一 七 0 

廿 I 一  橋慶 喜の 誘 薩の大 策  二 七三 

廿ニ 蛤 御門の 變 起る ( I )  

發 せられた る 『送 戰狀』  

〔參 考〕 八幡 男 山に 於け る 大會議 〔南貞 助談〕  二う-一 

【參 考】 壯士 訣別の 水杯 〔野 村靖 子爵 談〕  二 九 三 

廿三 蛤 御門の 變 起る (二)  二 九 四 

長 州 兵 遂に 敗衄  二 九 四 

. 一 1 ん \ 

廿四 久阪玄 瑞を弔 ふ  

第三 章 蛤 御門 事變 後の 時局 收拾  I 

I 藤 藩 及び 西鄕 の動靜  三 0 三 

二 長 州 軍 全く 沈潜す  

三 松平容 保の 將軍 進發論  三 ニニ 


四 春嶽は 遂に 起たず  三 一六 

五 德川慶 勝の 征長 司令官  三 ニー 

六 西鄕は 如何に 長 州に 對せ しか  三 二三 

七 西鄕は 用意周到の 人  三 三 0 

八 慕府 勢力の 二分 派  一一 一三 四 

九 勝 安房と 西鄕 との 會見 ( I )  一一 ニー 一八 

勝と 西鄕 との 初對面  三 三 八 

十 勝 安房と 西鄕 との 會見 01)  一一 一四 五 

西鄕、 勝 を 推して 英雄と す  三 四 五 

十 一 勝 安房と 西鄕 との 會見 (三)  三 五 一 

長 州 征伐に 關 する 兩 雄の 意見  三 五 一 

十二 慕 政 衰運と 諸侯 合議  •  1 一一 五 五 

十 =1 天衣無縫の 大西鄕  1 一一 五 九 

十四 勤皇 黨は 日本の 元 氣なリ  三 六 二 
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第一章 第一 回の 征 長と 西 鄕吉之 助  I 

I 濶大 なる 西鄕の 心境  一一 一六 五 

二 征長總 參謀西 鄕吉之 助  三 七 0 

三 長 人 を 以て 長 州 を 治めし む  ：：： 三 七 四 

四 大阪 城の 征長 會議  一一 一七 七 

五 西 鄕吉之 助と 德川慶 勝  ：  一一 一八 二 

六 西 鄕は旣 に 巨 厳大幹  一一 一八 七 

七 西 鄕の長 州對策 (I)  一一 一九 0 

『宫 軍』 の 創 語と 長 州 恭順 案  三 九 〇 

八 西 鄕の長 州對策 (二)  三 九 二 

長 藩 探索と 吉川經 幹との 應策  三 九 一 一 

九 長 州の 三 大難 關  i. 


十 『恭順 哀訴 論』 と 『武備 恭順 論』  …ヨ 九九 

十 一 所謂 『正義 派』 の 建言 ：……  四 〇 七 

第二 章 西 鄕の征 長 處分策  四 一三 

I 長 藩の 保守派と 高 杉の 臉走  四 1 三 

二 長 州 三 家老の 屠 腹  四 一七 

III 西 鄕の防 長 處分案  四 二 〇 

四 五 卿處分 問題と 長 州  四 二  s 

五 五 卿 問題と 西 鄕吉之 助 ……： ，  ……  一  四 一一 二 

六 筑前 藩士の 斡旋と 西 鄕吉之 助  四 三 四 

七 小 倉に 於け る 西 鄕吉之 助  四 一一 一九 

【參 考】 征 長に 於け る西鄕 0 動靜 〔越 前 藩 小 倉滯陣 日記〕  四 S 六 

八 西鄕 遂に 馬關に 進む  四 四 八 

九 高 杉 東行と 西 鄕吉之 助  四 五 二 

4 が 二 卷百次  、  一一 
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十 高 杉 東行 遂に 蹶起す  四 五 五 

十 一 五 卿 遂に 太宰府に 遷る  四 五 九 

十二 西 鄕の停 戰蓮動  四 六 一 

十一 一一 歳 は 元 治より 慶應へ  四 六 三 

十四 西 鄕吉之 助の 大局 觀  四 六 五 

【第 四篇】 幕末 慶應の 時勢と 長 州 再征 ：：：.：  5 ハ九 

第一章 五 卿 を 中心とする 慕. 薩の 動靜  

I 三百 年 惰眠の 効用  四 六 九 

二 中 岡 愼太郞 の 『時勢 論』  ： 四 七 二 

三 岩 倉 友 山の 大局 眼  四 七 九 

四 維新 的 英雄 西 鄕吉之 助  四 八 〇 

五 西鄕 一先 づ薩 摩に 歸る  四 八 二 


六 五 卿に 處 する 幕府と 薩藩  七 

七 西鄕 と大久 保との 交代  四 九 一一 

八 大久保 利 通の 登場  四 九 六 

九 大久 保の 京都 遊說  五 00 

十 极平* 阿部 兩閣老 の 入京  五 0  二 

十一 ニ條關 白と 兩閣老 の應酬  五 0 七 

十二 一  橋慶 喜と 兩閣老  五一 1 

十三 西 鄕の五 卿 寛 典 蓮 動  五一 

十四 太宰府の 三 條實美 卿  五一 九 

十五 西 鄕の再 上京と 薩ニ巩 聯合 運動  五 二三 

【參 考〕 五 卿 太宰府の 風 詠  五二七 
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偉 彩 ある 大人 格 【卷 頭に 題す】 

かノ 1 "  ふうさう 

|ii ある Mi は、 一朝に して 成る もので はない。 幾た びか 艱難 を經 て、 志の やう やく 堅き を 得， 久しく 風霜 を 

閱ノて 初めて、 事に 驚かぬ 心境に 入る ことが 出來 る。 洞 深う して 雲の 出づる こと 杳 かに、 澗 曲って 水の 來る こと 

遲 しで、 i 勢 を經 るに あら ざれば、 大人 格の 偉觀を 現， f る こと は闲 難で ある。 

せ * しょく  ゐ くん  * 《つた Z  ► 

凡そ 人物 を 叙す るに 當 つて、 その 功業 や 盛躅ゃ 效績ゃ 偉勳ゃ を、 举 うて 求む る こと は、 g 風し 抑ぶ 末端の ことで 

あらう。 心 ある もの は先づ その 人の 勳 業の 由って 來る ところ を 顧みなければ ならぬ。 志 業 を 艱難の 間に 察する に 

よって、. 初めて 人の 大を 成す 所以 を 明かに し 得る であらう。 人物 を 得意の 間に 見る ほど 危險な こと はない。 得意 

偉 彩 ある 大人 格  ド 
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の 時代に は、 ；大 下を睥 るの 大 政治家 も、 一た び 失意に 落ちて はま s;^ 起し、 ぼパ、 として する の 例 は 

きんり やう  まか 

乏しくない。 人物の 斤量 は、 之 を 失意の 境に 於いて 衡 るべき である。 

『道 を 行 ふ もの は、 固より 困 厄に 逢 ふ もの なれば、 如何なる 艱難の 地に 立つ とも、 事の 成否、 身の 死生 等に 

少しも 關係 すべから す。 事に は 巧拙 あり、 物に は 出來る 人出 来ざる 人 あるより、 自然 心 を 動かす こと あ ど 

も、 人 は 道 を 行 ふ もの なれば、 道 を 踏む に は 巧拙 もな く、 出来ざる 人 もな し。 故に？！^！^道を行ひ道を樂み、 

若し 艱難に 逢 ひて 之 を 凌がん とならば、 彌立道 を 行 ひ 道を樂 むべ し。 予壯 年より 有 ゆる 艱難に かかりし お、 

今 は 如何なる 事に 會ふも 介 心せす。 是れ予 が 幸福な り。』 

止の 一 文 は、 『南洲 遺訓』 として 世に 傳 へらる ると ころの 一 篇 中に 記さる る 一 節で あるが、 南洲が 如何に 闲難 

の 間に 身を處 する の 道 を勵ん だか は、 斷片の 間に も 窺 ふこと が 出来る ではない か。 

じょ でん 

筆者が 南浏の 叙傳に 託して、 大人 格の 偉觀を 世に 示す ところ あらんと する 一 牛の 目的 は、 また 實に 難竟に Ji- ぬし 

て 人格 を 玉 成す る 事業の、 如何に 至難に して また 如何に 高 憤なる 犧牲 を支拂 はなければ ならぬ か を說き 示す にあ 

る。 故に 此 著述の 第一 卷 において、 叙す ると ころの 西 鄕南洲 は、 實 にこの 難 境の 西鄕 であり、 失意の 西鄕 であつ 

た。 風霜に 惱み、 波浪に 洗 はるる 吉之 助であった。  - 

文政 十 年 〔丁亥〕 十一 代 家齊將 軍の 太 政 大臣 を拜 する の 年 を 以て、 南洲薩 南の 一隅に 生れて より、 十五 歳に して 


こ 5 りかた しょき やく  4 ひ けん 

郡方喾 記 役に 任ぜら るるまで は、 誠實 なる 勤勉 家と して、 知兒を 磨く 少年 吉之 助であった。 水 野 閣老の 改革 も、 

*1<？ ごく さう どう  だい 含 ♦」 ん  おほし ほ  はんしゃ  うしほ 

仙 石騷動 も、 天下 を擧げ ての 大 饑饉 も、 大臨 凰の 兵亂 も、 蠻 社の 獄も、 遠く 大洋の 沖に 鳴る、 潮の 流れの 音の やう 

に 聞く 外はなかった。 二十 三歲 にして 『髙 崎騷 動』 に 逢 ひ、 ニ十四^^にして志士の屠腹を！！！：擊し、 二十 五^に し 

なり あさら しう ほう  厶<1 厶 A  厶厶厶 △  厶 厶厶厶 

て藩主齊彬の籠^^を迎へ、 二十 六 歳に して 双 親 を 失 ひ、 二十 七歲 にして ペルリの 沛賀に 來るを 聞き、 二十 八 _ 成に 

して 齊彬に 見出されて 初めて 江戶に 出で、 齊彬の 股肱と して 四方に 使 ひし、 將に 火い に 志 を！ K 下に 仲 べんと した 

時代 は、 實に 彼れ が 玉 成の 時代であった。 三十 一歳に して 阿部 閣老 歿し、 井伊 大老の 擾 頭す るに 逢 ひて より、 

厶 A 厶厶  厶 ▽ 厶厶  りうた く  厶 厶厶厶  おき 

三十 ニ歲 にして 齊彬を 失 ひ、 月 照と 海に 投じ、 三十 三 歳に して 大. lii 流 論の 生活 を 初め、 三十 六 歳に して 得た び 沖 

えらぶ じ *^ たく  厶 厶厶厶  W 'うり てんばい 

永， M 部，：：^ に謫 せられ、 三十 八 歳の 二月まで、 遠洋の 孤島 生活 を 縫く る の南洲 は、 實に 流離 顚沛の 失意 者で あつ 

さんろ やう ちゃう 

た。 第一 卷は、 此の間に おける 南 洲の出 處進返 を、 やや 詳ら かに 叙す ると ころがあった。 いささか 山路 羊 脇の 趣 

ひつろ くつ. i\Tj よく さんてん  くわつ ぜん 

きであって、 霸 路 屈曲、 . ^嶺に 登って 四方 を大觀 する やうな、 濶然 たる 光景に 乏しかった。 人 をして 火 人格の い 

づれ にある や を 疑 はしめ たで あらう と S 心 ふが、 南洲の 人格の 大 なれば 大 なるほど、 寧ろ その 全景 を顯 はすの 遞々 

たる を 思 ふべき では あるまい か。 

ちまた  しんさん  てんぶ  ちん りん 

生れて 三十 餘 年の 間、 幾た びか 死生の 巷 を 往来し、 人生の 凡ゆる 辛酸 をせ：： め、 天賦 0 大器 を沈淪 の-底に 磨き あ 

ひ だいかん  こく か らんり  しっく 

げたる 一 筒 0 肥. K 漢が、 大 0 偉業 を 國家亂 離 0 裡に 成就すべく、 孤島 を 去って 中原に 疾 驅し來 つた 0 は、 元 治 

元年 〔甲子〕 三十 八 歳の 二月であった。 三百 年 Q 德川 幕府 を 伏 見 鳥 羽 0 間に 討ち、 七 世紀に fs- る 封建 政治 0 鐵壁 

惮彩 ある 大人 格  三 
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.i ラ！ S  ^ げふ 

を. 江戶に 倒し、 天皇親政^^新-らたなる國家政體を以て、 東洋に 雄飛す る Q 偉業 を 建てた 0 は、 出 島 後 僅かに 四箇 

年 0 間 0 ことに 過ぎぬ。 

ij たう  ぐ わ..^ ぢか うし  ，  きんわう 

本卷 において 說く ところ は、 翁が 孤島 を 出で、 元 治 甲子 變に續 いて 起った 長 州 征伐、 及び 勤皇 露 力 0 統一 合 

しゅっし よしんたい じょじゅつ  くわいて，： > 

同 を 策して 征長 善後に 盡 したる 間 c^、 翁 Q 出所進退 を 叙述す るに ある。 此 期間 は、 旣に 回； 大 0 勢 ひを爲 し、 翁 

しゃへ *  ぎよが く 

0 活動 を 遮蔽す る 何も Q も 存在し なかった。 叉た 存在す る を 許さぬ 急 勢であった。 翁 Q 雄姿 は、 實 に巨嶽 C> 如く 

かう. K  がんかく ほと  くわいし，^ 

風雲 0 裡に 聳え、 翁 Q 雄飛 は、 洪波 0 如く 巖 角に 进 ばし つた。 此の間、 實に西 鄕が快 心 0 一幕で ある。 

し てませ くわつ  だいし ひつ 

本文の 筆者 は南洲 0 詩的 生活 を 叙しょう と は 思 はぬ。 夫 は 後世 大 詩人 0 大詩 筆に よって、 初めて 完成され るで 

あらう。 叉 筆者 は南洲 0} 劇的 生涯 を 叙しょう と は 思 はぬ。 それ はまた 後世 大作 家の 大 文章に よって、 初めて 躍動 

し來 るで あらう。 筆者 は南洲 Q 史傳を 完成し ようと は 思 はぬ。 それ はまた 別に 大史家 大 史筆 を 嫁って、 始めて 

くわん ，ゝ-^  とくしよ. ひ 

完璧 を 得る であらう。 筆者 は 一箇 Q 讀 書生で ある。 ただ 南洲に 依って 學ぶ ところ ある 0 みで ある。 南洲 Q 人格に 

よって、 筆者 0 學び 得た ると ころ を 記して、 いささか 後人に 示す ところ あらんと する Q みで ある。 

維新 志士と して 0 西鄕、 人格者と しての 西鄕、 それ は 果して 如何なる 表現 を 我等に 示す であらう か。 遲 筆を驅 

りて、 しばらく 彼れ が 後半生 を 叙べ しめよ。  ， 


on 


【第一 篇】 薩長 兩 藩の 勢力 勃 

第一章 薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統 

【一〕 薩長 何故 に 興る (I) 

幕府の 內部 的崩壞 

時代 は實 力の 移動に よって 變遷 する。 實カは 社會變 化の 自然 性に 乘 じて、 時代 を 動かす 中心と なる。 ここにい 

ほんら..， せい  いうえつ  だんたい りょく  しゃく わい へんく わ ：  , . I  /•  r  J  •  .  4  I 

ふ實 力と は、 民族 0 本来 性に 根ざす 優越した る團體 力であって、 社 會變化 0 自然 性と は、 所；^！^る人爲がならさる 

天理の 本然に 則す る 大勢 を 指 ざす 0 である。  - 

幕府 は 何故に 倒れた るか。 薩長 は 何故に 興りた るか 0 問題 も、 こ Q 實カ 0 移動と 大勢の 推移と によって、 說明 

する ことが 出來 る。 幕府が 據 つて 立つ 0 堅城 鐵壁は 封建制度 である。 而 して 封建制度の 建設者、 維持 者、 中心 者 

は ^ 士 11 である。 この 幕府 Q 基礎で あると ころの 武士階級が、 自然に 衰 翻に 趨 いた ことが、 抑よ 幕府 地位 を 

紹 うくし、 初めた 基であった。 然 らば 何故に 武士階級が 衰；^ する に 至った かとい ふに、 それ は 多く 家が 口 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統  玉 
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を 前へ ていふ やうに、 二百 數十 年に わ I つて、 久しく 打續く 太平 無事の 爲 めに、 武士 0 氣 力と 信念と が 弛緩して、 

£ ゥ .  しゃく わい かいてん 

遂に 武士道が、 i 落した 結果で あるに は 相違ない が、 事實は 社會的 進化 0 流れに 沿うて、 平和的 社 會開展 0 必要 

から、 產業 oli を ，ぉ がし、 生産者が 社舍 0 實權を 得る やうに なった、 社會 中心 原動力 0 移 慰に よる 結果で ある 


くわん さつ 


み やく はく 


との 觀 察が 下し 得る では あるまい か。 

ま 士が墮 落した 爲 めに 封建制度が 倒れた 0 であるならば、 武士 を 健康 體に復 せし むれば、 再び 封建制度 は 脈搏 

まう ちゃく  だみ ス  さ 

を 新ら たにし 來 るべき である。 嘉永、 安政 0 國 難に is 者して、 武士 はたし かに 長夜の 惰眠から 醒めた。 然しな が 

ら封建0^^|^,、  i むした る 草木 もろともに、 水流に 押し 崩されて、 流れ 去った ではない か。 そこに 皇國 本然の 

かんとく  し か を かろく もん 

姿 を 見る が、 英雄よりも 歷史 よりも、 より 强ぃ 社會的 進化 力が 看 得される。 史家 岡 鹿 門が 嘗て、 

『力 K お を 動かさす、 ill を 驚かさす、 天下 0 大勢 をして、 人爲を 借らす、 g 然に 幕府 を 去って、 朝廷に 歸せ 

しむ。 猶ほ 天 地 言 はす、 四時 錯 行し、 造化 跡な く、 百 物 並び 化する が 如し。』 

と 論じた Q は、 言って 盡 さぬ ところ は あるが、 此 Oslo 氣 持ち を 表現す るつ もりであった らう。 

mf.  ii ぎ、 iiS つ は、 曾て 『il4 一 I ひ Is  〔明治 二十 五 年 十一月 ¥ 著 はして、 德川 幕府が 十五 代 一一 百 七十 


年間、 持續 したる 原因 を 述べて、 左の 如く 四大 原因 を揭 げてゐ る。 

諸 大名が 德川 氏に 對 せる や、 陽に 君臣の 禮を 守りて 服從 したれ ども、 其 心中に 於て、 常に 不滿 を懷 きし： t 

と I だいみ やう  ごか』 もん r ふゝ ぶ-; -0,.^  ： けいち-やうげ.^. „^ 


獨り^ 鍵" おおう のみに 浪ら す、 所謂 御 ノ 御き- 气 佗の 〔豕筋 とても、 同樣の 事に て ありき。 然るに 慶長 • 元和以 


i つろ  お ほやけ はんき か- 

來、 安政 • 文 久 Q 末路に 至る まで、 公に 叛旗 を 塞げ 能 ざり しも 0 は、 

〔一〕 二百 七十 餘年 Q 久 きに 因襲せ る、 嚴靈 なる 慣例 • 格式. 作法 .IJ 儀 等に て 形而下 を撿 束し、 遂に 形而上 

に 及ぼし、 H< 下 0 諸侯 を 籠絡した る こと。 

〔一一〕 此 諸侯 及び 其 家臣 は、 皆 其 社稷 を 保つ に審 なりし が 故に、. 胃險 0 所 爲に涉 る を 避る に 汲々 たりし こと。 

〔三〕 幕府 0 實權實 力 は、 非常に 强盛 なりと 信じ、 他 0 諸侯 は、 幕府 0 命令 を 力 5 する を 以て、 若し 我に し 

て、 一朝 咎を 幕府に 得る 時 は、 忽ち 滅亡 0 難に 罹るべし と 恐れた る こと。 

くれ かう ふう り う  こうきう おご り  さんきん かうたい 

〔四〕 諧侯 Q 妻子 は、 江戶に 住居して、 都下の 花香 風流に 惯れ、 後宮 0 驕に國 用 を K し、 其 卜： に參鋭 交代、 諸 

役の 爲に、 槪ね^ 財政 疲弊して、 事 を 起すべき 程 0 勢力な かりし こと 等、 其 因. E をな せし Q み。 

*Hv/ ろ  らうら/、 

と論斷 して ゐる。 故に 幕府 0 衰亡 • 亡 減に 至りた る 原因 は、 右 四 筒の 内實が 暴露して、 (一) 諸侯が 幕」 肘 QtS 絡 を 

觀 破し 0  一) {¥國0 危うき を 捨てて、 確然 反抗 0 氣勢を 示し (三) 幕府 財政 0 破綻 を洞兑 すれば、 ？ S 藩に 倒幕 0 勢 ひ 

た-ひく わい  ぎ よく ざん 

を 生じ、 幕」，^ は^く も 倒壊すべき 運命に あった こと は 云 ふまで もない。 玉山自 から 倒る。 人の 推す にあら すで あ 

つた。  • 


嘉永 六. 1^ 〔癸丑〕、 衆 國水帥 提¥2： ペルリが 百世 開かざる 封建 Q 鐵 E: を、 ほと くと 打ち 叩いた 時、 幕府 政治. 冢 Q 

しんだん  キ」 うばう 

心膽 を. S からしめ たもの は、 浦賀灣 頭の 黑 船よりも、 却って 幕府 部の 窮乏 だしい ことであった。 時 Q 閣老 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統  七 
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ノ 

阿部 正弘 が、 水戶烈 公に 秘密 0 文書 を 示して、 政府 内 0 紊亂 窮狀 g 一半 を 打 明かした 時には、 流石 Q 烈公も 

色 を 失した と傳 へられて ゐる。 そ 0 以後 烈公 0 攘夷論 は頗 ぶる 鈍って、 半 戰半和 論に 變色 せざる を 得なかった。 

かん ぢ やうぶ Vr 一 やう  かはぢ とし あ， a ら 

^時の 勘定 奉行たり し 川路 聖謨 が、 阿部 閣老 0 意 を 受けて、 藤 K 東 湖に 與 へた 書中に も、 

川路 聖謨ょ リ藤田 東 湖に 贈る の 書 〔嘉永 六 年 七月〕  . 

〔上略〕 然者、 過日 ハ老 君檨 〔水 戸 齊昭〕 御 登城 被 レ爲レ 在 候テ、 扱々 難 レ有御 事 一一 御座 僻。 右 <: 私輩ハ 勿論 之 

あ かくら う 

儀、 阿 閣老ュ 於 テモ、 殊之 外ナル 難レ有 ガリ， ーテ、 老君檨 之 御 登城 一一 テ、 一安心 ト申 候テ、 イカ 計リ ，f_』：；f 殿 

ぞんじた てまつ さ ふら ふ 

レ 存 候檨子 1 一 御座 候。 〔嘉永 六 年 七月 三日 齊昭 登城、 政治 參與の 命 を 奉じ、 之より 隔日 登城す〕. 右一 一す テ ヽ、 ^ 

而河內 守 私 打 寄 候テ、 コ レー ーテハ 世上 ノ人 氣モ靜 一一 相 成 候儀ト たお i つ あ, り リく申 候 儀 -ー 御座 fe<。 ，戸 恐 御 苦 

勞被， 遊 候ハ、 萬々 - 一可， 被， 爲， 在 候 得 共、 御 登城-付 テハ、 Mliik 以来、 阿閣老 ヨリ 被 n 申 卜： 1 候 御 勝手 御 入 

費 之 事 ナド、 祕 中ノ祕 一一 御内 慮 等 被 一一 相 伺 1 候 事 ト奉レ お 候。 右 《申 上 候 迄 モ無レ 之、 思召ヲ 以テ、 御 登城 之 事 

被 二 仰 進 T 海防 之事萬端 御 CI. 之、 ^sr^f  ^fE§^  ffs^^  ^ 

御お 不レ被 n 申 上 一 候 テ< ；、 .g: 外 御 分リ乇 被， 成 兼 候 故、 御物 語 被 レ及候 事哉ト 推察 仕 候 間、 右 等 之 事、 外々 へ、 i 

せつ 

泄仕 候. hsf ハ無レ 之 事故、 極々 之 祕密之 事 ト被二 思 召 ー候檨 奉レ存 候、 定テ 阿閣老 ヨリ モ 無二  一 被， -申上 一 候 事 卜 

ハ奉レ 存候得 共、 別段 御 懇篇之 御沙汰 共、 段々 被-, 成 下 i 事-付、 不， 顧， 恐 御內々 中 上 候。 きが^か ^まき 


厶厶 A 厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶  <1 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

御覽 被：， 遊 候 r 、ハ、 コレハ ト御驚 乇被レ 遊、 ー體之 事情 モ、 直 一一 御 承知 可 レ被レ 遊 候。 右 之 御 勝手 之 様子 一一 テハ、 ！ 

A 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 △ 厶厶厶  <1 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 AAA 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶  ま <3 ふしき も i 

外國 ト戰爭 イタ シ、 縱令御 勝利 計 一一 テモ、 一 年ト モ チコ ラへ候 義  < ；、 出来 申 間 敷 ト奉レ 杯 候 間、 薪 一一 臥、 膽ヲー 

なめ  レ _ 

嘗、 上下 一致 イタ シ候 テ、 十 年ノ末 一一 、へ 是非 御 國カヲ 復古 イタ シ、 御 武威 相 立、 攘 11 夷狄 1 尊 二王 窒 1 〔是れ 一 

おしょく しゃう  きびしく すね かい 一 

卽ち 水戶藩 尊攘の 語義〕 候 ト申候 征夷 府之御 職掌、 明 一一 相 立候樣 仕度 モノ ト、 毎度 私 SfH モ、 阿 閣老嚴 敷 垂誡ー 

とて  厶厶厶 厶厶厶  <1 厶厶厶 厶厶  < "厶厶 厶厶厶 

有 レ之候 儀 一一 御座 候。 右之譯 故、 此節ハ 迚モ被 レ成方 無レ之 次第、 外 ヨリ 御 覽被レ 遊 候トハ 違ヒ、 奥 フカ ク內 輪： 

厶厶 厶厶厶  <" 厶厶 厶厶厶 厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶  ぼくい  . 一 

之 咄ヲ御 承知 被 レ遊候 テハ、 容易 一一 戰爭 等ハ難 二相 成 T 今般 墨 夷之 事、 穩 一一 御 取 計 可 レ被レ 成 トノ御 趣意、 實 一一.； 

無二 御餘儀 1 御 間然 被 レ遊候 儀  < ；不レ 被 レ爲レ 在 候 儀、 折 一一 フレ御 示 シ被ニ 成 下 1 候 ハバ、 老 君樣ノ 御沙汰 ハ、 世人 一 

きちゃくの ごとく  一 

如 11 龜著 1 仕 候 事故、 天下 之 人 氣モゲ 一一 モト、 靜 一一 相 成、 御 取締 モ相立 可レ申 哉。 コ レ 、ノ 老君樣 一一 於テ、 若 哉 一 

一 

乍レ恐 御迷惑 ノ御事 歟ハ不 レ奉レ 存候得 共、 人 氣ヲ服 候 儀、 公邊之 御爲、 第一 一一 御座 候 間、 何卒 右 之 御 含 被 レ爲ー 

レ在 候樣、 奉 レ存候 〔下略〕  ，，  . 一 

こうふん  ひっとう  えい はう  くわん わ  < 

と 述べて ゐる。 書中 口吻より 察する 時 は、 當時、 筆頭 Q 攘夷論 者た る、 水 戶烈公 0 鋭鋒 を、 如何に 宽和 せんか 一 

に 努めた かが： S れてゐ る。 

い  ぶび じう じつ  一 

謂 ふところ 要領 は、 十 年間 武備 充實を 行うて、 然る 後ち 戰爭 しょう。 今 は 金がなくて 闲 ると いふ Q である。 ： 

き たい  いうち やう  一 

舉 純な 主戰 論が、 國家 Q 爲に 危殆 を 生す る 0 は、 申す まで もない として、 かかる 優長な 非戰 論、 卽ち： g 伏 論が 國： 

くわが い  &  らうし ゆ  いんく わい  一 

家に 禍害 0 因 を 撒く の も、 同一 0 危害が あると いはねば ならぬ。 阿部 閣老 Q 老手、 川路 奉行 Q 隱猶、 共に 實務家 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統  九  一 
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0 好手 本と いふべき である。 

ないせいぎ うば-つ  いさ さ ほこ さ.^ J  さ、. *  J  3 

流石の 烈公 も、 幕府の 内政 窮乏 を兒 せつ けられて は、 些か 鋒 先が 鈍 ぶらざる を 得ぬ。 マン マと 阿部 oil 衡ひ 

かかった と 見えて、 これから 『內戰 外 和 主義』 などと 言 ひ 出す に 至って ゐる。 

烈 公が 春 嶽に與 ふる 0 書中に、 明らに 名刀が 鋪 刀に 變 じたよ ゲが ぎが 現 はれて ゐる。 

德川齊昭ょリ松|^1.春嶽への返翰 〔嘉永 六 年 八月〕 

. ひ 》J つせられ  しんれ-つ  '\ 

兩度貴 書 令， 1 披閲 1 候。 如 レ論新 凉相催 候處、 益 御 勇猛 何 寄 之 事に 存候。 拉て御 建白 云 々 數拜見 被 二 仰 付 一 候 へ ど 

じゅくらん 

も、 未 貴 書 は h 覽に相 成 居候 哉。 若 又 御 役々 熟覽致 居候 哉。 未だ 拜見； 小レ仕 候。 何れ 其 中には 拜見 被， 1 仰 付, 

候 事と 存候。 如何 檨 御明 論 候 哉。 n 卜く 拜見 仕度 事に 存候。 和 を 唱へ候 人と、 戰を唱 へ 候 人と、 區々 にて、 

つかへ ま をし さ ふらえ ども 厶厶厶 厶厶厶 厶<3 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

ま 申 候 得 共、 拙 老は内 戰に外 和に 致し 候 方と： ti: 候。 內 さへ 戰に覺 悟いた し 置 候へば、 外 は 和を以 なやし、 夫 

さしつ かへ  含 はん 

にて 先より 兵端 を 開 候と も 差 支 は無レ 之、 若 承知に て 歸帆候 得ば、 尙々 之 事と^ 候。 何れに も處々 より 雨 Q 如 

く封醤 出、 晝夜兑 候 得 共、 中々 兩服引 足り 不レ申 候。 乍 二 略儀？ 兩度之 御 答、 一 度に 申 進 候。 御 叙 d 可 レ給候 也。 

八月 十一 m 夜卽刻  , 

あんま 

. 二 .2。 おろし や、 いきりす、 ふらんす、 あめりか を 敵に 取り 申 候 御 時節、 實に 天下 Q 安危、 此 時と 恐 入 申 

候。 廿年 前より 追，^ 申 上 候 通りに 相 成 候へば、 ケ檨之 事 は 有 レ之間 敷、 萬々 一有 5, 之 候 而も、 格別に 被 レ成候 


方 もよ ろしく 候虚、 今 大病人 受取 候樣 にて、 匕 を 投候外 無レ之 候。 贵兄 にて 拙老之 代り 御 勤 被レ下 度、 拙老 

りゃう さく 

今にな り 何 良策 も無レ 之、 日夜 心配 計に 而、 御免 願 候より 外、 良策 は 有 レ之問 敷と、 資に恐 入 申 候。 御 引 移 

り も 近々 と 奉レ存 候へば、 其 上に 而は、 何卒 御免に 仕度 事に 候。 已上。 

烈公 0 『€: 戰外 和』 とい ふ 0 は、 『内に 戰ひ 0 決意 を 有して、 外に 和 意 を 以てする』 とい ふ Q で、 内外 共に 戰 

はう はく  .  てん t、 

意の 磅！ S たる もの ありて、 而 して 正道 を路 み、 正義 を 推す ところに 眞 0 外交が あるのに、 烈 公が ；大狗 とおかめ Q 

兩面を 被り 出した ところに、 旣に 弘 の投藥 0 利めが 現 はれて 居り、 『今にな つて こんな 大病人 を!! ぎ 込まれた 

ので は、 手術の 施 こしゃう がない』 と 匙 を 投げ出して ゐ ると ころに、 ひどく 魔術に 幻惑され た 跡が 見える。 

和 戰兩樣 0 策と いへば、 和に 倾 むくが 人情、 阿部 閣老 も、 松 平 春！ I も、 同意 兒 であり、 一番 iii; ぎ 0 烈 公が 

なんく わ  ベう だう  l^^J? つ 

軟化して 來た とすれば、 最早 や、 廟堂 0 大策 は、 和親に 決したり と斷 じても よい。 それが 幕府 財政の 窮チ J より 來 

だい でんだ-つ  しろあり  すゐ 

てゐ ると すれば、 幕府の 大 殿堂 も、 旣に 白蟻に 柱 Q 髓 まで 穴を 明けられて ゐ ると 兑 なければ ならぬ。 ここに 自か 

ら 幕府の 倒るべき 運命が 見えて ゐる。 


如何なる 大政 治 家が あっても、， 既に 實カを 失った 幕府 を 救 ひ 得べ くもない。 阿部の ごとき § 姬 ili ちの 政治 { まや、 

井伊の ごとき 英斷 s^- 決の 政治家が、 幾 十 百 人出で た， 0 とて、 遂に. K 度の 倒る る を 支 ふべ くもない ので ある。 

幕府が 次 WW に 大勢に 逆行しつつ ある 一方に、 大勢に 順應 して、 次第に 潮に 乘 じて 來 たもの は、 ^ち 薩： K であ 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傳铳  一 一  , 
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しんたいと-つ 

つた。 新 擡頭の 國家 勢力 を 代表すべき 地位に 立った 薩長であった。 薩長 そのもの は、 して 封建制度に 代るべき 

どくわい 

新 國家カ そのものではなかった。 寧ろ 封建 そのものの  一 土塊で ある。 彼等が 最初の 運動 を 起した 觀念 は、 皇國精 

りっきゃく  じっしつてき 

祌、 及び E 篛觀 念に 立脚しての 勤皇 運動に は 相違なかった が、 實 質的に は、 幕府實櫂の(^^#でぁった。 實 力なき 

德川 幕府 を 倒して、 實カ ある 薩州 幕府、 若しくは 長 州 幕府 を更 立す る考 へに 外なら なかった。 幕府 そのもの、 封 

キ J ねん  あんせい ど 

建 そのものが 朞 年なら すして 倒れようと は、 安政 度に おいて は、 彼等 自 から 夢にも 思はなかった ところで あらう。 

【一一】 薩長 何故に 興る (一一) 

中 岡の 薩長 勃興 論 

よ  うちわ  はなし 

ただ 薩長が 據 つて 立った ところの もの は 一 の實 力で ある。 『外より 御 覽被レ 遊 候と は 違 ひ、 奥 ふかく 內 輪の 咄を 

御 承知 被レ遊 候て は、 容易に 戰爭等 は 相 成 難く 候』 〔川路 聖謨 書簡〕 などと 幕府が 腰の 弱い こと をい つて ゐる 間に、 

なまむ ぎ  げ さたい  はくわん  ，  ， 

生 麥に英 人 を 殺し、 鹿兒 島に 英艦 を擊 返せし めた もの は薩 藩であった。 馬關 において 英 *佛* 米 • 蘭の 四國艦 嫁 

はう ぎよ 

に 砲火 を あびせ かけた の は 長 州であった。 暴擧 といへば、 これほどの 暴擧 はない が、 幕府の 敢て爲 し 得ざる とこ 

ほの 

ろ、 他 藩の 敢て行 ひ 得ざる ところ を、 一歩 ふみ 出して、 一 擊を與 ふるところに、 實 力の 確信が 仄み ゆるで はない 

か。 先ん する もの は 人 を 制すと いふが、 ただ それだけの 穴  1 景氣 ではない。 爲し 得る とい ふ 自信が、 彼等 をして か 


し il.. うど- フ  と{\ 

かる 暴擧に 出で しめたの である。 國は 艱難の 間に 興る。 薩長の 大いに 興り 來る 衝動 は、 彼等が 千 思萬考 せす、 咄 

さ  かふ はん 

嗟の 間に 時勢に 突入して、 闔 藩の 難事 を、 山と 背負って 立った ところに ある。 

中 岡 愼太郞 が、 

『自今 以後、 天 下 を 興さん 者 は、 必ら， f 薩長 二 藩なる べし。 吾 思 ふに 天下 近日の 内に、 二 藩の 命に 從 ふこと、 

鏡に 掛けて 見る が 如し、 而 して 他日 國體を 立て、 外 夷の 輕侮を 絶つ も、 亦此ニ 藩に 本づ くなる べし。』 〔初 稿 

時勢 論〕  • 

ち to- うた パ そく 

と斷言 し、 土 佐 藩の 徒らに 議論 を 好んで、 實 行の 遲 るる を 長 太 息した の は、 實に 薩長 兩 藩の、 事 を 外敵に 構 ふる 

の 勇 氣を稱 しての ことであった。 

, , , In  めいきう  かつ ぼ  おも 

彼れ は 『敵國 外 は 天下の 名灸 なり。』 と 喝破して、 徐 むろに 薩 藩の 興る 所以 を說 いてい ふ。 

しゃう こ  な *^ むぎ  お た 

『其 證據と 云 ふ は 大箇條 二つ あり。 一は 生 麥の擧 也。 計らざる の 事と 雖も、 其 國に益 ある こと 實に 夥し。 是 

より 亥 七月、 鹿兒 島の 戰爭を 引出し、 一 旦の和 は 心外 なれ ども、 薩 藩の 興る、 全く 此戰爭 に 基く。 是 よりし 

じん ざ 一とうよう 

て ー國大 愤發、 是非々々、 此大恥 を 雪ぐ とい ふ ものに て、 人材 登庸、 武備 充實の 論と なり、 西鄕 隆盛 を 島よ 

り 取 出し、 忽ち 執政の 場 を 預けられ、 其 他、 三 州の 中に 人材の 者 あれば、 輕き楚 にても 執政に するとい ふ國 

論定 まり、 海陸の 俯、 日々 に 出來、 國政 も大に 一新し、 實に EE を覺 まし 申 候。』 

薩長 雨 藩 勃興の 史的 傳統  】 三  J 
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中 岡が 壯語 する ほどに、 薩 藩の 歩調が 一 歩亂れ すと 斷 言し 去る ほど、 國 論が 一 定 して ゐ たと も 思 はれぬ が、 一 

ちう てん  しゃう やう  はや 

藩の 士氣 が、 冲； 大の勢 をな した こと は、 まさに 彼れ の稱揚 すると ころに 偽りはなかった。 長 州の やうに、 疾 きこ 

びんせ う  きょがん  . ，，  *  !^^,ぃき.* 

と 風の ごときの 敏捷 さはない が、 鈍重ながら、 ゆらくと、 互巖の 動き 來る 威力が あった。 中 岡は轉 じて、 英 k- 

颯爽た る、 長 州の 面目 を 論じて いはく、  • 

まくわん  えびす 

『叉 一 筒條は 長の 事な り。 馬關の 戰爭を 開き、 京師の 變動を 生じ 候より、 內外 大難 一時に 迫り、 外 は 夷に 和 

うちわ  ど かう いん たかす ぎ 丄ん さく  >   1 

し、 内 は； 大下數 萬の 兵 を 引き受け、 遂に 內 輪の 戰 迄に 至り 候へ ども、 木戸 孝 允、 高杉晉 作の 如き、 昨年 英國 

より 歸 りし は， 1、 伊藤博文の 如き、 國君を 輔佐し、 處超 宜しき を 得 候より、 國論大 に  一 {ル し、 諸事 益ぶ 一 

新し、 ニ國の 人民 悉く 必死 逃がれ ざるの 地位に 入る。 是に 於て 士氣 益ぶ 着實に 赴き、 武備 日に 整 ひ、 此頃は 

議論な くして 實行と 相 成、 悉く 國中 大勢 を 一新し、 砲 銃の 隊 のみに なし、 銃 は ミネへ， 'ル、 砲 は 元 込 長 玉 等 

き ま ちい  てうれ 0 

にて、 兵制 悉く 改まり、 叉騎 £1 隊も 頗る 盛 也。 國 中に 毎日 大隊 調練 有レ 之、 先づ 一 日に 大抵 四十 五六 大隊 位 

は 立たざる 日な し。 實に 其勢當 るべ からす。 此 一事 は 全く 戰爭の 功に して、 他 藩に て 如何 樣に 仕度ても 出來 

ぬ 事に 御座 候。 薩と雖 も、 是に 於て は 一歩 讓ら ざる を 得す。 且つ 國內處 々水車 場 を 築き、 砲 銃 を 製し、 ミネ 

へ ー ルも 日々 製し、 海軍 も 亦大に 盛に せんとす。』 

中 岡の 見 は、 實に 金的に 中って ゐる。 『其 跡 或は 無 略に 似て 國に 益な きこと ありと 雖も、 時勢 一 暦 一 曆 運び、 

遂て； 大下 をせ 戈 0 世と なし、 自藩 をして 逃ぐ 可から ざるの 死地に 入れ、 天下 大有爲 の 基本 始めて 立てり。』 と 論じ 


てゐ るの は、 常時 0 勢 ひ を 察して、 鏘々 として 餘 あるひ 名言で ある。 中 岡 0 見た る 薩長 は、 tJi 應ー 二お ひ薩. おで 

あって、 時勢 大回轉 の 運命 は、 問 髪に 迫 まって ゐた。 兩 藩の 士氣 が、 白 熱の 最高 點に 速して ゐる 時であった。 常 

るべ かざる の 猛威 は、 中 岡 をして 快事 二 藩に よって 成る と 叫ば しめたで あらう が、 靜 かに 薩長 勃興の. E 來 すると 

いう キ； う  る. S せま 

ころ を 顧みる 時には、 そこに 悠久なる 過去と、 不斷 0 鍊磨 とが、 累積され てゐる こと を發 UJ^ する であらう。 人 は 

先づ、 冷やかに 兩藩 0 過程 を點撿 する 必要が ある。 

【三】 薩長 何故に 興る (三) 

薩長の 複響 的傳統 

多く 0 場合に おいて、 人 ii を 左右す る もの は、 理性よりも 感情で ある。 充分に 现 性が 發 達して、 終始一^、 論 

现 的に 行動して ゐ ると 信じて ゐて も、 他人から 兑れ ば、 现論 そのものが 感情 0 支配 を 受けて ゐる 場合が 多い。 幕府 

と 薩-: との 幕末 維新 を 背景と する 離合 禁 散が、 矢張り こ Q 原則 0 支配 を 受けて ゐる。 ；大下 三百 0 諧 侯が に 迷 

つて ゐる 時に、 薩長が 尊鑲 0 大義 を 振り翳して、 幕府 0 眞 正面から 斬り 込んで 来た Q は、 薩長が 時勢に 先ん する 

の 明が あつたと いふよりも、 先んぜざる を 得ぬ 舊 恨が 發 した 0 であると 兑る 方が、 眞 相に 近く は あるまい か。 尊 

攘 0 大義が 薩長 をして 起た しめた 0 であるか。 薩長が 尊鑲 Q 大義 を 掘り 験した 0 であるか。 前後の 關係を 誤 まつ 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統  一 五 
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ち うげ せい リょ くしんち やう 

て はならぬ。 薩長が 動き 出した 0 は、 勢 ひ を 中原に 仲ば さう とい ふ 動機から 出て ゐる。 勢力 仲 張の 衝動 は 何から 

ふくしう  しんてん 

起った かとい へば、 歸 すると ころ 復籠 EC> 觀 念に 根ざして ゐる。 彼等 自 から は 知ら， f 識らす 0 間に 伸展して ゐて、 

ふくしう  ふくしう 

明かに 復 響の 精神が 念頭に 浮んで ゐ たので はない といっても、 遠い 祖先から 流れ 續 いて ゐる復 響 的 0 精神が、 彼 

等 を 維新の 際に 活躍せ しめた こと を 否定 は 出来ぬ。 彼等 は復響 を自覺 して ゐ なくても、 彼等 0 背後に 復響 の亡靈 

あ ふ  k 

が 風 0 やうに 彼等 を 煽って ゐる。 

薩長が 强 いとい ふ 0 は、 此 精神的 基礎が あるから である。 薩摩 武士道が、 關ケ原 0 一敗に 根ざして ゐる こと は 

、きとう 

第一 卷 0 劈頭に おいて 詳しく述べて 置いた から 搏言 はせ ぬが、 多年 薩摩靑 年が、 『曾 我物 語』 と 『義士 傳』 と を 

しぎ どく 

以て 離すべからざる 敎科 書と して、 愛讀 し、 味讀 し、 色讀 して 止まなかった 動機 は、 復纏 5 心理が、 最も 强く彼 

とも  えんこん あふひ 

等 を 動かして ゐ たからではなかった か。 『倶に 天 を 戴かす』 0 怨恨が、 葵 0 旗に かかって ゐる。 


みつま あふひ  ^厶 こん  ゆ めい 

三， 葵に かかる 怨恨 は、 長 州に おいても 亦た 之れ を 見る。 毛 利 輝 元が 家 康渝盟 罪 を 鳴らして、 關ケ 原に 敗ぶ 

もとな り  けづ 

るる や、 元 就 0 開拓に よる、 山陽 • 山陰 十三 州 0 封土 は、 一朝に して 削られ、 僅かに 防 長 二 州の 小 藩と なった。 

まっかつ  めいみゃく つな 

そして 鞣竊 0 塞 風に 面する、 北海 Q 一  寒村た る 萩の 邊 城に、 二百 餘年、 十六 代の 命脈 を 驚ぐ の 外はなかった。 そ 

こに 絶えん として 絶えす、 綿々 として 殘る もの は、 唯 だ 一 つの 怨恨で ある。 

が ぎ 

何時の 頃よりか、 萩の 城 中に 一 つの 惯 例が 淺 つた。 それ は 正月 元旦の 賀儀 である。 萬 里 同 風、 四海 新たなる の 


あした  えつねん  が じ 

日；、 髮を淸 め、 襟 を 正しう して、 家老 先づ 進んで 君 公の 越年 を 祝す る。 一 應の賀 辭が濟 むと、 殿様 は 口 を 開いて 

『時 は 如何で あるか。』 と 問 ふ。 家老 は 『まだお 早う 厶 ります る。』 とお 答へ に 及ぶ。 問答 はこれ だけで ある。 毎年 毎 

ぐわん でう 

年、 同じ こと を 繰り返へ して ゐる 中に、 毛 利 家元 朝の 一儀 式と なって、 殘っ たものと 察せられる。 後世に 下って 

は、 問 ふ 人 も 其 意 を 知らす、 答 ふる 者 も 其義を 解せ すなって、 jeilf は 一 の 形式と して 傳 へられた が、 是れ 明らかに 

ふくしう  あんもく  えんこん 

德川復 響の ー擧を 暗默の 間に 語る もので はない か。 惜しむ らく は、 此の 儀の 作者の 名 を 逸した が、 祖先の 怨 を 

年々 に 新ら たにしよう とする 繼續的 意志が、 作者 をして この 名案 を 作 さしめ たので あらう と m 心 はれる。 

長 州の 大 政治家 村田淸 風が、 毛 利 敬 親に、 文武 を獎勵 する 建言の 中に 『時 は 今、 勢 ひ は 御上よりの {5?』 とい ふ 

もた  あふひ  ゆ 

の 一條が あるが、 これ 實に、 ペルリが 齎らした 太平洋の 海風に 、薬の 族が、 ヒラく と搖ら めき 出した 時で あつ 

みな 

た。 『時 は 今』 の 一 語、 栗して 何事 を 物語る か。 意 は 言外に 漲ぎ つて ゐる ではない か。 

薩、 何が 故に 武を 山野に 鍊 るか。 長、 何が 故に 志を邊 海に 磨く か。 他年 一朝 事 あるの 際、 組 先の 怨み を 報い、 

くわい ふく  たんれん  つちか 

封土の 恢復 を必. 期す るからで はない か。 文武 兩 道の 鍛練に よって、 久しく 實カは 培 はれて ゐる。 f 布 末 維新の 冋轉 

期に して、 兩 藩の 健 兒 たる 者、 地 を 蹴って 起たざる を 得ない ので ある。 

化盆 し 維新の 原動力 は必ら すし も 薩長に 限らぬ。 或は 土 佐 を 加へ て薩 • 長 •  土と いひ、 更らに 肥 を 加へ て-: 

長 .土. 肥と も稱 する が、 土 • 肥の 勢力 は遙 かに 薩* 長に 劣り、 殊に 肥 は、 y 藤、 副 島、 大^、 大木に よって、 僅 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統  .  一 七 
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かに 明治に 入って、 一部の 勢力 を 占め 得た に 過ぎぬ。 

土 佐の 容堂は 當時賢 侯の 一 に數 へられた 人で、 齊彬 • 春嶽に 次いで 幕末の 政局に 馳驅 する に 足る 器量 を 有して 

ゐ たが、 その 意見 は 終始 『公武 合體 論』 を脫 する ことが 出来なん だ。 それ は 單に容 堂が 時勢 を 見る の 透徹" „ ^が 乏 

しかった とい ふよりも、 賴 山陽に よって 

. 隔！ 1 離 兒 女 一死 生 關。 際 11 會 風 雲 一向 背 間。 

一條 笠 繫八行 字。 傳得海 南 千里 山。 

おんけいて ぎくわん ねん 

と謠 はれた、 山 内】 豐 以来の 「 德 川に 對 する 恩 惠的觀 念が、 彼れ をして、 佐幕 論 以上に 出で しめなかった 原因で 

あらう。 

U やまのう ちかづと よ  MJ つ せん 

山 内 家の 祖、 山 內ー豐 は、 遠 江 國掛川 城主で 僅かに 六 萬 石の 領主で あつたが、 關ケ 原の 役、 率先して 家 康に投 

し やう ほう  かう 

じ、 土 佐 二十 四 萬 石に 賞 封せられ たので ある。 當 時ー豐 夫人 は 事の 急なる を 察し、 一封の 密書 を 一 豐に與 へ、 向 

背 を 決せ しめたと 傳 へて ゐる。 夫人 は 密書 を 八 行に 裂き、 笠の 紐の 中に 卷き 込ませて、 急使 を 一 豐に馳 せしめた 

とい ふ。 山陽が 『一條 ノ笠 ハ繋グ 八行ノ 字。 傅へ 得 タリ 海 南 千里 ノ 山。』 と 冷評した の は、 此の 事 を 指 ざして いふ 

ので あらう が、 一 豐 ほどの 人物が、 女房の 智慧 だけで 出世す る もので もな く、 叉た 家康 が、 細君の 手柄で、 土 佐 

一 筒 國の大 封 を與へ る もので も あるまい。 

がう けつ  いし  かつ  は^^て * 

山 內容堂 は】 種の 豪傑で ある。 甘んじて 他人の 頤使 を 奉 する 人物で はない。 嘗て 藤 田 東 湖が 容堂を その 藩 狐に 


と  ，  せんごく ぐん A-c\  かたは  こみ- M み らう ラ-& もん  一 

訪 うた 時、 『先づ 一杯』 と を與 へ、 酒 間、 戰國の 群雄 を 論じ、 側らなる 御用 役 小 南 五 郞右衞 門 を 額み、 一 

ぎ 

『予、 若し 戰國 時代に あらば、 誰れ に擬 すべき か。』  i 

と、 問うた 時、 小 南が、  一 

『されば、 恐れながら 毛 利 元 就かと 存じます。』  一 

と、 大いに 褒めた つもりで あると、 容堂 は、 

『吉 田元吉 ならば、 織 田 信 長と いふと ころ だ。』 

ふ 含 やう  らんせい  ゥ • C 

と、 甚だ 不舆 であった と いふ。 自 から 亂 世の 信 長 を 以て 居る 位の 容堂 であるから、 幕府の 命 維れ 從ふ 男で はない 

こ ご しょく わい ぎ  しんば くくわん ねん  おんけ" てぎ くわん； * ん 一 

が、 慶應 三年 〔丁 卯〕 小 御所 會議 となっても、 尙ほ 未だ 親 幕 觀念を 捨て 得なかった の は、 一 豐以來 の 恩 惠的觀 念が 一 

蟠 かまって ゐ たからに 外ならぬ。  一 

東 湖に 對 して 容 堂が、  -  ^ 

『當 今、 諸侯の 勤めと 申す は、 何で あらう か。』  j 

と 一 問を發 した 際、 東 湖が すかさす、  一 

『先づ 御 謀叛で ござらう。』  一 

は-つけん  j 

と 放言した のに 對 して、  ， 

『東 湖、 醉 うて 大 言す るか。』  j 

薩長 兩藩 勃與の 史的 傳統  一九  一 
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と 1 ろいた ところが、 早く も 薩* 長に 一籌を輸して ゐる。 東 湖が 更ら におつ かぶせて、 

『私の 主人 烈公 も、 時には 外樣 大名で あったらと、 思 はるる こと も ござらう。』 

こま  しゅかん さう げん  、 

と、 御三家で は 仕事が 出來 ぬと、 臭 はせ たの は、 必ら すし も 酒 問の 壯言 のみで はない 

慶應 三年 〔丁 卯〕 に、 西 鄕が久 光の 意を享 けて、 土 佐に 行った 時な ども、 

『土 佐は薩 一. まと 違って、 德川 家に は 恩義 も あるから に、 一概に 倒幕に 赘成 もな り 兼ねる ぞョ。 皇國の 爲め公 

論を以 つて 寵カ する ことなれば 親 藩と 雖も 勤皇の 爲 めに 盡 さねば ならぬ。 況んゃ 外 藩に おいて を や。』 

との 意 を 洩らした ほどであった。 容堂は 土 佐の 國狀を 萬々 承知して ゐ るから、 薩長と 幕府との 間に 立って、 別に 

一 il お _ ま "を 拓か うとの 考 へから、 斯くは 西鄕に 答へ たので あらう が、 それだけ 土 佐の 腰に 弱味が ある 譯 である。 

〔四】 薩長 何故に 興る S) 

封建 傳統 の餘勢  ， 

勤皇の 論 は 京都 を 外にして、 先 づ水戶 を 倡 首と せなければ ならぬ が、 御三家の 一 であって、 同じ 葵の 紋 どころ 

を 肩に する こと は、 i を 逆 まにして 倒幕の 軍 を 興し 得 ざら しめた。 矢張り 『血 は 水よりも 濃し。』 であった。 幕閣 

ス ゾ  あ.. づ 丈ん  くわな 1 ん  えち ぜんはん  ぎ 

井伊 大老 を 雪中に^ つても、. 流石に 德川家 を 覘ふ者 は 出でなかった。 會津 藩に も- 桑 名 藩に も、 越 前 藩に も、 紀 


州 藩に も、 nj^s 藩に も、 それぐ 得 易から ざる 人 林 を 擁して ゐ ながら、 傳統は 彼等 をして 時勢に 逆行し 踟蹰 せし 

めて ゐる。 彼等の 人材 をして、 若し 地 を 代へ て 薩長に あらしめ たなら ば、 彼れ また 尊皇 倒幕の 旅 下に 集まって、 

せんく し： V  さう- ^てきやく しん 

時勢の 先驅 者と なった であらう。 實に 封建 傅 銃の 餘勢 は、 人物の 自. W なる 創造的 躍進 を 妨げる の、 大 なる もので 

あると いはなければ ならぬ。 

かた もり  キ」 やうと しゅごし よく 

會津 藩主 松 平容保 は、 文久ー 一.^ 〔壬 戌〕 年 僅かに 一 不八歳 を 以て、 京都 守護 職の 大任に 就き、 朝 幕の 間に 立って、 

ぜんしょ じんけつ  し *- いきん ちょく かく きん  おんけん 

大いに 善處 せし 人傑であった。 殊に 彼れ は资性 謹直 恪勤 にして、 勤皇の 志に も 篤く、 その 在職 中の 進 返 は、 12 健 

著實 にして、 よく 京都の 治安 を 維持して、 公武の 一 和 を 謀った こと は、 その 功沒 すべから ざる ものが ある。 

く げふ や <  き  こうせき 

文久 三お 〔癸 亥〕、 勤皇 公卿の 躧起 運動が 起った 時、 進んで 宮廷 を 守護し 奉った 功蹟 は、 常時、 孝 明 1K 皇の. 

藩に 降され たる、 

かう め. S てんのう ご しんかん 

孝 明 天皇 御 度 翰 

そ ばラ のろん  つうしん たへ がた く  りゃうし ゃラ レ うくわん そうじゃう 

堂上 以下、 疎 暴論、 不正 之 所 增長 - 付、 痛心 難 レ堪、 下- 1 內命 1 之處、 速 - 領掌、 憂患 掃鎮、 

朕；：^ 念茛徹 之 段、 同 其方 忠誠 深感、 悅：， 之餘、 右 壹箱遣 レ之者 也。 

文久 三年 十 e: 九日 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統  二 一 
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しょうめ いかう ちょ 

と ある 御窟 翰に よって 彰明較 著で ある。 

容 保に 御 下賜 あらせ 給へ る 『右 壹箱』 と ある 御製に は、 

たやす からさる 世に 武士の 忠誠の こころ を よろこ ひて よめる 

和らく もた けき 心 も 相 生の 

まつの 落葉の あらす 榮 へん 

武士と こころ あはして いはほ を も 

つらぬき てまし 世々 のお も ひて 

と 詠 じさせ 給うて ゐる。 

容 保が 勤皇の 精神に 一 點の疑 を 挾 さむの 餘地 なく、 又た その 家士 にも 西 鄕賴母 〔近 ま〕 の 如き、 f が」 〔萆 軒〕 

の 如き、 田 中 土 佐 〔玄 淸〕 の 如き、 祌保 修理 〔長 輝〕 の 如き、 諷訪 伊助 〔賴 德〕 の 如き、 其 他人 材は擧 げて數 ふべ から 

U かん  えう しょく  おしぐ う 

ざる ほどで あるが、 奈何 せん、 任 は 幕府の 命す る 要職で あり、 二百 餘. ；ぉ に 亙る 德川 氏の 恩 遇 は、 義に 堅き 會津武 

士の 忘る る 能 はざる ところ、 如何に 時勢が 時勢で あると はいへ、 牛 を 馬に 乘 りかへ る わけに 行かぬ。 いはば 役 廻 

はりが 惡 かった とい ふの 外 はない。 . 


さ だ 

桑 名 藩主 松 平定 敬 は、 酒 井 若狹守 〔若狹 國小濱 藩、 王〕 の 後を享 けて、 元 治 元年 〔甲子〕 京都 所 司 代に ffi じた 人で、 

たかす ん  よしたて  キ， す t く 

美 濃 國高須 藩主 松平義 建の 第 七 子、 實 は會津 藩に 入った 松平容 保の 實弟 である。 京都 守護 職 は 幕末の 危局に 際し 

なう そ 

て 設けられた ものである けれども、 京都 所 司 代 13 は 囊祖德 川 家康が 諸侯 を 配 m はした る 際、 宮廷の 守護に らしむ 

る爲 と、 關西諧 豪の 雄鎭 として、 夙に 配置した もので、 その 任の 道き こと^より 論す るまで もない。 故に 之に 任 

しん？ 3 ん だい 

する もの は、 親 藩 • 譜代 を 以て 之に 充て、 彼の 有名な 板 倉 勝 重 〔三 河國の 人〕 は虔 長六ハ 4f  〔辛 t±!〕 五月、 {¥康 が 初め 

て 京都 所 司 代 を 置いた 時に、 初代 所 司 代に 任ぜられた のであった。 其 子 板 倉 重宗も 亦た 名所 司 代と 謠 はれた 人で 

しょくし やう  でんとう  .• 

あるが、 その 職掌 及び 傳 銃の、 幕府と 直 大關係 ある ことが、 定敬 及び その 家 土の 活動 を、 佐幕 的なら しめた こと 

は、 又た 是れ 是非 もない。  . 

*  *  * 

よしな が  な り*< さ  なり よし し し 

越 前 藩、 王 松 平 鹿、 水 は、 田 安齊 匿の 子と して 生れ、 松平齊 善の 嗣子と なって、 福 井 藩 三十 二 萬 石の 領主と なった 

むねた け  しつ し 

人で ある。 田 安家 は 田 安 宗武の 後で、 御三家に 繼ぐ、 御 三 卿の 一家で あるから、 德川 家との 關係 は、 親 藩 中の 親 

藩と いはねば ならぬ。 资性 聰明の 人で、 その 家臣に も 中 根雪、 江、 毛 受鹿之 助、 酒 井 十 之丞の 如きが あり、 就中、 

梳本景 岳 〔左 內〕 の 如き 逸才も 出で、 嘉永ニ 女 政 度に は、 水戶 齊昭、 薩 摩齊彬 と共に 鼎 足の 形を爲 して 活動した が 

ほんち 

放れ 馬の やうに 自由に 荒野 を 奔馳し 得なかった の は、 亦た 是れ對 幕」 肘の 傳流的 地位の 爲に 外ならぬ。 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傅統  二三 
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尾 張 藩の 松 平慶勝 は、 勤皇に 志 篤く、 紀州 藩の 活動 も 見るべき ものが あるが、 御三家の 家柄と ありて は、 德川 

に 正面から 弓 を 引く 譯に ゆかぬ。 要するに 人 村の 有無よりも、 傳 銃の 力が 如何に 重き を爲 したる か を、 度外視す 

る 譯には ゆかぬ ので ある。  .  . 

ひらの くにおみ  ま き いづみ  5 しさう 

筑前 藩に は 平野 國臣が あり、 柳 川に は 眞木和 泉が あり、 早く 藩 を 出で て 京師に 奔走し、 衆に 先んじて 勤皇の 大 

しゃう だう  はいけい 

義を倡 道した けれども、 彼等 は實 力の 背景 を もたなかった 爲 めに、 大 なる 勢力と なること が出來 なかった。 彼等 

-ま  け-つ &1" く 

はい はば 思想 的 維新 家で あり、 單獨的 勤皇家で ある。 平原の 中に 天を摩して 立つ 喬木の やうに、 道 を 走る ものの 

目標と なり、 先導と はなった ジ、 彼等 自ら は 一 筒の 團體的 勢力 を も 有しなん だ。 

. ここにお いて 乎、 勢 ひ は 薩長に 集まらざる を 得ぬ。 京都に おいて 5 お倉、 民 問に おいて 阪本. 中 岡が 薩長 勢力の 合 

ーを實 現す るに あら ざれば、 回； 犬の 業 は 成り 難しと 考 へたの も、 智略 的術數 ではなく して、 自然の 大勢で あつ 

た。 5 お倉 は 長よりも 薩に倾 むき、 三條の 長に 依る のと 相對 立す るの 形が あつたが、 『薩長 二 藩の 上京 は、 三百.^ 來 

ぜっ. H  るいじゃく  あら 

絶無の 舉 にして、 國 史上 千古 減せ ざるの 忠節と 謂 ふべ し。』 とい ひ 『幕府の 羸弱、 未だ 其 形 を 外に 見 はさす して、 

凶焰仍 ほ薰灼 たるの 時に 當り、 挺然 八.^ 立して 大義 を； 大 下に 首 倡せ しもの は 薩長な り。』 とい ひ、 兩 藩の 合同 を以っ 

て、 時務 策の 第 一 とした くら ひであった。 


【五】 薩長 何故に 興る (五) 

薩は 山巔、 長 は 山麓 

中央 政治 舞 軎に乘 り 出した 長 州の 出發點 は、 遙かに薩州に後れてゐる 一 代の大政治家たる島^^：齊彬が、 早く も 

、江 戶の 中央政府に 應酬 して、 押しも押されもせぬ 一 敵 國を爲 したの は、 嘉永 安政 度の ことで、 薩の 勢力 は 四方に 

ゆ-そ \  .  、  i  ,  たし  まんじ やう 

ft れを懷 かしめ た。 齊彬が 阿部 閣老と 腕 を 組んで； 大 下の 政治 を 左右した あたり は、 糙 かに 薩の爲 めに Si 丈の 氣を 

は  き ォ て S  く  たくえつ 

W くの 觀が ある。 當 時齊彬 ^ 治 的 器 局 は、 遙 かに 烈公 卷嶽に 卓越す る ものであった。 『他 EI 幕府 を 倒す もの は、 

必， f 蔬 なるべし。』 と は 水野忠 邦が 齊彬の 器量 を 推しての 危惧で あつたが、 阿部が 水 野の 忠言 を 耳に しながら、 薩 

あ ひの  . 

と相乘 りで 水戶を 制して 行った ところ は、 阿部 も 亦た 流石に 一 種の 器量人であった。  • 

r  たく" ~ つ  ノっ 

齊彬 一人が. Of 越した 人物で あるに しても、 薩 藩の 全 藩 民が 中原に 乘り 出した のでなければ、 以て. の 地位 を 

越視 する 譯には ゆかぬ とい ふ 人 も あらう が、 封建時代の 藩 力 は、 君 侯の 優劣が 大勢 を 支配す る こと を 如何と もし 

がたいの である。 封建の 政治的 組織が、 英雄 を 中心とする こと は、 やがて 君 侯の 優劣が、 列藩の 勢力に 一大 關係 

を 有する 所以と ならしめ たので ある。 

阿部が 水^の 後を享 けて 閣老に 任じた の は、 ；大保 十四 ハネ 〔癸 卯〕 で、 齊彬は 三十 五 歳の 壯 -S を 以て；；；： 戶 にさり、 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統  二 五 
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嘉永四 年 〔辛亥〕 四十 三 歳 を 以て 始めて 封 を 襲ぎ、 安政 五 年 〔戊 午〕 に 至る 八 年間、 實に 中央の 大諸 として； 大 下に 


重き を爲 したので ある。 安政 四 年 〔丁 巳〕 阿部が 歿し、 翌年 七月 齊彬が 歿する まで、 實に薩 の 勢力 は 旭日の 勢 ひ を 

てんじゅ か 

以て 中央に 伸びつつ あった。 若し 齊彬に 更らに 十お の 天 壽を假 さしめ たなら ば、 恐らく 元 治、 慶應 における 薩の 

i  むな  がい 

勢力 は、 天 下を曠 しう する の概 があった であらう と 思 はれる- 


もうり たかち か 

之れ に 比して、 長 州の 出 發は糙 かに 一回 線 を 後れて ゐる。 毛 利 敬 親が 封を繼 いだの は； 大保八 年 〔丁酉〕 の 四月で 

いとま  ちゃう ど 

あつたが、 長 藩 は 財政 闲 難の 絕預に 達して ゐ たので、 遠く 中央 を疆 みるの 暇がない。 恰度 齊彬 が薩 南に 歿する 安 


政 五 年 〔戊 午〕 ごろまで 國内 政に 沒 頭す るの 外はなかった。 村田淸 風が： 大 保の 火 改革 を斷 行して、 他年 雄飛の 

基礎 を 作った のは此 時で、 薩は山 翳に 傲 嘯し、 長 は 山麓に 耕して ゐ るの 形であった。 薩が齊 彬を失 ひ、 西 鄕を鸾 

レ ちとん ざ  しほ あ ひ  なか やまた 5- よし さんで うさね かや  しう せ，； > 

はれて、 勢力 一 頓挫 を 来たした 潮 合に 乘 じて、 中山忠 能、 三條實 萬の 手から 密勒を 受けて 京都 周旋に 打って出で 

かふ や いはく ま  もた  が A くわん 

たの は 安政 五 〔戊 午〕 のこと で、 恰か もこの 密 勅が、 甲 谷 岩 熊の 手に よって 長 州 萩に 齎らされ たの は、 齊 彬盖棺 

の 後、 僅かに 三十 六日の ことであった。 一ヶ月 餘に 過ぎぬ 短時日の 差を以 つて、 長 は薩に 代って 中原に 乘り出 だ 

くわいて.，？ ぎ 

した。 この 點 から、 安政 五. iiK 戊 午〕 は、 實に 薩長 勢力の 第一 回の 回轉 期であった。 


此の間に あって、 長 藩の 主力 的 運動と 全く 無關 係で、 嘉永六 年 〔癸 5〕 二十 四 歳を以 つて 江戶に 出で、 安政 元年 


すね ♦ い  i 


〔甲 寅〕 縛に就いて 萩に 下り、 寒村の 一村 塾に 勤皇の 志士 を 養った 一 彗星に 吉田松 陰が ある。 彼 は 何等 要路に 立た 

なかった 爲 めに、 彼れ の 、江戸に あると あらざる と は、 別に 長 州 全 藩の 政治的 勢力に、 何等の 影響 を與 ふるものと 

ぶっしつ てま 

はならなかった が、 彼れ は 物質的に 何物 をも殘 さなかった 代りに、 精神的に 一 大遣產 を 長 州に 殘 した。 村 田 清風 

ちく せ き  ながね うた す ふ まさの すけ 

 i  i  -？ ts^ 宁 s^t^.K  一  s. 


した 礎石の 上に 立って、 長 井 雅樂ゃ 周 布 政 之 助な どが、 藩 力 を 中央に 仲ば したが、 松 陰の 精神的 遣產 は、 

あんぜん をん わ しう せん  たいはい 

彼等の 安全 穩 和の 周旋 を 打開して、 尊攘 討幕の. K 旆を、 京都の 眞只 中に 押し立て しむる に 至った。 長が 薩を應 す 

*> いしんて さね さん 

るの 勢力と なった の は、 實 にこの 松 陰の 精神的 遣產の 活動に 受 くると ころであった。 

村田淸 風と 吉田松 陰と は、 維新 活動の 長 州の 爲 めに、 ニ大遣 產を殘 して 吳れ た、 恩人で あり、 師父で あり、 n 

たくし や  せんだ うし や  ぜん 》s い 

拓者 であり、 先導者で あり、 前衞 であると いはなければ ならぬ。 淸風は 物質 を殘 し、 松 陰 は 精神 を殘 した。 一は 

こ がね なみう  ち まち だ  へん 

田畑 を殘 し、 一は 種子 を殘 した。 金の 生る 木を植 ゆべき 田地に、 維新 志士 を植 ゑつけ、 黄金 波打つ 千 町 田に、 翩 

ん  キ」 くわん 

翻と して 勤皇 旗が 竝び樹 つた 奇觀は あるが、 村 田なければ 長 州に 背後の 力が なく、 吉 田なければ 急先鋒た る； 止 面 

の 力が 得られなかった であらう。 

【六】 村 田 湧 風の 大英斷 

：大 保九ハ 本 〔戊戌〕 に 村 田が 長 州 内閣に 立った 時には、 長 藩 は 八 萬 五 千 二百 五十二 貫目 餘の 大負^^2を背負ってゐ 

くわん さん  ふ さい 

た。 之れ を义 高に 換算す ると 實に百 六 七十 萬 石に 當 つて ゐて、 三十 六 萬 石の 長 州の 身代に は、 目に 餘る負 の 山 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統  *  二 七 
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であった。 淸風は 之れ を 『八 萬 K 、目の 大敵』 と稱 して、 この 大敵 を 返 治せぬ ことに は、 長 州の ii は覺 束ない と 

いふので、 期 政の. K 整理に 著 手し、 大阪 商人に、 指 一本 曲げない とい ふところまで 引き上げ たの は、 全く 淸 風の 

たまもの 

財政 的 才能と 努力との 賜 であった。 

村 闺の富 國强兵 策に よって 養 はれた 長 州が、 天 保 十四^ § 卯 y 二 萬 五 千の 大 軍隊 を HMi して、 ぎ |& の ^f^gll 

を實 現す る を 得る に 至った の は、 驚くべき 急速の 進歩であって、 これによ つて 如何に 淸 風の 治 國 策が 大英斷 であ 

つ たかを 察する に 足る と共に、 同時に、 如何に 長 州 人が 俊敏で あり、 あ i であり、 総!： であるか を 理解す る こと 

が 出来る。 


元來、 毛 利 元 就 以來、 山陰 • 山陽 十三 州の. K 領を 併せた ものが、 豐臣氏 時代に 八ケ國 となり、 毛 利 輝 元に 至つ 

て、 關ケ 原の 一敗に よって、 緩 かに 防 • 長 二 州の 猫の額の やうな 小； 大地に 押し込められ たので あるから、 以 

；- J  .  !iF5J.fe いって 了った。 殊に 防 長 二 州に 削られた 當時、 他の 六 ケ國の 租稅も 取 鋭で あつたの 

、  へんく わん  ます だ ぞラ あし 

で、 ぎ領主等が毛^^:{¥に返還を迫り、 (i 田 牛 養の 苦心に よって、 兕も角 返還した とい ふ 始末で、 その 闲難は 一通 

りではなかった。 

十代 毛 利 ま：就 〔英 雲院〕 は頗 ぶる 經綸 の才に 富んだ 人で、 四 萬 石の *i 途 mli を爲 し、 有名な 『lm お』 とい ふ 

のが 是で、 殿様と 雖も 自由になら ぬと いふ 制度 を 設けた。 長 州 藩が 幕末に 勤皇 運動 を爲 した 資金 は、 遠く その & 


ぶ >  く  ん 

を 東 就の 撫^ 金に 發 して ゐ ると 傳 へられて ゐる 位で ある。 

なり ひろ  キ』 きんくび す 

村田淸 風を擧 用され たの は、 毛 利齊照 〔淸 德院〕 の 時で、 毛 利 家の みならす、 天下 悉く 疲弊し、 饑饉 踵 を 接し 

なんきょく あた  きょよう 

て 到る とい ふ 有様であった。 次で 毛 利 敬 親 〔忠正 公〕 が 幕末の 難局に 麿る に 及び、 斷然淸 風 翁を擧 用して、 藩 政 

かいかくあん •  ， > 

の大 改革 を斷 行せ しめられた。 それ は ：大 保 九 年 〔戊戌〕 の 八月であった。 當時村 田の 改革案 は 次の 如くであった 

【參 考】 村 田 清風 翁の 財政改革 S. 原 邦 平き 

防 長の 總收入 は 高 八十 九 萬 五 千 百 五十八 石 五斗 餘 となって 居ります。 其の 中で 德山 • 長府 *淸 末 • 及 岩 國の吉 川 家へ のへ 刀 

配 を 始めと して、 家老 以下 足輕 中間に 至る までの 知行 扶持米 を 殘らず 控除す ると、 十四 萬 六 千 六十 一石 餘と いふ ことにな 

リ ます。 併し 是れは 高であります から、 現 米に すると 二 萬 八 千 五 百 十八 石餘 にし かな リ ませぬ。 さう すると 高 十四 萬石卽 

ち 現 米 二 萬 八 千 石餘を 以て 百 六 七十 萬 石の 借金 を拂 つて 往 くので すから、 其 困難 は 一通 リの もので はあり ませぬ。 尤も 此 

の 米の 外に 畑税 があります。 畑稅 は銀納 であって、 之 を 石 貫 銀と 申します が、 其の 石 貫 銀が 八 百 七十 貫目 餘ぁリ ました。 

それで 今の 高 十四 萬餘 石の ものに 八 百 七十 貫目 を 合せて、 銀 目に 直します と、 二 千 二百 九十 五 貫 九 百 五十八 匁 程になる 

厶 厶厶厶 

が、 其の 他に 小物 成が 千 四百 何 貫目 程 ありまし たから、 總收入 合計 三千 七 百 九十 貫目 餘 となります。 三千 貫目の 全^ を W 

て 八 萬 貫目の 借財 を 返す とする も、 誠に 困難の 次第であります のに、 其の 三千 貫目の 中から 殿 樣の御 入用と、 一藩の 政费 

を 引かなければ ならぬ ので、 ^な 借金の 方へ 向ける と 云 ふこと は出來 ませぬ。 故に 此の 八 萬 五 千 貫目の 借金の 始末 を附け 

て、 財政の 整理 をす る こと は、 非常に 困難であった ことが 分り ませう。 さう して 此の 難局に 當 りたる 村 風 等 は 其 整理 

の 方法 を 如何にし たかと 言へば、 第一に 量入爲 出と 云 ふ 基 を 立てました。 卽ち收 入の 方 は 高の 十四 石餘 と、 石 貫の 八 百 

七十 貫目 餘と、 小物 成の 千 四百 貫目 餘 合計 三千 七 百 貫目 餘の金 を 以て どうしても 儉 約して やる ことにし なければ ならぬ。 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統  二 九 
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其れ ゆ ゑ 此の 收入を 四 分して 其の 四 分の 一 は豫め 臨時 用に 供へ 置き、 あと 四 分の 三 を 以て 所帶 方の 方 を やつ て往 くと 云 ふ 

厶厶厶 

ことにして、 さう して 借金の 方 は 土民の 馳走 石と 云 ふ もの を 以て 充 つる ことと しました。 馳走 石と 云 ふと 御 若い 方に は 分 

りますまい 0 それに 付て 士族の 家祿 のこと も 少し 御 話しなければ なり ませぬ が、 是れは ー體に どこでも 同じ やうです が、 

高 百 石 取る 士 なれば 現 米が 四十 石であって、 是 れが當 人の 實收 入であります が、 其の 四十 石の 中を國 家の 御 入費と 云 ふ の 

で、 十 石な り 十五お なり 上に 納める こと を 命じた。 それ を 御馳走 石と 稱 へたので あり. ます。 それから 又 百姓の 方から 一石 

厶 厶厶厶 

米に 付て 一升 S せと か、 二 升 出せと 云 ふこと を 命じ、 此の方から も 御馳走 米 を徵收 しました。 之 を 今まで は 皆な 所帶 方の 

方で 使って 居た ので、 年々 借金が 殖える ばかりで あると 云 ふ 所から、 村 田淸風 等の 仕組みで は、 通常の 收入 は所帶 方の 方 

厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶. 厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  ， 

で 使用し、 御馳走 石 は總て 他に 使用せ ず、 借金の 方へ 向けたら 宜 からう と 云 ふこと であった。 其の 以前から 財政 困難の 爲 

めに、 此 馳走 石が 段々 高まって 半 知と 云 ふ 事に なって 居りました。 卽ち 四十 石の 中から 二十 石の 馳走 を 掛けられ、 百姓の 

方 は 一石に 付て 五 升の 課稅を 命ぜら るるに 至った。 斯檨な こと は、 國資 窮乏の 折 柄已を 得ぬ ことと は 言 ひながら、 非常に 

酷な ものであります から、 忠正 公の 思 召で は、 財政の 整理 をして、 國 庫を裕 かにす ると 共に、 士 民の 難儀 を濟 ふて やらな 

ければ ならぬ。 財政 整理と 云 ふて 上に 物 を 取 上る のみが 整理で はない。 整理と 同時に 下 を 富まさなければ ならぬ と 云 ふこ 

とでありまして、 家來 共の 馳走 石 を 減じて やり、 百姓の 馳走 米 も 減じて やって、 財政 整理と 共に、 仁政 を 行 ふの 御 思 召で 

あった けれども、 非常に 不足 を訴 へて 居る 財政で は、 誠に 困難な ことであった らうと 考 へられます。 先 づ大體 は 斯樣な 整 

斑の 方針で ありまし たが、 實 際の 處分法 は 如何 致しました かと 云 ふに、 先づ地 • 江戶兩 相府の 經濟を 合併した のが 第 一 著 

手であります。 ー體長 州の 政府 は 昔から 二つに 岐れて 居て、 それ を 江戸 方、 地方と 稱 へました。 江戶 方の 家老 を當 役と 言 

ひ、 地方の 家老 を當 職と 言 ひました。 江戶 家老の 方 は 始終 君 公に 從 つて 江戸に 上り、 君側に 居て 君命 を 出納す る 役目で、 

卽ち 政事の 樞府 であり ますから、 自然と 權カも ありまし たが、 地方の 方 は年賁 等 を 取り立てて、 、王 もに 財政 を 司り、 政 費 

萬 端 を 支給す る 方で ありました。 それで 江戸 方から は 始終 是れ だけの 金がなければ ならぬ から、 國の 方から 支出して „4<れ 


と 言 ふて 來る 0 國方 では どうも 其の 樣に言 ふて 来られて は 困る 0  fx 際此上 何も 取る 物が 無い から 出せぬ と 言 ふ 0 それでも 

君命 だから 出せ、 ィャ 出せぬ と 云 ふやうな ことで、 兩相府 の 問に 障壁が 出來 まして、 割據の 姿と なった。 それで 益 田 越 中 

村 田 淸風等 は 斯樣に 兩相府 割據の 姿で はいかぬ。 地 • 江戶 合併して、 同心 協力で 國 家の 財政 を 整 しなければ ならぬ と 云 

ふ 意見で ありました。 尤も ズット 以前 は 合併であった のです が、 太平 驕奢の 風が^ 長す るに 從ひ、 江戶 方の 要求が せ 加し 

厶厶 A 厶厶 厶厶厶 

て 財政が 益ミ 困難に 陷っ たもので あるから、 雨相府 協議の 上、 .1 濟を分 劃し まして、 互に 定額 を 定め、 本收 入の 十四 萬 何 

厶 厶厶厶 AAA 厶厶厶 厶厶厶 厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶 厶厶厶 厶< "厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 

千 石と 云 ふ もの は 悉く 江戶 方の 費用に 充てて、 これ だけで やって ゆけ と 云 ふこと に 致し、 そして 小物 成の 千 四百 貫目 を國 

AA 厶厶 A 厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶 厶厶， 厶 .1  , .  」，、 ： -. , 

方の 費用と して、 互に 其の 定額で！^ 濟を 立つ る ことと 致しました。 所が 江戶 方で は 年々 費用 が^して、 それだけで はどう 

しても 足らぬ と 云 ふので、 頻りに 額 外の 金 を 請求して 來る。 國方 では 左 檨な額 外の 支出 は出來 ぬと 云 ふて、 八 ケ間敷 申し 

ます けれども、 江 戶方は 君命で 推す ものです から 仕方がない。 其の 樣な有 檨で地 • 江戸 は 益. -割據 の 勢 ひ をな し來 つたの 

厶厶厶 八  <1 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶八厶 <3  厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 <3 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <d 厶厶  < "厶厶 

であるが、 此 時の 改革で 其の 割據の 障壁 を 打破して、 地 • 江戸の 差別な く、 國 家の 大事で あるから、 戮カ 同心して 財政の 

厶 厶厶厶 厶厶厶 厶. 厶 <d 厶厶 么厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  厶 A 厶 A 

整理に 盡 力し やうと 云 ふこと になった ので、 之れ が 根本の 改革であります。 それから 毎年 御 撫育 局に 收 入すべき ものと 定 

めて あった 馳走 石が ありました。 それ は 何 萬 石 か 何千 石で あつたか 分り ませぬ が、 其の 馳走 石 を 三年の 間 御世 帶の 方へ 迥 

す ことに 致しました。 前に も チヨ ッ ト御 話した 如く、 此の 御 撫育 金 は 厳重の 规 則が あつ て、 容易に 竽を 着ける こと は 出來ま 

せぬ が、 元 來士民 撫育の 主意より 起った のです から、 此の 時は國 家の 大事であって、 是非 士民を 救助し なければ ならぬ と 

一- ムふ虚 から、 斯檨な 联計を 致した ものと 見えます。 此の 一事 は餘程 財政 整理の 資力 を 助けた 檨 であります。 又 大阪の 債主 

に對 して は、 利子 を輕 減させる とか、 返濟 期限 を 延ばす とかして、 辨濟の 任に 堪 へる 樣 に交涉 いたしました。 仝體 村田淸 

風 等の 考へ では、 財政 整理 をす る 以上 は、 以後 大阪の 町人の 世話に はならぬ。 此際 少し 位 不條理 でも 不人情で も、 負けさ 

せる だけ 負けさせ ると 云 ふ 方針であった。 尤も 其の 頃の 五 朱 利 以上と 云 ふ もの は 滅多にない。 大抵 三 四 朱 位の もので、 四 

朱の 利息 を 三 朱に せよ と 云 ふやう に 値切り、 尙 又返濟 年期 を 延ばして、 何十 ケ 年賦に 納入す る樣に 致し、 其 外 大阪の 町人 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統  三 一 
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の 機鐮を 1^ る爲 めに、 是迄は 毎年 手赏が 贈って ありまし たが、 其の 手當も 五十石の もの は 三十 石、 二十 石の もの は 十 石に 

減ずる と 云 ふ樣に 節約 致しました。 それから 山林 拂 下と 云 ふこと を 初めました。 所謂 御 立山と 申して、 長 州の 背 林が 澤山 

ありまし たので、 其の 山林 を拂 下げる ことに 致しました。 尤も 濫伐の 弊 を 避る 爲め、 番號を 定めて 漸次に 伐採す る ことに 

したので ある。 是れも 財政 整理に 多少の 補助 を 致した ものと 見えます。 其の 外 此の 時の 改革で 最も 目立って 見えます の は 

11 が I- を 馬關に 廻して、 ^荷 方と 云 ふ 役所 を 立てた 一 事であります。 當時諸 役所に 修補 金 穀と云 ふ ものが 積 立てて あり 

ました。 此の 事 を 詳しく 話します と、 長くな ります が、 其の 大略 をお 話 すれば、 最初 は藏元 役所と かで 詰らぬ 紙屑と か不 

用の 物と か を賣拂 ひ、 それ を 貯蓄して 置た のが 創めで、 追々 諸 役所が 之れ に 傚 ふて、 貯蓄 を爲 し、 之れ を贷附 けて 益. -利 

まを媒 り、 遂に は 置き石、 置き 銀と か 云 ふて、 十 石 取る 士は 一升 出す とか、 百 石 取る 者 は 何 石 出す と 云 ふやうな 風に 集め 

て、 それ を 役所々々 に 貯蓄して 置て、 何 か 役目 を 命ぜられた 時に、 金が 無くて 困る と 云 ふ 時 は、 其の 金 を 貸して、 役 を 勤 

めさせて、 知行の 中から 返濟 すると 云 ふ 便法 を 椿へ た。 それから 安利の 金を官 から 借りて、 之 を 高利に 廻して 利殖す る檨 

な 事 も 4^ 一 了して 來て、 甚だ 便利で ある ものであるから、 郡 村に 至る まで、 どこでも 此の 修袖 金穀の 貯蓄して ない 所 はない 

と 云ふ檨 になって、 其の 金 穀の額 は 多年 間の 利殖で、 實に 莫大の もので ありました。 所が 餘り 便利 過ぎて 弊 寄が 生じて 來 

た。 何し. ろ 金が 借り 安い ものであるから、 士族 は 知行 を、 百姓 は 土地 を抵當 にして、 餘 計な 金まで も 借りる 樣 になって、 

返濟 する ことが S 來ぬ。 返濟 が出來 ぬから、 百姓 は 土地 を 失 ふて 亡 土百姓と 爲り、 士族 は 家祿に 離れる と 云 ふやうな 襄が 

起り、 言 はば 士 民に 金 を 貸付け て、 血 を 狡り 取る やうな 譁 になって、 恰も 宋の王 安 石が 行 ふた 靑苗錢 の やうな ことにな つ 

たので、 村 田 淸風等 は 之を卧 1^ 貸し 殺しと 唱 へて 居ります。 所樣に 弊害が 多い から、 寧 そ 此の 修補 金穀 を-取上げて 馬關に 

<"<1 ^AAAAAAAAAAA  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  «^^A  A  A  A  ^  A  f,  、^厶 、<- -、 

ぉ國其 他の 船舶が 入港して、 金が 入る 時 は 其の 積載の 貨物 を抵當 にして、 之 を 貸し 附け、 其^?^肖5を取って、 國外 

^lp§ひSII:^,i^^ひ^^4ひひs4^^.^> 當時 船舶の 荷物 は 米穀. 綿 i. 千 SK が 重立た ものであった 樣で すが 

大阪の 相場が 安くて、 今 は 運搬す る 時で ない とか、 其 他 種々 の 事情から 金の 必耍 があって、 積載の 荷物 を 抵當に 入れる の 


である。 斯樣に 利殖の 途を 講じて、 詰り 外から 取って、 內の 利益と する 方法で 以て、 修補 銀 を 資本と して、 越 荷 方と 云 ふ 

者が 出來 ました。 此の 以前 馬 關* 室 積 等の 耍津に は 御 撫育 局の 藏 がありまして、 倉敷 見た 樣な營 業 をして 居リ ましたから 

越 荷 方の 役員 は 御 撫育 局の 役人に 帶 させた 樣に 見えます。 先づ 整理の 方法 はこん な もので、 其 他 は御儉 約く で、 持ち 

通した ので あるが、 其の 內 にも 文武の 獎勵に は 餘程カ を用ゐ まして、 所謂 勤 儉尙武 の 政事 を やった ので ぁリ ます。 けれど 

も 文武 を獎勵 する に は 士族が 貧乏で はお 來ぬ。 所が 其 頃 萩の 士族で 借金の 無い 者 は 恐らく は 一入 もなかった 位で、 皆な 上 

から 拜 借して 居る のみならず、 富豪 町人から も 借 入れて 居る。 そうして 其の 抵當は 皆 知行であって、 是れが 爲に大 に 難儀 

をして 居る。 故に 國の财 政 を 整理す ると 共に、 士族の 借金 も 整理して やらなければ ならぬ。 士族が 貧乏で は、 文武の 道 を 

厶厶厶 厶厶厶 厶<1 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

獎勵 しても、 實地 にやる ことが 出ぬ と 云 ふので、 淸風 等が 攻究の 結果、 遂に 三十 七ケ 年賦で、 士族の 食 倩 は 公私と も皆濟 

の 出來る やうな 方法 を 椿へ ました。 其の 方法 は 誠に 細かな ものであります が、 此の 借金 捌きが 餘程获 の 町人の 人氣に 障つ 

たものと 見えます。 なぜならば、 士族の 知行 を 牴當に 取り、 其の 米 を 高く 寶 つて、 利益 を 得る のが、 萩の 町人の 唯一 の 商 

賣 である。 其の 唯一 の 營業を 禁止され た 樣な譯 で、 町人 は 不平で あつたに 相違ない。 後年 淸 風の 改革の 崩れた の は、 是等 

の 蓽が基 をな して 居ります。 〔忠正 公 勤王 事蹟〕 

【七】 村 田 清風の 人物 • 風格 

ぜんじゅつ 

幕末 長 州 活動の 恩人と しての、 村 田淸風 翁の 財政 整理に 就いては、 その 一斑 を 前述した が、 翁の 人物 は 果して 

ふうかく 

如何なる 風格で あったら うか。 一 言に してい へば 翁 は 豪傑 風の 大人物であった。 今 ま 翁の 風格に 就いて、 その 一 

半 を 述べて 置かう。 

薩長 雨 藩 勃興の 史的 傳統  三 三 
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ゾぺ  丈  一. 0 い  せう ラ 

村 田淸風 は、 四 郞左衞 門と 稱し、 後に 織 部と 改め、 松 齋と號 し、 俳名 を 嘯 雨と 稱 した。 天明 三年 〔癸 卯〕 の 生れ 

なり ふさ  みつよう かた  なり ひ， ろ 

で、 文化 五. 1^ 〔戊辰〕 二十 六 歳の 時、 藩主 毛利齊 房に 登用され て、 近習と なり、 後ち 密用 方に 補せられ、 毛ゃ齊 

はん 

に 重用され て、 藩 政の 改革 を斷 行した。 翁の 改革 は獨り 財政に のみ 止まらす、 文武 兩道 施政 百般の 事に 及び、 藩 

こに  いんじゅん こ そく  がう けんそ ぽく  - 

國に 『明 倫 館』 を 興し、 江戸に 『有備 館』 を 建てた 0 も淸風 翁で、 因循姑息 Q 風を排 して、 剛健 素朴 の^を 舆し、 

防 長 0 士風玆 に 慰 i "い、 列藩に 先んじて 維新の 風雲に 投 する 0 基本 は、 實に 翁に よって 培 はれた のであった。 

つか  しきけん かう えい  SI- し  ヽ 

翁 は 舉問を すれば 直ちに 大義に 徹し、 事務に 處 すれば 大綱 を摑 むと いふ 人で、 識見 高邁に してよ く 時^ を拔き 

.00. 巖 をも碎 くの 勇者で、 鎖 i 一世に _ 嘯いた。 所謂る 時務 を 知る の 俊傑と は、 正に 翁の 如き を 謂 ふので あ 

る。 

If きの 高い こと は、 翁獨特 0 風格で、 十八 歳に して、 初めて 江戸に 上る 途上、 駿河路 を 通って 富士山 を 眺め、 

來て 見れば 聞く より 俄し 富 士の山  . 

釋；^ も 孔子 も斯 くや あるらん 

と t:is^ した。 少.^ 淸 風の 時、 旣に； 大地 を 小と する の 氣概が 見える。 常に 少年 讀書 子を誡 しめて、 

しゅん なんぴと わ なんぴと 

『お前 達が 本を讀 むのに、 初めから 聖人 だの、 賢人 だのと、 頭 を 下げて はいかぬ。 舜 何人 ぞ、 吾れ 何人 ぞの意 

氣で、 孔子 や 孟子と 腕 較べ をす るつ もりで やらなければ 駄目 だ。 而 して 眞に 彼れ の 偉なる 處を 悟り、 我れ の 足 

ら ざる 處を養 ふとい ふの が、 眞の舉 問 だ。』 


と敎 へて ゐた。  一 

狭の 御 典 醫に中 所仁藏 なる 人が あった。 其 家が 淸風 翁の 筋 向に あつたので、 常に 翁に 親炙して ゐた。 一 日翁^^ 

訪 ふと、 頭から 一問 を 浴びせられた。 

『近頃お 前 は 何を讀 んでゐ るか。』  一 

『十八 史略 を讀 んでゐ ます。』  - 

と 答へ ると、 翁 はいきな り、  一 

げう しゅん 

『堯舜 とい ふ 男 を 何と 思つ とる か。』  一 

と疊 みかけて 來た。 仁藏 は、 ド ギマギ しながら、  " 

『申す 迄 もな く、 支那の 聖人であります。』  一 

と 答へ ると、  一 

『それ だから、 貴檨は 馬鹿 だ。』  ,  . 

てつつ ゐ くら  じゅんく  げぅ  がく わう じょえ い  しゅん め あ  しゅん だ 4 

と 頭から 鐵槌を 食 はせ、 さて 諄々 として、 堯が 自分の 娘の 娥皇. 女英の 二人 を 舜に娶 はして ゐる。 それ を舜が i 

つて 貰って ゐる。 人倫の 軌範た るべき 聖人が、 こんな 不倫 をして 溜まる もの かと 敎 へた。 これが 淸 風の 行き方で" 

ある。  リ 

ひろ  なが  くわう かい のぞ  ほうわう だいじゃう  一 

先づ 己れ を 高う し、 服 界を濶 うして、 E 嶽を敝 め、 荒海 を 望む とい ふ 風格で ある。 『自力 ラ是レ 鳳 鳳 蟇 上ノ 人， 一 
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眼 高ゥシ テ見テ 黄金 一一 到 ラズ』 とい ふ 人で ある。  ， 

淸虱 翁の、 人と 對 面する や、 必らす 先づ頭 ごな しに 叩きつ けて、 第一に 度 膽を拔 く 癖が ある。 これ は 西 绍も同 

じこと で、 ts> か 一言 を 加へ て、 相手の 膽を 冷やす やうな こと をして 『敵 膽』 を 寒む からしむ る。 それで 屁 古 垂れ 

しんちゃう  * 

る やうな 奴 は 物に ならぬ。 それに 屈せす、 堂々 と 出て 來 ると、 西 鄕は愼 重になる。 藤 田 東 湖 や、 橋本景 岳と C5、 

初對 面の 如きが それで ある。 淸風も 亦た、 是れと 同一 0 筆法 を用ゐ た。 

家老 をして ゐた 1』^^^ 家け が、 翁と であると ころから、 一日 豪傑 勤皇 僧と して 知られて ゐた月 性 

上人 を 伴うて 淸風 居を訪 うた。 月 性 は 周防國 0 大島郡 遠 崎 村 0 人で、 西本願寺 派に 屬 する 妙 圓寺 0 儈で、 學問も 

あり、 詩 も 上手で あつたが、 當時國 狀を慨 し、 慷慨 悲歌、 辯 舌に 巧みで あり、 常に 國防 Q 急 を 論じて 歩いた 0 で、 

世稱 して 『國防 僭』 と唱 へた。 

題 壁 

男 兒 立：， 志 出 11 鄕 關？ 學 若 無レ成 死 不レ 還。  ， 

埋レ骨 豈惟 墳墓 地。 人間 到處 有-一青 山？ 

と は、 卽ち月 性 0 作で、 廣く 人口に おした も Q である。 自 から 淸 狂と 號し、 容貌 は 文字通りの 魁偉で、 酒を吞 

らんぶ  がう そう 

めズ、 必らす 劍を拔 いで、 起って 亂舞 するとい ふ 豪 僧であった。 


秋 良 は， 先 づ月性 0 心膽 を、 鍊 つてお く 必要が あると 感じた から 『明日 は 富士山 ひ絕 頂で 會 合する』 といって 

遣って、 清風 翁へ 伴った。 すると 翁 は、 二人 を疊 0 上に 坐ら せ、 自分 は 二 枚 座 布團に i^i とい ふ it さで、 月 性 

を 見る や、 

『貴様が 眞宗 坊主 0 月 性と いふ 奴 か。』 

と來 た。 流石の 豪傑 僧の 月 性 も、 これに は 驚いて、 

『ハイ 左樣 でございます。』 

と 頭 を 下げる 外 はない。 淸風翁 は 侍女 を 呼んで、 親鸞 上人 御文 章 を 持って 来らせ、 『十 惡五逆 を 犯した 者で も、 

六 字 0 名號 さへ 唱 ふれば 成佛 する』 と あると ころ を 開いて、  く 

『貴 樣 0 開山た る 親鸞 上人と いふ 奴 は、 石 川 五右衛門 oy.: か。』 

と 0 奇問 を發 した。 恐れ入った 月 性が、 

『今日は 宗敎 こと は 御免 を 蒙む り、 先生 0 御高 論 をお 聞かせ 下さい。』 

と 話頭 を轉 じた。 翁 は、 

『それ もさう だ。』  . 

とこれ から 大いに 天下 0 經綸を 捲く し 立てた 後、 

『貴檨 は 詩が 上手と いふから、 ここで 俺に 一詩 作って くれ。』 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統  一一 ーヒ 
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と賴 まれた ので、 月性は離りに^!«2^するが、 物に ならぬ。 立ち上って 庭に 下り、 秋 海棠 Q 枝 を 折って 来て、 それ 

を 題に する つもりで m を ひねる が、 清風 翁 威に 壓 せられて か、 たうとう 物に ならぬ。 そ 中に 淸風翁 は、 七 律 

へう そく  1 \ 

二 首 を 乍って 『さァ これ を 直して 吳れ』 と 投げ出した。 見る と 平仄 も 何も 合って 居らぬ。 月 性 もとん と 閉口して 

引き 下り、 後日、 

猛火 轉輪 揚 11 黑 烟？ 萬 里 飛来 火 輪 船。 

とい ふ 起句で、 

老 體 加レ餐 君 自重。 1K 下 安危 係-二 身？ 

と 結んだ 長篇 Q 七 律 を 送った。 

*  *  * 

凡そ 改革 家と いふ も は、 評判 0 よい 害がない。 淸風翁 も 非常な 不評判で、 中には 石 を 投げ込んだり、 門 0 敷 

石 を 叩き 折ったり、 門柱に 斬りつ けたり、 散々 な有檨 であった。 

國歩 艱難 策 未レ 成。 忘レ身 聊 獻 -1 野 芹 誠？ 

才疎萬 事 違- 1 人 M 德薄 多年 背 n 世 情？ 

と 詠 じた 0 も、 亦た、 

皎月 門前 誰 打レ 石。 芳梅 籬外渠 斬&。 


撫松只 託 千秋 後。 有 淸 風 答 11 我 名？ 

と吟 じたる も、 共に 當 時の 實懷 であった。  、  • 

或る時、 秋 良敦之 助が、 翁を訪 うて、 

『萩 0 士族が、 一人 も 先生 を 褒めな いのは、 どうい ふ譯 でせ う。』 

と 聞く と、 翁 は、 

『一張一弛 は、 治國 0 要 だ。』 

P  は  あと  さり 

と 答へ た。 ^るんだ 時 だから、 張る 必要が ある。 一度 張って おけば、 後 は 弛る める とい ふ肚 であった らう。 

滞德 ある 田は靜 かなり 鶴 Q 聲 

翁 は 筆 を 執って 『治國 Q 要は ここに 在り』 と 書し 與 へた。 『國を 治む る は 下 を 富ます に 在り』 とい ふ €j が、 翁 

けんぼく しょ  よ  ifc  • '  » 

Q 要領で、 藩 政 改革 0 建. HI 書 0 中に も、 富士 裾野の やうに、 三 國に據 り 八州に 跨がる 底の 大きさが なけれ は、 

そび れいし げん 

あ 0 雲表に ゆる 靈姿は 現ぜられ ぬと 論じて ゐる。 此の 要領に、 昔と 今との 差別 はない。 

治まれる 世 は 富士山 0 姿 かな 

とい ふ 翁 句が、 這 問の 意 を 示した ものである。 

叉た秋^^に、 人物 登^ 0 要を說 いて、 

山河 千里 國。 治 在 レ得レ 人。 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統  111 九 
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文武 百揆 事。 汙隆唯 在レ 人。 

と HI し、 叉た。 

治レ國 在レ知 V 人。 人人 豈 易レ 知。 

造 次 察 11 其 志？ 義利與 公 私。 

と 書して 與 へた。 義に 就く は 大丈夫、 利に 趁るは 俗物。 公に 殉 する は 義士、， 私に 迷 ふ Q は 俗人 だとい ふ 0 である。 

*  *  *  *  * 

お! とい ふ Q は蕭 海と 號し、 長 州 0 學者 であった。 久しく. 江戶 に留舉 して 歸 つて 來 ると、 

『贵 檨も舉 問が 上達した らうから、 これ を 直して 吳 れ。』 

と 出された もの を 見る と、 "淸 風 翁が 江戸に 在る 0 日、 花柳界に 遊んだ 詩 0 み を 書いた 舊 稿で、 流石 Q 蕭海 先生 も 

二  句が つげなかった。 

Imsk; 後に 佐 久間佐 兵 衞と改 むぱ、 名 ある 勤皇家で あつたが、 どうも 淸風 翁に 會 ふと、 氣が 臆する からい 

かぬ と、 玄關で 大聲に 名 乘りを あげた。 すると 翁 は、 

『赤 川で 淡水と は 妙な 奴が 來た。 緣 側へ 通せ。』 

すわ  ぉぢけ ろく ひら 

と 板 張 0 上に 坐ら せられた。 どうも 威風に 怖氣 がして、 碌に 口が 開けぬ。 

ちう と たちぎえ  ， 

『少年の 勇氣 とい ふ も Q は、 中途で 立 消が していかん』 


とい はれ、 赤 川 Q 淡 公、 赤面 0 外はなかった ひ 

ゐ のうへ しな 5  .tjv け  がう がん  き こっかん  おにし な おそ 

井上 品之祐 とい ふ 0 は檢 名人であった。 傲岸、 人に 屈せぬ 氣骨漢 であった から、 人 呼んで 『鬼 品』 と 怖れた。 

鬼 品が 一 日淸風 翁を訪 ふと、 例 如く、 頭から、 

『貴 樣が檢 遣 ひ 井上 か。』 

と やられ、 世間で は 虎 0 やうに いはれ る 鬼 品 も、 ただ 『ハイ』 と 頭 を 下げる 外 はない。 すると 翁は疊 みかけて、 

『學問 をす るな ョ。』 

とこ わい 服 をして 睨みつ けた。 鬼 品 は 一言 も 出す、 ただ 疊を 舐めて ゐる ばかり、 

いとま 

『今日は これでお 暇 致します。』 

と 逃げる やうに 門 を 出で、 途中まで 來 ると、 一緒に 行った 三 浦 某 を 顧り み、 

『どうも 氣 分が 惡 いから、 一杯 飮 まう。』 

ゆび 

と 茶店に 入った。 すると 鬼 品が、 淸風山 莊を指 ざし 乍ら、 

『ここ はいかん。 どうも あ 0 爺さんの 家が 見えて ゐて は、 酒 を 飲んでも 醉へ たも でない。 モウ 少し 遠方へ 行 

かう や。』 

と、 淸 風山莊 Q 見えない ところへ 來て、 ホッと 息をつい たとい ふ 話で ある。 . 

こんどう よしき  たづ 

近 藤芳樹 といへば 國學 大家で ある。 或 時 山莊を 訪ねる と、 『よいと ころへ 來た』 と 引き留められて、 近 Si が 
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きうく つ  - . -  >  ゝ 

窮屈 さう にして ゐ ると 

『今日は、 一 緖に寢 よう や。』  め 

と、 f  ^？?  not 傍ら 人な きが 如し まった が、 iiQ 側に 雀が 寢 たやうな も 

ので、 一晩 マン ジリ ともせす、 東が 白ら む Q を 待ち かまへ て、 匇々 逃げ 歸 つた。  . 

^ ^辦 は、 清風 翁の Is まつ を繼 いだ 人傑で、 松 陰 や 高 杉 を 左右した 人で あるが、 常に 人に 語って、 

『乃公 も、 時々 は 淸風翁 を i ねたい と 思って ゐ るが、 ァァ 叱られて は ネ。』 

と 苦笑して ゐ たとい ふから、 淸風 翁の が、 如何に 量 0 やうであった かが、 察せられる ではない か。 而も 翁 

は それ 丈け 少しも す、 赤心 をが & する 人で あるから、 親しめば 親しみ ある 人であった。 • 

*  *  * 

たけし-つち 0 すくね ほうで うとき むね *  ^5.1? しへ,.. >  :、. . *.<Er  ノヽ ./fit  -、 

翁 は k 内 宿禰、 北條 時宗、 林 子 平 なぞ を祟拜 し、 曾て 

武士  0 大和心 を 人 問 はば 

もう こ  とき むね 

蒙古 使 ひ 斬りし 時 さ 小 

と 詠 じた ことがあった。 『頭ヲ 回 ラセ バ 今古 親友 多シ。 武內 -議- 林 子 平』 と、 親友 あっか ひに した こと も あ 

る。 叉た 『開國 兵談』 に 題して、  - 

お 半 こ 見る 朝日 は 富 士の峰 0 上 


r^^^  しらかばよ ふね 

といった。 下界の 國民 ども は、 天警 Q 何たる かも 知らす、 白 河 夜脸で 寢てゐ ると いふ 0- である 

^  I  0 底に 聲ぁり 夜 雪 

外寇を 1:3 しめた 0 である。 叉た、 同一 0 意 を、 三十 一 文字に 託して は、  . 

西北 0 風 ふせぎして 幕 打てよ 

我が 日 本 0 樓 見る 人  . 

と警 しめた。 

淸風翁 は實に 一 大先覺 者で あり、 叉た 一 大經綸 家であった。 翁が 閑居 Q 庭に ありし 松の み、 『淸風 松』 の-名 を 

殘 して ゐ るが、 翁 OIki と 精神と は、 今 ま 長 州 山川の 那 に^する か。 翁 は 安政 二. 〔乙 卯〕 五月、 七十 三 歲を以 

て 逝いた が、 翁 Q 功業 は、 後 0 長 州 勤皇 史が、 充分に 之れ を 物語って ゐる。 

jrffl が 傑出した 政治家. 財政 家であった こと は、 今更ら 喋々 する を 要せない が、 ここに 本文 0 主人公た る南洲 

翁が、 淸風 を推稱 した 書簡が あるから、 序に 揭げて 置かう。 

熊 本 oil: れ艇 4、 嘉永 六.^ 〔癸 卯〕 に、 早く 藩 を 出で て、 諸國を 修業して 回った。 そして あらゆる 諸 藩 Q 傑物 

1 ： .1  *  きうん 

と!^ して 意兑を 闘 はし、 2 莨 狀をも 見聞して 歩いた。 流石に 橫井 丈け あって、 早く も國家 革新 0 機 迷 を 察 

し、 諸 藩 0 形勢 を 私 かに 探らん としたの であった。 

11K 州で 村田淸 風に 逢って、 大に啓 すると ころが あり、 『我翬 が 今回 0 遊歷 中に、 頭 を 下げざる を 得なかった 
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人物 は、 長 州 0 淸風翁 一 人であった。』 と、 後に 門 生に 語った とい ふ 話で ある。 

しょかん 

此時 Q 狀況を 明記して、 後進 を激勵 した、 南洲 翁の 書簡に、 左 0 一節が ある。 

『其 經歷之 節、 長 州 之 村 田 四 郞左衞 門と 申 人に 致 11 面會 1 候 節、 何等 之 譯に而 ；大 下 を經歷 いたし 候歟、 其 趣ヒ曰 

如何と 四 郞左衞 門 問 ひ掛候 由、 然處橫 井 相 答 候に は、 いづれ 天下 之 政 一途に 出 候 樣無レ 之候而 は、 只 一 國々々 

ぜ ひ とくしつ 

0 改革に 而は不 ,1 相濟 一と 心 付、 彼に 長 じ候處 も有レ 之、 是に 得た る 處も可 レ有レ 之 候に 付、 是非 得失 を考 合、 

一致 政 體相立 居候 儀 念願に 有， 之、 遊歷 いたし 國政 0 善惡を 視察いた し 候 旨申述 候處、 然 らば 其國に 入り、 其 

ようたいし つぼく  厶 厶厶厶 厶厶厶 

政 之善惡 是非 は、 何 を 以て 識候 哉と 相尋 候處、 先 づ其國 に 到り、 士 0 容體 質朴なる は、 必士風 盛なる 處、 又 

町 衆 之繁榮 なる 所 は、 其國之 富みた る處、 農政 行屆き 民心 を 得候處 は、 必 仁政 之 行れ 候處、 此三條 を 目的に 

いたし、 其 事 之 擧候所 は、 其國に 人材 可 レ有レ 之 付、 其 人に 問て 細目 を 正し、 本體を 明め 候處、 多く は 相違 無レ 

之 趣 申 聞 候處、 今一 事 見 處有レ 之 候歟、 不 II 心 付 1 哉と、 四 郞左衞 門 申 述候處 、幾度 も 考合候 得 共、 不 n 考當 1 候 

ぐ わ，.？ ぶつ  しゃび 

に 付、 如何 檨之 所歟、 頓と不 ,1 考當 1 候に 付、 敎吳候 檨申述 候處、 市中に 玩物 多く 寶物 有レ 之候處 は、 決 而奢美 

之 國に有 レ之候 旨申述 候處、 橫井 閉口いた し 候 由。 此遊歷 中に、 頭 を 下げ 候 人 は、 村 田 一人に 而有レ 之た る. H 

しょさい 

に傳承 居候。 橫井之 一 條、 御 書 載 有， 之 候 故、 由 來を委 敷 相 記 申 候』 云々。 

此の 書簡に よれば、 諸國 修業 0>橫 井 小 楠と、 天下 0 活擧者 村田淸 風と 0} 風 手が よく 現 はれて ゐる。 

清風 先づ問 ふ。 


『何 Q 爲に IK 下 を ブラつ くひ か』 

小 楠 答 ふ。  , 

『；大 下 Q 政令 は 一に 出で ざる 可から す。 备國國 政 善惡を 視察し、 是非 得失 を考 へて、 一 國國政 0 基本 を 立て 

るつ もり』 

流石に 大きく 出た。 

『政治 0 善惡 は、 何で 見分けて 來 たか』 

淸風 0 質問 は、 直ちに そ 0 心肝に 衝き 入った。 そこで 小 楠が、 

『されば である。 侍 0 身なりが 質素で あれば、 士風 剛健と 見る。 これが 第一。 町民が 繁昌して ゐれ ば、 そ 0 國 

富みたり と 見る。 これが 第二。 農民が その 處に 安んじて ゐれ ば、 仁政が 行屆 いて ゐる と兑 る。 これが 第三で あ 

る。 以上 0 三つ を 見れば、 大概 その 國 0 善惡は 分る。』 

たくしゅつ  けんしぎ か 

と 答へ た。 小 楠 は 時流に 卓出せ る 見識 家で、 答 ふるところ は、 名答 案た る を 失 はぬ。 すると 淸 風が、 

『も 一つ あるが 心得て ゐ るか。』 

わ *- はら つ 

と 例によって、 單刀を 側 腹へ 突きつ ける。 小 楠は暫 らく 考 へて ゐ たが、 どうも S め ひ當ら ぬ。 

『とんと 考 へ當ら ぬ。』 • 

とい ふと、 
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ぐわん ぶつ  しゃ し 

『それ は 市中に 玩物 を賣る 店が 多い ところ は、 奢侈に 流れて ゐ ると いふ 見方 ぢ や。』 

とい はれ、 流石 0 小 楠 も、 天下 頭 を 下ぐ る 人、 唯 だ 淸風翁 ある のみと、 ひどく 感心した 譯 である。 

淸風は 正に 長 州 唯一 人物で あり、 同時に 1K 下 第一 等 Q 人傑であった。 而 して 斯人 0 築きた る 地盤の 上に、 長 

州 一藩 0 勤皇 運動が 起り、 そ 0 運動の 種子 を 蒔きつ けた は、 誰 あらう 吉田松 陰であった。 請 ふ 少しく 松 陰 0 存 

在に 就いて 述 ぶる 處 あらしめ よ。 

【八】 吉田 松隆の 尊皇 思想 

つこう は. --け  しゅし  ま 

村 田 淸風は 長 州^ 興 0 畑 を 作った。 之れ に 勤皇 Q 種子 を 蒔き 與 へたる もの は、 吉田松 陰であった。 この 二 個 0 

いつ  たと  》~ んぷ 

人物 0 出現 は、 防 長 勤皇 史に 逸すべからざる ものである。 淸 風が 譬ひ當 時 一 藩士 民 0 恨み を 受け、 怨府 となった 

すん がう  きっと 

からと て、 彼れ 0 功績 は寸 毫も 沒 せらる る も 0 でない。 大 改革 家 は、 善 かれ 惡 かれ、 屹度 そ Q 當 時には 評判の よ 

ひ がふ  たと へ 

いも Q ではない。 評判が よからぬ 0 みか、 多く は 非業 Q 死を遂 ぐる 者 すら ある。 假令全 藩 民 0 反對を 受けても、 

自己 0 胸中に 描き 來る大 改革 を斷 行す ると ころに、 改革 家 0 信念と 意 氣とを 見る である。 果せる 哉、 淸風 歿し 

ぼつせ 0  たいとう  てう  す ふ まさの すけ や 

て？ 數 年なら すして、 長 藩 勤皇 Q 勢力 は、 勃然として 中央に 擡頭し 來 つて ゐる。 朝に 在って 周 布 政 之 助、 野に 在 

く さかげん ャゐ たかす ぎとう かう くつき  ， ， ，  »  .  .  »  - 

つて 吉田松 陰、 更らに そ 門下から 久阪 玄瑞、 高 杉 東行が 崛 起し、 遂に 天下 c> 大勢 を 左右す るに 到って は、 淸風 

たる もの も、 亦た 以て 瞑すべき である。 


幕末 維新 0 志士 0 中で、 文才に 富み、 遣 稿 積んで 山 を 成す も 0、 柬に淸 川 八 郞定明 あり、 西に 吉田寅 次 郞矩方 

ちょ ぶん 

ありと 稱 すべきで ある。 淸川 Q 學才は 世に 知られて ゐな いが、 松 陰の 名 は、 旣に； 大 下に 著 聞して ゐる。 

± んく わう  ぶ け ふえう ろく  しゅく 

十 歳に して^ 黌明倫 館に 出で、 十一 歳に して 藩侯 0 御前に 武敎耍 錄を読 じたと いった 丈で も、 如何に 松 陰が 夙 

せ •，  けいがい  おそ  どりょく 

成 0 人物で あつたかが 察せら るるで あらう。 殊に 松 陰に 驚駭 すべき は、 天才に 加 ふるに 長るべき 努力 を 以てした 

よ  ギー やう. じう ざぐ わ 

ことで ある。 松 陰に 取って は、 机に 倚る Q みが 道場で なく、 野に、 畠に、 山に、 道に、 眞に 行住坐臥、 是れ 悉く 

道場であった。 『正月 元日 だけ は、 ゆっくり 休めよ』 と 兄に 云 はれた 松 陰が 『元日 も 一年 0 中です』 といった 答 

らい だ せい  ぼう あた 

へ は、 世 0 懶惰 生を戒 しむる、 三十 棒に 値 ひする 聲 である。 

しょはん ぐんえい 

嘉永 四.^ 〔辛亥〕 三月、 彼れ が 始めて 江戸に 遊學 したる 際に、 鄕 里に 贈った 書簡 0 中に、 諸 藩 0 群英、 雲 0 如く 

霸を兢 ふ 中に 伍して、 一頭 地を拔 かんとす るの 意氣を 示して、 

我れ 一歩 を 行けば、 彼れ も 亦た 一歩 を 行く、 宜しく 將に 彼れ を拔 かんと 欲すれば、 彼れ がー 歩す る 間に、 我 

れ十歩 を 行き、 彼れ が 十 歩す る 間に、 我れ は 百 歩 を 進まねば ならぬ。 命 も 身 も、 二つ あっても 十あって も 足 

らぬ 感じが する。 〔大意〕 

と Sa して ゐる 0 は、 彼れ 0 努力と 決心との、 尋常 ー檨 でなかった こと を 示して 餘 りが ある。 天才に 限って 却って 

よ  ぽん さい  り くつ  てんしつ はっ^ 

能く 努力し、 凡才に 限って、 15- 角现 窟を附 けて 勉强 せぬ。 隨 つて 天才 は 愈 A 大 質を發 揮す るに 引換へ、 凡才 は 益 
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たい i ん お  0 ろ  とが 

よ 凡 化する は、 世上 其 例に 乏しくない。 長す るに 及んで、 自己 0 怠慢 は 措いて 問 はす、 却って 世を咀 ひ、 人を咎 

しゃかん  たいてん 

むる は、 多く は 這 間 0 怠け者に 過ぎぬ。 世 0 青少年 0、 松 陰 先生に 學 ぶべき 第一 要點 は、 實に 彼れ 不返轉 0 

努力 に^する。 

ふくざつた き 

松 陰 思想 は、 一 槪に 尊攘 主義と Q みは 斷じ能 はぬ。 そ^^內容は複雜多岐でぁり、 彼れ 自 から シ ョ ー ビ 一一 スト 

じょう •> か  つうば  そん わう 

的 攘夷 家 を 痛罵して 居り、 進んで 海外に 渡らん ともして ゐ るが、 尊皇の 大義に 到って は、 終始 一 貰して 變ぜ ざる 

彼れ 0 大 理想であった。 

嘉永六 年 〔癸せ〕、 松 陰が 二十 四 歳に して 書した る 『將及 私 言』 0 中に、 『大義』 及び 『聽 政』 を 論じて ゐるニ 

稿 は、 松 陰が 勤皇 0 思想 を、 最も 明瞭に 表現せ る も 0 であるから、 次に 之を錄 して、 參考に 資しよう。 

たい  ぎ 

大  義 

普天ノ 下、 莫レ 非， 1 王土  7 率土 ノ濱、 莫レ非 二王 臣？ 此 大義 ハ、 聖經ノ 明訓、 孰 力 知 ラサ ラン。 然ル 一一 近時 一種 

ノ可レ 憎 俗論 ァリ。 云ク、 江戶ハ 幕府 ノ地ナ レハ、 御： S 本 及ヒ御 譜代 • 御 家門 ノ諸藩 コソ、 カヲ 盡サル ヘシ。 

國主ノ 列藩 ハ、 备 其本國 ヲ重ス へキ コトナ レハ、 不ミ 必盡， 一力 於 江戸 1 シ テ可ナ リト。 嗚呼、 此輩、 但 幕府 ヲ敬 

重 スルコ トヲ知 ラサル ノ ミナ ラス、 實 一一 天下 ノ 大義 一一 蜡キ モノ ト云フ へ シ。 夫 レ本國 ノ重ス へ キハ固 ナリ。 


厶厶厶 <3A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶厶ム 厶厶 厶 厶厶厶 AAA 厶厶 

然レ トモ、 天下 ハ 天朝 ノ 天下一 一 シテ、 乃 天下 ノ 天下 也。 幕府 ノ 私有 一一 非 ラス。 故  一一 }f< 下ノ 内、 何 一一 シテモ 外 

しんきん 

夷ノ侮 ヲ受ケ ぺ 幕府 同當率 二； 大下 諸侯 T 淸ニ 天下 恥辱 7 以テ； 大朝ノ { 辰 襟ヲ慰 メ奉ル へ シ。 方 11 是時 1 普 天 率土 

えら 

ノ人、 如何 シテカ ヲ盡サ サルへ ゲン ャ。 尙何ソ 本國他 國ヲ擇 フー ー暇ァ ラン ャ。 況ンャ 、江 戶ハ 幕」 肘ノ 所在、 1K 

てう きんく わいどう  せう ちょ  ど  <  じんち やう 

下 諸侯 朝覲 會同ス ル所ナ ルヲ。 此義、 明. HI 昭著、 固 不レ俟 レ辨。 然 トモ 俗論 ノ呶 呶、 動スレ ハ人聽 ヲ惑ス 一一 至 

ル。 故- 不レ得 レ已、 此辨 一一 及フ ナリ。 

『；大 下 は ；大 下 0 天下に して 一人 の天 下に 非す』 と Q 思想 は、 支那 儒學 Q 國家觀 である。 玆 において、 天子 は fKQ 

命 を 奉じ、 ；大 下の 爲に； ^H- ると いふ 君主 觀が 生じ、 ：大下 0 爲に 爲ら ざる 君主 は、 君主と して 0 資格 を 失 ひ、 隨っ 

ぜんじ やう はう はつ えきせい かくめい  . 

て 禪讓放 伐、 世 革命 Q 思想が 行 はるる に 至る Q である。 松 陰が 『；大 下 は ：大 朝 0,;大 下』 であると 斷 じた 0 は、 儒 

じゅへ い  たくせん  くんこく 

學を 修めて 儒 弊に 陷 いらす、 卓然、 我が^ 國の 崇義に 透徹した ものと 謂 ふべき である。 

松 陰 は 更に 別 稿に おいて、 此 一段 を 推し 進めて、 

『犬 下 は 一人の； 大 下に 非す と は、 是 支那 人 Q 語 也。 支那 は 卽ち然 り 〔中略〕 神州に 在りて は、 斷々 乎と して 然 

ら ざる 者 有り。 謹んで 按す るに、 我大 八洲 は、 皇祖 肇 むる 所に して、 萬 世子 孫に 傅へ、 天 壊と^ りなき は、 

他 0 覬觎 すべきに 非す。 其 一人の； 大下 たる、 亦 明かな り。』 

と明斷 して ゐる。 

又た 『謙 孟劄 記』 に は、 ；大 朝と 將 軍と Q 地位 を甄刖 して、 左の 如く 論じ 明らめて ゐる。 n く、 

癃長兩 ，嬸 勃興の 史的 傳親  、  SI 火 


大西 鄉全傳 第二 卷  五 ◦ げう しゅんとう 

『凡 漢土 Q 流 は、 皇. 穴 下 f 降して、 是が 君師 なければ 治らす。 故に 必 I 兆？ に擇で f 命す。 堯舜 湯 

如き 其 人な り。 故に 其 人 職に 稱 はす、 億兆 を 治む る 事 能 は ざれば、 . 天 亦必 是を廢 す。 祭 紂. 幽厲 0 如き 

、人 まり。 故に 天 Q 命す る 所 を 以て、 ；大 0 魔す る 所 を 討つ。 何ぞ放 伐に 疑 はんや。 本邦 は 則ち 然ら す。 天日 

■1^ ノ  ひつぎ  /  、  A 

0 嗣、 永く； 犬 壌と 無窮なる 者に て、 この 大 八洲 は、 ； 大日の 開きた まへ る 所に して、 日嗣の 永く 守り 給へ る 者 

なり。 if. 宜しく 日嗣と 11 ビ 同じく して、 復た 他念 あるべ からす。 若 夫、 征夷 大將 S 類 は、 

-  くわう しょく  , 

天朝 0 命す る 所に して、 其 職に 稱ふ者 のみ、 是に 居る こと を 得、 故に 征夷 をして 足 利 氏の 喊職 0 如くなら し 

めば、 直に 是を廢 する も 可な り』 〔講 孟劄 記〕 

と斷 じて ゐ るの は、 實に純 乎た る 日本 精祌の1 である。 松 陰門 下より、 久坂 4 问 杉の 如き、 重 倒幕 家が、 蜜 

fss^s^ し來る 所ぶ、 自 から 基づく ところ ある を 察すべき である。 

故に 皇國國 政 雌より すれば、 天皇 御 親政が その 本體 であると 信じた る 松 陰 は、 『聽政』 の 一文 を 草して、 

更に 此 意義 を 明らかにして ゐる。 


ちょう  ぜ. & 

0  政 


タ J せ ラ  きき 

古ハ 人君 聽政ト 云ハ、 お i 一一 廟堂 一一 出デ、 群臣 ヲ座前 一一 召シ、 政事 ヲ 評議 シ、 叉 臣民 ノ 訴訟 ノ 筋ヲ聽 給フコ 

ト ナリ。 力 ぬく ナト 云ハ、 朝廷 ノ 政事 ヲ勤メ 、食事 ュ後レ 給 フコト ナリ。 故 ュ古ハ 政 停滯ス ルコト ナシ。 後世 


ハ不 レ然。 人君 深 宮中 一一 在リ、 朝 堂 一一 ハ 臣下 ノミ 評議 シ、 論定 マル 上 一一 テ、 僅 一一 一一 達ス。 是ヲ §ト 云フ。 

是 ヨリ 人君 賢 ナリト 雖モ、 假 一一 モ肝 食ナト ト云フ コ卜 ナク、 權祸ヲ 擧テ之 ヲ權家 1 ー授 クル 一一 至ル。 然 トモ、 

平時 ハ是 一一 テモ尙 可 ナリ。 今日 一一 至リ、 決シテ 如レ此 一一 テ ハ 武備 ノ成ル コ卜雞 カル へ シ。 故 一一 窃 一一 按 スルー 一、 

^  ^^A:A  A  ^  A  A  A  A  A  A  A  A  A  <IA<1<-<1A 厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶<1 厶厶 厶厶厶  <l<l<l.d<1 

君 公 毎日、 辰 時 ヨリ 午後 一一 至ル マテ、 御 書院へ 御 出 座 遊 ハサ レ、 大臣 以下、 きま ハ& ハ、 ,p ず まバ？ sin ま 

厶 A 厶厶  かう ばん  せ _J た， -  >  ^  , 

ヲ處 置シ、 外 臣モ更 番シテ 君 前 一一 侍リ、 奴 群臣へ 上書 請 對ヲ許 サレ、 上書 ァレ ハ、 卽君前ーーテ！&^シ、 衆議 

二 カケ、 然ル 後、 大臣 一一 付 シテ是 ヲ行ハ シメ、 或 叉 上書 シ タル 者ヲ召 出シ、 麼ヲ 賜テ、 其 議論 ヲ心ノ 儘 I ー陳 

,  ,-  しう ぎき  せしち^^く 

ス ル コ トヲ 55 セ シメ、 總テ 大事 ヲ擧 ケ行フ 時ハ、 必ス 衆議 歸  一 ノ處 ヲ用ュ へ シ。 是レ 政ノ先 一め ナリ。 

松 陰 0 論す ると ころ、 疋に皇 朝 親政 0 體を 得て ゐる。 殊に 『聽』 と 『伺』 と を 一?!: 別して ゐる ところ は、 後世 人 

士 0 注目 を 要する 點 であらう。 西洋 政治 學 0 組織 上より する も、 皇 國獨自 Q 政樣を 忘れざる 必要が ある。 

猶ほ松 陰が 『至誠』 に 至る 0} 道程 を 示した る 一文 は、 必讀の 文字で あるから、 之 を 左に 附記して、 修養 を 念す る 

人々 の參考 に& する。 

し  せい 

至  誠 

£-カ  う や 

窃 一一 眷テ 聖經賢 傳ノ大 旨ヲ窺 フー 一、 天 道モ 學 モー ノ誠ノ 字ノ外 ナシ。 而シテ 誠ノ字 ノー  字、 中腹 尤モ 明 一一 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統  五一 


大西郷 仝傳 第二 卷  五 二 

^ん. なつ  <^厶<1厶ム厶厶厶么厶<}厶 

之ヲ先 發ス。 謹テ其 說ヲ考 フル ュ三 大義 ァリ。 一日 實也。 二 曰 一也。 三曰久 也。 前 ュ論列 スル數 件 一一 就テ是 

ヲ 論スル 一一、 實 トー： ムフ ハ虛 ノ反對 一一 シテ卽 チ王臣 王土 ノ 大義 一一 源キ聽 レ政納 レ諫、 飽 11 內臣 1 親 11 外臣？ 明-一四 nil 

きょぶんく うろん 

逹 ニ四聰 T 及 砲 銃 船 艦 馬 法 等 ノ事ヲ 虛文签 論 卜 ナサ ス、 卽チ 今日 ヨリ 實ー 一行 フコト ナリ。 古人 所レ謂 ニ實心 1 

行 ニ實事 1 是也。 ートハ 二三 ノ反對 一一 シテ、 當今ノ 事務 諺 一一 所 レ謂獅 ヲ兑テ 矢 ヲ嬌ム ル モノ ュ シテ、 僅ュ 五六 ケ 

レ H- つ へ ハ 

月計ノ 問ュ、 數百. 1^ 來昇平 一一 習ヒ 干戈 ヲ见 サルノ 士民ヲ 調練 シテ 精兵 トナ サン トス ル コトナ レバ、 此 事ノミ 

ちゃつ せ レ な ふかん 

ヲ專ー 一一 シテ 造次 顚沛モ 於, 是シ 他事 ヲ不， 交一 ー非レ ハ 不可 ナリ。 故 一一 聽政 納諫ノ 餘ハ、 小 暇ァレ ハ或ハ 庭 上 

えつ  すゐ きう 

一一 出テ 臣下 ノ武 藝ヲ 閲シ、 或  <； 兵 庫一 一人 テ 器械 ヲ 檢シ、 靜 夜閑蹇 一一 ハ 中外 ノ臣ヲ 召シ 政道 兵法 ヲ推 究シ、 其 

他 詩酒ノ 宴、 花 月ノ會 一一 モ思 ヒ必ス 玆ヲ離 レサ ル如 タス ルヲ 一 ト云フ へ シ。 久ト ハ無 レ息コ ト 一一 テ、 武備 ハ固 

やむ こと 

ヨリ 至難 至大 ノ コトナ レハ、 一朝一夕 一一 成就 スへキ ュ非ス 。故 一一 實 トー トヲ 作リ、 輟ナク 幾久シ ク行フ コ ト 

是久 也。 凡ソ 事實ナ ラサ レ ハ 一 ナ ラス、 久 カラス。 故 一一 合テ是 ヲ誠ト 云フ。 然 トモ 是 ヲ行フ 一 工夫 ァリ。 易 

れ， S お..？ はんじょく  てんえん かくぜつ  』  , 

簡是 也。 昇 平ノ久 シキ禮 文繁縛 一一 過キ、 君臣 ノ illK 淵ノ 隔絕ヲ ナシ、 人君 下 ヲ召見 シ給ヒ 叉出テ 臣下 一一 臨ミ 

給 フモ、 夫夫 iff. ノ 格式 ァ リテ、 上 情 下通シ 下情 上達 スルコ ト_:$1 タ 難シ。 是弊 一洗 セサレ ハ誠字 未 レ可レ 行。 

易 辭曰。 易 則易レ 知。 簡則易 レ從。 易レ知 則有レ 親。 易 レ從則 有：， 功。 有 レ親則 可 レ久。 有：， 功 則 可 レ大。 可 レ久則 

賢人 之德、 可レ 大賢 人 之 業、 易 簡而； 大 下之理 得矣。 

祌に 通す る は、 唯 だ 至誠 0 道より する 外 はない。 而 して 至誠に 至る 0 道 は、 之を實 にし、 之 を 一 にし、 之を久 


にす る ひ 外に はない。 我が 皇國ひ 民と して、 眞に皇 民 ひ體を 得る ひ 法、 亦た こ 0 一道 0 外 はない" 

*  *  * 

こんてい 

要するに、 松 陰 0 勤皇 思想 は、 そ 0 根柢、 極めて 深く 且つ 遠き ものが ある。 是れ ある 0 故 を 以て、 彼れ の 幕末 

における 行動 は、 勤皇家 Q 魁 首た る を 5：： た譯 で、 殊に その .敎 導 を 受けた る、 後進 子弟 0 問より、 H ぎ、 双 0 志士 

を 輩出した の-も、 亦た 由る ところ ありと 謂 はなければ ならぬ。 抑 i 長 州 一藩 を 動かし 來 りたる、 然 たる 勤皇 思 

まろ  た i しひ  や くり 

想 は、 一. し 松 陰に 負 ふところ 0 大 なる を 逸し 能 はぬ。 人 は 亡ぶ る も 魂は滅 せす。 身は枯 るる も 心は殘 る。 I;;- 火、 

燒 けど も盡 きす、 春風 吹いて 亦た 生す である。 

【九】 眇 たる 松 下 村 塾 

しょうか そんじ § く  こ とう 

松 下 村 塾 は， 見る も いぶせき 一 寒 塾で ある。 夏 は I： 外に 輝の を 聽 き、 冬 は 孤 燈の影 塞く、 松に 風雨の 淋し。 

然も かかる 寒 塾に て、 人 は 何 を說 き、 人 は 何事 を 聞きた るか。 說く人 は 革新的 思想 (豕 であり、 く 者 は 熱血 的 

風雲 兒 である。 時 は 幕末 維新の 回 天 期に 際し、 地 は 幕府 怨嗟の 發源 地で ある。 松 吹く 風に 世界的 i^i の 響 を^み 

かげ  ふる 

^燈の 隆に長 劍の水 を St ふ 長 州 青年の 菜團 が、 他日 維新 回； 大の 偉業 を 成就す る； W 動力と ならう と は、 《=w 時 何人が 

ネ to.- うて レ どうお  もた 

5^ったでぁらぅ。 人の 精神的 審 業の、 時に 兌えざる が 如くして、 一度び 兑 ゆれば、 驚. 人 動 地の 結 * を II らす を、 

我れ 等 は 松 下 村 塾に お い て 之れ を见 る。 

薩. ぉ兩藩 勃興の 史的 俾統  五三 


大西 鄕垒傳 第二 卷  •  If 

松 陰が 士道の 大本と して 村 塾に f たと ころの もの は 『士規 I』 であった。 簡 にして 要 を 得、 靈を 叩いて 

i|g の 學を講 する、 町 儒者 輩の 長演と は、 固より 同日の 談 ではなかった。 

一、 凡そ 生れて 人と なる、 宜しく 人の 禽獣に 異なる 所以 を 知るべし。 蓋し 人に は 五倫 あり、 而 して 君臣 父子 

を 最大と 爲す。 故に 人 Q 人た る 所以 は、 忠孝 を 本と 爲す。  せ -っ 

一、 凡そ 蠢に 生る。 宜しく 吾が ^に尊 き 所以 を 知るべし。 蓋し 皇朝萬 世 一統、 邦 國の士 夫、 I を 墓 

し、 人君 は 民 を 養 ひ、 以て 祖 業を 續ぎ、 臣民 は 君に 忠に、 以 つて 父 志 を繼 ぐ。 君臣 5、 秦 一致、 唯 だ 

吾 國を然 りと 爲す。 

I、  士道 は義 より 大 なるな し。 篛は 勇に よって 行 ふ。 勇は義 によって 長し。 

一、 土の 行 は IP ざる を以 つて 要と 爲し、 P ぶ 文ん に 過ぐ るを以 つて 恥と なす。 光明 正大、 皆 I れ によ 

つて 出づ。 

一、 人 は 古今に 通ぜ す、 聖賢 を師 とせ ざれば、 則ち ひ 鄙 だのみ。 讀書、 友 を 尙ぶは 君子の 事な り 

一、 ^iis は、 師. 恩 • 友 益 多き に 居る。 故に 君子 は 交遊 を愼 しむ。 

一、 死して後已 むの 四字、 言 簡に」 て義廣 し。 堅 忍果決確 乎拔 くべ からざる 者、 是 れを舍 てて 術な きなり。 

是れそ g 文で ある。 大義 を 明かに し、 名分 を 正し、 董 討幕 S を發 して、 久阪 玄瑞、 高杉 東行の 徒が、 薩 

.,1 ん でて 中央に 躍進し 來 つたの も、 蓋し 故な しとせ ない のでき。 松 陰 nl によって 文久 Q 天地が 動かされ 


た觀が あるの は、. 薩の久 光が、 大原赖 使 を 擁して、 、江戸に 押し 下る の 威勢に 對抗 して、 .长 州の 爲 めに 萬 丈の； 取 を 

吐く ものであった。 

抑. -松下 村 塾 は、 松 陰の 創設に 成る もので はなく、 松 陰 Q 叔父 玉 木 文 之 進の 創立に かかる も Q である。 松 下 村 

- *- よそん まつ もと むら  ころ さう し 

塾の 語 は、 居 村 松 本 村から 採った もので、 松 下 社、 松 下 塾と も稱 し、 ；大保 十三 年の 交に 創始され たも である。 

< ん.？ フ 

；大 保 十三.^ といへば、 松 陰が 十三 歳の 時で、 是 より 松 陰 は 塾生と して、 玉 木 翁 €^ 薰陶を 受けて ゐる。 後ち 玉 木 翁 

が仕宫 され、 一時 廢 絶に 歸 したが、 松 陰の 外 叔父、 久保 五郎左衛門 翁が、 之 を 與し、 松 陰が 松 下 村 塾 塾 主と し 

ゎづ 

て、 親しく：. を敎莶 したの は、 安政 三.； 本 〔丙 辰〕 の 秋から、 同 五ハ本 〔戊 午〕 の 冬までで あるから、 此問、 かに U え 

掛 三年、 正確に いへば、 ニ年餘 短日月に 過ぎぬ。 

安政 四 年 〔丁 已〕 九月、 松 陰 0 自記せ る 『松 下 村 塾 記』 は、 村 塾の 由來 及び 精 祌を說 き 1.";^ して ゐる。 記に H ふ。 

しょう か .V ん じゅぐ き 

松 下 村 塾 記 g 漢文〕 

へき  せいすう  お ほ  ほっかい し H.0 

：:^ 門 ノ！： タル、 僻シテ 山陽 ノ西陬 一一 在リ。 而シテ 萩城ハ 連山 ノ陰 一一 蔽ハ レ、 激 海ノ衝 一一 當ル。 其 他 ハ海ュ 背 

ひしつ  レ ん あん  こ きょ 

キ出 一一 面シ、 卑濕  一丁 ンテ隱 一 i=、 吉 見氏ノ 故墟ュ シテ、 古へ 甚ダ 顯ハ レズ。 二百.^ 來、 乃チ 本藩ノ 治所ト ナル。 

ふくそう 

是 一一 於 テ山ノ 產海ノ 物、 四方 一一 輻輳 シ、 嚴然 トシ テ 一都 食トナ レリ。 狨ノ 東郊 ハ則チ ガ 松下邑 ナリ。 松 下 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統  五 五 
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U ん とく 

ノ邑 タル、 南ハ 大川ヲ 帶ブ。 川 ノ源ハ 溪間數 十 現、 人ノ能 ク窮ム ルナ シ。 蓋シ 平氏 ノ遣 民ノ嘗 テ隱匿 スル所 

ふ りよ てうた う 

ナリ。 其ノ 東北 ノニ 山、 大ナル 者ヲ廣 人山 ト爲 ス。 朝鮮 俘 廣ノ釣 陶スル 所 ナリ。 小ナル 者ヲ長 添出ト 爲ス。 

は. S し 

松 倉 伊賀 ノ廢址 ナリ。 伊賀 嘗テ大 内 氏ノ將 5ぉ 成 豐後ト 數ぶ陣 原 一一 戰ヒ、 連リ 一一 敗 ルル 所ト ナリ、 遂 一一 大將^ 

ふんえん 

ュ 投ジテ 死ス。 原 ト淵ト 今皆沒 スト 云フ。 山川 ノ間、 人戶 一千、 士農 ァリ、 ェ商 ァリ。 昔時 忿椀 不平 ノ氣、 

ラっ ぜん あ. S ぜん 

今 ハ則チ 然 靄然、 發シテ 人物 ト爲 リ、 煥乎 トシ テ 一勝 區ト爲 レリ。 然レド モ吾レ 常 一 一條 シム。 昔時 忿惋 "小 

そ はた 

平 ノ氣、 流レ テ川ト 爲リ、 峙チ テ山ト 爲リ、 發シテ 人物 ト爲 リ、 以テ 一勝" R ト成ル 者、 固 ヨリ 其ノ常 ノミ。 

きけつ  けん  こん ゆる  きうび 

苟ク モ奇傑 非常 ノ人 起リ、 奮發 震動、 乾 ヲ轉ジ 坤ヲ撼 ガシ、 以テ 邦家 ノ休美 ヲ成ス 一一 非ザル ヨリ ハ、 將タ M 

ヲ 以テ、 山川 ノ氣ヲ 一 變シ、 其 ノ忿 惋ヲ平 グルー 一足 ラン ャ卜。 况ンャ 狭城ノ 隱晤顯 ハレ ザルモ 亦タ已 ュ久シ 

キ ヲャ。 今 ハ則チ 嚴然ー 都 會ト爲 ルモ、 是レ 猶ホ眞 一一 顯 ルル 者 一一 非ズ。 特 ダ其ノ 機先 ノ兆 ノミ。 今ノ 松下ハ 

シン  ぶん はっしん どう しょう 

城ノ 東方 一一 在リ。 柬方 ハ震ト 爲ス。 震ハ 萬物ノ 出ヅル 所、 叉 タ奮發 震動 ノ象 ァリ。 故 一一 吾レ 諮へ ラク、 萩 城 

ノ 將ュ大 一一 顯ハ レント スル、 其レ 必ラズ 松下邑 一一 始マ ルナ ラム カト。 去年、 余 獄ヲ免 ガレ、 松 下 一一 家居 シ、 

だ うげ. S  か ォん かしゅく 

外人 一一 接 セズ。 獨リ外 叔父 久保 先生 及 ビ諸從 兄弟、 時時 過ギ 訪フ。 因テ共 一一 道 藝ヲ！ i 究ス。 家 嚴* 家 叔* 家 

兄 卜叉タ 從ッテ 之ヲ獎 勵ス。 吾族ノ 盛大 ナル、 蓋 シ將ー 一往々 奮發 震動 ノー 勝 厘 タ ラム トス ルナ リ。 初 メ家叔 

先生 〔玉 木 文 之 進〕 ノ徒ヲ 集メテ 敎授ス ルャ、 其ノ 家塾 一一 扁シ テ、 松 下 村 塾 卜 曰フ。 家叔、 宫ト ナリ、 其ノ 

*^ んょぅ 

號 久シク 廢ス。 已 一一 シ テ外叔 〔久保 五郎左衛門〕 邑ノ 子弟 ヲ會 シテ 之ヲ敎 フル ャ、 其 ノ號ヲ 沿 用ス。 頃 余 


一一 命 ジテ之 ヲ記セ シム。 余 s ク、 學ハ人 タル 所以 ヲ學 ブナ リ。 塾、 係ル 一一 村 名ヲ以 テス。 誠 一一 一 邑ノ 人ヲシ 

テ、 入テ ハ則チ 孝、 出テ ハ則チ 忠信 ナ ラシ メバ、 則チ 村名焉 一一 係リテ 辱カシ メズ。 若シ 或ハ然 ル能ハ ズバ、 

はぢ  厶 A 厶厶  厶 _ 

亦タ 一 邑ノ辱 タラ ザ ラム 乎。 抑ぶ 人 ノ最モ 重ンズ ル所ノ 者ハ、 君臣 ノ義 ナリ。 國ノ最 モ大ナ ル所ノ 者ハ、 華 

夾ノ辨 ナリ。 今ャ； 大下ハ 何 如ノ時 ゾャ。 君臣 ノ義、 譜 ゼサル 六百ハ 牛、 近時 II 至リ、 華 裘ノ辨 ヲ並セ テ又タ 之 

ヲ 失フ。 然リ而 ゥシテ 天下 ノ 人材、 且ッ 安然 トシ テ計ヲ タリ 卜 爲ス。 祌州ノ 地 二 生レ、 皇朝ノ 恩 ヲ蒙ム 

リ、 .2: ュ fsK  ノ義ヲ 失ヒ、 外 一一 華 夷 ノ辨ヲ 遣シ、 學ノ舉 タル 所以、 人ノ人 タル 所以、 其 レ安 クュ在 リャ。 是 

レニ 先生 ノ 痛心 スル 所以、 而シテ 余 ノ之ガ 記 ヲ爲サ ザ ルヲ得 ザ ルモ、 亦タ g- 一一  在リ。 喧、 外叔 先生、 誠 一一 能 

けうく わ^  くわい  かうて いちう しん 

クー 邑ヲ敎 誨シ、 子弟 上  一一 s?^ 臣ノ義 • 華 夷 ノ辨ヲ 明 ラメ、 叉タ 孝悌 忠信 ヲ失 ハズ。 然ル 後奇傑 非常 ノ人、 起 

ふんえん  きう V  しんけん 

テ之 一一 從ヒ、 以テ. S 川忿： S ノ氣ヲ 一 變シ、 邦家 休 美 ノ盛ヲ 馴致 ス。 則チ 萩城ノ 眞顯、 將 一一 是 一一 於テ 力.；^ リ。 

SI! 一一 特 一一 一勝. 一都 AI: 而已ナ ラム ャ。 2^ンテ然ラバ、 則 チ長門 ハ西陬 二 僻在 スト 雖乇、 其ノ； 大下ヲ 銜發シ 

はか  ざ. S しう 

テ、 四 夷ヲ 震動 スルモ 亦 タ朱ダ 量ル可 カラ ザル ノミ。 余、 罪囚 ノ餘、 言 フー 一：： ルル 者 ナシ。 然レ ドモ幸 一一 族 人 

ノ末 一一 居リ、 其ノ 子弟 ヲ糾輯 シテ、 以テニ 先生 ノ後ヲ 繼グガ 若キ、 則 チ敢テ 勉メザ ルー 一 ァラザ ルナ リ。 外叔 

先生 曰ク、 子 ノー 一一 一口 ャ則 チ大 ナリ。 吾レ敢 テセザ ルナ リ。 請フ、 切 ヲ邑人 者  一一 ケ卜。 余 曰ク、 十 ：！ 人：：^ 旦ノ評 

ザ. つ さくしぶ つかう 

ァリ。 今 且ラク 子弟 ノ爲  一二 二等 ヲ 設立 シ、 分ッテ 六科ト 爲シ、 各ぶ 其ノ居 ル所ヲ 標ス。 n 朔昇 降シ、 以テ其 

勤^ ヲ 驗ス。 E ク 逸德、 曰ク專 心、 是ヲ 上等 卜 爲ス。 臼ク 修業、 ni ク勵 精、 是ヲ 中等 ト爲 ス。 E ク 勤惰、 曰 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統  五 七 
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おも 

ク 放縦- 是ヲ 下等 ト爲 ス。 三等 六 科、 志ノ 趨ムク 所、 心ノ安 ンズル 所、 爲シテ 可 ナラザ ルナ シ。 誠 一一 邑人ヲ 

>テ 皆 進ンデ 上等 ノ選タ ラシ メバ、 則 チ吾ノ 前言、 未ダ 必ラズ シモ、 其 ノ大ヲ 憂へ ザ ルナ リ。 先生 曰ク善 

シ。 因 テ倂セ 記ス。 〔安政 三年 九月 0 稿〕 

而 して 松 陰 は、 自 から 村 塾の 聯に 題して、 

自レ 非レ讀 こ 萬 卷 書？ 寧 得 レ爲， I 千 秋 人 5- 

自レ 非&ニ 一  已 勞？ 寧 得&, I 兆 民 安？ 

と 書し、 以て 讀書 人た る ものの、 志尙 を高揭 した。 

松 陰 それ 自身が、 旣に 英才で あり、 加 ふるに 努力 勵精 家であった。 故に 松 下 村 塾の 流 風 は、 國家 有爲の 英才 を 

だしゅつ 

打 出す るに あり、 努力 M 精、 寸刻 も 怠惰の 色 ある を 許さなかった。 謂 ふが 如き、 • 世上の 敎育 事業と は、 その 板 f 

を 異にし、 憂國 至誠の 人が、 憂國 至誠の 餘に 出で た、 憂國 至誠の 發 露に 外なら なかった。 

松 陰が 高 杉 東行に 與 へて、 村 塾の 狀を 報じた る 書簡 中に、 

『隔日 左 傳. 八 家 會讀、 勿論 塾 中 常 居、 七ッ 過<1『讀 終る。 夫より 畠 又はお!^ き、 與， I 在 塾生 一同， 之。 光春 大 

得： 其 妙？ 大抵 兩 三人、 同上り 會讀 しながら 舂：， 之。 史記 など 二十 四 葉讀む 間に、 米 i ケ t る。 亦 一 快な り。』 

米舂 きをしながら、 國家與 亡の 書を讀 む。 眞に 人生の 一 大 快事に 相違ない。 而 して 人材 は、 決して g 叙 i!g の 


らうお く 

間から 生れす とすれば、 僅かに 八 疊 • 十 疊のニ 間に 過ぎない、 陋屋たり し 村 塾の 間から、 國 家の 危急 を 双肩に £ 

ふ 英傑の 士を 生んだ ことの、 決して 遇然 でない ことが 知れよう。  • 

眇 たる 一村 塾、 遂に 天下 を 動かす。 耍は 人材に あり、 精神に ある を 思 ふべき である。 

【十】 自 から 難に 投じた る 松 臆 

■ 今日、 吉出松 陰 を 論す る もの は、 彼れ を 以て 偉大なる 敎育 なりと し、 松 下 村 塾の 學風 • 塾 址を棵 ぐらん とす 

る 者が 多い が、 松 陰 は 固と 敎育 家た るの 志望 は 毫も 存 せす、 .m! から 國 難に 投じた る、 一個 憂國の 志士た るに 外な 

ら なかった。 IT 塾に おける 彼れ の 志願 は、 唯 だ 天下の 爲に 天下の 士を 育成 せんが 爲 であった。 

彼れ の 生れた る は、 ；大保 元年 〔庚 寅〕 A 月 K 日に して、 西鄕の 出生に 後る る こと 三年、 正に 大久保 甲 東、 淸河八 

郞、 松 本查堂 等と 同年で、 前後に 維新 志士 を 輩出した る こと、 實に 一 世の 偉 觀を呈 して ゐる。 

こしょう  かう いう 

嘉永 四ハ本 〔辛亥〕^ 四月、 初めて 藩主の 駕 に扈從 して 、江戸に 出で、 廣 く： 犬 下の 志士と 交游 した。 松 陰 時に 二十 二 

か：^^にして、 之 を^ 鄕の上 江に 比する 時 は、 ハ 4 次に おいて 三年 早く、  3- 齢に おいて 六歲を 先んじて ゐる。 彼れ 一：：： 

レ うれ- V.I  かいけい 

相 模二女 IS の il を遊歷 して、 早く も 四方の 志 を 起し、 『我國 若し 一旦 海警の 起る に會 せんか、 贺は赏 に _eii 要の 地 

かつば  ひそ 

點 である』 と 喝破して ゐる。 彼は竊 かに 肥 後 藩の 志士 宮部 鼎藏と 約して、 東北 諸 州 を 巡遊して 『是れ 國{¥ 大計の 

關 すると ころ』 と 叫んで ゐる。 松 陰が 常時の 記 行た る 『東北 遊 日記』 の卷 頭に、 その 壯志を 記して 次の 如くい つ 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傳統  五 九 
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てゐ る。 曰く、 

- 有志 ノ士、 時平ラ カナ レバ、 則 チ書ヲ 讀ミ、 道ヲ 學ビ、 經國ノ 大計 ヲ論 ジ、 古今 ノ 得失 ヲ 議ス。 一 旦、 變起 

，〕 おうぼ  はか  ちゃろ さく   

ラバ、 則チ戎 馬ノ間 一一 從ヒ、 敵 ヲ料リ 交リヲ 締シ、 長 策ヲ建 テテ 國家ヲ 利ス。 是レ 平生 ノ志 ナリ。 然 リ而ゥ 

シテ、 タル ；大 下ノ 形勢、 何 ヲ以テ 之ヲ得 ルカ。 余、 客 歳 〔嘉永 三年〕 鎭西 一一 遊ビ、 今春、 東武 一一 柢リ、 略 

4,< つせ ふ  ひろけ  こ 

畿内 • 山陽 • 西 海 • 東海 ヲ^ 涉ス。 而ゥシ テ東出 • 北 陸ハ、 土曠ク 山峻ハ シク、 古へ ヨリ 英雄 焉ー 一割 據シ、 

.^.^.£4 うこ こ  きう ナっ  まんし う  ォ b ンャ   

奸， 兇焉 一一 巢？ 八ス。 且ッ東 ハ滿洲 一一 連 ナリ、 北  < ；鄂羅 一一 隣ス。 是レ最 乇經國 大計 ノ關 スル所 一丁 ンテ、 宜シク 古 

今ノ 得失 ヲ觀ル べキ者 ナリ。 云々 〔原 漢文〕 

たいふ  ゆる 

松 陰 は 東 遊の 願 ひ を、 藩邸に 出した が、 大夫 之れ を 許容せ ざるより、 せ 2 部との 一諾 は忽 がせに する ことが 出來 

I？ つ め \  な こそ 

ぬと 稱 して、 遂に 亡命して 脚 を 水 戶領に 擧げ、 翌嘉永 五 年 〔壬 子〕 正月、 勿來の ■ を 過ぎ、 白 河 を 越えて 會 に 入 

め  わお  い づ も ざま  あらなみ 

り、 北 越に 廻ぐ つて、 二！ ：！： 新 潟に 涉り、 出 雲 崎に 巡ぐ り、 北海の 荒濤を 越えて 佐渡ケ 島に 渡り、 三 n、 弘 前を發 

して、 松 前、 靑森、 盛 岡を歷 遊して、 仙臺、 米澤 を觀、 四月、 日光に 下り、 五月 江 戶に歸 つた。 此行、 月 を 閱 す 

ュん ちん  へんす-つ  まこと 

る こと 約 半 歳、 藩 鎭を赏 ぬく こと 數十 領、 山陽の 邊陬 より 出で 来れる 二十 二三 歳の ー靑 年と して は、 i 是に大 旅行 

くわん てつ  そう  3 

とい ふべ く、 殊に 松 陰が、 一度び 立てた る 志 を 貫徹す るの 意氣に 到って は、 眞に崇 とせざる 能 はぬ 

たいまう ましり  ラ かが 

彼れ が 特に 樱 田の 藩邸 を 出 でんと して、. 口吟した る 五 言 律詩 は、 大鵬萬 里の 行に 赴かむ とする の 壯志を 窺 ふに 

足る ものが ある。 詩に 曰く、 


I  UC5  ,? 一 ぁ 扩 1 

明 月 無, I 古 今？ 

不忠 不孝 事。 

縱爲 1 二 時 負？ 


yo 


再逢已 無レ朋 

0 日 同 11 華 夷 1 

誰 嘗 甘 爲レ之 

0  « 


擧レ頭 觀ニ宇 宙？ 

高 山 與 n 景 行？ 

一 諾 不レ可 レ忽。 


大道 到 處隨。 

俯 仰 豈 復 疑。 

流 落 何 足 レ辭。 


又 彼れ が、 將に水 戶を發 せんとして、 交 を 得た る、 水 井芳之 介に 贈った 詩が ある" 


四海 皆 兄 弟。 

吾 牛； -1 山 陽 陬？ 

長刀 快 馬 三 千 里。 

一 見 指：， 天 吐 11 肝 膽？ 

分 席 三 旬 吾 去 矣。 

浩然 之氣 塞 11 犬 地？ 

一張一弛 有 n 國 常？ 

澹稻封 事 愕ニ金 虜 1* 

大 義 至レ今 猶 赫々。 

兌お 年少 尙， 1 氣 義？ 

薩長 兩藩 勃興の 史的 傅統 


；大 涯 如 11 比 隣？ 

來 遊 11 東 海 濱？ 

迂路 水 城 先 訪レ 君。 

交際 何論葡 與レ 新。 

決レ眦 奥 羽 萬 疊 雲。 

東西 何嘗 有， 1 疆 珍？ 

弛レ之 張レ之 ず 其 人？ 

武侯 上表 泣 U 鬼 祌？ 

丈夫 敢望車 前 塵。 

0  口  mk 夜 誦レ 文。 
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斗 管 小人 何 足 數。 勿：， 負 堂堂 七 尺 身。 

吾 亦孩提 抱- 1 斯 志？ 欲！. 將ニ韜 略 1 報 *國 恩 ^ 

聚散 離合 非レ所 意。 誓 將 11 功 名- 遙 相 聞。 

少壯 にして 氣 豪なる 松 陰が、 鵬冀を 四方に 仲ば して、 治亂 興亡の 跡 を兒、 愈. -正氣 を 磨き 來 らんと する の 

し へん  さっさ ラ 

詩篇の 間に 颯爽と して 躍動す るを覺 ゆる  - 

fc.  * 

*  *  ♦  * 

松 陰が 交り を 四方の 士に締 する に當 り、 會ぷ信 州 松 代 藩に 到り、 佐 久間象 山の 知遇 を 得る に 到った こと は、 松 

陰の 一生， に、 ー轉 機を爲 すの 因と なった。 象 山 は 松 陰に 敎 へて、 四面 環海の 日本 は、 敵 を 邦土に 受 くべき でない。 

、ふ、っす^^^ルょり航海して、 進んで 敵 を 討つべき で、 當時 慨世の 志 あるの 士は、 宜しく 海外に 出で て、 その 國狀を 

探り、 航海の 術を學 ぶべき であると、 その 持論た る 海外 雄飛 を勸 めた ので、 松 陰は玆 において、 大丈夫 應に大 い 

に 萬 里の 波濤 を 越 ゆべ しと、 踏 海の 志 を 立てた ので ある。 

松 陰が 『投夷 書』 を 1;^ にして、 下田 港外の 米國 軍艦に 投 ぜんとし たの は、 安政 元年 S. 寅：^ 三月 二十 七日の 夜 

で、 彼れ が 二十 五 歳の 春であった。 象 山 は爲に 送別の 詩 を 贈って、 その 行 を 盛んにした。 

之 子 有 i 骨？ 人 厭- 1 嬖 蹵 群？ 振レ衣 萬 里 遠。 心 事 未 レ語レ 人。 

雖， 1 則 未 ％"レ 人。 忖度 或 有レ 因。 ssv 行 出- 1 郭 門？ 孤 鶴 横-秋 5 


環海 何茫ー i!。 五洲 自 爲， 隣。 周 流 究 二形 勢？ 一  見 超 二百 B 

智 者 贵 レ投レ 機。 歸 來 須 i レ辰。 不レ 立， 1 非 常 功？ 身 後 誰 能 賓。 

非常の 時、 應に 非常の 功 を 立つべし とする 象 山の 氣魄 は、 長 風に 駕し、 E 濤を 凌がん とする 松 陰の 雄志 を、 い 

せんよう  かう 

やが 上に も 煽 踊せ しめた。 不幸に して 志 を 達する を 得す、 自首して 江戸 傅 馬 町の 獄 に拘 せられ、 更 らに鄕 里に 送 

られて 野 山獄に 坐す るの 身と なった が、 當時 若し 松 陰に して 志 を 得、 夙に 米國に 渡り、 歐洲の 地 を 踏み、 皇政維 

, P  ひれぎ  はる 

. ぎに會 して、 その 智 見と 實 力と を 披瀝す る を 得たり とせば、 木 戶松菊 や、 大久保 甲 東 や、 迢 かに 松 陰の 後聚 に； 

し、 明治 新政 史も、 大いに その 面目 を 異にして ゐ たに 相違ない。 

是 より 安政 二 年 〔乙 卯〕 十二月 十五 日 迄、 野 山 獄囚の 人となり、 免ぜられて 杉 家に 錮 せられ、 やや 寬ぅ せられて 

村 塾 を II いたので あるが、 安政 五. 1^ 〔戊 午〕 十一月、 罪 を 獲、 十二月 二十 六 rn、  び 野 山猿に 投ぜ られ た。 藩老周 

布 政 之 助の 考へ では、 長 州 藩に おいて、 松 陰 を 投獄し、 幕府へ は 渡さす、 却って 獄裡 において 保護す る 手段で あ 

つたと いふが、 井伊 大老の 追求 頗 ぶる 急に して、 遂に 江戶に 送る に 到った もの だとい ふ。 

翌 安政 六 年 〔己 未〕 五月 二十 五日、 萩を發 して、 六月 二十 五日 江戸に 著き、 七 W: 九日 傳馬 町の 獄に投 ぜられ て、 

十お 二十 七：：！、 遂に 小 塚 原の 刑場に 斬られた。 時に 年 緩 かに 三十 歳で あ 0 た。 

卽ち 知るべし。 彼れ の 一生の 行實 そのものが、 無言の 大敎 育で ある こと を。 恩 を師に 受けた る 弟子 途が、 風 を 

薩長 兩^ 勃興の 史的 傳統  .  六 三 
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望んで i ぎし 來 つたの は、 敎へを 受けた る 机上の 道理から ではなく、 實に 恩師の 爲し能 はざる ところ を爲 さんと 

むく とむ かっせん 

し、 遂げ 能 は ざり しと ころ を 遂げん としたに 外ならぬ。 言を換 へて 之れ をい へば、 實に恩ばに報ゅる『1^^-ひ合|§^ 

であった。  . 

【參 考】 吉田松 陰に 對 する 罪告狀 

杉 百合 之 助へ 引渡 trr ョ fsf  4?^ 

蟄屛申 付 Sid 候 浪人 is  ffl ip; 1,.^  I 

其方 儀 外 夷 ノ情態 等 可 こ 相 察 1 ト、 去ル 寅年 異國 船へ 乘込 ム依レ 科、 父 杉 百合 之 助へ 引渡 シ、 於 こ 在所 1 螯居申 付請ル 身分 一一 シ 

テ、 海防 筋ノ 儀猶頻 -1 申唱 へ、 外國 通商 数 港 御開 キ相 成候ハ ハ 柔弱 ノ御取 計-一 テ御 國ノ爲 -1 モ不 II 相 成 T 誠實 友愛 ノ義ヲ 

唱へ、 和親 交易 ヲ相 願、 爽 情-一基 キ、 於 ニ御國 1 御 不都合 ノ 次第 有レ之 儀ヲ申 論シ、 御 斷リ、 追テ御 打拂方 可レ然 ナト、 ヌノ 

當時ノ 形勢- 1 テハ、 人心 一致、 天子 ヲ致こ 守護 T 卑賤 ノ者 一一 テモ、 人ヲ越 H 御 撰 擧無レ 之 テハ、 迚モ御 國烕ハ 振ヒ申 間敷ナ 

ト、 御 政事 向- 1 拘候國 家 ノ靈蓽 ヲ致こ 著述 f 右 作 狂 夫 之 言、 或ハ 時勢 論ト題 號シ、 主家 又ハ 右京 家 等へ 差 出シ、 殊-1暴^^ 

假倏約 御 渡シ相 成リ、 御 老中 方 御上 京 有 レ之趣 承リ、 右 ハ外夷 御 虚置ヲ 相 伺ヒ、 見込 ノ趣 申立 テ、 若 御-取 用 ヒ無レ 之、 自然 

不レ被 レ行次 笫ニ至 ラハ、 其節ハ 一死 殉國ノ 心得 ヲ以、 必死 ノ覺 惜ヲ 極メ、 御 同人 御駕籠へ 近寄 リ、 自己/建議 押 立 可レ申 

M.、 一旦 存立 候 段、 國家ノ 御 爲ヲ存 シ仕成 候 旨 中立 ルナ レ トモ、 不レ憚 一一 公儀 1 不敬 ノ至、 殊 -1 大體 蟄居 中ノ 身分、 梅 田 源 

二 郎へ面 會致ス 段、 不 届-一 付、 死罪 申 付ル。 

安政 六 未 十月 二十 七日 


第二 章 驀進し 来れる 長 州 派 

【1〕 長 井 雅樂の 周旋 (一) 

長 州へ 降下せ リと いふ？ i 勅 

つら， 、おし  さう で-つ  ばんい き ゆ 

『小 子熟ぷ 推考 ふるに、 十一月 上旬 迄 之內、 善惡 吉凶 は不， 辨と雖 も、 國中頗 騷投之 兆 有：， 之、 赞夷 覬觎之 時 

節、 帝都 之 警備 未， 1 全備 T 事情^ 迫に して、 心中 深く 苦悔 す。 有 n 沈？^ 忠烈 之 人-て、 を 他事に 《 し、 密に衆 

を i 州 之 邊に潜 居し、 若 有， 1 急變 一ば、 應 レ機而 速に 内裏 を 守護し、 奉レ安 11 叙 慮 一 者、 誠 以可レ 云 11. 大ドの 忠臣？ 然 

に 朱レ得 11 其 人 7 憂-一 國雞 1 て 忘 ニ寢食 I る。 何 曰か 奉レ 休- 1 叙 念？ 悲哉々 々。』 

この 不得要領な、 そして 意味深長な 一文 は、 安政 五.^ 〔戊 午〕 八月 二十 一日、 長 州 藩に 到逮 した、 京都 周旋の 股 

A  ラな 

；?^ であった とせられて ゐる。 此の 一書が、 長 州の 中央 出動 を 促が す、 一 の 動機と なった ものである。 

f う. A\ あ * ク  せう くわん 

此時は 井伊の 强 M- 政^が 鋒 鋩 を 露 はして、 朝廷が 條約 調印の 非 を 鳴らし、 三 家、 大老に 召喚の 勒命を 下された 

にも^ はらす、 それに は 見向き もしょうと せす、 却って 間 部下 總を 逆襲せ しめて、 5? 合に よって は^子 を 彥极に 

； 逸し：：^ るか も 知れぬ とい ふやうな 風說 さへ 傅 はって、 京都 方面 は 非常な 不安 狀 態に 陷 つて ゐた 時で ある。 廷で 

慕 進し 來れる 長 州 派  六 五 
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けっき 

望んで 蹶起し 來 つたの は、 敎へを 受けた る 机上の 道理から ではなく、 實に 恩師の 爲し能 はざる ところ を爲 さんと 

し、 遂げ 能 は ざり しと ころ を 遂げん としたに 外ならぬ。 言 を換 へて 之れ.^ いへば、 實に 恩師に g ゆる 『^ひお g』 

であった。 

【參 考】 吉田松 隆に對 する 罪告狀 

杉 百合 之 助へ 引渡 J3 日 ilBZ  4、  R- 

蟄居 申 付 置 候 浪人 吉田寅 次 

其方 儀 外 夷 ノ情態 等 可 二相 察 ート、 去ル 寅年 異國 船へ 乘込 ム依レ 科、 父 杉 百合 之 助へ 引渡 シ、 於 二 在所 1 蟄居 申 付請ル 身分- 1 シ 

テ、 海防 筋ノ 儀猶頻 一一 申唱 へ、 外國 通商 数 港 御開 キ相成 候：； ハ 柔弱 ノ御取 計-一 テ御國 ノ爲ー 1 モ不 二相 成 T 誠《 友愛 ノ義ヲ 

唱へ、 和親 交易 ヲ相 願、 夷 情-一基 キ、 於 一一 御國 1 御 不都合 ノ次第 有レ之 儀ヲ申 論シ、 御 斷リ、 追テ御 打拂方 可レ然 ナト、 又ハ 

當時ノ 形勢- 1 テ ハ、 人心 一 致、 天子 ヲ致こ 守護 T 卑賤 ノ 者-一 テ モ、 人ヲ越 H 御 携擧無 レ之テ ハ、 迚モ御 醒威ハ 振ヒ申 間敷ナ 

ト、 御 政事 向- 1 拘候國 家 ノ靈事 ヲ致ニ 著述 f 右 作 狂 夫 之 言、 或ハ 時勢 論ト題 號シ、 主家 又ハ 右京 家 等へ 差 出シ、 殊 -1 墨爽 

假倐約 御 渡シ相 成リ、 御 老中 方 御上 京 有 レ之趣 承リ、 右 ハ外夷 御 處置ヲ 相 伺ヒ、 見込 ノ趣. S. 立テ、 若 御 取 用 ヒ無レ 之、 自然 

不レ 被レ行 次第-一至 ラハ、 其節ハ 一死 殉國ノ 心得 ヲ以、 必死 ノ覺 ヲ 極メ、 御 同人 御駕籠へ 近寄 リ、 自已/ 建議 押 立 可レ申 

坏、 一旦 存立 候 段、 國家ノ 御爲ヲ 存シ仕 成候ヒ E 申立 ルナ レ トモ、 不レ憚 二 公儀 1 不敬 ノ至、 殊 -1 大體 蟄居 中ノ 身分、 梅 田 源 

二 郎へ面 會致ス 段、 不屆 -1 付、 死罪 申 付ル。 

安政 六 未 十月 二十 七日 


第二 章 驀進し 来れる 長 州 派 

【1〕 長 井 雅樂の 周旋 (一) 

長 州へ 降下せ リ とい ふ祕勅 

さう でう  ぽんい ぎ ゆ." 

『小 子！！.：：； g 考 ふるに、 十一月 上旬 迄 之內、 善惡 吉凶 は-小：， 辨と雖 も、 國中頗 騒 接 之 兆、 布レ 之、 覦之時 

節、 帝都 之 警備 未-一 全備 T 事情 急迫に して、 心中 深く 苦惱 す。 有-一 沈^ 忠烈 之 人 一て、 市 を 他事に ® し 、密に 衆 

を if 之 邊に潜 居し、 若 f 急變 一ば、 應&而 速に ぽ|? 守護し、 奉レ安 1 ー叙盧 1 者、 誠 以可レ きへ 穴 ドの忠 

に 朱， 得 11 其 人 T 憂- 1 國雞 一て 忘-一 寢食 一る。 何 曰か 奉レ 休-叙 念？ 悲哉々 々。』 

この 不得要領な、 そして 意味深長な 一文 は、 l-ls-^  〔戊 午〕 八月 二十 一日、 長 州 藩に 到 逢した、 京都 周旋の^ 

I- であった とせられて ゐる。 此の 一書が、 長 州の 中央 出動 を 促が す、 一 の 動機と なった ものである。 

せう くわん 

此時は 并^の 强應 政策が を i はして、 朝廷が 條約 調印の 非 を 鳴らし、 三 家、 大老に" = 喚の^ 命 を 下された 

にも 關 はらす、 それに は兑 向き もしょうと せす、 却って li ベ 部 吃 hi を 逆襲せ しめて、 場合によって は-人 子 を 豫极に 

g し：^ るか も 知れぬ とい ふやうな 風說 さへ 傅 はって、 京都 方 • 油 は 非常な 不安 狀 態に 陷 つて ゐた 時で ある。 朝廷で 

蒸 進し 來れる 長 州 派  六. - 
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は、 事頗 ぶる 容易なら すと いふので、 兎に角、 勤皇の 諸 藩に 令して、 京都の 兵備 を 儼に せねば ならぬ とい ふこと 

になって、 十三 藩に t か の 十三 藩に 對 する 密勅は 第一 卷 第三 篇 第一章 第 九 項に 詳記〕 を 降され る ことにな つた 

ので ある。 

* あう り たかち か 

把に 掀 げた 密 勅と いふの は、 所謂 十三 藩密勅 前の 祕勅 とせられて ゐ るが、 此の 腐 勅に よって 毛 利 敬 親 はいたく 

感激した。 毛利筑 前の 家臣であった s^y^ 熊が、 祕勅を 奉じて 萩に 到 著した 翌 八月 二十 二日、 获の城 中で 緊急 秘 

ます だ だんじ やう  す ふ もさの すけ 

密會 議を閒 き、 この 席上で いよく 長 州 藩の 態度 を 決しようと したので ある。 家老 益 田 彈正を 始め、 周 布 政 之 助 

^みあ 131、  lil?* 右 I、 歉 gii;^ どの 政府 當局 者が 集合して 列席 協議の 上、 いよいよ 勤皇の 爲 めに 京都 周旋の 

手 を 著け ると いふ ことに 閣議が 一決した ので、 この 重大な 責任 を 果す爲 めに、 周布自 から 入京して 勑 命に 答へ、 

兵 庫 警備に 名 を 1^ つて 兵 を に 派し、 萬 一 の 場合に は 京都 守護の 主力と なるとい ふ 決心が ついた。 そこへ 引續 

い V51lf^^^ が 使者が 来て、 愈 M 水戶を 始め、 十三 藩への 密 きが 齎らされ たので、 周 布は密 皆を銜 み、 八月 末 萩 

を發 して？^ i: サ f 一^に 京都に 著した。 サ に は 朝廷で 正 親 町三條 卿に 會ひ、 十六 日に 鷹 司 邸を訪 ひ、 二十日 更 

ら にお IT^ 三條 別邸で 密談 をして、 萬 一 幕府が 朝廷に 事 を 構 ふるが 如き こと あれば、 毛 利 父子 は、 一 藩 を 擧げて 

勤皇 0 兵 を 起す とい ふこと を 申し入れた 0 である。 周 布が 京都で 公卿 0 間に 奔走して ゐる 最中に、 問 部下 總は九 

n: 三日 江 戶を發 して、 十七 i に 入京して 來た。 周 布 は 零の やうに 身 を かへ して、 九月 二十四日に は 京都 を 拔け出 

して、 十 パ 八日に 歸 藩して しまった。 


〔附記〕 ：.^ 親 町三條 卿から 密旨を かって 長 州に 歸 つたと いふ、 甲 谷 岩 熊と いふ 人物 は、 兵 成と もい つて、 

京都で 霰 家と して 久しく 滯^ して ゐた 男で ある。 正 親 町實愛 卿の 信用 を 〔むて ゐ たと、 ころから、 密 g の 傅逹を 

託せられ たので、 甲 谷が 實愛 卿に 召されて、 非藏 人口に 參 向した 時には、 中 山忠能 卿 も 同席であって、 き 

:g 命 を 毛 利 公に 託せられ たので あると いふ。 當時 家老 當役は 益田彈 li. で、 周 布 政 之 助 は、 政務 役 を 勤めて ® 

つた。 ：：；^」^^級藩<1が京都迷動の手をっけることに決しても、 これ は 非常の 大 であると いふと ころから、 

布自 からこ 0 火 任に 常った ので ある。 ：}^^間で吉出松陰0 一  派が、  激 革新の； 逨動を やって、 頗 ぶる _¥;^0 

注 E を惹 いて ゐた 際で あるから、 この^^高粋部の閣議は、 祕中 C} 祕 であった。 ^^^^井^の强應政策は、 ffi 

お， て 

時 非 < めな 權れを 各藩に 懷 かしめ たもので あって、 朝廷で も、 大義名分 の 上から は、 一々 と 一 に <：5{ つて 掛っ 

てゐる ものの、 資力と して は、 一 兵 を もお して ゐな いとい ふ.；^ 様であった から、 アンチ 府 派の；^ 力なる 火 

，^に、 後投 を依賴 する の 外はなかった であらう。 問部詮 が 入京す るとの 報が ある や、 孝 明 H<£iH は旣 に-; i:^ を 

決せられて、 譲位の 宸 ^ を さへ 下された ほどであった。 

此 時の 光ュ兄 は、 恰 かも 密雲 凝って 低氣應 頻りに 襲来し、 今にも 大雨 到る か、 電光 閃めく か、 とい ふ 危機 ー髮ひ 

►  厶厶 厶厶厶  へきとう  うめ だ うん びん 

^があった。 5^ せる かな、 九：：：： 七日 夜、 先づ 頭^ 一に 梅 田 雲 濱が捕 へられた の を 乎 初めと L て、 兹に 安政 火； 3 

0 おは 切って ー济 された。 この ク ー デタ ー の爲 めに お 州 は 吉^ 松 陰 を 失った が、 この、 $ヒ から，：：：： 然に を 現 はし、 

^逝し 來れ る^ 州 派  六ヒ  • 
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文久ー 一 fe- 〔壬 戌〕 に 至って、 一 大 活躍 を 演じた、 長 井雅樂 なる 一 怪傑が 登場して 来た。  . 

州が 密勅， に 感激して、 大いに 京都の 爲 めに 一 肌 跪ぐ と は 決まった も 0 の、 さて 何う いふ 方針に よって 之れ を 

；了 ふかと S ふ點 になる と、 殆んど 五里霧中 である。 五里霧中と いふ ほどで なくと も、 少く とも 手の 著け やう かな 

と  こくぜ 

Co 鬼に 角 朝廷に 盡カ するとし、 幕府と 何う いふ 關係を 執った も Q であるか。 更ら に國是 Q 根柢 を 佝處に 定める 

かたむ 

べきで あるか。 開國 か、 攘夷 か、 朝廷に 卽 けば、 攘夷論で 行く の 外 はない。 開 國論を 持 すれば、 幕府に 倾 かなけ 

れ ばなら ぬ。 朝廷と 幕府との 間 を iis」 ぎ いする とすれば、 この 開國 主義と 攘夷 主義と 0 相反した 二 主義 を、 如何 

やうに ^ つって 行った もので あるか。 ここの 根本 大方 針 を 確定して かからぬ こ-^ に は、 さう 容易に は 足が 踏み出せ 

ない。 さう でな くと も 時勢 は 九； 大 直下の 勢 ひで 變 化して ゐる 時代で あるから、 無 方針で 唯だ皇 事に 盡す とい ふや 

うな f ぬ 1 たる ことで 動き 出して は、 時變に 際する 毎に、 猫^^哏：のゃぅに變らねばならぬ。 浪人 どもが 勝手に 騒ぎ 

廻る のなら それでも よいが、 苟 くも 藩主が、 一藩 を 率ゐて 運動す るに は、 少なくとも、 一代 を k く 不拔の 大方 針 

を 立てて かなければ ならぬ。 

抑よ この lil は 獨り長 藩の みに 限った ことで なく、 幕末 日本 を 通じての 一大 公案であった。 いろく 名論 卓說 

liif られて も、 時勢に 處 して、 快刀 亂麻 を斷 つやうな 實行が 出来ない。 明日の こと はさて 措き、 今日の 事 さ 

へ 測られぬ 急變の 時代で あるから、 日本 全國 を擧げ て、 この 『國家 的 謎』 を 解く に 苦しんで ゐ たので ある。 西邊 

一藩た る 長 州に、 戰り 確乎 不拔の 大方 針 を 求む るの は、 望んで 得難 S ところで あるが、 長 州に は自 から、 長 州 


として Q 立場がなければ ならぬ ではない か" 

【二】 長 并雅樂 の 周旋 (一一) 

朝廷から 開： 國 論に する 腹 

この 五 ill 霧中の 長 藩に、 や や ti" した 意見 を 跪 it- たの が 長 井 i 樂 C 時膨 ：3 であ つ た。 長 井が 時務 策の 根柢 は^ 

より 11 國論 である。 謂 ふところ 0 『航海 遠 略 論』 であるが、 彼れ の 著^の 凡なら ざる は、 この 平凡 國論を こ 

さ if くろん  、 r  >  rrj 

re 一  つ 京 郡から 出さし めようと したと ころに ある。 幕府が 開國 論で、 朝廷が 鎖國 論で は、 何處 まで 行っても 納 

まりやう はない。 幕府の 開國 論と て、 行き掛りの 開國 論で あれば、 朝廷の 鎖國論 も、 大局 を兑 ての 立論で はない 

が、 鬼に 角 國と ii とで 兩々 相對 立して ねて は、 何時まで 經 つても 夜 は 明けぬ。 どうせ 落ちつく ところ は^ 國 

の 外まない と S ふこと は、 朝 幕の ii 關係を 離れて 見れば、 當時 多少 眼識 を 有する ものの 一致して 認 むる ところ 

である。 阈是を 11 國 0 大方 針に 確立して、 國家的 發展を 遂げなければ ならぬ とい ふこと は、 解りき つて ゐ るが、 

七れ こして は、 朝廷から、 開阈 論が 出なければ、 結局 は 水 0 泡で ある。 と S ふの が、 長 井の 意見の 要領で ある。 

そこで 先づ、 京都に 遊說 して、 朝廷 を 11 國 論に 立て 一". -し、 それ を以 つて 幕府に 臨み、 政治的 大本 を 朝廷に 聽き、 

府が 任 政治 を (仃 ふとい ふ 態度に 改め、 ここに 画家の 政治的 共  1 礎 を 確立し ようとい ふの が、 ^れ の赏 行方 策で 

凝 進し 來れる 長 州 派  ナブ 


ま 
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たしか 

ある。 これ は 糙に當 時に おいて、 國是を 一定 するとい ふ點 から、 卓越した 一 つの 意見であった。 若し これが 實現 

さるる に 至れば、 國是 大方 針 は 動かざる 礎 を 得る に 相違ない。 ただ 此 場合の 一大 雞關 は、 京都に 開圃論 

を說き 込む とい ふ 一事で ある。 それ は 孝 明 天皇が 終始 ー茛 して 攘夷の 御 精神 を 持した まふから である。 この 攘夷 

の 一大 源泉 を、 如何にして 開き まゐら する か。 ここが 事情に 迂 なる 山出しの 處士 などに は、 おい それと $E み 得ら 

れぬ 一大 使命で ある。 

長 井 は ：=K 然として、 ほ からこの 大任に 當 らうと いひ 出した。 毛 利 敬 親 はお 井の 建言に 贊 成し、 周 布 をして、 お 

井. の 論に よって  一 0 建議 害 を 作らし め、 之れ を； i 原 越後 二 ま田彈 F 一 以下の 政」 肘 V^GS に 協議せ しめた 結果、 ；) こに 

長 州の 潘 論が 一 決した。 そこで 文久 元お 〔辛 酉〕 三月 晦日、 毛 利 敬 親 は 長井雅 樂を以 つて 長 藩 を 代表す る 外- 又. {：：： と 

して、 京都 及び 江戶に 向って 藩 論を說 かしむ るの 命令 を發 した。 長 州政府の 英傑 連が、 一-藩の 蓮 命に 關 する 一 火 

使命 を、 僅か ー侗 0} 長 井に 託して 疑はなかった ところ を 見る と、 長 井の 力量、 才能、 辯說 が、 如何に 人々 を 顿 

せし むる に 足る もので あつたか を 察する ことが 出来よう。 ■ 

百 里の 命 を 託せられ たる 長 井雅樂 は、 して 如何に この 使命 を 東西に 遊說 した か。 文久 一： 儿 .1^  〔辛 五月 五！：： に 

厶 厶厶厶  A 厶厶厶 A  てキ」 はつ 

國を 出で たる 長 井が、 運命 忽ち 急轉 して、 翌文久 二 年 〔壬 戌〕 八月 十五 日、 投陰 門下の 爲 めに 罪狀を 摘發 せられ、 

厶 厶 厶厶厶 *^ んニう けいりん 

遂に 文久 三.^ 〔癸 亥〕 三月 六日 滿 腔の 經綸を 抱いて 割腹す るに 至った 彼れ の 進 返 は、 して 如何なる 活應史 を 我等 


、 


に；： 小す か。 お 州 ^の-勃興に、 逸すべからざる 彼れ の爲 めに、 請 ふ 少しく 之れ を； 胎 らしめ よ。 

【三】 衣冠 束帯の 『航海 遠 略 論』 

長 井 0 開國 論が 一決して 藩 論と なった に は、 自 から 深き 现， 50 あつ て^する ものが ある。 要するに 長 井 その 人 

の 人物が 傑出して ゐ たからに は 相違ない が、 當 時の 形勢が、 期せ すして ここに 歸 著した ので ある。 寧ろ 渡りに 

と乘り 込んだ 形が ある。 

い は ゆ も 

安政の 末.^ から 萬延： 乂久 にかけ て は、 所謂 天下の 浪士 なる ものが 盛んに 京都に 入り込んで、 尊 娘の 火 義を振 

かざ  さう じう 

り駭 して、 その 勢 ひ は 日に^ 進化す る狀 態であった。 而し てこの 尊禳 家の 中心と なって、 諧阈の 浪士を 操縦した 

力す. R 

もの は、 いふ 迄 もな く 松 陰 門下生であった。 平野、 眞木、 i^n などの 學 識者 もあった が、 .：：^ 州浪 卜： が 火 藩の， 力 

を 背景に して 励いて ゐ るのに 比すれば、 ：e としても 後の 實 力が 乏しい。 

まんこう えんこん  t て はら 

そこで 久阪、 高 杉の 徒が 松 陰の 刑死に 滿 腔の 怨恨 を 懐き、 夷狄 鎮ふ ベく、  10^ 府难 つべ しの 激論 を以 つて、 な 逃 

(1? を 糾合した が、 に 於て 京都の 奥 論 をお め、 ：！： 時 如何なる 變 動が 發 しないと も^らぬ 勢 ひとな つた。 久阪等 

いんじゅんこそく つう は 

は W より 勒<」 の 密# を. お 藩が 受けて ゐ やうと は 知らぬ から、 飽くまで も 《：H 局の 因循 姑总を 痛！ し、 な 激な討 isKl 

を以 つて 風？ •〈 を 呼 、び 起しつつ あった。 

み つ ちょく  せ つし うさ かひ  だいり 

•4- 州^で は， お § を 握って、 攝 州境に 兵 を 出して： み 一いて、 萬 一 の 場合に は 内 護の 人 はに 突進し ようとの 決 (ル 

jcp 進し 來れる 長 州 派  七 一 
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はして ゐる ものの、 長州浪 士が餘 りに 過激な 運動 を やる ので、 手の 著け やうがない。 如何にしたら 浪士の 急進派 

を 取り 鎭 める ことが 出來 ようか、 いろくに 方策 を 廻らしても、 旣に放 たれた る 奔馬 は、 今更ら 如何と もしゃう 

がない。 困って ゐる處 に 出て 來た が 長 井 『航海 遠 略 論』 である。 長 井の 公武 合 體論は 何 ちらかと いへば 幕府 

まう り たかち か 

救濟に 出て ゐ るが、 京都 第一 關東 第二と いふ 立論で あるから、 勤皇の 意に 背き はせ ぬ。 毛 利 敬 親が 渡りに 船と 乘 

しょうにん 

り 込んだ の も 無理 はない。 藩 論 立 どころ に 一決して、 長府、 德山、 岩 國の备 末 家の 承認 を 得て、 長 井が 中央 舞臺 

に乘り 出した 時 は、 健かに 長 州の 勢力が、 グッと 仲び 出した 始めであった。 恰度 長 井が 『長 州 丸』 とい ふ 大船の 

綱を曳 いて、 ェン ャラく 曳き 出した 形で ある。 長 井の 力量 も 亦た 察すべき ではない 乎。 

長 井が 京都に 著いた の は、 文久 元. ilK 辛 酉〕 五月 十二 日であった。 彼れ が 如何に、 京都に 開國論 を說き 込んだ か 

おやく がん 

を 明らかにする 前に、 彼れ が遊說 0 文 言 中に 一 個所 も 『開 國』 の 文字 を 用 ゐてゐ ない ことに 著^しなければ なら 

ぬ。 右から 見ても 左から 見ても、 長 井 0 論 は 正に 開國 論に 相違ない。 その 開 國論を 京都に 遊說 する に當 つて、 決 

して 『11 國』 の 語 を用ゐ なかった の は、 彼れ の 用意の 深く 存 すると ころであった らうと 思 ふ。 

前項に おいても、 一 寸 述べて 置いた やうに、 孝 明 天皇 は 『開 國』 とい ふこと を 何う しても 御拔 用に ならぬ。 一 

般 公卿の 間で も、 國を 開く とい ふこと は、 それが 直ちに 降伏 を 意味す る ものであるとの 觀 念が、 終始一貫して ゐ 

る。 如， 可に 說明 をした ところで、 『開 國』 とい ふたので は 御 採用 あるべき 害がない。 そこで 『開 國』 とい ふ 意味 を 


ぼ 本から 進んで 外國に 航海して 骨界を 征服 するとい ふ 意味に 現 はすに は、 如何なる 言 紫を以 つてし たらよ いか- 


レ う ぜぃ 


長 井 は 苦心の 結 菜 ここに 『航海 遠 略』 の 一語 を 編み出し たので ある。 その 意味 は、 彼れ が 京都で 遊說 した 言論の 

レ くわん そくたい 

中に、 充分に 看取す る ことが 出來 る。 『航海 遠 略』 の 語 を 用いた の は、 『g 國論』 に 衣冠 te- 帶せ しむる 爲 めであった。 


【s 『航海 遠 略』 の 趣意 

&A- くぎ ゃゥ さう <  お ほ？ まちさん で- ヮ t やう  さねな りき やう  に . ； I  ,  ^  .  f] 卜， - , ^^^1 1 

著 京 匆々、 彼れ は 先 づ正親 町三條 卿に 說き、 實愛 卿より 中 山、 31? 倉に 紹介 を 得て 兩 卿に 說き、 裁 を 仰ぐ こ 


ととな つた。 S 愛 卿 は Is^ に 角 陛下に 奏上す る 建白書 を 上 つれと 勸め たが、 長 井 は、 口で いふ 分 は 幾らでも 辯す る 

が、 W いた 物 は 後に 殘 つて、 萬 一 の 事 を 引き起さ ぬと 限らぬ からと いふ 意味で 辭 返した が、 それで は奏丄 のしよ 

うがない とい ふので、 仕方なく 長 井 は 『航浪 遠 略』 の 趣意書 を 草して 提出した。 

*H うし 厶厶厶 

せる かな、 後に この 文 車中から、 『^詞 似寄り』 の 一件が 起って、 之が 爲 めに 長 州 は、 後ち に 非 《.- なる 雞 境に 

陷 いるに 至った。 少し 長き に 失する が、 趣意書の 全文 を、 參考 までに 次ぎに 記して m はかう。 

〔參 考】 航 海 遠 略 論 〔全文〕  長 井雅樂 

近ギ 贞 ^獗 仕り 候に 付、 御 國烕日 を 遂て逸 巡、 當 今に 至リ 候て は 衰微 漸く^ しく、 皇则 未曾有 之 御大 雛 は 縱述に 及ば 

ず 候 0 斯る 時勢に 立 至り 候 俵、 由て 來る所 之れ 有り、 数百 年の 太平 武道 地に 墜ち、 武備 廢弛 仕り 候よ リ、 一 且 li^ の. 21 喝 

に 驚き、 輕 易に 倐約を 結び、 終に 今日に 至リ候 事と ロ惜き 次第に 候 得 共、 是れ 以て 太平の 餘弊 今更 論 辯 仕 候 共 其 益 之れ 無 

蓊 進し 來れる 長 州 派  七三 
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く、 此餘は 武備 を廢れ たるに 興し、 國難を 未だ： 覆らざる に 救 ひ 候 儀、 常 今の 急務に 候へば、. ヒ 天朝 ii^ 府を 始め：：^ リ、 ド士 

庶 人に 至り 候 迄、 竊祌を 決し 興 救の 策 を 求め 候 は、 同 一般に 候 得 ども、 人心 は 面の 如く 策略 一途に ffi で 巾さず、 或は 敏^ 

厶厶厶  <1 

の 論 を 旨と し、 或は 航海の 議を唱 へ 自然人 心の 不和 を 生じ 時日 を 空手に 費し 候 中、 衰微 日を逐 ふて 加 はり、 只今の 形勢に 

候 得ば、 黠爽の 術中に 陷り 申す 可き も 計り 難く、 筒檨人心の不和を生じ候极源を^^ ね候 へば、 關 東御據 なき 御 次第 之れ 有 

り 候よ しにて、 叙 慮 御 決定 も 之れ 無き 内、 和親 交易の 御倏約 之れ 有り 候よ しに 付、 逆鱗 一方ならず、 關 東の 御 虚置御 取 乱 

し條約 御破壤 遊ばされ 度との 御 事に 候へ ども、 關 東に 於て は、 一 旦外國 へ 對し御 條約相 濟み候 俵 を、 無 筋に 御 破 壤相成 居 

て は、 忽ち 戰爭の 門 を 開き、 卽ち 今英大 の御國 難に 立 至り、 且数 百年 太平 鼓腹の 武士 を 以て、 干城に 御 《cs て 成され 候 俵、 

御 心許なく 思 召 候 哉。 速に 御 奉 命 も 之れ 無く、 因循 無斷、 今日に 至り 判然たる 御處置 之れ 無く、 斯る 切迫の 時節、 右檨無 

斷に 時日 を 費し 候て は、 彌增し 傾覆に 迫り 候 事 は、 凡 廨淺智 の 者 にても 頓に識 得 仕り 候へば、 況んゃ 群才富 智の關 東に 於 

て 御 洞見 之れ 無き 筋 は 之れ 有る 問 敷、 假令 御疏漏 之れ 有り 候と も、 ！！： n 路塞リ e. すに も 之れ 無く、 定めて 忠練 仕り 候 も 之れ 

有る 可く、 然るに 前段の 通り 御 決意の 御處置 之れ 無き は、 欽國の 御 決定 之れ おり 候へば、 卽今英 大の御 國難を や； じ、. 又航 

海の 御 決定 之れ 有り 候へば 彌^ し 逆鱗 拔く、 御國內 如何 檨の異 變出來 も 計リ 難く、 御 國內異 變 出來 仕り 候て は、 所謂 鱗 # 

の 憂 眼前の 蓽と御 遠慮 之れ 有り、 態と 無斷に 時-冗 を 御 待ち 成され 候 事に、 之れ 有る. E- く、  ^し く^じ 泰り 候。 元 來黠爽 と 

同等の 和親 を 結び 候 儀、 開 國以來 未曾有の 審に 候へば、 假 今-御 據 なき 程の 御 次第 之れ 有り 候 共、 何とか 御中し 宥め 置かせ 

られ、 第一 叙 慮 御 伺、 且後來 の 御處置 を も 豫め御 定め 置き、 其餘 にて 兎も角も 御沙汰 之れ 有るべき 御 奉に 候處、 左 は 之れ 

無く、 輕易御 國體を 御 動し 成され 候僙、 素より 如何の 御 事故へ、 御 逆鱗 遊ばされ 候 も 御尤千 萬に て、 假令御 厳姊仰 出され 

侯と も、 聊か 御申譯 之れ なき 程の 御 事柄に 候 得 ども、 深遠の 獻慮 旣往御 咎め 無く、 今：； 1 に 至り 候 も 亦 御國內 異議 を 生じ 

て は 御大 事と 思 召 候 而已に 之れ 有る 可く、 赏に 寛大 不測の 獻慮、 蒼生の 幸甚 之れ に 過ぎず 有り難き 御 に存 奉り 候へば、 

萬 死 を 顧り みず 直言 仕り 候。 恐れ 乍ら 九重 深宫の 玉座、 時論 悉く 敦聞 K 達せず、 且 一時 慷慨の 說輦穀 の 下に 輻轉 仕り 候 を 


以て、 天下の 公論ず：： 仝の 筑と ig 召し上げられ 候 哉、 頻リに 破約 接お を 以て 關^ へ 仰 出され 候 .3、 然 ども 常べ， に 至リ、 破約 

AA 厶厶厶 <"<d<J<3 厶厶厶 な A 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶厶 AA 厶厶厶 A 厶 厶厶厶  <厶< "厶厶 厶厶 

嬢^と 中す 義 時勢 堪 1；： を 深 察 仕り 候 者 は、 決して 落着 仕らざる ii^f にて 唯 當時懷 慨を唱 へ 候 血：. 1- の^のみ 愉快に ：4： じ雍る 可 

： 候。 其 仔細 は 只今 破約と 相 成り 候へば、 酷 夷 共 決して 承伏 は 4i り 問 敷、 職 爭に相 成り 巾す 可く 候。 戰爭 を， み 候 偽 は： 史 

に 無レ之 候へ ども、 戰は國 の 大事 存亡の 係る 所に 候へば、 深謀遠慮之れ無く輕易に發す可き^5^fに之れ無く候。 夫れ 戰 はん 

と欲する^|„?は、 先づ其 利害 曲直 を？^ かに 察し、 直 利 我れ に 在って 而後 戰ひ候 事 は、 所謂 勝 にて、 古今名將の^^！んずる所 

に 候。 曲 寄 我に 在れ ども、 愤 通に 堪えず、 或 ひ は 一時の 血 氣に誘 はれ、 無策の 戰を發 し、 敗亡に 至り 候 者、 古 來歴々 救へ 

盡し 難く 候。 然るに 當今關 東に 於て、 御倏約 相濟候 儀、 京都には ー阆御不納？^の御^5^-に候へば、 關東 にて 容易に 御 國體を 

御 動し との 趣 を 以て、 假令 御取姊 之れ 有り 候と も、 御調 內而已 の 御 梨に て、 外^^へ對し御ロ.|=:には相成候1^敷、 其 故は皇 

國； 一一- &年來 御 國內の 御 政せ」 は、 關 東へ 御 委任と 相 見え、 外 國へ對 し 候ての 御驅引 も、 悉^ 關柬 より 仰せ W され 候へば、 外 

：^、 ども 關東 をば 皇國の 政府と 心得 候 は 尤の審 にて、 其 政府に て條約 調印 相 濟み候 得ば、 同盟の 主と 心得 候 is? -、 是又餘 儀な 

きせに 候。 然るに 當 度に 限り、 天朝 不納 得の 筋 を 以て、 率然 約 を 破り、 盟に 背き 候 はば、 彼れ 吾 三百 年 來の例 を 巾し， >: て、 

不信の 名 を 以て €1- 國に與 へん^ 必然に 候。 且關 東は武 K の楝 梁に 候處、 外 あへ 而 H を 失 ひ 浩然の 氣を餓 し 候て は、 ^=然^？^ 

^ゆ 御 ほに 相 立つ 間 敷、 是れ 我に 曲 を 取り 彼に 直を與 ふるの 拙策に して、 智 者の 取らざる 所に 候。 扨乂 彼れ は 航海に 熟し 

^器 を 以て 數萬 鬼の 航路 を不： U に 行し、 ほ： 数十 年 航海 を樂と 仕り 候國 柄に 候 5^ ば、 船 数に.：： E み、 殊に近ハ牛は^：？！^の海路 

に 熟し 候 事故へ、 戰爭と 相 成り 候 はば、 耍津に 出 し、 」肿 城 を， 掠 仕り 候 は 必然に 候。 左 候 時 は、 海！！ は 巾す に 及ば ザ、 

海路 不通の^ 迄 も、 隣 1 驟 動に 及び 候 はば、 .= 顾 待 衞の外 他 i5^„ だれ 無く 候 はん。 假に 九州 を 以て t: へ 候へば、 蟠か1:五§^ 

の？^. 艦 を 以て、 朝に は 来し、 夕に は： €： し、 或は 海濱 に大胞 を發 し、 或は 海 l^i^! の 民 を 放火し、 淺く 働いて 輕 く？^ き^はば、 

^路 の將 士^ 命に 勞し、 我に 5^1 討す 可き 車 艦に しく、 切^扼腕 のみに て、 さ を 束れ 彼れ に^さる る S 外. 冗：^ 之 れ^く、 

恐く は 凡州數 な^の 卜： 民、 僅に 四 五艘の^ 艦に 凝麼 せられ、 心 は彌^ に 候と も、 ，：n:^ の^ 動 =H1!S^ き 難く、 只： 人 も.^ 馬 鼎 

jc! 進し 來れる 長 州；^  七 五 
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を 渡って 東す る こと、 決して 相 成る 間 敷、 秦鏡を 照して 見る ょリも 明かに 候 ひ 六十 餘 州の 中に 於て、 海路 不通の 國 とて は 

攙か 四の 一 に 足り 申さず、 然るに EI の 三餘离 艦の 害 を 受け 候 はば、 饞か殘 りの 國々 も、 唇亡齒 寒の 戒を 守り、 鄰國を 救 ひ 

候 位 は 鬼 も 角 も、 兵 を 遠國へ 遣し 候 儀 は 決して 相 成る 問 敷、 京師 は 素より 日本の 頭 0 に 候へ ぱ、 四 支の 國々 擧て 保護 仕り 

候 は理の 當然に 候へ ども、 四 支 病 を 受け 候へば 頭目の 用 を爲す こと 能 はず、 是亦 自然の 勢 ひに 候。 是黠 夷の 胸算 にて、 彼 

れ恒 言に 日本 は 二三 千の 兵 を 以て 陷る 可し との 妄說、 由って 起る 所に 候。 斯る 時勢に 相 成り 候 はば、 京師の 擁護 實に心 許 

なく、 萬 一京 師を黠 夷の 蹄に 稼され 候 儀と も 之れ 有り 候て は、 六十 餘州戰 はずして 彼れ が爲 めに 屈辱 せられん こと、 思 ふ 

も 忌々 しき ことに 候。 ^又 数百 年 太平 鼓腹の 武士 を 以て、 急卒 無策に 爭論を 發き候 はば、 其 利 寄 三 歳の 童子 も辨 ずべ く 候。 

然れぱ 油 害 は 我に 在って 直 利 は 彼れ に 在り、 是を 以て 時勢 事理 を 深 察 仕り 候 者、 輕々， f> く 戰爭を 好み 申さざる 所に 候。 扨 

又 鈸國と 申す 儀 は 三百 年來 の御捉 にて、 島 原ー亂 後、 別して 厳 富 仰 附られ 候御窜 にて、 其 以前 は夾 人共內 地へ 滯留差 免 さ 

れ、 且 天朝 御 隆盛の 時 は 京師へ 鴻臚館 建て 置れ 候 こと も 之れ 有る 由に 候へば、 .4^く皇國の御|^^5法と申すにても之れ無く候 

4.0 升 勢 神せ， の 御誓宣 に、 天日の 照臨す る 所 は、 皇化を 布き 及し 賜 ふ 可し との 御 察の 由に 候へば、 夜國 氷海 は 鬼 も 角 も、 

天日の 照臨な し 給へ る 所 は 悉く 知し 召す 可き 御寧に て、 鎖國 など 申す 儀 は、 決して 祌 慮に 相 叶 はす 人の子 孫た る 者 上 

下と なく 其 祖先の 志を繼 ぎ、 事を述 ぶる を 以て 孝と 仕り 候 儀に て、 往昔 神 后 三韓 を 征し賜 ひ 候 も、 垒 く 神 祖の思 召 を繼せ 

賜へ る 御 事に て、 英大の 御大 孝と 今以て 稱し 車り 候。 中古 は 未だ 海外の 察 明細なら ず 候へば、 三韓の 外 若干の 國 ある こと 

聞し B し 易 ま， らず、 若し 聞し 召し 賜 はば 御 征伐 三韓に て 御 止り は 之れ 有る 間 敷 想像 奉り 候。 然るに 當今 五大洲 若干の 國ぁ 

る こと 閗し 召す 而已 ならず、 彼より 憚らず 皇 國へ來 り、 剩へ 皇烕を 蔑し 奉る を鎖國 にて 御藥ぎ 遊ばさ れんこと、 神 孤の 御 

に i^ilsp、 神慮 S も 計り 難く 誠 i れ人 4 り 候。 假令舊 の 議を逢 ず 候と 4 る S 攻む るの 勢 之れ 有 

り 候て 能く 守り 候譯に 候へば、 鋭國仕 候と も攻 むる の 勢 は 決して 闕き 難く 候 0 徒に 海岸 峻絕 を賴み 敏國仕 候て は、 鎖國は 

萬々 覺束 なく 候。 然 れば當 今に 於て 攻 取の 勢 を 張 候 儀 第一 御 急務と 存じ 奉り 候へば、 仰ぎ 願く は 神 祖の思 召 を 繼せ賜 ひ、 


鋇國の 慮 思召替 られ、 皇威 海外に 振 ひ、 五大洲の 貢ぎ 悉く 皇國へ 捧げ 來ら ずん ば 救さず との 御 國 是ー且 立せ 賜 はば 蹒 を 

<11 厶么^  d 厶厶 厶厶厶 A  AAA 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶， 厶厶厶 厶；； 3、 厶 fj,,  b>  .  ：  -  >  t;  J  '  i  ,  rrc 

轉 じて 福と 爲し 忽ち 黠 夷の 虛喝を 抑へ 皇烕 海外に 振 ひ 候 期 も 亦 遠からずと 存じ 奉り 候 然れ ども 太平の 餘 卽今神 后攻取 

の 御 跡 を 踏み 候 はんとて、 是又 下策に W 申す 可く 候へば 急速に 航海 御開き、 築が 奧穴を 探り 夷の 恐る るに 足らざる こと 

を士 民に 知ら レめ、 漸次 皇國の 御 武威 を 以て 五大洲 を 橫行仕 候 はば 彼れ， a ら皇國 の 恐る 可き を 知り、 求めず して 貢 を S" に 

捧げ 來 らんこと 年 を 期して 待つ 可く 候 。又 破約 攘夷と 申す 儀 只今に 至り 關 東へ 仰せ W され 候 は、 恐れながら 態と 御 威光 を 御 

損じ 遊ばされ 候に 當り、 最も 然る 可から ず 乎と 存じ 奉り 候。 其 仔細 は關 東に て 只今 約 を破リ 候て は御國 の御爲 おしからず 

と 御 決定 相 成 居候 檨相 見へ 候へば、 幾度 綸命 之れ 有り 候と も、 表 は 御 率 命 之れ 有り 候て 赏 1$ の 御泰行 之れ 無く 御 奉行 之れ 

無き 俵 を 度々 仰せ 出され 候へば 其 度 毎に 御 威光 相 減じ 歎ケ敷 存じ 奉リ 候。 然れ ども 時勢 を 以て 私考 仕り 候へば、 輕卒御 奉 

行 之れ 無き も 必ず 御不 策と 申し 難く 候 はん 乎。 然れば 公武 共 御 國の御 爲を思 召し 候 儀 は 御 一 般 にて、 右 樣御通 却 相 成 候 は 

定めて 京都に は 關東を 柔弱 恐怖と 思 召し、 關 東に は 京都 御 暴論と 厭 はせられ 候に 之れ 有る ベ く、. 遂に ほ 微の中 精 疑 不和 を 

生じ、 千 緒 萬 端囚循 苟且の 极 源と 相 成り 一 振の 目途 之れ 無く ロ惜き 次第に 存じ 牵り候 問、 仰ぎ 願 はく は 偏に. all の 御爲と 

思 召され、 京都關束とも是迄の御凝滯！^！-に御氷解遊ぱされ、 改めて 急速 航海 御開き 御武烕 海外に 振 ひ、 征^の 御 職 相 立ち 

候樣 にと 縦泐關 東へ 仰せ 出され 候 はば、 關 東に 於て 決して 御 猶豫は 之れ 有る 間 敷、 卽時 勅命の 趣 を 以て 列潘 ヘム 口 命 を 下さ 

れ御泰 行の 御手 段 之れ 有る 可く 左 候 時 は 國是遠 略 天朝に W でて、 幕府 奉じて 之 を 行 ひ 君臣の 位次 正しく、 容易に 海内 一 和 

仕る 可く 候。 海内 一 和 仕り 候て 軍艦に 富み 士氣 振起 仕り 候 はば、 桌國を 以て 五大洲 を 應倒仕 候 こと 掌 を 指す より = ^く 之れ 

あるべく 候。 斯る 時勢に ー變 仕り 候 はば、 卽ち神 孤の 御蔷宣 に卟ひ i€ 世 不易 英大の 御大^と 存じ 車り 候。 然る を 只今の. W 

く は 微の中 公武 御 不和 判然たる 御處置 之れ 無く 候て は、 御 國內の 衰微： n を遂 ふて 甚 しく、  ^生 生活の 5^ を 失 ひ 終に ゆ 4 ぶの 

術中に 陷り跪 臍 悲歎の 期に 至り 候 はんこと 十 年の 外に 出で 申す 間 敷と ロ惜く 存じ 泰 D 候。 斯る 時勢に 候へば 傍^ を 快と 仕 

らず、 y 夜寢食 を 忘れ 御國 威御更 張の 機會を 熟考 仕り 候 所、 癸丑 5. 寅の 際に 候 はば 鎖國も 上策に 出で 中す 可く 候へ 共、 常 

巡し 來れる 長 州 派  七 七 
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今に 至り 候て は 却て 下策に 落ち 候 はん 乎。 時 を 察せず 勢 を 制し 申さず 候て は 挽回 之 期 之れ. i く、 已 に 今年 辛 酉 革命の 歲に 

？ り、； 大數も 亦 相 應し候 へ ば、 禍を轉 じて 福と 爲し 巾す も、 天朝の 御 決議に 之れ 有る 可く、  M 々の 鄙誠默 止す る こと 能 はず 

愚^ ト慮 一得 も 之れ 有る 可く やと 萬 死 を 顧り みず、 狂 迷の 言論 を 進献仕 候。 激切 屛營の 至に 膨 えず、 恐々^々。 伏 地 待 3 非。 

〔五】 長 井の 京都 遊說 

隨 分と 手酷し く 論じ 込んで ゐる。 京都 Q 氣 受け は 栗して 何う であ. つた か。 勿論雙手をぁげて赞成しょぅ^^はな 

い。 岩 倉の 如き は薩州 系に 鳩して ゐる 人で あるから、 長 0 進言 を 右から 左に 受けよう： & はない。 長に 親しき 正 親 

町三條 すら、 〕 取 初は隨 分解り 翁ね たと 傅 へられて ゐる。 朝廷 內 0 議論 も 二 派に 分れて、 I： 〈否 交々 であった。 そこ 

で-:;^ 井 も 無理押しに 强辯 する こと を 避けて、 婉曲に、 長 藩の 意の あると ころ を述 ぶる に 止めて ゐる。 長 井が 述べ 

たる 要旨 は、 火 略 次 0 五大 綱であった。 

【其 I】 朝廷ぎ i 旨 Q 在し ますと ころに 關 して は、 主人 敬 親が 親しく 入京 夹%; して、 お 承 はり 中す 心得で は ご 

ざるが、 先づ 以て 朝廷 在職の 御 役人 方 を 始め、 堂上 方の 御意 見 を 承知 致して おく 爲に、 先づ 今回 雅樂に 上京 

を 命ぜられた 次第で あるとの 事。  . 

かっとう  ひやう しゃく 

〔其 二】 主人 敬 親の^ 念 は、 幕府， 朝廷 0 問に 立 入って、 從來 から 藤 を 解き、 朝廷 0 御 疑念 を も氷釋 せら 

るる やう 御 周旋 申 上げ、 眞實 一 和、 邦家の 雞を排 ふべ く、 協力 せらる る やう、 御， 力 巾 上げたい 存念で ある 


とひ^。  一 

〔其 三】 主人 敬 親 は、 何 を 措いても 先づ 君臣 © 名分 を 正す が 第一と 存じて ゐ るから、 前年 來、 度 なって ゐる， 

lO ちょく  て Z き 

違 勅 云々 の 罪 を 謝する 爲め、 將軍家 茂 自身 か、 左な くば 德川 連枝と して 田 安 大納言 か、 孰れ か 上京； 大機を 奉 

伺せ しむる やう 壶カ申 上ぐ る；！^ 念で あると 0 事。 

【其 四】 主人 敬 親の 存念に て は、 是れ迄 朝廷から 幕府へ 臨ませら るるのに、 國政御 委任と いふ 廉に、 19^^すれ- 

tt^ ん きょく  - 

ば 御 遠慮 勝であって、 鬼 角 婉曲に 御沙汰 あらせら るる 爲か、 始終 行 違 ひとなり， 隨 つて 2 ぬ 召の 租も、 御 に 

成らせられぬ 造憾が ある。 依って 向後 は、 百事 斷 然として 仰せ 出され、 叙 慮の は せらる ると ころに 從 つて： 

御 旋、 御盡 力、 中 上ぐ る^ 念で ぁる審 。  一 

〔其 五】 、不一 人 敬 親 0^ 念で は、 は 取 n 十 今： no 御 時勢と なって は、 朝廷より 11 港 航海の 御 國是に 御 定め あっても、 ： 

然るべき かと i 心考 仕ります るが、 これ は 長 州 一藩 Q 所論で、 必らす 斯様に 朝廷で 御： £{儿 あれと お 願 ひ 巾す の 

.^ーくせっ.^ぅろし お I は 

では ござらぬ。 朝議 は 勿論、 他に 卓說 高論が 在せば、 必らす 御 趣旨に 從 つて 御 力 中す 存念で あるとの 事 

ぐら ゐに丄 めて、 n 分 は 江戶に 下って i$ 府を說 かう と考 へた。 それ は 長 井 0 京都 周旋が、 どうやら 浪士の 問に： a 

れて、 危難が その 身邊に 迫る やうな 形勢が 兑 えたのと、 京都で 徒らに 日 を g しう して ゐて は、 機 を 火す る 恐れ も 一 

ちょく.^ よ  I 

あつたから であらう。 京都が 長 井の 論で、 國說を 勅許 あらせられ たとい ふ もの も あるが、 を ii 合して 兌て 一 

一 

も、 どうも 朝議 之れ に 決した 形跡がない。 《5 時 孝 明： 大皇 が. お 井に 下された とい ふ、  - 

し來れ るお 州 派  七 九 
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國 0 風 吹き 起しても H< 津日の 

もと Q 光に かへ すをぞ まつ 

だく くわいけ つ  たかち か 

とい ふ 御製に 兒て も、 多少 0 御赞意 はあって も、 一諾 快 決 0 御聖 意と は 認められぬ。 叉た 長 井に 託して 敬 親 Q 入 

ナ. *  お ほギー まち 

京を勸 むる 爲 めに、 親 町 三 條實愛 卿が、 主上に 請 ひ 奉った 内 論 書に、 

爲, I 皇國？ 關 東え 被 n 建白 7 老中え 示談 之 上、 所^ 先 内々 被 11 申述 1 之 趣、 爲ニ國 家 1 苦心 周旋 之 段、 皇國之 御大 

幸 候。 演說之 通、 大樹 家え 被 n 談合 1 候 後、 上京 も 有：， 之、 以 -1 其 筋 I 被， 1ゅ 上 1 健者、 御沙汰 之 御 次第、 可：， 被レ 

爲レ 在と^ 候 事。 

低 右 之 通に 相 成 候 節 は、 彦 1 大樹 家 1 も、 其 子細、 其 筋 を以、 被, 1 首 上 1 候 儀と 存候。 

と あり、 又た 別に 正 親 町三倏 より 自署 諭 書と して、 

方今、 諸家 社稷 之 危殆 を 知れ 共、 顧 11 時勢 1 鉗：， 口 之處、 神州 之 大患、 燒眉 之な、 傍觀に 難， 忍、 今度 關東之 建 

議、 國家之 御爲、 可レ有 11 周旋 1 3 曰、 實 に叙感 小レ淺 候。 如 二 建白 一 御上 京 候 者、 叙 念 之 趣、 E 細 被 n 仰 出？ 尙又 

可レ 被-聞 食 1 候 問、 何卒、 御 上洛に 相 成 候 樣に思 食 候 旨、 相 伺候。 尤、 右 者實愛 一 侗相 伺候 儀に 候 ir 他聞 

相 惯候得 共、 極 密申人 候 事。 

g 月 十三 曰 〔文 久ー 一年〕  實 愛 

さねな り う た 

と あるに 見ても、 是の 時に 朝議の 決定 を 見なかった ことが 明かで ある。 實 愛、 雅樂の 心中で は、 最早 や 大勢 は 見 


えて ゐ るので あるから、 この 際 幕府 を說 得して、 敬親自 から それ を 提げて 入京した 方が、 捷徑 であると 考 へたと 

m し はれる。 

長 井 は 京都に 遊說 する こと 約 二 ヶ月、 略ぶ 大勢 を 見て 七 月 江戶に 下った。 久阪、 高 杉 等 は、 長 井の 周旋 を 以て、 

てうて いく わい じう さく  ， ，  -  > 

長 州 を 幕府の 手足に 使って ゐる 者で、 朝廷 懐柔策 を 行って ゐる大 姦物で あると し、 長 井の 如き 人物が 要路に 立つ 

て 藩 を 代表す るの は、 長 藩の 名譽を 汚が す ものであると いふので、 長 井 を 尊皇の 血 祭に するとの 謹が 湧いて、 

幾多の 黑影 は、 雅樂の 身？ a に蔽 ひか かりつつ あった。 彼れはかかる電光の問を潜って、^3-西に飛躍したのでぁる。 

彼れ も 亦 一 侗の 人傑であった。 

【附記】 當時 利 敬 親が、 久世 大和に 殿中で 會兑 して、 最早 かうな つて は 仕方がない。 天子 を 捧 じて w 方に 

號 令す るの 外はありません が、 如何で 厶 ると 談じ込ん だとい ふ 風聞 書の 中に 『閣老 一 间 共 雄 威に 恐れ、 n 十々 

申 合 可レ巾 3:n 答に 付、 毛 利 侯 被：， 屮候 は、 京師 模檨御 疑惑 被 レ成候 は、 {¥來 に、 水 井 雅樂と 巾 者お レ之、 此者^ 能 

心 55 居候 問、 此へ御 尋可レ 被， 成 旨、 申 述返散 致 候. H。 依 而閣老 一同 顔色 を變 じ、 早速 永 井 を 呼出し 一 々承 

候 虎、 成程 毛 利 侯 之 被 一一 申述 1 候よりも 大變 なる 有樣 にて、 ー謦 苦心 も 相增、 何事 やらん、 十二： n に 幕 命を以 

て、 、水 井 京師へ 發足 致し 候 趣』 云々 と あるの を 兌て、 長 井 周旋の 一條で！^ 利 一藩が どれほど 腹 をへ：： はせ てお 

り、 上下 一致して 脚な み を 揃へ てゐ たかが 分る であらう。 毛 利 侯の 恫喝に 會 つて、 久世、 €;;i、 本 多の 幕閣 

が 色 を 失った の も 物 笑 ひの である。 時勢が 時勢であって、 井伊の 如き 人物 も 歿し 去った 後で あるから、 致 

菊 進し 來れる 長 州 5^  八 一 


大西鄕 全 俥 第二 卷  八 一一 

し 方 はない としても、 堂々 たる 德川 幕閣 が、 一外 藩の 威嚇に 恐れて 手の 出し やうがない と は、 幕府の 衰亡 を 

嘆す るの 外 はない。 

叉た 『称 夢紀 事』 の 筆者 は、 長 井 周旋の 當時を 論じて 『長 州に 開國鎮 夷の ニ黨 あり。 侯 及 要路 之 向き は、 Si 

幕 勤王の 開國 派なる 故、 侯の 幕府への 建. HI 並 雅樂が 朝廷へ 建言す る處、 專ら 開國說 なり。 然るに 此節 島津和 

泉、 多勢の 勤王 衆の 依 賴を負 ひ、 上京して 勤王 を 主として 掃 攘を唱 へ、 長 州 之 攘夷 黨も是 に合從 して 其 派 之 

持論 を 主張す る 折 柄なる 故、 雅 樂が說 更に 行 はれざる 而已 ならす、 侯 を 併せて 京師の 品評 宜しから ざる 故、 

雅樂も しく 歸 東して、 侯 も 初めて 其 說を渝 へ、 遂に 一藩 攘夷論に 歸し、 翌年に 至り 雅樂が 此時之 建言、 一 

已之 私意に 出で 國論を 誤る に 坐して、 可：， 憐、 割腹して 死す るに 及びた， o』 と 記して ゐる。 本文の 論述 を裹記 

きする ものの 一 つと して、 ここに 揭げて 置く。 

【六】 西鄕 曰く 『長 井 は 大好物』 

西 鄕の純 乎た る 尊皇 思想から すれば、 長 井の 主張す る やうな 開國論 は、 頗 ぶる 術策 的で も あり、 且つ 根本的に 

相容れ ざる、 正 反對の 議論であった ので、 彼れ は 大島出 島 後、 元 治 元年 〔甲子〕 京都に 出た 時に、 長 井の 容 を傳 

あと 

M し、 痛く 之 を棑擊 した 迹が 見える。 西鄕が 搏 び 罪 を 獲て、 德之 島に 渡航した 際、 文久 ニハネ 〔壬 戌〕 六月、 岡 前 村 

から 大 島の 木場 傅內に 贈った 長文の 書簡 中に、 『長 井の 如き は 許すべからざる 大奸 物で あるから、 直ちに 彼れ を 


刺すべし』 との 意嚮 を、 赤裸々 に 述べて. 0 る 位で ある" 

.  ち 's ゥ 

. 〔前略〕 堀 〔伊地知 真馨〕 ぇ久々 振、 於 二 伏 見 1 面會 いたし 候處、 昔日に 變、 只智衡 を以仕 jsj いたし 居候 ひど 

めんせぎ 

く 面責 レ たし 申 候。 自分の 身が を そろし く 成る と、 術 を 不レ用 僻て は、 致 方 無 レ之候 問、 都て 取丄め 候樣、 大 

たと へ 

事に 態 候て は、 只 誠心 を 以不レ Hi 候て は、 決して 不二 相 成 T 譬仕損 候ても、 誠心 さへ 相 立 候 はば、 感慨して 起る 

、 1 ♦  -f  .  . -. ：  -  ft 厶： 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 AA  くみあ ひ厶 厶厶  厶厶厶 厶厶ム 

人 も 出来 候 間、 術に て は 決して 不二 相濟 T 尤長州 永 井 雅樂と 申大奸 物と， 腹 を 合せ、 與合： 候 問、 ひど ひせ： 

厶 * 厶厶厶 厶厶厶 厶<1 厶厶厶 厶<1 厶  厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 AA  A 厶厶 厶厶厶 

0 若 永 井と 同 論いた すに おひて は、 、水 井 儀 は 長 州の 有志 共え、 可 レ刺申 置 候 問、 同 il いたさば、 此方に おひ 

に せしゅう ども 

て も、 汝 を亭、 振 〔長 井同斷 に〕 可レ 致、 其 時 は ニ歲衆 共、 其 脇え 居 合鍵 故、 右の 人々 え 可レ打 と は 中 候 事に 御 

座 候。 も 今更 相考候 得ば、 大 邪魔に 相 成 候 害に 御麼 候。 、が I- ひ！^" のき？ -、  ； だ 

厶 厶厶厶 A 厶 厶厶厶 

下の 奸物 にて 御座 候。 云々。 

两鄕は eit て 如何なる 人に 對 しても、 亦た 如何なる 場合に 臨んでも、 殺意 を 起さざる 人であった。 その 西郷が If;!^ 

るすべ からすと した 者に 一 一人 ある。 卽 ちその 一 人 は 井伊 大老で あり、 他の 一 人 は. § ち 長 井雅樂 である。 M;i- に. H つ 

かんあく  * 

て 之 を觀れ ば、 西鄕が 如何に 奸惡 を. 憎んだ かが 察せら るると 同時に、 長 井 を 如何に、 ； 大地 容る ベから ざるの 大奸 

物 としたかが 解る。 

長 井が Ei- して、 西 鄕が觀 じて ゐた 程の 大奸 物で あつたか 否 か は、 別に 論す るの 餘 地が あると しても、 長 井の iS 

國進^ は、 薩州のー£!{を^^かんとしたものでぁることは否認の：^§地がなぃ。 長 井の 建 .S 文に は、 _^^面堂々たる議論 

？:^ 進し 來れる 長 州： 奴  八 三 
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そ ぶ WN  すん がう 

が 述べて あり、 幕府の 意 を 受けた 素 振 なぞ、 寸 毫も のぞかせて ゐな いが、 西鄕 等の 耳に 入った ところでは、 全然 

幕府の 廻し 者の やうに 思 はれて ゐる。 西鄕の 書簡 は、 更に 此點 を爬羅 剔抉して、 次の やうに 云って ゐる。 

京師え 罷登候 〔長 井の上 京 を 謂 ふ〕 譯は、 幕より 御 賴を以 出 居候。 夫は是 迄の 御 极振宜 敷無レ 之、 前非 を 悔て御 

改被レ 成との 趣 を以、 朝廷 を だまし 付 候 策に て、 書取 を以、 朝廷え 差 出 候 書面 有レ 之、 其 中には 第一 異人 交易 

厶厶厶 厶厶厶  厶厶 A 厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 A 厶厶厶 A 厶 A 厶厶 厶厶 

勒許相 成 候檨、 偏に 申立、 黄金 をつ かり 〔ひ？〕 九條 殿下 を だまし、 開港 勅許に 相 成 候 はば、 直樣 堂上 方御菟 

厶厶厶 厶厶么 厶厶 AAA 厶<1 厶 厶厶厶 △<:< "厶厶 △<!△<! 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶厶 

罪 を 解、 叉 諸侯 方 も 同 樣可レ 致 杯と、 誠につ まらぬ 事 許、 書 建に て、 薩 摩と 同意に て 申 上 候。 長 州 侯と 連名に 

厶厶 厶厶 厶厶厶  A 厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶厶 厶 A  厶 しゃ ラ. J 厶厶 厶 厶厶厶 厶厶 厶 厶厶厶 厶 厶 厶厶厶 

て 可， 1 差 上 I 候 得 共、 急速の 事故、 其 儀 も 不二 相 調 1 候 間、 其 證據に は、 堀 次 郞被ニ 召 呼 1 御 聞 取 可 レ被レ 下と 申 上、 

御 聞 取 相 成 申 候。 堂上 方、 有志の 御 方々 御 論 は 正 敷、 和 宮檨御 下向に 付ても、 御 願 通 御緣談 被レ爲 レ濟候 はば、 

早速 異人の 處置、 可， 1 相 付 1 と 申 上、 其 通 御 許容 相 成 候。 いまだ 舌 も不レ 乾に、 開港の 一條、 以不屆 の 次第と、 

厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶<1 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 AAA 厶厶 A 厶厶 

永 井 は 見出され 候 由に 御， M 候。 夫 故 無 レ據打 方の 儀、 長 州の 有志え 申 含 候。 尤長 州に おひても、 、水 井の 黨と、 

厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 

有志の 黨と、 兩 立いた し 居候。 云々。 

ぶんち  くわう はく  たぶ 

斯く 西鄕の 聞知す ると ころに よれば、 長 井 は 幕府の 手品 扱 ひで あり、 且つ 黄白 を 散 じて、 公卿 を 誑ら かさんと 

した 形跡 を 蔽ふ能 はぬ。 長 井が 開 國進說 に 際して、 先づ 京都 方 を 先にした 點、 及び、 江戶に 入っての 形 行に 不明の 

點が ある 杯 を 思 ひ 合 はせ、 西鄕 等の 耳に した 點は、 以上の 如き ものと なった ので あらう。 

長 井が 薩州も 同 論で あると したの は、 全くの 餽 辯で、 久 光が 何程 正直者で も、 そこまで は 長 州の 摘 人形に はな 


らぬ。 伊地知が 長 井に 與 したの は、 彼れ に は 彼れ の 見解が あり、 且つ 岩 倉 公 等との 密謀が あつたと しても、 全く 

彼れ が 長 派の 藥籠 中に 丸め込まれ たので、 此點、 西 鄕の活 服、 照 乎と して 看破して ゐる。 

西鄕が 伊地知 を 面罵し、 『汝 若し 飽ま でも 長 井と 同 論を續 くるに おいて は、 長 井 を 長 州 志士に 殺さし むる 手前、 

一歳 衆の 手で 成敗す るゾ』 とまで 詰問した の は、 全く 此點に 起因して ゐる。 伊地知が 西鄕に 含む ところ あり、 

, , , . ざんそ.  いきさつ  か 

遂に 久 光に 讃訴 する に 到った の も、 或 ひ は此邊 の經緯 が、 絡らん でゐ たか も 知れぬ。  . 

【七】 毛 利 敬 親と 島 津久光 (一) 

毛 利 敬 親の 公武 一 和說 

： ,  いう ぜぃ  き やうし やう 

-畏井 か 京都 遊說の 前に、 旣に 幕府と 協商 を 重ね、 半ば 幕府の 意 を 受けて、 朝廷に 說き 込んだ もの だと は、 獨り 

お 州 民？？ の 志士 及び 薩州 有志の 間 0 みで なく、 公卿 問に も 之 を感， f る ものがないで なかった。 『お 41 公實 記』 にも、 

是 ヨリ 先キ、 長 門 藩主 松 平慶親 〔大 膳大 夫〕 公武 合體、 國 威宣 揚ノ 基礎 ヲ立 テン コ卜ヲ 幕府 一一 建言 ス。 幕府 乃 

厶 A 厶厶 厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶  厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

チ！ a 親-一命 シ、 公武 ノ間 一一 立チ、 之ヲ 周旋 盡カセ シム。 

と 明記して ゐる。  ， 

文 久ニ年 〔壬 戌〕 二月 二十四日、 幕府 は 公然、 長 井 を 江戶城 中、 柳 に 召致し、 老中 一同 列座 を 以て 敬 親 侯に 

^^！進し來れる長州派  八 五 
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公武 の 周旋 を爲 すべく、 將 軍の 命を傳 へて はゐ るが、 菜して 長 州が 幕 命 を 奉じて 長 井 雅樂を 暗躍せ しむる 迄に、 

長 幕の 間が il^ いて ゐ たか 否か は、 疑問の 存 すると ころで ある。 長 は 幕 を 使 ひ、 幕 は 長 を 使 ひ、 双方で 牽制し 合 

ひっつ、 幕府 は 長 州 をして、 朝廷 0 意 を il する を 得せし むれば 大得， であると し、 長 州 は 幕 意を迎 へつつ、 朝廷 

て れんて /、だ 

こ&歩 をト. 7 め：： ほ 11 ズ、 向 ふ 鉢卷で 幕府と 喧嘩す る 必要 はない とし、 双方 双樣の 手練手管 を用ゐ たものと 見る が、 

常 を 得た 觀察 では あるまい 乎。  , 

利 敬 親が、 幕府に 建言した 意見書なる もの は、 Ei- して 如何なる 内容であった か。 長 藩の 態度 を 洞察す る 

&t に、 比 祭、 之が 文 言 を 一瞥す る 必要が ある。 建言 書に 曰く。 

毛 利 敬 親より 幕府への 建言 書 

近年 外國 より、 種々 難題 之、 申 上 有 V 之樣相 伺、 a 内地 不慮 之變も 出来 仕、 內外共 御 煩 慮、 御 時勢と 奉 n 恐 

察-候。 勿論 廟堂 之 術 観& 外向より 可き！^ 樣 も無レ 之、 御歷々 之 御, 議、 御 遺 策 可. 有. 之と 者、 不レ奉 レ考、 

彼是 以、 事 ケ間敷 申 上候而 者、 之 御 譴責、 奉 n 恐 入-候 得 共、 當 時勢、 皇國 の御榮 辱に 相 抅候儀 も、 可レ有 

レ之 哉と 奉レ 考候而 者、 區々 之 鄙衷、 日夜 難 レ忘不 レ得レ 企、 無根 之 世論え も、 心 を 留め、 迂 僻の 議論、 兼々 相 含 

活候 付、 不， 顧 V 憚、 御 內々. &上見 候。 右 世上 之 議論 を 取、 御 政 鉢え も 相 抅候儀 申 上候而 者、 猶更恐 懷之至 御 

座 候 得 共、 右 lii 之處、 被- 1 聞 召 分？ 不レ惡 御 取 計、 被 1- 成 下-候 檨、 奉 i 候。 右 申立 度 旨 趣、 先年 以来、 度々 


巾 上 候 通、 待爽之 御 良策 者、 公武 御 一 和 • 叙 慮 御 遵奉に 共」 き 可レ巾 3:1、 数年 相 含 候鄙兑 に 御」  1!^ 候處、 過る 午年 

以來 公武 之 御 間、 御 議論 酣齬之 儀 有， 之樣 に、 於- 1 世上 1 奉 11 窺 計 7  ^々雜 說紛興 仕、 段々 御手 煩 を も 差 起り、 

餘程御 配慮に も、 相 成 候 俵と、 奉：， 伺候。 竊に、 右 等 之 事 之 所 出 を、 愚案 仕 見 候處、 先年、 外 國ぇ和 交 御 差 許 

倐約御 取替し に 相 成 候 俵 は、 元より 無， 1 御據 1 御 場合、 有, 之 候而之 儘に 候 得 共、 癸丑 • 甲 黄以來 、礙 H 激之人 

氣、 一 旦 i 挫 仕、 偷 安之 人情、 一 日 之 無事 を 貧り、 終に 一 統退縮 之 世 風に 罷成、 御 國鉢更 張 之 期、 無：， 之 様相 

成 可 レゅ^^ と、 氣 節を负 ひ、 慨志を 抱き 候 もの は、 外 夷之 威力に 應れ、 安を偷 み、 戰を 忌む 俗情より、 ケ樣 

に 相 成： i 、儀と：：^? i 狼に 公俊 之 御 處置、 いか か 敷 批判 仕、 叙 盧之ヒ ：！ 者、 鎖 阈之御 蔡規 を、 御 確守 被， -迹 候樣相 

へ、 破約 戰ゅ之 < ほ を 主^ 仕、 壯年 血氣の ものの、 憤 言 激行を も 膝し 成し、 且つ又 彼我 之 形勢 を へ、 彼 之 功 

Z えう  しゃう かどん ぼく  せんし 

利 技術 を 味 ひ 候 者 は、 國之說 を 主張 仕、 猥に彼 を誇耀 し、 我 か阁有 之お 氣を 折き、 商 w^^^i! 之 風に 溃し、 

議論 紛々、 兩 端に 分れ、 互に 攻雞の 形 をな し、 人心 ：2 ；々、 土-: 朋瓦解 之 t: とも 可レ. ：大 下 之 勢、 合へ は强 

か つ い 零う wi 

く、 離れ は 弱し。 此支離 解散 之 人心 を 以て、 一 旦有レ 事 時 は、 黠夷强 虚に御 常り 被 レ成候 儀、 何とも 御氣 遣之懷 

と 人ナ存 候。 然るに、 右鎖國 *開 國と申 候 者、 待 夷之 火鉢に 而、 關係靈 く 候 得 共、 共 根本より 觀 候へ は、 是等 

者、 枝葉之^-とも可，中、 公武 之 御 議論、 草 野 之 可 二 窺知 I 事に 者 無 レ之候 得 共、 斯る枝 紫 之 是非 を以、 御？^ 却 

之 儀、 出 來仕候 筋 者、 有レ之 間敷歟 と、 率レ考 候。 其 故 は 能可レ 守して、 是を 攻め、 能攻 むへ くして、 守 レ之候 

者、 兵家 之 典 鎖す こと 能 はされ は、 くへから す。 不レ能 レ11 は、 鎖す へからす。 御阔體 不二 相 立； 彼 か 凌 

it 進し 來れる 長 州 派  八 七 
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辱. 輕侮を 受候而 者、 鎖 も眞之 鎖に あらす、 g も眞之 開に 無レ 之、 然れ は、 ii^i: お、 か をレか 

A3  A  し -9 しゅ かう ちう 

へく， 御 國體相 立 候 得 者、 開 鎖和戰 は、 時 之 宜に隨 ひ、 守株. 膠 柱 之 儀 者、 全く 有 レ之間 敷、 然るに、 叉御國 

體被 二相 立， 龍 本と 中 候き、 0f^f. や Plilki1、  ^^st^f^ 右 物 

議紛々 相 起 候 本意 を、 熟考 仕 候 而も、 公^^ 御^、 ， ま まま 酽^ ぎ、 ^^きぎ 1-44:、  4^^|ま、 種々 之-維 

說、 御手 煩 を も 差 起 候 者、 其 末 弊に て 可 レ有ニ 御座 1 候に 付、 其 源 を 塞き、 其 流 を 御 治 被 レ成候 はは、 御鎭 定、 

强而 御手 間 被レ爲 取 候 儀 者、 有レ之 ii 敷 候。 往昔 草昧之 世と 違 ひ、 當御 治世 以. 來、 厚き 御世 話 を以、 文 敎大に 

開け、 倫理 世に 明らかに て、 • 親 を 可 レ祟事 は、 三尺 之 童子 も、 口に 藉候檨 に 相 成 候 付、 是迄 とても、 聊 

無二 御 疎遠 1 御 事に て 候 得 共、 ；さ 下の 大經を 被 レ爲レ 立 候 儀 者、 萬々 御 厚 重に 被, 爲： 度 御 事に 付、 ； だき.! 

之 御 取扱 振、 世上へ 相 顯れ候 はは、 ；大 下の 人心、 感服 仕、 右 物議 御 鎭靜容 ず r ぎ St  e^^^^^^^w^^ 

レ申 哉。 右 基本 被， 1 相 立 1 候 上 者、 是迄 開港 和親 被-一 差 許 1 候 者、. 乍， 恐 未た 枝 紫 之御處 置に も、 可， 有， 之 に 付、 

速に 開國之 御大 規模 を、 被 二相 立 T 御 阈體、 儼然と 相 立 候檨、 御 國論被 二相 定 1 度 御 事. に 奉：， 存候。 左 候而、 御 

手 を 可. 被. 下候處 は、 武重衛 簾に て.、 V 々"き； 1、 fff0^^ 

ひ、 諸蕃々 情實 熟知 之 上 者、 彼 か 長る るに 足ら さる 處をも 知り、 我か恃 むへ き 良策 も 相 立可レ 申、 右者此 非常 

之 時に 當 つて、 中興 之 御大 業 を 被 レ爲, 立 度、 御 事に 者 候 得 共、 人心 之 折 合方、 深く 御 案 被, 爲レ在 候 由。 過る 

巳年 御沙汰 之 趣 も有レ 之、 制度 御 改め、 航海 之 術、 御開 等 之 儀 は、 疾に御 評決 可レ被 レ爲レ 在、 今更 當否 利害 等、 


不レ 及， 1 申 上 一儀に 可， 有：， 之、 其 後、 追々 御沙汰 之 趣 を、 奉 レ窺候 而も、 乍：， 憚 御 趣意 筋、 奉 n 深 察 1 候。 然處、 今 

以御國 一統、 耳 1=1 一新 仕 候樣、 御沙汰 振 も 無：， 之 候 者、 何と 歟御 深謀 被 レ爲レ 在 候 事 も、 可 レ有ニ 御 tJT 其 段 者 

可レ 奉レ窥 筋に 無 レ之候 得 共、 宇內之 形勢 者、 年 序 を 追て 相 開 候に 付、 今日の ことく、 御 國論御 變革之 機 會に臨 

厶<1厶<;1 厶厶  厶厶ム 厶厶厶 厶厶厶  厶 厶厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

候 も、 自然 之 勢に 可 レ有レ 之、 若舊 習に 泥み、 漸々 時勢に 押 移され、 無レ 據御變 革に 相 成候而 者、 御手 後れに 相 

成 候而已 ならす、 却而 人心 之 折 合方へ も、 相 抅可レ 申 哉と、 深く 奉 二 恐 入 1 候 儀に 付、 右國 論、 速に 御：^ 定相成 

候樣、 相 願 候 儀に 御座 候。 右 之 通、 御 合 體之御 取扱、 顯 然と 相 成、 天下 之 人心、 奉 11 感服？ 御國 體儼然 之御國 

論 被 二相 立 1 候 はは、 定 而叙感 も可レ 被：， 爲：， 在、 元より 開 鎖之體 え、 御 泥み 被：， 爲レ在 候 儀 者、 有 レ之間 敷 候に 付、 

厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 A 厶 厶厶厶 A 厶 厶厶厶 厶厶  I  ：  I、： 1 

何卒 叙 慮より 被レ爲 起、 右 御 國是之 旨、 勒靛 を以 被， 1 仰 出 T 右 を 御 遵奉 被レ 遊、 事 命 を r^、 列藩え 御沙汰に.？^ 

とうあんの らうし ふ  , 

成 候 はは、 條理 判然、 人心 彌 感服 仕、 返 縮 之氣、 一 旦進 張に 相改 り、 偷 安之 陋習 も 蜜發仕 、神州 億兆 之 人心、 

一 和 一 圑之正 氣と相 成、 前段 種々 之 物議、 氷解 仕、 毫も 內顧之 御 患 無， 之、 御國威 .M 然、 五大洲え 相 振 候 御大 

けんて *- 

業 も 成就 可レ仕 哉と、 迂僻之 私見に 御座 候。 右 者、 始 より、 御廟 議之 上に おいて、 大海 之 消 滴と も^ 成 度心掛 

はう かう 

にも 無 レ之候 得 共、 數代 無レ限 御寵命 を奉レ 戴、 御恩澤 身に 溢れ 居候に 付、 兼々 報效之 心得に 韶在、 不レ圖 時 

しょく  .40 し 

勢に 感發 仕、 不： fen 潜妄 1 申 上 候 者、 只々 食 芹 之 味、 進獻 仕！ Ins、  lE^ 々之 鄙 誠、 不レ惡 御 亮察 被-一成 下 T 不都合 

之 偶 も 御座 候 はは、 御聞捨 被， 1 成 下 一度、 m 疊奉レ 願 候。 以上。 

せんぶくて 令 J 

如上の 一文 は、 長 州 藩主と しての、 毛 利 敬 親の 意見 を、 全幅的に 表現した ものであると いってよ からう。 要す 

綦 進し 來れる 長 州 派  八 九 


大西 鄉全傳 第二 卷  九 〇 

るに 長 井雅樂 が、 正 親 町 三條等 堂上に 進說 したのと、 全く 同一で、 幕府が 君臣の 大義 を 明らかにし、 進んで 朝 意 

しん キ) 

を 遵奉し、 朝 意 を 受けて； 犬 下に 號 令せば、 三百の 諸 藩 は 期せ， f して 振起す るで あらう とい ふので ある。 

此の 觀點 よりして、 敬 親 は、 朝 皆 を 開國に 導く 必要 ありと し、 拉 こそ 長 井雅樂 をして、 航海 遠 略 論 を進說 せし 

めた もので あらう。 

【八】 毛 利 敬 親と 島 津久光 (一一) 

俄然 擡頭した 長 州 勢力 

さて 長 井 は 京都で 幕府 奥 祐筆 早 川 庄次郞 に 次 手 を 得て、 『航海 遠 略 論』 を概說 した。 幕府に とって これほど 都合 

のよ い 手段 はな いので、 早 川 は 一諾して、 長 井に 先んじて 、江戸に 下り、 他日の 周旋 を 約して ゐる。 長 井 は 期 を 計 

つて その 跡 を 追 ひ、 世子 定廣 は、 公式に 長 井 を 敬 親の 代表者と して 久世 大和 守に 申し入れた。 早 川 祐筆の 手引き 

だいこうす ゐ 

によって 長 井 は久世 • 安藤に 會 見した が、 論に おいて 同より 異議の あらう 智は ない。 大 洪水に 面して、 呆然と し 

て 水勢 を 兒てゐ る 彼等に とって は、 これ また 渡りに 船であった。 只 だ 彼れ 等が 一考す る ころ は、 毛 利 家が 外 藩で 

あると いふ 關係 であって、 殊に 安藤な ど は、 『長 州 は 幕府の 良友に あらす』 と、 平生から 公言して ゐ たくら ゐ だか 

うく わつ  どろぶ ね 

ら、 迂濶 に乘り 出して、 萬 一 泥 舟に 乘 せられる やうな こと はない か。 その 邊に ー圑. の 疑念が 解けん として 解け ざ 


る ものが ある。 そこでお 井が 久 世に 會 見した 時に も、 久世 は、  • 

『若し 幕府が、 毛 利 敬 親に、 公武 周旋の 全權を 委任 するとしたら、 敬 親 は、 間遠な く、  f 取 後まで 周旋して 口， 犬 

れ るか 否か。』 

と、 かと 念 を 押して ゐる。 長 井 は 答へ ていった。 

『藩主の こと は 自分が お 請 合 ひ 中す 譯に 行かぬ。 が 自分の 私見 をい ふなれば、 朝 幕 何れに も 偏せ す、 純 i ゐの 

. 第三者と して、 局外 周旋の 態度 を 持したい ので ある。 尤も 周旋の 跟目 は、 固より 「京都 第一 關東 第二」 であ 

る。 我々 陪臣と しての 考へ は、 唯 だ 藩主 をして 窮地に 落す やうな こと を 避けたい ばかりで ある。』 ， 

と頗 ぶる 川 意 到な、 回 答 をして ゐる C 

井^が：^ つ 扱き 廻した、 大 波瀾の 後 を 受け 繼 いだ、 彼等 幕閣 は、 殆んど 乎の 出し やうがない 狀 態に 陷 いって ゐ 

る。 そこへ お 州が 朝廷から して、 開國 論で 押しつけようと S ふ 建策 を 出した ので あるから、 |5^^角も：2^州を使っ 

て兑 ようとの おへに ならざる を 得なかった。 溺れん とする 者 は、 一條の 薬 をも摑 むで、 親 藩 外 藩の を、 、深く 

も 論じて ゐ る餘裕 はない。 長 井 は 八月 三日 安藤 對 馬との 舍見を 終へ、 八：：： 七日， y 戶を發 し、 京都に 立 寄って： 止 親 

町 三 條.： 卿に^ 後の 打 合 はせ を爲 し、 路を 急いで 歸國 した。 兹 において 乎、 lip 利 敬 鋭 は、 應 さに 火い に^"^ に 

仲ぶべく、 丸： ：！： 十九：：：： を以 つて 參 親の 途に 上り、 十一：：：： 十三 日；；：；！ 戶 にず した。 これお 州の 主力が、 幕末に おいて 

中央に 出動した ル 一 線であった。 

進し 來れる 長 州 派  九 一 
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じゅんぎゃく 

事の 順 逆 は自 から 別、 15^^角も 『長 州 丸』 を 中央に 引き出し たの は、 長 井の 手柄で ある。 彼れ の遊說 は、 1^ 

かに 胃 險 的であった。 事の 成否 は 長 藩の 運命に 關 して ゐる。 事 若し 成れば、 長の 勢力 は 公武 和合の 主力と なる C 

が 若し 不幸に して 失敗に 終れば、 更らに 再起の 機運 を 待つ まで、 返いて it を 養 はねば ならぬ C 一藩の 運命 を 一 

C  たく  ちう げん 

枚の 舌に 託して、 單身 中原に 遊說 した 一幕 は、 觀客 をして、 覺 えす 手に 汗 を 握らしむ る ものが ある。 長 井 は實に 

ふうぼう 

戰國 策士の 風 率を備 へて ゐた。 

薩の 虚に乘 じて、 ドッと 中央に 押し出した ところ は、 長の 爲 めに 意を强 うする に 足る が、 敬 親 も 井 も、 共に 

いささか 佐幕に 傾む き 過ぎて ゐた。 時が 時であって、 文久 一 二 年の 頃に、 幕府と 緣 切りの i はが 出来 やう 普 もな 

いが、 主とするところが朝威の恢 ；^^- にあるならば、 長 井 は 敬 親 をして 何故に、 先づ 朝廷に 周旋の 勑命を IF+f し 

たと へ  . -, 

めなかった か。 縱令參 鋭の 途 であると はいへ、 最初 幕府に 就いて 公武 周旋の gAI を 受け、 幕 命 を i して 朝廷に 臨 

むの 形 をと つたの は、 何の 理. H に 基く にせよ、 是れ 明かに 長 井の 一失で ある。 これが 爲 めに 長 藩の 進 返 は； 大 下に 

疑 はれ. 勅使 を 避けて、 途を變 へなければ ならぬ 羽目に も 立たねば ならな く， なった ではない 乎。 また これが 爲め 

に 朝廷から は、 『is 詞 似寄り』 の 詰責 を受 くるに 至り、 同鄕の 志士から は、 姦賊 の!^ り を 受けて、 藩 論 をして 遂に 

一 變の 外な きに 至ら しめたで はない か。 

長 井は餘 りに 獨カ を恃み 過ぎて ゐる。 事 を祕密 にす る 必要から、 自然 他と I るの 危險を 避けた ので も あらう が、 


餘 りに 在野 志士との 懸 k が SI だし 過ぎて ゐる。 彼れ の 知己た る 周 布 政 之 助 すら、 文久 二. iiK 壬 戌〕 に は、 旣に 彼れ 

あ ひい 

を 離れて ゐる。 彼れ は 何故に 在野の 志士と 今少しく 接近して 置かなかった か。 ii 國 論と 尊攘 論と、 到底 相容れな 

いと 考 へても、 歸 すると ころ は國 力の 統一 である。 在野の 急進 論と 腕 を 組んで、 在 朝の 士が IE 國の 大局へ 押し 進 

さよ  ゆうが ふ 

んで 行く ことに、 何の 險 りのあるべき でない。 薩の强 味 は 朝野の 融合で ある。 接近で ある。 西鄕、 大久 保の 如き 

hi ん けつ 

人物が あって、 よく 朝野の 問を聯 結した からで も あるが、 長に その 事の 行 はれぬ 现山 はない。 .^來長人は策略に 

富む。 却って 薩人 の鈍靈 なる に 及ばぬ 結果 を见 るの は、 策に 巧みなる の 致す ところで ある。 久阪の 尊皇と、 -ぉ井 

の 開國と 彼れ ほどまでに 大 衝突 を 演す るに 至った の は、 何としても 長 州 勢力の 爲 めに 惜しむべきであった。 

【九】 毛 利 敬 親と 島 津久光 (三) 

久 光の 東上と 毛 利 定廣の 入京 

あ ひう  とうえい 

文久 二.^ 〔壬 戌〕 の 薩長 は、 金石 相维 つて 火を發 する の觀が ある。 長井はニ月ニ十四日、江戶城中柳の11に登ぉ^:し 

て、 公然 敬 親に 公武 周旋の 幕 命 を 受けた。 敬 親 は 幕府の 態度が、 鬼 角 勇 斷を缺 くので、 三 n 三 rn 登 督の砒 り、 久 

世 大和に 面談して 『今日に 及んで 斷然 たる：^ 心が なくば、 今に 西 國の雄 藩 巾から、 朝廷 を 奉じて： 大 下に 號令 せん 

あん  あんし  し  ほゼ  ； -t-  ,  二  < 

とする ものが 出ない と 限らぬ ぞ』 と、 暗に 薩 州の 態度 を 暗示して、 かと 決心の 臍 を 堅めさせ， 越えて 十日-技 力 

^！^進し來れる畏州-派  三 


大西鄕 傳 第二 卷  九 四 

お £ き まち 

を 京都に 派遣して、 內議を 窺 はしめ た。 長 井 は 正 親 町三條 0 手から 内 勅 を 受けて、 四 月 十四日 京都 を發 して、 江 

戶に歸 つて 来たが、 計らす も 島津久 光、 大兵 を 提げて 上す る 0 一大事 件が 起って、 ここに 薩長 兩 藩主 Q 肩と 肩 

あ ひま  ， ， .3 

とが、 將に相 摩せん とする 勢 ひ を 生じて 來た 

ナぃ つ  う.，： * しう  たり あぎら  つ 

久光 15^ 上の 報 は； 大下 0 浪士 をして 攝の ii に 雲集せ しむる に 至った。 將 に齊彬 0 遣 志を繼 いで、 尊皇の 大彀を 

I： べんと する 久光を 擁して、 一大 快擧を 企てん とした 爲め である。 久阪、 高 杉の 兼 進 黨は薩 藩 浪士と 氣脈を 通じ 

お ま 

て、 此の 機 を 逸せす、 回天の 壯擧 を擧げ ようとして ゐる。 京都 QIK は實に 尊皇 論 を 以て 蔽 はるる 形であった。 長 

藩で はこ 0 形勢 を 危ぶみ、 こ 0 危急の 際、 藩主 父子と もに；：： i 戶 にある は、 萬  一 0 場合に 取り返へ しのつ かぬ 事に 

5 うでう せへ 么  い-つ 

なるとい ふので、 北條瀨 兵衞を 派して、 孰れ か 一人 は歸藩 せらるべき を 進言した 

そこで^^^！！は、 gj 月 十三 日 江 戶を發 し、 東海道 を 下った が、 此際 京都 を 一 ® しないの は、 長 藩 0 勤皇 心 を 

なか やまだ よし  らうし おんぶ 

つくる も 0 であると 0 注意 を 受けて、 二十 八日 京都に 入り、 中山忠 能の 手を經 て、 公武 周旋、 浪士鎭 物の 宣皆 

を拜 する に 至った。 宣 旨に 曰く、 

ぜん  し 

宣  旨 〔文 久ニ年 五月 朔曰〕  , 

其 元、 此度 通行に 付、 暫於， 1 京都-滞在 候樣、 頼 思 食 候 儀 者、 元 來其家 之 儀 者、 元 就 卿被レ S1 朝廷 r 候 儀 共、 今 

更 御沙汰 も 事 新 候。 右 等 御 由緒 も有レ 之、 兼々 殊に 思 食 も 被 レ爲レ 在 候處、 先達 父 大膳大 夫、 戎夷 践扈、 御國威 


逡巡之^^を被ニ相歡？ 勤王 之 志 を 主と し、 幕.：：^ を 助け、 至 治 之 基本 を 被：， 立 度 趣意に 而、 柳 營申談 之 上 公然と 

公武 之 御 間に、 被 1 一 周旋？ 全く 叙 慮 之 被， 爲， 向 候虚、 幾^E;1にも丹精可，有レ之趣、 {ぉ 臣 .a;^ 井 雅樂、 委曲 之 事情、 

. ： . - . ,  厶厶厶  <1< "厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶<1 厶厶 AAA 厶 

.2: 々言 ト へ 國忠之 段、 深 御滿悅 被：， 爲， 在 候。 然處、 雅樂 儀、 俄に 歸府 に付而 者、 火膳大 夫建门 之 匕：： 趣、.^, 一徹 

底？ 御殘 念に 思 食 條處、 幸 其 元 上京に 付而 者、 父 朝臣 之 深意に 隨ひ、 程 克^ 旋. お， 之、 御依顿 被， 爲，， ：^:^。 

此段内 々可 ニ申逮 一と Q 御沙汰 候 事。 

佤、 常時 浪士 蜂起、 鎭靜 之處、 內々 島 ili え 御沙汰 被， 爲， 在 候 得 共、 其 藩に K 候聚も 不レ少 皆に 付、 同樣 取締 

並 方今 非 $5 之變、 何時 可, 生 も 難レ： ^形勢に 候。 其 節 者、 薩 州と 力 を 八 U 、可， お， I 鎭靜之 計 ？是乂 御沙汰 被， 爲 

レ在候 事。 

と 0 御沙汰であった。 

要は (一) 毛 利 {囊 は 先祖 毛 利 元 就 卿 以來、 勤皇 Q 精神に 富む お 家柄で あるから、 此ほ  一；^、 父子 力 を 協せ て皇 

朝の 爲に盡 力せ よ。 (二) 父 敬 親 Q 周旋 力、 に 感心 と^じて ゐ たが、 中途から 念に 長 井が. 退京した ので、 敬 鋭 

力の 趣^も、 ：！： だか 不徹底 0 憾みが ある。 幸 ひに 汝 の-上京 を 兌た Q で、 此上 とも 父.^ 協力して、 ：：^^ 旋 する 

けい キ； よ i うどう 

やう。 (三) お！： 人の 中には、 お 州 人士 も 少なからぬ やうで あるから、 -! i 州と 協问 して、 ：„ ^して 輕舉 1}^ 動せ ぬ や 

う 注意せ よ。 と 0 御内 意であった。 

ラら ゅキ」 え  -v^ つ  ご ないし 

之れ に對 して、 定^ は 浦靱負 をして、 巾 山忠能 卿に， 説せ しめ、 更に 左の やうに 御内 匕！： に^して 伺 ひ を 立て、 お 

進し 來れる 州！^  九 五 
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問 0 點を钆 さしめ てゐ る。 

一、 慮 之 被：， 爲レ向 候處、 丹精 仕 候 俵、 大膳大 夫、 兼 而之所 志に 御座 候處、 長 井 雅樂歸 府に忖 、建.； I： 之 旨 趣、 

未 レ致ニ 徹底？ 御殘 念に 被 二 思 召 I 候 段、 何共 奉 11 恐 人 1 候 次第に 御」 M 候。 右不 M 徹底 一之 儀に 付而 者、 何 ぞ御入 

割 之 趣 共 無 ，1 御座 1 哉。 其 段委， 1 被 二 仰 聞 1 候 はば、 早速 大膳大 夫え 可- 1 申 聞 1 と 奉：， 存候 事。  - 

1、 大膳大 夫 深意に 隨ひ、 程 能 周旋 可, 仕 ぼ、 長 門 守 〔定 廣〕 力の 及 精勤 仕度 奉 レ存候 得 共、 部屋 住 之 身分、 

建. 一條に ぉゐて も、 委細 之 次第、 承知 不レ 仕儀に 付、 唯今 御請 申 上 候 檨雞, 仕、 早速 大膳大 夫え 可 二 申 聞 一 

候 間、 暫之 間、 御猶豫 被， 1 仰附 1 度、 奉 レ願候 事。 

一、 浪士 輩之镜 者、 可 レ成丈 取締 可 レ仕候 得 共、 意外 之 儀 者、 心底に 不レ任 候 付、 不レ惡 被き 召 置 1 可レ 被：， 下 候 

わ-つ，^ ながら  あ；： S ひさ 

I、 非常 之變 は、 乍 レ繙、 人 數相帥 ひ 居候に 付、 薩 州と 精々 申 合、 可 レ奉レ 安 U 宸襟ー 候審。 

長 門 守に 任宫 せる 毛 利定廣 も、 未だ 世嗣 Q 地 を 脆せ す、 部屋住み 0 身であって みれば、 然 らばと 許り、 ；大： 卜 0 

大事 をお 引受け は 出来ぬ。 精々 盡 力と いふ 位が 關 0 山で あるが、 長 井一 件 は 胸に 閊 へて ゐる。 何 か 人 組んだ 譯で 

つ り いと  ちんぶ  ， 

も あれば と、 一寸 釣絲を 垂れて ゐる。 浪士 鎭撫は 手に おへぬ かも 知れぬ と は、 味 ある 答へ である。 

う よきよ くせつ  さ だ ひろ  * 

文 言は頗 ぶる 紅餘 曲折 を 極めた も Q であるが、 當 時の 形勢に おいて 定廣 Q 地位と して は、 先づ此 Q 邊に 止まる 

の 外はなかった であらう。 どうも 長 井遊說 の 一件から 謗詞 云々 の 一件 も あるので、 その 氷解 を 得ない 上 は、 長 藩 


の 立場が 公明に ならぬ。 その 邊 意味 は 充分に 含まって ゐる。 

巾 山 忠能卿 は、 右 長 藩 世子 定廣の 質 義に對 し、 五月 五日、 左 0 辯 明 Si を與 へ、 朝 i3H、 意の；：^ すると， ころ を、 袖 

足して ゐる。 

^んレ ベ， V 力 f、 ) よ 

宣 旨 辯 明 書 〔中 山忠 能〕 

一 、 國忠之 段 御 滿悅之 事。 

I  、 父 朝臣 〔敬 親〕 深意に 隨ふ 事。 

じゅうり よばつ こ 

右 者 長 井 雅樂演 舌 を以、 言上に、 大膳大 夫戎處 跌扈、 御 國威逡 巡 を 被, 歎 候而、 外 藩 幕府 之 政事に 不, 携禁 

制 も 有レ之 候處、 其 儀に 不, 拘、 諸 有司 を說 得し、 公然と 武之御 に^ 旋之 潘臣之 名分 を 正し、 先年 

來、 遠 勃 之麼、 田 安中 納言 上京、 御理 可, 1 申 上 T 周旋可レ致と^^^5^、 年 來御國 政、 關 一双え 御. S 任に： lli レ  1^、 

えしきよ く 

藜府諸 有司 之 存意を 御 掛酌被 レ爲レ 在、 折角 之 思 召 を も、 婉曲に 被 二 仰 出 1 候 故、 叙 慮 之 御 3〕、^ 徹不, til- のみ 

ならす、 却而 公武 之 御 問 柄、 如何 之 儀出來 いたし 候 故、 此 後者、 何 S も斷 然と. P レ被ニ 仰 出 1. ま、。 左 候 はばお 

お も 恐 入拜服 可, 致、 何事 も斷 然と 被， I 仰 出 1 候 はば、 、一 土人 は 素より 雅樂も 叙 慮 之 被, 爲， 向 候 處に隨 ひ、 幾 

^5|にも周旋可レ致と0事0  , 

一、 離：：： 之 旨 趣 未 レ致ニ 徹底 1 御殘 念に 思 食 候 事。 

_f 進し 來れる 長 州 派  九 七  . 
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右 者、 長 井 雅樂、 半途に 而引戾 に 相 成 候 者、 全 於- -關東 T 安藤 對馬守 出、 以下 事々、 幕政 不正に 付而 者、 

大瞎大 夫 周旋 之路 も、 相 塞り 候に 付、 右 周旋 も 辭返之 由。 就而 者、 關 東え 建白 之 趣意 不レ 致-徹底 1 候而、 忠 

誠 も {4! 敷 相 成、 御 國是も 難， 1 相 立 1 段 を、 御殘 念に 思 召 候 事。 

旦、 井 雅樂差 出 候 建白 之 儀 者、 先 御 國是、 右 樣之御 事 にても 可 レ有レ 之 哉。 誠に 書取 差 出 候 迄 之 儀に 而 

朝議 者 勿論、 上 列藩より、 下 に 至る 迄、 高等 之說、 有 レ之候 はば、 其 說に隨 ひ、 違 儀 無 レ之候 3 曰、 言 

上 候。 但、 右建^«中、 ^.^B.  ,0pfK0f£. 伊 II ふ A に 得 共、 是等は 主人 

A  A  A  A  A  A 厶，： A  A 1 ド^. i  J^、 ー厶、 ひ A  !-， ド、 

被 二 上京 1 候 はば、 委細に 御 辯 解、 可， 被 レ爲レ 在 候。 併開國 航海 之 儀、 第一 御 國體變 動， ォ -1 容易 i に 付 

li^^^^£^,^、 天下 之 衆議 被 1 一 聞 食 1 候 上 之 御 事に、 可 レ在レ 之と、 御沙汰 候 事。 

一 、 浪士 鎭靜之 事。 

右 者、 浪士 勤王 之 心 を以、 i!! 候而、 被レ惱 11叙 慮 1 候に 而者 無レ之 儀、 申 迄 も 無 レ之候 得 共、 叙 念 も 被 レ爲レ 在、 

關 東え 被 二 仰 下 一 候 儀 有.， 之 候處、 自然 暴發 等、 有：， 之候而 者、 叙 盧之處 も 齟齬に 付、 只々 朝廷 之 御處分 を、 

鎭靜に 相 待候樣 にと Q 事。 

右 こて 朝 意 0 存 する ところ は、 略よ 明瞭と なって ゐる。 毛 利 敬 親 0 忠誠 は、 充分に 朝廷へ 通じて ゐる。 叉た 長 

井 演說の ^^曰 も、 よく 解って ゐる。 併し その ii つの 中には、 言 ひ 過ぎ 0 點 がないで はない。 所謂る 『謗詞 似寄』 

0. 點も あるが、 之れ は I 親 直々 に 上京して すれば、 疑念 も 氷解しょう。 浪人 共 も そ Q 忠誠 は 尤もで あるが、 


ぜ廷 から は ist 府へ 命ぜられて、 夫々 道 を 踏んで 朝 意 ひ 達せら るる やう、 手順 を 踏んで ゐる こと. たから. 無閱 な" 

をせ ぬ やうに との 意味で ある。 

而 して 『ig 阈』 卽ち 『航海 遠 略』 0 議は、 我が 國體 にも 關 する ことで あるので、 輕々 に はお 許しがない と ある 

の は、 最も il- を 要する 點で、 畏 井進 說 0 服 目 は、 これで 完全に 否定され てゐる ことが 分明で ある。 

【十】 毛 利 敬 親と 島 津久光 (四) 

表面 は 提携、 裏面 は鎬を 削る 

f  、 鉱 i して 皇 事に さう とい ふこと は、 此 際何處 から 出て ゐ るか。 朝廷から か、 ，s 州から か、 畏 州から 力 

勺は间 じで も、 志 は 一 つで も、 兩藩共 に^ん i を 異にし、 行 掛りを 異にし、 殊に 感情の もつれ は、 解かん として 

解く 能 はぬ ものが ある。 表面で は、 久光も 敬 親 も、 共に 乎 を 取って 國 難に 當 らうと はいって ゐ るが、 -3 面で は J 銀 

を， g つて ゐる。 正に^ T 滅 酽 すと いふ 形で、 時には 刀ク i が當 つたの 常らぬ の騷 ぎで、 血 0 雨 を 降さん づ" み S も 

ある。 

ていけい うん どク 

兩ル浒 0 勢力に：：；： を i 古け た S は、 5 お 含が 一番 早く、 且つ 熱心な 聯合 論者で もあった ひで、 此時の提携^^^も 或 

ひ は、 お 介 あたりが 火元で あるか も 知れぬ。 

恭 進し 来れる- J^H 州 派  九" 


太 西 鄕仝傳 笫ニ卷  一 〇〇 

. えう  たし  せ んキ J ん 

島津久 光が 兵力 を 擁して、 東上して 來 たこと は、 糙 かに 朝廷に 千钩 0 直み を 加へ てゐ る。 岩 倉 も 火い に 之に 力 

を 得た に 相違ない が、 ィ ザと いふ 場合に、 久光 一人で も 心細い 感じが する。 そこに 乘り 出して 來 たのが、 毛 利 敬 

親で ある。 そこで 智謀 0 岩 倉が、 早く も 長 藩 0 勢力に 眼 を 著け、 『そ 0 舟し ばらく』 と呼び.^=^めた形でぁる。 

ち ぐラ 

薩藩 0 堀次郞 が、 始めて 岩 倉に 面會 した 0 は、 文 久ニ年 〔壬 戌〕 三月 十二 日で あつたが、 後日 知遇 を 得て 岩 倉に 

さ 二く 

語った 際に 『最早 や 今日 御 時勢と なって は、 鎮國 から 開國 へ轉ぜ ねばならぬ』 と 論じて ゐる。 岩 倉 も 之に 同意 

*x か  ちゃうせ つ  ぎ げん 

を與へ 『長 州 0 長 井 雅樂も 足下と 同 論で あるが、 彼れ は餘り 辯に 委せて 長 舌 を 振 ふた で、 公卿 間 Q 機嫌 を 損じ 

てゐ る。 漫 りに 饒舌って はならん ぞ』 と誡 しめて ゐる。 

薩藩 0 堀と 長 藩 Q 長 井との 近接 も、 想像が 出来る。 四月 十六 日、 島津久 光が 奉った 意見書 0 巾に、 朝 威 を 以て 

幕府 改革 を斷 行す る 上に、 

一、 前件 之 儀 被 11 仰 渡 1 候に 付而 者、 乍レ恐 朝廷 御 威光、 不 レ被レ 立候而 者、 幕 役 共、 遵奉 仕 候 儀、 懸念に 奉レ存 

候 間、 1< お 一一  1 hi 一 御 內勒被 1 一 相 下 T 若 幕 役 共、 違 勒之趣 も 有：， 之 候 はば、 速に き 貝 仕 候檨、 被 二 仰 渡 一度 事。 

な こ i ん 

と 巾 出た 0 に對 して、 岩 倉 • 中 山 • 1^ 親 町 三條卿 等が、 何 藩に 内 勅 を 下すべき や を 協議した が、 席上， 岩 倉 は、 

『夫 は 何 を 措い て も、 長 藩が 第 一 だ』 

じ ◊ す ゐ  いかう  .  > 

と、 先づ長 藩へ 薩州 同檨、 皇 事に 盡库 すべき 内 刺 降下 を 主張し、 堀 次郞を 通じて 久光 Q 意嚮 を 問 はしめ てゐる 

^Jれは岩倉が、 薩藩 機嫌 を 損じ はせ ぬかと 0、 瀨 踏みで もあった らう。 


细は I： 十速久 光に 右 0 次第 を 語り、 久光も 固より 『大名 二三 藩』 といって ゐる 以上 は、 長 州 も肚. S にある ことで 

あるので、 IS 心 同 力しょう とい ふ返詞 をした。 當時岩 倉に 與 へたる 堀の 『口上 覺』 に は、 次の 如く 記して ゐる。 

口上 覺 〔丈 久ニ年 四 月 二十四日〕 

昨夜 者、 || 更參 殿、 御 妨穴丄 1 申 上 1 候。 其 折 被 11 仰 聞 1 候、 長 州 云々 之 一條、 おと 和 泉 〔久 光〕 え 申 聞 候處、 此節 

. 上济、 奉-言上 1 候 旨 趣、 乍レ恐 被レ惱 -1 叙 慮-候、 御 一端 を奉レ 安、 大義 明 .s、 人心 一 和、 ；入下 挽回 之 基本、 貫徹 

仕度と 之義 に而、 廣權を 取、 功名 を 立 度 存念、 毫も 無 11 御座 T 前條之 儀、 成就 仕 候 道 御座 候 はば、 下 匹夫 之 命 

ケ i-i4^ls^li 優 次 に 御」 fe^ir 長 州 若 侯 C 定廣 3 上京 相 成 候 はば、 何卒 懇に被 二 仰 下 T 必御 f は 被, 下 候 

様、 奉， 一 願 上 一 候。 志 諸 藩 者、 同心 間 力、 御 奉公 仕度 心底に 而、 長 州 之 指揮 を受候 而も 不レ苦 依に 御座 候 

宜敷御 汲取 被， 下 度、 奉， I 懇願 1 候。 以上。 

戌 四月 廿 四日.  堀 次 a? 

お 介" 少將樣 奉呈 左右 

/一と ひっぷ *; せん 

勤皇 誠忠の 志さへ 同じき なれば、 譬ひ 匹夫 下賤の 者 0 命令に も從ふ 程に、 S 心 ひ？ _i めて^ 上した 次 あで あるから 

.4i 州 O^Egt を 受けても、 少しも 苦しく は存ぜ すとの 返詞 である。 それ 程の 純情で はない にしても、 久^が 此の 心 

でゐ て".. 犬れ れば、 岩. の 誘 長^も 樂に 運ぶ 譯 である。 

. お 進し 來れる 長 州 派  一〇 一 


大 西鄕. ^傳 第二 卷 

*  て はや、 

一方 1 則で も、 在京 Q 藩士、 郞 兵衞、 北 簾 禱の兩 人から、 『近々 世子 篇廣 入京？ It 力 

ら、 何卒 その 節 は、 I 侯と 同樣 に、 iio 御 II はりたい』 と、 申入れ て 来た。 これが 囊 入京に 際 

し、 中山忠 能よりの 宣 3 曰 御賜授 となった 譯 である。 

岩 食が 中 山に 與 へたる MM に、 此間 0 消息 を傳 へて ゐる。 書に 曰 ふ。 

岩 倉より 中山忠 能に 贈る 書 〔丈 久ニ年 四月 サ 八日」 

拜承。 御 安全 恐 I 候。 然者、 過 曰 I 書 返上 II。 實者、 未た 不 I 取ハ 養 返上 候。 恐 人 候 得と も、 

今一 應拜 I 上き 一 咋日來 も、 f 御 心配 春、 御 尤に拜 承 候。 昨 I 朝、 一昨日 北條 i 兵衞〕 I、 宍 

§ 郞 兵衞〕叉面 會、 f 成 卿 〔正 親 町 一二？ 申入 置 候。 %  a 拜承、 謹 も is 

I  一一 一一 大名へ 內 f 謂ふリ ききず 一 ど雾驴 ^ 0 外 所存秦、 a 言 堀え 

面會 II 得 共、 外 は 多分 六ケ 敷哉。 土 州 位 之 事と 存候。 今夕、 北條、 成 卿へ 罷：^  ^11 滞 

在奠 出 i に 候。 ff^. 偏に 公武 之 御 間 周旋、 大道 を 明に し 來り 纏、 深々 御 f  、 和 州 〔久 光〕 J 

京 御沙汰 春、 御 受有， 之續、 心觀暑 候と 申 事、 囊之 心得、 次に I 士取鎭 と 中心 得に I 候。 右 は 

宍ョ • 北條 等え ゆ 入 置 候。 深 難 V 有が り 居候。 • 成 卿 へ は、 昨日 申入 置 候。 云々。 


-お介 が 藤 州と 共に .4^ 州 を 乎 中に 収めよう とする 吐 0 中には、 鬼も^、 文久政 ^轉 1! が、 ひどく 波立た しめ 

てゐ た。 朝廷 朝廷と は 云 ふ もの Q、 實は 朝廷に は 一兵 も 有せられ ぬので あるから、 岩お が薩州 努力で^ ほ 小 安 を 

寸ぢぁ ひ 

感じ、 更に 長 州 を も 加 へんと 考 へた 0 は、 有り得べき 筋合で ある。 

し A< づ ひさみつ 

文 久ニハ 卓 〔壬 戌〕 三月、 島津久 光柬上 01 次第 は、 笫ー卷 中に おいて、 詳しく 前後 0 關係を 述べて © いたから、 之 

* うり たかち か  4* うけい 

れを再 言せ ぬ。 ここで 毛 利 敬 親と 島津久 光と 0 政局に おける 地位 を 顧みれば、 久光は 大勢に 乗じ、 敬 親 は 小徑を 

登る Q 形であった。 久 光が 虹 0 如き 意 氣を以 つて 四月 十日 大阪に 著し、 十一 一 伏 見に 入り 來 つた 當時 は、 ：大 下 0 

奥 If 二 身に 集む る 0 勢 ひであった。 齊彬 0 餘烕も あり、 西 鄕、 大久 保の-藤 名 も 加 はって ゐ たが、 r:^ に^ 久 光が 

勒皇 0 軍 を舉げ ると いふ 評判が、 京 i 0 尊攘 論 を 沸騰 せしめた 0 であ. る。 

久光は 敬 親 0 公武 周旋と 大差の ない 考へ であるから、 伏 見 寺 W 屋で、 间 藩士 を 斬って、 過激 主？^ でない こと を 

お ほ はら ぢう とく  お 

公明に した。 國 の浪士 はこ Q ー擧 0} 爲 めに、 多少の 失望 はした が、 久 光が 刺 使. K 原 i 德を 奉じて、 關 is- に 押し 

ド つた S- の 勢 は、 日輪 を 背景に して 戰 場に 臨む の 姿が 見える。 勒 使が 六月 七日、 y 戶に 著した のに、 毛 利 敬 親が 一 

さ 

H の宪を 以て、 六月 六日に、 江 戶を發 し、 道 を 中. E 道に 避けて、 上京した の は、 励使に對して禮を失するも^^：しぃ 

と、 藩 Q 志士が 威猛 高になる ところに、 薩長 Q 地位が 讀 まれぬ でもない。 

ケ、 た、 敬 親の^ 人的 優劣 は 他 m の 論と して、 政局の ト： から 見れば、 此 時の 敬 親 は 一 ぉを久 光に 輸 せざる を ぬ。 

！！：^-進し來れる-^：；^州派  一 0 三 


大西鄕 4- 悸 第二 卷  一 〇ra 

誊 

薩 派が 隊伍 堂々、 歩武 を 揃へ て 進軍す るに 比して、 長 派 0 足 並 は 頗る 亂れ てゐ る。 それ は 長 井一 派と、 久阪 一派 

ナん かく  かう かいえん りゃく  くわい らんで うぎ  かくぜつ 

と Q 懸隔が 餘 まりに 甚 しいから である。 『航海 遠 略』 と 『廻瀾 條議』 とが、 餘 まりに 隔絶し 過ぎて ゐ るからで あ 

だんけつ  ゅづ 

る。 長 州の 人物が 薩 州に 劣った ではなく して、 人物 0 圑 結が、 薩に 一歩 を讓 つたから である。 長 井 を 始めと し 

て、 厨 布、 木戶 等と、 久阪、 高 杉、 宍戶 等と、 東西 相應 じ、 車の 兩輪 となって 、大八車 を 押し出して ゐ たなら ば、 

文 久ニ年 〔壬 戌〕 0 敬 親 は、 或は 久 光と、 其 0 地位 を 代へ てゐ たか も 知れぬ。 

【十一〕 松 除 門下の 蹶起 

文 久ニ年 〔壬 戌〕 Q 薩長 は、 寵 虎相兑 ゆる 0 形で ある。 雲 を 喚び 風 を 起し、 相 競うて 風雲に 乘 ぜんとした。 長 井 

そ う 

の 周旋 は、 功 を 奏せなかった とはいへ、 長 州 0 主力 は、 是 によって 始めて 中央に 伸びた。 敬 親父 子、 相 前後して 

あみ  fco 

朝 幕 0 間に 身 を 進め、 一網 打つべき 機運が 熟しつつ あった。 長 井が 作 戰を誤 まった のと 獨カ を恃み 過ぎた 0 と は，、 

てつ  かう えう ひつ さ 

期 年なら， f して 一 躓 を 来さし めた。 薩 久光は 『公武 合體』 『皇烕 振興』 『幕政 變革』 0 三 大綱 要 を 提げて 現 はれ、 

ばう じ  えう  もお 

長 Q> 『誘 詞』 に 行惱ん でゐる Q を 尻目に 見て 關 東に 押し 下った。 勅使 を 擁して 『三 事 策』 を 齎らし、 意 氣揚々 と 

がいせ，^  かう がいげ キ れつ 

して 海道 を 引 上ぐ る 時 は、 正に 凱旋 將軍 0 勢 ひであった。 『浪人 共 尊皇攘夷 を 致 二 主張 T 慷慨 激烈 之說 を以、 交 を 

四方に 結び、 或は 大老 を 刺し、 或は 夷人 を戮し 候より、 幕 役 共 取締 之 嚴令を 一 卜し 候處、 彌奮發 仕、 近頃に 相 成、 

う， てぶ  な まむき ほふ 

殊に 致 一一 增長 1 終に は 不一 1 容易 1 企に 及 候 哉に 相 ii え 申 候。』 と^きながら、 部下 は 英人を 生麥に 屠って 西 上し 來 つた。 


くわん し うじのみ や あきら しんわう  - 

勸修 寺宮晃 親王 は、 久光 0 英姿 を 想望して、 . 

薩州 老將髮 衝：， 冠。 天子 百官 免 11 危 難？ 

英氣瘰 々生麥 役。 海 邊十里 月光 寒。  . 

さ-つたぐ 

と薩 侯の 意氣 を稱揚 して 已ま なかった。 生麥の 一事 は、 實 に草澤 0 志士 をして、 快呼禁 する 能 は ざら しめた。 

常時 京都の 浪士の 中心であった 松 陰門 下 Q 志士が、 何で 薩侯 をして、 單り隆 々たる 盛名 に、 放置す る こと 

が 出来よう。 宜しく 藩 論 をー變 して、 大義名分 族 色 を 新に し、 尊皇攘夷の 大方 針に 基いて、 藩主 0 行動 を； 大下 

に 先んぜし めなければ ならぬ と考 へた。 血 氣の高 杉 は 曰く、 

なら ざき く さか 

『長雅 御 周旋 を 企 候砌、 榴崎、 久阪 などに も 相談 仕、 天下之事は鬼も^^も、 此度御 周旋 一條 は、 必， 御 國之大 

害 を 引出 候 儀に 付、 榴* 久 雨 氏 は； 大 下の 爲に盡 す 可し。 我 は 國害を 除かん とて、 亡命 之 殉義を 仕 候』 云々。 

かんぞく 

高 杉 01 擧は、 木戸の 留 むる ところと なって、 その 志 を 達しなかった が、 姦賊 斬るべし 0 論 は、 長 藩 志士の 間 

でんしゃう 

に傳唱 せられた。 

【士 一】 久 K 玄瑞の 長 井 彈劾文 

だんがい  く さかげん やね  ゎづ 

長井彈 劾の 先鋒 は、 何とい つても 久 阪玄瑞 である。 玄 瑞は當 時、 緩 かに 二十 三 歳の  一 ft ぼ 年に 過ぎなかった け 

れ ども、 夙に 松 陰に 學び、 松 陰，：： z から 推稱 して、 松 門 第一流 0 名 を 冠した 丈け に、 その 人物 • 精神 は、 や 然问志 

if 進し 來れる 長 州 派  一〇 五 
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Q 上に 在った。 後に 高杉晋 作の 投じ 來 るに 及んで、 二 秀才 を 以て 倂稱 された が、 高 杉 は氣を 以て 勝り、 久 阪は少 

にして、 旣 に臺閣 0 器を備 へて ゐ た。 

當時長 州 藩 0 志望 は、 そ €j 根義 を、 

一、 天朝へ 忠節 を 盡す事 

一一、 幕府へ 信義 を 立つ る 事 

三、 祖先 へ 孝道 を 致す 事 

三 道 を 一致 il,.^^ する 政策 を 立て、 之れ によって 藩 論 を 一定し、 進 返す るに 存 した。 敬 親 • 定廣 父子 0 周旋 も、 

如上 三 道 確立で あり、 隨 つて 長 井 任用と なった ので あるが、 Si 茶 は. お 井の 遊說に 依って、 却って 右三 道の 破 錠 

となる 傾む きを 生じた。 

此の 形勢 を 紙 i レ たる 久阪 が、 慨然 蹶っ! I、 長 井彈劾 0 運動 を 起した 0 は、 旣に 刑死した る 松 陰 一派の 尊皇 思想 

より、 斷 じて I ま i し 能 はざる ところで、 固より 必然 Q 歸趨 であった。 久阪は 五箇 條 0 罪 案を數 へ、 文 久ニ年 〔壬 

戌〕 三 月 六日、 左 Q 如き 彈劾案 を起艸 した。 

長 井 雅樂罪 案 S 久ニ年 三月 六日〕 

戊 午の 歲士氣 ii、 勤皇 之 御 盛 意、 i と 相 建 可レ申 之處、 譎詐 百 端、 厚き 御 思 召 之 御 直 書 を 反古に いたし 候 


+: 口田 寅 次， §、 赤心 報 國之志 厚き ものに 候虛、 豺狼 如き 府 0 奸 がに 引渡 巾 候^、 幕吏 共 は 其 大. ぬ 卿 を 乞 下 

し、 且間部 侯 を 要， するな どの 二 件 は、 ー簡存 居不， 申 候よ し、 吉 fflQ 留魂錄 にも 相 ：3- え ゆ 候。 i と 4,、 幕吏 共 

よわ 中 付 候 事に 候 共、 長 井 樞密に 居候 儀に 候 得ば、 取 計 振 も 可， 有レ之 0 處、 其 儀 無， 之、 急に Iti へ、 >s を轉 

し、 關 東に 連 登 候 始末、 國家 0 大耻 辱に 相 成 候 儀、 引出 申 候 事。 1-111。 

1 院 • 近衛 卿 • 尾 張 • 水 戶 • 一橋 • 越 前 •  土 佐. 宇 和 島な ど、 な 志の 御 方、 悉 ii を も 蒙られ 候 折 柄、 彥 

极に 媚を献 じ、 恐 多 も 御 E 升 進な ど 請受候 段、 千載 之 後、 公論 如何 敷 有, 之 候 S を も 仕出 候 lf!t。 

此皮 上檨 御旅 屮 にて、 御病氣 に御愤 被, 爲& 候而、 御 兩國の 人心 1.^ として、 御 ig 申 上 候 折 柳に お， 5 共、 

少敷も 職み す、 公 を 不測 Q 地に 御供 仕 候 段、 人臣 之 至情、 、仕方。 lilT 

戊 午の^ 己來、 於 11 ；大朝 1 も、 御 叙 慮 御惱被 レ爲レ 遊、 容 ならざる 勅 論 も有レ 之；^、： g 、此度 公武 御 八 rig を 名：：： 

とし、 實は外 夷 交易 御免の-棘 狀を中 下すな ど、 道斷之 振舞。 A 五が。 

ム之五 罪、 屹度^ 亂問， 被 レ爲レ 在、 内 匠 君の、 稹. S 源 兵 衞を御 除き 被, 爲, 成 候 故事 を以、 御 熟 ほ、 郎^^、 

爲レ國 奉 n 希 上 一： K。 己 上。 

壬 戌 三 巧 六日  久： 阪玄瑞 

1^ んぜ うち ラ 

^io 紛冗中 所 レ錄而 百 未レめ 一也。 i ハ戶 君。 將 T 以； 1 明 曰 一 ^^iii^^o  gs, ー內. はお 

^進し 來れ るお 州 派  七 
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I お^ 把 事？ 不レ 知備前 君。 斷 然爲， 之 否 也。 

J 二月 六日  誠  誌 

則ち 久阪 が、 長 井の 行動に 對 して 下した る 罪 案に 依れば、 そ 列擧 すると ころ は、 左の 五箇 條 であった „ 

第一 罪 藩主 勤皇 0 御 盛 意に 反した る 0 罪。 

第二 罪 吉田松 陰 を 幕府に 引渡した る Q 罪。 

第一 二 罪 大奸 井伊に 阿 附し榮 達 を 欲した るの 罪。 


第 四 罪. 病體 0 藩主 を 危地に 留め 顧みざる の i 


はんて う  うな 


第五 罪 氣 慮を惱 まし 外 夷 交易 を 論じた る 0 罪。 

之に 依って 斷然討 擧に出 づ べしと した 0 である。 久阪 は此書 を宍戶 丸郞兵 衞に呈 し、 藩 廳 の 決意 を 促が し 

たので あるが、 更に 四月 十 丸 日 〔文久 二 年〕 附を 以て、 同志 五名と 1) 署 して、 建白書 を 上った。 文に 日- 

長 井雅樂 彈  劾に 關 する 建白書  文 A  二 年 四月 十九 日〕 


ふ-」 つ さ 


此度、 公武 御 合體、 御 周旋 御手 切れに 和 成、 純然たる 勤皇 0} 御處置 有：， 之 候 第一 着 は、 長 井 雅樂、 譎詐 不臣 

之 罪 を 正す に 有 レ之候 儀 故、 浦大夫 上京の 上、 早速 三倏. 中 山. 大原、 其 外 之 御名 卿に 謅 せられ、 委曲 建. H 

に 相 成、 天 聽に相 達 候て、 國是 一定 基 を 立つべし。 其 言 Q 大略に 曰、 私 主人、 咋年 以來、 公武 御 周旋 仕 候 


は 時勢 慨歎 之 誠心より 發し候 儀に て、 幕府 をして、 年來 暴慢 0 過失 を 改めし め、 朝廷 0 御 t: 論 を； 奉 致さし 

め候覺 悟に 候。 此事、 周旋 中 付 候 家來、 長 井 雅樂、 一 己の 取 計より して、 奉 レ對， 廷 T 種 々失 禮之首 申立、 

幕府に, 1 致し、 終に 朝廷 0 御 不平 を 蒙り、 主人 最 前の 旨 意、 相 き 不：， 申 次第に 立 到り 候 段、 誠以、 奉 二 恐 

入 1 候。 雅樂之 不心得 故、 右 樣相成 候 儀と は乍レ 申、 私 主人に 於て は、 何とも 申 分 候 言葉 無レ 之、 誠 恐誠懼 Q 至 

に不, 堪候。 乍レ 左、 旣 往は不 レ咎、 來者は 猶可レ 追 候 間、 私幷 在京 役人 共 申 合、 是迄 0 周旋 は、 丸々 御斷 致し、 

雅樂は 嚴审： に 罪科に 行 ひ、 主人 早速 上京 仕、 純然たる 忠節 を盡 し、 叙盧相^1:-き、皇威御回復に相成候様有レ之 

、江戶 表へ 屮遣 候。 此段諸 殿下へ、 奉 二 申 上 1 置 候 間、 能々 御 亮察 被レ 遊、 御 序 之 節、 可：， 然； 大聽に 達し 候樣、 

懇願 候と、 被 1 一 申 分？ 雅樂是 迄 之 罪過、 一 々書取に 相 成、 委細 江戶 表に 被 n 仰 越？ 卽時 御處， ぼ有レ 之べ し。 其 罪 

べつじよ  らうら く  ぶ まん 

倏 に：！ I、 朝廷 を 蔑 如し、 公卿 を 籠絡 せんとせ しめ、 君 上 を奉レ 欺、 老ほを 侮慢せ し j?!f、 午歲御直|^::を以、勤皇 

の 御 盛 意、 御 示 被， 爲レ 遊、 士氣奮 興、 近時 稀なる 事に 候處、 雅 樂歸國 仕、 士氣を 阻み ま、 i^r 亩 《{贝 次郎. ^心 

誠忠の 者に 候へば、 雅樂 樞密に 居、 いか 樣 にも 取 計 ひ 振 も 可い 有レ之 候虚、 關 東に 引渡 候 事。 去年 五 c:、 、江戶 

へ 下り 候 節、 若殿 檨の御 盛 意 を 一言に 奉 レ挫候 事。 同 九：！^、 花岡驛 にて、 上様 御 不快 之 節、 御家來 一統 之、 御 

けんき やう ふく わい  •  ご はう 1^ ん 

:S 遣 を 不レ顿 御 來駕を 促し 候 事。 牽强 附會の 書面 を 以て、 ！ s?^ 上 之 御 方寸と 唱 へし 事。 安- 1 久世を 己の 助と な 

しが、 ！;。 君 上 並 御 末 家樣、 老臣 を櫊 き、 自儘に 柳 之 に 出 候 事。 百 五十お を 先知に 返し、 引 米 を 返し^ _i^。 

わいろ ないかん  らうら く  ，  ■ 

左 近 ニニ 沛 七兵衞 杯と、 度々 密談 致し、 賄 赂內簡 等、 巷せ し *。 稽. 人數 を餹 絡し、 自^の f3 衞とな 

^進し 來れる 長 州 派  一〇 九 
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せし 事。 薩藩此 度大擧 有レ之 候ても、 在京の 武士 を 以て 防ぎ 留候 檨、 公卿へ 申出、 薩 藩の 怒 を 請 候審。 右 之 罪 

條、 ーケ條 有：， 之 候 迚も、 中々 御 寬待難 レ有レ 之 儀に 候處。 右 數十條 相 餘り候 上 は、 一身 を寸斷 致す 共、 足り 

候 事に て は 無 レ之候 得 共、 格別 之 御惠み を以、 家名 斷凝は 不レ被 11 仰 付？ 身柄 切腹 被 n 仰 付 1 候條、 左樣相 心得 候 

段、 御沙汰 相 成、 公然 御 處置可 レ有レ 之 候。 此 手下し 無レ 之て は、 上樣 如何程、 御 忠節 御 立 被 レ遊度 思 召 候ても、 

朝廷に 於て、， 決して 御 信任 有 レ之間 敷、 H< 下 有志 之 者、 必す 承知 不レ仕 候と、 奉レ存 候。 是を第 一 着の 策と す。 

四月 十 丸 日  久 阪 玄 瑞 

佐 世 八十 郞 

久保 淸太郞 

中 谷 正 亮 

榴 崎 I 彌 A 郞 

れき 令-よ  めいせ ま  ささ 

现義 最も 明 白、 長井處 斷に關 する 方法 を歴擧 して 餘 さざる は、 明晰なる 久阪の 頭 腦を兑 るに 足る 翁に 擧 けた 

てきはつ 

る 罪 案 は 五 筒條に 過ぎなかった が、 此 時には 更に 之に 附加 する 扉 案 をも數 へ、 十一 筒條 の罪妝 を摘發 し， 直ちに 

切 股 仰せ 付ら るべき こと を 進言して ゐる。 

越えて 七月 四日に 至り、 久阪は 更に、 三度び、 彈劾 建白 を爲 し、 長 井の 罪狀を 追求す る こと、 露に 痛烈 を 極め 


てゐ る。 

長 井 雅樂彈 劾 建白書 〔文 < 二 年 七月 四日〕 

V んぽ ノ 

不レ憚 11 忌諱 1 申 上 候。 今般、 諸 藩、 御先 達爲ー ilK 下 T 御盡カ 被：， 爲レ遊 候 御 盛 意、 感 佩に 餘 ある 御 事と 奉； 候。 

然虚、 今 11 之 御 周旋 は、 午 歲違勒 之 罪、 嚴 重御釓 明有レ 之、 璽大之 叙 慮、 相^ 不：， 巾候而 者、 人心 一 和 之 基 

本、 相 立 候 事、 決而 之 敷、 神 國開鎖 之 論 は、 君臣 之 分、 正邪 之 辯、 相 立 候 上の 事と、 御着 眼 可 レ被レ 遊 

候。 Sf; 臣之 分と 中 は、 ルー 午 六：：：： 廿ー 日、 幕吏、 勅 詫に 背き、 條約 取締 候 儀、 ； 大地の 容 ざる 大罪に 付、 奸史 

嚴 Eg 被 11 仰 付？ 幕椅の 上に、 天朝の 尊き isil- ある を、 四 夷八蠻 にも、 明白に 相 示し、 事々 物々 の 上、 ；大 朝 御 尊 奉 

之 御 誠意、 和顯候 事に 候。 邪 之 辯と 巾 は、 追々 御 有志 之 御 方、 御愼 解に 相 成 候^ 共、 其資行 はれ 不レ 巾、 I 乂 

こ く かう 

天 勒に gz: き、 外 夷に 媚び 候奸 is{ 共来嚴 S 罰 を も 蒙らぬ 事に て は、 ：，^1 邪馄滑 仕 候に 付、 黑. n 分明に 和辨 に 候。 

右 申 上 候、 君臣 之 分 • 邪 之 辯、 明. S に 相 立 不レ申 候 事に て は、 幾 萬 年を經 候ても、 忠臣 義士の 英魂、： 大地の 

間に ttS 仕、 子々 孫々、 其 志 を 相繼、 櫻 w、 柬禪 寺、 坂 下等の 如き 察 も、 絶 ゆる^なく 出來 仕可レ 申、 とても 

人心 一 和と 申 事、 不 11 相 叶 I 候。 人心 一 和 は、 君臣の 分 相 立、 正邪 之 辯 分明に 相 成 候 上 は、 直 様 成就 可レ仕 候。 

个舣 御兩殿 ar  國に御 出張、 爲ニ： 大下 T 御 旋被レ 爲：， 遊 候 折 柄、 御內輪 之、 正邪 曲^、 條 然御釓 し無レ 之、 

さっさう 

wiHI 雜繰 仕候而 は、 萬 事 御 徹底 之 期お レ之 敷 候に 付、 片時 も 早く、 "11^ 度 御處？ ^振^ レ之度 奉レ存 候。 長 井雅 

Js^"..^ し來れ るお 州 ，#、  1 一一  . 
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.  1  一 二 

• 樂、 欺 i 賫 レ國、 容易なら ざる 御 慕 之 御 豪を讓 成し、 恐 多く 九重 之 上、 ん § 把き 蒙 i 之 1、 

引 雲秦、 重 i し、 御嚴命 を以、 切腹 不， 被， 仰 付 i は、 i 御 I 之 御 墓、 11 申 間，。 

內 i 酒の 如きの、 言 重大 之 御 周旋、 被， 爲， 寫霧、 御手 i  二 仰 付 一 候て は、 御 謹 相 I 檨に は、 

1 間 敷 i、 雅樂に 比し、 墨 を 担み 續、 一 方なら I に 付、 隱居 優 可レ 被-仰 付 i。  6、gf 

接、 暗に 雅樂秦 に I せられ 候 もの 共、 此御 大切の 場合、 要路』 還 f にて は、 大囊の IP 可き 

Is に 付、 實以、 姑息 之 S 打破、 好 I し、 邪 を 雲 時 は、 御 國是一 新ヌ仕 は、 申 も g に 候 

間、 御ま秦 邪、 早速 御 I、  iipf 候而、 雲 下 il、 正邪 之 辯、 梠立 I、 精々 

I 旋、 不レ被 レ爲レ 寫 而は、 乍レ恐 御兩 殿檨、 御 滯京 被 レ薦候 御 I 無レ 之、 な I 下 之 人、 歲仕、 於 二 

鐘 痛く I 賴被 レ爲レ 雲、 御詮も 無， 之候檨相 成 候而 は、 實以、 不二 相 叶 一 候に 付、 明 寫囊、 早々 被レ 

爲レ在 候檨、 區々 嶁蟻之 心、 不レ 顧-忌諱 一 奉， - 歎願-候。 誠 恐 誠惶、 敬白。 

七月 四日 

久 L ス ，1 么 3fS 

. 久阪の 追求し 來る ところ は、 sir へ、 長 井 霞 は 申す に 及ばす、 長 井と 屋 にて、 蜃を i す s% 

滔を 始め、 10 1 警も、 此 霞げ て 一 掃し、 長 藩 重の 盛 意 を、 廣 MK 下に 公示すべき を 論じて ゐる。 

久阪 が何處 まで も、 その 初一念 を 屈せざる の 意 氣と壯 志と を 見るべき である。 


毛 利 敬 親 は、 當時猶 ほ；：： d 戶に 在った が、 久阪 等の 長 井に 對 する 囂々 たる 非難と、 天朝よりの 『謗 詞 似寄』 の 内 

ちラ らう や と ひ 

達 も あり， 遂に 長 井の 中老 雇の 職 を 解いて、 歸國を 命す るに 到った。 玆 において 長 井 は、 、江 戶を發 し、 甲斐 • 美 

濃路を 取って 大阪に 出 でんと した。 之 を 聞知した 久阪 は、 寺 島 忠三郞 • 福 原 乙 之 進 • 野 村 和 助 • 堀 眞 五郎. 伊藤 

__*^っげキ.^  こくかん 

春輔 等の 同志と、 長 井 を路に 要撃して、 ー擧 にして 國奸を 除かん と 企てた。 

時に 長 井 は、 、江 州 柏原驛 まで 來てゐ たが、 密告に 依って 此の 襄を 知り、 道を變 じて 山城に 廻り、 播州に 出で、 

歸國 する に 到った が、 藩國の 形勢 は兹 にー變 し、 藩 廳は長 井の 職 を褫楚 し、 親類 預けと した。 

【十一-一】 長 弁雅樂 遂に 斷罪 

何とい つても、 長 州 藩侯 父子の 進出 は、 勤皇 第一 主義で ある こと は 間違 ひがない。 然るに その 勤皇の や" の 周旋 

が、 却って 朝 意に 反する 形と なって は、 長 藩た る もの 一考せ ざる 能 はぬ。 兹 において 乎、 私 かに 朝廷の 御 露 意 

う. f^A  ら *, くわう 

を^って 見る に、 叙 慮は斷 じて 攘夷の 御精祌 であらせられ、 米^ 來寇 以來、 一貫して 變ら せられぬ ことが 刺 明し 

た。 朝 意が 攘夷で あらせら るるのに、 いくら 航海 遠 略を說 いて 見ても、 之 は 無駄な 話で ある。 無駄で ある 許りで 

なく、 勤皇が 却って 違 勅に なって 了 ふ。 然 らば 此際、 藩 論 をー變 して、 開 國論を 捨てて 攘夷論で 行く か。 壤爽の 

しんた "wil. うなん 

決行 は、 事 容易で ない。 長 藩 は、 に 進退 兩 難に 陷 いった 形で ある。 

玆 において、 國是 一定の 大會議 は、 侯 親臨の 席上に おいて かれ、 家老 毛利筑 前、 毛 利 伊勢、 益田彈 正、 00 

If 、進し 來れる 州 派  一 j 三 


大西鄉 全 傅 第二 卷  一 一 a 

負 を 始めと して、 井上 小豐 後、 周 布 政 之 助、 山 田 宇右衛門、 兼 重 讓藏、 宍 戶九郞 兵衞、 中 村 九郞、 桂 小 五郎 等が 

參 集し、 討論 數 日の 後、 鎖國 攘夷の 朝 意 を 奉じて、 一路 勇往 邁 ^ する ことに、 藩 論 一決した。 

藩 論旣に 一決した る 上 は、 改めて 朝 意 遵奉の 手績 をと る 必要が あるので、 敬 親 は 朝廷へ 上書して、 『謗 詞』 云々 

の 御 氷解 を 奏請し、 七月 十六 日 I： 文 久ニ年 ¥ 親 躬ら學 習院に 伺候し、 中山忠 能、 お E 節 f 三 iis、  ^«s,,  m 

みや さ だ いさ 

宮定功 諸 公の 接見の 下に、 左の 內勒 を傳授 した。 

一 、 長 井 雅樂、 申出 候 書取 之 内、 謗詞 似寄 之 儀 は、 一 件 旨 趣 及 演說候 通之歙 慮に 被， 爲， 在 候。 右 思 召 之 御 旨 

趣、 伺 取 方 相違 之 段 者、 自レ元 遠 察、 御水 解 之 御 事に て、 御 遣 念 不：， 被， 爲レ在 候 間、 以来 とても、 必 無，, 掛 

念 1 候との 御沙汰の 事。 

一、 去 五月、 被-仰 出 1 候、 勅使 關 東へ 被-差遣 1 候に 付、 被， 一 仰 出-候、 叙 念、 彌以 iti 相 成 候檨、 御 依頼 被， 

爲レ在 候 事。 

一、 長 門 守 〔定 廣〕 へ も、 先達て 被，！ 仰 出 一 候 通、 公武 極意 相 心得、 周旋 之 儀、 御 依頼 被, 爲, 在 候 事。 

玆 において、 敬 親 は 右 御沙汰の §3 を 奉じ、 一意 勤皇 精忠 を披& する の 意 を、 一藩に 向って ISIf た。 親 論 寄 

に 曰く、 

毛 利 敬 親の 親 諭 書 〔文 久ニ年 七月〕 


來^ 意 官武ぇ 申立 候 は、 偏へ に 天朝え 忠節、 幕府え 信義、 祖先え 孝道 相 立 候 決意に て、 今般， 上京、 0 

慮 之 所 V 被 レ爲レ 向、 盡カ 周旋 仕 候 段、 御請 申 上 候。 然上 は、 如何程 之 艱難 にても、 忠節 を 確守し、 信義 • 孝道 

まんく わい 

in ぎ 立 候、 處置 せしめ 候 問、 我等 旨 意を體 し、 爲ニ國 家； 遂ニ 奉公 一に 於て は、 本懐 たるべく 候。 

厶 A 厶厶厶 

藩 論、 已 にかく 明白に 一定した る 以上 は、 長 井の 處斷は 最早 や 免 がるべからざる ところで、 翌文久 三，^ 〔突 亥〕 

illi? ハ SI、 長 井 は 遂に 割腹の 刑に 處 せらる るに 到った。 長 井 は 敬 親の 愛臣で あり、 n;- つ iffi^i に 至る の は、 洵 

に 忍びが たきもの も あるので、 敬 親 は 死 一等 を 減す る肚 であった とい ふが、 事 しく も 朝廷 を徘 謗し 奉つ るの M 非 

はし. M< 

に 坐して は、 流石に 如何と もす る ことが 出来す、 遂に 淚を St つて 馬謖を 斬る の餘镞 なきに 到った 

*  *  * 

兹 において 乎、 應に 知るべし。 長 井 を 斬りた る は、 久阪の ー擊に 井せ、 つく を。 一純 忠 至誠の 士の熱 論 は、 遂に 藩 

論 をー變 し、 斬り、 ！！^^^^！！ロっの下に、 堂々 たる^ 艦の 勤皇 運動 を誘發 した。 久 * 阪、 彼れ て 如何の 地位 

に 坐した る 者ぞ。 彼れ や 緩 かに 白面の 一書 生、 民 問の 一 志士に 過ぎないで はない 乎。 藩侯 父子の 市： もき を 以てし、 

こうろ ほうじ やう  •  ，  ，  、  ，  、  f ,  ,  •- ： 

^老. お 司の 權を 以てせば、 その 生命の 如き は 紅爐峯 上 一 點の 雪に 如かぬ。 併も その 純 に らし 純 ft に 迸 は 

しり、 愛國 慨世の 熱情に 燃え 來れ ば、 その 言、 確と して； 大 下の 法と 爲る。 何が 故に 然る やといへば、 一人の 久阪 

の條 なる に 非ら すして、 至誠の： 大地に 感じ、 正氣の 山川 を撼 がすに 外ならぬ。 後世、 天下に 事 を はさんと 欲する 

もの は、 火れ よく 之 を 川 心 ふべき である。 

|::^-#^し來れる畏州派  一 一 五 
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【十四】 逆 捲き 來る 『廻瀾 條議』 (一) 

壯士腕 を 解く の 猛斷を 論ず 

はう くわい 

是 より 先き、 久阪 は、 文 久ニ年 〔壬 戌〕 八月 朔日を 以て、 ー篇の 『廻瀾 條議』 を 著 はして、 その 抱懐す る 尊皇 討. 

幕の 思想 を； 大 下に した。 是れ實 に 久阪が 全幅の 經綸を 吐露した る、 一代の 名文 章で あると 共に、 文久 年間の 

志士 仁人 を 激動せ しめたる、 一大 言論であった。 

久阪が 如何に 此の 書 を 成す に 苦心した るか は、 その 題名に 關 して、 

櫻 廼瓊矛 劎廼風 奮 武備 案 靖海封 港 廻 倒瀾議 廻 瀾歸順 回天 微衷 廻瀾 微衷 

廻 刪遵勅 

などと、 屢 M 改め 厘 i 定め、 遂に 決して 『廻瀾 條議』 に歸 したる 迹を 見ても 察せら るるが、 更 らに此 稿の 奥 書に 

記せる ところ を 見れば、 

t^s. 自訴之 趣 を以、 愼被ニ 仰 付 1 候 付、 引 籠 罷在候 所、 此機 千載 之 一時、 等閑 難 二 打 過 一 候 付、 容易なら 

ぬ 御大 事共、 乳臭 之 身 を以、 不， 憚， 1 ま ItT 申出 候 儀、 不レ堪 n 恐懼 之 至-候。 此度 御 內勅之 趣 も有レ 之、 皇威 

恢復、 幕政 一新 之 期、 此 時に 候 得ば、 急 度 平生 之 御 積 誠、 相貫不 y& 而は、 不 = 相 叶 1 候 付、 薩藩は 勿論、 水 


戶.± 佐 其 他、 御 並 方の 諸 大名へ、 御 通達 被レ爲 遊、 忠誠 眞實之 御 心 を以、 雄 決 猛斷之 御所 s、 被：， 爲, 在 度 

き iL うらん すで こん 一 ふ  ち しん 

奉レ存 候。 依 レ之不 レ顧ニ 萬 死 7 狂瀾 を旣 倒る るに 回す と申痴 心より、 廻 瀾條議 一冊、 奉レ呈 候。 書生の {<.i 文と 

ご え *, らん 

不レ被 レ爲ニ 思 召？ 篤と 御 英覽を 給 はば、 畢生 之大 幸、 不レ 過レ之 奉レ存 候。 誠惶誠 恐。 敬. a。 

八月 二 日 〔文久 二 年〕  久坂 玄瑞上 

ひつせ A  そ-  ひれ ま 

と 記し、 畢生の 心血 を 濃ぎ、 君國の 大事に 報， f るの、 赤誠 を披壢 して ゐる 

*  *  * 

而 して 久阪 は、 更に 第二 緩 篇の稿 を 起すべく、 自 から 豫定を 記して、 

ぐ わい らん でう ぎ  ぞくへん 

廻瀾條 議績編 

第一 天意 を 尊 奉し 夷人 拒絶 之 事 

第二 參府を 止め 备國 防禦 之 事 

蝦夷 • 琉球， • 玻^  • 壹岐對 馬 • 八 丈 • 無人島 • 伊勢 • 尾 張 • 敦賀 • 鳥 羽 

第一 一一 天朝に 御烕 權を歸 する 事 

祌兵 • 政事 所 • 太政宫 • 供奉 地 を增す 

第 四 

_t 進し 來れる 長 州 派  一 1 七 
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と 認め 來 つて、 遂に 之 を 起稿す るに 至って 居らぬ が、 廻 濶條議 の 姉妹 篇と 見るべき 『gi&ls"』 の 一 篇を讀 めば、 

彼れ の對 時局 意見なる もの は、 嶄然 時流 を拔 いて ゐる ことが 解る。 要するに 彼れ の絕 叫せ ると ころ は、 斷の 一字 

まむし  さ  き  さ  うでた  ^ 

に盡 きる。 『蝮、 手 を 藁せば、 則ち 手 を 斬り、 足を籙 せば、 則ち 足 を 斬る。 腕、 斷っ べし。 議、 易 ゆべ からす』 

とい ふの が、 彼れ の意氣 である。 

『解 腕痴ー 一 一一 口』 の 結論に 曰 ふ。 

い-つじ ラ ぶんじゃく  い てき 

今日 優柔 文弱の 時に て は、 夷狄 を 打 掃 ひ、 打き ためる ほどの 大擧 ありて こそ、 士氣も 盛に、 武備 も 整 ひ、 國 

かみつか  やく  .ノ 

本 も 堅くなる べし。 攘夷 もせす して、 富 强を說 は、 譬ば 蛇に 嚙 付れ ながら、 其 毒 を 夫 成に して、 藥餌を ぼひ、 

りゃうに く  -  うち 

梁 肉 を 食 ふが 如し。 如何なる 藥石を W ひ、 如何なる 梁 肉 を 食 ひたらむ も、 忽に斃 るべ し。 其喵 付た る 腕 を 打 

含  くうろんき よだん 

截 りて こそ、 身體 いか 様に も、 壯 健になる ベ けれ。 空論 廐談、 月日 を玩 悔 して、 爽 等に 曾 を 屈、 尾 を 低、 夷 

等の 願 ひ 求む る まに く、 從ひ ぬる 時には、 天 照大御 神の、 吾 御子の しろしめさむ とこと よさし 賜へ りし、 

皇御國 も、 夷 等の ものと なるべし。 されば 何れの 時に して、 恢復の 大御業 成就すべき か。 Si 一 の 和議 は 

ひつ さや ラ 

必竞、 把握すべき 事な し。 戰則明 御 神の 大 御稜 威の 宇内に かがやかむ 事、 疑な かるべし。 我事 強暴 難 使强暴 

じゅんぎ やう  ， 

事 我 易と か、 荀 卿の いひし は、 いかにも 的說 にこ そ あれ。 今日の 如き は、 まことに まことに、 千歳の 一遇な 

しう がう いうよ  しんじゅ もまん えん  し ヒ * 

れば、 秋 毫も 猶豫し 玉 ふべき にあら す。 夷狄の 患の 浸潤 蔓延せ ぬ已前 こそ、 打攘ひ 打き ため 玉 ふべ し。 肢^ 

しつわん  ぉま，^^  b  -っ 

嫁斕 したら むに、 腕 を 解 は、 旣に 益な き 事な り。 疾腕を 解 こそ 壯士 とい ふべ し。 速に 丸 御稜 威 を かがやかし 


玉 はば、 眞に武 男なる 大 八洲 國と いふべ けれ。 古人 云。 斷 而行レ 之。 鬼神 避：， 之と。 いかに 夷 等の あらぶ ると 

も、 憂べき ものに あらす。 まして 愎 蛇の 畏 るるに 足らめ や。 あな かしこ。 

と斷 じて ゐる。 『壯士 腕 を 解く』 の 一語、 劎^、 骨に 當 つて 音 あるの 感が ある。 少壯、 事の 經？ 杯 を 知らす とい ふ 勿 

れ。 事 を 成す、 必らす斯くの如き壯心の^^きに拔っ。 

*  -  *  * 

くわん ぷ 

却說、 『廻 潤 條議』 の 堂々 五箇 條に 亙る 大 論議 は、 遺憾な く 長 井の 『航海 遠 略 論』 を 打破し、 完膚 なき 迄に 雅 

樂の 罪状 を摘發 した。 『航海 遠 略 論』 と 『廻瀾 條議』 と は、 長 州に 於け る 政府 論と 在野 論と を 代表す る ニ大言 論 

けいりん さく  たくしゅつ 

であった。 實 際に 觸 るる 經綸 策と して 『航海 遠 略 論』 は 卓出した る 者であった けれども、 政治的 革新 を 要求す る 

時勢に 際して は、 一時的 救 濟策は 革新的 潮流に 押 流さる るの 外はなかった。 『廻 潤 條議』 は、 純然たる 倒幕 論で あ 

る。 倒 1^ の 信仰と、 條理 と、 經綸と を、 痛快に 論 出した る 文章であった。 此論 一た び 出づる や、 獨り長 藩の^ 進 

黨 のみなら す、 天下の 志士の 心 琴 を 波立た しめ、 遂に、 京都の 輿論 を 支配す るに 至った の も、 決して 偶然で はな 

ほうく わ  さよ ほつ 

い。 これ 實に 幕末 革新の 锋 火を擧 げた 巨ー發 であった。 長 州 は 政府 的 行動に お いて、 薩に 一歩 を讓 つて ゐ たが、 

t ん ろう 

^弄されながら、 終に 勤皇の 先驅 者た る を 得 

たの は、 實に 彼等 急進 論者の 賜であった。 『廻瀾 條議』 は、 五大 綱領 を 揭げて 曰 ふ。 

い て 含 

一、 本 藩 正邪の 辨を 明かに し、 士風を 興起し、 節義 を 鼓舞す る こと。 天 勒を茛 き、 突狄を 制する の 某 本た る 

if 進し 来れる 長 州 派  一 一 ^ 


大西鄕 Kli! 傳 第二 卷  一 二  0 

を 論す。  . 

きゃラ くわつ  ちょく じ やう  、  fcr 

一一、 幕吏 夷狄に 恐嚇せられ、 重き 勒読に 背き 候 こと、 天地 不レ可 レ容、 大逆 無道に 付、 斷然 明白に 其 罪 を 礼す 

ベ きを 論す、 

C しんいう  9 ん ぜん 

三、 天皇 夷狄の 大患 を 御 i 辰 憂 被 レ爲レ 遊 候 大御心 を體し 奉り、 午歲被 11 仰 出 1 候 勅 誌、 凛 然相貰 候檨、 何處 まで 

も盡 力すべき を 論， fo 

かん 9 げんばつ  とく 

四、 午 歳の 天 勅 を 貰き、 幕府の 奸 吏を嚴 罰に 處し、 下田 條 約に 引 戾を 以て、 越 前 • 一 橋に 其實功 を督責 すべ 

きを 論す。 

五、 戊 午 違 勅 之 罪 明に 相 成 候 上、 二百 餘年 寅恭 被, 爲：， 闕候事 を 相亂、 皇室 尊崇 君臣 之 分 を 正 ふす る を 論す。 

だんがい ぶん  てん 

綱領の 第 一條 議は長 井の 彈劾 文で、 長 藩 志士の 出處を 明かに する 好 史料で あるから、 その 全文 を 本 項の 末に 添 

加して おいた。 

けうい  ご ち うさん わくらん 

幕府 當 局が 外國に 脅威せられ、 彼れ の 要求に 屈伏す るを慨 して は 『確乎 凛然たる 天朝 之 御 籌算を 惑亂し 奉り、 

せいせん をく わい  けんようし うるい しんせ う ぼくれ い 

恐 多く も 神州 を變 じて 腥羶 汚穢と す。 膝 を 屈し 頭 を 低れ、 犬 羊 醜類に 臣 妾僕隸 たらし めんと す』 とい ひ、 藩主 を 

C そく  ぬす  の _J 

督勵 して IK 下に 志 を 仲べ しめんと して は 『幕吏 何等の 姑息 ぞ。 一日の 安を偷 み、 萬 世の 禍を貽 す。 三百諸侯 何等 

もりや ラ  こうざい ざ し  ようち や- ヮ 

の模 稜ぞ。 違 勅の 鴻罪を 坐視して、 一言す る 者な き、 此 度の 機會 こそ 千載一遇の 一時に 候 得 者、 夷狄 を 膺懲して、 

}|<勒 を F 、き 皇威を 千 萬 里 外に 輝 候樣、 御 奮 發有レ 之 度 候。 此 時機 を 失 ひ 違 勅 之 罪 を 礼す こと もなら す、 ；大勅を^:^ 


く 事 もなら ぬ樣 にて は、 何 ぞ雄藩 大國と 謂ん。 叉 何ぞ爲 11 天朝 1 盡 力す と 謂 はんや ばと、 眞 正面から 敬 親の 周旋 を 

論じ、 曲直 を 正して ゐる。 文裡、 自 から 秋霜の 烕を 含む を 察すべき である。 

〔十五】 逆 捲き 来る 『廻瀾 條議』 (5 

堂々 たる 一 篇の 討幕 論 

更らに 論 歩 を 進めて、 午 歳の 勅靛を 振り 騎し、 叙 慮が 攘夷 ある を 痛論し、 此の 期に 當 つて 『力 を 今日に 盡し、 

ちょえん 

心 骨 を 今日に 碎 かざる 者 は、 木石 にゃあらん。 猪 猿 にゃあらん。』 と激勵 し、 一 f 府 Q 度重なる 失蹟 を列擧 して は 『朝 

けいしう ざん りく つ ひ  そ あつ 

廷を御 孤立に 致させ、 ；大下 0 義人 烈士 をば、 暴威 を 以て 繋囚 斬戮、 竞に 天下 0 正氣 も、 邪 氣の爲 に沮應 せらる る 

計の 事に 相 成 候 ひし は、 いと もく 切 齒に堪 へぬ 事に て、 其 肉 を 食 は ざれば、 快 心 はならぬ 程の 事に 候。』 と憒慨 

した。 討幕の 意 を 明かに して は、 

『午年 六月 二十 一日、 於 n 神奈川 1 國辱を 思 はす、 國患を 慮らす、 正大 光明、 被 二 仰 出 1 候勒； S を も 顧みす、 條 

こうざい と うめい みづ  せんじん  ム A 厶 A 厶厶 厶厶 A 厶 <5 厶厶 厶 厶厶厶 

約 取 結 候 幕吏 0 鴻罪、 東 溟之水 を 傾る とも、 洗盡 すべから す。 大義 を 以て 論じ 候 得ば、 鳴：， 罪 討：， 之、 誅戮殘 

厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

滅、 豈 不可なる 事 あらん。』 云々  . 、 

最も 勇敢に 明快に 『討幕 論』 を 披瀝して ゐる。 違 勅の 罪旣に 明かで あれば、 責任者 は {且 しく 厳罰に 處 せらる ベ 

^^-進し來れる長州派  ニニ 
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を 論す。  . 

き やうく わつ  ちょく じ やう  、  fcr 

二、 幕吏 夷狄に 恐嚇せられ、 重き 勒読に 背き 候 こと、 天地 不レ可 レ容、 大逆 無道に 付、 斷然 明白に 其 罪 を亂す 

ベ きを 論す、 

r しんいう  りん ぜん 

三、 天皇 夷狄の 大患 を 御 宸憂被 レ爲レ 遊 候 大御心 を體し 奉り、 午歲被 11 仰 出 1 候 勅靛、 凛 然相貰 候檨、 何處 まで 

も盡 力すべき を 論す。 

かんり げん ほつ  とく *-*J 

四、 午 歳の 天 勅 を 貰き、 幕府の 奸 吏を嚴 観に 處し、 下田 條 約に 引 戾を 以て、 越 前 • 一 橋に 其實功 を督責 すべ 

きを 論す。 

五、 戊 午 違 勅 之 罪 明に 相 成 候 上、 一」 百餘 年寅恭 被, 爲， 闕候事 を 相亂、 皇室 尊崇 君臣 之 分 を 正 ふす る を 論す。 

だんがい ぶん  てん 

綱領の 第 一條 議は長 井の 彈劾 文で、 長 藩 志士の 出處を 明かに する 好 史料で あるから、 その 全文 を 本 項の 末に 添 

加して おいた。 

けうい，  ご ちう さん わくらん 

幕府 當 局が 外國に 脅威せられ、 彼れ の耍 求に 屈伏す るを慨 して は 『確乎 凛然たる； 大朝之 御 籌算を 惑亂し 奉り、 

せい せん をく わい  けんよ ラ しうる い しんせ ぅぽ くれい 

恐 多く も 神州 を變 じて 腥！^ 汚 猿と す。 膝 を 屈し 頭 を 低れ、 犬 羊 醜類に 臣妾僕 ft たらし めんと す』 とい ひ、 藩主 を 

C そく  ぬす  の& 

督勵 して H< 下に 志 を 伸べ しめんと して は 『幕吏 何等の 姑息 ぞ。 一日の 安を偷 み、 萬 世の 禍を贻 す。 三百諸侯 何等 

もりやう  こうざい ざ し  ようち やう 

の模 稜ぞ。 違 勅の 鴻罪を 坐視して、 一言す る 者な き、 此 度の 機 會 こそ 千載一遇の 一時に 候 得 者、 夷狄 を 膺懲して、 

H< 勅 を 貫き 皇威を 千 萬 里 外に 輝 候樣、 御 奮 發有レ 之 度 候。 此 時機 を 失 ひ 違 勅 之 罪 を 礼す こと もなら す、 ：大勅を^^ 


く 事 もなら ぬ樣 にて は、 何 ぞ雄藩 大國と 謂ん。 叉 何 ぞ爲ー 一天 朝ー盡 力す と 謂 はんや。』 と、 眞正 面から 敬 親の 周旋 を 

論じ、 曲直 を 正して ゐる。 文裡、 自 から 秋霜の 威 を 含む を 察すべき である。 

〔十五】 逆 捲き 来る 『廻瀾 條議』 (5 

堂々 たる 一 篇の 討幕 論 

更らに 論 歩 を 進めて、 午 歳 0 勅靛を 振り翳し、 叙 慮が 攘夷 ある を 痛論し、 此の 期に 當 つて 『力 を 今 rn に盡 し、 

ちょえん 

心 骨 を 今日に 碎 かざる 者 は、 木石 にゃあらん。 猪 猿 にゃあらん。』 と激 働し、 一 f 府 C ^度重なる 失蹟 を列擧 して は 『朝 

けいしう ざん りく つ ひ  そ あつ 

廷を御 孤立に 致させ、 ；大下 0 義人 烈士 をば、 暴威 を 以て 繋囚 斬戮、 竟に 天下 0 正氣 も、 邪 氣の爲 に沮應 せらる る 

； ii;^ の 事に 相 成 候 ひし は、 いと もく 切 齒に堪 へぬ 事に て、 其 肉 を 食 は ざれば、 快 心 はならぬ 程 0 事に 候。』 と憒慨 

した。 討幕の 意 を 明かに して は 1 

『午年 六月 二十 一 日、 於 一一 祌奈川 1 國辱を 思 はす、 國患を 慮らす、 正大 光明、 被 11 仰 出 1 候 勅 詫 をも頓 みす、 條 

こうざい とうめい みづ  せんじん  ム厶厶 厶厶厶 厶<1 厶厶 厶 厶 A 厶  < "厶厶 

約 取 結 候 幕吏 0 鴻罪、 東 5^ 水 を 傾る とも、 洗盡 すべから す。 大義 を 以て 論じ 候 得ば、 鳴レ罪 討：， 之、 誅戮殘 

厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶 

滅、 豈 不可なる 事 あらん。』 云々  . 、 

ひ れ *u 

最も 勇敢に 明快に 『討幕 論』 を 披瀝して ゐる。 違 勅の 罪旣に 明かで あれば、 責任者 は 宜しく 厳 に虑 せらる ベ 

?i 進し 來れる 長 州 派  一 二 一 
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きで. ある。 井伊 は旣に 天誅 を 受けて ゐる。 堀田備 中、 間 部下 總、 安藤 對馬、 酒 井 若狹等 は、 そ の輕 重大 小に 

隨 つて 責任 を 問 はるべき である。 この 責任 を^ 明す る 0 は、 抑ぶ 誰れ 0 職贵 であるか。 而 して 長 州 藩侯 は、 さ 

に 如何なる 地位に 立つべき であるか。 『廻瀾 條議』 は敎 へて 曰 ふ。 

『大樹 公 を 匡救す る は 越 前、 一橋の 責 にして、 越 前、 一橋 を督責 する は、 豈に長 * 薩ニ 藩、 及 其 他 諸 大名の 

住に あらざる を 得ん や。』  • 

毛 利 敬 親た る も が、 應に 何事 を爲 すべき か を 暗示し 明示して ゐる。 外に 活動 せんとす る も は、 先 づ內に 盤 

ふるところな かるべ からすで ある。 長 藩 は 尊攘 Q 大義に 一貫す るの 大方 針 を 確立すべき 順序と して、 先づ. お 井雅 

樂を廢 し、 吉田松 陰 泉下 0 英靈 を， 肥り、 大擧 して 皇 事に 盡 すべき を、 堂々 數萬言 を聯 ねて 論じて ゐる。 

『雖 レ然、 事物に は、 本来 終始、 有レ之 候に 付、 一度 順序 混亂 仕候而 は、 中興 之 御大 事業 も 相 建 申 間 敷に 付、 

今日 0 急務 は 反復 申 上 候 通、 奸吏を 礼し、 下田 條約を 引 房し、 承服 仕らす ば 決闘 死戰、 大勇 猛斷 を以、 上、 

爲ニ 天朝？ 下爲， 1 幕府 蒼生？ 急 度 御盡カ 被：， 爲：， 遊、 御 出張 之 御 盛 意、 貫徹 仕 候樣奉 n 冀上 li &、』 

くわ いら- ^ 

これ 條議の 結語で ある。 廻瀾を 未だ 倒れざる に 廻らさん とする 熱意 赤誠 は、 一片の 文章に 漲り、 讀む人 をして 

感奮 與 起せし めすん ば已 まなかった。  /, 

『廻瀾 條議』 の 一た び出づ るに 及んで、 ！：^ 藩の 志士 はハ 化. -急 進化し、 更らに 朝廷の 攘夷論 をして、 一 膠 旺盛なら 

しむる に 至った ので、 京都 を 中心とする 關 西の 奥 論 は、 『廻瀾 條議』 を 以て 信條 とする までに、 奥 論 を振與 した。 


そ 0 ハ 牛の 六 n: ： 十三 n 一：；^ 府 方なる 九條^ 忠の關 白を廢 して 近衞忠 を 以てし、 八：：：： 十三 口に ff- つて 久我、 5 お八 H 

千 種 0 諸 卿を彈 劾し、 三 條實美 等大に 勢力 を 朝廷に 得る に 至って、 ここに 長 派 © 勢力 は、 一時 京都 を i ふの 概が 

あった。 隨 つて 藩 論ー變 して、 攘夷 0 大方 針に 突進す る 0 外はなかった 0 である。 

文久 二. 〔壬 戌〕 八 月 十五 日に、 長 井 0 罪 案が 公に 提出せられ、 敬 親も已 むな く、 十一： ：！： 十五 日、 之れ を 裁可す 

る 0 外な きに 至り、 流石 0 長 井雅樂 も、 長 藩 伸展 0 犧牲 となって 翌文久 三年 〔癸 亥〕 三月 六が、 屠膨 して 死に 就 

いた。 長 井の 說に 奸惡 0 意 Q 含まって ゐた 0- ではなく、 全く 時 0 勢 ひが 彼れ を容れ なかった である。 長 州 勢力 

0 勃興 を 5^ ^くに 常って は、 寧ろ 彼れ の 力 は、 特筆大書すべき も Q であった。 

次に 『廻 ii 條議』 第 一條 を、 參考 までに 次に 記して 置く。 

【參 考】 廻：： 瀾條議 〔抄〕  久限玄 瑞  1 

第 一條 本 藩 正邪 ノ辨ヲ 明 力 ニシ、 士風ヲ 興起 シ、 節義 ヲ 鼓舞 スル n ト 

天 勅 ヲ貫キ 夷狄 ヲ制 スルノ 基本 タル ヲ論 ス。 

今般 御 雨 殿檨、 辇穀の 下に 御 W 狠、 御 內泐の 趣 御 受被レ 爲レ遊 候に 付而 者、 誠に 御 平生の 御 忠誠 貫徹 仕、 御先 代樣 の御英 

を 御 慰 被 レ爲レ 遊 候 事、 此機不 レ可レ 失 之 時に 候。 大御 急務と. 3. は、 午 歳の：^:?^ を 貫き、 幕吏の 正邪 を规 し、 ^^！；-入を：卜田條 

約に 引戾 し、 萵 一 承引 仕らず ば、 磨懲撻 伐の 外、 御 處&ば 有 レ之問 敷と 御 決心 被 レ爲レ 遊、 1!:.^ 度 御 徹底 候樣、 御 盡カ被 レ爲レ 在 

度 泰レ存 候。 

菊 進し 來れる 長 州 派  二 一 三 
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然處、 幕吏の 正邪 を 就し、 下田 條 約に 引 戾候 杯、 朝廷の 御 興廢祌 州の 御 安危に も 係 候 程 之 御 事に て、 中々 容易なら ず、 

厶厶  <1厶< ； 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶 厶 厶ム<八<1<1<1< "ム <" A  ul,^r^ 

御 艱難に 可 レ有レ 之 候 得ば、 先以 正邪 を 相 V 風し、 君子 小人の 辨 明白に 相 立、 士. 氣を奮 興し 節義 を淬勵 し、 闓藩 一統 

方 を 知る 樣不 二相 成 1 候 而者、 尊攘 之 御 盛 意、 迚も 貫徹 仕 間 布 候。 

^丑 以來、 追々 御 直 書付、 並 御 建白書 等 奉レ窺 候處、 数 慮 御 尊 奉、 人心 一 和 夷狄 之 術中に 陷ら ざる 樣之御 趣意と 被 ^ 相考 i 

午 歳に 相 成候而 者、 御 直 書付に も、 朝廷より 被 n 仰 21 候 次笫、 關東 にて 私意 を以 種々 之 道理 を 付、 御 尊 奉 無 レ之候 はば、 

此餘 逆鱗 如何程に 至 候 や も難レ 計に 付、 外之急變必然の^^とし、 上下 心 を 合せ、 一 和 を 本と し、 今日より 死生 一致と 相 心 

得、 皇國の 御 武威 相 立 候檨、 可 二心 掛 1 など 被 こ 仰 出 T 闔 藩の 士氣 一時に 奮 興 仕、 候處、 其 後 俗論 沸騰、 正義 抑 厘せられ、 吉田 

寅ニ郞 をも關 東へ 御 引渡に 相 成、 竟に長 井雅樂 一已の 邪心より して、 折角 天朝 御 尊 奉 之 御 旨 趣 も 相 貫不レ 申、 却而 天下 之 御. 

疑惑 を 被 レ爲レ 蒙 候 程 之 事に 相 成、 いかにも ロ惜き 次第に 付、 何分 火急に 御內 輪の 正邪 御？ 5! 明 可 レ被こ 仰 付 1 候。 

比 度 御 首 笔克御 內勅御 受に相 成、 若殿 檨御東 下 被 レ爲レ 遊 候に 付て は、 勅使 並 薩藩被 H 仰 合 T 慕吏の正邪を^し、勅；1^^之相 

1<1厶厶<1厶<1厶<^-厶 厶 A 厶厶厶  <1厶<1 厶 厶厶 AA 厶 厶厶厶 厶厶厶 A" 厶 

|夙 候 蒙、 不レ被 レ爲レ 遊 候 而者不 相 叶 候處、 長 井 雅樂旣 に 御 國へ被 レ歸、 愼被こ 仰 付 1 候 得 共、 其 結局 だに 未決に 候て は 弱柴 

0ffffK0¥  "不 £。 (今春 以 |度 書取を 以、 I 申 

W 置矣二 付、 今更 喋々 仕らず 候 得 共、 今春 は旣 に浪士 共より！^ 傷に 及 候 勢に 有 之 候、 萬 一 彼等の 手に 掛候時 は、 島 田 佐 兵 

衞同樣 に 相 成可レ 申、 御當 家の 御 恥辱 如何 計に か あらん。〕  " 

此度宫 樣並三 公 及 尾 張、 土 佐 等、 御愼相 解、 越 前、 一橋 御 出 役 被 レ爲レ 在 候 程に 相 成 候 上 は、 地下 官人、 藩士、 浪人、 尊 

攘の爲 に 繋 囚幽屛 せられ 候 もの は盡 放出、 斬 刑に 處 せられし もの は、 其 忠魂 毅魄を 御 弔 被 レ爲レ 成 候樣、 薩藩等 被 コ仰合 t 御 

配慮 被 レ爲レ 在 度 奉レ存 候處、 先以於 11 御國 1 も、 吉田寅 ニ郎は 忠烈 節義 之士 にて、 百 躓 百 奮、 別而六 年の 幽囚に 罷在、 國家 

之爲、 日.； 仪苦. 3 仕 居候 折 柄、 非常の 御 寵命を 以て、 門人 相對被 = 差 許 f 内密 持論 を も 申 上 候樣被 U 仰 聞 1 候に 付、 殺 身 殉國之 


志 益 切に して、 終に 相果申 候。 然處 闔國之 議論、 毀譽 一なら ず、 甚 しき は 御 危^ を 引 W 候國賊 などと 罵 候 もの も有レ 之、 .1;^ 

以て 殘念之 至に 付、 何卒 山岳 之 御 恩 旨 を 以江戶 小 嫁 原 之 遺骸 改葬の 御 都合、 可 レ被ニ 成 賜 1 候。 (小 探 原 は 櫻 E、 坂 下、 東禪寺 

などの 義士、 並に 天下 有志の 士 数十 人 累々 相 望、 宛 盗賊 奸 犯の 徒と 同 檨被ニ 取扱 1 候に 付、 是非 早速 改葬 有 レ之度 候。) 畏くも 

近年 和 氣淸麿 卿に、 朝廷より 護 王大明 神の 宣命被 レ賜候 御寧 にても、 天下の 志士 誰か 感泣せ ざる 者 あらん や。 何卒 君 上よ 

り 課 號褒詞 なり 共、 寅ニ旣 死の 後に 被 11 仰 付 1 候 得ば、 閎國の 土民、 爲レ之 益 感激 仕、 節義 簾 恥 之 風 興起 可レ仕 候。 ^^生君平、 

夷狄 を 返 治せん に は 先 林 子 平の 墓 を 祭るべし と 申されし が、 今 勤王 之 御 盛 意に て、 御 出張 被 レ爲レ 遊 候 上 は、 .K 二の 魂 を 御 

弔不 レ被レ 遊候而 は、 御闕 典に 可 レ有レ 之 候。 

抑 雅樂 不臣の 罪 を 罰し 寅 二 忠義の 魂 を 弔 ひ、 正邪の 辨 明白に 相 立、 君子 を 進め 小人 を黜 け、 正議 確然、 富士山の 動か 

すべから ざる 檨有レ 之 度 候。 人君 は 何れも 劉 備の孔 明 を 水 魚に 比し、 孫 權の諸 葛瑾を 謂て 神 交と なす 類の 如く、 精忠 至誠 之 

敦樸 戆 直の もの、 不斷御 側近 被 二 召 天朝 之 御 模檨、 各國之 形勢、 夷狄 之 箏情等 打 語て 御 話無レ 之候而 は、 時務 情.！^ 

相 通 1^ 候 者に て 候 。君臣 之 間 は朝會 儀式 を 除く 外 は、 威 嚴を捨 、親愛 を 厚し、 上下 懸隔 之 弊な く 君臣 輯睦被 レ爲レ 在 度、 別而 

御 三 末岩國 など は 申 も 疎に 候。 古 者 後醍醐 天皇の 至尊 すら、 無 禮講御 設被レ 爲レ遊 候 事に て、 水 府義公 も 汁 講の事 被 11 仰 置 1 

候よ し 承 及 候。 此度輦 毂の下 御 出張 被 レ爲レ 遊 候 上 は、 -4- く 御 陣中 之御覺 悟に て、 三軍 肅然、 秋 毫無レ 犯と 申 程に、 御行 届 被 

レ爲レ 遊、 洞 春 公 出 雲の 御 艱難、 黃梅公 碧 蹄 館の 御 勇猛 等 被 レ爲ニ 御考合 T  士風を 振興し、 正邪 を 明に し、 言 路洞 開、 厳刑 信 

賞、 御 政^ 少敷も 御淹滯 無レ之 候檨、 不レ被 レ爲レ 在候而 は、 中々 幕吏の 正邪 を 就 正し、 午 歳の 勅 詫 を 貫徹 候な ど 思 も よらず、 

折角 御 W 張の 御 盛 意 も 貫徹 仕 間 敷に 付、 急 度 御 雄 斷御英 慮 可 レ被レ 遊候檨 奉レ存 候。 〔第二 倏以 下略〕 

論じ 來り 論じ 去る ところ、 堂々 たる ー篇 0 維新 論で ある。 彼に おいて 言論 は 卽ち實 行で あり、 生命 そのもので 

あった。 言論 は 言論、 實行 は實 行、 論客 は 眞理を 論述 すれば それでよ い 0 だ。 是れ が實行 には自 から^ 人が ある 

蕃 進し 來れる 長 州 派  一二 五 
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など S ふが 如きと は" 全く そ Q 選 を 異にして ゐ る" 

廻 瀾條議 の 一派 は、 言論と 實 行と を 別にす る やうな 逃避 者 的 態度 を 欲しなかった。 欲しなかった とい ふよりも、 

考 へても 見なかった の だ。 彼等 0 恩師であった 吉田松 陰 は、 嘗て 佐 久間象 山に 書を與 へて いった。 『予は 未だ. HI か 

ら實行 Q 出来ない 言論 を 弄しなかった』 と。 久阪、 高 杉 も 亦た 言論 CKt^ 先鋒で あると 同時に、 叉實行 0 急先鋒で 

あった。 そして 久阪は 革新 陣中に 死し、 高 杉 は 革新 0 成る を兑 すして、 血 を 吐い て^した。 後世 革新 を 思 ふ 者 

まさ  けんしんてき ， ， ， ， - 

は、 宜しく 應に 當年志 士 の 獻身 的行爲 に學 ぶべき である。 

時に 久阪は 僅に 二十 三&、 高 杉 は 一年 を 長 じて 二十 四 歳であった。 人 0 事業 は 年齢に よって 論すべき ではない 

ぢ,、 ぢ 

が、 1 年 0 久阪、 高 杉に 對 して、 自 から 性怩 たらざる も 0、 今日 果して 幾人 あるで あらう。 第二 維新の 聲 ある や 

久し 矣。 而 して そ 0 聲 Q 實なき は、 時勢 0 罪 か、 將た 人の 罪 か。 我れ 焉れを 知らす だ。 


第三 章 文久 政局 マ」 薩長 爭覇 の頂點 

【一】 薩長 爭覇 と文久 政局 

文久 以後の 政局 は、 全く 薩長 勢力の i&M 駆に よって 變遷 して ゐる。 少く とも、 政局 變遷の 主動 力：. J なって ゐ 


けんた-つ 


•TJX/-:  I 

ると いってよ い。 今 左に その 時局 を大觀 し、 事 實を檢 討して 見よう 

大原 重； I 一 ^ が勒 使と して 幕府に 下向した Q は、 何人 0 誘導す ると ころで ありし か。 之れ が 建議者 は實に 島^ 久光 

である。 久 光が 文 久ニ年 〔壬 戌〕 四月 十六 日、 小松帶 刀、 大久保 一 藏、 中 山中 左衞門 を率ゐ て、 近 衞忠房 邸に 紫 向 

< い.^、 正 親 町 三條、 岩 倉に 面會 して、 提出した る 改革 意見 趣意書に 口く. 

改革 趣意書 〔文 久ニ年 S 月 十六 日〕 

一、 粟田口 宫 〔靑蓮 院^〕 左府公 〔近 衞忠 照〕 鷹 司 公 御 父子 〔應司 政 通. 同 輔熙〕 御 愼被" 爲：. 解 度、 於- -斷 

東？ 一 橘 〔慶 喜〕 尾 張 〔慶 勝〕 越 前 〔慶 永〕 等、 御愼解 有レ之 候樣、 被 二 仰 渡て 度 事。 

I、 右 御 愼解之 上、 左 府公關 白 職、 被 n 仰 出 T 於-一 關東ー 者、 越 前中將 殿、 大老に 被レ任 度、 此践 者、 家格に^ 

先例 は 無い 之 苦に 御座 候 得 共、 非常 之 節、 非常 之虚 置、 _ ^レ之 候檨、 被 n 仰 渡 一度 辜。 

丈久 政局と 薩長 爭 新の 頂點  一一 一七 
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一、 田 安 〔慶 頼〕 後見 之 儀、 名有實 無き 事に 御座 候 間、 免許 有レ之 候檨、 被， 1 仰 渡 1 度 事。 

て き, 

一、 安藤 對馬 守、 手疵致 U 平癒 T 出勤 仕 候 由、 是者 第一、 fK 下 之 人心に 關係 仕、 不， 可レ然 事に 御座 候 間、 速に 

返 役 申 付 候樣、 波， 1 仰 渡 一度 事。 、 

一、 久世 大和 守 〔廣 周〕 早々 上洛 仕 候檨、 被， 1 仰 渡 T 前件 之 儀、 速に 取 行 候樣、 屹と 被， 1 仰 渡 1 度 事。 

一、 前件 之 儀、 被， 1 仰 渡 1 候に 付而 者、 乍レ恐 朝廷 御 威光、 不.， 被， 立候而 者、 幕 役 共、 遵奉 仕 候 儀、 懸念に 奉レ存 

べんせ ぎ 

候 間、 大名 二三 家へ、 御內觔 被， 1 相 下 T 若 幕 役 共、 違 勅 之 趣 も 有：， 之 候 はば、 速に 辨責仕 候樣、 被， I 仰 渡 一度 

ご *3 ね， リ 

一、 越 前 在職 之 上、 上洛 被 11 仰附 T 將軍未 若年に 付、 非常 之 時節、 御 懸念 被 11 思 召 1 候 間、 一 橋え 後見 被， ー仰附 7 

Jy^  , せい -A きう 

於- 1 關東 7 朝廷 尊崇 之 道奉レ 盡、 邪 正 之辨、 明白に 相 立、 外 夷御處 置、 天 下 之 公論 を以、 永世 不朽 之 明 制、 . 

被レ爲 定、 皇威 海外に 被い 爲, 振 候樣、 相 成 度 奉 レ存候 事。 

一、 此以 後者、 歙慮之 趣、 浪人 共え 不， 1 相：^, 様、 御 取締 有 n 御座 1 度、 奉：， 存候 事。 

一、 浪人 共 之說、 妄に御 信用 不ぃ 被, 爲：， 在樣、 乍 レ恐奉 レ存候 事。 右 之 條々、 至 愚 之 身 を 不：， 顧、 ^慮 之 趣、 申 

上 候 間、 厚く 御 評議 被 レ爲レ 盡、 御 取 に 相 成 候 儀に 御座 候 はば、 一 日 も 早く、 勅命 被 レ爲レ 在 度 御 事と、 偏 

に 心願に 御座 候。 敬白。  . 

西 月 十六 日 〔文 久 一 一年〕  源 久 4=- , 拜 


と ざえ  くち はし 

右の 意兒 は、 全く 幕府 內政上 0 問題で あり、 本來 ならば、 外様 0 一  大名 如きが、 像 を容れ 得る ところではな 

いが、 ー邊 侯た る久 光が、 それ を 堂々 朝廷 側へ 進言して ゐる ところに、 正に 時勢 G> 變遷 を： るべき である。 

殊に 右條 中、 久世 大和 守 上洛 を 要求す る 一項 は、 九 條尙忠 がそ 0 夜 直に 勉 命を以 つて、 酒 井 忠義 〔京都 所 司 代〕 

に 傅へ たと ころで あるが、 久世は 勅命 を 奉す るの 皆 を 明かに した けれども、 東上 0 日 は すべく もなかった。 久 

光が： 史に勒 使發遣 0 謹 を 奉った 0 は、 正に 此 Q 時であった。 自 から 勉使を 擁して 關 東に 下り、 長 州の 公武 周旋 0 

機先 を 制しよう との 腹が あるから、 久 世が 勅命 を 奉じた ことが 明らかになっても、 極力 勒使發 遣 を 主張して 止ま 

かんば  .4y んぎ たて  たし 

なかった 0 である。 長 井 失策 を 美事に 看： J して、 錦 族 を 楣に薩 Q 勢力 を 伸ばさう とした Q は、 Si かに 名案で あ 

つた。 これが 謀 士は大 久保利 通、 小松帶 刀、 堀 次郞、 中 山中 左衞門 0 諸士 であった。 五月七日、 お 念が 中 山忠能 

に與 ふる 書中に、 薩派 運動 0 一  半が 窺 はれる。 

• 〔前略〕 右認候 鹿え 堀 〔次 郞〕 來訪、 申 候に は、 和 州 〔久世 大和〕 返事 來り 候に 付、 若 哉 御 延引 敷と 〔； g 使 發造を 

云〕 色々 評定に て、 中 公 〔中 山忠 能〕 へ は 小 松 〔帶 刀〕 正 三 公 〔正 親 町三條 公〕 へ は 中 山 〔屮 左衞 門〕 小 子へ は « 

〔次 郞〕 別段に 願 出 候 次第、 右 は 和 州 上京 にても、 必す決 を 樹に取 候 事故、 是非 中句に 勅使 發造中 願 居候。 

.  きみゃく 

藤 派が 如何に 熱心に、 勃 使 運動 を 行つ たかを 想像す る ことが 出来る。 そして 薩 派と 氣脈 を： 迎 じて、 大いに こ 0 

議を赞 助した も 0 は、 誰 あらう 5 お倉 友 山であった。 初め勒使は岩倉に命すべしと0^議がぁったが、 is 尸： は 第二 段 

文久 政局と 薩長 爭 親の 頂點  一二 九 
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すゐ きん 

0 備を とって、 大原 靈德を 推薦した 0 である。 五月 八日、 中山忠 能が、 久我 建： 迎に與 ふる 書中に、 

『抑 御 示 命 之 條々、 且具 朝臣 〔5 石 倉〕 へ 御 傳言等 何も 敬 承 仕 候。 今日 何れ 共 御 使 人 體_ 个：， 被 n 仰 出 1 候て は、 暴 

發に決 候. a。 藩士 中 山中 左衞 門、 今朝 正 三 〔正 親 町三條 公〕 へ 訴出候 旨に 候。 實に 不稳之 至に 候へ ども、 偏 

厶 厶厶厶 厶厶 A 厶 A 厶 AA  A 厶 

固之國 風、 如何と も 可 レ仕檨 無い 之 候。』 

と ある 0 一文 は、 最もよ く、 此の間 Q 消息 を 語る も 0 である。 薩摩 a 豪傑 連が 『暴 發』 など Q 凄文句 をなら ベて、 

らうら ぐ 

お人好しの 公卿 を、 如何に 巧みに 恫喝し 籠絡し たかを、 目前に 見る 0 感 あらしむ る。 

【一一】 勒使發 遣と 『三 事 策』 

久世 閣老を 召して、 改革 を斷 行せ しめよう とする 案 を、 俄かに 變更 して 勅使 發遣 0 議 となった 0 は、 rai- して 何 

人 0 策で あるか。 久光 0 建言に 依る とい ふから、 恐らく 火久保 0} 發案 ではない か。 孰れに しても、 堂々 朝廷より 

關 東へ、 勅使 發遣 となった 0 は、 正に 天下 Q 名案で ある。 これで は 幕府 は 全く 受 太刀で、 勅使 御 降下と ありて は、 

ちょく じ 5- う  H 一し リ まぬ 

臣禮を 取って ぉ迎へ もせねば ならす、 勅驗 をお 受けせ ねば、 違勑 0 識を免 がれぬ。 此時、 久光 0 打った 手 は、 

正に 王手 • 飛車 手の 名 局であった。 

ちょうめ いしょ 

久世 閣老を 召す 0 朝 命が 發 せられて 後、 十日 經 つても 返詞 がない。 そこで 薩藩 では 徵命書 を 取 返へ して、 別に 

もと 

勅使 發 遣の 謹 を 決せられ よと、 ねぢ 込んで 來た 時、 朝廷 側で は、 固より 異論が あった。 第一、 昨日 出した 許り 0 


:g 命 を、 今日 直ぐに 取變 へる とい ふ Q が稳 やかで ない。 面目に も關 する。 愚圖々 々して ゐる 0 で、 久光は 船^に 

なって、 どうす るく と 攻太皴 を 打 鳴らす ので、 五月 六日、 已む なく 朝議 決定して、 ； g 使發 遣と なった。 

傘  * 

伞  *  * 

井伊 歿後の 幕府 は、 旣に 舵な き 船 も 同様で ある。 薩長 兩大 流の 流れに 押されて、 或 ひ は 右し、 或は 左す るの 醜 

ム じか』 を蔽 ふこと が出來 なかった。 一に 時勢の 變 化であって、 人力 を以 つて 如何と もしが たいと 云へば、 それまでで 

ゆる  め いみ やく 

あるが， 幕閣に 人物な きの 罪は赦 されまい。 終に 壶 くべき 命脈 は盡 きすして は丄 まぬ とはいへ、 悠然として 畫く 

べきに 盡 くるのと、 周： せャ 狼^して 竹 t を亂 すのと は、 自 から 大局 を觀る 人才の 有無に よると 知るべき だ。 お 州の 周 

旋に は、 長 州に It き、 薩 州の 建議に は、 薩 州に 聞き、 朝議の 朝令暮改に は、 EH を 廻 はす 思 ひ をしながら も、 早瀬 

にか かる 水車の それの 如く、 水流に 隨 がって 廻る の 外はなかった の は、 一に 人 村 を 失った 結 ra^ である。 

久 光が 井伊の 爲 めに 返 けられた 諸 卿 及び 慶喜、 春嶽、 容堂、 慶勝 等の 謹 愼を 解くべき を 主張 すれば、 久光 未だ 

關 is- に 下らざる に 先って、 酒 井 所 司 代 は 早く も 閣老の 命を傳 へて、 諸 卿、 諸侯の 解 免を發 表した。 かくして 井伊 

まるつ ぶ 

の 面目の 丸？ S れ となる こと は、 直ちに 幕府の 面目 を 汚す ことではなかった らう か。 勢の 避く ベから すと はいへ、 

ー邊 侯の 謹に よって、 幕議 がかく も 速 かに 變更 せら るるとあって は、 幕府の 權烕、 今や 全く 地に 墮 つと いふべき 

である。 

一、 大樹 をして 大小 名 を 率ゐて 上洛し、 國家を 治め、 夷 戎を攘 ふを議 せしめ、 上は祖 神の 震 1^ を 慰め、 下 は 
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義臣の ま i に從 ひ、 萬 民 和 育の 基 を 啓き、 天下 を 泰山の 安き に 比せし めんと 欲す。 

一一、 豐 太閤の に 依り、 沿海の 大 藩五國 をして 五 大老と 稱 せしめ、 國 政を咨 決し、 夷戎を 防禦す るの 處置 

さラじ や-つ 

を爲 さば、 則ち 環海の 武備、 堅固 確然、 必ら す夷戎 を掃攘 する の 功 あらん。 

三、 一 橋 刑 部 卿 をして、 大樹 を援 け、 越 前前 中將を 大老 職に 任じ、 幕府 內 外め 政を輔 けしむ。 

こ 丄 大原勒 使が 幕府に 欝 らした 有名なる 『三 事 策』 であるが、 幕府 は 頗る 容易に 勒 命の 次第 を 奉じ、 久 世は閣 

老を 返き、 酒 井 は 所 司 代を罷 め、 德川慶 喜 は 將軍後 役と なり、 松 平 春嶽は 政事 總裁 となり、 將軍は 翌年 を 以て 

上京 刺 命に 答 ふること となった。 此議を 決せし むる に、 如何に 薩 派が 押し詰めた るか。 大 原が 5 石 倉に 報す る 文書 

中に その 一半が 記されて ゐ る。 

〔前文.！〕 兩閣老 面會、 其 前 中 山、 大久保 參り申 候檨に は、 段々 長引 候て は 人心に 拘り候 故、 今日は 是非 御請に 

相 成 候樣、 對談致 詰 候樣、 若 御請 無 レ之候 はば、 老中 兩人 共、 其 席 を 立さぬ と.^ 位に 御 取 詰 無くて は不 11 相 叶 ！■ 

旨申述 候。 小 子 は 併 老中 限に て 御請 申 候 事 は、 迚も 出來間 敷、 御請に 可レ 成と 申 返答 を 可レ聞 丈け 夫に て 承知 

致 吳と申 候。 三 郞へ可 二 申 聞 1 と 申 候。 夫に て 承知 之 色な く、 併 夫 迄に 不レ 至ば 屹と此 旅館に て 了簡 有 レ之趣 

兩人 決心 相 見え、 大に 心配 致 候。 吉井事 山 科 も同樣 也。 且兩人 共 旅館に 控 居候。 云々』 〔六月 二十 七日 附〕 

薩の勢 ひ 込んだ 有様が 文面に 躍 出して ゐる。 大久 保、 吉井、 中 山 等の 智謀、 悉く 久 光に 從 つて、 江戶に 集まり、 

薩 藩の 榮 譽の爲 めに、 身命 を 賭して 勅使 を 鞭撻して ゐ るの を 見るべき である。  . 


抑 X- 大 15- 勒 使が 幕府に^ら した 『三 事 策』 なる もの は、 5 石 倉の 作る ところで、 第一 案 は 長 州說、 ^二 案 は 朝廷 

說、 第三 案 は 蔬州說 であった。 S 石 八お が 薩長 を 組み合 はせ、 兩 藩の 勢力 を 合一して、 幕府に 當 るの 外 はない と考へ 

たの は、 當時 において 糙 かに 政治^ を 有する の 見であった。 5 石 倉 は 後に 『叢裡 鳴蟲』 の ー篇を 草して、 常時の 祕 

略 を 述べて ゐる。 

『夫れ 三 事 策の 第一 は 長 州の 說、 第二 は 朝議、 第三 は 卽ち薩 藩の 說 なり。 是れ祕 中の 祕 なる を 以て、 堀 をし 

て 大意 を 起草せ しむる に當 り、 尙ほ出 處を言 はす、 實に叙 慮に 出づ ると なせり。 當時薩 藩 第一 第二の 策は不 

れっさい  ほ-つし ょラ 

可と なすと 雖も、 强て之 を 列 載せし は、 抑- -故 あるな り。 勅 読 を 幕府に 下し、 彼れ 若し 奉 承せ すして 暴威 を 

振 はば、 薩藩 のみに て 或は 抵抗し 能 は ざらん こと を 恐る。 因て 臨機 力 を 出さし めんが 爲に、 長 州の！^ 第一 策 

を 加へ たり。 又 朝議の 第二 策 は、 其 意 幕府の 故 格 を 破り、 威權を 殺ぐ に 在り。 薩長 二 藩に して、 ^ほ 力の 足 

ら ざる こと あらば、 他の 諸大 藩に 賴 らんと 欲せし なり。』 云々 

き やう しんちう  , 

巧みに 薩長 二 藩 を 操って、 朝 威 を ；大 下に 布かん とする の 大略 は、 當時 星の 如き 京紳 中に おいて、 丁お 八お の 大器 

あるの みであった。 薩長 聯合の 端 は、 先づ岩 倉に 發 すと いっても 差 支 は あるまい。 阪本、 中 岡の 合同 策 は、 遙か 

に 後年の 事で ある。 

され ど 用 ふる 者 は 用 ひらる で、 單り岩 倉 のみでな く、 幕府 も 薩長 を 利用して ゐ ると 思って ゐ ながら、 薩長に 利 
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用され てゐ たので ある。 薩長が 時代 變 革の 主動 力と して 動いて ゐる 間、 遂に 歸 すると ころ は 薩長の 主張で ある。 

薩に 傾けば 長に 陷れ られ、 長に 賴れ ば、 薩に排 けらる るの を、 如何と もしが たい Q であった。 

【三】 薩長 爭覇 の頂點 

レ つて *1 

久 光が 江戶に 下って、 長 州 これ を 見よ との 態度 を 見て、 長 州 は 美事に 長 井の 周旋 說を 一擲して、 其の後に 追 ひ 

すがって 來た。 毛 利 敬 親 は 七月 十六 日 『謗 詞』 云々 の 朝 譴を掃 ひのけ、 八月 二日 定廣は 刑死 者 赦免の 勅 読 を受て 

十 丸 日 江戸に 下って 来た。 長 州 人の 攀の やうな 駿敏 さが、 拔く手 も 見せ， f 打ち込んで 來る 二の 太刀の 匁 先に 見え 

てゐ る。 定廣 が大原 勅使に 窗 らして、 幕府に 求む る勒 文に 曰く、 

戊 午 以来、 宫武 S 黜ぎ 輩、 追々 搏 出に 相 成 候處、 於 11 地下 楚 1 者、 今 以其儘 0 分 も 有 レ之候 問、 早々 赦免 

可 レ有レ 之 樣思召 候。 三條故 入道 內府儀 者、 被 レ爲レ 慰 11 忠魂？ 被レ贈 11 右大臣 1 候に 付て 者、 於-一水 戶故前 中納言 T 

以ニ出 格の 儀 1 被レ贈 n 大納言 1 度 思 召 候。 且 往^来、 長岡驛 等に て 橫死候 者 共より 始、 其 後 安島 帶刀、 鶴 飼吉左 

衞門列 以下、 諸國 の士、 於 11 關東 1 死罪 且ホ死 致し 候 者、 叉 者 流罪 幽閉 等に て 死亡 候 者 共、 或者樓 S 、東禪 寺、 

厶厶  <1<1<1<1 厶厶厶 △  厶  <1厶 厶<1 厶  しっさう 

叉 は 坂 下等の 一件、 其餘國 事に 死 候 輩、 近く は伏兒 ー擧 等に て、 致 1 一死 失 1 候 者 共、 靈魂 招集、 以 レ禮牧 葬、 

令 11 子孫 祭 Si 候 檨被レ 遊 度、 尤 現存の 者 共 は、 夫々 如 レ舊相 復候樣 との 歙 慮に 被 レ爲レ 在 候。 不レ拘 -1 存亡 T 預ニ是 

等の 事 1 輩、 姓名 其 向々 取調 不レ 洩樣、 早々 可 11 申 上 1 候。 其 上前 條の 趣。 夫々 御 處置被 レ爲レ 在 度 思 召 候 事。 


薩が 一橋、 赛嶽等 有爲の 大才を 起さん とする のに 對 して、 長が 死者の 靈魂を 呼び 起さん とする の は、 へたり 

とい ふべ しで ある。 久阪の 『廻 潤 條議』 の 巾から 出た 意見で あるが、 一が 現實 的に 動き、 一が 精神的に 生きよう 

とすると ころ、 好 筒の 對照 である。 文中に 『伏 見 ー擧』 r ム々 の 一條 は、 s だしく 薩 派の 志士 を激 せし むる ものと 

ちょく じゃラ  ひるが 

なった。 久光 が勒読 を帶 んで處 分した 浪士 を、 今 また 掌 を 翻へ す やうに 赦免 するとあって は、 久 光の 面目が 立 

* ち せう  かいさく 

たぬ。 遂に 大原 は勒 書を袜 消して 伏 見 一件 を 除き 去った。 この 爲 めに 大原は 後に 長 州 派に 勒 寄 改删の 矢 を 立てら 

ちつ さよ 

れて、 遂に 蝥 居す るの 外な きに 至った ので ある。 

*  * 

*  *  * 

毛 利 定廣は 八月 十九 日 江戸に 著いて、 二十日 久 光と 會 見し、 意志の疏通 を 計らん としたが、 ただ 表面上の 儀禮 

に 止まって、 久光は 二十 一日 江 戶を發 して 歸 京し 去った。 岩 倉が 『壬 戌に 至りて 藤 長の 意 相 合せす。』 といって ゐ 

るの は、 この 邊の 前後の 關係を 指 ざす ものである。 

せ 一 じ さう さい 

一橋が 將軍 後見 職と なり、 春嶽が 政事 總裁 となり、 將 軍が 上洛して 攘夷 を拜 するとい ふこと になって は、 明か 

に 幕府の 瓦解で ある。 幕末 政局の 大變の 一期と して 史家が 文 久ニ年 を 記す るの は、 この 政治 組織の 改造 を 指 ざす 

ものである。 一橋、 春嶽 共に 勤皇家 を以 つて 聞え てゐる 人で あるから、 政治の 方針 を 朝議に II くと いふ 傾向と な 

るの は、 自然の 徑路 である。 將軍 一人の 政治が 二人の 政治と なること は、 鑣て？ S 侯 政治と なること を 示す もので 

あり、 遂に 多數 政治と なり、 國民 政治と なる の 道程に 外ならぬ。 之れ を以 つて 幕府 瓦解の 第一 階段で あると すれ 
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ば、 最初の 一 太刀 を 浴びせた もの は薩 であり、 次の 一 太刀 を 打ち込ん だもの は 長であった。 薩 第一、 長 第二、 最 

初の 出發點 において、 長 は薩に 一歩 を讓 つたが、 これが 後の 半世紀に 亙る、， 薩長 勢力 を 支配す る ものと ならう と 

は、 當時 何人が 想 ひ 浮べた であらう。 後の 政局に 立たん とする 者の- すべき ところでは あるまい か。 

【il】 急激 草 新派の 天下と なる 

江戸に おいて、 刻々 に 幕府の 勢力が 減 返す ると 反對 に、 京都に おいて は、 急進派 浪士の 勢力が、 R に 日に 增進 

して 行った。 それ は 政治の 中心が 京都に 移り、 政論の 中心が、 各 6 進 思想に 動かされて 來る こと を 示す もので あつ 

さう じ 1 つ 

た。 上に あって 大權を 動かす もの は 薩長で あり、 下にあって 浪士 を操縱 する もの は 薩長であった。 浪士 との 問に 

必ら すし も 聯絡 を 有する と は 限らない が、 兩 藩の 主力 運動 者 は、 巧みに 浪士の 急進 運動 を 利用し、 逆用し、 順 用 

して ゐる。 

だんが ,レ  たち ま 

勒 使が 未だ 京都に 歸ら ない 前に、 5 お倉 等 は 長 •  土 を 中心 勢力と する 浪士 の爲 めに 彈 劾され て、 倐 ちその 地位 を 

ちき 

失った。 その 中には 薩 藩の 有志 も 加 はつ セゐ る。 彼等 は久 光の 公武 周旋に 慊 たらす、 尊攘の 大義 を眞 向に 振り か 

ざして 5 石 倉 等に 迫 まって ゐる。 急激 浪士の 取締 は、 朝廷が 島津、 毛利兩 藩主に 勅諭す ると ころで あるが、 藩主の 

, -、 »  , ちんあつ  しんき や-つ  ぎ せき 

勢威 も， つて 浪士 を鎭應 する に 足らなん だ。 そこで 朝廷 要職の 紳卿 も、 浪士の 主張に よって 棋石を 取り かへ る 

えきち  う がふ- A らう 

やうに 容易に 易 置され た。 忠能、 實 愛が 稱 して 『勤皇 問屋』 とい ふ 烏 合 浮浪の 徒の 爲 めに、 公卿が 朝夕に 移動せ 


なければ ならぬ こと は、 朝 威 を k する ものであると 憤激しても、 勢 ひ は 之れ を 如何と もす る ことが 出來 なかつ 

たので ある。  . 

浪人の^ 中には、 旣に 幕府がない。 ー贯、 すると ころ は 尊皇 接 夷の 大義で ある。 裏 も 表 もない、 生地 そのままの 

ちょくわう まいしん 

露出で ある。 蔡 形式 を 否定し 去って ゐ るから、 何物に も 障りがない。 m 心 ふところの 一す ぢを、 _^=1往邁^^するのみ 

ちょくさい 

である。 故に 議論 は 明快で あり、 行爲は 直截で ある。 之れ を稱 して 過激と いひ、 急進と いふの は、 身 を ¥S 組- S の 

レん_ るい  かんぶつ 

中に おいて 晃 るからで ある。 在野の 志士 は 祕密を 知らない。 故に 少しで も 佐幕の 陰翳が ある もの は、 姦物と 3- な 

して、 除かう とする ので ある。 

5 お倉 具視、 久我建 通、 千 種 有 文、 富 小路 敬 直 を 以て、 和宮を 降嫁せ しめた 佐幕の. K 奸 として、 急進派の 迫 は 

だんがい はう ばう キ」 う ひん  . 

至らざる なかった。 『斬奸 義擧』 と 叫び 『君側の 姦を 除く』 と稱 して、 彈 劾の 鋒 鋩 は 官姨の 身上にまで も 及んだ。 

しも  <  だり うしよ ラ  さら 

七：：：： 二十 一日、 九條 家の 臣島田 龍 章の 首級 は、 何者に か 打取られて、 加 茂 川三條 河原に 晒された。 

此島 兵衞植 大尉 事、 大逆 贼長野 主 膳へ 同腹いた し、 不レ可 レ謂奸 曲 を 相 巧、； 大地に 不 レ可レ 容大贼 也。 依レ之 

ちう りく  けうし ゆ 

加 11 誅戮 1 令 11 A 首 1 者 也。 

そく ぜん 

所謂 『； 大忠 組』 の 出現 はこの 時であった。 京 紳は惊 然として 愕 いた。 浪士の 恨み を 買 ふ もの は、 何時 如何なる 

危難が 身に 落ち かかる も 測られぬ。 ここに 京都 は、 全く 『恐怖 時代』 に陷 つた。 久阪、 眞木、 平野 一派 勤皇 急 先 
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し かんだんが いぶ 0 

鋒 派 は、 盛んに 公卿の 間に 遊說 して、 遂に 廣幡 忠禮 等. H 二 卿の 四 奸彈劾 文 を、 近衞忠 照に 致さし めた。 

『方今 天 下 一新 之大 機會、 已前 幽閉 之 大臣、 親王 等、 夫々 被レ 免、 追々 朝 儀 御 挽回に 相 成、 於 11 關東 1 も 是迄蔡 

政 之 筋 悔悟 可， 有， 之 哉。 旣若狹 守 當役不 任 之 趣 を以、 所 司 代返 役 被 レ命候 上 者、 右若狹 守へ 内通 被， 致 候、 内 

府公已 下 阿黨之 人々、 速に 嚴重之 御沙汰に 不二 相 成 1 候半而 者、 乍レ恐 朝憲 も 不：， 被 レ爲， 立 候 哉と 奉：， 存 候。』 

あねこう ぢ きんとも み ぶ ともなが 

速 かに |g 斷を 仰いで、 天下の 人心 を 安ん ぜんこと を 請うた。 十三 卿の 中には 三條實 美、 姉 小路 公知、 壬 生 恶修、 

お ほき まち  やなき はら；^ つた リ 

親 町 公董、 铆原光 愛の 名を發 見した。 勢 ひは抗 すべから すして、 近衞忠 gi は 八月 二十日、 倉、 千 種、 富 小路 

らくしょくい ラ きょ 

に 落飾 幽居 を 命じ、 二十 五日 久 我に 辭宫 落飾 を 命， f るに 至った。  . 

E 邪の 判別 は 俄かに 斷， f ベく もない。 朝 威の 皇張を 念す るに おいて、 雨 者と もに その 差を兒 ない。 岩 倉 は 智略 

かう ざう 

に 過ぐ るを以 つて、 行藏 ややもすれば 人に 疑 はるる が、 彼れ を アンチ 皇室の 大奸 とすべき ではない。 漸進、 王義と 

け S? しん 

急進主義との 相違 は あても、 兩者 ともに 國家 的觀 念の 上に 立つ において は 同一で ある。 ただ 朝廷 耍 II の顯紳 が、 

てう へんば かい 

無名の 浪 士の說 によって、 朝 變暮改 する の は、 勢 ひの 已む ベから ざる ものが あると はいへ、 時勢 變 化の あまりに 

急激なる に 驚かされた。 八：：：： 十八 日 綾小路 侍從 は、 書 を 其の 父 大原勒 使に 送って 長嘆して ゐる。 

かんじゃ 

〔前略〕 小 子 熟 案 仕 候に は、 內府 公、 有 文 朝臣、 具視 朝臣、 敬 直 朝臣 等、 姦 邪の 風說 世上に 流 傳候上 は、 孰れ 

あいまい 

.. 御 取 亂無レ 之 候て は不 11 相 叶 1 候處、 御 取轧も 無レ之 候、 瞹味を 以て 御 處藍被 レ爲， 在 候て は、 於 n 本人 1 も 承服 可 


レ致道 现無レ 之の みならす。 浪人に 御 迫られ 被レ 遊、 御 動 搐被レ 爲レ有 候て は、 實に 朝廷の 御 威光 を 被， 爲レ損 候 事、 

遺憾に 不レ堪 候。 先 右樣相 迫て 暴 說を唱 候 者 を 取 押、 繼 で其黨 類の 人名、 一 々御 取 钆の上 悉く 召 寄られ、 其 趣 

意 篤と 御 聞 取被レ 遊、 猶叉 世上 風 說も御 書取に 相 成、 內府 公始へ 御沙汰に 相 成、 實否御 取钆の 上、 彌 據 充分 

に 相顯候 はば、 其處 置に 相 成 候ても、 本人 決て 遣 憾有レ 之 間 敷、 世上 風說も 自然に 相 止 可レ申 候。 左 候へば、 

キ -5 ひ こじゃう じ 

朝廷 は 浪人に 迫られ 朝烕 を被レ 損と 申 にても 無レ 之、 以後 IT び、 浪人の 乘 レ勢相 迫、 W ニ疏喝 I 奉 レ驚ニ 朝廷 1 候 

御 憂 も 生す 間 敷と 存候。 無レ 左ば 朝廷 は 浪人の 虚喝に 御 驚き 被レ 遊、 三 公の 御 一人 迄、 御" 1 宫の儀 御 沙汰 被 

レ爲レ 在、 1:^ 嬪 もせ ：！ 中 を 被 レ出候 程の 御 儀、 薩 州に は 浪士鎭 撫の勒 を 受け 乍ら、 暴發 する 迄 は 取 押 も 難 一一 出來 一と 

. ,  きょか つ 

申出 候 節 は 朝廷 を 奉， ー疏喝 I 候 者 を、 誰 歟取鎭 可レ申 哉。 然れば 以後 迚も 今度の 如く、 浪人が 奉 n 强迫ー 候 得 者、 

£ 邪 曲直 も 御礼 明 不レ被 レ爲レ 在、 忽卒の 御處置 可レ被 レ爲, 在 敷。 然る 時 は、 次第々々 に 朝 威 は御衰 額に て、 浪 

  ちかつ 40 よ C 

人 は 益す 威勢 强く、 終に は 朝廷の 要路 始め、 浪人の 意に 不， 1 相 叶 一 者 は、 正邪 を 問 はす 進 返 il 陟候樣 可， 1 相 成 1 

よう  ふん まし 

の 倆 を 作り、 遂に は 浪人 政 柄 を 握り 可レ申 事に 相 成可レ 申歟。 實以、 不レ堪 ,1 愤戀 大息の 至 1 候。 云々 

【五】 長 州 急進派と 再 勅使 

專制 政治の 瓦解に 伴って、 奥 論の 力が 次第に 中心 を 動かし 來るを 知る 由 もな く、 只！！： 浪人の^ 進 論に よって 朝 

臣の 左右 せらる る を 嘆 ぜられ た。 殊に 薩長の 態度に 對 して 深く 疑 ふところな きを 得なかった。 『今日 御 依頼 可レ 

文久 政局と 薩長 爭覇 の頂點  一 三 九 . 
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被 レ遊者 は、 只 薩長 二 藩の み。 然るに 薩州 は、 浪人と 同意の 樣、 殿下 被, 一 申 上 7 長 州 は 何歟、 種々 風評 も 有, 之、 

未だ 全く 御 依 賴可レ 被レ遊 場合に も 不二 立 至 1』 云々 と、 兩 藩が 浪士 鎭撫の 勅命 を 奉じながら、 暗に 浪士と 共謀の 跡の 

ある を 恨んで ゐる。 

藩 論ー變 して 攘夷論に 立換 り、 薩の 運動に 拔 手を切って： 冰ぎ 越さう とする 長 州 は、 再 勅使 を 派して、 攘夷の 決 

を 探るべし と 主張し、 遂 ひに 三 條實美 を 正使と し、 姉 小路 公知 を 副使と する 第二 回勅 使の 一行 を、 江戶に 下さし め 

さ. 4u  さ いけつ 

た。 曩に大 原の 齎らす ところと 異り、 三條 の勑靛 は、 頗 ぶる 急激なる 攘夷 採決であった。 旣に大 原の 勅靛を 受け 

て 幕府と して は 忍ぶべからざる を 忍び、 幕閣 組織 を 改造し、 徐に 勤皇の 實 を擧げ ようとして ゐ るので はない か。 

殊に 將軍改 年と 共に 上洛して、 樓 夷の 勅に 聽く ところが あらう として ゐ るので ある。 幕府 旣に かかる 態度に 出で 

てゐれ ば、 少しく 時日 を假 して 事の 成 行 を 見るべき である。 若し 翌年に 至って 將軍 その 盟約 をぎ ます、 勅意に 反 

する の 明かと なったならば、 その 時に 到って 始めて 再 勅使 を 派し、 事の 順逆 を 礼すべき である。 前勒 使の 事 あり 

て 僅かに 二 ヶ月の 後、 早く も 再 勅使 を 派して 攘夷の 催促 をされ て は、 幕府 は 殆んど 立つ 瀨 がない。 朝 意 ここに あ 

つて 然る かとい へば、 必ら すし もさう と は 思 はれぬ。 歸 すると ころ は、 長 州々 進 派の 押す ところで ある。 三條勅 

使が 『早く 攘夷 を 決し、 大小 名に 布吿 せよ。』 とい ひ 『諸 藩より 身村强 I：、 忠勇 氣節之 徒 を、 令 二 警衛 之 人 數選募 7 

V  ごしんし やく  厶 A 厶 

時勢に 隨ひ、 舊典 を御掛 酌に 相 成、 御 親 兵と 被 レ遊度 被 二 思 召 1 候。』 と 迫 つ た の は、 共に 長 州 藩士 の 進言す ると こ ろ 

であった。 ーを閒 くもの は 二 を 聞かざる を 得ぬ。 二 を 許す もの は 遂に 總 ベて を 許さねば ならぬ。 德川 十四 代將軍 


家 茂 は、 明春 必らす 上京して、 攘夷、 親 兵の 議を 決すべく、 勅使の 意 を拜受 する の 外はなかった。 三條勒 使は條 

然 たる 古儀 を 以て 幕府に 臨み、 君臣の 分 を 正しう して 十二月 二十 三日 歸 京した。 毛 利定廣 は勒使 を護衞 して 入京 

ふう ¥っ  くっしん 

したが、 宛然 久 光の 風. であった。 薩長 勢力の 屈 仲、 實に 一張一弛の 形 ある を 見る ので ある。 

文久 二お 〔壬 戌〕 の將に 暮れ 去らん とする に當 つて、 『京都 政府』 の 成立した こと を、 人 は 記 is より 逸する こと は 

出来ぬ。 

じゃラ らく 

旣に 幕府が 勅命 を 奉じ、 愈ぷ 攘夷に 一決して、 三百諸侯の 意見 を 具し、 將軍 上洛す るに おいて は、 朝議 を す 

るに 確乎 動かざる ものがなくて はならぬ。 人に よって 意見 を 異にし、 他 を 排斥す る やうな ことがあって は、 朝 成 

振 ふに. H なしで ある。 ここに 朝議 を 確と して 決定す る 政治 組織が 必要で ある。 十二月 九日に 至って、 朝廷に 國事 

掛を S くの 上 論が 發 せられた。 實貧は 云 ふに 足らぬ ものであった にせよ、 是れ實 に 京都に おいて 政椅の 組織され 

しんせい くわう  一 

た 最初であって、 維新 史上の 暗 を 照らす、 一新 星 光であった。 

けんしょう 

『京都 政府』 の 憲章 及び 内閣 員 を、 左に 記して 參考に 供して 置く。 

【參 考】 國蓽 御用 掛 執務 親 程 

一、 毎月 十ケ日 E 巳 刻 出仕、 申 刻限 返 出 之 事。 
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一 、 定日 於， 1 小 御所 取合 廊下 1 一 同 連 席 評議 之 事。 

1、 評議 箇條銘 々書附 持參、 示談 一決 之 儀 は 伺 御用 帳に 可：， 記 之 事。 

一 、 評議 之 條々、 各 無二 隔意 1 可 二 申 合 1 專要 候。 未決 之 儀後會 可レ盡 二 評論 1 候 於 二 外 席 1 他人へ 異心 別 存等不 レ可ー 1 

談話 一事。 

一 、 廉立候 俵 有 レ之節 者。 小 御所 出御、 可：， 被， I 聞 食 1 候 事。 

一、 御用 之 儀、 他へ 不レ 可， 1 漏脫 1 之 事。 

1、 諸 臣國 事に 付、 所存 有レ之 者、 先 件 御用 掛之內 へ 可 n 申立 一 候。 一己 之 了簡 を以、 猥成取 計 進 返等不 レ可レ 

有 レ之候 事。 

一、 諸 藩攀以 11 私情 I 相狎、 致 ニ應復 1 間敷倾 事。 

右國事 御用 被 ニ仰附 1 候 上 者、 正邪 曲直、 名分 御改 之 御 趣意、 深 相 心得、 忘 二 却前條 法令 i 且過酒 放蕩、 違 11 

背 朝憲 1 無賴 之行狀 有， 之 候 節 者、 可 i ニ嚴科 御沙汰 1 之 間、 誠實 一致、 心得 違 無：， 之 樣被ニ 仰 出 1 候 事。 

國事 御用 掛 〔文久 三年 二月 任命〕 

尊融 親王  廳司輔 SI  一條 忠香  二 條齊敬 

近 衞忠擺  德太寺 公純  近 衞忠房  一條 實良  . 
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【六】 京都 は 正に 恐怖 時代 

き ゃラど  ろ かう 

十四 代 將軍德 川 家 茂 は、 勅命に 對ふ ベく 京都に 上らう とする。 强弩の 末、 絡 縞 を 穿つ 能 はすと はいへ、 征夷 大 

將 軍の 威名 は、 猶ほ； 大 下の 諸侯 を 令す るに 足る。 彼れ は 京都に 備 へしむべく、 會津藩 主 松 平容保 を擧げ て、 京都 

守護^に 任じた。 京都せ ：3 廷 において は 『國 事掛』 を 設け、 朝議 を 總合的 銃 一機 關 によって 決し、 儼として 將 軍に 

對 しょうと 待って ゐる。 東西の 陣立 は、 俄か 造りながら 出來 あがった。 雨と なる か、 風と なる か、 雲 は文久 三年 

〔癸 亥〕 に 向って 飛んだ。 

松 平容保 は文久 三.^ 〔癸 亥〕 正月 二日、 參內 して 就任 を 告げ、 德川慶 喜 は 後見 職を以 つて、 松 平 春嶽は 政事 總裁 

ぎょせい 

を以 つて 入京した。 殆ん ど；； d 戶 政府 を 穴. j しう して、 互 星 京都に 集まる の觀 があった。 將 軍の 向背 いづれ に 決する 

か は、 叉た 三百諸侯の 向背 を：^ する ものであった。 この 一大 回轉 機の 機微 を觀 るべ く、 尾 張 侯：： 于和島 侯 二 i 岡 

侯 • 因幡 侯 • 佐賀侯 • 藤 堂 侯 • 上 杉 侯の 諸 藩主 も 相次いで 入京した。 

きふげ きかくし しとう 

この 形勢 を望兑 して、 回 ；大 の 偉業 此 機に ありと、 地 を 蹴って 奮起した もの は、 實に 急激 革新 黨の 志士で あつ 

くわいし ゆ 

た。 謂 ふところの 浮浪の 徒であった。 浮浪の 魁お は 『廻濶 條議』 を信條 とする 久 阪* 寺 島の 長 州 藩士であって、 

と ろき ぶへ-!??  - 

武市半 平 太の 率うる 土 佐 勤皇 黨、 眞木 和， • 平野 國臣 • 識 武兵衞 • 美 玉 三 平、 これが 傍系であった。 

急激 派 は薩の 公武 合 體を悅 ばぬ。 隨 つて 薩州 系と 目 さるる 近衞 腿. E を 快し とせぬ。 彼等 は薩を 返け て 長の 勢力 


により、 ハ 4f 少氣 鋭の 三條. 姉 小路 を 推して 朝議 を 攘夷に 確立せ しめよう とした。 一：：：：： 十七 日 〔文久 三年〕、 毛 利 敬 

親 は 參議に 任ぜられ、 同 二十 三日、 近 衞關白 は 職 を辭し 去った。 

一：！！：  二十 二日、 『；大 誅』 は 池 內大學 の 首に 加 へられて、 雞波 橋畔に 梟せられ た。 二十四日、 大學の 雨 耳 は 斬りと 

られ て、 親 町 三 條實愛 • 中山忠 能の 兩 邸に 投 ぜられ 、『三日の 間に 議奏 を辭せ ざれば、 此 耳の 如く せん』 と投狀 

せられた。 後ち 三日に して、 二十 七日、 兩 卿 は 職を罷 めた。 

千 種 有 文 卿の 家臣 賀川肇 は、 一 月 一 一十 八日 『天誅』 を 受けた。 一 一月 一 曰に 至って、 その： 响手は 岩 含. 千 兩邸 

に 投じ、 その 首 は 一橋 鹿 喜の 旅 邸に 投ぜ られ た。 二月 七日に は 山 内容 堂の 館に、 千 種 家出 入 Q 唐 橋村惣 助の 首級 

と稱 する ものが 投 ぜられ た。  - 

いとえ  さう ぞく 

こ ひ 類 0 こと は 實に枚 擧に遑 がない 有檨 で、 市井 0 間に 横行して、 殆んど草賊0^行爲を敢へ てするものも加は 

つた。 二月 二十 三日に 至って は、 等持院 にある、 足 利 高 氏 以下の 木像の 首 を 斬り、 之れ を三條 河原に 梟して、 『逆 

えんげん 

贼 Q, 珠 せらる やる 斯 くの ごとし』 と謠 言した。 そ Q 罪狀を 書した 文に 曰く、 

逆賊 足 利 十五 代 

ベ ん ばく  ざん りく 

此者共 之惡逆 は旣に 先哲の 所 ニ辯駁 T 萬 人の 能く 知る 所に して、 今更 云に 及ばす。 因て 此 影像 を 令 二 斬戮？ 就 

て は 乍， ft 言 T 聊其罪 を 示すべし。 抑此 大皇國 Q 大道、 只々 忠義 0 二字 を 以て、 其 大本と す。 是祌 代以來 0 御 
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風習なる を、 ぎ倉賴 朝、 世に出て、 奉レ惱 H 朝廷 T 不臣 0 手始 致し、 尋て北 條- 足 利に 至りて は、 其罪實 

に 不レ可 レ容。 是； 大地 神人、 共に 怒る 所な り。 雖 レ然、 當時 天下 錯亂、 名分 紛擾の 世、 朝廷 御 微力に して、 其 罪 

を^し 給 ふこと 不 レ克、 遺憾 豈不レ 可 1 ー悲泣 1 乎。 今 彼等 2迫 物 を 見る に 至ても、 眞に 不レ堪 一一 憤激 T 我々 不敏な 

りと 雖、 五 百年 往古 0 世に出た らんに は、 生首引拔んも0^をと、 握 拳 切齒、 片時 も 不レ能 こ 止 事 1 なり。 今や 萬 

.?  くわい 一 

事 復古し、 舊弊 一新 0 時運、 追々 不臣 奴 原、 罪科 を 可レ亂 Q 機會 也。 故に 我々 申 合、 先 づ其旦 魁の 大罪 を 

罰し、 大義名分 を 明さん か爲 め、 昨夜、 等 持院に 在る 所 0、 尊 氏 始め、 其 子孫 奴 原 0 影像 を 取 出し、 首 を 

刎て、 是を 梟首し、 聊散 n 舊來 之畜憤 I 者 也。 

文久 三年 癸 亥 二月 廿 三日 

大將軍 織 田 公に 至り、 右 0 賊統 斷滅 す。 是些敷 愉快と いふべ し。 然るに 夫より 爾来 今 世に 至り、 此奸 贼に猶 

超過す る 者 あり。 其 黨!^ f にして、 其 罪 惡足利 等 0 右に 出づ。 夫 等 0 楚 直に 舊 惡を悔 ひ、 忠勤 を抽 で、 鎌 倉 

以來 惡弊を 掃除し、 朝廷 を 奉-一輔 佐 T 古昔に 復し、 積 罪 を 償 ふ Q 所 置 無き に 於て は、 滿 ：大 下 有志、 追々 

大擧 して 可 レ！^ -1 罪科 一 も 0 也。 

や ラはラ 

と 記して、 公然 將 軍に 諷する ものの 如くであった。 守護 職 會津侯 は、 浪士 0 凶暴 は、 言論 抑！ iiCJ 蘭ら すと ころ 

であると して、 二月 十八 日 諸 藩に 令して 『言 路を洞 開せられ、 草莽微賤0言と雖も歆聞に逹し、忠吿至當€^論は、 

H 磨 i せざる 樣と P 深 重の 思 召に 候 間、 各ぶ 忠言 を韜 ます、 學習院 ぇ參上 致し、 御用 掛の人々 え 揚言す ベ しと、 


仰せ 出され 候 間， 亂雜の 儀 之れ なき 檨相心 申出 づ ベく 候 事。』 と 達する ところが あつたが、 此 0 名案 も、 恐怖 

時代に虑して何^^功£^^なく、 結果 は 一 曆煩雜 を增す 0 みであって、 C?4^CJ 縣ん 仃を鎭 むべ くもなかった。 容保は 

らうとう 

自 から 浪黨 0 進言 を聽 くべ く、 布 吿を發 した。 

. 當春 以來、 藩臣 浮浪 徒、 堂上 家へ 立 入、 正義 0  士と唱 へ、 種々 致， 1 入說- 候より、 叙 慮 J3X 徹不 致 事、 往々 有 

レ之、 隨 つて 不心得 Q 者 共 横行 致し、 無辜の も Q を殘 害し、 恣 に 火 を 放ち、 家屋 を 毀ち、 或は 張 紙 等 致し、 

- 町方 を騷 がし、 遂に は不 11 容易 I 巧みに 及 候 聞え も有レ 之、 言語 同斷 Q 儀に 候。 然處、 今度 は勿體 なく も 

より 發し、 右 等 Q 弊風 御 改革 被， 遊、 取締 方 屹度 被， I 仰 付 1 候。 御 吟味 も 有 レ之候 間、 一同 可レ致 U 安心 1 候。 猶又 

今度 叙盧 難レ有 を不レ 知、 往々 心得 違 0 者有レ 之、 公け に 申出 も 無, 之、 無根 0 說を 立、 人心 0 迷惑 を 生じ 候 

儀、 甚 如何に 候。 若叉存 意有レ 之ば、 無二 忌憚 1 可 n 申出 1 旨、 兼々 守護 職 申 付 も 有 レ之候 間、 以來 心得 違 ひ無レ 

之 樣可レ 致 事。 

容保 0 見る ところ 當ら ざるに あらす である。 寧ろ 京， 都 警察 0 兵權を 把握しながら、 濫りに 高應 政策 を 採らす、 

却って 言論 開放 0 道 を 執らん とした は、 賢な りと いふべき であった。 併しながら、 時勢 廻轉 0 急速 度 は、 おも 

0 を以 つてしても、 阻むべく もなかった。 

文久 政局と 薩長 爭 親の 頂點  IS 七 
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【七】 長 州 派と 三 條實美 

こ 0 時に 於け る 勤皇 0 中心 點は、 野に あって は 長 州、 朝に あって は 三 條實美 CM 派であった。 朝野 相呼應 して 

急激なる 攘夷論 を高唱 し、 威望 滿 天 下を壓 する 0 概 があった。 慶喜 • 春 嶽上谷 堂 を 初め、 朝に あって は 近衞. 中 

山 Q 諸 卿 は、 攘夷 Q 行 はるべく もない こと を 知って ゐ るから、 先づ 公武 0 歩調 を 一 にし、 國家 統一 0 カを以 つ. て、 

まんて う らう.^」 やう 

他日 0 外 夷に 備 へねば ならぬ との 主意で あつたが、 時勢 0 力 は 恐るべき も ので、 ニニ 條 0 攘夷論 は、 滿 朝の 老卿 

を 默 せし むる 0} 威が あった。 

二 月 七日、 三 條實美 等 十二 卿 冠 を 正して 參 朝し、 攘夷 0 期限 を 確定すべき 旨 を 請 ひ、 然ら ざる 限り、 人心 を 安 

れし ij く 

ん する 道な く、 遂に は輦毂 0 下に 一 大爭亂 0 起るべき を 進言した。 越えて 十 一 日、 三 條は勒 使と して 姉 小路、 正 

ちょく 

親 町 • 滋野井 • 河 野 • 豐岡 • 橋 本 • 野宮 0 七 卿 を 伴 ひ、 一 橋慶喜 邸に 臨んで、 速に 攘夷 0 期日 を 確定せ よと 0 勒 

じ やう  ろんべん すうこく 

読を傳 へた 0 であった。 慶喜 • 春嶽. 容堂 丄谷 保 0 四 侯、 勅使に 謁し、 論辯數 刻、 曉に 到って 遂に 將軍 上洛の 後 

二十日 を 期して 攘夷 斷 行の 日と 決する の 巳むな きに 至った。 松 平容保 は、 此日會 見の 狀を 記して いふ。 

さし. H さ  はげ  くわん か 

『是日 堂上 家 は、 ^く； 大威を 挟みて、 意氣 昂然、 辭色 共に 厲 しく、 議論 從 つて 過激 毫も 寬假の 態な く、 若し 

». ん じゅ ん 

其 意の 如くなら ざれば、 指して 因循と いふ。 蓋し 當時 因循の 一語 は、 殆んど 百惡を 意味す るに 同じ。 故に 我 

徐ろに 條 理を陳 じて 論す る 所 ある も、 毫も これ を容れ す、 唯彌ぷ 述べて 彌. -激 する のみ。 畏くも |g 聖 なる 主 


ふん そつ 

上に して、 斯 くが 卒に勒 使 を 下され、 且 急激に 奉答 を 促す 事、 實に 不可思議の 極と 雖も、 是れ 深き 審 情の あ 

る ことにて、 是 より 先、 熊 本 藩士 織武 兵衞、 長 州 藩士 久阪 玄瑞、 寺 島 忠三郞 三人、 廳司 殿下に 紙 候し、 三條 

の 建議 を 奉る。』 云々 

度 喜 • 舂嶽 • 容堂は 智慮に 富み" 識見に 秀づる 老練 政治家で ある。 その 名聲は 早くより ；大 下に 布 かれて ゐた。 

三 侯の 服に は三條 以下の 年少 公卿の 如き は 子供の やうに 腴 つたで あらう か、 若し 朝 幕の 名な く、 議論 を 平 座敷で 

鬪 はすので あったならば、 豪放の 容堂 など は 一言に 叱陀し 去った かも 知れぬ。 時代 變遷の 力 ほど、 眞に 恐るべき 

ものはなかった。 三大 政治家 をして、 意 を 抂げ、 志 を 屈して n ニ條 輩の 靑年 公卿に 激論 を 擅 ままに せしめた の だ。 

かうた し 

『尊 接 記事』 の 著者 は、 浩 歎して いふ。 

『予 大息して 曰く、 天下の 大權、 浮浪の 手に 歸 すと。 聞く 者 愕然として 曰く、 方今、 上に 朝廷 あり、 ドに幕 

府 あり。 而 して 三百 列藩 各 立臣； li ありて 其 主 を 輔佐す。 浮浪 千 百 人 ありと 雖も、 其れ 之れ を 如何せんと。 予 

曰く、 幕府の 政令 行 はれす、 而 して 三百諸侯 は ：！ 呂 中に 生長し、 哀樂の 何物た る を 知らす。 世臣 門閥 は 概ね iwr 

ぐわん こ  れんか  し 

な紈 袴の 子弟の み。 而 して 浮浪の 書生、 輦 下に 雲集し、 公卿の 門に 出入して； 大 下の 勢を揣 摩す。 幕府 をして 

, ) LV-  M  .,  A  A  A  A  A  A  AAAAAAAAAAAAA 

今日の 擧動 あるに 至らし めしもの、 豈に； 大 下の 權、 浮浪の 手に 歸せ しに あらす やと。』 〔岡 鹿 門〕 

11!  一口 簡 なりと 雖も、 時勢の 變 動を說 いて 要 を 得て ゐる。 浮浪の 手に 歸す といった の を、 輿論の 手に 歸す といった 

ならば、 ー曆 適切で あらう。 當時 輿論の 代表者 は 長 州で あり、 浮浪の 中堅 は 長 州 藩士であった。 三 條實突 之れ を 

文久 政局と 薩長 爭觀 の點頂  一 四 九 
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朝廷に 代表し、 長 州 派の 勢力 は、 此時 において 極點に 達し、 遙 かに 幕 .薩. 會. 土の 上に あって 天下 を睥 i した。 

【八】 十四 代 將軍德 川 家 茂の 上洛 

文久 三年 〔癸 亥〕 三月 西日、 家 茂 將軍は 京都に 入った。 將 軍の 入京 は 急激 派の 首 を 伸べ て 待つ ところで ある。 如 

せいてんへ 含れ き 

何なる 祕 謀が 彼等の 間に 熟して ゐ やう も 知れぬ。 將軍 入朝の 曉に は、 靑天 霹靂、 勒を以 つて 將 軍職 を 解いて、 然 

る 後 謅を賜 ふとい ふやうな 風說を も、 耳に せぬ ではない。 聖意 必ら， f しも そこに ありと は 思 はれぬ が、 當時 宮廷 

の 勢力 を 一身に 蒐 めて ゐる、 三條 一派の 急進 公卿が、 如何なる， 祕 略を藏 して 將軍 を迎 へぬ とも 限らぬ。 事 は 機先 

を 制する にある と、 一橋 慶喜は 五日 參 内して、 將 軍職 を 信認し、 攘夷に 就いて 精勵 すべし との 勅 読 を 奉じ、 越え 

せ いあん  けっさい 

て 七日、 將軍 をして 靜 安の 裡 に參內 せしめた。 固より 將軍は 一個の 少年に 過ぎぬ。 百事、 鹿 喜 • 春嶽 等の 決裁す 

ると ころで あつたの は、 言 ふまで もない。 

せん，^ J ん 

この 爭亂の 京 郡に あって、 德 川の 爲 めに 千 釣の 重き を爲 した もの は、 實 に會津 藩であった。 慶喜 • 春 嶽の聲 名 

ぎ ぜん 

は、 早く 天下に 布く とはいへ、 兵力 を 擁して 立って ゐ るので はない から、 萬 一 の 場合、 毅然として 浪士の 運動に 

抗 する ことが 出来ぬ。 精悍の 會津 藩士 を率ゐ て、 二 箇月 間滯 京の 將 軍に、 毛髮 の危險 なから しめたの は 松 平容保 

その 人であった。 


容保は 智略の 才と いふよりも、 沈着 誠意の 人であった。 勇 斷果决 の 人であった。 識見に 富み、 且つ 勤皇の 志 篤 

い 人であった。 京都 警衛 は、 此の 人 あるに よって 完 きを 得た といっても 過言で ない。 急進 浪士の 運動に 對 して、 

くわん げん  かざ 

寬嚴 その 宜しき を 得、 高 應 政策 を眞 向から 振り翳す の 愚を學 ばなかった 爲 めに、 頗 ぶる 時局の 進化 を 岡 滑なら し 

めた 功 も ある。 時勢が 時勢で ある 丈け に、 急激の 變遷を 免 かれなん だが、 終始 一 莨して、 尊皇の 態度 を 持した こ 

と は、 將軍 をして 大過な くして 歸城 せしめた 何よりの 手柄であった。 當時容 保 をして 無 洞 の 佐幕 家たら しめ、 

こ らうかん  たの 

徒らに s?^ 猛を 誇る 固^ 漢 であらし めたならば、 兵馬の 權を 擁する 彼が 實權 を恃ん で、 如何に 强 硬なる 彈應 お^ を 

行った であらう か。 而 して 其の 結 ra^ は 如何なる 爭亂を 招いた であらう か。 殺氣 立った る 浪士の 凶暴 は、 E 心 ふだに 

9 つ ぜん 

悚 然として 膚に粟 を 生ぜし むる ものが ある。 容 保が 就任 匆々、 浪士の 凶暴 は 言論 抑 IS の 結 であると して、 廣く 

草莽 微賤の 言と 雖も、 聞くべき もの は 之れ を 聞くべし と、 訓令した るが 如き は、 之れ を 卓見で あると いはす して 

何とい はふ。 

將 軍の 上京 旬日なら すして、 江戶の 騒然たる を 名と して、 將 軍の 東 歸說が 盛んと なった 時に、 極力 その 不可 を 

論じた もの は容 保であった。 彼れ はいふ。 

ふん ぜぅ 

『江戶 人心の 紛擾 は、 本 根の 動搖 として、 幕府 諸 有志の 最も 憂 ふる 所な りと 雖も、 大勢の 上より 觀 察する 時 

は、 是れ 反りて 枝 薬な りと す。 何と なれば、 聖上 切に 幕府に 御 信任の 叙 慮なる を 以て、 將軍家 亦 これ を體し 

し せ さ  と しし 

京師に^ まりて 時々； 大 顔に 尺し 奉り、 益ぶ 信任 を 蒙る に 至らば、 縱ひ 過激の 堂上 等、 妬心 を a! くす と雖も 

文久 政局と 薩長 爭_ 勤の 頂點  一 五一 
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事の 施すべき 所な からん。』 

江 戶騷擾 は 外交の 紛亂に 出で たもので あれば、 朝廷" 幕府の 親和 さへ 成立せば、 自然に 鎭 靜に歸 する であらう 

とい ふ。 立言 確と して 動かざる ものが ある。 

生麥 事件に 關 して 英國が 償金 を 求む るに 對 して、 聖意 攘夷に ある を以 つて、 慶 喜す ら逡 巡して 決し 得なかった 

時に も、 容 保は慶 喜に 說ぃ ていって ゐる。 『生 麥驛の 事た る や、 抑- -曲 我れ にある ので ある。 彼れ が 幕府 を 責めて 

償金 を 求む るの は理 の當然 である。 攘夷 は 攘夷で ある。 賠償 は 賠償で ある。 宜しく 彼れ の 要求 を容れ て、 惯 ふべ 

きを 償 ひ、 然る 後ち 名分 を 正して 斷然 攘夷 を 決行すべき である。』 と。 鹿 喜が 『旣に 朝議 攘夷に 一決せ る 以上、 一 

金 を も 彼れ に與 ふべ からす。』 と壯 語して 江 戶 に 下り、 遂に 彼の 求む ると ころに 隨ふ 外な きに 至った のに 比し、 

其の 智兑の 差、 果して 幾何で あるか。 容保 曰く、 『慶喜 は 前に 勇に して 後に 怯な り。』 と。 また 慶喜を 見る の 一隻眼 

とい ふべき である。 容保は 確かに 人材であった。 彼 あるに よって 京都の 紛亂を —— 少なくも 幕府 衰亡の 道程 を、 

一 曰； 徐行せ しむる を 得た ともい ひ 得る であらう。 而 して 彼れ は當年 僅かに 二十 九 歲の靑 年であった。 

【九】 孝 明 天皇の  ノィ 幸 

將軍 上洛に 先んじて、 急激 革新派 は、 毛 利 定廣の 名を以 つて ニ大 建言 を 朝廷に 奉った。 その 一は 下 加 茂 八幡へ 

ナん さく 

の 行幸であって、 その 二 は 御 親征の 建策であった。 これ 表面の 名目 は、 攘夷の 御 祈願で あり、 鎮夷鋭 征の發 言で 


あつたが、 天皇 鋭征の 含む ところの 意義 は、 明かに 『廢 幕』 或は 『倒幕』 の義 であった。 

三：：： 十一 日、 孝 明 天皇 は數 百年 絶えて なかった 典禮を 興して、 上下 加 茂 社に 行幸 あらせられた。 關白 大臣 を 初 

めと して 純 卿 は 星の ごとく 鳳輦に つらなり、 將軍家 茂 を 初め 一橋い； Is  了 松 平赛嶽 等、 後兑職 政事 總裁各 大名 は、 

馬上 を以 つて 屋從 しま ゐら せた。 この 日 は晴德 定めな く、 時々 雨 を 催 ほす こと もあって、 一村 雨の 度练に 傘 を 

かざ  さう まう 

穀 すの 美 觀は、 眞 に古皇 朝の， M 卷を 繰る の感 あらしめ た。 然 かも 紅綠の 山川に 映す る美觀 よりも、 草莽の 志士 を 

して 歡菩 措く 能 は ざら しめた もの は、 君臣の 大義、 儼として 差別 ある こと を、 行列の 間に 兑 せしめられた ことで 

ひざ ま づ 

あった。 加 茂 河原に 跪 いて この 盛儀 を拜觀 した 長 州 志士の 中から、 將 軍の 眼前に 通過す る を 見て、 

『ィョ 1- 征夷 大將 軍』 

と 叫んだ 者が あった。 それ は 誰れ あらう 高 杉 東行であった。 後に 彼れ 同志に 語って いふ やう、 

『將 軍が 主上に 供奉して 攘夷 を盟 ふとい ふの だから、 ここで 一 っ證 めて やった ので ある。 然し まだ 實 際に 鎮夷 

を實行 しないので あるから、 樣の字 丈け は 預かって おいた。』 

満面 の 喜悅 をた た へて 笑った とい ふが、 尊皇攘夷 家 の 快 心 や 思 ふべ しであった。 

次で 四月 十一 日に は石淸 水に 行幸 あらせられた。 この 時 は將軍 病を以 つて 供奉せ す、 一橋 後見 職が 代理と して 

こしょう 

扈從 した。 聖意 いづれ にあら せられ たかは 知る 由 もな し。 勤皇の 諸 卿 は 神殿に おいて 節 刀 をさづ けられ、 將 軍に 

擴 夷の 大詔 を 下し 賜 ふ 形式 をと る 手 害であった とも 傳 へる ものが ある。 或は 行幸の 途屮 から 鳳 翬を楚 つて 兵を擧 
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げんと する もの も あると 噂され た。 或は この 留守中に 宫廷に 進入して 尊融 親王 を 薄 ひ、 勤皇の 軍を擧 ぐる 計畫も 

W- うげ.，？ ひ ご 

あるな どと 傳 へられた。 流言 斐語 は紛々 として 市井に 亂れ た。 それ か あらぬ か、 一橋 は 途中から 病に 託して 馬 を 

返した。 この 日 淀 河 以南の ー帶 は、 毛 利 定廣が 長 州の 健兒を 率ゐて 警護した。 

【十】 幕 威 地に 墜ち 朝廷 親 兵 を設く 

松 平 慶永は 固より 攘夷論 を 好まぬ。 然るに， I： 京 後の 形勢 は 攘夷に 向って 急轉 直下し、 益よ 實 行の 方途 を 迫 まら 

ひるが  _ 

るるの みで ある。 慶永は 殆んど その 進 返 を 失 ひ、 朝議 を 翻へ すべき 途も なくして、 遂に、 

ひたすら 

『當春 上京 仕 候に 就て は、 一橋 中納言 殿と 申し 談じ、 只管 棘：？^;?; - 奉の 外 他事 之れ なく、 今日まで 相 勤め 來り 

とたん  しん キ J ん 

候へ ども、 素々 不 宵 の 儀 故、 鬼に 角 御 一 和の 筋 徹底 仕らす、 所詮 此儘 にて は、 下 生 民の 塗炭 を 救 ひ、 上痿襟 

とて 

を 安んじ 奉る 可き 見込、 如何にも 相 見え 難く、 恐懼 至極 仕り、 更らに 奉仕の 目途 を 失 ひ、 危急の 御 時節、 迚 

も 相 勤まり 申さす 候 間、 速に 御 役 御免 成し 下され 候檨、 伏して 願 上げ 奉り 候』 云々 

との 意を以 つて、 三月 廿 一日 任 を 捨てて 歸國 した。 當時 如何に 京都が 過激 化しつつ あつたか を 察すべき である。 

將 軍は暫 らく 滯 京に 決した ので 水 戶慶篤 を將軍 代理と して 關 東に 下し、 攘夷の 事に 當 らしめ たが、 事 は 固より 

行 はるべく もなかった。 それ は 行 ふに 途 がない ので はなく、 行 ふの 腹がない からの 事であった。 四月 十八 日に、 

老中 小 笠 原 長 行 は生麥 償金 拒絶の 命 を 受けて 、江戸に 下ク たが、 長行自 から 之 を 非と したので あ. るから、 固より 使 


命の 果 さるべく もなかった。 四月 廿 二日に 至って、 一橋 慶喜 は、 自 から 歸 城して、 英 人の 耍求を 斥けん としたが、 

事 は 却って 反對の 結果 を潇 らした。 斯 くして 幕閣の 上下、 何の 面目 を以 つて 政 柄 を 執る と稱し 得る か。 事 ここに 

至って は、 幕府の 權威 も、 泥土に 委 すと いふべき である。 

*  *  * 

『攘夷の 期限 を 定めよ。』 との 聲は、 內 外に 喧囂 たる ものが あって、 今 は 避け 得らる る 勢ではなかった。 四月 二十 

日を以 つて、 家 茂將軍 は、 遂に 左の 布告 を發 する の已 むな きに 陷 いった。 

攘夷 期限の 事、 來 五月 十日、 無 n 相違 1 担 絶 決定 仕 候 間、 及， 1 奏問 1 候。 猶 列藩へ も布吿 可， 致 候 事。 

如何に その 文章の 精氣 なく、 名ば かりの 布吿 であるか は、 幕臣の 無意 氣を 語って 餘 りが ある。 眞 にお 役目 御 苦勞 

とい ふべき のみ だ。 長 州 派の 所謂 『御 親 兵』 の 建議 は、 京都 守護 職 を 無視す る もので あり、 遡って は 征夷 大將軍 

の 職 貴 を 無視す る ものである として、 ー應は 阻まれた が、 勢 ひ は 遂に 之れ を 許す の 外はなかった。 三月 十七 日、 

きん いへい  そくじつ 

京都 守備兵の 名を以 つて、 十 萬 石 以上の 諸 藩に、 一 萬 石 一人と いふ ことで 禁衞兵 を 出す こと を 布告した。 則 日 命 

を 奉じて、 三十 七 士を献 じた もの は、 實に 三十 七 萬 石の 長 州 藩であった とい ふ。 三 條實美 • 柬久 世通禧 •  E 親 町 

公 蜜 *§ー3^ 岡隨资 が、 禁衛 兵の 總督に 任じ、 長 州 藩 一派の 名望 は、 隆々 として 旭日の 勢 ひがあった。  • 

之れ に反して、 薩 藩の 出 處は頗 ぶる 振 はなんだ。 島 津久光 は 勢力 挽回の 爲 めに 東上し、 

けいそつ 

1、 攘夷の 御 決議 輕卒の 儀 然るべ からざる 事。 
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一、 後見 職 を 奴 僕の 如く 御對 遇あって、 浮浪 藩士の 蕩 說を 信ぜら るる は、 尤も 然るべ からす。 

一、 暴說を 信用の 堂上 方 は、 速に 御 返け、 浮浪 藩士の 暴說家 は、 幕府より 處置 あるべき 事。 

一、 天下の 大政 は、 征夷 大將 軍へ 御 委任の 事。 

一、 長 州 父子の 所存 を、 後見より 質問 あるべき 事。 

今 J ふ てん 

などの 建議 をした が、 旣に 時勢の 急轉 した 當時 において は、 新綠の 山に 入って 櫻 花の 美 を 賞す る やうな もので あ 

ひ やく 

つた。 長 州 派が 親 兵の 權を 持して、 輿論 を 背景に して 飛躍す るのに 比すれば、 當年薩 州の 意氣 は、 ：！：^ だ 揚がらな 

きす 

かった。 殊に 姉 小路 公知 晤 殺の 嫌疑が、 薩 藩士に 加 はつてから は、 一 暦 その 名 譽を慯 つくる に 至った。 

【十一】 捲 土 重 來の薩 藩 

當時、 朝 幕の 意見の 岐 るると ころ は、 攘夷 を 先にす るか、 公武 合體を 先にす るかに あ. つた。 幕府 側 は 公武 合體 

を 先にして 攘夷 を 後に しょうと 思 ひ、 朝議 は 攘夷 を斷 行せ すして、 公武の 合體も 何もあった もので ない として ゐ 

キ J やう しん 

る。 聖意 m 小して 何處に 在せ しか。 事に 應 じて 東西に 下された 勅靛 は、 時の 卿紳の 作る ところの もの も あると 傳 ふる 

から、 一 々聖 意に 出で たりと 斷 じかね るが、 ただ 一 貰して 易へ させ 給はなかった の は 攘夷の i 辰懷 であった。 そ は. 

iHil 々たる 政策より 出で たので はなく して、 實に國 家 的 名 譽の爲 めに、 國威を 傷け ざるの 丹念であった。 故に 將軍 

さう *1 ゥっひ A- ん  ひ れき  へんぱ 

に對 しても、 諸侯に 對 しても、 公卿に 對 しても、 草莽 卑賤の 浪 士に對 しても、 攘夷の 窟念を 披瀝して、 嘗て 偏頗 


の 御沙汰はなかった。 聖意旣 に 攘夷に あるの 動かすべからざる 以上、 公武 合體 は、 攘夷 を 外にして 行 はるべく も 

ない。 ：：；^ 井 雅樂の 失敗 は、 明かに 之れ を 物語って ゐる。 

將 軍が 勇 を Is して 上京した の はよ い。 一橋 • 赛嶽が 率先して 朝議に 聽 かんとし たの もよ い。 併も _3 ^府の 智囊を 

いつ 含ん いちじょう  つま-つ 

あげて 京都に 维中 しながら、 所謂る 浮浪の 徒の 爲 めに 一 擒ー縱 せられ、 左に 迷 ひ 右に 躓く 態たら くであって、 遂 

に自 から 職 を i つて 去る の 外な きに 至った の は 何故で あるか。 攘夷に 對 する 確信 を 失った からではなかった か。 

ひるが  ぎぜん 

i?^ 嶽. 慶 喜の 上京 は 朝議 をして 攘夷 を 翻へ さしむ るに あった。 然 らば 何故に 毅然として 議を 公卿に 爭 はなかった 

ので あるか。 死 を 賭して 諫爭し 奉らなかった ので あるか。 表面 朝議 を 尊 奉す るの 意を晃 せ、 .3 面に おいて 攘夷論 

を 覆へ さう とする の は、 智は 則ち 智 であるか も 知れぬ。 然しながら 誠意に おいて 缺 くると ころな しとい ふこと が 

出來 ようか。 それでなくて さへ 幕府の 行動 は 天下の 疑 ふところ である。 旣に 再三 攘夷の 勒を 奉じ 愈ぶ 期日 を 決す 

るまでに 進んで ゐ ながら、 猶ほ言 を 左右に し、 明答 を 避けて は、 幕府の 信用 は 何に よって 維持す る ことが 出來ょ 

なげう  むじ.^ ん 

う。 春 嶽が自 から 欺く に堪 へす として 冠を擲 つて 去った の は、 この 矛盾に 陷 いった からに 外ならぬ。 蓋し 幕府の 

a 亡 は必ら すし も 勢 ひとば かり はいへ ぬ。 『慶 喜は識 あって 信な く、 春 嶽は智 あって 勇な し』 と 評せられ たが、 た 

とひ 俊 喜 をして 信 あらしめ、 卷嶽 をして 勇 あらしめ たと しても、 根本的 大方 針が 確立して ゐ ない 以上、 舵な くし 

て 舟 を Is る やうな ものである。 幕府が 一意 衰亡に 向って 足 を 早めた の も、 必ら， f しも 薩長 をのみ 恨むべき ではな 

い。 この 時に 當 つて 薛望 滿廷を 膜し、 信を內 外に 集めた もの は 三條實 美であった。 彼れ僅かにニ十八^^^の 一 靑¥ 
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公卿 を 以て、 群雄 雲の 如き 幕府に 對 して、 敢然 攘夷の 大義 を 翳して 臨んだ の は、 勢に 乘 じたと はいへ、 目覺 まし 

き 武者振りであった。 眞木和 泉が 『五大 策』 の 建言に 聽 いて、 天皇 大和 行幸 を I 曰 し、 錦旌を 南風に 翻へ さんと 

意氣 込んだ 時 は、 實に三 條の聲 望が 極點に 達した 時であって、 長 州 勢力 は實に 激流の 巖を t! んで 下る の狀が あつ 

さよくせ い かげ 

た。 然も 危機 はこの 極 盛の 陰に 伏在して、 八月 十八 日の 變は 俄然と して 起り、 三條 以下 七 卿 は、 草 を 踏んで 西國 

に 落ち、 長 州 は 勅譴を 蒙って、 遂に 征討の 軍を迎 へねば なら なくなった。 これ 果して 何人の 策す ると ころで あ 

X つ  けん ど じうら い 

るか。 ここにお いて 乎、 長に 代って 捲土重来した、 薩の 勢力 を 一顧せ ねばならぬ。 

*  *  *  *  * 

初め 島 津久光 は將軍 上洛に 反對 であった。 彼れ は 思った。 幕府が 旣に 攘夷の 勅命 を 奉じた 上 は、 悠々 閑々 と 上 

洛 など をして ゐる 場合で はない。 宜しく 自 から 實カを 養って 四方に 號 令し、 武備 を 儼に し 邀^ を g るべき である。 

口で こそ 攘夷々々 とい ふが、 口先き 許りで この 大事が 行 はれる もので ない。 寸陰を 惜んで 海陸 軍備 を 整へ なけれ 

ばなら ぬ。 かかる 時期に 際して、 、江戶 を. S うして 上洛す るな ど は 其 意を得ない ことで ある。 巳む を 得なければ、 

後見 職 か、 政事 總 裁か を 名代と して 差し出されて 充分で ある。 『先づ 以て 攘夷 實行 の處、 尊王の 一 大 急務と 奉レ： チ 

候。』 とい ふ 見解から、 大久保 を 特派して 將軍 上洛 を 止めし めんと したが、 事旣に 決した る 後であって、 如何と も 

する ことが 出来なん だ。 久光は 朝廷の 召致に 應 じて 三月 十四日 入京した。 然し 彼れ の 公武 合體論 は、 當 時の 過激 

化した 京都に 容れら るべ くもなく， 剩 さへ 流言 壁 語は久 光の 身 邊に亂 下して、 長 州の 勢力に 擁せられる 形が ある 


ので、 滞京 僅かに 數日 にして、 四月 十八 日 京を發 して 歸國 した。 

久 光が 薩 摩に 歸 つて、 英 艦 と 事 を 構へ、 一藩 を 擧げて 騒いで ゐる 間に、 京都の 形勢 は 走 馬燈の やうに 變 化して、 

八月 十三 日、 主上 大和 行幸の 詔が 發 せられた。 

固より 大和に 行幸 あらせられて、 攘夷 御 祈願と は 表面の ことであって、 大和 行幸に 事よ せて 出御 を 仰ぎ、 一方 

殿 をお P し、 一方 鳳輦 を 箱 根に 進めて、 討幕 親 征の壯 擧を實 現しようと いふ。 眞木. 久阪の 策す ると ころで あ 

つた。 主上 自 からか かる 過激の 暴擧を 仰せ 出されよう ハ苦 もな く、 三條 以下の 急進 公卿の 謀る ところで あるの はい 

ほと  えいかん 

ふまで もない。 三條諸 卿の 勤皇 心 は 固より 赤誠の 迷ば しると ころで ある。 主上の 深く 叙感 あらせら るると ころで 

ある こと は、 今更 說 明の 要はない。 然しながら、 その 策 出す ると ころ は、 餘 りに 過激で あり、 急激で あり、 無謀 

ちょかん 

であった。 主上 はや や それらの 擧を厭 はせられ た。 『過激 堂上』 云々 の 勅 翰が 運. -兑 られ るの は、 必ら すし も、 穩 

しんかん 

和 派 堂上の 作る ところの みではなかった。 是 よ，^ 先き、 中 川 宮に賜 はりし 宸翰に も， 

しひ  せん 

『さきに 朕が 賀茂. 石淸水 等に 行幸せ し は、 皆 激論の 公卿 どもが 强て 要め 申した るに 由り、 詮 すべな く、 病 

を 勉めて 之に 從 ひぬ。 然るに 今や 叉、 親 征の說 あり、 是も たしかに 朕が 意に あらす、 是 より 行末の 事 ども、 

其 許 の 智謀 を賴み 存 するな り。』  . 

しんかん 

の 御 語が あつたと いふ。 此の 文 信すべからざる 節 も あるが、 中 川宮が 島津久 光に、 宸翰の 大意と して 害し 送った 

いと  》i いりよ 

文 誓 を兒て も、 過激 堂上 を 厭 はせ 玉 ふの 意に おいて は 同一 である。 數 慮の 存 しまし ますと ころ、 略ぶ 拜 察し 奉る 

文久 政局と 薩長 爭： 湖の 頂點  一 五 九 
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ことが 出来る。 

【十二】 薩 • 會 提携して 長 を 破る 

この 潮 合に 乘 じて、 三條 以下の 急進派 を、 せ 2 廷 から 一掃して、 長 州 在野の 勢力 を も、 ー擧 にして 覆へ さう とす 

くわい さつ 

るの 壯擧が 起った。 これが 原動力 は、 實に會 ニ隨 の 聯合で あ. つた。 

あきづ たねなが  、 ： ： ま , 

r^E: 十三 日、 行幸の 詔が 發 せられた 日に、 薩の高 崎 正風 は會津 藩の 秋 月 胤 永を訪 うて、 藏 かに 薩會 聯合の 力 を 

さし どラ 

以て、 過激 堂上 一掃の 策を議 した。 松 平容保 もこれ を 聞いて 大いに 赘同 はした が、 事は頗 ぶる 重大で ある。 若し 

つま-つ  たいはい かざ  , 

萬 一に も、 三條 一派の 知る ところと でもな り、 事 半ばに して 躓く やうな ことがあれば、. 違 刺の 大旆を I 翁して 逆襲 

さ^るの は、 火を瞎 るよりも I かで あ. る。 祕 中の 祕 として 運動せ なければ ならぬ。 第一 にせ " 廷 において 何人が こ 

の 重大 任務 を 遂行すべき であるか。 其 人を議 して 遂に 中 川宮を 得た。 宮は 宮廷の 重鎭 であらせられ、 聖上の 御 信 

任も孳 く、 且つ 公武 合體 論者で、 平生 過激 堂上 を 快よ からす 思 はれて ゐ るので、 容 保が 宮を以 てこの 大任 を 行 ふ 

最適の 人で あると 選んだ ので ある。 

高 崎 • 秋 月は議 を 合して 中 川 宫を訪 うた。 _s は 固より 平生 望んで ゐられ たと ころで あるので、 一諾に 及ばれた 

が、 事 甚だ 重大で あるので、 近衞ニ 一條の 兩 卿に 赞成を 求め、 誤 まりなき を 期せなければ ならぬ とい ふので、 近 

衞 卿に は、 蘧士が 遊說の 任に 當り、 ニ條 卿に は、 會津 藩士が 進言す る ことにな つた。 


兩 卿の 赞同は 得られた。 會薩兩 藩の 兵力 を 暗に 集合し、 萬 一 に備 へて 長に 常らん と 決した。 中 川せ！ 1 は 八月 十六 

日 未明に 參 内して、 主上に 過激 堂上 を 一掃す るの 議を 奉られた。 この 場に おいて は 勅答な く、 夕刻に 至って： S 翰 

きうち ゆうかい かく 

は 中 川せ！： 邸に 下り、 兵力 を以 つて 宮中 改革 を斷 行すべき の 御 下命が あった。 . 

事は旣 に；^ した。 十七 日夜に 入って 守護 職に 命じ、 十八 日子 0^ 刻限 を 期し、 兵 を 率 ゐて參 内すべき を 命じた。 

會薩兩 藩の 兵 は、 早く も廷 中に 入り、 中 川 宮* 近衛 公 父子 ニー 條齊敬 • 德大寺 公純の 參. 2： を 終って、 堅く 禁 1： を 

ひばん どうじ やう 

閉 して、 非番 堂上の 參朝を 禁じた。 中川宫 は、 嚴 かに 勅 を 宜して 曰 ふ。 

此 頃議奏 並に 國事掛 の 輩、 長 州 主張の 暴論に 從ひ、 a 慮に あらせられざる 事 を、 御沙汰の 由に 申 候 事 不少、 

なか S?- つく  た  げォ 

就中、 御親征 行幸 等の 事に 至りて は、 卽今 未だ 機 會來ら すと 思 召され 候 を、 矯めて 叙 慮の 趣に 施行 候 段、 逆 

鱗不 レ少樓 夷の 叙盧は 動き 給 はざる も、 行幸 は暫 らく 御 延引 被レ遊 候。 一 體右檨 過激 疎 暴の 所業 ある は、 全く 

議奏 並に 國事掛 の 筆、 長 州の 容易なら ざる 企に 同意し、 聖上へ 迫り 奉り 候 は、 不忠の 至りに 付、 三 條中納 首 

きんそく 

始め、 追って 取調 相 成べ く、 先づ 禁足、 他人 面會 被， 止 候 事。 

幕 は旣に 切って 落された。 見渡す 舞臺 一面 は、 薩 會の大 旆を以 つて 蔽 はれて ゐる。 三條 一 派及びぉ州派は^^：然 

まな じり 

として 愕き、 眦を 決して 詰め寄せ たが、 大勢 は旣に 去って ゐる。 卽日、 中 山忠能 • 正 親 町 三 條實愛 • 阿野 公誠 を 

せんげ 

議 奏に復 せられて、 國 事掛、 參政、 寄 人を廢 する の 宣下が あり、 長 藩の 辦町 御門 警衞は 解かれた。 

文久 政局と 薩長 爭 親の 頂點  一 六 一. 
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【十一-一】 七 卿 西に 落つ 

三 條實美 • 一 二 條西季 知 • 豐 岡隨資 • 東久 世通禧 . 東 園 基 敬 • 滋野 井實在 • 四 條隆謌 • 壬 生基修 • 錦 小路 頓德 • 

澤宣嘉 • 烏 丸光德 の 十一 卿 は、 妙法 院に 返き、 久阪 *眞 木 等の 志士と 會 して、 豐岡、 東 園、 滋野 井、 烏 丸の 四 卿 

を 除く 他の 七 卿 は、 長 州へ 落ちる ことと なった ので ある。 

てう けん  は*^ぐりご もん 

後に 至って 毛 利 敬 親父 子 は 朝譴を 蒙む つた。 蛤 御門の 變 において、 久阪 玄瑞は 『死して 猶ほ餘 罪 あり』 と 叫 

んで 死に 就いた。 眞木和 泉 も 傷 を 負うて 倒れた。 平野 國臣も 六角堂に おいて 刑死され た。 ここに 至って、 さし も 

聲望を H< 下に 布いた、 長 州 一派の 急激 革新 黨も、 悉く その 影を沒 し、 京都 は I 田 雨 夜に 入って 霽れ、 寂然と して 1st 

なきに 至った。 

三 條の率 ゐた親 兵は廢 せられた。 京都 は 薩*會 の ；大 下と なった。 十二月 二十 九日に 至って、 中 川 宮* 山 階宮は 

國事褂 を 命ぜられた。 一 橋慶喜 • 松 平慶永 • 山内豐 信 • 伊達宗城 • 松 平容保 は、 國事參 政に 擧 げられ た。 後に 島 

津久光 • 德川慶 勝 も 之に 補せられ た。 完全なる 『公武 合體 内閣』 はこ こに 成立した。 朝廷に おいて は、 三條 時代 

はらん ばんじ やう 

去って、 中川宮 時代に 移った。 かくて 波瀾 萬疊 の文久 三年 は 暮れ 去った ので ある。 

*  *  *  - 

* いざん  あいし  しゃう しゅ 

七 卿の 西賓 は、 沟に ー篇の 哀史で ある。 後に 到って こそ、 七 卿 は實に 勤皇の 倡 首と 推さる るに 至った けれども、 


ラば  *- いざん  >  , 

昨日 は 親 兵 を率ゐ て、 君側の 堅壘 たりし ものが、 今日は 宫 職を褫 はれて、 西疯の 身と なる。 その 轉變の 甚だしき 

狗に 一 場の 映 霧： を展， f るに 異ならぬ。 

七 卿の 一 人、 東久世 通嬉伯 は、 後年、 當時を 追懐して、 左の 如く 語って ゐる。 談話 は 載せて 『竹亭 II 顧錄』 中に 

あるが、 その 中に 曰 ふ。 

愈. - 不日 大和 行幸、 今度 は朝權 回復、 討幕の 成功まで は 行す とも、 攘夷の 實行は 無論の 事と、 吾々 一同、 其 

. 用意に 忙 がしく、 十六 日に は、 供奉の 人名まで 仰 出されに 成て、 十八 日 は、 御靈の 祭禮の 日であった から、 

十七 日の 夜 は、 霄宮の 祝 ひに、 親戚へ 招れ、 一杯 飲んで、 愉快な 心 もちで 邸へ 歸 つた。 十八 日の 朝、 いつも 

の 通り 起て、 手水な どっか. つて 居る と、 何 か 世間が 騷々 しい 體 である。 何事が 起った かと、 家來を 呼び、 世 

さう，.： かつち う 

間が 騷騷 しい。 何事 か變 事で も あるかと 聞けば、 何事 も 存じません が、 未明より、 甲胄 を 着た 武士 ども、 槍 

を 持て、 頻りに 奔走いた す體、 また 鐵 砲の 音 も 聞え たと 云 ふ。 其 は 只事で は 有まい と、 急に裝朿を^^^て、 ？！： 

町 御門まで 來 ると、 長 藩の 堺町 御門の 堅め は、 他家と 交替に なった と 云 事で、 皆な 門前に 屯ろ して 居て、 門 

は 閉鎖して ある。 吾 は東久 世な り、 開門して 通すべし と 言 たれ ど、 通さす、 其 形勢が、 いかにも 尋常の 事と 

は兑 えぬ。 これ は 非常の 事變が 生じた に 違 ひ はなから うと 思た から、 門前に 鬚であった。 馬 を 借りて、 一騎 

C いちう こんざつ 

がけに、 河原 町の 長 州 邸へ ゆき、 小 田 村 文 助 を 呼出し、 尋ねた るに、 只 だ 邸 中混雜 する 許りで、 眞相 がよく 

分らない。 小 田 村が 云、 今朝 急使 を發 して、 小 松 谷の 吉川監 物 初め、 毛 利讃岐 守に 知らせ たれば、 追 付 来る 

丈久 政局と 薩長 爭覇 の頂點  一 六 三 
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べしと。 其處 へ、 吉川、 毛 利 はじめ、 皆な 人 數を率 ひて、 追 々やって来て、 其處 へ、 四條、 壬 生、 錦 小路 も 

駔 付た。 其から 評議して、 鬼 も 角 も 廳司關 白 邸へ 行 ふと、 吉川 • 毛 利 等と 多勢の 人 數を引 つれ、 同 邸の 裏！：： 

より 押 込で、 關 白に 面會 した。 共々 參 内して、 朝廷の 御 模樣を 見やう と 云、 相談 をして 居る 處へ、 御 使が 來 

て、 關白 だけ 御 召に なった。 吾々 は、 強て ゆく 譯 にも ゆかす、 後に 殘 つて 居る 處へ、 三條 が、 御 親 兵 を 大勢 

引 つれて、 關. S 邸へ やって来た。 三條卿 は、 かねて 御 親 5^ ハ總督 を 仰 付けられて 居た から、 今朝の 騷動を 聞て、 

同家へ 駆 付た ものと 見 ゆる。 

に はか  さんだい 

其から 一同 食して、 段々 檨子を 聞て 見る と、 今朝 俄に、 中 川 宫、 ニ條、 近衞、 德大寺 等の 諸公參 内して、 會 

津、 備前、 因 州、 上 杉 等の、 諸 藩主 を 召した から、 兼て 打合せに 成て 居た ものと 見えて、 いづれ も 兵 を 率 ひ 

て 參內、 直ぐ 宫門を 固め、 國事 係の 堂上 を廢 し、 長 州 藩の、 町 御門の 警衞を 免じた と 云 ふだけ は 分った。 

今日で 考 へたと は 大きに 違 ふ。 この 時まで、 事情の 眞 相と 云 ものが、 よく 分らない から、 いろくの 議論が 

出る。 多く は、 想像して 論す るの が 多い。 彼是して 居る うちに、 薩 州の 兵と、 會津の 兵が、 ^町 御門へ 押て 

來て、 勑命 にて、 吾々 へ此 御門の 警衞を 仰 付ら れ たれば、 御門 を 受取 ふと 云。 長 州 藩 は、 今朝より 事 變の生 

ようい  ぶ さう 

じた 事 を 知て 居る から、 容易に 渡さう と は 言 はぬ。 兩 藩士が、 武装して 來 たの を 見て、 大に 怒て、 此 御沙汰 

かんばう 

は、 決して 眞の勑 命で はない。 汝 等の 姦 謀より 出た 事で ある。 受取りた くば、 槍先で 受取れ。 心得た と 云 ふ 

さと 

檨な騷 ぎ、 大砲 を 向けて、 今や 戰爭 になら ふとす る處 へ、 柳 原が 勅使に 來て、 長 藩 を 諭して、 御門 を 渡させ 


た。 磨 司に 集りて 居た 吾々 は、 關 由が 歸 つたら、 樣 子が 譯 るで あら ふと 3 わて 居 たれ ど、 御所 近く、 斯く 大勢 

集って 居る も、 穏やかで ない。 何れへ か引拂 ふが 宜 らうと 云 論が 出た。 左檨、 其 時 は、 三條 が、 御 親 兵 總督 

であった から、 御 親 兵 は、 みな 集って 來て 居る。 諸 藩の 有志 も 多い。 長 州の 兵 も、 澤山 居る。 毛 利譜岐 守、 I 

吉川. 監物、 益田彈 E などが、 千 人 許り も 連て 居た。 かかる 中に、 御所より、 柳 原が 來て、 早々 退散す る 様に 一 

との 御沙汰で ある。 一同 大佛 のせ： 1( 妙法 院) へ 引と る 事に したの が、 午後の 事で、 折から 雨が 降り出した。 一 

げきかう  ！ 

此時 は、 二 千 人 許り も、 同勢が あったら うと 思 ふ。 此時 は、 長 藩 を 初め、 浪士 みな 激昂して、 御所へ 打 入て、 一 

かんぶつ  た ほ  * つゆ  一 

ゴ^^,物どもを斃せなどと、 騒ぎ立て、 餘 程危險 であった から、 中々 口先で 說 論した 位で は鎭ら ない。 其 故、 妙 

法院 へ引揚 たの だ。  一 

妙法 院 にても、 種々 の 議論が 出た。 是 より 御所へ 逆 寄せして、 君側の i を 掃 ふべ しと 言 も あり。 河内の 金剛 一 

たてこもつ  ； er- と  ふん ふん  まと i  _ 

山へ 立籠て、 天 下の 義徒を 集め、 幕府 を 討つべし と 一： ム論も ある。 議論 紛々 として、 容易に 纏らない。 毛 利諧ー 

岐守、 吉川藏 人 等が 言 ふに は、 朝廷、 さきに 攘夷の 一事 は、 長 州に 依賴 すとの 御沙汰 も あれば、 今より IS 卿： 

方の 御供して 國へ歸 り、 速に 攘夷の 實功 をた て、 朝 威 を 振興す る はいかに と 一： ム 論で、 1$ 等 はじめ、 此說を 採； 

川して、 中國へ 赴く 事に 決した。 先づ、 山 口へ、 其 趣 を 知らせる がよ いと、 一面に は 急使 を發 し、 又 (im 彈ー 

ちんじ やうし よ  j 

正 をして、 朝廷へ 陳情書 を呈 す。 翌十丸 日の 未明、 雨の 降る 中 を、 各ぶ 雨具 を 若し、 毛 利 .吉 川 以下、 從ふー 

もの 彼是 二 千 人 許り、 御 親 兵 は、 ここにて 暇 を やって、 各- - 解散 させた。 皆な どこまでも 供 をしたい と、 

文久 政局と 薩長 爭 載の 頂點  一六 五  一 
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ひ- %0  fix 

たけれ ど、 私に は、 親 兵 を 率 ひる は 宜しくな いから、 暇 を 出した ので ある。 吾等 は、 今朝 家 を 出た 儘で、 長 

ひか  りよし 

き 道中 を、 前に 控えても、 旅資の 用意がない。 一 ニ條 初め、 用意した 者 は あるまい けれど、 少しも 用意が なく 

て は、 心細 いから、 急に 屋敷へ 家来 を 走らして、 母が 積 立て 置た、 非常 金 を 取 出し、 其を懷 ろに して 出た。 

ぐん..！ きんて うだち  も がう 

伏 見の 長 州 邸へ 着た とき、 三條 より、 宮部 鼎藏に 命じ、 軍资金 調達 を 命じ、 せ： J 部 は 直ぐ 京へ 立歸 て、 ^1 田 豪に 

てう ふく  さしぬ ぎ 

說て、 三千 兩 許り 持て 來 たと 云 話 もあった。 伏 見まで は、 朝 服の 衣冠 奴 袴と 云 姿の 上に、 簑を 着て 居た ので、 

勘氣を 蒙った 身で、 官服 もい かかで 有 ふかと 云 話 もあって、 ここで、 髮も 武士の 樣に 茶せんに 結び、 割 羽織、 

のば か i  じんがさ  いでたち 

野祷、 銘々 陣笠 を 冠る と 云 出立 だ。 供に 立た 有志 者 も、 隨 分あった が、 1*^ に 角、 平家の 都落ち も、 斯 んな體 

わら ぢ はい 

で 有たら うと 思った。 從來 歩行と 云 もの は、 餘り せぬ 堂上の 身で、 風雨の 中 を、 草鞋 を 穿て、 たどり ゆく の 

たるみ 

だから、 實に其 艱苦 名狀す 可ら す。 伏 ：3- より、 垂 水の 渡り を 越へ、 桂 川の 西岸 を、 山 崎に 出で、 夕景 に、 攝 

でいねい はぎ 

州芥 川の 驛に 投宿した。 其 日 も 朝より 風雨 やます、 泥濘 經を沒 する 許りで、 隨分 苦しい 思 をした。 郡 山に て 

午餐 をた ベ、 武庫 川を經 て、 薄暮 西の 宫に 投宿した。 ここへ、 宫部 は、 早駕で 歸て來 て、 調達の 金子 を 出し 

た 樣に思 ふ。 二十 一日、 また 雨、 兎 原、 住吉、 生 田 川 を 通り、 湊 川の 楠 公の 墓を拜 し、 正午 ごろ、 兵 庫に つ 

しゅかう  WV はい 

いて、 是 より 海路、 長 門に 行く 事に 決し、 酒肴 を 命じて、 離 を 酌 だ。 この 處 まで、 有志の 士、 多く 送って 

き やう れんしょ げきぶん 

來た。 また 家來を 京へ 返した 人 も ある。 船に 乘 てから 七 卿 連署の 微文を 書て、 宮 部に 托し、 天下の 志士に、 

頒布 させた 。其 文 は、 


/  かんぞくき やう まう  ん 

中興 大衆 向レ成 之處、 奸賊 狂妄、 奉, 惱， 1 宸襟 1 候 事、. 不 レ堪， 一： a 激 T 西國 へ， 罷 下り、 擧 1 一義 兵 一 候。 順逆 は顯然 

に 付、 有志 之 者、 一 旦長 州へ 馳集候 檨可レ 致、 仍而如 件。 

三 條中納 言 

三條 西屮納 言 

東久 世少將 

壬 生 修理 大夫 

四 條侍從 

錦 小路 右 馬頭 

、  澤主水 正 

國々 有志 中へ 

くわい こだん  ま 

一片の 回顧 談は、 當 時の 情景 を、 目の 當り 見る が 如く、 描き出して ゐる。 忠か奸 か、 正 か 邪 か、 人の 進 返 は 俄 

かに 論じ 易から す、 宜しく 百年の 大史筆 を 嫁つ の 要が あるが、 一 ニ條 以下 七 卿の 都落ち は、 維新. 中の 一大 悲劇で 

あった。  ： 

くんち やう  こ V のえ 

朝た に は、 君寵の 靈 きを 撸 うて、 九重の 上に 侍し、 夕べに は 罪せられて、 都 を 下る。 人 問の 運命 は、 闪 より 豫 

う ゐ てんぺん  おどろ 

め 期す ベから すと はいへ、 有 爲轉變 の 急なる、 餘り にも その 激しき に駭 かるる ではない か。 

丈久 政局と 薩長 爭 載の 頂點  一 六 七 
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心に 勤皇 を 誓 ひて、 君皇に 奉ぜん とすれば、 九 門 堅く 鎖して 容れ す、 測ら ざり き、 勅命 はく f# "艦 ひ、 Mi^ 

身に 迫らん と は。 悄然と して 返ぞき 来れば、 折から 降り 來る蕭 々たる 秋の 雨、 打 著る に 垂れて、 野 袴の 据を" i 

ふす。 妙法 院の 夕べの 鐘 は、 正-に 壯士の 腸を斷 つ。 沟 に是れ 一曲の 悲劇、 百年の 哀史で ある。 目に 文擧 なく、 心 

に雅懷 なき 者 も、 誰れ かこの 一場の 光景 を 思 ひ 浮べて、 千條の 悲淚を 濯がざる ものが あらう。 

かう がいげ きえつ たじ やうた かん  たいまつ 

慷慨 激越、 多情 多感の 志士、 久 阪玄瑞 が、 雨中、 松 火 を かざして 七 卿に 從ひ、 都 を 西に 下る に 際し、 か II： ぞ、 

一 篇の詩 章な きを 得ん。 彼れ が 筆 を 執って 草した る 『舞曲』 の 長歌 は、 正しく 維新 史を彩 どる 一條の li である。 

才想 華の 如き 平野 國臣 が、 嘗て 月 照 • 南 洲の投 海 を 詠 じたる 『西 海 波 ii の 記』 と 併せて、 本文の 筆者 は、 明治 維 

新 史に點 じ來れ る、 一 一大 文學 と推稱 して 揮 からぬ。 『舞曲』 に 曰 ふ。 


さよく 

曲 


久阪 玄瑞作 


かりこも 

世 は^ 薦と亂 れつ つ 

蝉の 小 河に 霧た ちて 

たミ 

うらいた まし ゃ靈き はる 

實美 朝臣 季 とも 卿 

其 外 錦 小路との 

た ひに しあれば 駒 さ へ も 


あかね 

紅 さす 日 も いとくら く 

へたて 

隔の 雲と なりに けり 

だ. ss-  との ゐ 

大裡に 朝夕 殿 居せ し 

壬 生 *澤 • 四 倐* 東久世 

今う き 草の さだめな き 

すすみ かねて は斷っ つ 


ふりしく 雨の 絕問 なく 

これより うみやま あさち か はら 

難 波の うらに たくし ほ の 

ゆかんと すれば ひがし やま 

あさな いふなに ききなれし 

こ よ ひ 

なんと 今宵 は あはれ なる 

はら ひつく しても もしき の 


なみだに そでの ぬれ はてて 

つゆし も をき てあし かちる 

からき うき 世 はもの か はと 

みねの あきかぜ 身にしみて 

め5 はふ ゐん  ね 

妙法 院の 鐘の音 も 

くも さり 

い つ しかくら き 雲霧 を 

みやこ の 月 をし めて 給 ふらむ 


文久 三年 八月 十八 日、 おも ふこと ありて、 この 舞曲 をうた ひっつ、 瓤 をいで 立 侍る。 
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【第一 I 篇】 垂 天の 鵬翼 を 張る 西 鄉吉之 助 

第一章 召還され. U る 西 鄕吉之 助  . 

【一】 綜合 的 威力の 思慕 

ときかん  おも 

時艱 にして 偉人 を懷 ふとい ふ。 偉人な くして 亂世 0 治まりが たきを ふからで あらう。 韋 人に 衣頓 して^ 維 を 

避けよう とする ので はなく 1 偉人 Q 力 を 嫁って、 國民的 希望 を 達しようと 冀ふ 0 であらう。 ^民 0 意志 伸びん と 

して 仲び す、 時勢 はいよ く 亂れ、 いよく 崩れ、 人 は 朝た に 立ち、 夕べに 倒る。 舊權 力の 衰亡 は 服 前に ありな 

, I, 含ん くわい とで 

力ら. ぎ 動力 は 旋回して 止まる ところ を 知らぬ。 勢 ひ は 正に 急 回轉を 現じながら、 未だ 重心の 定まる ものがない。 

反動 0 力が 猶ほ强 くして、 動もすれば 能動 力 は 中心 を 失 はう とする。 勢； S として 浮ぶ 國民 0 革新的 希望 は、 群集 

それ. E 身と 共に、 危うく 維新 亂離 Q 淵に 沈まう とする。 かくして 國民的 希求 0、 遂に 達する に. H なきやに a はる 

る 時、 人は自 から 偉大なる 能力の 士を 思慕す るので あらう。 * して 然 らば、 偉人 は國 民の! ^射で ある。 國 民意 ip 

さう がうて きゐ w よく 

0 綜合 的 威力で ある。 

然り、 西 鄕は國 民 0 綜合 的 威力 者であった。 嘗て 彼れ Q 失脚した る 所以 は、 mi- して 何で あつたか。 それ は 彼れ 

召還され たる 西 鄕吉之 助  一 ヒ 一 
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が、 花5勢 力に 先んじて 國民 意識 0 發現 者た らんと したからで はなかった か。 當時 西鄕を 廻って ゐた 環境 は、 未だ 

けし 

新 意識の 微光 を認 むる に過ぎない 環境であった。 故に 彼れ ある を危險 とし、 彼れ ある を 迷惑と し、 彼れ ある を 嫌 

忌した 0 である。 

然しながら 歳：：：： は 人 をして 成長せ しむる。 前後 五 筒 年の 星 雜 は、 必ら すし も .4- しと はせ ぬ。 平和 時代で あるな 

らば、 眞に 一夢 OIE^ である。 され ど 動 亂の五 筒 年、 維新 0 五箇 年 は、 人に 長夜の 夢を酲 まさしむ る。 西 鄕流謫 

五ケ 年 は、 國 中に ii たる 新 思想 を 漲らし めた。 舊 制度 は 亂れ、 舊 組織 は 崩れた。 新 意識 は 起り、 新 運動 は發 

せられた。 服に は iio 閃め きがある。 耳に は 警鐘の 響きが ある。 國を 擧げ、 社會を 擧げ、 人 を 擧げ、 思想 を擧 

げて、 今や 維新の 卷に 落ちた。 ここにお いて 乎、 國民は 其 0 綜合 的 威力 代表者 を、 思 はざる を 得ないで はない 

か。 そこに 西 鄕吉之 助が あった。 

きふく わい 

西 鄕を絕 海 0 孤島より、 迎へ出 だした も Q は 何人で あつたか。 それ はいふ 迄 もな く薩 藩であった。 時勢の 急 回 

1^ に した、 公武 合體 0 薩藩 であった。 兎 も すれば、 長 州の 新 勢力に 押され 勝ち 0 薩 藩であった。 一時 は會津 

と Mi して、 長 州 勢力 を 洛外に 驅逐 はした ものの、 次第に 幕府 勢力が 蘇生して 來る 0 を兑て は、 薩 たる も 0 亦た 

大に考 へざる を 得ない。 大久保 甲 東、 小 松帶刀 等が、 公武 合體 運動に 久光を 押し進めた 0 は、 決して 幕府 を 救助 

しょうが 爲 めではなかった の だ。 野に 伏す 薩の 勢力 を假 つて、 幕府が その 根 を 張らう とする 勢 ひとな つて は、 彼 


等の 肚 IM に 潜で んゐる 一物が 承知せ ぬ。 進まん として 得す、 返かん として 得す、 進 返兩 難に 陷 つた 薩 藩が、 齊彬 

よ ばう 

以来の 重臣に して、 一藩の 舆望を 負うて 立つ 西鄕を 1 どうして 思 ひ 起さないで ゐられ よう。 『西鄕 召還』 の議 が、 

よ ろん 

ここに ！$ び、 一藩の 輿論 を 動かし 来った 0 は、 蓋し 必然 結果であった。 

然しながら 西鄕を 求む る 0 聲は、 單り薩 藩に み 限られて はゐ なかった。 その 聲は 京都で も ira かれた。 海 南 Q 

キ」 うて キ」  にら 

土 佐で も閱 かれた。 當時薩 藩 を 仇敵の やうに 睨んで ゐた、 長 州 0 海濱 でさへ も 聞かれた である.。 我等 は 如何に 

彼れ 西 鄕吉之 助が、 天下 0 輿望 を 負うて ゐ たかを 忘れて はならぬ。 西鄕は  一 ®CJ 薩摩 藩士と して、 孤島 を 出で 來 

たった けれども、 迎 へられた 0 は、 天下 0 西 鄕吉之 助と してであった。 この 時、 旣に 彼れ は薩 0 西鄕 ではなく、 

日本の 西鄕 であった。 

【二】 西鄕 召還の 輿論 

文久 三年 〔癸 亥〕、 京都 政府が、 學習院 を 開いて 有志 0 議を聽 いた 時に も、 西鄕 召致の 議 はあった。 來久 世、 烏 

丸に 致した 笑 玉 三 平 0 上書に 見ても、 近衞卿 等が、 如何に 西鄕を 思慕す る Q 急で あ. つ たかは、 察する に 難くない。 

突 玉 三 平 は、 名 を 輔と いひ、 前名 を 高 橋 祐次郞 といった が、 深 沈 大志 ある 0 士で、 平野 國臣と 生 野 銀山に 義 

じうがん  f 

軍を擧 げた 中心人物で、 遂に 中原 太郞と 播州 三日月 領 0、 木ノ 谷に おいて、 銃丸に 中って 戰 死した。 文久 0 頃 は、 

じんす ゐ  だいぶつ 

京都に 出て、 久阪、 眞木 等と 共に、 勤皇 0 事に 盡瘁 したが、 禁 門の 變 0 際に は、 七 卿と 共に 大佛に 在って 死守せ 

召還され たる 西鄕吉 之 助 .  .  1 七三 
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ん とした 人で ある。 『勤皇の 精義、 豈に 金鐵を 貫ぬ かざらん や。 たと ひ國滅 ぶと 雖も、 千歳、 天 定まる の 日、 必 

らす 芳名 を謠 はれん。 天運、 未だ 運ら す、 1K 地 五大洲 を鏖 にす るの 精神が i 礎し 来らざる は、 千秋の ある』 

よく そ く  こうたん 

と、 泣いて 久阪の 衣 を 握り、 皇 運の 抑 塞 さるる を洪 嘆した。 

レ き 

固より 薩 藩士であった からで も あるが、 夙に 西 鄕の偉 器 を 慕 ひ、 書を參 政の 兩 卿に 贈って、 西鄕 召還の 願 ひ を 

提出して ゐる。 

薩州 藩士 大島三 右衞門 

さきがけ 

右 之 者、 薩州 有志 魁 に 御座 候 間、 早く 舉 修院 御 召 出に 相 成 候檨、 奉レ希 候。 先達 而 より、 內々 支 藩 佐 土 原 

士、 富 田 孟ニ郞 (此者 伏 水 同士に て、 内々 會し申 候ても、 不レ苦 相 會し申 候) 之存 寄に て、 種々 相 計り 申 候 得 

共、 rasas 不：， 申、 叉 近衞大 鈉言樣 よりも、 度々 御通し 有 レ之候 も、 承 申 候 得 共、 城下 迄 遠海より 歸り申 候 まま 

にて、 上京 不レ 仕、 何卒 早々 上京 可レ 致、 御沙汰 被レ下 度、 奉， 一 丹 願 一 候。 (但し 近衛 殿より は、 御內 はに て、 參 

政檨 方より、 表立 御 召 出し か、 御 召 かなれ は、 早々 上京 可 レ仕候 0 三 右衛門 は、 先代 時分に は、 西鄕吉 兵衞と 

申て、 先代 委任せ し 者に 御座 候。) 〔文久 三年 八 月 廿 五日〕  • 

此書 によって 見れば、 近衞 家が、 西鄕 召喚 を 熱望され たる こと は、 頗 ぶる 分明で、 近衞公 父子 は、 固より 夙く 

西鄕と 深交 あり、 殊に 島津 家との 關 係が あるので、 表面に 立って 運動す る こと は、 却って 誤解 を 招く 惧れが あり、 

旁よ 以て 東久世 少將、 烏 丸侍從 によって、 擧習院 へ 御 召喚の 方法 を 執る こと を、 欲した 容 子に 見 ゆる。 


常時の 學習院 は、 三 條實美 公 を 始め、 靑年 公卿の 集まりで、 之に 民間 勤皇の 志士た る久阪 玄瑞、 平野 國臣、 宮 

部 鼎藏、 美 玉 三 平等が 出入して ゐ たので、 名 を 皇學の 振興に 假 ると 雖も、 事實 は少壯 勤皇 派の 通路の 觀 があった。 

西鄕 召還の 議は、 是等 有志の 間に も 起り、 叉た 學習院 を 廻ぐ る靑年 公卿の 間に も り、 中には 朝 命を以 つて 西 

鄕を 召致しょう ではない かとの 議 もあった が、 それ は 久光を 憚 かって 行 はれなかった。 久 光の 臣 として、 久 光が 

ナ しせ ォ 

鼸責 した もの を、 如何に 朝 命で あるから といっても、 久 光の 手 を經， f して 召喚され る もので はない 

又た 七 卿 を 奉じて 長 州に 集まった 有志の 間で も、 西鄕を 孤島に 起し、 大擧 して 勤皇の 軍 を 起さう ではない かと 

の議が 上った。 文久 三年 〔癸 亥〕 十月 十一 日、 七 卿の 名を以 つて、 密使 を 沖 永 良 部 島に 遣 はさう とい ふこと が、 い. 

よく 議決 せられた 事 實は、 土方 久 元の 『回天 實記』 にも 記されて ゐる。 

么厶 厶<:1 厶 A 厶 A 厶 A 厶厶 厶厶 厶厶厶 △ 厶 A 厶厶， 厶厶 A 厶 .'厶*5:5-- 仏、 fl,lL 

十月 十一 日 〔文久 三年〕 薩州、 大島三 右衛門、 流罪に て、 久敷大 島に 罷 居候 を 誘 出 可 レ申爲 に 密使 被 二 差遣- 

候 一件、 今日 御 治定相 成る。 昨今 兩日、 御 決議の 次第、 三 田 尻 一 二 卿へ 御 打 合の 旨有レ 之、 御 使 承り、 晝夜 

ちそ ヌれ  き ぐ-つ 

より 乘切 にて、 三 田 尻へ 罷歸、 黄昏 到着、 直樣 一 二 卿へ 拜謅、 九ッ時 比、 退出 歸寓、 折 柄 本 藩 上 岡 丹 治、 國 

許より 潜に 來會候 由に て、 来訪す。 鄕里 同志の 事情、 詳細 レ之。 是日山 口 湯 出に て、 小 野 八郞と 申す 人 

に面會 す。 

十月 十二 日 久留米 藩 〔筑 後國〕 原 道 太に 面會 す。 薩藩御 使の 儀、 同人 承レ 之。 眞木泉 州 は、 大 島と 面識 も 有 > 
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之に 付、 別に 書面 相認 差遣す。 方今 上國の 形勢 ー變 候て、 諸 卿 方 御 立 返に 相 成 候 始末、 並に 諸 卿 方の 人と 

なり、 御 器量 Mii-M 見 受候趣 等、 逐一 申述候 末、 有爲 の士、 徒然 遠島に 送， 日 候 時機に 無， 之 候へば、 何 

とか 工夫 致， P 、て、 早々 世に出 候樣 との 旨 趣に 有レ 之、 文 言 も 至極 面白 覺ゅ。 今日 奇兵 隊人、 馬 揃有レ 之、 見 

物す。 孰れ も 甲胄に て、 威儀 頗る 勇 敷 候。 淸岡， 千屋、 山 口に 赴く。 〔回天 實記〕 


すゐ しゃう 


眞木和 泉 は 西鄕と 舊識が あり、 夙に 西 鄕の偉 器た る こと を推稱 して ゐた 勤皇家であった ので、 殊に 西鄕 出し 

に II 力す ると ころがあった。 同藩の 原 道 太と、 土 佐 人 松 山深藏 とに 長文の 召致 意見書 を 託して、 西鄕の 許に 贈ら 

しめよう とした。 書中、 和 泉 はま、々 として 京都の 政變を 叙し、 三條 以下 七 卿 は 長 州に 落ち、 尊攘の 大義 は、 今や 

草葉の 露よりも i なからん とする の狀を レた。 そして 今一度、 勤皇の 1K 下に かへ し 度き 意中 を 告げて、 西鄕 

の 奮起 を 促が してい ふやう。 

鹭 木 和 泉 守 ょリ西 鄉吉之 助に 贈る 書 〔文久 一一 一年 ナ月士 一日〕 

寸柬 謹啓 仕 候。 時下 霜 勁 候へ 共、 愈々 御 萬 福可レ 被， 成 = 御 動 履 T 恭賀 奉：， 存候。 次に 小弟 無レ異 消光 罷過申 候。 

乍 レ憚御 安 意 可, 被：， 下 候。 然者、 小生 来歴 者、 粗 御 承知 も可レ 被苄、 去 春 尊 藩に 罷出、 御大 擧の 俵奉レ 願、 種 

種 をも献 じ、 尊兄 方に も、 拜面 奉レ願 候へ 共、 思 敷 被：， 行不レ 申、 己 之 策 を以擧 V 事 候 手段に 候處、 於-一 伏 


くわいさん 

水 一 彼 之 通之憐 にて、 萬 事 潰 散、 往事 思 遣 候 も、 寒心 之 至に 御座 候。 當春國 方 之 事に て、 又々 I 能 出 候處、 尊 

兄 始め、 諸英豪 御愼中 之め、 拜晤も 出 來不レ 申、 僅に 阪木藤 次 郎君に、 心事 御噺候 位の 儀に て、 引取 申 候。 然 

處、 叉々 禍に 催り、 殆危く 御座 候！ I に、 長 州 家より 之 救に て、 勿^なく も 御内々 叙 慮 を 奉レ汚 候. 5。 速に 上 

京 出來、 六月 八日 入京、 直に 鷹 司 殿下、 一 二 條公等 を 奉， 始、 有志 之 諸 公卿 拜接、 朝政 相 伺候 處、 確と 仕 候 御 事 

無 レ之候 問、 逆 も 皇室 恢復 難 二相 成 1 と 奉 レ^ 候て 1 長 州 諸 生 申 合、 御 親征の 御手 始 として、 八幡 行幸、 御 決 

議存， 之 度、 五ケ 條の 建白 仕 候。 一旦 は斷然 可レ被 レ爲， 行、 密々 小弟 迄に 被 二 仰 付 1 候處、 三 公より 意見 起り、 

ごちよ くれい 

因 州 • 米澤 • 阿 • 備 世子に も、 御 相談と 相 成、 段々 と六ケ 敷に 向 申 候。 尤 小弟の 見込 は、 五畿内 御直隸 に無レ 

之 候て は、 攘夷の 權を被 レ收候 事 も 不二 出來 1 候に 付、 速に 右 五畿、 御手に 入 候 様との 見込に て、 右の通り 奉レ 

いむと ころ  くわいき やうぎ やう i う 

奏 候處、 幕吏 之所レ 忌に て、 案の 通り、 會 狂妄、 中 川 王に 奉レ 迫、 八月 十八 日の 大變に 推移 申 候。 右 大變の 

おびやかした てまつ リ 

儀 は、 委敷御 承知 も 被 レ成候 半。 玉 體に奉 レ逼候 致 方、 全く 暴 横にて、 奉 レ劫候 事 明. nr 兩三 曰の 問 は、 不レ斷 

御 流 涕被レ 爲レ遊 候 由、 其 後 十八 日 以前 之 叙 慮 は、 總て矯 命に て、 眞の 叙 慮に 無レ 之^、 被， 1 仰 出 1 候. 5。 

厶厶 A 厶厶厶 A 厶厶厶  <1 厶厶厶 厶八么 厶厶厶  < "厶厶 <d 厶厶 厶厶厶 厶厶  <1 厶厶 厶厶厶 A 

左様 候へば、 尊鎮の 道は是 限りと 申 者に 相 成、 勿論 去 夏 以来、 尊 藩 御 苦 勞被レ 成 候て、 植柄御 取 一お しの 勢、 一 

夜の 間に 敷 相 成、 當 時は已 前よりも、 却て 無 レ權、 只 會津と 所 司 代との 取扱に て、 皇窒 衰弱 叙 盧と申 儀 

あとかた 

は、 口舌の 上而已 にて、 其實は 跡形 も 無 レ之樣 相 成 申 候。 全 體兩間 之 勢、 三百 年已 前と も 違 ひ、 西洋 爽賊、 萬 

わたり  とんせい 

里の を涉 候て、 諸 國吞噬 仕 候 世界に 相 成 候て は、 皇國 も、 彌以、 平城已 前に 復し、 朝鮮 ，滿* 淸は 勿論、 
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南海 諸島 一般に、 我 之 指揮に 令レ從 不レ申 候て は、 國威を 四方に 輝 候 事相 成不レ 申、 國烕 四方に 輝 可レ申 候と な 

らば、 禮樂 征伐 天 子より 出に 無レ之 候て は、 名 正しく、 言 順なる 事、 出 來不レ 申、 極意 皇化を 海外に 敷 候 

,  くわい ざつじう 

に 及 候て は、 夷狄 も國 内に © 候 事 可 レ有レ 之、 左 檨無レ 之 候て、 禮樂 も不レ 興、 華 夷雜糅 候て は、； 大子之 可 レ尊譯 

も、 自然と 消散 可レ致 道理に 御座 候。 S1 學者 E 敷 者に て さへ、 君臣 父子 之 道、 古代 之 純粹、 取 失 候 事 御座 候に、 

西洋の 僻學 流行 仕 候 はば、 內自 夷に 相 成、 祌代 已來、 屹度 由 緖有レ 之 帝室 も、 革命の 風に 陷り 候樣 にも 

可 11 相 成； 是等 は過盧 にも 可 レ有レ 之 候へ 共、 夷 風 之 可 レ懼事 は、 實は 君子 之 意外に 出 候 事 非 レー 候。 小弟 事、 夷 

賊之可 レ攘事 は 勿論 之 儀、 皇家之 可， 興 候 儀、 今日 を 千歲之 一時と 存込、 去々 年 冬 も、 尊 藩に 奉 レ願候 儀に 御 

座 候。 一書 生 之 可 レ悲儀 は、 大 諸侯に 倚賴 仕に 無レ之 候て は、 大業の 論議 は、 聞 受候人 も 無， 之、 當夏、 幸に 長 

州 侯に、 前文の 件々、 奉レ說 候處、 一 々御 尤に御 受被レ 成、 小弟 議論、 御用 可レ 有.， 之 様、 朝廷に も 被， 1 申 上 1 候 

由、 鷹 司 公二 ニ條公 等、 皆々 御 聞受宜 敷、 小弟 上書 も、 .1^ に 叙 覽に備 り 申 候. E。 建 之條々 、御 取 用に て、 

つま-つ キ J 

漸 大和 行幸 も、 被， 一 仰 出 1 候 儀に 御座 候。 御存之 通、 小弟 儀、 去年 已來、 二度 踣 候へ 共、 可レ惜 世界に 付、 猶 

叉 奮發、 今一度、 如 何卒 仕度 存込罷 在 申 候。 尊兄 御 見込 者、 如何被レ爲，在候^^。 御 直に は不， 承 候へ 共、 世上 

普通 之 尊王攘夷と は 違 候て、 一層 御 超 逸 之 檨寧レ 察 候 事に 御墜 候。 是迄尊 藩 第一 等を隱 し、 世間 所 レ好之 第二 

等に 御從褰 被：， 成 候 事と 奉， 察 候處、 此節 者、 皇朝輿 亡 之 所 レ關に 付、 斷然御 打 出し 被レ 成、 第一 等に 出 候て、 

奈良已 前 之 政事に、 被 レ復候 檨有レ 之 度、 尊兄 方に 於ても、 是 迄と 違 候 時 情に 付て は、 尋常 尺寸 を 御 守 被レ成 


候 時節に 無レ 之、 右 御 打 出之傣 屹度 御盡カ 被レ成 候樣、 奉レ存 候。 右 御 力、 方今 御國之 勢に て は、 六 ケ敷事 

厶 AA 厶厶 ► 厶厶厶 厶厶 厶厶  厶厶 厶厶厶  <1厶  厶<1 厶厶厶 厶厶厶 A  <1厶<1厶<1厶<;1 厶 

も 可 レぉレ 之 t^。 ー體 尊兄 方、 秀德 逸才を 以て、 御 處流相 成 候 車、 亂命 とも 巾すべき 1;^。  1511々謹 愼御守 被レ成 

^,厶<1 厶厶厶 厶厶厶  厶厶厶 A 厶厶 厶厶 厶厶厶  厶厶厶 厶厶厶  厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  厶厶厶 厶<1<1 

候 時節に も 有 レ之問 敷、 樓 道の 御 處置も 被レ成 候て、 苦 は 有 レ之間 敷、 皇朝倾 §1 に 至り 候て は、 世に立ち 候而 

厶厶厶 厶厶厶  厶 A 厶厶厶  <1 厶厶厶 厶厶厶  厶<1厶<1厶<1厶厶厶 厶<1 厶厶 厶厶厶 厶么厶へ 厶 厶 厶厶厶 

nw も 有レ之 敷、 亦 藩 國獨立 候 譯も有 レ之間 敷、 其 輕重御 比較 御 覽被レ 成 候 はば、 便宜の 御 謀 も： 小， 得, 已 事と 奉 

ム^,-5-<"仏<1,<1<1<1<1<"<1厶<1厶厶  A 厶厶厶 厶厶厶  厶厶厶 厶厶厶  AAA 厶厶 厶厶厶  <1<1<1 厶厶厶 

レ^^^。 萬 一 御 超越の 御 謀に も 出 候 はば、 防 州 三 田 尻に て、 三條 公之 御爲、 正 人相 募 中 居候 ST 幾 百 千 人に て 

厶厶 <5> 厶厶  厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 A 厶 厶厶厶  厶厶 厶厶厶 厶厶. 1 厶  厶厶厶 厶厶厶  A 厶 厶厶厶 A<1 厶 

も 相 聚候乎 段、 相 計？！ は 費 川 等に は 事 缺不レ 中 候檨、 屹度 工夫 も 致 m は 候 間、 高 橋 新 八 郎君、 是枝 柳右衞 E:s、e- 

厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶  厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶  厶 厶厶厶 厶  <1厶<1 厶厶 厶<1 

牟 EiniE 平 君、 其 外 御城 下にて 阪木兩 君始、 正議之 諸君 子 被， 1 申 合 T 御光^0;被レ下候檨仕度奉レ存候。 小生 審、； に 

已來、 お 州 侯 御 父子、 並 藩士 大夫之 志 を 察 候處、 勤王 純粹、 防 長兩國 を以、 打 込 候と 巾 極. S にて、 實以世 問 

尋常 之 志に は 無， 之、 就而、 三條公 奉, 始、 七 卿 も 御 倚 賴被レ 成 候 事に 御座 候。 さて 其 三條公 は、 御 及 も 御座 

候 哉。 當年 僅に 二十 七 歳に 被 レ爲， 在 候へ 共、 德 量と 云、 御村 諭と 云、 慮 も有レ 之、 膽 も有レ 之、 實に王 佐 之才、 

古昔 之 藤 房 公 御 同様、 三條西 公之 純德、 東久世 公之 英發、 壬 生 公之 溫和、 四條 公之 武毅、 錦 小路 公之 明敏、 

■6V つと 

澤 公之^ 識、 何れも 世に 希なる 御 人物、 急 度； 大下之 重 を 御 任 被, 成 候。 如レ此 公卿 • 侯伯、 御 打 寄 之 jej に 候へ 

ぁゾ  一- i,- ギ- 

ば、 他 rn 大事 業 は、 必 成可レ 申と 相樂， "能 在 申 候。 此節、 某々、 萬 S 波 fg 相^ I 能 出候審 に 付、 深々 御 工夫、 速に 

決着 被レ 成候樣 仕度、 可 二相 成 1 は、 御兑込 之 虎、 無 n 御遗念 1 御 申 聞 可 レ被レ 下 候。 若乂、 斷然 御：^ 心 も 被 レ成候 

はば、 御  一 11： 御来光 奉：， 待 候。 

召還され たる 西 鄉吉之 助  一 七 九 


大 西鄕. ^傳 第二 卷  一 八 〇 

くわいめ つ 

國 家あって の 藩士で はない か。 その 國 家が W 義的 精神の 瓌滅を 見る に 至って は、 藩士 も 藩 命 もあった もので は 

あるまい。 今や 國家 危急存亡に 瀕して ゐる 時に 當 つて、 のん べんたら りと、 藩 命 を 畏まって ゐる 時で はない。 宜 

しゃめん 

しく 晚 島して 回 1K の 偉業に 參加 せよ とい ふので ある。 藩主の 赦免 なぞ、 まるで 服 中に 措かざる ところ、 志士の 面 

目が 躍動して ゐる。 此書は 故あって 西鄕の 許に は 達せなかった が、 西鄕が 如何に 輿望 を 負うて ゐ たかを 察する に 

足る であらう。 

【三】 薩の頹 勢 を 興すべき 偉材 

文久 以來、 久 光の 進 返 は、 旣に屨 よ 述べた やうに、 頗 ぶる 振はなかった。 隨 つて 薩 藩の 威名 も 昔日の 觀 がない。 

動もすれば、 時流に 逆行す るの 形と なる。 それ は 薩に人 村が 乏しい からで はなく、 久 光の 勤皇 心が 一皮 刹げ ない 

爲 めであった。 齊彬 ならば、 夙く の 昔に 切って 落すべき 幕 を、 久光は 後生大事に 護って ゐる。 銳氣餘 りあって、 

うく わつ  * ん 

大勢に 迂濶 である。 殿樣 としての 人品 をい ふなら ば、 確かに 長 州 侯 父子に 擢ん でて ゐ ながら、 且つ 齊彬 開拓の 先 

蹤が ありながら、 藩 勢 適 かに 長の 下風に 立つ に 到った の は、 薩 人の 忍ばん として 忍ぶ 能 はざる ところな の だ。 文 

も」 - 

久癸 亥の 政變 が、 公武 合體の 復活 を 齎らした こと は、 久 光の 心中 私 かに 快と すると ころであった。 然しながら、 

公武 合體 の. H つて 窗ら すと ころ は、 幕府 勢力の 再燃で ある。 そこに 久 光の 勤皇 心 は 傷つ けられざる を 得ないで は 

ないか。 大久保 甲 東が、 斷然皇 政 復古の 決心 をした の は、 實に 此の 時であった とい ふ。 西 鄕が文 久ニ年 〔壬 戌〕 早 


くも 時勢 OS く を 知って、 朝廷 第一 を 総 叫した のに 比して、 知 愚の 相距る 知るべき ものが ある * 


らんみゃく 

元來、 文久 ニニ 二 年の 形勢 は、 全く 亂脈を 極めて ゐて、 誰れ が 中心と いふ こと はない。 隨 つて、 朝廷の 公卿 方 

にしても、 幕府 方に しても、 會* 桑兩藩 にしても、 亦た 薩* 長 二 藩に しても、 孰れ も 確乎たる 中心 力 を 把握して 

ゐ るので ないから、 一風 ー搖、 一波 一 動、 事が 起る に從 つて、 右に 左に、 東に 西に 動搖 するとい ふ 有様で ある。 

故に 行 詰まった の は、 單り久 光一 人、 薩州 一藩に のみ 止まらす、 國中諸 勢力の 總べ てが、 頼る ところ を 失な つ 

てゐ る。 ただ 時の 勢 ひ、 事の 流れ 具合で、 强 くもなり、 弱 くもなって ゐる。 

久 光の， 公武 一 和 策 は、 文字通りの 公武 一 和で、 朝廷 を 中心に して、 それによ つて 幕府 を 改革して 行かう とい ふ 

ので ある。 然るに 周旋の 結果 は、 却って 幕 勢を强 める 形 を 助成して 了った。 それ は 單り久 光の 遣り方から 許りで 

せいりょく さう とう 

なく， 長 州 藩の 出方 や、 公卿 間の 勢力 举鬪 やらで、 ー曆 その 結 茶を强 めて ゐる。 

じ やうら く  たし  そお- 

將軍 上洛 は、 形から いへば、 かに 幕 權の衰 返 を 示した ものに 相違な く、 幕府の 政治 向 や 外交 措置に 至る まで、 

ぎゆうけ つ  どくだん せんかう  てんらく 

一切 を 朝廷に く爲 に、 將軍 自ら 宮闕 を拜 したので あるから、 昨日までの 獨斷專 行に 比すれば、 非常な 顧 落で あ 


ちょく ぢ つ 

る。 併し 上洛 後、 朝廷から 表向きに 庶政 御 委任の 勅 読 を拜 し、 急激 革新派の 公卿 述を 一掃した こと は、 會. 桑の 

勢力 を 重く し、 將 軍の 地位 を强 める もの ともなって ゐる。  . 

そ はう だう じ やう  は いぢよ  しリ？ V 

朝廷が 棘 暴 堂上 を 京都から 制 除され たこと は、 一面 朝廷 自身の 勢力 を 斥けられた 形 ともなって ゐる。 餘り 急激 

召還され たる 西 鄕吉之 助  一 八 一 
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な こと は、 朝廷のお 好みに なられぬ ことで あるに しても、 その^ 激 革新 を 唱 へて ゐる 公卿 達が あれば こそ、 或る 

意味に おいて、 朝廷の 重み を爲 し、 幕府が 恐れて ゐる點 でもあった。 卽ち 朝廷 中堅の 勢力 を、 朝廷 御自身、 一掃 

された 形で あるから、 朝廷の 强 みは、 却って 藩ら いだ 結果と も兑 える。 

大和 行幸に しても、 國事掛 を 置かせられ たと こも、 又 御 親 兵の 新設に しても、 何 一 つ 幕府の 喜ばざる もので な 

やけ ひ ほし 

いもの はない。 攘夷の 期限 を 定められた ことで すら、 幕府 は燒火 i? を 握らせられ たやうな 思 ひで ゐる。 それに 御 

親征の 意味で 大和へ 行幸に なられて は、 將 軍が 上洛して ゐる 以ト： は、 お 伴せ ぬ譯に 行かぬ。 京都に 國事掛 を？ 51 か 

せられた こと も、 立派に 幕府 不信 認を 意味して ゐる。 政治 は 幕府に 御 委任に なって ゐ ると いふ 建前から すれば、 

朝廷 内に、 別に 國事掛 を 置かせられ るの は、 二重 だと もい へる し、 政權 移動の 端と も兑 られ る。 京都 御 親 兵に 到 

つて は、 會津の 守護 職、 桑 名の 所 司 代の 不信 認を、 的實に 表明す る ものと 考 へられる。 

是等は 皆な、 三 條實美 公 以下、 勤皇 公卿 を 中心に し、 それに 長 州 志士 を 重力と する 諸 藩 志士の 建議す ると ころ 

で、 ；大 下の 欞 力が 浪人の 手に 落つ ると いはれ るの も、 此邊の 意味 合 ひからして ゐる。 

<! 厶厶厶  AAAAA  てのひら 

それが 文久 三.^  〔癸 亥〕 八 = ^ト 八日の 政變 で、 掌 を かへ す やうに ー變 し、 火 和 行幸 はお 取 化め、 國事 掛は廢 せら 

るる、 御 親 兵 は 解か るるとい ふ 事に なった の だから、 幕 勢の 之に 乘 じて 再燃して 來 るの は、 固 より 當然 である。 

くわげ き だう じ やう  おんけんち やくじつ  ， 

宮中で も 過激 堂上に 代って、 新たに 中心に 立って 來 たの は、 穩健 著實の 人々 で、 穩 健著實 といへば、 幕府に 與 

たて 

しないまで も、 楣 つく 事 はせ ぬと いふ 連中で あるから、 幕府の 爲に 反對の 存在で はない。 


ちょ <ぢ，ぅ 

將軍家 茂の 上洛に 際して、 有難き 御 勅語 を 賜 はり、 次で 庶政 御 委任の： g 詫 を 下され、 厚き 御 鋭 任 を 示された こ 


と は、 將 軍の 職資を 一展 m: 荷した 觀は あるが、 將 軍の 威容 を If 固に した ものと も、 見れば 兑 得られぬ こと はない 


き •, ざん  &  42 

之に 反して、 一方 民 問の 變遷 を兑 るに、 長 州 派 志士の 如き は、 三 倏公等 七 卿の 西窟 と共に、 一敗、 地に 塗 みれ 

てはゐ るが、 その 尊皇 愛國の 精神 は、 ー&? 熱度 を 加へ、 藩 浪士の 人望 は、 七 卿 及び 長 州に 傾む いて 行って ゐる。 

兹 において、 薩州が會^！^^手を握って、 如上 勤皇 勢力と 抗爭 した こと は、 天下の 人心に 離れた 結^と なり、 『薩 

賊 會奸』 の 語 は、 精 羽、 船 を 沈む るの 勢 ひ を 爲し來 つた。 

『薩 州ノ 老將、 髮 冠 ヲ 衝ク』 と謠 はれた 久光 も、 怏々 として 樂 しまざる 境遇と なった が、 久光 以上に、 この 形 

勢に 嫌たら ぬ もの は、 血 氣の薩 藩士で ある。 薩 藩の 盛名が 日に 跼 まるの 觀を呈 する の は、 薩摩华 人の、 何として 

も 坐視す る 能 はざる ところで ある。 

突 玉 三 平 も 文 久三ハ 卓 〔癸 亥〕 八月の 變を 叙した る 『溪 il0s の 中に おいて、 

き ぶり  いはん  と ろか 

『原より 薩は、 人の 下に 屈する を 嫌ふ氣 振の 國 にて、 況ゃ 始め、 我 手に 出て、 復古の 大義 を 興し、 大名 を 0 

くちばし 

し、 千古 薩 より 阈 なきやう に、 人 も 口 嘴に、 我 も 心 持よ く 5 心 ひし 處、 追々 諸 藩！：^ "義 を 興し、 勤王 を iP ひし も、 

卞ば薩 の 心よ しとす るなる に、 姦計、 其 機に 乘， f る を 知らざる は、 未だ ；大 運の 達せざる や、 朱 だ ；大 地 五大洲 

みな ごろ 

を鎏 しにす るの 精神 滿た ざるに や。』 

召還され たる 西 鄉吉之 助  一 八 三  - 
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がい おん 

と 慨嘆して ゐる。  ： 

尊皇 倒幕の 急 潮 は、 眼前に 渦 を 捲いて 流れて ゐる • 長 州 あたりの 瘦 浪人に 『薩賊 會奸』 などと 罵 しられて は、 

ほしい 

腹の 蟲が 納まらぬ。 勤皇 急先鋒の 美名 を、 單り長 州に 擅 ままに せし むる の は、 寢ても 眠 むられ ぬ 痛恨 事な の だ。 

ばんく わい  ラ つぼつ 

大勢 挽回の 熱望 は、 彼等の 胸中に |牧 勃と して 漲って ゐる。 この場合、 彼等の 勢力 を總 合して、 薩 藩の 名眷を 天下 

に 代表し 得る もの は、 單 り西鄕 あるの みで ある。 勢 ひこ こに 及んで は、 如何に 久 光の 怒りが あらう とも、 このま 

あんぐ わ 

ま 西鄕を 孤島に 晏 臥せし めて おく 譯には 行かぬ。 叉た 置かれ はせ ぬ。 彼れ を 絶海に 起して、 薩 藩の 名譽 恢復 を、 

だいく わう げん 

大 喊 原の 上に 實 現せし めなければ ならぬ。 

【四】 久光 遂に 西鄕を 赦免す 

さう ま とう  き きふ 

中央の 形勢が、 走 馬 燈の轉 する が 如く 變 じて 行く 許りでなく、 薩摩 一藩の 形勢 も 亦た、 事々 に 危急 を 告げて ゐ 

に ふく わう  い てき 

た。 殊に 生麥 事件から、 引いて 英 艦の 入寇と なって は、 所謂る 夷狄と 砲火の 問に 相 見 ゆるに 到った。 事實は ホン 

こ ぜリぁ ひ  *?J と 

の 小 競合であった にしても、 その 及ぼす ところの 影響 は、 楚に S1 大 なる ものが あった。 事 難 は 之が 爲に 愈ぶ 加 は 

て. 4v がいしん ぼっこう  そ ち  えん 

り、 士氣は 之が 爲に 愈よ 激化した。 外 夷に 對 する 敵惊 心の 勃興した こと は 勿論で あるが、 幕府の 措^に 對 する 怨 

嗟の 聲は、 薩 南の 出 海を搖 がして 起った。  . 


元來、 文久 ニ^ 〔壬 to の生麥 事件の 起り なる もの は、 島津久 光が 江 戶を發 して 京都に 上る の 途上、 生 il に 差 

しかかった 際、 英人 人が 久 光の 行列の 前 を、 騎馬の まま 乘打 をした ことに 初 まって ゐる。 その 英 人と いふの は、 

(一) チヤ ー ルス • レ ノクス • リ チヤ ー ド ソン (二) ゥヰリ アム • クラ ー ク (三) ゥヰリ アム • マ ー シャル の 三男 子 及 

び (四) ボ ー ラ デ，. 'ル 夫人の 一女 子、 都合 四 人であった。 . 

之 を 見た 奈良原 喜 左衞門 は、 無禮 者！ とば かり、 命 を 下して リ チヤ ー ド ソン を 斬殺し、 クラ ー ク、 マ ー シャ 

ふっとう  し .40 さつばつ 

ルの 二人に 重傷 を 負 はしめ た。 此時は 攘夷論の 沸騰し 切って ゐた 時で、 士氣 殺伐に 流れて ゐた 際で も あり、 且つ 

武勇 を 誇る 薩 人の 事で あるから、 それとば かり、 夷人に ー擊を 加へ たのであった。 玆 において 英 國代现 公使 ジョ 

ン • 一一  ィ -1 ルは、 之が 責任 は 幕府に ありと し、 

一、 殺害の 下手人 を 厳刑に 處す べし。 

しゃう ぎん 

一一、 幕府 は 十 萬 ボンドの 償金 を支拂 ふべ し。 

三、 薩侯は 遣 族 扶助料 一 萬ボ ンド を支拂 ふべ し。 

の 三 個 條の耍 求 を 提出し、 若し 之に 應ぜ ざるに 於て は、 開戰 すべし と 威嚇し 來 つた。 

しゃう ぎん 

幕閣 は、 事の 重大なる を 感じ、 翌文久 三.^  〔癸 亥〕 五月 九日に 至り、 幕府に 對 する 要求 通りの 償金 十 萬 ボンドの 

くわん さんぎん  かう ぜん 

換算 金 を交附 する に 至った。 然るに 一方 薩 藩の 意 氣は 昂然たる ものが あり、 下手人 は 逃亡して 在らす と 答へ、 却 

せんろ  なんきつ 

つて 大名行列の 先 路を橫 ぎる の 不法 を 難詰し、 英國の 要求に 應 じない ので、 英國 政府 は、 海軍 中 將キュ ー パ ー の 

召還され たる 西 鄉吉之 助  -  一 八 五 
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だん ぼん 

率 ゆる 英國 東洋 艦隊 を、 文久 三年 〔一八 六 三年〕 二月、 撗濱 に廻航 せしめ、 更らに 直接 薩 藩と 談判すべく、 司令 長 

ざ じ やう  4y かん 

{IX キュ ー パ ー 中將は 旗艦 ィュ ー リア ラス 號に 坐乘 し、 英國 代理公使 ジョン • 一一  ヰ ー ルも 亦た 同乘 し、 fe. 〈艦 を 先頭 

ぢゅ くろ あ ひふく 

にして、 パ ー ル號、 コケット 號、 ァ ー ガス 號、 パ ー シ エス 號、 レ ー スホ ス號、 ハ ボック 號 の七艘 は、 舳 艫相銜 

んで、 六月 二十 七日に 鹿 兒島灣 口、 山川 沖に 人 港し 來り、 谷 山 鄕の七 島 沖に 碗 を 下ろした。 二十 八日に は 鹿兒島 

を 去る 十餘 町と いふ 近海に、 列を爲 して 碇泊し、 威容 を 示した。 

常時 一一 ヰ ー ル 代理公使の 要求す ると ころ は、 

ぎゃくさつ 

一、 リ チヤ ー ド ソン を 虐殺し、 及 其 同伴者た りし 婦人 • 紳士 を 攻擊 したる 犯罪者の 首領 を、 英國 海軍 將校ー 

. ？フ もん 

二 名の 目前に 於て、 直に 轧 問して、 之 を 死刑に 處 する 事。 

わ-つ  じんばう まぬ 

一一、 被害者の 親戚、 及び 當時緩 かに 身 を 以て 虐殺の 匁 鋒 を 免 がれた る 者に 分與す 可き 金額 二 萬 五千磅 を領牧 

す , き 事 

のニ條 件であった が、 薩藩は 之 を 担 絶し、 遂に 砲擊 となり、 薩 藩に 二十 一名の 死傷者 を 出し、 英國 艦隊に は 六十 

ぎ せいしゃ 

三 名の 犠牲者 を 出し、 遂に 艦隊 は 港外に 去る に 至った ので ある。 

薩 軍の 用ゐた 大砲 は、 幼稚な もので、 大概 は 距離が 遠くて、 英 艦に 達せす、 海中に 水煙 を 立てて 落下す るの み 

ふんき  や さいぶね 

で、 中には、 砲彈を 抱へ て 魔の 上から 放り込む とい ふ 程度であった、 が 鬼 も 角 士氣の 奮起した こと は、 野 茱腧に 

おど 

決死隊 を乘 組まして、 英 艦に 躍り込む とい ふ騷 ぎで も 察せられる。 


常時、 奮 戰の男 士柴山 龍五郞 〔景 綱〕 は、 病中ながら 從 軍した が、 戰後、 病 を 養 ふて ゐる ところへ、 生麥 185. 件の 

發頭 人た る 奈良原 喜左衞 門と 平 田 平 六と が 尋ねて 來て、 談話の 末、 奈良原 は、 薩 藩に 人 村の 乏しき を Ml し、 大 

いに 两鄕 r:: 還の 4 ね をカ說 した。 柴山も 固より 西鄕 召還 を 熱望す る 一人であった ので、 奈良 原の 言 を^いて、 大ぃ 

しゃめん 

に悅 び、 共に 西鄕 赦免の 運動 を 起す ことにな り、 黑田ァ 介 〔淸 隆〕、 川 村 純義、 鈴木武 五郞、 伊地知 治 等の 同意 

を 得て、 その 機運の 藤 成に 努めつつ あった。 併しながら 未だ 藩 廳 を 動かす 迄に は 至らなかった。 

然るに 一方、 京攝の ^ に 奔走しつつ あった 薩蒲 有志の 問に、 其 後上 京し 来った 柴山景 綱 等の、 王 もあった か、 

西鄕 召還 運動が 擾 頭して 来た。 元 治 元. iiK 甲子〕 月の こと、 三 島 彌兵衞 〔通 ffi〕、 幅 山淸藏 〔建 偉〕、 井上 彌八 郎、 

折 sst: 年秀； r 黑田淸 綱、 柴山景 綱 等 一同が、 京都 丸 山に 會 同して、 西鄕の 赦免 を久 光に Sg!y 若し SI かれ 

ざるに おいて は、 一同 屠 腹して 死なう とまで 決議した。 

更に 三 島 通庸、 高 崎 正風 等が 旅 宿して ゐた、 京都 室町 通 烏 丸 今 出 川なる 米屋 休兵衞 方に おいて、 同志の！ ^合： を 

催 ほし、 久 光に 進言して 許され すん ば、 割腹 死諫 しょうと、 議は 益. - 火の手 を 燃やして 來た。 此 時の 有志 は、 三 

、水 山彌 ー郞、 篠原 冬ー郞 〔國 #〕、 椎 原小彌 太、 吉田淸 右 衞門、 宫. s: 彥次、 g 太. 5 景綱 等であった。 

しんげんたん ぐわん 

报て愈 ぷ久 光に 進言 歎願す るに は， 誰れ がよ いかと いふ ことにな り、 高 崎 猪太郞 〔五六〕、 高 崎 左 太， §〔f^- 風〕 の 

兩 人が、 近^ 迎を 許されて ゐ たので、 兩士 によって 久 光に 進 說 するとい ふ 手 普が 決定した。 

召還され たる 西 鄕吉之 助  一 八 七 
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たんぐ わん 

.兩 高 崎 は、 先づ 直接 久 光に 歎願す る 前に、 小松帶 刀、 大久保 利 通に 相談す る 必要 ありと し、 兩士 より 進言す る 

の 上策なる をカ說 した。 

大久保 は 何としても 西鄕が 竹馬の友、 刎頸の 交 はりであった。 大久保 を 知る もの は西鄕 であり、 西鄕を 知る も 

の は大久 保であった。 西 鄕を想 ひ、 西鄕を 悲しむ において、 他の 何人よりも 熱情 を 持って ゐ たに 相違ない。 然る 

に 彼れ は 何故に、 西鄕 召還の 議 あるに 當 つて、 鬼 も すれば、 控へ 目に なりが ちであった のか。 そこに は 彼れ をし 

て、 大に 能動的に 立た しめ 得ぬ 事情が 伏在して ゐた。 

I に大 島より 西鄕を 喚び 還すべく、 大いに 久 光に 說 いた もの は 甲 東 其 人であった 0 だ。 然るに 西鄕は ノコく 

けんせき  もく あ み 

と 京都までの さばり 出た とい ふので、 直ちに 久 光の fi 責を 蒙む つて、 元の 默阿彌 となって しまった。 そ 0 際 大タ 

保 も 危うく 西鄕 のお 伴 を させられる ところであった。 向つ 腹 0 久光は 愈よ 西 鄕を悅 ばぬ。 西 鄕のサ Q 字 も 耳に し 

たくない とい ふ 嫌 ひ 方で ある。 大久保 はこの 失敗が あるから、 迂濶に 西鄕に 就いて 口出しが 出來ぬ 事情に 陷 いつ 

てゐ たので ある。 

久光を 擁して 大久 保が 中原に 馳驅 して ゐる 間に も、 層ぶ 難 境に 立つ 毎に、 こんな 時に 西鄕が 居て くれたら と、 

じ 含 そ 

幾度 か 思った ことで あらう。 勢 ひ 愈ぶ 窮まり、 藩 中の 同志が、 死 を 決して 久 光に 直訴 するとな つて は、 大久 保た 

まみ  い かう 

る もの 默視 する 譯に 行かぬ。 彼れ は 小松帶 刀と 久 光に 見え、 藩士の 意嚮 を 傅へ、 且つ 勢 ひこ こに 到って は、 西鄉 


を 何時までも 放 il^ して 濟 まされぬ 理. 3 を も樓說 したいと 思った であらう。 

併し 大久保 をして、 直に 此 事に 著 手せ しめ 得ざる、 他の 理由が 存 して ゐた。 それ は 西 鄕流謫 に 際して、 小 松 も 

おういん  ぐ ちん 

大久保 も、 共に そ 0 書面に 押印した る關 係が あるので、 今更ら 赦免 を 具陳す る譯に 行かぬ とい ふ 一事であった。 

たんぐ わん 

兹 において、 兩高 崎より 進言す る ことにな り、 先 づ高崎 五六が 久 光に 歎願した。 その 結果 は、 案す るより 生む 

ちゃうき よ 

が 安いと いふ 譬 0 如く、 或は 久光 0 容子 では 聽 許になる かも 知れぬ とい ふ、 五六の 感想であった。 之 を 傅^した 

こ をどリ 

一同 は 雀躍して 悅び、 之に 勢 ひ を 得た 正風が、 いて 伺候し、 更に 切願した。 すると 今度 は、 聽許 どころ か、 久 

ひぎ さが 

光の 激怒 t^l だしく、 乎の つけ やうが なくなって 引返った。 說き 方の 言葉に もより、 說き 手に もよ るで あらう が、 

かんべ ま  しゃかん  と 

久 光の 掛 *1 がよく 這 1^ に 窺 はれる。 初めは 暴 天、 後 は 雨と いふ 結 栗に なって、 一時 は 途方に 吳れ たが、 元々、 屠 

ふく  しんえつ  あいそ 

腹まで 決意した ことで あるから、 正風 は 屈せす、 翌日 更に 進謅を 請うて、 切々 哀訴に 及んだ。 

かくて は久 光た る もの も 一顧せ ざる を 得ぬ。 眼 を あげて 四方 を 望めば、 密雲 暗澹と して、 風雨 將に亂 れんと し 

たづ 

てゐ る。 顧みて 戟が 身邊に 及べば、 事 は 多く 志と 違って ゐる。 かくして 徒らに 時日 を 過ごして ゐて は、 亡兄 齊彬 

の 威名 を 何に よって 恢復す る ことが 出来よう。 西 鄕は蟲 が 好かぬ。 自分に とって は 何としても 服の 上の 瘤で ある。 

彼れ の^ 在 は、 ^て厦 M 自分の 功名心 を 傷つけ た。 然しながら 翻って 靜思 すれば、 彼れ が 偉 器た る こと は ハサ はれ 

ぬ。 西鄕は 恐るべき 人物で ある。 それ 丈け に賴 むに 足る 人物で ある。 殊に 一藩の 輿論 を 舉げて 彼れ に倾 倒し 來っ 

た 八， ：11、 自分が 一身の 感情に よって、 猶ほ 彼れ を 許さない こと は、 一藩の 志士 をして、 一 激越なら しむる 許り 

召， 溢され たる 西 郷吉之 助  一 八 九 
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に 過ぎまい。 或 ひ は その 爲 めに 闔 藩の 銃 一 を 失 はない とも 限られぬ。 今は！*^^角も彼れを起すことを許し、 彼れ 

に 活動の； 大地 を與 ふるの 外 はない。 久光 はかく も 3 わった であらう か。 此日、 正風に 答へ て、 

『お前 等が、 それほどに 西鄕は 賢者な りと いふのに、 愚昧の 久 光が 獨 りで 反對 する の は、 公論で あるまい。 

宜しい。 それで はー應 太守 公の 裁決 を竣っ ことにしよう。』 

と 流石に 傲岸の 久光も 勢 ひに は 勝てす、 遂に 西鄕 召還の 使者に 聽 許を與 ふるに 到った。 

に  ふんげき  あんもく 

取 S  く久 光の 憤激 を賴 くに 到った の は、 大久保 • 小 松 等の 晴默の における 助言 も、 大いに 加 はって ゐる こと は、 

固より 逸する こと は 出来ない。 高 崎の 報吿を 聞いて、 大久保 も 非常に 悅び、 是 より は 公然、 久 光の 命 を 奉じて、 

西鄕 赦免の 手續 きに 著 手し、 久 光の 害 を、 岸 ft; 七 之？ 水： 〔小 納戶 役〕 に 授けて、 藩 地に 使 ひせし めた。 

在京 藩士の 悅び は、 響 へんに 物な く、 岸 良の 返報 を、 一 日 千秋の 思 ひで 待ち 鉈 びた。 當時薩 藩 有志の^で、 I： 

の くら ゐ西鄕 召還に 熱中して ゐ たかは、 左の 一 禅話に よっても 察する ことが 出来る。 

待て ど暮 せど、 岸 良 は歸ら ぬ。 指折り 數 へて 見る と、 何としても、 もう は歸 京せ ねばならぬ。 それに 岸 良 は^ 

お 亡 

も 形 も 見せぬ。 そこで 同志 間で も少々 焦り 氣味 となり、 或 日、 永山彌 一郎と 柴山景 綱と が、 錦 町 藩邸 を 出て、 奈 

良 原 喜左衞 門、. 海 江 田 信義、 仁 鱧 平 助 〔景 範〕、 山 口金 之 進、 志岐藤 九郞、 鈴 木 源 五左衛門、 鈴 木昌之 助、 上 床 源 

助な ど 同 藩士が 同居して ゐた 長屋の 前に かかる と、 永 山 は 大いに!^ 灘 して、 柴 山に 向 ひ、 


『元 來、 -曲鄕 ガ：！ 還の こと は、 奈 原が 贵 公の 腐 狀を见 舞うて、 大いに カ說 したと ころで はない か。 然るに 岸 良 

ナゐ はう 

は 今に：！ らす、 どうも は 水泡に^ したやうな 氣 がする。 察する に 此の 長屋の 連中の 内で、 二心 ある 者が あ 

ヒ や- U  いうよ 

つて 邪魔して ゐ るに 途 ひない。 もう 斯うな つたら、 寸刻の 猶豫 もな り 中さぬ。 どう だすぐ に 長屋に 斬 込んで、 

異論 を 唱 へる 奴 を、 切捨てよう ではない か』 

ラ なが  おさ 

と 柴山を 促した。 柴山は 之 を 腿へ て、 

『まあ、 さう 早合點 する ナ』 

と、 やっと、 水 山 を 制して、 なき を 得た とい ふ。 

もと  ねつ はう 

純情 固より 愛すべし であるが、 斯 やうな 氣配 を晃て も、 如何に 薩藩 有志の 士が、 西鄕 召還 を 熱望して ゐ たかが 

もた  4,』 んさ 

解から う。 せる 哉。 間もなく、 岸 良 は鹿兒 島から 歸 京し 来って、 西鄕 赦免の 恩命 を窗 らして 來た。 同志 は 欣喜 

措く ところ を 知らす、 黑田淸 綱、 折 田 要藏、 伊集院 兼寬、 柴山景 綱 等、 相携 へて 小松帶 刀を訪 ひ、 同志 一同の 謝 

意 を 述べた。  、 

1^ 五】 西鄕 赦免の 使者 來る 

玆 において 久光 は、 吉 井幸輔 〔友 實〕、 西 鄕愼吾 〔^道〕 に 命じて 西鄕 召喚の 使者たら しめた。 在京 同志 は、 待ち 

せう く，； ん しゃめんし  △<! 厶厶  厶厶 厶厶厶 <!  くわい だう 

に 待った 召喚 赦免 使 を 送るべく、 元 治 元年 〔甲子〕 正月 二十 五日、 京都 丸 山なる 會々 堂に 會 して、 盛大なる 送別の 

召還され たる 西鄉. nil 之 助  1 九 一 
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くわい さい  はいばん 

宴 を 張った。 一同 快哉 を 叫んで、 酒 覆へ り K 凰 飛び、 杯盤 亂 るるの 狀、 想 見す るに 餘 りが ある。 

ばくぎゃく  ほん さう ちう 

吉井 は南洲 莫逆の 友で ある。 彼れ が 江戸に あって 奔走 中、 南 洲ぉ迎 ひの 命を受 くる や、 飛び 揚 つて 喜び、 大久 

保 利 通に 一書 を 裁して、 

〔前略〕 上洛 一條、 案外 能 運に て、 天下の 爲、 御 同慶 此 事に 御座 候。 永 井始、 諸 藩 東 下、 大に 有爲、 も ふ は 全 

け ね，^ 

く 懸念 無.， 之、 旣に 明日 頃より、 陸行の 先手 繰 出 害に 御座 候。 御 安心 可， 被， 下 候。 主 殿 諸 所 出仕、 御 同伴 相 勤 

申 候。 委細 御 同人 方より、 御 問 合 可 レ有レ 之 候 間、 省略 仕 候。 〔中略〕 

厶厶  厶厶 AAA 厶  <1<1厶<1 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶 厶厶厶 A 厶 <3 厶厶厶 A 厶厶 厶厶 A 

一、 大島 〔西 鄕〕 一條、 飛揚 此 事に 御 候。 就て は 小 夫 航海 之 命、 相 下 候 模樣の 由、 誠に 以 難：： 有 次第、 當 年中 

厶厶厶 厶厶 A  A 厶 A 厶厶  <1 厶厶 A 厶 厶<1 

を 限り、 上京 可 レ仕候 間、 左樣御 承知 可：， 被：， 下 候。 云々 

ぎんき 

といって ゐる。 以て その 欣喜の 狀を 察すべき である。 

かう に ふ 

吉井は 命を受 くる や、 江戸よりの 歸途、 先 づ橫濱 に 立 寄り、 藩 命に よって 汽船 蝴蝶 丸 を 購入し、 之に 乘 つて 鹿 

兒 島に 歸航 した。  . 

吉 井友實 は鹿兒 島に 歸著 する や、 直に 西鄕愼 吾、 福 山淸造 二人の 外に 一 僕を從 へ、 新調の 汽船、 蝴蝶 丸の 錯を 

あげて、 蒼々 たる 海 潮の 波 を 蹴って 南航した。  ， 

さ て  ぎ やうち 

却說、 西鄕 は、 鹿兒 島に ある 椎原權 兵衞の 送信に よって、 西鄕 召還の 謹が 鄕地 において 起って ゐる こと を 聞知 


レ よか， J 

して ゐた。 又た 土 持 政 照 は、 親戚 筋に 當る 萩原 氏の 書簡に よって、 同樣の 事情 を 耳に して ゐた。 

土 持 は 大いに 欣び、 

『先生 歸國の 日 も、 最早 や 近き にあらん』 

と 語る と、 西鄕は 之に は 答へ す、 

さま 

『予は 翁に、 久光 公に 建言して、 時務の 大略 を 論じて ほいた が、 今日の 時勢 は、 著々 その 通りに なり 申した』 

と l^i り、 1 iSi 自己に 及ばなかった とい ふ。 

吉井 等の 蝴蝶 丸が、 いよく 沖 永 良 部 島の 和： S 港に 入港した の は、 實に 一： 几 治 元 .is〔fflf〕 二 巧 二十 二日であった 

！ f 含 やくせん  てんねんとう  けんえ き 

が、 度、 此の 日鹿兒 島藩廳 からの 飛脚 船が、 延 港に 到 著し、 H< 然痘 流行の 際であった ので、 土 持は檢 疫の爲 

め 延 港へ 赴む いて ゐた。 すると 其 途上、 人夫が^ 箱を携 へて、 在^ 所へ 行く に 出 遭 ひ、 事情 を轧 すと、 

せう くわん じ やう 

『大島 様と 申さる るお 方へ、 只今お 使者が 參 られ、 召還 をお 屈け に參る 途中で ある』 

との 答へ であった 。尙 ほその 上に、  . 

『大. Ef- 様お 迎 へに は、 この 飛脚 船と 同日に、 汽船が 鹿 兒島を 出航いた した さう で、 途中 大 島へ 立 寄る 都合と 申 

す ことで ごわす から、 多分、 今日 あたり、 ぉ迎 への 汽船 も 到 著す る だら うと 申して ゐる』 

とのこと であった。 土 持の 悅び は、 ；大 にも 登る 心地、 口 十 速 一書 を 認めて、 之れ を 两 鄕に 鹿ら さしめ、 m 務を 終へ 

しゃめん じ やう 

て、 大 おぎで 歸 つて 见 ると、 せる 哉、 西鄕の 許に、 待ちに 待った 赦免 壯が到 して ゐた。 

召還され たる 西 郷吉之 助  一 九 三 
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暫 らくす る 中に、 一大 汽船 は. 11 浪を 立てて 人 港した との 知らせに、 拔 はお 迎の 船に 違 ひない と、 土 持 は 取る 物 

も 取り あへ す、 西鄕 の」 やに 來て 見る と、 两鄕 は旣に 紋服に 著換 へて、 敕^ 然として 端」 M して ゐた。 

『只今お 迎 への 爲め、 汽船が 參 つたとの 知らせであります。 然 らば 直ぐに も 出 ホの御 川 意 ある やう』 

と勸 めた。 すると 西鄕 は、 

『前年の 英薩戰 © 'の 時に、 鹿兒 島の 汽船 は、 悉く 擎破 せられた と 聞いて ゐる。 汽船と あらば、 恐らく 外國 船で 

ごわせ う』 

と、 悠然た る ものである。 土 持 は 氣が氣 でな く、 

『何 は 鬼 も あれ、 一 應 御出^ 下され』 

と、 手 を 取らん 許りにして、 勸め ると、  - 

『大分 籠 跳れ 申した や うぢ や』  ， 

と戯 むれ 乍ら、 土 持に 導び かれて 海岸へ 來て ると、 汽船 はま だ錯 をお ろして 居らす、 容 子が 何だか 變で、 何う 

げんとう 

やら^ 頭を轉 じて、 和 怕港を 過ぎん とする 形に なった。 

しゃ うと ラ 

土 持 は だ 失望の 態で あつたが、 暫 らくす ると、 ガラ くと 錨 を 卸した かと 思 ふと、 する くと 檣 頭 高く， 丸 

ぢゃ うもん  へん？" ん  • 

に 十字の 薩藩 旗を揭 げた。 旌 は W め ひ 出 深き 島 律 氏の 定紋で ある。 それが 海風に 翩翻 として ひるが へる を： た 時に 

くわん *- 

は、 流石の 西鄕 も、 歡喜 俄かに 胸に 迫り 來り、 思 はや 兩^ に淚を 浮べ. た。. , 


【六】 西鄕 愈き 孤島 を出づ 

吉井等 一行 は、 一切 を祕密 にした 爲 めに、 船長 土屋 傳次郞 一人 之れ を 知る のみであって、 他の 船 DET は 誰 一人 事 

情 を 知る ものはなかった。 船が 冲永良 部 島に 著いて、 海岸. n: 浪の 寄す ると ころに、 ？ W て 久しく、 夢寐に も 忘れな 

かった 西 鄕を兑 た 時、 靈 ねて 長き 獄中 生活に、 嘗て 見た る 1 筒の is^ 漢が、 而は やつれ、 脚 は 立た す、 昨日に 變 

はる その 面影に、 兒る 人の は、 怪しく も ：1 ら ざる を 得なかった。 

友 を 思 ふ吉井 友實、 兄 を 思 ふ 西鄕愼 吾、 吉報 を 齎らして、 いざや 彼の s 船に 迎 へて、 鹿兒 島に 歸 らんと 傳 へた 

る 時、 

『久し振りでの ごわした のゥ …… 』 

もろ 

と、 答 ふる 南洲 も、 固ょり情には脆ぃ人でぁった。 

.?5^-愼吾は、 西鄕の 颜を兑 る や、 只 だ 1 語、 

『兄さん …… 』 

と 言った ぎりで、 後 は 何にも 言 ふこと が出來 なかった。 流お は 骨肉の 西 鄕は思 はす、 * の 手 を 確つ かりと 握 

り 締め 乍ら、 

『おお、 おはん も 一緒で ごわした か …… 』 

召還され たる 西鄉吉 之 助  一 九 五 
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と、 流石に の 英雄 も、 萬感 交. - 胸に 迫り 来りて、 yll として 泣 下した。 土 持 を 初め、 一同 誰れ 一人、 此の 有 

樣を 仰ぎ見る 者がなかった とい ふ。 寇に左 も あるべき ことで、 斯く 記し ゆく 筆者の 擎 でさへ、 晤 然として 進，： fsa^ 

ないで はない 乎。 

其 夜 別離の 宴 は 和：^ 役場に おいて^かれた。 謫居 中、 彼れ が 唯一 の ^つた 土 持 政 照 も、 西鄕 雄飛の 日の 

來 つたこと を悅 び、 席上に 連って、 彼れ の爲 めに 祝杯 を擧 げた。 西 鄕は吉 井 を 前にして、 

『乞 ふ 先づ、 我れ をして、 IK 下の 大勢 を 語らし めよ』 

といって、 堂々 として 論述し 來る ところ、 之 を 聞く 吉井 をして、 ill としてた だ その^ 動に？ ilL むる のみで あ 

つたと いふ。 

西鄕が 孤島に あって、 日夜 村童と 戲 れつつ ある 間に も、 如何に 深く 彼れ が 大勢の g|i を II きしつつ ありし か は、 

知る 人ぞ 知る。 吉井は 後 ハ本西 鄕を稱 して 人に 語る 》 に、 當 時の 船 opi ビ 賞揚して 止まなかった とい ふ。 

彼れ 一語、 我れ 一 話、 話 は それから それへ と 精いた。 人の 情； おは 衣 ^ を， 潤し、 の Is-fi は 衆 をして 酢 はしめ た。 

曉に 到って 宴 朱だ魏 きす、 歡談は 杯盤の に亂れ た。 彼れ は醉 うて 船 上に 臥し、 iSii として 漸 やく 離る る 孤 

島 を 顧み、 mi- して 如何の 感 があった であらう。 夜 深う して 闇に：^ なしと S へど も、 海濱に 立って.^ んを 八き る 者 は 

為司 土特政 照、 そこに は 流 誠の 彼れ を 慰めた 51； も あり、 松 も あり、 f 一名の 草 も 木 もあった の だ。 將に liifK の 偉業 


を 試みん として、 滿 幅の 經綸 をた たんで 歸る 英雄 も、 遂に 見えざる 孤島の 姿 を 波間に 追 ふに 當 つて は， 服 中別颠 

の 1^ なき を 得なかった であらう。 

みだれた る絲 のす ぢく繰 返へ し 

い つし か 解く る 御代と なりけ り 

と は、 西 鄕には 珍ら しい 國風 であるが、 當時 恩命に 接した 彼れ の 胸中 は、 思 はす 發 せられた n 吟の裡 に、 却って 

深く 詠 出されて ゐる ものが ある。 

別 離 如 V 夢 又 如』 r 欲レ去 還 來淚 紛紜。 

猿 裡仁恩 謝 無 fe。 遠 凌， 1 波 浪 1 瘦 思レ 君。  . 

と咏 嘆して、 土 持の 厚情 を 謝する の辭 にも、 有情 漢 たる 西鄕の 面目 を 見る。 

船 は 二十 六. Q 大^. にも 立 寄り、 愛子、 庶子 等に も、 絶えて 久き搏 會の悅 びを爲 し、 更に 鬼界が 島に 寄って、 村 

m 新 A を も 伴 ひ、 やがて 鹿兒 島灣 頭に 著いた。 實に元 治元ハ 4 〔甲子〕 二月 二十 <日 であった。 そして 彼れ が 第一に 

ふくしゃ うじ  は 

足 を 2 けたと ころ は、 ，s:5ig: 家 歴代の 菩提 所た る fEL 寺の. E 門であった。 やうく にして 這 ひ 上り、 兩乎 をつ かへ 

ュ こく  *  # 

て 萬^の 淚を そそいだ の は、 實に亡 主齊彬 侯の 墓前であった。 西 鄕は鹿 兒島歸 著の 後、 三月 四日 附を 以て、 喾を 

土 持 政 Si に與 へて、 その後の 事情 を 報じ、 彼れ 自 から 次の やうに いって ゐる。 

召還され たる 西 鄕吉之 助  一 九 七 
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土 持 政 照に 與 ふる 書 〔元 治 元年 三月 S 日〕 

一筆 啓上 致 候。 彌以御 安康 御 勤務の 赏、 珍重が 上 候。 隨て 野生に も 無 U 異儀 T 先月 二十 八日 歸 著いた し 候に 

H 左樣御放念！^^被レ給候。 拉て其 許に 罷在候 時分 は、 何篇御 叮嚀 被， 一成 下つ 別而， 難：， 有御禮 S. 上 候。. 其 許の 

次第 家 內の者 共へ も、 細大 申 聞 候處、 皆々 大悅此 事に 御座 候。 家內 共よりも 厚く 御 鱧 申 上 候 様、 承 事に 御座 

候。 其 元 出帆 候處、 龍鄕へ 翌九ッ 時分 安 著 致、 皆々 大悅の 事共に て、 蘇生の 思 ひ をな し 候 仕 合、 御 遠 察可レ 

被レ下 候。 四日の 滯在 にて、 御座 候處、 愚 妾の 悅び、 情義に 於て、 是又御 g 察可レ 被， 下 候。 左候而 二十 六日 

朝 出帆いた し、 喜界 島へ 寄航に て、 二十 八日 安 著 致 候。 凝 類の 悅御察 可 レ被レ 下 候。 今日 出帆に て 上京 候處、 

雨 ；大 にて 山川 港へ 滯船 いたし 候 故、 荒々 御禮 迄、 如レ此 御座 候。 草々。 

三月 四 日 〔元 治 元年〕  大島吉 之 助 

ゆ じ やう 

大 島に おいて、 妻子 會の愉 情 も、 目の 當り 見る の感が ある。 又た 越えて 鹿應元 3- 〔乙 t:tt〕 三月 二十  一口、  土 持 

に與 へたる 書に、 昔 を 忘れす、 歸鹿當 時の 事情、 並に 其 後の 左右 を 報じて ゐる。 

土 持 政 照に 與 ふる 書 〔慶應 元年 三月 二十 一日〕 

春暖 相 成 候處、 愈 i 以御家 €： 中 様 御 息災、 尙御 元素 御 勤 仕の 段、 追々 承 申 候。 其 上 與人御 役お 御 葬 進の 殺、 


誠に 結構の 御 仕 合、 御悅申 上^ 次に 拙者に も、 不， 1 相變 I 罷在候 ST 御 懸念 被レ 下問 敷 候。 然れば 其 後せ 5 狀も 

不 1 一 相 遣 T  以て 不本意 之 次第にて、 嘸 御 立腹 之 <ネ：1 と相考 候 得 共、 麇养 の處、 中 四日 有レ 之、 早々 出立 候 位に 

厶<1 厶厶 么<1  <1<.1<1厶<:1 厶厶  <1厶 <!1\-  厶<1 厶厶 A<1<1.1 厶厶  A  A  A  »^  A  A 

て、 何も 取 込 候 仕 合、 殊に 足 不二 相 立 7  i2l より 自宅まで 不二 歸付 7 駕籠に て歸候 事共に て、 哀 にる 爲體 にて 

A  ^  \^  <：5<3*1 厶 厶厶厶  <1<1.1 么.^  A  ゝ厶  <1<1<1.;1 厶 A  厶厶 厶 Al<1<1  それな， 

御. M 候。 ^の翌々日福1^:寺參詣仕候處、 漸々 這 付 候 事に て、 難^ 之 事に て 御』 J!j 候。 御 察 可 > 被レ下 候。 夫 形 京 

都へ^^^？登掛候處、 色々 難題 勝の 事に て、 苦心の 次第に 御座 候。 追々；？ # にも： * 進いた し當分 御 側役 被， 1 仰 付 T 

厶厶 <! 厶 A 厶 厶厶厶  <1 厶厶 厶厶厶  <1 厶厶 *d 厶么  <;1厶ム<1厶<1 

相 勤 居 €. 候。 本屋 者の ケ 様の 仕 合、 夢の 様なる 心 持に て、 恐 入居 候 計に 御座 候。 昨.^ 夏 〔元 治 元た 4 蚣 門の 戰 

- $  しさい 

を 云 ふ〕 に は、 京都に て大合 戰有レ 之、 足に 少々 鐵砲瘡 を 蒙 候 得 共、 淺手 にて、 何とも 子細 は無レ 之、 大 幸の 

事に 御座 候。 御^知の 通、 軍 好の 事に て 御， M 候 得 共、 現赛に 望 候て は、 二度 は 望 度 無- 1 御 tJi 候。 實に 難」 f;^ の 

ものに 御 極 候。 御 笑 察 可 レ被レ 給 候。 其 節の 功に、 御 刀 並 御 陣羽織 拜領被 n 仰 付 T 冗 i 至極、 末代 迄 も 面目 を 施 

し 候 仕 合、 殊に 感狀 頂戴 仕 候。 當 時には 珍敷譯 にて、 御悅 可, 被：， 下 候。 本屋に て朽 510^、 事と 相考 居候 魔、 戰 

場 迄 も 試み、 本望 此 事に 御座 候。 委歸戰 の 様子 も 申 遺 度 候 得 共、 自慢 咄と相 成 候て は、 裳ての 素志 も 水の 泡 

と 相 成 候 態と (.5? 略いた し 候。 軍 咄は御 方へ 早々 相咄 度、 直 様相 考候 ばかりに 御 候。 兼て 申 居候 首 葉と、 

厶厶厶 <! 厶 厶厶厶 A 厶厶厶 <J*--<1 ム厶<3 厶厶  <1<3 厶な厶  ， 

戰 場の と、 少しも 相違 は 小：， 致 候 IT 夫 丈 は 御 安心 可， 被レ給 候。 引 續き畏 州 征伐に 越： IT 正月 十五 日 〔慶 

應元. S 宿 許へ 歸付 候へ 共、 直 様 上京 仰 付ら れ、 當分相 詰 居 申 候。 其後ホ 中よりの 御 厚恩、 旁々 御 ー禮不 11 申 

造 T 實に it 情の 者と 御考被 レ成候 はん。 眞平 御免し 可, 被レ給 候。 此 3in 乍， 1 略儀 T 如 レ浙御 庵 候。 以上。 

召還され たる 西 郷吉之 助  一 九九 
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三月 二十 一 日 〔i 元年〕  西 鄕吉之 助 

政照樣 

西鄕 が鹿兒 島に 到 著の 際、 自宅まで 歸 るのに、 歩行す る ことが 出來 ぬまで、 足が 立たなかった とい ふに 至って 

は、 獄中の 苦 を 察する に餘 りが ある。 駕籠で 送られて、 漸く 我家に たどりついた 西鄕の 衰弱、 眞に 同情に 堪えぬ。 

這 ふやう にして 恩 主齊彬 侯の 墓に ず〕 りついた g 鄕が、 先づ その 生前の 1?^ を 謝する の狀 も、 禮讓に 厚く、  ^-き 

に 富む 人で なければ 見 能 はぬ ところ。 斯の心 あり、 以て 千 軍の 將 たるべく、 萬 民の 相 たるべし である。 

【七】 伸張し 來る垂 天の 鵬翼 

鹿兒 島に 歸 つた 西 鄕は、 脚の 痛み を 養 ふ 暇 もな く、 三月 一 二日、 早く も 上京の 命に 接して、 直ち こ：？：： 發 した。 ，H 

Si 僅かに 四日。 

彼れ が 京都に 入る や、 三月 十尤 日、 軍 賦役の 直 任に 就き、 H< 下の ilS を 負うて、 いよく 大變 革の 啦^^ 立つ 

た。 彼れ が久 光より 軍 賦役に 任ぜられ たのに 就いては 『牢屋 者の 筒 様 之 仕 合 夢の 様なる 心 持に て、 恐 入 候 計に 御 

座 候、』 と 土 持に 報す る 書中に いって ゐる。 猶ほ 又た 『ホ屋 にて 朽 て 候 事と 相 候處、 戰場迄 も 試み、 生前 之 本 

望、 此 事に 御座 g と 述べ、 元 治の 京都 長 州 派の 戰を 叙して ゐ るが、 t1 ー歸 がの 間に も、 彼れ が自 からせう し、 

こうみ やう 《-fc つ  きん 

功名^^^？^の外にぁる、 欽 すべき 風格 を 見る ので ある。 


舞 裘は旣 に^かれ、 人 は旣に 場に 上った。 大變 革の 殿原に、 大風 起って 雲 飛揚す るの 光景 は、 果して、 如何な 


てんかい  . 

る 舞 と、 如何なる 時運と を、 我が 西 鄕に展 おし 與 へたで あらう か 


すゐ てん ほうよく 

出 島 以後の 西鄕 は、 最早 や 1^; 大の寶 翼 を 張り、 高く 海； 大 より 飛揚し 來 つた 觀が ある。 久光も 忠義 も、 若しくは 

とら  ふ がふ 

薩藩 も、 長 藩 も、 幕府 も、 西鄕の 脚を捉 ふること は出來 ぬ。 時 も！！ も、 今 はピッ タリと、 西鄕に 符合し 來 りつつ 

ある を 見る。 

ちゃう さう  つか » 

四璺 半で は、 八 尺 柄の 長樟は 使へ ぬ。 動かせば、 穗 先が 天 井に 閊 へる。 文久 以前の 西鄕 は、 宛 かも これと 同樣 

の觀 があった。 日本 そのもの にさへ、 容 るるに 或 ひ は、 難ん する 大西鄕 である。 それが、 四疊 牛で 使へ る もので 

はない。 

i とらふ 

大枪を 使 はんと 欲せば、 宜しく 應に、 虎 伏す る 荒野に 出づ べしで ある。 而 して 雲 飛び 風 走る 荒 IK となって、 初 

む さ ゥ  すね てん だい 

めて 無双の 英雄 を 出陣せ しむべき だ。 時勢 は 正しく 西鄕を 喚び、 風雲 は 正しく 甫洲を 起た しめた。 旣に の大 

翼 を 張り 來れ る西鄕 は、 ro^ して 如何なる 活動 を 開始し 來 りたる か。 請 ふ次篇 以後に おいて、 靜 かに 之れ を 叙述す 

ると AJ ろ あらしめ よ。 


召還され たる 西 鄕吉之 助  二 0 
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第二 章 元治變 局に 處 する 西 鄕吉之 助 

【 I 】 中央 政局に 於け る薩 • 長兩藩 

悠然として 西鄕 がその E 身 を 現 はし 來 つた 時、 中央 舞毫の 形勢 は、 旣に つの 觀で はなかった。 常時、 國 家の 

形勢 は、 之 を 政治的 意兑の 上から いへば 、『尊皇 倒幕 論』 と 『公武な：： 體論』 とに 大別す る ことが 出來 るが、 その 間 

に馳驅 する 各藩の 出 所に 至って は、 そめ 歷 史的 傳統と 現 實的環 1 うとの 相 遠に 從 つて、 各種 备檨 であった。 

尊皇 倒幕 論を以 つて、 假 りに 理想 派と する ことが 出來 るなら ば、 公武 八 "體論 は現實 派と する ことが 出來 る。 一 

は 三百 年の 德川 幕府 を 討って、 七 百年の 久しき に 亙る 封建制度 を、 一朝に して じょうと いふ、 H 張であって、 

義现： ： 取 も 明白、 所謂 『大義名分』 の. を 翻 して、 一 點の陰 霸をも 許さない。 公武 合體は 常時の 諧 K 侯 を擧げ 

はんもく 

て唱逍 したと ころで、 朝廷 對 幕府の 反目 を 一掃し、 朝 幕 合同して、 この 一 火國 難に 常ら うとい ふので ある。 所謂 

る舉國 一 致 論で ある。 常時 幕府-の 實複を 握って ゐた 一 橋§* を 初め、 越 前の 松 平 卷嶽、 會津の は 土 佐の 

mrs: 容堂、 宇 和 島の 伊违宗 城、 薩 摩の 岛 ig; 久光。 世に 賢 諸侯と 稱 せられて ゐた ほどの 人々 は、 悉く あげて 公 1^ ベ 门 

體 論者であった。 

併し：：^ じ 公武ん：： 體 論者で も、 中には 幕府 を、 王と する ものが あり、 朝廷 を 主と する ものが あり、 論の i^M に 到つ 
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しん はん  ぐ わい はん 

て は 決して 一 檨 ではなかった。 越 前、 會 律 の やうな 幕府の 親 藩の 考 へて ゐる 公武 合體 と、 薩 摩の やうな 外 の唱 

へ てゐる 公武 一 和 主義と は、 自 から その. E 來 すると ころ を 異にして ゐる。 

こうぶ L うせん  しゅく ろん 

久 光の 公武 周 i¥ は、 齊彬以 來の宿 論 を 實：. 仃 して ゐ るので あるが、 實は長 州の 討幕 論に 對抗 する 方略で も あるの 

さ-つ はて ォ」 キ； やう さう  れ含 じょ 

だ。 薩長の (？^^覇 的穀爭 に 就いては 前篇に おいて 歴 叙した ところで あるから、 今更ら 述 ぶる 必要 はない が、 如何に 

して 長 州 を乘り 切き り、 勤皇 倡 首の 獨占を 擅 ままに する かに 就 S て は、 策と して考 へざる なく、 術と して 行 は ざ 

るな き狀 態であった。 文 久ニ年 〔壬 戌〕 八月の 頃、 佐賀 藩士、 江 藤 南. in が脫 藩して 京都に 在りし 際、 鄕國の 同志 

きょじつ たんさく 

に 事情 を 報告した 『京都 兒聞』 の 中に、 薩長 兩 藩の 虛實を ^索して、 左の 如くい つて ゐる。 

き やう と  けん もん しゃう  < 

『京 都 見聞』 秒 〔文 久ニ年 八月〕 

ぃウょ  せ え  あ ひゆる 

一 〔前略〕 薩には 長 州 藩 永井雅 樂に說 かれ、 彼是 祸豫日 數を送 候 内、 浪人 共 兵粮に 迫り、 又は 最前の 氣勢相 弛 

さて  CI: らへ かた 

み、 氣々 til 々に 成て、 致， 1 分散 T 右 之 結構 敷 相 成 候 由。 借此 企に 付て は、 玉 藥其外 武器 一 通の 挤 方 に 

" つ ぶし 

て、 浪士 共に 少々 貯 居候 金錢遣 澄、 只今に は 甚だ 難儀、 致 11 流浪 1 居候 者 不レ少 .a。 且右 企に 頭 立 候浪士 は、 

厶厶 <| 厶厶厶  厶 AAJ 厶 AAA 厶厶厶 < ！厶厶  <«ム厶<3 厶 <3<3 厶 厶厶厶 AAA 

人相 書 を 以て、 幕府より 緊敷 穿鑿 有レ 之， E に 候 得 共、 公然と 京攝の 間に 横行 1 能 在 候. e。 

じゅく こん  • 

I 薩州 〔久 光〕 上洛に 付、 取綺方 は、 同藩 何某、 前段 雅樂と 熟懇に 付、 薩 より 同人 を 以て、 雅樂 へ相賴 み、 

あ ひひし 

久世和 州. 〔大和 守〕 へ 取 入、 出京の 事 願 立 候 趣、 薩 にも 出府の 意 は、 極々 相祕 候， a に 候 得 共、 諸國 の浪士 


も 追々 蜂起 候に 付て は、 長 州 も 早 其 機 を 察し、 同、 心 は 天下の 後れと 不二 相 成 一事 を 計り 候 4^ に 候 得 共、 H< 

1  ほどよく  つ ラ しやう.； I うえ ま 

下の 御 爲めを 相 歎く と 申立、 薩州如 レ此々 々の擧 も、 程克 取扱、 浪士を も押鎭 め、 且迎商 交易、 大に 相^ 

き、 第一 幕府の 御 趣意、 公武 御 合 體有レ 之 度 魏をも 相 達、 御 國威も 相投候 通に、 □□ 周旋 致 度 旨、 右 雅樂ょ 

り、 久世和 州へ 能々 申 通、 幕府の 都合 を 取錄、 早速 上京、 中 山 殿、 正 親 町三條 殿、 其 外へ 能々 取 入、 叉 朝 

ふ rt- も ひ  すで- J  - ： 、 

廷の振 合 を 善くし、 前 K の 意 を 以て、 段々 榮出 候處、 右三 郞殿 〔久 光〕 伏見參^«、已&^及1ーー擧1處をが能 

同志 爲レ 致、 前段 公武 御 合 體の說 を 主張し、 色々 建白、 大原卿^.s:の事に相成候山、是薩州變議のi 

んん  うば はれ  もくと 

緣 にて， 機 事 不レ密 を 以て、 先 を 人に 被レ 〈ゆ r- 可 レ惜と 申 人 も有レ 之、 或は 目 斗な しと も 申 候 出。 

一 右 之 都合に て、 自然と 薩長 一 和、 公武 御 合體の 周旋に 相 決し、 幕府に 相 懸候儀 は、 蔬州 主と 成り、 朝 

廷に相 懸候御 事 は、 長 州受持 候様談 決し、 只 令 迄 其 通に て御瘦 候。 

一 右 永 井 雅樂と 申 は、 兼て 久世 侯の 氣 入に 相 成 居候 譯を 以て、 形の 通、 諸事 を feis* 候、 儀 出来 候. E。 

をん みっかた  かど xf^  ひろう 

一 薩の隱 密方藤 井 良 悅と申 人、 右雅樂 儀、 最前 久世 侯と 密談 相 成 S 、廉. -聞 取、 其 ぼ 及 二 披露 1 候に 付、 前 

の 結 城 筑後守 ，村 井 修理 少進、 兩 人より、 長 州 は 幕府の 御 爲而已 相 計、 天 ドの御 爲に相 成 ま、 儀 無レ之 匕：：、 

致， -密奏 1 候. H。 右 故败、 長 州當五 1!^ 末 〔文久 二お： 迄、 朝廷 向、 散々 の 御-小首 尾と 相 成、 依 レ之同 久阪玄 

瑞其 外、 壤 夷の！：^. 說 によらす して、 國辱を 取 候 者を愤 り、 右 雅樂を 毎度 可， 一打 2^1 致し 候 得 共、 終に を 

遂す、 右の 都合に 付、 雅樂は 返 役の 上、 國元 引取 蟄居、 其 後 公卿 方へ 致， lip 候 者 は、 桂 小五郞 〔木戶 孝 
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ころ 

允〕 にて、 當時は 右 御 疑念 も 相^け 候" 倂藩中 衆議 ぼ々 にて、 同心 一致 小レ 致、 尤雅樂 上京の 比 は、 隨分 

致-一 振起 一居 候. H に 候 得 共、 同人 返 役 以後 は、 士氣相 弛し □□□ 儀 等 在勤の 比 は、 通商 航海の 見込 相 決 及 n 建 

F 乙-二ん  よ  も をし まさら 

謹 一 候處、 の 通 朝廷 向 不首尾に 相 成、 藩 中 不服に 付、 雅樂返 役 後、 天 下の 公論に 因る の說を 以て 巾紛 し、 

きふら も  、 

相 防 居候 出の 處、 當時 にて は 右の 說 持論に 相 成、 毎 事 公論 を 相 求 候に 付、 前段 衆議 紛々、 諸事 急 不レ仕 

只 公武 御 合 體之事 を 先務と して、 攘夷 を 第二 件の 事と 申、 右 御 合體の 周旋 も、 見込 は 是れと 申 事 聞 及不レ 

申、 是前斷 不首尾の 事に s: て、 形の 通に 移行く 因緣 にて、 耍レ之 薩は因 レ長變 レ議、 長 は 叉 因 之 持論 を她 め、 

がー ひ 本來の 面目 を 失 ひ 候， H にて、 指て 仕出 候 事 は無レ 之、 今 は 早、 前段の 義擧 にも； 小-一 似合 r 薩は西 海道の 


厶厶  <1 


厶厶厶  <1 厶厶八 厶厶厶 厶么厶 A 厶厶 A 厶厶 厶么厶 厶厶厶  <1 厶 A 厶： 厶， A<lp<",  <5AA  く  <lj3  ~  -U,-C4^f 

き i^i> 相 成度、 內£ ^レ之 候. H、 長 も 色々 と內^ 等 有 レ之候 由、 て 薩長 外向 は 和した る 様に 有 レ之候 得 

厶 厶厶  <1厶< "厶 AA 

共、 實は だ 不和の 由。  .  . 

1 薩州は 當卷以 來の費 金、 凡 拾 五 萬 兩餘、 當時 在京の 人數 三百 人餘、 伏 見 • 大阪 にて 五 百 人餘、 都合 八 

長 州 は 在京 丸 百 人餘、 當春 以来、 是 迄の 費 金 凡 拾 萬 兩餘の .5、  m 右人 數は、 上 は 家老より、 下 は 

SSjm レ之 候。 左 候て 右 金 は、 薩長 共に、 京都に て 屋敷 買 入、 長屋 作 事、 關東 下向、 且 上洛 其 外の 費用 

迄 入て 前文の 通の- H。 

I 浪人、 薩州 • 長 州を晃 限 居候 故 か、 近衞^^御賴越相成候末に付、 薩州 へ 天下の ^3:,事致-1依賴ー候得共、 

こん すべ 

薩も先 侯の 遣 風 全く 廢 候と 相： IBr 形の 通の 及 一一 擧動 T 一  體；大 下の 重 事 を 任托被 レ爲レ 在、 諸 藩 都て 服 從可レ 仕 


御 方 は、 中將樣 〔鍋|^^^5|£〕、 水府亡 老公 〔德 川齊 昭〕、 薩州先 公 〔島 齊 彬〕、 御 三人 而已。 然處、 水 薩兩公 

は、 已 に!： ■ お、 玆に中 將樣被 レ爲レ 在 候 s# ば、 是非共； 大 下の 戴 事、 必死 を 以て、 御賴可 1 一 申 上 T 就て は 一 

人 か 二人 か、 當= ^半 頃 迄に は、 大阪 出船 I 能 下 候と、 談合 居候 趣 御座 候。 

之は^^^記したまででぁるから、 傳唱の 誤 まりも あり、 事實に 反する 記述 も あるが、. y 藤 は 鍋 島 藩士で あり、 

薩長に 對 して は、 第三者の 地位に あつたので、 兩 藩の 出所進退に 就て は、 比較的 公平に 記して ゐる。 藩長兩 藩の 

00. 略 上 之 を 察すべき である。 

〔一一】 幕閣 及び 慶 喜の 眼前 糊塗 策 

P  • ナ壽  ら<  ぐ- C  \ 

文久 三^ 〔癸 亥〕 久 光が 容 保と？ I 携 して、 長 州 派 勢力 を 洛外に 一掃した の も、 次で 容堂と 合議して、 長 州の 建議 

になる 守衞 兵制 度を廢 止す るの 建議 を爲 したの も、 一 に 長 州 勢力の 掃滅に あった。 『八月 十八 日の 舉 ありし より、 . 

我 藩、 薩摩藩と！^ノ齒を爲して王事に勤む。 旣 にして 十月 三日、 島津久 光、 召に 依りて 入京し、 直ちに 其 軍： E を 我 

公の 許に 遺して！ < 誼を溫 め、 i 家臣 等 毎に 援助 を 得る を 鳴 謝す。』 とは容 保が 『守護 職 始末』 の 記 すると ころで あ 

るが、 Ml 一に， S の關係 は、 實は 一時的 植直に 出づる ものであった こと は、 後に おいて、 會律 武士の 切齒 すると こ 

ろと なった。 

JW  く おく 

久光 をして いはし むれば、 彼れ は 幕府の 勢力 を藉 つて、 長 州の 勢力 を驅逐 したと いふで あらう が、 幕府 佩から 

元治變 局に 虚 する 西 鄉吉之 助  二 〇 七. 
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いへば、 藤の 勢力 を 利^して 討幕 論 を 打った ことになる。 果せる かな 公武 合 體內閣 が 出来た 後 は、 幕 勢が ー齊に 

かう しん  今-? うき やう 

昂進して 來た。 久光は 公武 合體 とい ふ 石 £ 一の M に 首 を 突き 込んで、 漸次 窮境に 陷 S つて 行かざる を 得なかった。 

*  * 

LO& よぐ 

此 時に 當り、 幕府に とっての 難問 は、 攘夷の 實： t を 何に 依って 示す かにあった。 旣に樓 夷の 親 勅を拜 し、 將軍 

之に 奉答 書 を献げ てゐる 以上 は、 そのままに は濟 まされぬ。 }K 朝に 對し 奉. つる 名分 的 措：.！ el と、 民 ？i における 意 然 

たる 壤夷 11 港の 輿論に 對 する 局 .5 打 n 策と において、 此際 幕府 は 何等かの 方途に 出で なければ ならなかった。 兹 


あんしゅつ 

において、 案出され たのが 横 濱鎖港 1^ 题 であった、 


元來、 幕府が 鎖 港 を 欲せざる こと は、 一目 分明で ある。 併し 勢 ひに 押された とはいへ、 攘 褻の 親 勉を拜 した 以 

ゐち t  く 

上 は、 何 か 之に 添 ふ 事 をし なければ、 違^の 罪 は 免 がれぬ。 玆 において 案出した のが、 横濱鎖 港で ある。 當時將 

だん J ん 

軍後见 S にあった 一橋 慶喜 も、 幕閣 も、 共に 横 濱鎖港 を 上策と 考 へて ゐ たので、 愈 i 之が 談 1： を 開始す る 段 取 

となった。 

ij ん ぼんく わん ねん 

橫濱鎖 港の 根本 觀念 は、 之が 禳 夷の 手始めであります と、 朝廷へ 示す 必 ズ だけの ことで あるから、 幕 閣は鎖 港 

つよごし  うま 

談判に 强腰 でもなければ、 てんで 熱意がない。 甘く 行けば、 橫濱 は. y 戶に 一希 近いと ころで あるから、 ，y 戸城の 

あんぜんべん  ししゃう  まこと 

安全瓣と なる。 成立し なくと も 元々 通りで、 何の 支障 もない と考 へて ゐる。 {是 に 名案と いふべき であった。： 

つうて ふ 

幕府 は文久 三. iK 癸 亥〕 九 月 十日、" いよく 米 國.， 和 蘭の 代理公使に 通牒 を發 して、 九月 十四？ ？ を 期し、 神奈门 


奉行所で 鎖 港 談判の 會見 をしたい と 申入れ た。 表向き は {是 に 堂々 たる ものであるが、 幕府の 老中 は、 私 かに 兩國 

- 公使に 『これ は實は 幕府の 意志ではありません。 ただ 朝廷に 對 する 申譯的 にやる のです から、 そのお 積り で …… 

Ij うとうぐ わい かう らう  つき ぢ ぐんかん さう れんじよ 

…』 と 叩頭 外交 を 弄して ゐ るの だから、 相手が 容易に 聞き入れる 譯 はない。 後に 會！ 場所 を 築地 軍に. 挽 練 所に 變 

更 して、 會 した 時 も、 『こんな こと は卽答 は出來 ぬ。 本國 政府に も 通達し、 又た 英*佛 公使と もき 謹した 上で な 

ければ …… 』 と サッサ と 引取って 了 まった。 

一方 英國 公使 パ ー タスから は、 『今頃 鎖 港と いふ やうな-小 信な こと をす るなら、 戰爭の 外 はない』 と嚇 かされて、 

一 縮みに なり 乍ら、 朝廷に 對 して は、 堂々 鎖 港 談判 開始の 奏上 を、 所 司 代 をして 爲 さしめ てゐ る。 

せんえん 

幕府 はた だ 談判 遷延の 一途ば かり 考 へて ゐ るので、 本國 政府へ 使者 を 差し立てて、 その 返事の 來 るまで、 何と 

か 彼と か愚圖 つて 居ようと いふ ことに 議 一 決し、 此年十 一 月 一 一十 八日、 池 田 筑後守 • 河津 伊豆守 • 河 田 Ja: 之 助 〔目 

かう しゃう しせつ  さ けん 

付 J を交涉 使節に 任命し、 歐洲に 差遣す る ことにして、 一行 は、 十二 月 二十 七日 出發 する に 至った。 一行の 任務 

は 固より 鎖 港交涉 とい ふ 表面的 理由で はあった が、 幕府 內 面の 差遣 理. a は、 まるで 之と 無關 係な もの も あり、 且 

つ 長 州が、 四國 0 隊を 砲擊 した 窜 件に 對 する、 謝罪 使 を も 兼ねし むる に 至って は、 何の 意た るか を 解す るに 苦し 

ましむ る。 

K 喜の 考へ では、 撗濱 を錙、 港す る 以上 は、 先 づ撗濱 在住の 外國 商人 を引拂 はしむ るが よいとの 意見で、 之に 要 

べんしょう 

する 資 W &、 幕府が 辨惯 するがよいと いひ 出した。 而 して 之が 經費 は、 數百萬 兩に逹 すると 稱 せられた。 
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慶喜は 何とい つても 智者で あり、 江戶幕 閣の逡 巡 や、 外 藩の 反目な どに は 大して 眼 も吳れ す、 いよく 公武 

合 體內閣 が 成立した 後 は、 一意 時局の 沈靜に 急がう とした。 橫濱鎖 港の 梟 を 急ぐ 一方に は 桑 名 藩主 松 平定 敬を擧 

け ねし 

げて 京都 所 司 代に 任じ、 會津の 勢力と 合して、 京都の 武力 を增 し、 萬 一に 備へ ようとした。 叉た幕閣の懸念を^^ 

し、 將軍 のぎい！^ や 航ぃ以 つて 勅命に 答へ ようとし、 その 勤皇 心 を 披瀝しょう とした。 智 なる 哉慶 喜。 

橫濱鎖 港の 事 は、 元來慶 喜の 手段ば かりで なく、 幕閣の 糊塗 策が 中心に なって ゐる とも 見られる が、 大凡 そ慶 

喜 及び 幕 閣の爲 さんと すると ころ を ii する に、 彼等 は 幕府の 爲 めに 謀って、 最も 適當の 行動に 出で たに は 相違 

ない が、 彼等の 時局 觀は、 tsi ながら 眼前の 以上に、 出でなかった。 同時に 誠意と 熱情と を缺 くの 遺憾が 

あった。 橫濱鎖 港 一件に 就いて 考 へても 兒ょ。 當 時橫濱 以外、 長 崎、 凾館は 開港 場と して、 立派に 外國 貿易 を 許 

して ゐる ではない か。 その 中の 橫濱 だけ を鑕 港して 見たところで、 何の 役に立つ か。 お 音 を 叩けば、 彼等 自身、 

鏆 港の 愚なる こと を、 百 も 承知して ゐる。 

現に 文久 三年 〔癸 亥〕 將軍を 擁して 上京した 時には、 慶喜は 大いに 攘夷の 勅意 を、 お諫めす る 決意ではなかった 

か。 それほどの 慶 喜が、 三 港 を閉し 攘夷の 實を擧 ぐべ しとい ふ 勅 詫に 接して、 マ ァ橫濱 丈で も 表む き 閉鎖して、 

表面の 攻擊を 避けよう とする の は、 自 から I むき、 他に 僞 はり、 そして 一時 を 糊塗しょう とする 陋策 であると い 

せんえん 

はなければ ならぬ。 殊に 特使 を 派遣して、 直接 本國 と交涉 せしめよ うとす るの は、 徒らに 時日 を 遷延し ようとす 

る考 へからであって、 何等 確信の ない 態度に 外ならぬ。 安井 仲 平 は 論じて いふ。 


If 今日の 勢、 一港 にても 閉鎖 相 成 候 はば、 京師へ 御 申譯、 又差當 のか 端；：^ 鎖し、 三 五 年の 後、 全 鎖 港 ひド地 

と 奉 レ^ 候。 應 接の 辭<? は、 投レ意 不レ授 レ辭の 古法に 候 間、 大略の 搞と奉 レ# 候。 是迄 は、 京師 御 不承知、 國 

中 御不折 合との 趣旨と 承 及 候。 此筋 にて は、 手足の 病 を 腹心に 移 候 形に て、 古小^に 對 せられても、 御 後- i= き 

筋に 奉レ存 候。』 

こうじつ  お ほ 

と 云って ゐ るの は、 鎖 港の ロ實 たる 所以 を 表. HI して 蔽ふ ところがない。 

【一-一】 島津久 光の 武備 充實論 

民 問の 激論に 媚び、 廷の 攘夷論に 和して、 一時 を 切り 拔 ける 策と して は、 橫濱鎖 港 は、 頗 ぶる. 4_t^" の出來 

であった かも 知れぬ が、 かかる 無 誠意の 心底に おいて、 國 家の 治安が 保 たれ やう 苦 はない。 接 夷の 信念 を以 つて 

立つならば、 飽くまで も 之れ を以 つて 一 貰すべく、 開港 交易 を是 とする のであるなら ば、 一時の 民論 を 服 中に S 

し かん  ひら 

力す- 死 諫の覺 悟を以 つて、 勅意 を 啓き まゐら すべき 筋で はない か 。『鹿 喜は智 あって 勇な し』 との 評、 ここにお 

いて か、 愈 ぷ眞に 近き を兑 る。 

津久 光の 論 は 武備 充實 にある から、 慶 喜の 行動に は 大いに 反對 で、 元 治 元年 〔甲子〕 一月 二日、 自 から 慶喜を 

やら *含  もヒ， * 

うて 詰責す ると ころがあった。 此日は 松 平 舂嶽、 松平容 保、 伊達宗城 も 同席であった が、 久光は 固々 使節 派遣 

に反對 であった ので、 慶 喜に 向って、 先づ 使節 召還の 要 をカ說 した。 慶 喜の 返 詞は、 
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もっと  含ラ らふ 

『久光 侯の 議論 は、 自分 も 尤もと； 1^ する が、 使節 は旣 に舊臘 出帆した 後 だから、 今更ら 召還 するとい つても、 

方法がない。 且つ 横濱 港の こと は、 鎖 港す るより 外に、 人心 を 安ん ぜ しむる 途 はない』 

とい ふ、 頗 ぶる 煮え 切らざる ものであった。 そこで 久光 は、 

くわん てつ 

『撗濱 鎖 港 は、 何處 まで も その 目的 を Je: 徹さる る、 御 決心で あるか どうか』 

と 念 を 押した。 すると 慶喜 は、 

『成功 は 到底 覺 束ない。 佛蘭西 人の 話で は、 横濱に 在住す る 外人 を、 長 崎 • 函 館の 二 港に 移轉 する 費用 を 出さ 

るるならば、 或 ひは實 現さる るか も 知れん と 申して ゐる』 

慶喜は その 請求 費用 は、 約 二百 萬 雨に 上る であらう と, 言した。 そこで 久光 は、 

『これ は 互 金で ある。 それ 丈の 大金 を 外人に 出す 位ゐ ならば、 その 金 を 以て 武備 充實の 費に 充て、 天下 諸 藩に 

號 令して、 海防 を 儼 にす るに 如かす と存 する。 至急、 池 田 筑後守 等 を 召還され たい』 

と頗 ぶる 强 硬に 談じ込んだ。 すると、 

『出た もの は 致し方がない』 

とい ふ。 

『幕府に して 若し 召還の 意が あるなら、 長 崎に 急使 を 派す るか、 上海に 郵書を 致しても よい。 使節 若し 英佛に 

おも 

赴む いて、 彼の 反對を 受け、 すご，/ \ -歸國 する やうな ことにで もな つたら、 夫 こそ 國辱此 上な しで ある』 


と久光 は、 何齒 まで も 幕府の^ 所 を 銜 く。 

せう くわん  そ ご  ► 

『今更ら 幕議 を變更 して、 使節 を 召還す ると なれば、 國策 上、 一大 lili を 生す るに 違 ひない。 それに 今から^ 

く か ai かぬ か を 評議しても 始まらない。 鬼 も 角、 使節が 歸國 する 迄に は、 三 四 年は掛 るの だから、 その 中には 

人心の嚮^？^：も定まるに相違なぃ。』  . 

俊 喜の 答 辯 は、 ；g 局 口先の 言 ひ 逃れに 過ぎぬ。 久 光が 『撗濱 だけ 鎖しても、 他の 長 崎 •  ^館の 二 港 を そのまま 

にして は 何にもなら ぬで はない か』 といへば、 慶喜は 『横濱 は. y 戶に 近いが、 他 は 遠い から 先づ 大した こと も あ 

ぎ T 

るまい』 といった 返詞、 要するに 一時の 氣 安め といった 氣 持に 外ならぬ。 

ふんぜん  はんぷく 

斯様な 有樣 であるので、 一 氣の久 光 は： ii 然として 激し、 同 二月 二日、 更ら にニ條 城に 俊 喜と 對談 して、 lEi^s 激 

論した けれども、 遂に 顧みる ところがなかった。 慶 喜の 愚 や 笑 ふべき であるが、 彼れ 旣に薩 に 恐れ を 感ぜな くな 

つた 默況 を、 這裡に 見る ことが 出来る。 

久 光が 水 野 和 泉 守の 答 辯 を 求めた のに 對し、 水 野が 答へ たる 言に よれば、 外國 商館 移轉費 は、 二百 萬兩 どころ 

おど 

か、 その 十倍に も逹 する だら うとの 事であった ので、 久光は 愈- -愕 ろき、 聞捨 ならす として、 老中に 向って 上 齧 

して、 その 不可なる を 痛論 進言した。 
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島津久 光よ リ幕 閤に與 ふる 書 〔元 治 元年 1 一月〕 

橫濱鎭 港 は、 至 當之御 事に て、 實事斷 然と 被 レ行候 得 者、 何も 懇々 と 申 上る 迄 も 無い 之 候 得 共、 三 港 之 内に て 

しょき  な もじ ひ 

も、 彼 地 は 夷人 第一 庶幾す る處に 御座 候 得 者、 愁に 談判 申褂候 共、 種々 苦情 申立、 承服 不レ 仕而 巳なら す 、却. 

て 御 國耻を 引出し 可 レ申は 必定と 恐 入 奉レ存 候。 子細 は 談判 之 御 趣意と 申 も、 人心 不 11 居 合 7 長 州 如きの き 論 輩 

有 レ之等 之 趣 を以、 御 申込 之 儀と 致 二 承知 1 候。 彼より 狂暴 之 者 は、 兵 革 を 以取鎭 可, 申 候 問、 是非 只今 通と 申 

募 候 節 は、 如何 御 答 可 n 相 成 1 哉。 尤御 使節 被 11 差遣 1 候に 付て は、 於 ニ國々 一種々 論判 有レ 之、 4. おは 歸國 有レ之 

間 敷、 若 其 .g: 國に 依り、 軍艦 數艘差 向け、 右 通 之 趣 を以、 強情 申立 候 節 は、 遂に 兵端 相 開 候 儀、 疑 無い 之 候。 

けう だ  とんとう 

武備 不充實 之皇國 にて、 何 を 以對應 相 叶 可レ申 哉。 義烈 之壯士 は、 忠死を 遂可レ 申 候 得 共、 怯懦 之 輩 は、 遁逃 

降參 いたし、 御 國體を 汚し 候 儀 は必， 然 にて、 乍レ恐 幕府 は 勿論、 萬 代 不易 之 天朝 之 御行 末、 如何 可 レ被レ 爲レ成 

哉と、 誠以 嘆息 痛 息 痛恨 無レ限 次第に 奉レ存 候。 若 叉、 彼 鎖 港に 承服 仕 候 得 者、 別ての 御大 幸に 御座 候 得 共、 

其 時 は引拂 料と 歟名付 候て、 莫大 之 金 を 御 遣 相 成 候 答と 致 二 承知 1 候。 當時衆 ロ嗷々 と 申立 候 族 も、 ケ檨之 御 

事と は 夢にも 不レ奉 レ存、 立派に 鎖 港 被 レ爲レ 整 候樣、 考 居候 半。 夫 故 引 拂料被 11 差 出 1 候 節に 相 成 候 はば、 定て 

人氣 一層 之 沸騰 を 倍し 可, 申。 其 時 は 迚も 鎭靜相 成 申 間 敷と、 以 懸念 至極 奉 レ^ 候。 Ej 粗 致 二 承知 1 候 得 者、 

御 使 歸國迄 は、 許 多 之 月日 を經 候に 付、 其 節に 至り 候 はば、 叉 其 節 之 時宜 次第と か 申 御 評議 之. a 、是忙 て^、 


M 港 之 御 定論と も 難 レ被レ 申 候。 又 外 一 一港 之 儀、 將來 如何 御所 置 可 レ被レ 爲レ在 哉、 と 先日 御 尋申上 候 5;- ば、 是 

は. 水 久と御 答 致， 1 承知 1 候。 是 こそ 眞之 開港 說 にて は 有 二 御座 1 間 敷 哉。 勿論 從來 攘夷 之 象 旨に も 不レ被 レ爲, 叶、 

以之外 之 御 儀と、 長大息 之 次第に 奉：， 存候。 私 定論に は、 方今 開 鎖 之 論 は 先 差 置、 斷 然と 攝海其 外 之 要港 之 

砲臺等 之 實備嚴 整いた し 候樣、 屹度 被, 1 仰 出 T 迅速に 御手 被レ爲 レ附、 右に 申 上 候引拂 料に 被 二相 渡 1 候 苦 之、 莫 

大之金 を以、 其 御 用途と なし、 且諸 藩へ も、 分限に 應じ、 聊 にても 出金 被 11 仰 渡 7 浪華 は 勿論、 其 外 富有 之 商 

人へ も、 分限 相 應差出 候檨、 理を盡 し 被 11 仰 渡 1 候 はば、 於 一一 御 用途 一は、 隨分御 不足 無：， 之 啓と 奉レ； * 候。 御 軍 

艦 は、 此際 彼に 御 注文 も 可 レ有レ 之、 詰る 處は於 二 皇國ー 御 造 立 相 成 候樣、 精々 御 心 を 被 レ爲レ 用 候 はば、 不, 久し 

て 御成功 相 整可レ 申と 奉レ存 候。 充實相 成 候 上 は、 開 鎖の 權 我に 歸し候 故、 彼 も 從前之 輕侮を 絶ち 可 レ申、 其 時 

さラ けつ 

に 至 候て は、 鎖 港 は 容易 之 事に 可 レ有レ 之、 遂に は 彼 か 巢穴を 覆し 候 程 之、 御國烕 輝き、 貢 を 捧て來 朝 仕 可レ巾 

儀と 奉レ存 候。 ケ檨御 處置相 成 候て こそ、 乍レ 恐、 上 は奉レ 安二 { 辰 襟 T 下 は 生 民 を 被 レ爲レ 保 候 御 俄と 奉レ存 候。 尤 

右 充實之 御大 業、 別て 不二 容易 一 御 事に は 御座 候 得 共、 事 之 成不成 は、 心 を 用る と 用 ひさる とに 有 レ之候 間、 夫 

等 之處、 能々 御 勘考 被 レ下度 奉レ存 候。 只 目前 之 小計に て、 將 來之大 謀に 暗く 候て は、 眞實 勅意に 被 レ爲レ 叶 可 

レ申 哉と 別て 恐 入 奉レ存 候。 

くわん けん  かい う 

右 は 私 愚痴 蒙昧 之 管 見 を以、 御國家 重大 之 事件、 評論 仕 候 儀、 恐懼 不レ少 奉 レ存候 得 共、 邂返 御用 部屋え も 

罷出 候樣、 難, 有 仰 を 蒙り 候 上 は、 存慮 伏藏仕 候て は、 不本意 奉：，^ 候に 付、 不， 顧 11 多罪 1 申 上 候 問、 何卒 
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各樣、 御英智 を以、 理非 得失 明白に 御裁斷 被， 一成 下 一度 奉 一一 伏 願 1 候。 誠惶 敬白。 

子 二月 

久光 は何處 まで も、 正直に 橫濱銷 港の こと も、 亦た 使節 派遣の こと も、 表向きに 受取って ゐ るから、 靑筋を 立 

i が ほ 

てて 怒って ゐ るが、 鹿 喜の 方で は、 悉く 手品の 種 が あるので、 眞歡 になって 受け 答へ して 居らぬ。 殊に 池 田筑後 

守の 使命の 中には、 飛んでも ない 外の 事まで 加 へられて あると は、 久光 どころ か、 誰れ も 承知した 者 はない。 こ 

こらが 慶 喜の 智者た る 所以で も あり、 幕閣 の油斷 のなぬ ところで も ある。 

【四】 幕 • 薩 の權變 

併しながら 天下の 政治 は 一片の 權 變を以 つて 行 ふべき もので ない。 殊に 革新的 色彩 を帶 ぶる 時代に おいて、 特 

に 誠意の 重ん， f べき もの ある を 見る ので ある。 慶 喜に 勤皇 心が 足りなかった ので はなく、 智餘 りあって 遂に 彼れ 

を禍 ひした ので あるか も 知れぬ が、 少なくとも 彼れ の 權變的 行動 は、 德川氏 を 幸 ひする ものと もなら す、 又た 國 

家の 躍進 的 進化 行程 を、 益す る ものと もなら なかった。 

しんかん 

一 月 十五 日、 將軍家 茂 は 1$ び 入京した が、 二十 一日 慶喜を 初め 幕 閣を從 へて 參 内した 時、 將 軍に 下された 宸翰 

は實に 次の 如くであった。 


御 宸翰 〔元 治 元年 一月 二十 一日〕 

き かう はいち  と たん  ぐ わかい ど ほう 

鳴 呼、 汝、 方今 形勢 如何と 額る。 内 は 則ち 紀綱ま 弛、 上下 解體、 百姓 塗炭に 苦， む。 殆ど _ 丸^  土！^ の を顯は 

き やうり よ  りゃうぶ  るいらん  *1 うび 

し、 外 は 则ち驕 慮 五大洲の 凌 侮 を 受け、 E に 併呑の 禍に 罹らん とす。 其 危實如 111 糸 卵 T 又如ニ-ぉ：！^? 朕 之 を m 心 

て 夜 不：， 能 レ寢、 食不 レ下レ 咽、 呼 汝夫是 を 如何と 顧る。 是卽汝 の 罪に 非す、 朕が 不德の 致す 所、 其 罪 在 二 朕 

躬 T 天地 鬼神、 夫 朕 を 何とか 云ん。 何 を 以て 祖宗に 地下に 見る こと を 得ん や。 て 思ら く、 汝は 朕が 赤子、 

しんぽく かう はく  ほんく わい 

朕汝を 愛する こと 如レ 子、 汝朕を 親む こと 如レ 父せ よ。 其 親睦の 厚 s、 天下 挽回の 成否に 關 係す。 豈 きに 非 

しゅくや  しょくし やう  含 ばう  しう い 

す や。 嗚呼、 汝 夙夜 心を盡 し、 思 を 焦し、 勉て 征夷 府の 掌 を 擧げ、 天下 人心の 企 望に 對答 せよ。 夫 醜夷征 

服 は、 國 家の 大典、 遂に 膺懲の 師を 興さ すん ば あるべ からす、 雖 レ然、 無謀の 征夷 は、 朕が 好む 所に 非す、 然 

しゃう しつ  ふ はつ 

る 上 は {且 しく 策略 を 謹して、 以て 朕に 奏せよ。 朕 其 可否 を 論す る 詳悉、 以て 一定 小拔 の國是 を おむべし。 朕 

义思 らく、 古より 中興の 大業 を 成さん とする や、 其 人 を 得すん ば あるべ からす。 朕 凡百の 武將 を晃 るに、 k り 

も 其 人 ありと 雖も、 當時、 會津 中將、 越 前 中將、 伊達 前 侍從、 土 佐 前 侍從、 島 ig; 少將 等の 如き は、 1& ぶる 忠 

すうき 

實純 厚、 思慮 宏遠、 以て 國 家の 枢機 を 任す るに 足る。 朕是を 愛す こと 子の 如し。 汝是を 愛し、 是を 親み、 與 

ばんく わ い 

に 計れよ。 ^呼、 朕、 汝と 誓て 衰運 を 挽回し、 上 は 先皇の 霞に 報じ、 下 は 萬お の 急 を 救 はんと 欲す。 し 怠 

惜して 成功な くんば、 殊に 是れ、 朕と 汝の 罪な り。 天地 鬼神 夫 是を扬 すべし。 汝勉 レ旃勉 レ旃。 
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• 文 久四年 〔甲子〕 正月 二十 一日 . 

§3 かに 時代 を 隔てた る 今日に おいて、 猶ほ 之れ を拜 誦する もの をして、 覺ぇ， f 衣 襟 を 正しう せし むる ものが あ 

る。 如何に 窮境に 立って ゐ たからと はいへ、 幕府の これに 對 する 態度 は、 餘 りに 冷々 淡々 たる ものであった。 

ほんち  えんかい けいび 

久光は 全力 を あげて 此 間に 奔馳 し、 諸 藩 合同して 沿海 警備に 當 るの 所論 をカ說 したが、 何等の 功 を 奏せな かつ 

ばくい くわい ふく 

た。 慶喜 は、 幕府の 權カ を再與 する は 此の 時に ありと、 見込み をつ けたので あるから、 一意 幕 威 恢復に 向って 盡 

力した。 旣に 長を排 した 上 は、 更ら に薩を 除かなければ ならぬ。 久 光の 立論に は 聞くべき ものが あると 思っても、 

けいえん しゅ ま 

努めて 彼れ を 疎ん ぜんとし、 敬遠 主義 を 執った の は、 此の 邊の 呼吸から 出て ゐる。 

【五】 西 鄕は朝 命 を 奉じて 動く 

西鄕が 入京して 来たの は、 實に 此の際の ことであった。 久 光の 公武 合體 論が 石垣 0 間に 首 を 突き 込んで、 行き 

詰って 了 ひ、 どうす る こと も出來 なくなった 時、 期せ， f して 思 ひ 出された の は 西 鄕南洲 であって、 一藩の 人 村 を 

擧げ て、 思案投首の 結 菜、 『西鄕 ならば 何とか 妙案 も あるで あらう』 とい ふ 心が 遂に 久 光の 强情を も 解かしめ た 

のであった。 . 

村 田 新 八 を 伴うて、 元 治 元年 〔甲子〕 三月 四日 鹿兒 島を發 し、 海路 大阪に 著し、 京都に 入った の は 其 月の 十四日 

ぐんぷ やく 

であった が、 直ちに 軍 賦役の 重職に 就いて、 徐 むろに 天下の 形勢 を聽牧 した。 この 時に おける 西鄕 は、 恰 かも 齊 


ふんきう さくらん 

彬 の再來 でで も あるかの やうに、 人々 の 眼に 映 じた。 然も 西鄕 は、 如何にして 此の 紛糾 錯亂 した 窃境を 救 はう と 

したので あらう か。 彼れ のい ふところ は、 極めて 簡單 であった。 それ は 『如何なる 場合に おいても、 朝 命に あら 

ざれば 動かす』 とい ふの 一 信念であった。 

『ここの 場合 を 何とした もので ごわせ うか』 と、 思案投げ首の 諸 勇士に 問 ひ 掛けられて、 『何でもな いこと では 

ごわ せんか、 一から 十まで、 朝 意に ぉ從ひ 申せば、 それでよ うご わせう』 一語 雷の 如く、 一意 巖の 如く、 兹に不 

動の 信念 は與 へられ、 藩 論は濶 然として 開けた。 久光 は大久 保を從 へて 四月 十八 日 京都 を發 して、 五月 八日 藩に 

り、 大いに 武備 を 整へ、 萬 一 に備 ふること となり、 西 鄕は久 光に 代って 京都の 巾 心 者と なり、 ，l?i^ 圖 *5、 小 松 

C 巾 刀、 伊知地 li- 治、 吉井 友實と 協力して、 中央 舞臺の 進 返に 任す る ことと なった。 

キ J んり やう  ま 

ここに 人 は 西鄕の 斤量 を 見るべき である。 『終始 朝 命に 聽く』 とい ふこと は、 西鄕を 嫁って 始めて 知るべき 名 

う よきよ くせつ 

案で も 何でもない。 藩主 久光を 始め、 諸 藩士が 常時 口 を 揃へ て 唱道して ゐる ところ だ。 それが 紅餘 曲折の 時：：； 1： に 

《おって、 も すれば 右し 左し 勝ちに なって ゐた に過ぎない。 公武 合體 大いに 結構で あるが、 朝廷 第一 0 確信が 動 

もす ると 雲の やうに 消え 勝と なり、 水の やうに 流れ 勝ちとな るから、 幕府に 虫き すられる やうな 破目に もなる 0 

である。 久 光の 斤量で 行かない ところ は此處 である。 大久 保の 才智で も 行 詰まり を 生す るの は此處 である。 西鄉 

の  一 田の 如く 響けば、 藩 論 忽ち 一 變 して 確信 0 基礎 を 得る とい ふ 0 は、 西 鄕の智 なる にあら すして、 信念 Q 確 

透と、 斤量の 重きが 爲め である。 

元治變 局に 處 する 西 鄉吉之 助  二 一 九 
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せん さ V？ 

西鄕は 平凡なる 眞理 に、 千 釣 0 重力 を 加へ た 0 だ。 眞理を 平凡の 間に 捉へ來 り、 之に 千 釣の 重き を 加 ふる は、 

± か 

蓋し 尋常 1 檨の 人物で は出來 ぬ。 動かすべからざる 信念と、 量るべからざる Q 斤量と、 明鏡 0 如き 卓識と を 併せ 

具 ふる 人物で なければ 望んで 得が たいと ころで ある。 『命 を 朝廷に 聽く』 と は、 當時 何人も 口にする ところで あ 

つた。 長 州 派 Q 討幕 急先鋒 黨は 申す に 及ばす、 幕閣も 口にすれば、 一橋、 越 前、 容堂、 容保、 當 時の 賢 侯 を あげ 

て囂々 耳 を 聾する ばかりに 唱道した ところな 0 だ。 そして 何人も 大 確信 を ここに 据 ゑる ことが 出来なん だ。 そこ 

も だ 

に 個々 0 利害得失が 鎌首 を 擡げ 出す からであった。 西鄕の E 服 は 火 0 如く ここに 輝いた。 彼れ が 『凡べ て を 朝廷 

たくげん 、  _ 

に聽 け』 と 叫んだ の は、 實に 千古の 卓 言であった。 

西鄕が 勤皇家 • 維新 家た るの 俤も 亦た、 此の間に 見る ことが 出来る。 斷然 幕府と 絶ち、 朝 意中 心に よって 終始 

しょうと する の は、 明かに 所謂 浮浪の 徒の 意晃 ではない か。 高 杉、 久阪、 平野、 眞木等 0 急進 黨の 唱道す ると こ 

すん がう  と  かん は  ト 

ろと、 寸毫 0 相違 もない。 當時 上下 を 通じて 過激 視 した 浮浪 0 徒 Q 意兒を 執り、 ゆらり と捍 馬に 跨って、 靜 かに 

手綱 を 繰る ところに 我が 大西鄕 0 斤量 を 見る 0 である。 長 州 を 制する にも 此鞭 を以 つてし、 幕府 を 打つ にも 此鞭 

を以 つてし、 一 鞭 Q 揚がる ところ、 悠々 として 天地に 響き 來る蹄 0 音を閬 くべき であ. る。 

しつぎ やく 

長 州 派の 急進 家 は、 ー擧 して； 大下を 制しよう として、 麗ょ失 胸した。 久阪、 髙衫、 平野、 眞木、 悉く これ 靑年 

客 氣の单 新 家で あ. る。 ： 大に冲 する の意氣 と、 萬 物 を 燒き盡 すの 熱情と は、 當時 その 比 を 見ざる ところでは あるが、 


い かん  てん *i か うくう  らう れんく わい かつ 

遺憾ながら }K 馬 行 穴 人、 足元に 氣が 足らぬ。 老鍊^ 黠な 幕府 政治家に、 lef も すれば 向 ふ^を 搔 っ拂ら はれる の は そ 

の爲 めで ある。 西鄕は 平々 凡々、 些の奇 なく 1? なく、 大男 總 身に 何と やらの 評 を 受けさう であるが、 大勢の 動く 

ところに In- 然として 現 はるる 時、 何人も その 偉容に 驚かざる を^ない。 

幾度 か 雞を經 て に 老練した 西鄕 は、 して 奇 1? な 行爲を 執らなかった。 ^:^兑としてはぉ州勤皇黨の(ムふと 

ころに 双手 を 揚げて 赘同 はしても、 右から 左に、 翰を轉 がす やうに、 政治が 勁 かさる る もので ない こと を 知って 

ゐた。 ー擧 にして 楚っ たもの は、 叉た 一旦に して 失 はなければ ならぬ。 政治 は 水の 流る るが 如く、 滴々 たる m 水の 


fc に *N は 


集まって 豁川 となり、 瀑布と なり、 洋々 として 兩岸を 應 して 流る るまでに は、 自 から 道程の ある こと を 知って ゐる。 

ひたすら きん ナっ 

故に 彼れ の 京都に 上って から は、 兵士の 鍛練に 毎日々々 餘 念な き有檨 であって、 只管 林 闕を 守護す るの 外 は、 

默 として 動かなかった。 『薩 州の 樣子は 近頃 何だか 變 ではない か』 とい ふ 疑雲が 幕府の 頭に も 浮び、 又た^ 進黨 

浪士の 間に も擴 がった。 西 鄕は薩 をして 充分に 後方に 返 かしめ たので ある。 

【六】 薩 の陣營 寂と して 聲 なし 

五月 十二 日 附を以 つて、 西 鄕が鄕 里の 大久 保に 宛てた 書簡の 中に、 此 間の 情況が 現 はれて ゐる。 
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大久保 利 通に 與 ふる 書 〔元 治 元年 五月 十一 一日〕 

中將檨 〔久 光〕 益. - 御機嫌 克、 紬島御 光 著 被 レ遊候 段、 被 11 仰 越？ 御 互 恐 悅此御 事に 御座 候。 陳 者御當 地の 形勢、 

日に 月に 衰へ立 候 次第に 御座 候。 堂上 方に 於て、 例 之 驚 怖の 御 病症が 相 起り、 暴 客の 畏れ 甚だしく、 稍ぷ暴 

論 行 はれ 候 半 かと 申 勢に 御座 候。 陽 明 家 〔近衛 公〕 に 於て、 御 父子 〔忠熙 • 忠 房〕 樣共、 守 衞人數 の €： より 御^ 

相 勤 吳候檨 にとの 御 事に て、 兩 御殿、 毎晩 御人數 被， 1 差遣 1 候 事に 御座 候 〔中略〕 

公卿 間にお いて 意志の 確定 しないの は、 今に 始まった ことで はない が、 公武 派の 歩調が やや 亂れ、 一橋と 諸侯と 

ていけい  かんげ^ 

の 提携が 思 はしく 行かない ところから、 急進派の 浪士が 此の間 隙に 乘 じょうとして、 堂上に 遊說 する 事情 を 述べ 

たので ある。 

とて 

一、 土 州の 儀、 此 擧に乘 じ、 大 發可レ 致との 世評 有レ之 候處、 迎も 大擧出 來候樣 子に 無， 之、 今で 持 限候處 さへ 

六ケ敷 勢に 御座 候 由。 長 州 は 勿論、 暴 客 輩 も近來 一橋 を 頻りに 疑 ひ 出し、 異說紛 々の樣 子に 被 n 相閒 1 申 候。 

らうら く  厶 A 厶厶 厶厶厶  <1<1 ^  ム厶厶 A 么 <d<J^ 

段々 策略の 次第 も 相 顯れ、 水 人 杯 は、 籠絡 致され 候 姿に て、 決して 攘夷の 腹に 無レ 之、 別に 一物 有 レ之候 半、 

其 趣に て棵 索に 打掛候 由に 被, 1 相 聞 I 申 候。 〔中略〕 ， 

4j うて ん 

幕府の 眞 意が 攘夷に ない ことが、 漸 やく 一般の 知る ところと なリ、 一橋が 甚だしく 疑惑の 焦點 となる 形勢 を 知る 

べきで ある。 更に 幕府 及び 長 州に 對 する 薩 藩の 形勢 を 報じて 云 ふ。 


一、 近頃 御屋敷 之 惡評甚 敷 起り、 畢竟 幕府より 出 候 事 多く 有レ之 向に 被 二相 聞 一 申 候。 上海に 於いて 茶 等 之 品 を 

ねんさ.，/  厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶厶 

以、 盛に 交易 相始候 杯との 說を申 觸し候 由、 是等呰 々幕 奸之隱 策と 相 見得 申 候。 當分御 遣 策 之 通、 頓と手 を 

引き 岡 崎の .£ 練 等、 追々 有レ 之、 色々 探索に 心 を 用 ひ 候 計に 御座 候處、 暴 輩 も 至極 疑 を 生じ、 擧動不 11 相 分 一 候 

とて 

て、 深く 吟味いた す樣 子に 御座 候。 當時 態に て は、 迎も 一家 中 一 體 致し 居候 譯無レ 之、 議論 紛々 に tHVlf レ之 

の處、 頓と 異議 無レ 之、 不思議 之 事と、 且 恐れ 且疑迷 之 由と 被 二相 聞 1 申 候。 長 州より 頻りに 合せ 度との 腹と 

レん じゅんせ つ 

相 見得 申 候へ 共、 手の 付檨 無：， 之鹽 梅に 御座 候。 暴 客 も 參候得 共、 最初より 因循 說を 出しに 致し、 何も 是で出 

來不レ 申との 返答に て 押 通し 居候 故、 議論 迫り かけて 參り兼 候 次第に 御座 候。 唯今の 暴 客と 申 も、 を かしな も 

のに 御座 候。 來月 とも 相 成 候て、 異 船長 州へ 參候半 か、 餘 りに 威張 居候て 面の 惡き者 どもに 御座 候 故、 雲 行 

を 見 候て、 暴 烕衰へ 候 半と 相 考居申 候。 筑 波の 應援も 勢 弱 候との 風評に 御座 候。 始終 根の 据 はらぬ 事 許に 御 

座 候 故。 持 張て 通られぬ 様子に 被-一 相 聞 1 申 候。 此旨風 說の儘 申 上 候 問、 御 推考 可 レ被レ 下 候。 恐々 謹言 • 

五月 十二 日 〔元 治 元年〕  大島吉 之. 助 

大久 保ー藏 〔利 通〕 樣 

齊 彬の遗 圖を繼 いで、 南 洲が返 一歩の 妙 境に 入って から は、 薩 の陣營 寂と して K なく、 水 を 打った やうに 靜 かに 

けんがう  かん/. 9 

なった。 正に 静かなる こと 林の 如しで ある。 今迄 は 議論 喧囂を 極め、 甲論乙駁の 有樣 であった のが， 俄かに 閑々 

乎と して S 徵 なきに 至った ので あるから、 諸 藩の 有志が 疑 ひ を 生じた の は 無理がない。 中には 薩長の 連合 を說 くも 

元治變 局に 處 する 西 鄕吉之 助  .  ニニ 三 


大西 鄉全傳 第二 卷  ニニ 四 

の もあった が、 西鄕は 素知らぬ顔で、 柳に 風と 受け流して 居った。 彼れ は その 時機に あらざる を 見、 『獨り ；大 狗』 

の 揃 ひに 何が 出來る もの か、 位に しか 考 へて ゐ なんだ と 見える。 幾 〔？ 難 を經、 屢. - 生死の 卷 往來 して 來た 南洲 

の から ：nj- れば、 長 州の 勤皇 連動の 如き も、. 所謂る 『根の 据わらぬ 事 許り』 であった かも 知れぬ。 

此時 の 陣容と 西鄕 との 布陣 は、 杜甫が 『後出 塞』 の 詩 を兒る やうで 『j 洛日大 旗 を 照らし、 馬 鳴いて 良 g:^ 

《いさ *H ん ゆく  41! ざれう  X.  S 

たり。 平 沙萬幕 を 列ね。 部 伍 各ぶ 招かる。 中 1K 明月 を 懸け、 冷嚴 にして 夜 寂寥 一。 悲 笳數聲 動き、 壯士慘 として 驕 

•  , ^く へ ラ つ 

らす 借問す 大將は 誰れ ぞ。 恐らく は是れ 霍嫖姚 ならむ』 とい ふところ である。 薩 軍の 大將は 誰れ ぞ。 是れ卽 ち 

大南洲 だ。 

〔七】 幕 *薩* 長の 鼎 一 ュ關係 

當時 幕府 側 は、 長 州 を 朝敵の 地位に 立た しめて、 再た び 起つ ことの 出来ない までに 打据 ゑて 置かう とい ふ 腹で 

ある。 長 州 は 飽くまで も 勤皇 急進 黨の： g を樹 てて、 幕府に 結 杭しょう として ゐる。 t: 州 は 此の間に 立って、 徐む 

K んぶ 

ろに 形勢 を 窺 ふとい ふの が、 元 治 元， ，子〕 における 中心 勢力の 分布で ある。 

此 際に 所謂 幕府 側と いふの は、 江 戶幕閣 をい ふので はなく して、 京都に 陣を 取って ゐるー 撟麼喜 及び その 

を 指さす ので ある こと は 勿論で ある。 江戶 政府 は旣に 名あって 實 なく、 實權は 全く 慶 喜の 一身に 集まって ゐ たの 

びん せう  め,' 

て あるから、 慶 喜の 一顰一笑 は， 直ち 幕府 を 動かす の 原動力と された くら ゐ である。 そして 彼れ を 回る 


は、 山 内容 堂、 松 平 春嶽、 违宗城 等が あって、 智略 を fii して 拔 けて ゐ るので あるから、 勢 ひ  一 が 中心 勢力と 

ならざる を 得なかった ので ある。 會 g: 容 保が 怏々 として 樂 ます、 遂に 職を轉 する に 至った の も、 一橋 勢力の 餘り 

に 昂進した からであった。 

長 州 は 全く 七 卿 を 奉じて 好に 伏し、 . お 州 侯 父子と もに 勅讀を 蒙む つたので あるから、 殆んど 奈落の底に 沈潜し 

ま  ちょく けん  きん 

た 形で ある。 赛府 派の 爲に乘 ぜられ て、 一敗 地に 塗 みれ たので あっても、 表む き 励譴を 蒙む つて ゐる 以上 は、 謹 

しん  ちゃうし ゆう 

愼の意 を^す るの 外 はない。 しかし 乍ら そんな 事で、 のん ベんだら りと 膝 を 抱いて 長 嘯して ゐられ た 合で はな 

いので、 露 木 等 は 三條諸 卿と 合議し、 長 州 藩主に 進言して、 此際 進んで 京都に 乘り 込み、 側の 奸を掃 はねば な 

ら ぬと 論じ、 お 州 派 血 氣の士 と 相呼應 し、 京都 進軍の 聲は、 山 澤に滿 つるの 觀 があった。 殊に 剛 無双の 士來^ 

叉 兵衞の 如き は、 勇躍 禁 する 能 はす、 毛 利定廣 〔長 藩 世子〕 の護衞 兵と して 『遊 攀隊』 を 組織し、 蜂 火 一た び 靑^< 

にャ S ろくに 至らば、 赛風 千里の 駒に 鞭を擧 ぐるの 勢 ひ を 示して ゐた。 

併し 長 州政府に も 政治家 はあった。 當 時の 實權を 握って ゐた周 布 政 之 助 は、 固く 之れ を應 へて、 ！： S 發を鎭 めて 

ちょく けん 

ゐた。 布 は 人物 だ。 チャンと 當 時の 形勢 を 兌遁 して はゐ なかった。 畏れ多くも 勒譴を 蒙って ゐる 藩主が、 如何 

なる赛 情 の あるに しても、 兵 を 率ゐて 入京 するとい ふこと は、 有り^べ からざる ことで ある。 飽くまで も 恭顺の 

あいそたん ぐわん  どうさつ 

意を以 つて、 哀訴 歎願す るの 外 はない とい ふ 意見であった。 彼れ は愤 かに 慶 喜の 腹中 を 洞察した に相逮 ない。 

人事の 盡 される だけ は、 之れ を盡 し、 それでも どうしても 聽 かれないならば、 その 時に 1^ も 角 も 方法 を考 へて 

元治變 局に 處 する 西 鄕吉之 助  •  ニニ 五 
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よい。 周 布 は 充分に 持 重し、 『奉 勅 始末』 の ー篇を 草して、 之れ を 朝廷に 致さし むる ことにな つた。 家老 井原 主計 

えんざい 

が、 長 州の 寃罪を 解く と稱 して 『奉 勅 始末』 を 手に して 入京した の は、 文久 三年 〔癸 亥〕 冬の 事であった。 

【八】 長 州 藩の 『奉 勅 始末』 

くわん きふ  たいとう 

此際、 長 州 藩に は 緩急 二 派の 對立 があった。 文久 三年 〔癸 亥〕 八月 十八 日の 變は、 俄然 擡頭した 長 州の 勢力 を、 

せんじん  つ ひらく  さか 

急轉 して 千饭の 谷に 墜落せ しめた。 元々 藩侯の 周旋 は、 勅命 を 奉じて やった こと だ。 然るに 逆ね ぢ にね ぢ 上げら 

かん *1 い 

れ たの は、 全く 君側に 在る 佐幕派の 爲に陷 葬され たの だ。 我々 は默 して 巳むべき でない。 宜しく 世子 侯 〔毛 利定 

廣〕 の 進 發を請 ひ、 朝廷に 向って 眞 意の 存 すると ころ を 披瀝し、 君側の 姦を掃 ふべき だ。 その 爲には 兵力 を 擁し 

て 東上すべき だとい ふの が、 急進 黨の 意見で、 これ は 勿論 久阪 玄瑞 等の 主張で、 外 藩で は 眞木和 泉が、 之に 赞同 

して 大いに 熱 を あげて ゐる。 政府 重臣の 中に も、 此 論に 讃意を 表する 中 村 丸郞の 如き も あり、 單に 在野 黨の 論と 

のみ も 謂 ふ 能 はざる 一 大勢 力 を 示して ゐた。 

ん そ X 

之に 對し、 何處 まで も 持 重 論 を 以て、 之 を 抑へ て 来たの は 國老周 布 政 之 助で ある。 周 布 は 長 藩の 宽を 雪ぐ の は 

よいが、 進 發には 時機 尙ほ 早し とい ふ 論であった。 彼れ は 流石に 村田淸 風の 衣鉢 を繼 いだ 人物 だけに、 當時長 藩 

を 左右す るに 足る 力量 を 儲へ、 且つ 見る ところ は 能く 之 を 見、 輕 率に 尻 を 浮かさぬ 人物で ある。 彼 は 惟へ らく、 

あいそたん ぐわん 

京都の 狀勢、 幕. 薩の 動きから、 長 州と して は先づ 朝廷へ 哀訴 歎願の 手を盡 すと いふ こと、 これが 何より 第一。 


^二 は 辭を卑 うし 友 藩に 事情 を訴 へ、 長 藩の 出 所に 同情 を 求める こと a 第三 は 世子 侯進發 なぞ は、 毛 を 吹いて 疵 

を 求む る 結 となり、 殊に 兵力 を 率ゐて 行けば、 又も 朝敵の 地位に 立た せられ、 罪に 罪 を 重ねる 外 はない。 そん 

ちお  ひれ き 

な 危ない こと をせ すに、 何處 まで も 人事 を盡 すと いふ 態度で、 誠意 を 披瀝せ ねばなら ぬと。 流石に 周 布 は 人傑 だ。 

しつぎ やく 

^の 西鄕が 口にする やうな こと を、 彼れ は 云って ゐる。 彼れ にして 若し 失脚す る ことなく、 終始 長 州 を率ゐ てゐ. 

たなら ば、 元 治 〔甲子〕 の 再 失敗 は 演ぜす に濟ん だか も 知れぬ。 

どん ぢ-っ  しゅん ひん  いさ  ： h-' . 

薩州 人の 鈍重 性に 反して、 長 州 人 は 俊敏で ある。 それだけに、 敦圉 まき 立って ゐる 連中 は、 周 布の！^ 健 論な ど 

.SN; は  力 

に 耳 を 借して ゐ ない。 たうとう この 悍馬 は、 周 布 を 振り落して、 綱 を 嘴み 切った 放れ 馬と なって、 砂煙 を 立てて 

奔 逸して 了った。 

それ は 後日 譚 であるが、 周 布 は先づ 『奉 勅 始末』 なる 一文 を 書いて、 之 を 井原 主計に 持たせ、 京都へ 窗ら さし 

めた。 この 『奉 勅 始末』 なる もの は、 堂々 數萬 言に 互った 大 文章で あるが、 主として 八月 十八 日の 變を 論じ、 當 

ちょく けん  いはれ  はんぶ く 

時の 周旋 は、 藩主が 勅命 を 奉じて 周旋した ことであって、 之れ が爲に 勅譴を 蒙む る 由 はない とい ふこと を、 1^ 覆 

陳 辯した もので、 實に 次の 如き ものであった。 

ほう ちょく しまつ 

泰勅 始末 〔長 州 藩〕 

癸丑 外 夷之 事 起り しょり、 戰爭に 決し、 和議 を 斥ける を 以て、 度々 幕府へ 及 二 建； 一目 T 戊 午年、 墨 夷之 請、 閣老 
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を以、 御 窺に 相 成、 勅許 無い 之、 列藩へ 議 下り 候。 其 節 も、 叙 慮 遵奉 之 主意 を以、 待 夷之 良策 被：， 爲：， 建 度 段、 

いんじゅん  t 

建白 仕 候處、 幕政 因循、 終に 上 已 • 上 元 之 變を釀 し 候 次第、 不, 忍 ニ傍觀 T 家臣 重職 之 者 を以、 宫 武問の 周旋 

巾 付、 於 ニ關東 1 は、 一橋 • 越 前 之 登用 申立 候 得 共、 不二 相 叶？ 田 安上 京、 板 倉閣老 選任と 申 迄に 議定り、 一先 

朝廷 向 之御檨 子、 御 伺 仕らせ 候處、 豈計、 家臣 之 者、 愚意 取 失 ひ、 自己 之 及， 1 密奏 1 候に 付、 速に 嚴罰申 付、 

しん？ y はらした てまつ W 

奉 レ霽ニ { 辰 疑 T 彌以 周旋 盡カ 候檨、 厚き 朝 命 を 蒙り 候に 付、 其 節 先年 來、 被 二 仰 出 1 候 勅 読、 幷 御沙汰 書 

に當り 候而、 御 定議之 御 11 曰、 奉, 窺 候而、 六ケ條 之內、 下田 條約 通り は、 御 不本意ながら、 御 許容 被 レ遊候 御 

事歟 と、 御 伺 ひ 申 上 候處、 御附紙 を以、 下 H 條約 尤不レ 被：， 爲レ好 候 得 共、 旣 以前 於ニ關 東？ 爲レ濟 候 上 言上 有レ 

之、 歎 思 召 候處、 重 而假條 約 數ケ條 言上、 實に被 n 驚 思 召 T 廿 六日 御 別紙 之 旨 、無二 餘義 1 被， 1 仰 出 1 候 儀に 

而、 勒 許に 而 は無レ 之、 其後關 東より 言上、 御 約定 可：， 有 n 拒絶 1 堅固 御 約定に 候。 且又、 蠻夷 追々 驕傲 猖獗、 

下 E 條約 頃と 同日 之 論に 無レ 之、 以之外 之 儀、 別而當 時下 E 條約、 被に 有 可， 然と も 難， 被 二 仰 出 T 假條約 は、 御 

破 却、 御 担 絕被レ 遊 度 思 召 候との 御 答、 被 二 仰 下 1 候 旨、 御 確定、 1^ 慮 始而伺 定め、 彌 決心、 叙 慮 赏徹 候檨、 

盡 カ可レ 仕と、 家来 共へ も 堅 申 聞せ、 長 門守關 東へ 差 下、 右 窺濟候 外、 御赦宥 一條、 追々 遂 n 其 事 1 候 由に 付、 

此餘は 攘夷 之 大義、 一途に 周旋 不：， 致候而 は、 事 多端に 涉り、 却而 叙 旨 貫徹 之驗、 相 立 間 敷と 考へ、 最前 

窺 定め 候、 下田 條約 假條約 共、 御 破 却、 御 拒 絕と申 叙 慮 之 所、 被 4^ レ向 を、 幕府へ 精々 可 二 申 解 i3 曰、 書面 

を以、 前關白 殿下へ、 家臣 差 出 言上 仕らせ 候處、 委曲 御領 承 被 V 爲 V 成、 其 後 言上 之 趣、 全 叙 念 御 符合 之 段、 


被 こ 仰 一^に付、 其 段 長 門 守へ 申 造、 猶叉 攘夷 之 儀、 幕 特に 於而、 彌決 定、 列藩へ 布吿、 策略 之 次第、 担 

絕之 期限 等、 衆議 可レ 及， 1 奏聞に〕 刺 使 を以、 關 へ 被， I 仰 遣 7 右 同様 之 御 3:1、 私へ も 被 二 仰 

忠$ 、様との 御内 命；.： 親 町三條 殿より、 御 書面 を 以被ニ 仰 下 I 候に 付、 長 門 守 事 は、 於， 1 關 is^T 微力 を ml し、 

越 _ ^お •  土 容堂 も、 素より 同 論 同志 之 上、 老練に も有レ 之、 不， き 易 1 致 二跃. £.{7  "1^ も遂， 1 其 節 j5?h 候 而^ 京、 將 

軍より 長 門 守へ、 彌 慮 遵奉 可レ 致との 御 直答 之 次第 を、 及 二 奏聞 1 叙感之 旨、 被， 1 仰 聞1 候。 ；；； ^前 於 11 關 

將：球家御上洛之儀、 及ニ建議？ 御採ほに相成居候に付、 右 命； ぬ 奉の 上 は、 列藩へ 策略 兑込 相認、 上 

洛前迄 出 候 様との、 幕 令お レ之候 得 共、 於 二 私 父子 1 は 叙 慮 之 御 深 it は、 戊 午 ハ卓來 之 御 決 {儿 に は、 戰之勝 

敗 は必も 御^ {儿 被 レ爲レ 立 俵に 而は 無レ 之、 唯 國體之 立-小 立、 義理 之 闕小闕 とのみ にて、 斷被レ 遊が 、御 蓽と奉 

レ伺、 其證 は、 戊 午 三 卄 三日、 閣老へ 御 渡 相 成 候 御沙汰 書 等、 今度 之 條約迎 も、 御 許容 難：， 被， 遊 § 候。 

さし もつ 

衆議 中、 自然 差 鍵れ、 彼より 及 ニ異變 1 候 節 は、 無二 是非 一儀と 被 一一 思？：^ 1 候と 有, 之 候 得 は、 假條約 破 却と 巾 

事に 相 決 候に 付、 ；大下 統一、 決戰と 心得 は 勿論 之 事に 可：， 有レ 之と、 御 窺 申 上 候處、 其 節 條約破 却  一：^ 候 はば、 

先達 而御 内沙汰 之 通、 尤 天下 一 同、 決戰は 勿論、 就而は 防禦 速に 相 整 健 様 被：， 遊 度と、 御 附紙を 以被ー I 仰 

問 1 候。 午年に て すら、 無二 是非 1 儀と、 被レ 遊, I  i 辰 斷ー候 御 事に 御座 候 得 は、 今 □ に 至り、 假令武 倫 不充寶 共、 

壤 夷之 延引 可-一 相 成 1 现無レ 之 は、 ；大下 之 公論、 斷の 御； iis 、實に 天 組より 御 受俾之 皇國眞 武} ^氣 奉, I 感戴； 

  じ^ oi ラ 

お 門 守お 家來 共へ も、 此 趣 重疊申 含、 於 ニ關東 1 幕府 其 外へ も、 伺 取 之 儘 を以、 申傳 させ 候處、 勒使； 奉と 

. 元治變 局に 處 する 西 鄕吉之 助  ニニ 九 


大西 鄕.^ 傳 第二 卷  二三 〇 

申 事に 相 成、 自レ是 は自國 引受の 武備、 假成 にも 取 整 期限 決定 候 も、 他に 後れを取 間 敷と、 父子 申 合 候 得 共、. 

從 II 朝廷 一 御差留 も有レ 之、 旁 長 門 守 儀 は、 京都 殘置、 於レ私 は、 速 歸國、 國政 改革、 武備 假成 にも 整 候 内、 

將軍家 御 上洛、 集議、 將軍家 御滯京 十日 歸府、 せ 日 後 は、 必， 拒絶と 御請 之. H にも 相 聞 候 得 共、 彌御 決定 

之 儀不, 1 相 分 1 候に 付、 當 三月 十二 日、 長 門 守より、 家臣 を 學習院 へ 差 出、 攘夷 期限、 彌何 日頃に 御 決定 相 成 

候 哉と、 手扣 にして 御 問 合 仕らせ 候處、 翌十 三日、 御附札 を以、 四月 中旬 決定と 被 二 仰 聞 1 候 段、 國 元へ 申 

えう しゃう 

越、 致 二 承知？ 卽時國 内に 布吿 致し 候 は、 四月 中旬 迄 は、 先 應接不 レ得レ 企、 中旬 後 は、 直檨 征討と 相 決 、要衝 

之 場合へ は、 戍兵差 出 置 候處、 夷 舶不, 來、 警戒 仕 居候 内、 四月 二十 一日、 傳奏坊 城 家より、 外 夷 拒絶 之 期 

限、 來 五月 十日 御 決定 相 成 候 間、 (企 軍政 相 整、 醜 夷 掃攘可 v^v 之との 御沙汰 有レ 之、 同 月 廿 三日、 同家より 

攘夷 期限 五月 十日、 無二 相違 1 担 絶 決定 之 段、 將軍家 御請 有レ之 由、 御 達 相 成、 右 御請 書 を以、 被 二 仰 渡？ 幕 

府 よりも、 攘夷 之義 五月 十日 可， 及 二 拒絶 一段、 御 達 相 成 候 間、 右 之 心得 を以、 自國 海岸 防禦 筋、 彌以嚴 重 相 

さラじ やう 

倫、 襲来 候 節 は、 掃攘致 候樣、 水 野 和 泉 守より 達し 有, 之、 其 己 前 三月 十八 日 之 幕 令に、 攘夷 之 詔 御 奉戴 

に而、 早く 担 絶之應 接に 及び、 外 夷 承服 不レ仕 候 節 は、 速に 打 拂候樣 にと 有レ 之、 夫 を 五十 日 を隔、 五月 十日 

に而 は、 談判 は 勿論、 策略 は 素より、 幕府へ 御 委任に 候 得ば、 頓に相 立 候 事故、 拒絶 期限、 御 布告に 相戾候 

きっか, はう き よの すぢ   

事に 可：， 有レ 之、 況して.1!^釆攝海防禦筋、 苦心 致し 見 候處、 明 石 • 加 田. 嵯峨關 • 赤間關 之四ッ は、 右 攝海之 

要衝に 而、 殊に 赤間關 は、 中 西國之 咽喉に 候 得ば、 拒絶 期限 以後、 赤間關 出入 之 夷 船、 萬ー攝 海へ 亂入 之往 


來も 難い 計， 私 父子 共、 . ^來 叙盧贯 徹候樣 にと 宫武 間に^ 旋 致しながら、 攝海亂 人 之 船 を、 领 rM: に於而 

.en 儘に 往来 爲， 致候而 は、 朝廷 幕府へ 奉 レ對、 雷 行 相違、 面目無 レ之 次第に 存込 居候に 付、 ^^戒彌以嚴^^^：に巾 

  ,  *H く f 一し £-ラ *\ ゆん 

付、 化 兄に 五 度 馬關之 戰爭に 及び、 素より はかく 敷 軍 も ー个，1 出來 1 候 得 共、 叙 慮； S 奉、 議 順 之 寸志 を 和 

遂、 是 よりして、 彌以國 政 を 一新し、 武備 を 全治し、 皇國之 御 武威 を 海外へ も g. し候樣 仕度と、 日夜 苦慮 仕 

居候 處、 周 州 浪華 ー擧 のみに 而、 眼前 小 倉の 如き は、 我 苦 戰の狀 を傍觀 して、 隣 交の 情誼 不， 1 相辨 一に 付、 叙 

どく にん 

慮 幕議之 貫徹、 如何 障り 有：， 之 候 哉、 微力 獨 任に 而は、 一 身 一 家 之 分 をば 盡し候 得 共、 御 全 國御持 固め 之 in 

途難レ 立 事と 考へ、 其 段 及 二言 上、 攝西 列藩へ も、 使節 を馳 せ、 應援を 乞 ひ、 且其 見込 を も 尋問し、 叉 朝廷 

よりも、 列藩へ 無レ： ^御 布告 相 屆候檨 相 願 候處、 恐 多く も 期限 無二 相 遠 T 速に 及 二 掃 攘-候 段、 叙 慮不， 斜御 3:n 

ぐんら う ご U ぶ 

蒙 一 1 御沙汰 T 猶叉態 々監察 使 御 下向に 而、 軍勞御 慰撫 有， 之、 全國 感激、 死力 を盡 さんと 決心 仕 候。 左 候而、 

筑前共 外 五 藩へ、 應援之 御沙汰 も 降り、 追々 列藩 之 厚意 を 辱し、 鹿 兒島英 夷との 快戰、 洲本 • 明 石 等 之砲發 

之 候。 然 W 於 Iftml は、 和 蘭 も 魯*佛 其 外同樣 之御處 置に 相 成 候義、 御主 意 柄 難， 1 相 分 1 候而、 四： ：！： 廿ー 

日 朝廷より 被， 一 仰 出 1 候 趣、 水 野 和 泉 守より、 三 港 奉行へ 申達 候 通に は、 不, 被， 行 旨 巾 出 候. s。 然る：^ ひ、 

於レ私 は、 和 蘭 之 儀、 他 夷 同様、 担 絶 可, 然段、 旣に御 伺 仕 候 事に も有レ 之、 其 上 於 1 ー將軍 家- 救 意 遵奉 之 儀 

は、 長 門 守へ、 直答 も有レ 之、 担 絶 期限と も 御 達 相 成 候 上 は、 其 筋に 付、 幕 意聊も 刺 旨と 隨齬 仕候義 は無レ 

おんび.， > 

之 ilia、 且ー 旦 兵端 相 候 後に 付、 最早 穏便 難 1 一 取 計 一段、 幕府へ 申立 ii^ 候。 然る 處、 一 橋 卿より は 閣老幷 大小 
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之 有司、 同心 仕 候 者 一人 も無レ 之との 義、 關白 殿下へ、 書中 を以 言上 有， 之、 其 節 將軍家 御 滞 坂 之處、 小 田 原 

迄罷 下り、 聖旨 貰 徹仕候 檨處趕 仕度 段、 言上 有レ之 ぬに 而、 朝廷より 京 詰 家臣 等へ、 御下問 被, 爲レ在 候に：^、 

此儀 一 段 可.， 然 儀と、 內密御 答申 上 候 由。 斯迄將 軍 家 御 苦心 之 事に 候 得ば、 一 橋 卿 御 談合、 屹度 mi_N 驗可レ 

有レ 之と 考居 候處、 豈計於 ニ大坂 T 六月 十二 日、 水 野和桌 守より、 夷 國担絶 之義に 付、 了解 難， 致廉 は、 可 二 i 

うか r ふ  ^ 

窺 1 害。 猜撗濱 談判 中、 未だ 御手 切に 不二 相 成 1 内、 猥に 兵端 を 開、 御 國辱を 取 申 間 敷、 彌以 御手 切 之 達 有レ之 

候 迄 は、 渠 より 不二 壟來 1 は 粗忽 無：， 之檨 との 儀、 家臣へ 申 聞 有 レ之候 得 共、 旣に 叙 感之御 皆 被， 一 仰 聞 7 家来 

末々 迄、 勉 働の 折 柄、 朝 旨 幕 意と 纖齬仕 候 樣に而 は、 ，甚 不レ 可， 然儀、 ft 國 之!？ I 寸は、 戰之 勝敗に は 有 レ之問 

敷、 只 E 氣之 盛衰 を以、 榮辱を 分ち 可， 申、 猶叉 担絕之 儀に 付、 了解 難， 仕廉 無， 之. H、 相 答 候處、 叉々 於 二 

；;； i 戶 7 今度 京都へ 被 二 仰 立 1 之 旨 も 有レ 之、 担 絶 之 俊 は、 g 命に 候 得 共、 策略 は 御 委任に 付、 此上彌 打 拂候迄 

さしひか へ 

は、 幕 令 相 待、 航海 船へ 發砲差 扣候檨 との 儀 密封に して 渡 方 相 成條得 共、 叙 慮 遵奉に 而、 拒絕期限御^_,?有レ 

之に 付、 卽幕意 を 承 順して 掃攘之 沙汰に 候 si、 妄動と は 不二 心得 T 叉 國カを 小， 顧、 義心 作興 を以、 要務と 考 

{ 疋、 追々 及 二 建言 1 候 事に 付、 幕府の 策略 も、 愚考 を は 御 採用 相 成 候 事と 相考、 何分 只今 戰鬪 相，^ 候而 は、 一 

藩 之 動亂、 不 n 容易 1 段 相 答 候。 彼是 之應 答、 道路 相隔、 書中 意味 難 レ解儀 も 有 之た る や、 に 幕 使 下向に 相 

成、 五月 十日 夜、 亜 船へ 發砲、 幷外夷 拒絶 之 養 は、 談判 決定 不二 相 成 一 以前、 襲来に も 無， 之、 船へ 妄發之 事、 

詰問 有レ之 候に 付、 担絕 期限 五月 十日と 御請 相濟候 段、 從， 一 朝廷 1 被， 一 仰 聞 I 候に 付、 期限より は、 夷. ぬと la 


受候 はは、 可 ，1 打拂 I 様 及， I 沙汰, m は 候に 付、 十日 之 夜 闽抦は 不.， 辨候得 共、 夷 船と 見 { 止 及 ニ砲难 1 候。 猶义^ 判 

に而 は、 担 絕之驗 不二 相 立驗？ 不レ立 は 担 絶と は難レ 申、 談判 は 担 絶 前にお レ之 事と 相 者、 ！！：^夷情難レ計、 0 

製來 何れに 而_. ；;」 训可 ゾ扣立 1 哉、 期限より 必戰と 心得 居、 {sl!^ ら 沙汰 筋 を 守り、 及 ニ奮戰 1 候 に 付、 妄動と は f レ 

考段、 S: 付に して 關 is- へ 中越 29 、其 後 は爲レ 何義も 不二 申來 1 候^ 共、 將軍家 之 御 忠誠、：；^:, 之以 ニー  1^ 卿 之贤明 1 

勑意； ぬ 奉 之 上、 拒絶 期限 を 書附に 迄して、 言上 冇レ 之、 且 御上 洛中、 拒絶 之應接 振、 從， 1 朝廷 ー御尋 お レ之候 

節、 一時 和親 交易 取 結 候 得 共、 元來不 經ニ 奏閒 1 開港 候 事故、 園國 人心 不居合 之 廉々、 巾 渡との 答 書 有レ之 

事に も 候 得ば、 談判に 而、 担 絶 期限 延引に 及び 候 共、 幾 M と 決定 致 兼 候 義は無 レ之ハ ¥3、 其 i§ 巾 川せ：： 御 SI 一： n に 

も、 掃 雄 之 儀、 遲々 致し 候 儀、 國内 一致 之 場に 至らす、 旣に 及， 1 接 戰ー候 is 共、 列藩 拱手 傍觀致 居候 次 i ル、 不レ 

堪， 1 切齒 1 云々。 摘 叉 攘夷 先鋒 被」 家：， 仰 度、 御 懇願 も 有：， 之是 畢竟 午年に も 聖察 被：， 爲：， 在 候 通お 志 之 小 取 計 

力 ふ はん  /ま ん  ： ， 

に 出 候 敷と 居、 閨藩其 疑 を 抱き、 愤適 之餘、 如何 檨之 義、 出 來候も 難：， 計と、 鎭靜方 苦心 大形なら す：^ 

處、 遂に 夜中 何物 共不， 知、 幕 使 旅 飽へ令 二 狼藉 T 候 檨之儀 も有レ 之、 右樣 叙 慮 53 奉、 幕 議決^ 之 上、 摘 も 小 

徹底 之. 雜有レ 之 候 は、 如何 成 故に 而候 1;^、 寧：， 對， 1 天朝； 巾 上 候 は、 恐 多 候 得 共、 叙 慮 彌以御 決-: 儿、 ネ然た 

る御實 行、 ；大 下 感動 仕 候 程 之 寢斷 被レ爲 在 之 外、 御處 iiy も 有 11 御座 一問 敷と 奉 二 愚考 T へま、 而奉レ 伺お 候 御 鋭 

征之思 召、 此時 痕斷 被：， 爲レ在 度 御 事と、 石淸水 行幸、 暫於ニ 彼 地 T 御 革 議鑲 夷之 御 齪引被 レ遊候 様に と、 {^ 

臣 を^. C 殿下へ 差 出、 内密 建. HI 仕 候處、 虔斷 意表に 被 レ爲， 出、 火 和 行幸 祌武陵幷^^日社等、御拜§:1御5^議、 
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伊勢 神 廟御拜 可, 被レ 遊との 御 3 曰 被 11 仰 出 T 誠に 以驚起 感奮 仕、 自國 攘夷 も、 懸念に は 候 得 共、 父子 間 申 合、 

_ 供奉 申立 度、 现裝罷 在 候處、 八月 十八 日、 何事と も不. ^知、 俄に 摒町 御門へ 干戈 を 持 野 戰砲を 列し、 多 人數出 

張 有：， 之 候に 付、 警備 差 出 置 候 家臣 等 兼 而之申 付 を 守り、 覺悟 も： i 居候 得 共、 九重 近き 御 場所柄 奉レ憚 nig? 

あ ふせき けられ 

武備 嚴 重に 仕 候內、 御門 御 固 御免 有レ 之、 勅使 を以 攘夷 御 倚 賴之勑 命 を も 被 二 仰 聞 1 候に 付、 京 詰 人 數國元 引 

歸、 其 後上 京 御 差留、 家臣 九 門 tr: へ 立 入御 禁止 且 家臣 共、 不束 之 取 計 有レ之 候に 付 取調 候樣 との 御沙汰 も 候 得 

廿：/ 悼 二 朝 威 T 忍， 1 勇 憤 1 候 段而已 申出、 兼而申 付候處 之、 尊攘 之 大義 を 相 守り 候 而之取 計に 而、 咎科申 付 候に 

はらさせら れが たき 

不レ 忍、 就 而は御 歎願 申 上 候 通りに 御座 候。 此餘袁 疑 難, 被：， 爲レ霧 趣 も 被：， 爲レ在 候 はば、 乍 恐 父子 間、 玉座 近 

く 被 11 召 出？ 前段 之 始末 委細 言上 仕度、 其 上に 而、 猶も叙 慮に 不， 1 相 叶？ 幕 意に も 遠 候 事に 候 得 は、 如何 樣之 

ご けんせ キ- 

御 譴責 を 蒙り 候 共、 聊遣 恨無レ 之と 決心 仕、 猶 八月 二十 五日、 御 害 付 を以、 勤王 三 諸 藩、 不， 待， 1 幕府 之 示 命 7 

速に 可レ有 11 攘夷 一之 叙 慮、 被 二 仰 下 1 候に、 付闔 藩之士 民、 彌以 攘夷 之 布令、 嚴 重に 申 付 候。 

ひ れぎ  き やう しんが は  ちょく けん 

何， 1化 まで も 哀訴 歎願の 態を以 つて、 恭順の 意 を 披瀝しょう としたが、 卿 紳側も 幕府 側 も、 朱 だ 棘譴の 解けない 

ゎづか 

者 を 入京せ しむる 理ぬ はない とい ふので、 井原 は 遂に 入京す る ことが 出來 なかった。 繙に十  一： I：： ； 十一 日に 至つ 

て、 勸修寺 右 少辨が 藤 森まで 出張して、 そこで 井原に 面會を 許され、 委細の ロト： を聽 取した。 口上 は、 要するに 

哀訴 歎願と いふより 外に 出でなかった ので、 全く 一笑に 附 されて 了った。 伊達宗城の 日記の 一節に、 この間の 消 

息が 出て ゐる。 


主計より 申出 候 口上 大意 〔伊達宗城 日記〕 

去る 八月 十八 日、 毛 利譜岐 守、 吉川監 物始、 處 m は 御 不當故 取調 申 上候檨 御沙汰 之 趣、 宰相 父子 承知 仕 候 鹿、 


n 力 


に取調候程之^^も無，1御座7 此上御 憐憨之 程 奉：， 願 候 ( 


りゃう でん ざ つし やう 

右 之 外、 不二 申出 I 候 故、 兩傳雜 掌 返 坐 之 上、 勸修 寺より 尋候得 共、 矢 張 前文 之 外 可， rs. 上 11^ 無 M 御座 13= 申出 

： ■  i  .  厶厶厶 厶厶厶  A 厶 A 厶厶  <1 厶 A 厶  厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  厶 厶厶厶  厶 厶厶厶 A 厶 

. 54、 故、 相 下げ 候. H、 存外 千 萬 之 儀、 かよ ふな 位の 事なら、 父子 一： ム々 不二 中立 I とも、 相濟候 能、 «以 つまらぬ 

事と；：^ 候。 今朝-:：:, 2 へ も 申 上 御 一笑、 尙 上へ も 申 上候處 被, 爲， 笑 候 御 事、 彌 朝廷 を 輕蔑申 上 候、 筋と、 奉ニ恐r<^ 

候 旨申述 候處、 誠に 左様との 事、 卷岳兩 人も餘 りの 事 申 候 もな く 候。 一橋 は 春 〔泰 嶽〕 より、 會 〔容 保〕 へは自 

分 可, ー相傳 一と 決 候な り。 

ぎゃく り う 

何としても 長 州の 立場 は 逆流に 抗す るの 形であって、 思 ふやう に 伸ぶ る ことが 出来ない。 來島叉 兵衞の 如き は、 

かん 

最早 やかうな つて は、 自 から 起って、 君側の 奸を掃 ふの 外 はない とい ふので、 周 布 等の 止める の も^かば こそ、 

かん は  いな、 

悍馬 は 高く 蒼天に 嘶いて 束 卜： した。 高 杉が 晩 藩した の も 此の 時で ある。 久阪は 早くより 京 中に 潜んで ゐた。 その 

中に 伊達宗城、 島 律久光 等が 相次で 國に歸 ると いふ ことにな つたので、 此 機に 乘 じて 藩主の 入京 を 謀らう とした 

ぁキ」 す  ねら  もヒら 

が、 老成の 宍戶が 『人の 穴-一 se^ を覘 うやうな こと をす るな』 と誡 しめたので、 鬼 も 角も兩 方の 意兑 を、 ^して 歸藩 

し、 一藩の 舆論を 聽 いて 兑 ると、 火の 出る やうな、 進發 論で 持ち切って ゐる。 持羞 論の 中心であった 周 布が、 此 
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時、 事 を 以て 失脚した ので、 遂に 藩 論 はいよ く 進發 論に 一決した。 周 布の 失脚 は 元 治 元. 〔甲子〕 六月 二日で あ 

つて、 進發 論の 決定 は實 に、 翌三ョ であった。 


【十九】 泣いて 天闕に 奏す 


み ぶ 


かくて 元 治 元年 〔甲子〕 六月 五日の 晚、 新撰 組の 壬 生浪士 が、 三條池 田屋に 斬り 込んで、 諸 藩の 勤皇 { 豕が七 人 許 

かなえ 

り 殺戮され た。 その 中に 長 州 人 も 加 はって 難に 逝った ので、 此 報が 長 州に 達する と、 鼐の 湧く やうな 騷ぎ となり、 

ここに 勘忍 袋の 緖は 切られ、 長 藩 進 發の幕 は 切って 落された。 十五 日來 島の 遊撃隊が 先づ發 し、 十六 日に は 福 原 

越後の 一隊、 相次いで 眞木和 泉、 久阪義 助、 入、 y 九 一、 寺 島 忠三郞 等が 上の 關に 集合し、 隊伍 を 調へ て 進軍し 初 

め、 二十 一二 口 には旣 に大阪 に著陣 した。 勢 ひとはい ひながら、 長 州は自 から 進んで 危地に 陷 らんと する ので あ 

つた。 その 情 や 憐れむべく、 その 志 や 悲しむべき である。 

泣いて； 大闕に 奏すと 稱し、 久阪玄 瑞が赤 血 を b いで 草した 上奏文 は、 眞木、 寺 島、 入. 江、 中 村の 連署に よって 

老中 稻葉美 濃 守に 奉られた。 上奏文に 曰く、 

萬 死 血 誓 哀訴の 書 〔元 治 元 六月 二十 ra; 日〕  久 阪玄瑞 

くせ ふ  たつ ばつよう ちょう 

天下 之 禍亂目 睫に 差 迫り 候に 付て は、 回天 之 大猛斷 を 以て、 撻伐 I？ 懲之 御大 典、 速に 不レ 被レ爲 レ擧候 はで は、 


三千.^ 來宇內 に^ 立せ る 神州 も、 被髮之 域と 相 成 可レ申 は、 秦鏡を 以て 照し 兌る が 如く、 不 レ堪， ー杞： es^T 草 

*H うろ-つぎ 

莽螻 蟻之微 ほ 共、 非 分 を 忘却、 不レ暇 レ憚ニ 忌諱 T 石淸水 八幡 祠 前に 參籠 仕、 血 誠 を 樓述し 奉， 1 奏言 1 候。 抑ぶ 外 

夷之 變起 りしより、 日夜 被 レ爲レ 惱ニ宸 襟？ 厘 攘夷 之 儀 被 二 仰 出 一 候處、 祌 奈川條 約お 司の 不取 計より して 四 五 年 

間妖氛 怪氣： 大地に ま  1^ し、 叙 念 何の 時歟可 レ被レ 安と、 四海 億兆、 悲 愤悶： S 龍 在 候處、 至， 1 壬 戌 ハ牛秋 Tig 使 御來 

下、 鎮爽御 促、 至， 1 去 夏 一 於， 一玉 膝下 7 大樹 公へ 御 直に 御沙汰 被レ爲 レ 遊、 期限 布告 被， 1 仰 i:?a 加^ • 石 淸 水へ 

行幸 被 4! レ遊、 化に は 大和 國 行幸 伊勢神宮 御 拜と迄 被 二 仰 出？ 愚 夫 愚：^ に 至る 迄、 感激 踊躍、 敵 g 之 志 を勵ま 

ぬ 者 は 無， 之 候處、 豈 計らん や 八月 十八 日、 闕ド 擾亂、 三 條殿其 外、 幷 主人 宰相 父子、 勒勘を も奉レ 蒙、 3 

n:: に 至り、 兩度之 庭 翰、 過ぐ る 四月、 關 東へ 一切 御 委任 被 二 仰 付？ 素より 征夷 府へ御 導 任 は 可レ然 候へ 共、 乍 

レ恐接 夷 御 天 下に 御先 だち 御 率 勵被レ 爲レ遊 候 前日 之 S ^慮と 齟齬 仕 候 御 儀に は無レ 之^。 十 餘ぉ來 御 確 {^ 

之 逝斷、 富嶽 崩る ると も、 湖水 涸 るると も、 御 動 搖可レ 被 レ爲レ 在 道现、 萬々 有レ之 S 敷 候。 乍レ併九^3^:深遠、識 

ぶ ぎ まう  けう かく  つうこく 

誣欺罔 之 小 .，5s, 止 御 事 かと も、 奉-一 恐察 T 胸膈寸 裂、 何 所に 哀訴 可レ 仕、 呼 vfK 號：， 地、 不レ堪 ，1 悲泣 痛哭 之 至 T 

奉レ； ^候。 驗誣欺 罔 之 載、 喋々 口 實と仕 候處、 一 通 眞實之 様に 相 兒候得 共、 其 實は WI 循 姑，：^ に陷 り、 一 n 之 安 

は百ハ 牛之禍 なる を 顧ざる 者に 付、 聰明 之聖察 を以、 如 二 燃 iii 御 觀破不 レ被レ 遊. 候 はて は、 以實御 火事に 關係. 

レ仕 候。 砲 銑 II 舶之 巨大 を 誇張し、 奇技淫 巧 を以、 希觀 を艷稱 して、 奉 M 惑亂ニ 也。 不：^^^^缺：：：川物愤を濫出 

し、 贫縷 ("i 立 rai^ を も 乍 レ辨、 無用 之 品 を以、 有用 品に 交易す る 杯、 奉 ニ惑亂 7  二 也。 爽域. M 大富强 を 街し、 
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奉 ニ惑亂 T 三 也。 宇内 之 形勢 を 達観し、 知 彼 伐 謀 は 通商 航海に あり、 攘夷 は 如, 追， 蠅、 征夷なら では 2 菜-!^ を 毀 

る こと 不二 相 叶？  ^大の 說を唱 へ、 奉 ニ惑亂 T 四 也。 敵 之 先 聲に長 服し、 戰之 勝敗 を計較 し、 奉 二 惑亂？ 五 也。 自 

いんじゅんき よしょく 

家 之 私 計 を 謀らん が爲 に、 萬 世 之 利害 を不レ 顧、 目前 之 利害 を巧說 し、 奉, 1 惑亂？ 六 也。 如レ此 因循 厳 飾 之 心 

しう りよ しょうけつ 

を以、 醜 虜之猖 獗に厭 倒せられ、 幾 百年 を經 候ても、 實驗 無レ之 武備 充實 之說 を以、 奉 二 惑亂？ 七 也。 恭惟、 

聖朝 英武、 夙に 夷狄 包 一： K 之 邪心 を 御 觀破被 レ爲レ 遊 候 御 事に 付、 今更 乍 レ恐御 惑 亂に可 二相 成 1 害、 萬々 有 レ之間 

しゃう しつ 

敷、 素より 器械 之 利鈍、 夷 域 之 廣狹、 宇内 形勢、 且 勝敗 之 利害、 巨細 詳悉、 武備 彌增充 實不レ 仕 候 はで は、 不， 1 

しろしめす すめら みく に  くわい 

相 叶 1 候 儀、 勿論に 候。 恐 多 も； 大津日 嗣之知 食皇國 にして、 君臣 之義、 華 夷之 辨、 明に 相 立 候 御 國體に 付、 

先. il- 來、 御 必勝 之 御 計 策 被 レ爲レ 在 間 敷 候 得 共、 大義 之 所在に て、 聖斷被 レ爲レ 在 候 御 事に 付、 戰之 勝敗に 御頓 

着 は 有 レ之間 敷、 元 來國家 之榮辱 者、 勝敗に あらす。 國體の 立と 不レ 立と に 可, 有, 之 候。 況ゃ 武備 充實 は、 癸 

にう しう くわう ふん 

丑 以來、 乳臭 黄吻 之兒 も、 口 實に仕 候 得 共、 十 年 之 久しき、 更に 其 驗不, I 相 見 7 十 年 之 後、 今日 を兑 る、 猶可 

さ じん ぞく 

なるべく 候 得 共、 恐らく は 醜 夷之 術中に 陷り、 正氣 消滅、 左拖之 俗に 變じ 可レ申 は、 必然に 御 Ij 候。 不レ然 は 

れつぎ よ 

壯夫 烈士 等、 切 齒に不 レ堪、 四海 鼎 沸 可レ仕 は、 烈炬を 燃して 見る が 如く、 不レ堪 ニ慨憒 1 奉レ存 候。 去 八月 〔文 

久 三年〕 三條殿 〔實美 卿〕 始、 遽 かに 御 咎被ニ 仰 付 1 候 儀、 如何なる 御 深 旨に 有 レ之候 哉。 不レ奉 二 得 伺 1 候 得 共、 

ほ よく  しう い 

^來 攘夷 之 淵衷、 御 承 順 被 レ爲レ 成、 內は 皇室 を 輔翼し、 外 は 醜 夷 を 掃討し、 神州 を 富嶽之 安き に 置ん との、 

いたまし. 41- かな し こんたんち の うへ  わう しょうきつ きょ 

純忠 至誠に 被 レ爲レ 在 候 段、 姑く 誓 11 天地 1 奉 n 哀訴 1 候。 痛 哉。 紫 閽丹揮 之 上 〔宮廷 を 謂 ふ〕 に駚掌 拮据 爲レ在 


候、 繕 紳之御 方、 今 H は i 陬 僻遠の に 御 憂慮 被 レ爲レ 在 候。 澤殿 〔宣嘉 卿〕 は 御 脫走、 錦 小路 殿 〔祖 卿〕 

K は 御 逝去、 一： 儿 より 鑲爽御 先鋒 之 御 志願と は 乍 レ申、 勒勘之 御 心情、 不：， 堪, 1 想像 T 實以 血淚之 至に 奉 レ^ 候。 a 

於， 1 宰相 父子- 〔1^ 利 敬 鋭 父子〕 も、 御 不審 中、 入京 不レ被 n 仰 付 1 候 段、 是 又不レ 奉， liS 伺 1 候 得 共、 父子 先年 來、 

官武之 御 間に 壶カ 仕、 束馳 西騣、 於 ニ關東 1 二百. 來之廢 典に 相 成 候、 御上洛をもS^^:I仕、 且 在京中、 無二 勿 

體 1 も 加 茂 • 石淸 水の 行幸 を も 奉 二奏言 7 殊に 攘夷 期限、 布告 之 後 は、 夙夜 忘ニ寢 食？ 勵 精-小い 懈、 尊壤之大^^ 

を閻 藩に 布き、 士氣を I- 舞し、 叙 慮 遵奉、 臺旨承 順 之 外、 他念 無 レ之儀 は、 追々 差 出 候 書類、 並 奉 勅 始末に 詳 

悉仕 候。 畢. S 十八 日 〔八月〕 之 擾亂、 三 條殿始 宰相 父子の 勅勘 奉レ蒙 候 儀 は、 全く 大和 行幸 御 軍議 可 レ被レ 爲レ遊 

との 御 事件より 出来 は 不レ仕 かと、 奉 二 恐察 1 候。 乃 當時之 事件 他に あらす。 五大洲 之 大寇を 引 請、 攘夷の 大 

ふん うん 

義、 斷然被 二 仰 出？ 期限 御 布告に 相 成 候 得 共、 和戰 閉鎖 之 議論 紛 ^4、 如 レ斯之 形勢に て は、 叙 慮 も J:^ 、徹 仕らす 

皇！： 之 御 武威、 海外に 輝 候 杯は拔 超、 內地 之紛亂 も難レ 測に 付、 此上乍 レ恐玉 體を勞 し 被 レ爲レ 遊、：. K 下 之 士氣、 

御率勵 被, 爲：， 在 候 得ば、 猶關東 有司 も 感奮し、 S 盧も相 莨、 於 二列 藩 一 も 方向 を 知お 可レ 巾、 國内 一致の 共」 本、 

ましれ し  せきなん 

かかる 非常 之聖斷 ならでは 相 立 申 間 敷に 付、 石淸水 鳳輦 御 進發、 攘夷 御 指 禅 被：， 爲レ遊 度、 責難は 臣子之 大義， 

且 兼て 御 親 征之思 召 被 レ爲， 在 候 段、 奉レ伺 居候に 付 無二 勿體ー も、 時機 建. R 仕 候 儀に 御座 候 處豈圖 らん や、 神 

I 意外に 被， 爲レ 在、 大和 國行 幸、 伊勢 祌宫 御拜之 御沙汰 被 11 仰 出 T 引 絞 十八 日 之 援亂に 立 至 候 次 ル にて、 三條 

殿始、 宰相 父子、 更に 他念 無：， 之、 曰 夜 眷々、 不レ堪 一一 戀闕之 至情 ー罷在 候。 然る 處、 三 條殿始 宰相 父子、 御 不{ 称 
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しん ざ 

之 御廉も 被, 爲， 在 候 得ば、 乍， 恐 玉」 I- 近く 被 二 召 出 7 心事 巨細 奉, 經ニ； 大聽ー 候 得ば、 自然 宸疑 可：， 被, 爲, 晴御儀 

も 可 レ有レ 之 哉。 萬 一 淵 衷に不 レ被レ 爲レ叶 御 儀 も 被 レ爲レ 在 候 節 は、 幾應 にも 聖論被 二 仰 聞 1 候 得ば、 如何許 感激 奮 

ふん さ..，  C かんよう 

輿益爲 11 皇國 T 身 骨粉 臺可レ 仕 候。 實以 非常 之 御 時節に 付、 非常 之 御， 涵容被 二 仰 付 T 回； 大 之祌斷 を以、 倒 海之大 

ちんく わつ おおさく 

寇、 御 掃討 被， 爲， 在 度、 不：， 堪ニ千 祈 萬 禱之至 一 奉：， 存候。 古今 創業 中與之 事蹟 を、 熟讀仕 候に、 枕 戈 横槊之 

ぐわん し N? しゃうた し 

勞、 臥 薪 嘗膽之 苦、 無：， 之 候て は、 成就 仕 候 者、 萬々 有 レ之間 敷、 近時 諸蠻 夷之 拓レ 國廣レ 地、 或は 蕴地 を恢 

h-lv/ssf^ ふ キ J  けく さく   

復し、 獨ュ 1 不覊之 國と相 成 候 も、 盡呰 劍槊相 磨、 彈丸 雨中 之 際に 成就 仕 候 者に て、 世 11 航海 者 流 之 浮沈 誇大 

しゃう じょくちん せぎ  しんさんき ちう 

之 說を唱 ふる 比に あらす。 牀尊 枕席 之 際にて は、 如何 成 祌算鬼 藝有レ 之 候 共、 甞： 餅に 婦し 可レ 中、 成否 得失、 

猶 如.， 此、 況^|^國家之^<柳、 於 二 大義？ 片時 も 遷延 被 レ爲レ 在 間 敷、 御 事と 奉レ存 候。 然ば则 速に 督御 阈體も 被レ爲 

ようちょう  ミ くさい の 

レ逹、 大義 を以、 勝敗に 關 はらす、 瞻懲之 御 實驗、 關 東へ 御督責 被：， 遊、 且三條 殿始、 宰相 父子 之 赤心、 覆 載 之 

ご .As? よう  た ふかいの たいこう 

御滿容 被：， 爲， 垂、 ；大 下士 氣御率 勵之御 聖斷、 被， 爲， 在 候 得ば、 四海 億兆、 如何許 歡喜躍 躍 可.， 仕、 倒 海 之大寇 

御 掃討 も非レ 難、 所謂 斷 じて 行：， 之、 鬼神 も 避， 之と 奉レ存 候。 草莽 之微臣 等、 誓 ニ祌明 T  二 萬 死 T 奉：， 胃 ニ濱威 

嚴 1 候。 石 淸水は 昨. 行幸 之靈 地、 草木 も 皆、 翠華之 餘光を 奉 レ蒙、 回顧 彷徨、 不：， 堪 n 感慨 之 至？ 誠 恐 誠惶。 

再拜 稽首。 敬白。 
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濱 忠太郞 〔眞木 保臣〕 

松 野 三 平 〔久阪 玄瑞〕 

野  唯 人 〔中 村圆 太〕 

牛 敷 春三郞 〔寺 島忠 三郞〕 

川 島 小太郞 〔入江 九 一〕 

ん そ. -  てんこん 

滔々 數千 言、 主として 藩侯 敬 親父 子の 寃を 雪ぎ、 誠忠 二な き 心底 を、 泣いて； 大 閽に訴 へんと した ものである 

そくく 

が、 久阪の 文 草に 上って 來 ると、 至誠熱血の^9ばしるところ、 啷 々として 人に 薄り、 切々 として 腸を斷 たしむ る 

ものが ある。 草 にす だく 蟲の 音と いふより は、 五月の 闇に 啼き 過ぐ る、 杜鵑の 聲を 聞く かの 感が ある。 

此書は 稻葉美 濃 守 〔老中〕 によって 一 橋慶 喜に 致された が、 旣に 幕府の 權 勢が 宫 廷を蔽 ふて ゐて は、 遣憾 なが 

ら、 聲は 九天に 達する ことが 出來 なかった。 

【十】 內憂 外患の 長 州 藩 

之れ に對 する 府の 態度 は、 何處 まで も 長 州 を 率ゐて 朝敵の 地に 立た しむる にあった。 そして 美事に 最後の 一 

维を 加へ ようとす るに あった。 併し これ は 幕府に とっても 頗 ぶる 重大 事であった。 一度 長 州と 兵火 を 交 ゆると な 

せいす ゐ 

れば、 必勝 を 期せなければ ならぬ。 若し 萬 ー微々 たる 西陲の 一藩の 爲に、 敗 を 取る やうな でも あり、 さう でな 
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じんぜん  ，  , 

いまでも、 兵氣 揚がらす して、 攻め あぐむ やうな ことで もあって、 荏苒 日 を 臍し うする やうな、 羽目に でもなら 

ば、 それ こそ 幕府 存亡の 危機に 陷 いらねば ならぬ。 この 點に 就いては、 慶喜も 深く 慮って、 夙に 長 州に 備 ふると 

ころがあった。 

幕府が 征 長總督 として 德川茂 承 を 任命し、 松 平 春嶽を 京都 守護 職に あげ、 松 平 容保を 軍事 總 裁に 轉ぜ しめたの 

は、 早く 旣に 二月 十一 日の ことなの であった。 そして 更に、 峰須 賀齊裕 〔阿波〕 池 田慶德 〔因幡〕 松 平定 安 〔松 

、江〕 島 津茂久 〔薩 摩〕 細 川慶順 〔肥 後〕 淺野茂 長 〔安藝〕 池 田 茂 政 〔備 前〕 小 笠 原忠幹 〔小 倉〕 阿部 正方 〔福 山〕 

脇阪 安斐 〔龍 野〕 の 十 侯に 征長 軍備 を 命じ、 充分に 陣營を 整へ て掛 つて ゐ たので ある。 併しながら 松 平 容保は 鬼 

角 一橋と 合 はす、 病と 稱し、 職を辭 して 守護 職に 復 したり 杯して、 幕府の 歩調に も 稍. -亂れ の 跡 ある を蔽 はれな 

かった。 

當時英 • 米 *佛* 蘭の 四國 艦隊が、 馬關砲 擊の爲 めに、 來襲 せんとす るの 風評が 最も 盛んであった。 六パ 二十 

五日に は、 伊藤 • 井上の ニ靑 年が 歐洲 から 山 口に 歸 つて 來て、 愈 i その 事實を 報じた ので、 長 州 は 實に內 外に 大 

かなえ 

事を控 へ、 一藩 を 擧げて 鼎の 湧く やうな 騷ぎ となった。  ， 

ちう てん  レーと ひ 

此の 時に 當 つて 長 藩の 士氣 は、 正に 冲 天の 勢 ひ を 示した。 假令防 長 二 州 を 焦土に 委 すると も、 最後の 一人まで、 

ー劍に 倚って 國家的 耻辱を 救 はなければ ならぬ と 決心した。 日本海の 波 清 高く 巖を 打つ 處、 松 杉蕭々 として 山風 

に聲 ある 處、 英氣颯 々，たる 長 州 志士の 吟行 する を inj^ ない 日はなかった。 鄕土を 愛する の 心 は、 卽ち是 れ國家 を 愛 


する の 心で ある。 國家を 愛する の 心 は、 いふ 迄 もな く、 我が 神州の 崇嚴を 防衞 せんとす るの 心で ある。 當年長 州 

藩士が 四國 艦隊 を擊 たんと する の意氣 は、 正に. 條理 なくして、 擅 ままに 他國の 領土 を 侵略 せんとす る、 S 、土 侵略 

の 野心 國家を 掃滅す るの 理想に よって、 燃えて ゐ たので あると 云 ひ 得る。 

& ぎふ そん は-；,' 

京阪に 往来して ゐた長 藩 志士の 間に も 種々 の 論が あった。 鄕 土の 將に 危急存亡の 淵に 沈まん として ゐ るの を 兑 

く  • ひす 

て、 そのままに 放任して ゐて はならぬ、 我々 は 直に 踵 を 回らして、 兄弟の 危急 を 救 はねば ならぬ との 論 もあった。 

が 大勢 は 之れ を 非と し、 假令 父母 • 妻子 をして 悉く 元寇の 如くなら しむる とも、 我々 は 血盟 を 破って はならぬ。 . 

我々 は 我々 の 最高 使命に 向って 邁往 し、 一意 君側の 姦を掃 はねば ならぬ とい ふに 一決した。 その 志 や、 眞 に壯烈 

を 極む とい はなければ ならぬ。  • 

【十一】 一橋と 西鄕 との 對長 態度 

此の 形勢 を 見て、 私に 微笑 を； S らした もの は、 一橋 慶 喜であった。 彼れ は 長 州 をして 愈ぶ 苦境に 陷 らしめ、 外 

國のカ を 利用して 長 州の 勢力 を 削る の 好機 は 正に 此時 であると した。 慶喜は 隣 藩の 應援を 禁じ、 長 州 を 全く 孤立 

無援の 地に 墜さ うとした の だ。 ！g 喜 は 一日、 因幡 藩士、 松 田 正 人 を 召致して 次の やうに 云 ひ 渡した。 

よし 

『聞く 處 によれば、 外國 艦隊が 日なら すして 長 州 攻撃に 來る樣 子で ある。 就て は 隣 藩の 誼みで も あり、 其方の 

藩から 援兵 を 出す やうな 考 であるか も 知れぬ が、 事 は 長 州 一 國に關 する ことで あるから、 決して 左様の 镜 なき 
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やう 藩主に 向って 傅へ 置かれたい。』 

との 趣意であった。 松 田 は 之れ を聽 いて 昂然と して 言った。 

『我 藩が 長 州を援 ける の は 長 州を援 ける ので はなく、 日本の 邦土 を 護る が爲 めで ある。 固より 攘夷 は 朝 意で あ 

り、 深く 叙 慮 あらせら るると ころで あるから、 假令長 州 ー國の 事で あるから と 申して、 隣 藩の 危難 を傍觀 する 

こと は出來 ませぬ。』 

と、 一 語、 明瞭に 斷 つて 了った。 

かんけい 

西鄕は 一橋の 野心 を 聞 いて、 その 奸計 を惡 み、 大久 保に 與 ふる 書中に おいて 次の やうに いった。 

鲁 

大久保 利 通に 與 ふる 書 〔元 治 元年 六月 一 日〕 

兩度 書面 差 出 置 候處、 淀川 滿水 にて、 出帆 出来 兼、 滞 坂の 段 申來候 間、 叉々 申 越 候。 今朝 承 候 趣 は、 因 州 益 

田 正 人 〔松 E 正 人の 誤記〕 と 申 者、 一 橋より 被 二 召 呼 T 被， 1 相 達 1 候に は、 此節長 州え 異船 襲来の 儀、 無 1 一 相違 1 

候 得 共、 いまだ 曰 限の 儀 は不， 1 相 知 1 由。 然處、 隣 國の譯 を以、 因 州より 援兵 被 二 差 出 一 候て は 、不二 相濟 1 候 付、 

得と 君 侯え 申 上、 ケ樣の 御 計無レ 之檨、 盡 カ可レ 致との 事に 御座 候處、 益 田 御 返答の 趣 は、 於 ニ此儀 一は、 何も 

長 州 を 相 救 ふと 申に は 無, 之 候へ 共、 最初 朝廷より 攘夷の 筋 も 篤く 被 二 仰 出？ 且 皇國の 土地、 彼等に 汚さ 

れ fe- て は 神州の 御耻 辱と 相 成 儀に 御座 候 間、 皇國の 御爲に 應援被 レ爲レ 成賦御 決心 相 成 居候 間、 如何にも 御 


受は出 來不レ 申 段、 中 切り 候. 3 に 御座 候。 就て は備 前の 儀 は、 先づ 一 橋の 口に はかり 候 はんかと 申 事に、 御座 

候。 右 益 田の 說に、 外兩藩 は、 應援の 方 も 有レ之 段、 申 居候 由 御座 候 得 共、 何方 か は 小, 1 相 分 1 事に 御座 候。 

A 厶 厶厶厶 ム厶厶  厶厶厶 厶<3 厶 厶厶厶 厶厶 厶  厶厶厶 么<3厶<1 厶 

一橋の 說に は、 只今 幕府に 於いて、 是非 長 州へ は 異船不 ,1 差 向 I 檨、 談判の 事に 候 得 共、 聞 入 候 か 無， 1 覺束； い 

まだ 期限 は 不二 相 知 一との 事に 御 坐 候 由、 曰 限い まだ 不二 相定 1 處へ、 援兵に 不二 差 出- 檨、 御 伺 共いた し 候 儀に 

御座 候 得ば、 是 等の 御 決^ 相 成 候て、 襲來の 日限 を 極め 候 事 かと 申說に 御座 候ぬ。 援兵 不-差 出 一様 御逹相 ^ 

厶厶厶 厶厶厶 <3 厶厶  厶厶厶 厶<3 厶厶厶  <1厶  厶厶*^厶厶<^<:<1 

との 御 願 申 上位に て、 襲 來を止 候 談判 央と は、 可 笑な 咄に 御座 候。 何 か其邊 の處に 口 候 廉有レ 之ての 事と 

. 被 レ察申 候。 只今に 至りて は、 各藩 一橋 を 惡み候 勢に 成立 候 次第に 御座 候。 是非 一橋に は、 長 州 を I ^で、 其 

上 攘夷の 筋 を 相 初め 候 布 慮と 被 二相 伺 1 候 得 共、 夷人の 手 を 借り、 長 を 押 一 候 Is 末、 f :&ひ|^-^|>|候。 

尙追々 形勢に 依、 申 上 候 樣可レ 仕 候。 恐々 謹言。 

六月 朔 日 〔元 治 元年〕  .  大島吉 之 助 

大久保 ー藏樣 

疫 喜が、 外國 勢力 を 援用して、 長 州 を窘窮 せしめん とする の 態度 は、 寇に 以て 陋 とせざる を 得ぬ。 EI 的の 爲に 

は 手段 を擇 ばす と は 此の ことで、 私憤 私情に 驅られ て、 國 家の 大事 を 忘る る 結果が、 如何に 重大な 危局 を 生じ 來 

るか は、 史上 歷々、 その 迹を絕 たぬ。 殊に 支那 近代の 政局 は、 之れ あるが 爲に、 全く 亡國に 等し S 現狀 を！^ らし 

てゐ るで はない か。 
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殊に 笑止 千 萬な の は、 外國 艦隊のお 襲に 對し、 口頭の 挨拶で 『どうか 暫 らくお 待ち 下さい』 と 洗濯物で も斷る 

つもりで ゐ るの は、 何とい ふ 不體裁 極まる 話 だ。 更らに 『幕府 側で は 只今、 隣 國の諸 藩に 命じて、 長 州を援 けな 

いとい ふ 話 合 ひ をして ゐる 最中 だから、 それで どうか 襲来 を 思 ひ 止まって 下され』 と、 談判 中 だと いふに 至って 

で たらめ  で たらめ  、 

は、 眞に 呆れ返って 物が いへ ぬ。 慶 喜が 何 か 其 場の 口 實 に出鳕 E をい つた もの かも 知れぬ が • 出鳕 目に しても 

不屆な 話 だ。 西 鄕は之 を 一 笑に 附 して ゐる。 

【十二】 私憤に 起たざる 西鄕 

西郎は 夙に 長 州の 形勢 を 危ぶみ、 萬 一 の亂 は、 必らす 長 州から 發 する 相違ない と 思った ので、 桐 野 利 秋 〔當時 

は 中 村 半 次 郞と稱 した〕 を 長 州 屋敷 內に 入り込ませて、 その 情勢 を 探ぐ つて ゐた。 それで 西鄕の 耳き に は、 長 州 

一藩の 事靑 は、 手に とる やうに 響いて ゐ たので ある。 愈ぶ 外 艦襲來 となれば、 長 州本國 まで 桐 野 を乘り 込ませる 

考 へであった。 西鄕の 細心と 周到と を 見るべき である。 六月 十四日 大久 保に 與 ふる 書中に、 西 鄕は此 事に 言及し 

てゐ る。 

大久呆 利 逼に與 ふる 書 〔元 治 元年 六月 十四日〕 

向暑の 砌、 御座 候 得 共、 御 兩殿檨 〔茂 久. 久光〕 益 御機嫌 能、 被レ 遊-御座 T 恐 悅の御 儀 奉レ存 候。 次に 貴兄 無- 


と ，かた 

異儀 1 御 勤務の. w、 奉レ賀 候。 陳ば 御當地 物騒の 次 i お 〔池 田屋 の變〕 は、 先日 申 上越 候 通、 お： n 一人 づっ捕 方に 

て、 拔身 を携、 市中 往来、 人間 違 にても 不レ 苦との 譯 にて、 氣 味わる き 事に 御座 候。 土 州 人 を 間違、 鎗突、 

股に 疵付け、 火に 六ケ敷 成立 候. a に 御座 候。 長 州に おひて は、 早速 早 打 を以、 國 元へ 申 遣、 御 末 家 义は大 ほ 

の內、 一人 早々 被， 1 罷登 1 候樣、 急 を吿候 由に 御座 候。 其 内 差 迫り 候 事 も 有, 之 候 はば、 速に 可， 1 打破 一との ：^^,^ 

心と 被 二相 問 1 申 候。 畢^ 何等の 企有レ 之、 浪士召 捕 相始候 哉。 段々 手 を 付 候處、 正 親 町三條 〔實愛 卿〕 へ 申 含、 

有 栖川檨 へ 打べ：：、 達 nia 聞？ 前關白 鷹司樣 〔輔 照〕 を 御 復職 を 相 計り 候. a に、 被 二相 聞 1 申 候。 叉 一橋 御 忖：^^ 

厶厶厶 厶厶厶 厶厶 <d 厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶<1厶<1 厶 厶厶厶  厶厶 厶厶厶  厶厶厶 

之 進 等の 說 にて は、 洛中に 火 を if 御 遷幸の 節、 鳳輦 を 奉 レ奪候 謀計と 申說に 御座 候。 是 等の 處は、 實に拙 

厶厶厶 A<1AAAAI> 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  ， めざす と _J ろ 

策と 巾 ものに 極り 候 事に 御座 候へば、 決して 名 を替候 はんか。 一橋 其 外、 目差 處を燒 打 可 レ致含 かも： 小， 1 相 知 1 

事に 御 座 候。 近來長 州に て は、 頻りに 討幕の 說相起 候 由に 御座 候 間、 異人 襲来に 付、 援兵 各藩より 不二 差 出 一 

樣、 朝 命 相 下候處 を、 願 S 候 事件、 餘程怨 深く 成立 候譯 と、 被 11 相 聞 1 申 候。 今當 分に て は、 禍蕭墙 の 内に 

相 起 候 はんかと、 眷 一夜 安き 心 も 無， 之、 次第に 御. iS 候。  一 

いんの.^ や 

尹せ：： 〔巾 川. >2 朝彥 親王〕 の處、 一橋 邊の御 結合 深 成立 居候 故、 暴 客頻に 怨み 居候 姿に 御座 候 。何様の 發可レ 致 

かも _个レ 被：， 計との 說 にて、 大に 苦心 仕 候 事に 御座 候。 右に 付 太夫 〔小 松帶 刀〕 へ 得と 申 上、 外に 可 レ率レ 救の 道 

厶厶厶 A ほこ 厶厶厶 △ 厶 厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶 

も、 無二 御座 1 候 間、 いづれ 御辭職 被レ遊 候て、 暫時の 處、 鋒 を 御 避不レ 被レ遊 候て は、 外に 道 も 無レ之 候。 如何 

樣御 評判 惡敷 成立 候迪、 形 被 n 捨置 1 候 場合 も不， 1 出 來ー御 間柄に 御 1； 候へば、 御辭 職の 處、 私より 御 逸め 可， 1 
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申 上 一筋に 相 極め 置 申 候 間、 左 檨思食 被レ下 候て、 其邊の 處宜敷 被, 一 仰 上 1 置 可 レ被レ 下 候 〇 浪士召 捕 方に 付、 

同腹の 處は、 一橋 • 桑 名* 彥极. 加 賀* 會津五 藩の 由に 御座 候。 0 長國 〔長 門〕 へ 異人 襲 來の儀 は、 いまだ 不二 

相 分 1 候 得 共、 、江戸に おいて、 幕 役より 長 留守居へ 相 達 候に は、 異人え 何 檨相諭 候ても、 聞 入 候 丈 無 レ之候 付、、 

ま をした 6  ほうめい  な のる ほった い 

異船參 り 候ても、 不, 苦 やと 爲レ申 由に 御座 候 0 園 田 五助と か 申して 亡 名いた し 居、 淸 明と 名 乘法體 の 者、 大 

だし か 

阪御 留守居え、 長 州邊聞 合、 內命を 蒙り 候譯 申出 候 由に て、 私 方 迄 參候得 共、 何分 糙成儀 も不， 1 相 知？ 其 上 

大津邊 にて、 盜 等いた し 候 次第、 おそろしき 者 御座 候て、 大津 より 愛 許 御 留守居 方 迄、 訴出候 事 も 有 レ之儀 

ぎ ザ う 

に 御座 候へば、 叉欺諫 かも 不， 1 相 知 I と、 不審 を 懷き候 事に 御座 候 間、 何も 打 合不レ 申、 御園 元にて 御 承知の 

通、 御手 を 付ら れ 候て、 可 レ宜と 申 置 候 事に 御座 候。 彌聞 合方に 被 二 差 出 1 候 者に 御座 候 哉、 爲ニ御 知 1 置、 可レ 

<1 厶 厶厶厶  A 厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 A 厶厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 

被レ下 候。 〇 中 村 半次郞 〔桐 野 利 秋〕 と 申 者、 追々 暴 客の 中間に も 入 込、 長 州 屋敷 內 にも 無二 心 置 1 召 入 候て、 

厶<1 厶 厶厶厶 厶  <- 厶厶厶 厶 厶厶厶 A 厶厶 A 厶厶 厶ム 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶  <1 

彼方の 事情 は、 委敷相 分り、 外に 段々 手 を 付 候 得 共、 夫 程 相 分り 候 手筋 も 無， 之、 中間と 見込 候 故、 內情相 

分 候 事に て 御座 候處、 今回 長 州 襲来に 付、 長 州 國元迄 踏 入 度との 事に 御座 候 間、 大夫樣 え 申 上 差 出 候 事に 御 

厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶厶 厶 A 厶厶厶  くわ. L  くじ やうたい  . , 

座 候。 本道の 暴 客に 相 成 候 歟も不 レ被レ 計 候 得 共、 叉々 罷歸 候へば、 委敷情 態の 相 分 事と 相 考申候 間、 左樣御 

含 置 可 レ被レ 下 候。 いづれ 脫 藩の 姿に て、 長 州へ 人 込 候 手段に いたし 候 樣相達 置 申 候。 先度 申 上 候 通、 松 田 東 

らお あぎ 

園と 申 者、 脫 藩の 姿に て、 差 出 置 候 得 共、 埒 明不レ 申、 第一 私 を 落し、 暴論 を 立 候樣、 申込^ 候へ 共、 どうも 

うけ  な W ^ゆぎ 

中 村 程に は 請が なり 〔い〕 筋と 相 見得 申 候。 此旨形 行 迄、 如 V 此 御座 候。 恐々 謹言。 


六月 十四 日 〔元 治 元年〕  大島吉 之 助  , 

大久保 ー藏樣 

せ ,ぇ0 

中 川せ！： 及び 一橋 度 喜 を 中心とする、 京都に おける 佐幕派の 勢力が、 最も 勢焰を 揚げて ゐる 一方に、 長 州 派が 池 

田屋 事件 を 背景と して、 愈よ 益- -暴發 に 向 はんとす る 機 勢 は、 文中 手に とる やうに 記されて ゐる。 

西 鄕の著 眼 は、 何としても 長 州に 在る。 手 負 ひ 猪の やうに 暴れ 廻って ゐる長 州に 在る。 そこで 桐 野 利 秋 を 長 州 

屋敷に 入り込ませて、 狀勢を 探らし めて ゐる。 西 鄕は長 州との 私鬪は 決してせ ぬ。 ただ 朝 命 を 奉じて、 萬 一 の 場 

ベ：： は禁 門の 守護に 任 するとい ふ覺 悟で あるから、 桐 野 をして、 充分に 長 州 志士 黨に 成り 込ませて ゐ るので ある。 

愚圖々 々して ゐ ると、 桐 野 も 本 當の暴 客に なって 了 ふか も 知れぬ から、 15^ に 角、 表面 は脫 藩の 形に したいと いふ 

の 一 言 は、 意味 尤も 深長、 西 鄕が當 時の 情勢に おいて、 飽くまで も 長 州の 暴發を 制しようと しながら、 深く 長 州 

い さ：； 

に 見込み をつ けつつ ある 所に、 偉 彩 ある 眼光 を 見なければ ならぬ。 幕府が 私憤の 上から 何處 まで も、 長 州 征伐 を 

, .  こんてい 

考 へて ゐ るのと は、 その 根柢に おいて、 大 なる 懸隔の ある こと を、 遁 すべきで はない。  ， 

福 原 越後、 來島叉 兵衞、 久 阪玄瑞 等が 大兵 を 提げて 入京 せんとして 來た 時に、 幕府 は 會津の iii^ を 中心とし、 

之に 薩 藩の 强兵を 加へ て^ 禦 しょうと し、 薩に 向って 出動 を 促が した。 一方 薩邸 でも、 長 州が 一 禅なら， f 薩 摩の 

汽船 を 砲 載し、 船員 を 殺戮した の を 怒って、 長州擊 つべ しの 議論が 囂々 たる 有檨 であった。 
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此 際に 在って、 西 鄕は斷 然として 之れ を 斥けた。 彼れ 南洲 は、 冷靜に 大義 を說 いてい ふ。 

大久保 利 逼に與 ふる 書 〔元 治 元年 六月 二十 五 曰〕 

去る 二十日 〔六月〕 より、 追々 長 州 人 着 坂いた し 候 段、 相 聞 候 付、 方々 棵索 方いた し 候處、 相 分 候 次第 柄、 

全 五日 晚、 長 人 召 捕 一件 〔池 田屋 事件 をい ふ〕 より 相 起 候 儀に て、 多人數 出張の 趣に 御座 候。 大體千 人と 申 事、 

こうさ パ  ひらかた 

想 宰は福 原 越後 〔長 藩 家老〕 と 申 者の 由に 御座 候。 左 候て 二十 三日 出 坂に て、 枚 方 一泊、 二十四日 着 伏 相 成 申 

しはら C 

候。 暫は滯 在に 候 はん。 大坂 にて は、 町奉行 方へ 屆 申出 候 趣 は、 、江 戶 表え 罷通候 筋に 御座 候へ 共、 決して 左 

樣の 含に て は 無, 之， H に 御座 候。 然處 二十四日 賽過、 御 留守居、 御 呼 出有レ 之、 淀邊へ 人數差 出し、 整 衞ぃた 

し 候樣、 御 達 相 成 候處、 卽刻御 書付 を 以て、 御 斷相成 候 儀に 御座 候。 今度之戰ハ^^は、 全長 會の 私闘に 御座 候 

<"  厶<1 厶厶厶 厶<1<1<1 厶厶 厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 AAA 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 

間、 無名 之 軍 を 動 候 場合に 無レ 之、 誠に 御 遣 策 之 通、 林； ル闕御 守護 一筋に 相 守 候 外 無二 餘念 一事に 御」 m 候 間、 左様 

厶么厶  <1 厶厶 厶厶厶 AA 厶厶 <1 厶厶  厶厶厶 厶厶厶 A  厶厶  厶厶 厶厶厶 0 厶厶 

御 含可レ 被：， 下 候。 いづれ 長 人 之 儀、 內には 〔長 州 藩 地〕 外 夷の 襲來を 待、 外 は 〔京都 方面〕 出軍 之 次第、 實に死 

厶<;1 厶么厶  A 厶な厶 A 厶 A 厶厶厶 A 厶  A 厶厶 厶厶厶  <1厶<5<1< ！  <1厶 厶厶厶 厶厶， 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

地に 陷り 候。 . ^鬪と 申 ものに 御座 候へば、 定て破 立 候儀歟 と相考 候。 舊怨を 懷き候 事 は 素よりの 儀に 御座 候 

厶 <n  <1 厶厶厶 <5< ；!  AA 厶厶 厶厶 厶厶厶 A  <1 厶厶厶 厶厶厶  <1 厶 A 厶 A  厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 

得 共、 鬼，」 迫 候處を 幸に いたし、 兵 を 動し 候 儀、 誠に 無名の 軍と 相 成 候て は、 後 來迄之 汚名と 相 成 儀に 御座 候 

A  厶厶厶 AA 厶厶厶 A 厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

間、 斷 然御斷 切に 相 成 候 筋に 申 上、 其 通 屆相成 候 事に 御座 候。 

ふんげき 

元 治 甲子の 變 における 薩 州の 態度 は、 會津と 結んで 長 州 を 討った やうに 世間で 噂 さし、 殊に 長 州 志士の 憤激 は 


一通りで なく、 『薩賊 會奸』 と連稱 して、 味 #1 も 糞 も 一緒にして ゐ るが、 西鄕の 主張した ところ を 見る と、 決し 

て 策謀 的に、 會津 藩と 組み合って、 長 州 を 伐った ので はない ことが 分明で ある。 

西鄕の 目から 見れば、 甲子 兵變 は、 全く 長 *會 の私鬪 であると して ゐる。 隨 つて それ は 無名の 師 であるから、 

薩藩は 之れ に 加 はらぬ とい ふので ある。 然 らば 何故に、 薩州 は堺町 御門に 兵 を 出して、 會薩 連合の 形 を 執って、 

長 州 を 伐った ので あるかと いへば、 それ は 西 鄕の語 を 借りて いへば 一目瞭然で 『御 遣 策 〔齊彬 勤皇 周旋〕 通.^、  I ル 

闕御 守護』 に 邁進した に 外ならぬ。 『ただ 朝 命 を 奉す』 とい ふ大 信念 • 大 精神に 動いた に過ぎない。 故に 若し 此 

きんけつ  あ， ゝし 

時の 主客 轉 倒して 會津 が禁 網に 迫り、 長 州が 守護の 役割り を 演じて ゐた とすれば、 西 鄕は長 州 藩と 握手して、 會 

ig: 藩 を 討伐した に 相違ない。 西鄕は 私情に よって 兵 を 動かさす、 常に 大義に よって 動き、 名分に よって 左右して 

ゐ るので ある。 一旦の 勇に 逸り、 無名の 師を 輿す のが、 決して 忠義と はいへ ない。 心すべき ところで ある。 

殊に 西鄕は 勤皇 唯一 主義の 人で ある。 長 州が 憤激す る 事情に も、 充分の 同情 を 有して ゐる。 人の 窮地に 陷 いる 


かつ ぼ 


に 乘じ， 無名の 師を擧 ぐる は、 大丈夫の 爲す 所以に あらす と 喝破し 去った 處、 现義 明白に して、 情理 相 協 ひ、 西 


しゃかん 


鄕 の西鄕 たる 面目 を、 這 間に 見る ことが 出来る。 

【十三】 死物 狂 ひの 長 州 

一た び 大地 を ふまへ て 立てば、 驚； 犬 動 地の 變 ある も 確と して 迷 はない ところに、 西鄕 0 人と 爲り を兒 る。 彼れ 
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は 一た び 勅命 を 奉す るに あら ざれば、 斷 じて 出動せ ぬと 決した であるから、 幕府が 何と t 化しよう が、 長 州が 

.4U ん けつ 

如何に 騷ぎ 出さう が、 堅く 禁闕を 守護して、 貧乏 搖ぎ もしない。 そして 洽靜に 形勢 0 推移 を 見て ゐる。 若しも 長 

ぎんり 

.1; 兵が、 禁裡 近くに おいて ー彈 でも 發 する やうな 事が あれば、 そ 0 時 こそ 始めて 地 を 蹴って 立ち、 朝敵 を 討つ ベ 

きの 時で あると した。 西鄕 は大久 保に 與 ふる 書中、 前文に 續 いて、 更らに 次の 如くい つて ゐる。 

一 度 長 州 挫 候 はば、 幕 命を不 レ奉處 を以、 難 論 相 成 候 儀 は 差兒得 候 得 共、 夫 等 Q 煩 を 顧て、 ハヒ ま、 

^i^A  ^  A  ^  A ド 仏 5 力 AAA  A  A-  A  -  A  A  A  A  A  A  A  A  A  AAAAAAAAAAAAAAAAAA 

後來之 恥辱と 相 成 候 儀 共に て は、 却て 其 罪 も可レ 重と 相 考居中 候。 此上は 朝廷 如何 樣之 御!^, i 奢いだ ひき 

5 厶ゝド 仏 ^-、^厶 ^-:^^厶 厶 * 厶 f^:.^ ん厶 A 厶厶 <1A 厶 A 厶厶 A 厶厶 AA 厶厶厶 AV 厶厶厶 厶厶厶  <1 

て も、 御 安 慮 相 成 候 丈け は、 相 盡賦に 御座 候 間、 左檨御 納得 可， 被， 下 候。 いづれ の 筋、 長き^ 1 き チ!： 

f1、*L.'AA_AA-5-,AA<lA<lA<l<lA  A 厶厶 A 厶 A 厶厶 厶厶厶  <1<1厶<1 厶厶厶 A<1 

率 レ對、 御怨申 卜； 候 檨之儀 も 御麼候 はば、 其 節 は 不レ戰 して 相 濟申間 敷と 相 決し 罷在申 候。 右 等 Q 趣意 は、 御 

賢慮 を以、 宜敷 御執奏 被， 一成 下 1 候 檨奉レ 願 候、 尤も 幕府よりの 御 達 書 並 御 斷の御 書付 は、 表 通の 御 問 合 可 11 相 

成 1 候に 付、 文 略 仕 候。 然處宮 之 城 公子 〔島 津圖 書〕 の 御 儀、 二十 八日 御 出立の 筋に 御 極り 相 成 居候 得 共、 劍鎗 

さり ひ な は 

或は 切火繩 等に て、 陸地 叉 は 船 上より 罷登 候に 付、 御 下坂の 處、 御 見合 不 n 相 成 1 候て は、 相 濟申問 敷 儀と、 

吟味 仕 超 候處、 公子 思 召 も、 此變動 御 見捨、 御 立歸被 レ爲レ 成が たくとの 御 趣意の 事 御座 候へば、 却て 幸の 事 

と 奉：， 存、 暫時 御 扣相成 候 方 可に 且、 少し 居 合 相 付 候 はば、 早々 御 歸國相 成 候樣、 御 都合 可レ 仕儀と、 1^ &仕 

申 候。 此ー擧 に 付、 御國 許より、 早々 御人數 被, 1 差 出 1 候 時機に も、 有 二 御座 1 間 敷 候 間、 左 檨御含 可, 被レ下 候。 

若 御 人 數不レ 被, 1 差 出 1 候て、 不レ叶 機會も 御座 候 はば、 其 節 は蒸氣 船も罷 居候に 付、 急に 申 上 候 檨可レ 仕と、 差 


i 致 置 候 間、 是又 同樣御 含可レ 被：， 下 候。 此旨要 事 迄、 如 レ此御 趣 候。 恐々 謹言。  . 

六月 二十 五 日 〔元 治 元年〕  大島吉 之 助 

大久保 ー藏檨 

なんだい 

追て、 若 又 長 州 勢 を 得 候 事 も 御座 候 はば、 朝廷に 相 迫 候 儀 は、 差 見得 候 付、 是 でも 又 難題 は 到 來可レ 仕儀 

厶厶厶 厶厶厶  <1 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  <1厶<1厶<1 厶厶厶 厶厶 

と、 相 考居申 候。 しかし 死 も Q くるひと 申鹽 梅に 御座 候 間、 迚も 尾 をと り 候 考とは 相 見得 不レ申 候。 

ぞ くしう  あん はい 

西鄕 は、 -4- 州 派 逆襲 0 形勢 を 見て 『死 もの くるひと 申鹽 梅』 であるから 到底 物になる まいと 見當 をつ けて 居つ 

た 様子で ある。 叉た 薩 州より 應援歐 でも 繰 出さう かとい ふに 對 しても、 禁闕御 守護 だけの ことで ある 限り は、 そ 

12 やくしう おし 

の 必要 は あるまい といって ゐる。 西 鄕の沈 著 を 見るべき である。 西鄕 のい ふが ごとく、 長 州 派 逆 壟 は、 糙 かに 

死物 狂 ひであった。 また 死物 狂 ひならざる を 得なかった 0 だ。 

君側の 奸を掃 ふと はい ひながら、 苟 くも 輦毂の 下に 兵 を 擁して 進んで 來た である。 一歩 を 誤 まれば、 朝敵の 

てぎれん  み こし 

名 は 覿. 向 である。 況んゃ 網は縱 横に 張られて ゐ るの だ。 危機 ー髮の 瀨戶際 を、 お神輿 騷 ぎで 通らう とい ふの だか 

ら、 危險は 足元に 迫って ゐる。 

當時長 崎に あって、 外 艦 0 形勢 を 探索して ゐた勝 海 舟の 書中に も、 長 州 必死 Q 決意 を 報じて ゐる。 
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勝 海 舟の 書簡 妙 〔元 治 元年 一一 月 二十 九 5 

〔前略〕 何 檨長人 多く は 愚に して 直なる 者、 當節 必死 を 極 居候 者 も 多分に て、 君 侯 も 殊の外 心配の 樣子 〔中略〕 

きう モ  けんぜん  ， 

尤 御所 置に より 候て は、 國内 必死、 窮鼠の 勢顯 然と 相 見 申 候 略〕 

【ナ 四】 長 州進簞 の條， 理 

文久 三.； 本 0 大敗 を、 ここで 取戾す ことが 出来なければ、 長 州 は 再度 Q 重傷 を 蒙む つて、 界 たび 起つ ことが 出來 

ぬか も 知れぬ。 一藩の 運命 を 賭して、 長 州 志士が 死物 狂 ひとな つたこと は、 實に 避くべからざる 勢 ひとせ ねばな 

らぬ。 六月 十七 ：11、 寺 島、 入、 江、 久阪、 眞木 等の 首領 連が、 上 ノ關で 愈 M 出陣の 會議を 催 ほした 時に も、 充分に 

部署 を 定め、 條理を 正して 入京 を 計った のであった。 その 時の 部署 は、 

〔I〕 先鋒 隊 浪士 三百 人 〔久阪 、眞木 等〕 

〔一一〕 二番 隊 福 原 越後の 三百 人 

〔三〕 三番 隊 五 百 人 〔遊撃隊 三百 人、 國 司の 二百 人〕  ， 

〔四〕 四番隊 九 百 人 〔益 田 Q 四百 人、 毛 利 讃岐の 五 百 人〕  - 

〔五〕 五番 隊 本陣 〔毛 利 定廣、 三條實 美、 吉川監 物〕 


とい ふの 順序であって、 各隊共 それ/^ 入京の 名義 を附 して、 濫りに 平和 を亂す もので ない こと を、 明らかにし 

た。 そのい ふところ は、 大略 次の ごとくであった。 

40 よく ぢ やう 

第一、 先た ネ來、 疆ぷ勅 読 を 下された 通り、 攘夷の 大義 をー曆 明かに し、 聖 慮の あると ころ を廣 く； 大 下に 示す 

こと 0  . 

えんざい  ちょく ぢ やう 

第二、 三條 以下 六 卿の 寃罪 を訴 へ、 八月 十八 日 以後の 勅 ；？眺 は眞 の勒： いではなくて、 1* 府 の强ゐ 奉った もので 

ある こと を 述べ、 藩 公 父子の 宥免を 歎願す る こと。 

第三、 福 原 越後 は 藩侯の 命 を 受け、 江戸に 向 ふの 途中、 壯士鎭 撫の名 を 以て 伏 見に 止まる こと。 

第 四、 益 田、 國司は 共に 脆 藩 志士 取締の 爲 めに 入京した とい ふ 名義に する。 

せんぎ 

第五、 池 田 屋の變 において、 長 藩士 を 殺害した 狼藉者 を、 詮義 する 爲 めに 入京す る。 

各 i 倐理を 正しう して、 輕卒に 大事 を 誤 まって はならぬ と戒 しめた。 愈ぶ 國司信 濃 〔親 相〕 • 益 田右衞 門 介 〔鋭 施〕 

が 出陣す るに 當 つて、 藩主 は 最も 厳かに 左の 軍令 狀を發 した。  . 

くわん かつ 

一、 今度 其方 事、 上京 申 付、 諸隊の もの 预 置 候。 諸事 緩みな く 管轄すべき 事。 

1、 組 中の 者 は、 令 を 伍隊に 受け、 伍 隊は令 を 伍長に 受け、 諸 隊ー和 肝要た るべき 事。 

一、 私寇は 申す に 及ばす、 輕擧 暴動に 大事 を 誤り 候義、 尤も 厳禁の 事。 

1、 總て 非禮の 振舞 有 間 敷 事。 
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一、 國家 0 動靜 を、 猥に 他に 漏す まじき 事。 

一 、 姦淫. IS 酒 等 堅く 禁止 之 事。  . 

一、 磁；1^,^し：!0;衣服は勿論、 無用に 致すべく、 總 じて 諸士 匹夫 は 貴賤の 分限 を亂 すべから ざる 事。 

右の 條々 違背の もの 之 あるに 於て は、 軍律 を 以て 相亂 し、 品に 寄り 切腹 可 11 申 付-もの 也。 

元 治 元 年 六 月  黑印. 

國司信 濃 どのへ 

【十五〕 兵力 を 擁しての 歎願 

必死 を 期す る 丈け に、 諸般に 亙って 充分 0^ 用意 を 回して ゐた。 久阪、 眞木等 は 八幡 山 崎に 屯し、 福 原 越後 〔元 

せ，. >ぷ く  •  *1 ん きょ ， 

僴〕 は 伏 見に 陣を 取った。 そ 中に、 京都の 長 州 藩邸に 潜伏して ゐた長 藩士 等 は、 嗟峨 1K 龍 寺に 占據 した 之れ 

が 首領と して 來島叉 兵衞が 遊撃隊と 力士 隊と を率ゐ て； 大龍 寺に 乘り 込んだ。 豪傑 來島 のこと であるから 立 烏帽子 

に 陣羽織と いふ 服装で、 叙 S を 揮 ひ 陣太鼓に 法螺, を 吹き 立て、 嵯峨の 一角に 進軍した。 三百 年 耳に した ことの 

ない ブ， I ブ ー ドン ドン を 聞いた ので あるから、 京都 0 人氣 は、 一時に 引 立って 來た。 正に 六月 二十 七日 0 ことで 

あった。 是の 日、 九 門 は 悉く 閉 され、 衞護 0 各藩で は 萬 一 の 備へを 立て、 大小 砲 を 排列して 急に 應 じょうとした。 

しんかん 

廿 九日 守 衞總督 に 下された 瘥翰は 次の ごとくであった。 


I、 此 世上 騷敷. E、 甚以 心痛 之 事に 候。 昨年 八月 十八！ n 之 俊 は關白 始予之 所^ を も 嬌 候に て は 無, 之、 且 

其 後 中 出し 候 件々、 备眞實 に 候。 僞 励との 風 說有レ 之 候へ ども、 必々 心得 違 有 レ之間 敷 事。 

一、 親征 行幸 之 儀、 甚以不 レ好候 得 共、 段々 差 迫 言上に 付、 實に無 レ據、 大和 行幸 申出 候 得 共、 實は 意外 之 事 

に 候へば、 延引 申出し 候。 

かんえつ 

一、 十八 日 一件、 守護 職 之 儀 故、 肥 後 守へ 申 付 候。 同人 忠誠 之 周旋、 令, 1 感悅 1 候。 決而 私情 を 以て 致し^ 偽 

にて は 無.， 之、 其 3in 無, 違 可-一心 得 一事。  ， 

一、 長 州 人 之 入京、 決而不 宜 事と 存候。 此儀も 各 無， 1 疑惑 ー樣之 事。 

そして 幕府 は勒読 を 翳して、 長 州に 臨み、 七月 一 二日に は 大目 付、 水 井 主 水 正、 Ell 附戶川 t: 三郞 响人、 數 人の 公 

S= 方 を 伴って 伏兑に 出張し、 福 原 越後に 談判 を 持ち掛け、 歎願の 筋が あるならば、 自 から その 方法が ある。 1^ 裝 

して 入京す るの は穩當 でない から、 ー應 引返いた 上で、 改めて 歎願の 方法 を 執るべき である こと を： へ？^ いたが、 越 

とんし ゆう 

後 は 自分 一存で は 決する ことが 出来ぬ。 諸方へ 屯 集して ゐる 同志と 衆議した 卜： でなければ、 依， 1 の 1： やよ は 出來な 

いと 刎ねつ けた。 

れ 

*  *  氺 

旣に、 背 水の 陣を 引いて ゐる長 州 だ。 二三の 小役人の 訓諭ぐ らゐ て、 引き下がる 啓がない。 引き ド がる どころ 

か、 七：：！： 九日に は、 兒玉小 民 部が 四百 人 を 率ゐて 来り、 翌 十日に は、 家老 國司信 濃が 三百 人 を捉げ て、 崎に 到 
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り、 越えて 十四日に、 家老 益 田 右衛門 介が、 兵 六 百 を 率 ゐて著 京した ので あるから、 長 派の 勢力 は、 旋風 やう 

に 郊野 を； f ぎ 立てた。 危機 は 正に 目前に 迫 まって 見えた。 

當時 Q 形勢 を 回顧 すれば、 正邪、 いづれ あるか は 我れ 知らす、 文久 三年 0 秋 八月、 秋雨" fSi 解 どして 1^1^ に 1- ぎ、 

ばんこく 

妙法 院 0 鐘 音に、 萬斛 0 恨み を殘 して 去って 以來、 夢にも 忘れぬ 勤皇 恢復 0 壯圖 を、 今や ^前に 打開 せんとす 

る、 長 州 志士の 心懷 や、 實に想 察に 餘り ある ものが ある。 ー發 c> 砲 聲は、 嵯峨 か、 伏 見 か、 山 崎 か、 若し 長 州 行 

陣 問より 響き 來 らば、 全軍 を 擧げて 朝敵 0 地に 隨ち なければ ならぬ。 諸 軍が 長 州の 鄕土 を出づ るに 當 つて、 藩 

主 敬 親が 双眼に 淚を 浮べ、 汝等 c> 志ゃ壯 とする も、 必らす 味方から 發 砲すべき ではない と、 こ ir 々として 誠し めた 

の は、 ここ 0 危急 を慮ぱ かった からであった。 

♦  しんく わい  みだ  おくそく 

孝 明； 大皇の { 辰 懐 は、 天 高く 雲 深う して 濫りに 臆測す る こと を 許さない が、 過激 堂上、 棘i;《^f浪士を；^はせ給ぅた 

ちょく ぢ やう 

こ-と は數 次の 叙 錠に おいて， 明らかに 拜 する ことが 出来る。 然しながら 長 州 侯 父子が、 嘗て 朝廷の 爲 めに 盡 した 

勤皇 心に 對 して は、 少なから， fl^ 感 あらせられた ところであって 兒れ ば、 彼れ の 今日 0} 窮狀に 思 ひ 到らせ 給 ふ 参、 

大御 心に 同情の 湧かせ 給 ふこと がない とはい へぬ。 

宫廷內 でも、 必ら， f しも 反 長 州 0^41 氣を以 つて 滿 たされて ゐ たとば かり はいへ ぬ。 有栖川 宫、 正 親 町 三 條卿等 

は、 長 州 Q 爲めに 少なから す 同情 を 寄せて ゐた。 また これに 夤緣 する 公卿 も、 必ら すし も 少ない とはいへ な <:。 

幕府と して は、 實 に油斷 のなら ぬ 場合で ある。 

flll!li.flflllllillllllill  mi?  二  I-  III  - 


【十六】 I 橋慶 喜の 態度 

此 際にお ける 幕府 側 0^ 考へ は、 一橋 慶喜 派と 會津容 保 派と 兩論 があった。 會津 • 桑 名のい ふところ は、 長 州 

たんぐ わん  ぶ さう 

に 如何なる 歎願の 筋が あるに しても， 武装して 入京す る こと は 許すべからざる ところで ある。 宜しく 追討の 令 を 

發 して、 一 擊0> 下に 討伐すべき だとい ふ 主張で ある。 慶喜は 長 州 態度 穩當 でない こと を 難す る點 において、 

はんぶ く  んぜっ 

會* 桑と 同一で あつたが、 ー應 も、 再應 も、 反覆 懇說 して、 兵 を 返 かしむ ると いふ 策 を 執った。 一橋の 因循 說と 

して、 容保等 0} 痛愤 すると ころ は、 卽ち玆 にあった が、 一橋 は 何故に、 かく- _g 和說を 執った ので あるか、 やや 考 

ふべき ものが、 その 間に 含まって ゐ はしない か。 

鹿 喜 は 一 一度まで も 永 井 主 水 正 等 を 福 原へ 遣して ゐる。 固より 福 原 聽 くと とろと はならなかった が、 麼 喜は猶 

ほその 說 論 論 を 改めなかった。 慶喜 0} 腹中 は 察せられぬ こと はない。 若し 幕府より 進んで 追討 令を發 し、 砲 e: を 

開いて かかるならば、 西鄕 のい ふやう に、 全く 長 • 幕の 私闘に 落ちて 了 ふの だ。 そこで 幕府 は 飽くまで も靜！ S の 

態度 を 執り、 長 州が 砲火 を 開いたら、 その 時 始めて 輦毂の 下を亂 すの 罪名に よって、 堂々 と 之れ を 追討し ようと 

いふ 腹であった らう。 慶喜は 流石に 智者で ある 丈け に、 却々 上手に 立ち 廻って ゐた。 その上 手な 手先の： i^i" が、 

乃 美 織 江 を 使った 一 端に も 見えて ゐる。 

乃 美 織、 y は、 長 州 藩邸の 留守居 役 をして ゐ たが、 益 田が 上京の 後、 鹿 喜 は 一 日 彼れ を 呼んで、 一 1 原說 論の 任に 
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當 らしめ たので ある。 その 日 慶喜は 酒 井 若狹守 邸に 來てゐ て、 座右に は 河 田左久 馬、 松 田 正 人 〔因 州 人〕 多 m 莊藏 

〔對馬 人〕 が控 へて ゐた。 そこ へ 乃 美が 出 邸す ると、 慶喜は 右の 三人 を 伴って、 福原說 論に 行く やうに 中し つけた。 

その 結 栗 は、 頗 ぶる 面白い ことにな つて ゐる。 河 田 等 は 元 來長州 派に 同情して ゐた爲 めで は あらう が、 種々 談じ 

くわん てつ 

てゐる 中に、 說 論に 來 たの か、 ケシ かけに 來た のか 分ら なくなった。 『若し 諸君が 引退して、 願意が 貫徹し なく 

なった ので は、 我々 が 使者に 來た 面目が ないから、 强 いて 返け と は 云 はぬ』 とい ふ 話 向きと なった。 

慶喜は 果して、 彼等が 長 州 派の 同情者で ある こと を、 全く 關知 せす して、 附添 はした ので あらう か。 乃 美 一人 

で 充分で あると ころに、 特に 彼等 三士 を附 してやった ところ を 見れば、 慶喜は 深く 彼等に 期待す ると ころが あつ 

たに 相違ない。 ra^ して 然り とすれば、 暗に 三士 を 誘 ふて、 長 派の 激發を 導く の 肚裏ではなかった のか。 前後の 腿 

係 を 察すれば、 必ら すし も 記 錄の說 明 を 待つ まで も あるまい。 

抑ぷ慶 喜が、 長 州に 對 して 穩和說 を 執る に 到った のに は、 別に 原因が あった。 それ は、 y 戶幕閣 間にお ける 反 鹿 

こ-つと-つ 

喜 熱の 昂騰であった。 幕閣が 攘夷 を悅 ばな いのは 勿論の ことで あるから、 假 りに 一 旦の 術策に 出づ ると はい へ、 

麼喜 がその 腹心 松 平. M 克 をして 鎖 港の 全權を 握らしめ たこと は、 頗 ぶる 閣僚の 反感 を 買った ので ある。 それが 昂 

じて、 遂に 安藤信正、 久世廣 周、 太 H 資始の 閣僚 は、 廢 喜の 留守中 を覘 つて、 水戶慶 篤に 入說 し、 松 平直克 〔大 

含 ゆ .9*; やう 

和 守〕 を I 能 免して 了った ので ある。 慶 喜が 内外の 窮境に 立ち、 長 州に 對 して、 暫 らく！ 2 和說を 持して、 征討 論 を 

押さへ てゐ たの は、 此邊の 事情からで もあった。 


【十七】 松平容 保の 態度 

ノ t ほ 藩が 一橋の 態度 を： ef^ 斷 なしと して 憤った 事情 は、 容 保が 麼 勝に 與 ふる 書中に おいて、 明かに 兌え てゐ る。 

七：^ 十七 U 附の容 保の 寄簡 は、 當 時の 幕 情 を 知る に、 好個の 記錄 であるから 次に 揭げて S かう。 

ぶ：： ： 十三 より、 長 州 宰相 { ^來 の者、 全 出陣の 出立に て、 表 向に は 歎願の 樣にゅ 立、 伏 見 或は 峻蛾 • 

さく  ぐ  カラ 

出 崎邊に 屯^ 致し、 往々 大砲 を 並べ、 柵术を 列ね、 要所に 備を 設け、 ^$ら勢炎を張り、 威猛 を：： 小し 候體、 强 

訴の 姿に て、 歎願の 心 は 無レ之 候。 旣に 二十 七日に は、 伏 兒の長 州 藩 人より、 押而 入京の 趣 申來、 同 所 役人 並 

. 大 Is^^ 來 共よりも、 .J^ の 注進 申來 候に 付、 { ^來の 者 竹 m 街道へ 差 向、 小 子 も 病 體の儘 參內、 御 警衛 仕 候而、 

ぎ やう. くわ どうか けたて  » 

人/ 以凝 i|K 洞假建 中に 罷在 候、 併 朱 だ 親 敷 事 を 執 候 事に も不， I 相 成？ 一橋 殿御 委任に て、 家来の. S: にて、 in とし 

て參 殿、 扪 伺 小 レ申事 も 無二 御座 1 候。 一橋 殿に も、 最初 は大 に憤發 にて、 二十 七日に 直に 追討 致 候 も可レ 然と 

. の 俊、 御所 にても 御發言 有レ之 候。 然共、 其 日 は 其 場 も遁れ 候へば、 何れも 人事 を盡し 候に は不レ 如と 巾 俄に 

て、 常 二日、 大 監察 永 井 主 水 小 監察 戶川 t: 三 郞を伏 見に 遣し、 返 去の 儀 を 厚 論 解 致 候、 御所 御沙汰 を以 

^^1. 其以來 彼是 申立、 返 去不レ 仕、 最早 追討の 外 有：， 之 間 敷と、 一橋 殿 も；^ 心 被, 致 候處、 乂々 其說を 

變じ、 此 上人 を盡度 3:: にて、 諸 藩の 内、 見込 次第、 說得 致候檨 被， 1 屮付ー 候。 併 朝 命 • 幕 命 を 以て、 大小 監 

察の 論 解に 承服 不レ仕 候 間、 諸 藩の 家来 共に て、 論 解 相 屈 候 儀 は 有 レ之間 敷、 且 义不體 裁の Ki に 御座 候。 仍 

元治變 局に 處 する 西鄕. li:: 之 助  二 六 一 
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而 多分 は、 御請 不レ仕 候處、 其 中に も 御請 申 上 候 藩 も有レ 之、 當十 一 日 迄に は、 服 不服の 段 申出、 其處 にて 決 

着 致 候： lin の處、 其 間 仔細 有レ 之、 後れて 御請 申 上 候 杯申譯 にて、 一橋 殿 叉々、 御 勸に相 成 候。 其 邊の儀 は、 

何分 筆紙に 難レ述 候。 詰り 一橋 殿御 勸 より 起り、 其 叉 起り は、 水 *因. 備三藩 等の 入說 より 出 候 由に 御座 候。 

てう けん はく ゐ 

借 右 等の 云々 も捨 置、 前 申 上 候 强訴者 御 許容 相 成 候て は、 朝憲 幕 威も此 より 地に 墜ち、 ；大 下 は 暗夜の 如く 其 

上長 藩 申立 候 檨に相 成 候へば、 脫走 堂上の 復職、 浮浪の 入說 等、 昨秋 以前よりも、 幾 倍 か 暴なる 世界と 可 二 

相 成 1 は 差 見え 候。 然所、 一橋 殿御 決心に 鈍り、 數 日の 間 因循 致 候 中、 彼 は 鎭撫を 名と し、 益 大數を 引 入、 

備を嚴 にし、 難, 制 樣に趣 候 故、 諸 藩も堪 兼、 熊 本、 久留 米、 薩州、 土 州 隨而御 譜代の 諸 藩 共、 同樣 憤發、 

一 橋 殿 或は 宫方 堂上 方へ 出て、 右の 建言 致 候 事に 御 趣 候。 始此儀 正しく 勢强く 御座 候て、 猶 一決の 御沙汰 無レ 

之と は、 實に當 惑の 至に 御座 候。 然處、 關白 殿下、 中 川、 山 階兩宮 方、 近衛 殿 杯 は、 却而 決心 被レ 致、 一橋 

殿 は 被 レ闲候 事に 御座 候。 一 橋 殿に 就て 右 檨申述 候 は、 不本意 千 萬に 御座 候 得 共、 天 下是 より 闇に 成不レ 成と、 

ふくざう 

隨而宸 襟の 安 不安と に 係り、 輕重 比較し 難き 儀に 有レ 之、 叉 他の 御 方と も 違 ひ、 寸分 も 伏 臓 仕候而 は、 却而 

恐縮 仕り 直情に 申 上 候。 其 段 宜敷御 含 置 可, 1 被 下 一 候。 偖 右 之 通 決着 無レ 之より、 種々 の議を 生じ、 必. S 幕府 

の 御 因循より 事 起り 候 事と 申 も有レ 之、 一通 尤には 候 得 共、 是以 今日に 至らざる 前に 有 レ之候 事と て、 彼より 

押 來候上 は、 彼是の 議論 無レ之 奉レ存 候。 一橋 殿に も、 前段 之 通に 有レ 之、 天下 之 大任、 病床に 在て は、 何と 

も 難 レ堪候 間、 御 快方 次第、 御上 京 被 1 遊 被 レ下度 奉レ待 候。  . . 


松平容 保と、 一橋 g 喜との 間に、 旣に大 いなる 疎隔の 生じて ゐる こと を、 文中の 情理に 見るべき である。 

【十八〕 正 親 町三條 卿の 進言 

幕府 側の 歩調が、 鬼 も すれば 亂れ 勝ちで ある 一方、 死物 狂 ひの 長 州 は、 お 構 ひなく ドシく 軍勢 を 加へ て來る • 

せ：！ 廷側 では 親 町三條 卿が、 長 州 雪 宽の爲 めに 盡 力した ので あるから、 形勢 は 決して 侮る ことが 出來 ない。 正 親 

町 三條は 論じて いった。 

チ) もん 

『朝廷と して は、 此の際 長 州 侯 父子 を 召致して、 直接 尋問 せらるべき である。 そして 其方 等に 對 して は、 SH^ 

ごちよ くかん 

に 罪狀が ある 譯 ではな いが、 家臣の 中に 三條卿 等に 迫 まって 暴擧を 企てる 者が あつたので、 假 りに 御 勒御を 

蒙む るに 至った 次第で あるから、 家臣 等に 對 して 相當の 取締 を すれば、 此際勑 勘 を 解き 去って よいと 巾 渡さ 

だっさう  ざ いせ 、 

れ たなら ば、 必らす 平穏に 牧 まるに 違 ひない。 三條卿 以下 は脫 走の 罪が あって、 罪跡 は 決して 輕 くない 力ら 

i 厶せっ 

今 俄か に その 罪 を 許す こ と は 出来ぬ 旨 を、 懇切に 申達 せらる ベ きで ある』 

とい ふに あった。 朝廷で も、 正 親 町の 入說 によって、 最初 は 此說に 決して ゐた樣 子が ある。 之 を 11 いて 驚いた の 

は 俊 喜で ある。 彼れ は 直ちに 參內 して、 その 非 を 論じて いった。 

『長 州 歎願の 筋 は、 今日の 情勢 を以 つて、 許さるべき 筋合 ひの もので はない。 兵器.^ 携 へて 輦穀の 下に 迫り 

來 つたの は、 かに 朝廷の 尊嚴を 輕ん， f るの 所業た る こと 疑 ひがない。 若し 此の まま 長 州の 歎願 を 御 採用に 

• 元治變 局に 虚 する 西 鄉吉之 助  二 六 三 
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なること になれば、 朝 威 何に よって &持 する ことが 出来よう。 斯くて も 朝廷に おいて：.^ 親 町の 議に 決せら る 

なげう 

るなら ば、 .E 分 は！： より 會津侯 も 共に 冠を擲 つて そ 0 職 を 去る の 外 はない。 その後 は 長 州 をお 呼び入れ にな 

つて 勝手にな さるが よい』 

と ふる 高飛車に 威嚇して かかった。 諸 卿 は その 時、 一橋 0} 聲 色を兑 て、 一座 水 を 打った やうに 靜 まり 返り、 誰 

一人、 一言 も發 する ものがなかった とい ふこと である。 

W ラはっ  だんぐ わん じょせい は 

此 時の 長 州 派 は、 唯 だ ssin 1K 張りで もなかった。 友 藩 0 間に も、 相當の 同情 を 求め、 公卿 中に も 歎願 助成 派 

を 誘 ひ、 その 手 は 三方 四方に 伸びて ゐた。 備前 和 野 -對 州の 三 藩 は 救 長の 協議 を 遂げ、 之に 阿波. 筑 前. 安 

蒸丁 米 各藩 を 加へ、 幕府に 上書して、 毛 利 氏に 對 する 寬 典の 虚^ を 仰いで ゐる。 一 方 公卿 側で は大炊 御門 家信、 

屮山忠 能 等 三十 八 卿の 連名 を 以て、 一條 實良 卿に 對 して、 速 かに 内亂を 防ぎ、 直ちに 攘夷の 實 行に 及ばれん こと 

けん ほく 

を 建白して ゐる。 その 文に 曰く、 

いんじゅ 0 えんたい 

〔上略〕 攘夷 は 神州 大義に 候 嵐、 筒 様に 循延怠 候て は、 人心 不安、 已に 太平 出 之 如き 次第 も出來 致、 實に 

嘆息 之 限りに 候。 尤御 委任 之 次第 も 被：， 爲：， 在、 且 無謀 之 攘夷 は 被：， 戒候 間、 早く 良策 を 回し、 鎖 港 之 實効相 

顯れ、 叙 慮 を 奉：， 慰、 衆庶 も 安堵 可：， 致 樣勉勵 可：， 致、 急 度 御 催促 も： 个レ 被レ爲 ii、 此 儘に 時日 を 被 レ爲ぃ 移候內 

か-フ^  **.H うこく  たへ かね 

に は、 慷慨 報國之 徒、 苦心に 堪兼、 如何 樣 過激 之 行 作、 相發 敷と も 難：， 計、 苦心 之餘 り、 不レ 顧- 1 恐懼 1 令-一 

言上 1 候。 何卒 御 採 ffl^ 之 程、 偏に 奉 レ願候 也。 


六 二十 五 日 0 兀治 元年〕 


家 

ぎ 


匕 匕 

有 


爲 

有 


信 〔大炊 御門 大納言〕 

順 〔へ， m 川大納 言〕 

麗 〔橋 本 宰相 巾將〕 

正 〔淸 水 谷 宰 相 中將〕 

德 〔大 原 正 三 位〕 

通 〔六 角 三 位〕 

政 〔桑原 新 三 位〕 

望 〔西 園 寺 中將〕 

房 〔淸閣 寺 右. £• 將〕 

文 〔石山 左 京權大 夫〕 

顯 〔倉 橋 左 馬頭〕 

知 〔中 園 左馬權 頭〕 

榮 〔五條 侍從 兼大學 頭〕 

〔千 種大 夫〕 


公 

基 


章 

お 
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能 〔中 山大納 言〕 

胤 〔庭 田中納 言〕 

〔今 城 前中納 一 百〕 

〔藤 波 勢權 守〕 

S 橋 治 部 卿〕 

〔淸 1： 式部 權大 夫〕 

S  # 三 位〕 

〔梅 園 少 將〕 

〔中 御 鬥 屮將〕 

S 松彈正 少 弼〕 

基 祥 〔園 少 將〕 

〔高 辻 小 納 言〕 

S 水 ハ介大 夫〕 

〔石山 右兵衞 權左 介〕 

二 六 五 


ず 

敎 

宗 


有 

言 


長 

正 
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實 


具 

一- -1 


靜 〔梅園 大夫〕 

方 〔藪 新大 夫〕 

綱 〔岩 倉 大 夫〕 

長 〔東 坊城大 夫〕 

朝 〔大原 備後權 介〕 


寳 


二 六 六 

平 〔四 倐大 夫〕 

房 〔淸 閑寺大 夫〕 

受 〔中 園大 夫〕 

德 〔植松 大 夫〕 

通 〔六角 大藏大 夫〕 


此度從 11 ひ 實 良へ 建言 書 差 出 候に 付、 ー覽 候處、 御 時節柄、 至 當に存 候。 乍 二 愚眯？ 於 11 實良 1 も同檨 に存、 


C かんかう 

則 建言 書 差 出 候 間、 御 勘考 希 入 候 也" 

六 月 二十 五 日 〔同〕 


實 


良 〔一 倏大納 言〕 


偏へ に 攘夷の 實行を 急ぐ ところ、 暗に 長 州 派に 援護 を與 へたる ものである。 更に 七月 九日に 至って は、 九 卿 連 一 


ぎみ やく 


署を 以て、 朝廷に 上書し、 畲津 藩の 態度 を 難 じ、 長 州 藩を援 けんとす る 氣脈を 示して ゐる。 

*| ん くわん ない 

六月 二十 七日、 長 藩 天 龍 寺 迄 進 候 趣に て、 會 藩より 敷、 頻りに 九 門 を 鎖し、 禁 垣內、 兵器 を携へ 、横行 致 候。 

まよぎ 上 

其 事 は 承知 不：， 仕 候 得 共、 深く 長 藩 之 上京 を 拒 禦致候 者と 相 見へ 候 由 〔中略〕 朝廷より 進 返御處 置、 如何 被レ爲 

れんか  ふつらん 

レ在候 哉。 此儘延 日に 相 成 候て は、 自然 武臣 之 爭を輦 下に 生 候て、 勢 四海に 波及し、 天下 沸 亂之害 を 可 レ生哉 

と 奉 レ^ 候。 元 來長藩 之罪狀 は、 辨別不 仕 候 得 共、 全く 疎忽之 者と も 不二 相 聞 1 候 間、 朝議 之 程、 如何 被 レ爲レ 

在 候 哉 〔中略〕 一 應 委細 之 情實、 御 示 論 奉， 1 懇願】 候。 


七月 九 日 〔元 治ー兀 年〕 

從 光 〔北 小路 三 位〕 

雅 ーーー曰 〔植 松 少 將〕 

爲 榮 〔五條 少納 言〕 

基 E  〔石山 右兵 衞權. 介〕 

安 中 〔五迁 大 夫〕 

斯 やうな 狀勢 であるから、 公卿 中に も、 相 應に長 州 勢力の 進出 を 見るべき で、 その 勢 ひも、 一概に 侮り 去る ベ 

きもので もなかった。 

【十九】 西 鄕大に 近衛 卿に 說く 

近 衞忠翻 は、 頗 ぶる 處 置に 迷った と 見えて、 人 を 派して 西鄕を 呼び、 宮廷の 事情 を 述べ、 『扨て 薩 藩の 考へは 如 

何で あるか』 と 尋ねた。 時に 西 鄕は容 を 改めてい つた。 

『自分 0 兑る ところ を以 つて すれば、 一橋 いふと ころ、 如何にも 尤もで ある。 長 州 歎願 0 筋が あらば、 自 

みだ  おんとう 

から その 方法がなければ ならぬ。 猥りに 兵器 を 擁して、 宮廷に 迫る の 形が あるの は、 頗 ぶる 穩 當を缺 いて 居 

る。 懇々 とそ Q 不心得 を說 き、 軍兵 を ー應返 去せ しむべく 敎 ふべき である。 人事 を盡 し、 禮 篛を盡 しても、 
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彼れ 遂に 聽 かすして、 暴發 する の曉 において は、 その 時に おいて 始めて、 長 州の 罪狀を 明記し、 朝廷より し 

て 各藩に 向って、 追討 救命 をお 降し になるべき である。 果して 斯 くの 如くならば、 名義 明かに 情理 正しく、 

朝 威 内外に 振 ふこと、 正に 日月の 光の 如くで あらう。』 

さんだい  こん ゆ 

と 述べた。 近衞 卿も薩 藩の 深意の あ： ると ころ を 解し、 直ちに 參內 して、 一橋の 說の 如く、 暫 らく 懇 論の 方法 を 執 

るべ きこ と を 論じ、 H=i 親 町 三 條の議 はこ こ に 覆 へ された。 

西鄕も 勢ひ旣 にこ こに 到って は、 長 州と 一 戰の外 は あるまい と、 決心の 臍 を 固めた と兒 える。 彼れ が大久 保に 

與 ふる 六月 二十 七日の 書簡に、 次の 如くい つて ゐる。 

大久保 利 通に 與 ふる 書 〔元 治 元年 六月 二十 七 曰〕 

ぼう わう あ ひ あら は 

先便 申 上越 候 通、 禁闕御 守護 丈の 處、 一筋に 可 11 相 勤- 賦に申 上 置 候處、 今日に 到り 候處、 長 州 暴 横 相 顧れ、 

有栖 川宮、 並 正 親 町 等 を 相 かたら ひ、 朝廷 を 八月 十八 日已 前に 打替、 我意 を 働く の 趣意と 相 見得 申 候 次第に 

<;1厶<;1厶<3<3 厶 A<3 厶 厶厶厶  <1厶< "厶 AA 厶 厶厶 "；"， 厶厶 A 厶 厶厶. A 厶 5" 厶ム厶 厶. » 

御 候。 いづれ 勒命 を以、 征討 之^ 相 下り 候 得 者 長と 不二 相戰 1 候て 不二 相 叶 1 時機 も 可 vlF レ之 決心 致 居候に 付 

あ ひと まり さ ふら ふ 

蒸氣 船の 儀 は、 大 坂へ 相 滯 候て は、 懸念 は 勿論の 事に 御瘦候 間、 早々 御 差 返し 相 成 候 方、 可 レ然雍 と 吟味い 

おさし かちめ 

たし 居候 處、 旣に 今日は、 九 門 御 差 固 相 成、 長 州 勢伏兑 より 押 來候段 相 聞 得、 大騷 動の 事に 御座 候 問、 n 十 速 

あら *M し 

援兵 御 差 出 相 成 候處、 蒸氣船 を以、 表 通 御 問 越 相 成 候に 付、 荒增 大意 迄、 上 候 間 左檨御 心得 可 レ被レ 下 候。 


成 丈 相 忍び 可 vs. 含に て I 能 在 候處、 暴威 を以、 朝廷 を 取 崩 候 仕方に おひて は、 もう はだ まり 兼 候 次第 御座 pi 

ざ ぼう 

八月 十八 日 已前を 眞の叙 慮、 其 後 之處は 都て 僞 謀の ものに いたし 成し 候 事に て、 堂上 方 過半 長 州 同意の 向と 

相 兌 得 中 候。 此上 は、 何様 相 こらへ 候ても、 必す 我國打 崩され 候 儀無レ 疑、 いづれ 朝 命 を 奉じ、 相戰 より 外 は 

無 M 致 方 1 雍に 御座 候 間、 能々 御 合 點可レ 被- 1 成 下 1 候。 恐 々謹言。 

六！ n:  二十 七日 夜認 〔元 治 元年〕  大島吉 之 助 

大久保 一 藏樣 

書中に おいて、 西鄕 0 決意 を晃 ると 共に、 彼れ が 繰り返しく 『朝 命』 の 語 を 用 ゐてゐ ると ころに、 深く 服 をつ 

けて 置かなければ ならぬ。 何故ならば、 ここが 一橋との 根本 方針の 岐 かるる ところで あるから だ。 

西鄕は 朝廷 を 主として 考へ、 慶喜は 幕府 を 中心として 考 へたので あるが、 それが 偶然に も、 元 治 元年の 對長州 

の 態度に おいて 一致した ので ある。 彼等 は 巧みに 相 提携して、 長 州 を 蛤 御門に 擊ち、 相次いで 西國に 追討 軍 を 出 

したが、 根本的 立脚地の 相違 は、 彼等 をして 最後までの 道 伴れ たらしめ なかった。 俊 喜 は 後に 到って、 薩長 連合 

： 単の 地 を 捲いて 東來 する を、 空手に て迎 へねば ならなかった。 

常時 崎峨の 陣中に、 松 田 道 之が、 西 鄕旣に 孤島 を 出で、 今 は 京都に あって、 薩 藩の 中心と なって ゐ ると 傳 へた 

時に、 眞木等 はどうしても それ を 眞實と は 信す る ことが 出来なかった さう である。 眞木等 は 思った。 若し 西鄕が 

來てゐ るなら ば、 薩 藩の 意見 は必ら すー變 しなければ ならぬ。 何と なれば 西鄕は 他の 薩 藩士の やうに、 私的 感情 
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とら  おし  りうた く 

に囚 はるる の 人で はない。 彼れ は糙 かに 尊皇 倒幕の 主張者で ある。 それが 爲 めに 再度の 流謫を 蒙む つたので はな 

いか。 西 鄕旣に 薩藩を 率 ゐてゐ るなら ば、 今日の 場合、 決然と して、 立って 君側の 奸を掃 ふの 態度 を 執る に 相違 

ない。 然るに 薩 藩の 現 狀を昆 るに、 依然として 幕府と 提携す るの 態度 を 改めて ゐ ない。 これ 西鄕の 來てゐ ない 何 

よりの 證據 であると。 

眞 木の 西 鄕を兒 る や、 ^かに その 一 半 を 道破して ゐる。 併しながら、 それ は實に 一 半た るに 過ぎなかった。 如 

か そめ  ぽ うかく 

何なる 事情の あるに もせよ。 西鄕は 苟且に も 宮廷に 向って 砲門 を 開かん とする が 如き 暴 客の 味方ではなかった。 

けんだ う  & り  けい 4o よまう だう 

西鄕は 大道 を 行く の 人、 險道を 走って 奇利を 博しょう とする 者の 友ではなかった の だ。 深く 輕擧 妄動 を戒 しめつ 

つ、 西 鄕は靜 かに 大勢の 推移に 隨 がって 行った。 

【二十】 慶 喜の 苦慮と 公卿の 動搖 

一橋の 穏和 說 なる ものに 就いては、 猶ほ 深く 考 へなければ ならぬ 政略が あつたに 相違ない。 會津 侯の やうに、 

いんじゅん こてく 

1 圖に麼 喜の 因循姑息と ばかり、 押し詰めて のみ 行かれぬ 事情が あつたで あ. らう。 

一 橋が 幕府の 中心人物 として、 元 治 元年の 葛藤に 處す るに 當 つて、 見遁 がす ことの 出来ない ものが 二つあった。 

それ は 『公卿』 がその 一 で、 『薩 摩』 がその 二であった。 幕府 內輪 のこと ならば、 人手 を 煩 はさな くと も、 自分 

の 一 存で 何とで もなる。 き 津ゃ越 前 や、 鬼 も すれば 一 橋に 背 を 向け 勝ちで ある けれども、 これと て 親族 仲間で あ 


つて 見れば、 幕府に 不利益な こと を考 へやう 苦 はない。 一時 感情の 行き 違 ひから、 蔭口 をつ く 位の こと はあって 

を てん 

も、 萬 一と なれば、 葵の 御紋に 1^ 點を 印す る やうな こと はしない。 

長 州 は 常の 敵 だ。 時と 處と 人の 和と を以 つて、 之に 一 擊を加 ふれば よい。 幕府に 對 して、 或 ひ は 味方の 如く、 

味方で ない 如く、 今日の 味方が 明日の 敵と なり 兼ね まじい もの は 『公卿』 と 『薩 摩』 とで ある。 慶喜 たる もの、 

深く これ を 考慮 せざるを得ない ではない か。 

勤皇の 中心 府 たる 宮廷、 それ を圍繞 して ゐる者 は 公卿で ある。 天皇 親政 論の 歸 すると ころ、 自然の^に 公卿に 

たし 

勢力が ついて 來た とはいへ、 當 時の 公卿 間にお いて、 眞 に獨自 一個の 識兒 を以 つて、 糙 かに 意見 を 立て 川 i る もの 

しんき やう 

は、 僅かに 指 を 屈する 程に 過ぎない。 他の 多くの 紳卿 は、 右と いへば 右、. 左と いへば 左、 幕府から 入說 すれば 幕 

くらが 

府側 となり、 薩長の 進言が あれば、 何時でも 薩長に 鞍替 へす る 連中で ある。 

大事な 公卿が こんなに 頼みに ならなくて は、 危ぶなくて 仕事 は出來 ない。 確乎と して 幕府が 決心 を据 ゑ、 征長、 

けう かつ 

の師を 起さう とする 時に 當 つて、 何日 何時、 長 州の 人說に 脅喝され て、 變說 しょう も 測られぬ とあって は， 慶喜 

たる もの、 浮かと 手出し は 出来ない ではない か。 

それで 最初； i 原 等が 伏 見に 來た 時に、 朝 幕の 間で 種々 の 意見が あった。 幾分 か 長 州に 同情の ある 公卿 や、 赛勿 

JJV?C> わん 

れ 主義の 人々 の 中で は、 何ぞ 歎願の 筋が あるならば、 入京 を 許して 聽 くだけ は 聞いても よいで はない かとい ふ も 
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ち よくけん 

のが 多かった。 廣喜等 幕閣の 諸侯 側で は、 ー應 大阪邊 まで 返 かしめ、 そこで 應 接せし めねば、 勒譴を 蒙む つて ゐ 

せ いさ い 

る ものの 制裁が 立たぬ とい ふ 論で、 隨分 長い間、 小田原評定 を續 けた。 伊達宗城の 『日記』 の 一節に 此 時の 情僞 

を 述べ て 次の やうに 記して ゐる。 

愚考、 此頃之 長 末 家々 老、 入京 歟、 大阪迄 敷 之 儀に 付、 先日より 我輩 申出 候 は 左の 通、 

朝廷より 罷出 候檨、 御沙汰 故、 入京の 方當然 ながら、 萬 一 何等 六 ケ敷相 成 候 時、 御動搖 御座 候て は、 以の外 

之 御 養に 付、 其 所 御す はり 次第 候 得 共、 大阪之 方 相 成て、 悔悟 不, 仕と 申譯 無二 御座 1 候 故、 彼 地に 相 成 度と 申 

す 主意、 

昨夜 之處 にて は、 幕府に て、 都て 取締 出来、 御 安心と 受合 候なら、 入京 も 可 レ然、 左 もな くば 大阪之 方に 可レ被 

レ成 よしなり。 朝廷より は 幕へ 受合 かと あり、 幕に て は、 朝廷に て 御 動き 無レ之 かと 申 上 候。 

實に 長大息の 至、 泣 血の 事に 候。 〔三月 一日、 在京 日記〕 

これで は 何時まで 經 つても、 確然た る 意兑の 決まり やう はない が、 一橋が 公卿 を 危ぶむ 事情の 一半が、 文書 裹 

面に 充分に 讀 まれる。 同夜 松 平定 敬と 語る の條 にも、 宗城は 同 樣の記 錄を？ S めて ゐる。  . 

『關白 殿、 昨夜 御沙汰 之 趣、 今朝 來 於-一二 條總裁 T 老若 大小 監申談 候處、 及， 一事 變 1 候 はば、 幕に て鎭靜 可レ致 

候 得 共、 右 時 合に 至、 於 二 朝廷 1 御 動 搖被レ 爲レ在 候て は、 如何と も 致 方 無二 御座？ 其 處を以 御請 申 上 候 處に決 

評、 nil ぺ 一同 參候、 申談 候處、 同意に 付、 參， S: 之 上、 右 之 趣 被 二 申 上 一 候處、 達， 1 叙 聞 T 御 尤之義 に 付、 大 


_阪 迄 之^に 御 取 極 之よ し』 ；： ム々。 

簡？ $ ながら、 當 時の 幕府 • 公卿^に おける、 長談義の 一端 を 察する ことが 出來 よう。 一 橋の 意、 決すべく して；^ 

し 兼ねた の は、 此の 邊の 意味 合 ひが 含まれて ゐ たの だ。 

〔二十 一】 一橋 慶 喜の 誘 薩の大 策 

今一 つの 謎 は 『薩 摩』 である。 これ は 一橋に とって は、 公卿よりも 難物で ある。 公卿 は 御し 難いと は いへ、 い 

い たけ だか  . 

よく 六ケ 敷く なれば、 威猛 高に なって 大喝 すれば、 一 縮みに なって 了 ふ。 が藏州 山出しの： eiH,- は、 御殿 存 ちの 

公卿と 同一 に は 行かぬ。 何となく 幕府に 味方し さうな 氣 配が あるが、 ：^日 何時、 矛 を 逆 まにして i ほって かからぬ 

とも 限らぬ。 對薩 問題 は、 少なくとも 一 橋 心中の 第 一 難關 であった らう。 

一橋 は、 飽くまで も 薩を誘 ふて、 長 を 打つ の 道具と しょうと 試みた。 幕府に 執って、 必らす や 他日の 火 敵と な 

る もの は、 薩長に 遠 ひない 位の こと は、 慶 喜の 考へを 逸する 道理がない。 そこで 長 • 薩 多年の 反感 を 利 W して、 

いう さつ 

此の際 長 を 打つ に薩の カを以 つて すれば、 則ち 夷を以 つて 夷 を 制する の 結 si- となる に 相違ない。 鹿 喜が 誘- S の大 

^は、 ここに その 立脚 を？ はいて ゐ たの だ。 幕 £^ して 薩を誘 ひ 得る か、 薩 5;- して 幕 を 制し 得る か、 ここが 疫甚と 南 

洲 との 力量の 岐 かるる ところで ある。 前に 叙した やうに、 南洲が 固く 『朝 命』 を 執って 動かう としな いのは、 こ 

の關 係の きに おいてして ゐ るの だ。 
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元 治 元年 七 月 四日 附を以 つて、 西鄕 が大久 保に 與 ふる 書中に おいて、 彼れ は 確信 を 述べて 言って ゐる。 

大久保 利 通に 與 ふる 書 〔元 治 元年 七月 四日〕 

去る 二十四日、 長 州の 大臣、 福 原 越後、 多 人數引 連れ、 着 伏の 次第 は、 追々 申 上越 候 處相達 候 はん。 漸々 六 

ケ敷勢 ひに 成立 候 付、 最初よりの 始末、， 1 々不 -I 申盡 T 急， -の 事故に 御座 候 間、 得と 申 上越 候 付、 深く 御 勘 

考の 上、 御 申 上に 相 成 候 儀 共、 宜敷御 計 可 レ被レ 下 候。 扨 越後 〔福 原〕 より 歎願 書 差 出 候 儀 共 は、 蒸氣 船便より、 

かため 

寫差上 置 候 通の 事 御座 候處、 去月 二十 七日 晩方、 長 州 勢より、 伏 見に おひて、 會津の 堅人 數を 驚かし、 ^て 

踏 通、 上京 可レ 致との 趣に 御座 候處、 京地 大騷 動いた し、 九 門 御 鎖 閉に相 成、 各藩 堅人 數を 相增、 甲胄に て 

キ %|<1拔 身 等に て 出張の 形勢、 直 檨戰爭 の 姿に 御座 候 間、 早速 物見と して、 三 手 差 出 候處、 爲レ何 儀 も無レ 之、 

御所 邊騷 動不 1 二方 1 次第に 御座 候。 堂上 方 は 勿論、 一橋 〔鹿 喜〕 • 所 司 代 • 守護 職 も、 大病ながら、 押て 參殿 

S たし 候 事共に 御座 候處、 正 親 町 三條公 〔實 愛〕 よりの 御 議論の 趣 は、 長 門 宰相 〔毛 利〕 父子 上京 被-仰 出 ハ方 

御不 藩の 廉は 無レ之 事に 候 得 共、 家臣の 者 共、 三條 〔實美 卿〕 等へ 相 迫り 候 趣 も有レ 之、 夫 故 御 勘氣を 蒙り 居候 

得 共、 勅勘 御免被 レ成 候、 段、 被 11 仰 出 1 候 はば、 ， 平穏に 可 11 相愼 7 七 卿 方の 儀 は、 如何にも 御免被 n 仰 付 一筋 も 無 

之、 脫 走の 罪 不レ輕 候 付、 其 邊は御 許容 被 レ遊筋 も 無レ之 段、 御 達に 相 成 候 はば、 無事に 可 n 相濟 1 との 趣に 御 

朝廷 其義に 決し 居候 由。 然處 一 橋 夕方より 參內 いたし、 申 上 候 は、 此節長 州 歎願の 筋、 御 探 用 相 成 


* じゅん 

筋に は無レ 之、 兵器 を 携へ來 り、 朝廷に 相 迫 候 儀、 臣 子の 分 を 越、 以不遵 の 事に 御座 候。 朝 威 益 衰候御 事 

厶 厶厶厶 厶厶厶  < -厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 <3A 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶 厶厶厶 < ！厶 

にて、 斷 然と 御 採用 無 レ之、 長 州え は 歎願の 筋 も 有 レ之候 はば、 夫々 歎願の いたし 樣も可 レ有レ 之、 繩 にても か 

かり、 至誠 を M き 申出 候 はば、 如何にも 善き 筋 は、 御 採用 相 成 廉も可 レ有レ 之 事に 御座 候？：： 共、 兵 を 引て 相： a 

候 儀 は、 決て 御 取 揚無レ 之、 早々 人 數引拂 候樣、 御 達 相 成、 至 當の御 事と 申 上 候. a、 若 此儀を 御 採用 御座 候 

はば、 今 晚會律 を始、 一橋に も、 御 役 御斷可 11 申 上 1 候 間、 長 州 を 被 11 召 入 1 御 勝手に、 如何 樣共、 可 レ被レ 遊と 

んぜっ 

演 舌に 及 候處、 朝廷 駭然 たる 事に て、 一 言 を 被 レ吐候 御 方 も、 無レ之 由、 御座 候， H、 其 夜四ッ 時分 にても 御座 

候 や、 府樣 〔近 衞忠 房〕 より、 御所へ 早々 罷出 候樣、 私へ 御 達 有 レ之候 付、 早速 I 能 出 候處、 右 兩樣の 議論、 何 

く ざう 

れが至 常に 候 や、 無， 1 伏臟 上 候樣、 承知 仕 候 付、 一 橋より 言上の 趣、 如何にも 尤の議 と 奉 レ存候 付、 其處 

を 以御達 相 成、 若不レ 奉， 一 承知 1 候て、 暴發 いたし 候 はば、 其 節 は 長 州の 罪 狀を明 {a に 相 記し、 朝廷より 各藩 

に、 追討の 勒命相 下り 候 はば、 名義 正しく 朝 威 も 相 振い、 速に 攻滅し 可 レ申議 と、 御 答 中 上 候て、 露 

候處、 朝議 一橋の 論に 相 決し、 和戰共 一橋の 見込 を以、 所 置 可レ致 旨、 御 委任 相 成 候. H に 御座 候。 是 より 先、 

厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <3 厶厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <3 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶 A 厶 厶厶厶 厶<1 厶 

因 州より 廻文 を以、 長 州の 歎願 筋、 御 採用 相 成 候樣、 周旋 致し 可レ吳 との 趣 も 有 レ之候 得 共、 一 J1 不 11 取合 T 會 

律 より は 是非 援兵 差 出 KK 候樣、 偏に 申 來候得 共、 此御 方檨御 儀に 付て は、 禁闕御 守 衞朝命 を 以て 被 11 仰 出 1 

？れ 候て、 夫 丈 ケの人 數淺し 置 候 問、 迚も 分配いた し 候 儀、 不, 1 相 調 1 處 を以、 無レ據 も御受 合出来 幾 候 趣 を以、 

相斷、 朝廷 遵奉の 筋 吃と 突立 可レ申 一筋に 御座 候處、 御屋敷 中 にても、 長 州 を 救 ふが よいの、 會 $：： を 助け 

元治變 局に. SI する 西 鄉吉之 助  二 七 五 
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ん にやな らん 杯との 議論 も、 紛々 と 相 發り候 得 共、 名義 正しく 朝廷 遵奉の 道 _个1 相 立 1 候て は、 決て 不レ動 

き、 ^^^f  K^^^Ff.^  f0f^ 何 議論 沸騰いた し 候ても、 

筋合 を亂し 候て は "小 U 相濟 一儀と、 ひどく 持 張 候 事に 御座 候。 一橋 手より 長 州え、 朝 命を傳 へられ 候 儀に 付て 

は、 幕府の 大小 監察 を以、 被 二相 達 T 幾 時限に 伏 引拂 候樣、 其 時 を 過し 候 はば、 彌 朝 命 を不レ 奉に 相 決し、 

違 刺の 罪 を E し 可 レゅ と 相 達し、 諸方へ 人數繰 出し 堅め 付 m は、 急速に 不二 相掛ー 候て は、 敵方より 先 を いたし、 

却て 害 を 引 候 も 難 レ計候 付、 i だ 數差出 候樣、 一 橋より 小 松 家 呼出し、 直達に 相 成 候 得 共、 定論 通 筋 を 正し 

く 致し、 名義 を 不レ亂 處を以 被， 1 相 答？ 何分に も 各藩へ 朝 命 を以、 追討の 命 を 下され 候 はば、 堅陣 を 此方 一 

手を以 引受、 可， 1 打破 1 段 も、 被 11 申述 1 候 儀に 御座 候， w。 右 等 0 處は、 太夫より 直に 御中 越に 相 成 候 はん、 文 

略 仕 候。 然處長 州へ 御 達の 筋、 今日明日と 相 待ち 居、 此上は 朝 命 を 奉じ、 征討 可， 致 事と 明め 居候 處、 昨日 

の 朝議、 今日 内 府樣へ 相 伺 ゆ 候處、 昨夕 四ッ 時分 一 橋參 殿いた し 申 述候趣 は、 關 にお ひて？ ぉノ まの 儀到來 

S たし 候。 其 譯は水 戶中納 言 殿 〔鹿 喜〕 より 鷹 司 様え 被 11 仰 越 1 候 は、 大和 守 〔松 平 直克〕 水戶 殿え 何の 相談 も不 

レ致、 閣 老始、 小 監察 迄、 九 人の 人數返 役 申 付 候 次第、 不束の 致 方に 付、 早速 返 役 屮付候 段 申來、 巳に 安藤、 

久 世の 兩人 の 向に 御 極 候. H。 就て は水戶 殿に は 屹と御 譴責 相 成、 大和 守 復職 被 二 仰 出 一度との 儀に て、 卽夕 

御 書付 等 も 相 調 候處、 得と 勘考の 上、 明日 言上 可レ 仕との 趣に 御座 候 由。 就て は 長 州へ 相 達 候 儀 も 出來兼 候。 

其譯は 攘夷 鎖 港の 儀 を 相尋候 節、 答 檨無レ 之と 申 居候. W に 御 極 候。 前夜 一橋より 御 議論 中 上 候 事と、 ^以^ 


m 致 候。 接 夷 等の 俄 可 二相 拘ー譯 にも 無レ 之、 此 節の 議は、 兩 辜に 相 成 候譯に 御^^^ば、 等 を W 杯 延候虑 

一橋の 意底不 レ被レ 計、 長 州へ 組し 候 か、 又は 勒命 を以、 足 張、 越 前、 阿波、 土 作、 藤 堂 等の 諸侯、 御 召 相 ゆ 

居候. H 御」 M 候 間、 其邊 の處、 待合 候 儀 か、 關 東の 破れ を 聞て、 旣に我 身 も 被 レ返候 問、 i;:WMn 候賦 か、 何分 

不， 一 相 分 一事に 御座 候。 いづれ 大亂に 傾き 候 はんか、 相 察 居 申 候。 私共の 吟味、 此度長 州 挫け 候ても、 此 末の 

處、 一 橘に 兵 權相歸 し 可 .，屮 候 m、 是非 筋 を 正しく 致し、 朝 威 相 立^ 處を 趣意に いたし 15 候處、 此 期に 相 成、 

此.： とも 恨の 俄 無， 1 御座-候。 事情 細々 書取 かたく 御座 候 間、 何卒 御 深 察 可：. 被：^ 下 候。 畏州勢 も、 &_峨丄大 龍 

寺に 三百 計、 伏 見に 四百 餘、 山 崎； 大王 山に 三百 計と 申 事に 御座 候。 多く は浪. f*f と 被 n 相聞ハ 破る = に は 忽ち 

if す 事に 御 庵 候。 三ケ 所の 兵 传應援 も 出 來不レ 巾、 一 方づ つ 崩 立より 外 は 無レ之 事と まい 存候。 W 州 は 一向 

相ぬ け 候： _叻 と相见 得、 備前は 些扣； 1$ 候 姿に 御. 11 候。 其 外の 藩 は、 少々づ っ丽々：：：^-込と被ーー相^^1巾4^  V： 卜- r^* 

の處、 お 州 一味の 方 多く！ k1 り 人た る 事に 御 極 候。 尹官 も此節 は、 餘^ 御 はまりに 相 成、 是 丈け は大 幸の 事に 

御條 候。 ： 止 親 町三條 にも、 說が特 り、 是非 福 原 を 入京 被 二 仰 付 1 候 方、 ^旋 可-一致 吳 1 樣、 柳 原！ S え 中 參忙け 

內府 公の 御 咄に御 庵 候。 今日は Sii よりの 御 妝相達 候 付、 決て 御 召の 事に は 有 レ之間 敷 やと、 相 考へ候 付、 

内々 內府樣 迄、 御 伺候 處、 急速の 御 事に は 無- 1 御座 一 候 由 承知 仕、 安堵 此 事に 御座 候。 私共にも相考巾候.^^、 

いまだ 御 h 京 相 成 候 儀 は、 些：： 十く 候に は レ之間 敷 や、 今少し 時機 を 御 H ル合被 レ下候 方、 可 レ{ 几债 と相考 ：5 巾 

候。 いづれ 大破に 相 成べ く 車ながら、 今の 鹿 を以、 御 立」 むし 相 i< 候處、 六ケ 敷、 いっそ どちらで も 相 極り^ 

ー兀 is W にじ 11 する 西鄕レ -;; 之 助  二 七 H 
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上、 御 出張 被 レ遊候 方、 御 宜敷は 有 レ之間 敷 やと、 愚考 仕 候 得 共、 其 邊の處 は、 思 食 次第の 儀に も 御座 候 間、 

何分に も 宜敷御 取 成可レ 被, 下 候。 此旨 荒々 奉, 得, 1 御意 1 候。 恐々 議言。 

七月 四日 〔元 治 元年〕  大島吉 之 助 

大久保 ー藏檨 

尙々、 動 も 不動 も、 信義 名分 上に おひて、 間違 は不, 1 仕出 1 候 間、 是 丈け は 御 安心 可, 被, 下 候。 

別紙 伏 見に 於て、 服 部 政次郞 より 探索いた し 候 書付、 差 出 候。 與， f^』$ ^よりの 書面 かと 相 察 申 候。 長 州へ 御 

達 相 成 候 儀 無二 相違 T 一橋より 一昨日 朝廷に て 申 上 候 口 振と は 相違 ひ 候 付、 如何の 譯 かと、 聞 釓候得 共、 

其邊 の處、 委敷不 -1 相 知 1 候へ 共、 御 達 相 成 儀 は、 間違 は 有 レ之間 敷 やと 相 考居申 候。 就て は、 返答 振りに 

依り、 御所 置の 品 も 可 レ有レ 之、 不遵の 儀 申立 候 はば、 速に 征討の 命 相 下り 可,. S. 事と 相 待 居 申 候。 直樣人 

數を引 拂ひ候 はば、 此節迄 は 戰に不 ,1 相 成】 儀 かと 相 考候得 共、 つまり 戰に不 11 相 成 1 候て は不, 濟 勢と 相考， 

居 申 候。 今明日の 擧動、 只 相 待 計に 御座 候。 恐々 謹言。  ， 

七月 四 日 〔同〕  大島吉 之 助 

大久保 一 藏檨. 

追 啓上、 段々 一橋の 處、 疑念 起り 勝に 御座 候 得 共、 長 州へ 組し 候譯 とも： 小, 被, 思 候。 乍, 然心 鉢不， 被, 計 候。 

西鄕の 意の 那邊 にある や、 脈々 として 文中に 漾ふ もの ある を 決して 見落す 者 は あるまい。 西鄉 がー 橋の lig を觀 


破して、 動く が 如く、 動かざる が 如く、 靜 かに 機 を覘 つて ゐ るの を 兌て、 慶喜は 『芋 奴、 遣り 居る ヮ』 と、 苦笑 

を 禁じ 得なかった であらう。 ... 

や ますそを 0 

然しながら 俊 喜 もさる 者 だ。 後に 至って 次第に 長 州に 接近す るの 態度 を 見せて 來た。 山裉小 野の 村し ぐれ、 人 

ど 0  あねご  じ もく 

目を楚 ふ 美々 しさ は、 何處の 姐御の 嫁入り やらと、 巧みなる 哉、 狐の 行列の 危うく も、 人の 耳目 を該 めんと した。 

西 鄕の追 書に、  - 

• 追 啓上、 一橋 之處、 疑念 起り 勝に 御座 候 得 共、 長 州へ 組し 候譯 とも 不レ 被, 思 候。 乍, 然、 心 體不, 被レ計 候。 尙 

々動 も 不動 も 信義 名分 上に 於いて、 間違 は 不レ仕 候 間、 是 丈け は些 安心 可 レ被レ 下 候。 ， 

けんべん 

と ある。 西鄕は 矢張り、 狐と 人と を 見誤 まらなかった。 越えて 九日に 大久 保に 贈る の 書中に も、 鹿 喜の 横變、 測 

*-|  べんせ き  ， 

るべ からざる 擧措 を雾柝 して ゐる。 その 文に いふ。 

大久保 利 通に 與 ふる 書 〔元 治 元年 七月 九 曰〕 

殘暑 敷 御座 候 得 共、 御 兩殿檨 益 御機嫌 能、 可 レ被レ 遊- 1 御座 7 恐 悅の御 儀 奉レ存 候。 次に 賣兄御 同慶 奉レ賀 候。 

陳者畏 州御處 置に 付て は、 名分 大義 御當 然の譯 にて、 決して 御 異論の 筋 無-一 御座 1 候處、 長 州 荷擔の 堂上、 尹 

など 

官 〔朝 *1 親王〕 幷陽明 殿 〔近衞 父子〕 杯 を 奉レ刺 杯との 說相起 候處、 例の 御 持病、 恐怖 直樣 起り 立、 段々 と 建言 

仕 候ても、 難レ 被， 行 t£ 成立、 殘 念の 至に 御座 候。 此機會 不：， 可 V 失時 にて 朝 威 可 n 振 立 一の 處、 如何ん とも 

元治變 局に 處 する 西 鄉吉之 助  二 七 九 
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,:, n  .  .  '  ：  '  ：  • ： -  >  .<厶<"<1 厶厶厶  <1<1 厶 厶厶厶  厶厶厶 厶么 厶厶 厶厶厶 <3厶  厶厶厶 <i<d 

難レ 致、 血淚 を吞條 事共に 御座 候。 一橋に も 初日の 議論 も稍變 じ、 何分 不斷の 姿に 相 見得. S. 候。 關東表 大破 

厶厶 厶厶. 厶厶. 厶  厶 A 厶厶  厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  么厶厶厶厶<1厶<1厶厶厶<^厶<1  <;1厶<3<1厶<1.^厶^- 

に 成立 候處 より、 如レ此 次第、 暫く 勢 を 見合 候 事 か、 或 長 州へ 內應の 說も相 發候得 共、 いまた 夫 程に は參り 

申 11 敷、 乍レ然 安心 は 出來不 vs. 事に 御座 候。 久世 〔廣 周〕 安藤 〔正 睦〕 -冉 職との 說も、 追々 相 響 候 得 共、 いまだ 

糙成 事に は 無二 御座 一 候。 川 越 〔松 平 直克〕 復職の 儀、 朝 命を以 御沙汰 相 成 候て は、 如何に 成立 可レ申 哉、 安藤 

等、 蒋 役いた し 居候て は、 迚も 奉じ 申 間 敷と、 相考候 次第に 御座 候。 右 等の 擧動も 不一 一 相 分 1 候 付、 様子 を 伺 

居候 ものに て は 有, 之 間 敷 哉。 安藤 樓を握 候 はば、 一橋 も危き 事に 候へば、 夫より 氣 後れいた し 候 はんかと、 

推察いた し 居 申 候。 昨日 は閣老 より、 御 留守居 呼 出有レ 之、 長 州 人 數引拂 候檨、 朝 命 を 以て 被 二 仰 出 一 候 付、 

ひつ さやう 

备 藩よりも 說 得可レ 致^、 御 し 相 成 中 &、。 右 は 畢竟 一橋 草稿 相認、 ケ樣に 御沙汰 相 成 候樣、 建言 仕 候譯に 

すた 

御座 候へば、 何篇 一 橋の 手 限りと 申 ものに 相 成、 朝 權衰れ 行 候 事に 成立 可レ中 か。 か  11 方 陽 明 殿 杯の 慮、 一 橋 

え 任 置 候 得ば、 後 雞無レ 之との 事 計に て、 朝 威の 振 ふか 振 はぬ か は、 全 御 構 無 レ之御 事に て、 意 恨の 事に 御座 

候。 御 察 可 レ被レ 下 候。 右に 付、 大道の 筋 を 以て、 說 得の 處、 御 斷中上 候 儀 は、 表 通 御 問 合 可 11 相 成 1 候 間、 文 

略 仕 候。 右說 得の. 一條に 付、 因 州より 出會 いたし 吳 候樣、 御 留守居 方へ 申 來候得 共、 右 同 樣の振 合 を以、 出 

席 斷中遣 候。 至 當の御 虚^ を以、 朝廷より 御 連の 筋、 不レ奉 候て は、 違 勅の 名 を 蒙 候 儀に 御座 候 得ば、 伏 

して 說得可 レ致筋 も無レ 之、 別に 餘論無 レ之候 問、 可 レ及ニ 御斷？ との 事に て、 一向 打 合不レ 中、 因 州 は 長 州荷擔 

の 1：! 一  魁に 候 得ば、 決して 取 込の i も雞レ 計、 當分 I は、 朝廷 遵奉の 筋 を 一 圖に立 込、 少しも 不レ動 候處、 外より 


は 動靜不 レ被レ 計、 双方より 望 を掛、 味方に 可 二 引 入 一との 事に て、 幕府の 方より は 十 人位 にても 守衞を 出し さ 

へい— 犬 候へば、 諸 I 振 はまり 可 レ巾候 付、 何卒して 人 數を繰 出し、 可 レ？. 犬との 譯に 御座 候 共、 初 度の 舉動 不二 

ふ 谷 易 lii にて、 勢に 乘り、 俄に 人數共 1緣 出 可 レ申時 態に て は無レ 之、 無 レ據兵 を 動し 候 ものに て 無レ之 候て は 不二 

相濟？ 勿論 筋合 を にいた す處、 肝要の 儀と 奉 レ^ 候 付、 些とも 動 搖不レ 致、 英氣を 養 ひ 居候 事に 御座 候。 此 

十一 日限に、 引 拂候樣 御達し 相 成 候 付て は、 此 度迄不 11 立 返 1 候て、 いづれ 追討の 勅命 相 下り 可 V& 儀と 奉レ 

候 付、 其 節 は、 正々 堂々 の 兵 を以、 長 賊を驅 し可レ 申と、 相 待 居 申 候。 長 州の 後 詰の 勢、 三千 人 追付养 

坂の 段、 注進 來候 .5。 如何に 致 じても、 京地に おいて 暴 を 働き 候て、 關來の 樣には 參り中 敷、 只今 の^に 

て は、 會 gi- の 一 乎 を以、 可 n 打破 一と 相 考居申 候。 近 方の 諸侯へ 御召し 相 成 候 勢、 追々 馳來、 越 前當侯 も、 十 

u に は 御 若 京の ^ に 御座 候 由。 藤 堂 並 尾 張 逢 の人數 は、 日々 集來候 間、 迚も 長 州より 破 付 候 俄 無 一一 覺束 1 こと、 

レ かん 

屮迄も 無レ之 事に 御座 候。 去月 二十 九日に は、 下の 關邊、 二 艘の夷 艦 相 見得 候. s、 糙に相 知れ 巾 候。 此條 は、 

關^^-ょりた途て英夷橫濱出帆の砌、 申 遣 相 成 候 儀に 御座 候。 上海より 長 州 人兩人 を列來 居候 處、 右を乘 せ、 

^役人 乘込、 致 二 出帆 1 候 由。 就て は 此貳艘 の 軍艦と、 長 州 表に 於て 不レ戰 候^ば、 決して 和 を 取り組 候 もの 

たしか 

に 相 逆 無レ之、 砲發. S たし 候 得ば、 直 樣橫濱 より 數艘の II を 可 11 差 廻 一と 申來 候。 和 戰の虚 、糙に 相 分不レ 申， 

如何の模^！にて御座候^^、 一  左右 相 待 居候 俄に 御座 候。 か 無謀の 搦夷論 を ip 居候て、 和 を 構 候て は、 お 州 

に は 大ドの 人^も ^離れ 可レ 巾、 彌戰に 決し 候 はば、 追 付 襲 來可レ 致 事に て、 內 外せ^: g 候 に 御座 候。 此 匕= お 
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地の 形勢、 荒々 如レ此 御座 候 。恐々 謹言。 

七月 九 日 〔元 治 元年〕  大島士 口 之 助 

大久保 ー藏檨  _ 

西 鄕は慶 喜の 態度に 就いては、 愼 重の 注視 を懈 たって ゐ ない。 繰 返へ し慶 喜と 長 州との 握手 說を 警戒して ゐる 

はんかんく にく 

ところ を兒れ ば、 一橋の 反問 苦肉の策 たる、 長に 倚る と 見せて、 薩を誘 はんとす る祕策 は、 相當 に. 外の 耳目 を 

うかが 

動かしつ つあった ことが 窺 はれる。 

【一一 十二】 ^御 s: の變 起る (一) 

發 せられた る 『送 戰 狀』 

斯 くして 七月 十日 過ぎに 至って、 形勢 は K に 危機 ー髮に 瀕して 来た。 長 州 兵 は 陸 繽と して 入京し、 十四日に 家 

老益 田が 約 六 百の 兵 を 率 ゐて着 京す るに 至って、 長 派の 陣容 は 略ぶ 整った。 萬 一 を 慮って 西 鄕は薩 兵 を 招いて ゐ 

たが、 十一 日に 至， つて 薩士數 百 名 相 率ゐて 藩邸に 入った。 勢 ひこ こに 至って は 最早 衝突 は 時機の 問題であった。 

* いさ らう  なみ 

七 M 十七 日、 諸 藩の 代表者が 三本 木の 淸^ 樓に 集合して 協議した 席上、 西鄕は 『長 州 旣に朝 意 を 蔑す るの 明か 

なる にぶいて は、 諸 藩 聯合して 征 長の 軍を擧 ぐべき である。 若し 諸 藩の 理論 相 合せす して、 一致 を 見る ことが 屮：： 


來 ないならば、 薩 一藩の カを以 つて 之れ に當 るの みだ』 と 述べた ので、 滿座 異議なく 征 長に 一決した。 斯くて 討 

長の 勅命 は 降下した。  、 

有栖川 官、 中 御門 經之卿 等が、 あはた だしく 參. して、 長 州 藩の 處分 を、 何分 寬大 にして、 兵火 を 未然に防が 

ん こと を 進言した のも此 日であった。 併し、 ニ條卿 は、 叙 慮に 反する の 故 を 以て、 此議を 拒絶し 去った。 

1 橋疫喜 は、 此日更 らに永 井 主 水 正 〔大 監察〕 戶川 i: 三郞 〔小 監察〕 に 命 を 含めて、 伏 見に 遣 はし 返却 を 命じた。 

福 原 越後 は 表面に 幕 命を受 くるが 如く、 襄面 では 威嚇して JeJ- の 行 はれ 難き を 示す ものの 如くであった。 然しな が 

ら慶喜 は 何 を 思った ので あるか、 十八 日に 至って、 更らに 長 藩 留守居、 乃 美 織. y を 召して 退 兵 を 論した。 固より 

大勢の 流れ 下る ところ、 一石の よく 遮り 得る ところではない。 

幕府 は 卽ち諸 藩に 令 を 下して、 長 州の 進 擊に備 ふべ く 左の 如く、 伏 見 • 山 崎 • 天 龍 寺 各方 面に 部署した。 

慕 軍の 部署 

〔伏 見方 面〕 

〔1 ノ先〕 戶田釆 女 正氏彬 〔病中 重臣 名代〕  〔大 垣. 藩〕 

〔ニノ 先〕 井伊 掃 部 頭眞憲  *  〔彥根 藩〕 

. 但し 掃 部 頭 は 禁闕を 守るべし。 且桃山 は 井伊 家に て 只今より 取 布べ し。 
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〔ニノ；： C 松 平 肥 後 守容保  〔會 津 藩〕 

松 平 越 中 守定敬  〔桑 名 藩〕 

但し 職 柄に 付 方面の 諸 軍 を 令し 進 返 を 司る ベ し。 

〔伏 見 長 州 屋敷へ 入る〕 薛田相 模守廣 孝 〔京 見廻 組 組頭〕 〔備 中淺尾 藩〕 

〔監 事〕 御 目 付 1* 

但ー ーノ 見に 在りて. 諸 軍に 令を傳 ふべ し。 

〔遊 丘 0 有 馬 遠 江 守 道 純  〔越 前 丸 岡 藩〕 

小 笠 原 大膳大 夫忠幹  〔小 倉 藩〕 

H 一 伏 見 勝利 の後戶 田. 小 笠 原 • 有 馬の 三 手 地形 をし めて 愛に 備へ 其 餘山崎 の 奇兵た る ベ し" 

〔八 幡〕 松 平伯耆 守宗秀  〔丹 後宮 津 藩〕 

但事發 せざる 前に 付 八幡 山 取 布 事 肝要 也。 

【山 峰 方面〕 

〔先 手〕 柳澤 甲斐 守 保 中  〔郡 山 藩〕 

〔ニノ 見〕 籐堂和 泉 守髙猷  〔津  藩〕 

. £1 し 藤 堂 は 八幡 も 心得- 


〔東 寺〕 一 橋 中 納言慶 喜 

〔本陣 螫衞〕 會 S: 兵 

i 軍〕 御 RT 付 某 

〔奇 兵〕 ，1 川 越 中 守 鹿 順 

有 馬中務 太夫 度賴 

〔天 龍 寺 方面】 

厶 厶厶厶 A 厶厶厶 

〔右一 ノ先〕 島 律 修理 太夫 茂久 

〔右 ニノ 先〕 本 多 主 勝 正康積 

〔右 ニノ： Es 松 平 越 前 守茂昭 

t 左  一 ノ， 先〕 大久 保加賀 守忠禮 

〔左 ニノ 見〕 松 平 隱岐守 勝 成 

〔洞ケ SO 九 鬼大隅 守隆都 

織 田 山城 守 信 氏 

〔坂 本〕 栃木 近. y 守 綱. 張 

〔伏昆 土 州 屋敷〕 山 內土佐 守豐範 
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〔久留 米 藩〕 

厶厶厶 

〔薩 摩 藩〕 

〔近 江 勝 所 藩〕 

〔越 前 藩〕 

〔小 田 原 藩〕 

〔豫州 松 山 藩〕 

〔丹 波 綾部 藩〕 

〔丹 波 柏 原〕 

〔丹 波 福 地 山 藩〕 

〔土 佐 藩〕 
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〔市中 見廻り〕 市 橋 下 總守長 和 

〔長 州對州 屋敷 押〕 前 田筑前 守慶寧 〔名代 重役〕 

〔監 事〕 御目附 1* 

但ー ーノ 見に 在りて 方面の 諧 軍へ 令 を傳 ふべ し _ 

〔遊 兵〕 青山 因幡 守忠敏 

〔締リ 役〕 前 田筑前 守瓷寧 

但三 條邊に 在りて 機に 應じ 應援 すべし。 

〔豐 後梳〕 間 部 FH 治 

小 出 伊勢 守英尙 

. .H 一宇 台 橋 も、. ：；- 得 ベ し 。 

〔老ケ 坂〕 松 平 豐前守 信 篤 

〔下 加 茂〕 仙 石譜岐 守久利 

〔上 加 茂〕 池 m 相模 守鹿德 

〔鷹ケ 峰〕 池 E 備前守 茂 政 

〔上 加 茂より 川 側 手前〕 尾 州 勢 


〔近 江 仁 正 寺 藩〕 

〔加 賀 世 子〕 


〔丹 波德山 藩〕 

〔加賀 世子〕 

〔越 前 鯖 、江 藩〕 

〔丹 後圜部 藩〕 

〔丹 波龜山 藩〕 

〔但馬 出 石 藩〕 

〔因 幡 藩〕 

前 藩〕 


八 

.JL. 


な 


僅かに 長 州 一藩の 進路に 對 して、 幕府 は 三十 藩の 勢力 を 配した ので あるから、 これで は 全く 袋の 中の 鼠と もい 

ふべき 狀 態であった。 前田慶 寧の 一 手 を 以て、 長 州 屋敷と 共に 對州 屋敷に 押へ しめたの は、 當時對州藩の^1^?-が 

き づか 

氣遣 はれて ゐ たからであった。 

之に 加 ふるに、 宫門內 外に 對 して は、 更らに 左の 如く 手配し、 蟻の 這 ひ 出る 隙 もなから しめた。 

〔宮 門內： 一 


中立 賫門 

紛門內 南 

下 立 賫 門 

寺 町 門 

今 出 川 e: 

〔宮 門外〕 


ハム 家門 


noj 匕 

PI  d. 


〔筑 

〔仙 

〔肥 

〔久 

〔水 

〔會 

〔尾 

〔小 


藩〕 

堂〕 

臺〕 

後〕 

留 米〕 

戶〕 

津〕 

州〕 

E5 ぎ〕 


給 門 

淸和院 門 

堺 • 町 門 

石藥 師門 


乞 


厶 


臺所門 前 

日 門 南 

猿 ケ 辻 


〔會 

〔加 

〔阿 

〔薩 


津〕 

賀〕 

前〕 

波〕 

摩〕 


〔尾 張 家老、 渡 邊飛彈 守〕 

〔桑 名〕 

〔紀 州〕 

〔岡 藩〕 
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朔平 e: 前 根〕 

いぬ ゐ ごもん  ， 

是に 由って 之 を觀れ ば、 津茂久 は； 大龍寺 方面の 一 の備 としての 任に 常り、 は 乾 御門の 警備に 任じた ので 

あった。 

朝廷が 旣に 追討 令 をお 下しに なると 決した ことが、 長 派の 陣中に 達する 前に、 いよく その 態度 を 決する 爲め 

に、 七：：！： 十七 日、 八幡 男 山の 本 營で大 會議を 開いて、 議論 を 上下した。 その 時には、 久阪、 眞木、 宍戶は 固より、 

來島 などと い ふ 總大將 連が 悉く 集ま つ て 、 協議 を 凝らした の であ. つた。 

席上 久阪は 飽くまで も 歎願 論であった さう だ。 彼れ は鄕土 を出づ るに 當 つて、 忠正 公より 懇々 として 戒 しめら 

かリ そめ  ちょく けん 

れた言 f^? を 守って、 必らす 我れ より 砲火 を 交へ て はならぬ、 苟且に も 勅譴を 蒙む る 身の、 輕卒 なること があって 

はならぬ。 とい ふ意晃 で 事 今日に 至って は、 ー且朝 幕の 命 を容れ て、 軍 を 大阪に 返け、 世子 侯の 到 著 を 待つべき 

だと 誡 しめた。 宍戶は 固より 老成 人で あるから、 久阪と 同様、 飽くまで も 歎願 論 を 主張した。 そして 此の際 は 一 

應大阪 まで 返く の 外 はない と 論じた。 これ を 聞いて 烈火の やうに 怒った の は、 來島 叉兵衞 であった。 先ん する 者 

は 人 を 制すと いふ I 鼠まで、 學問 など をす る 奴 は、 萬 一 の 時に なって 腰が 立たぬ と 倒しつつ、 盛んなる 進 擊論を 

唱 へた。 久阪は 幾度 か淚を 揮って 之れ を誡 しめ、 死， は 易く して 生 は 難し、 暫 らく 隱 あして 機の 到る を 待つべし と 

教 へ.^ け：^ ども、 必死 を 期した 士気 は、 最早 や 如^と も、 術の 施しよう がなかった。 來島 は猛り 立って 首った。 


『お前 逹は戰 が 恐ろしい から、 逃げ 仕度 をす るの だら う。 命が 惜しければ 天王山へ でも 登って 見て ゐろ。 

俺 は 一 维の 下に 會 ig: の 首 を 落して 見. せる から …… 』 

1^木和^:水の意！！：5-は固ょり進發論で、 常々、  , 

『形 は 假令高 氏で あらう とも、 心さへ 楠 公であるなら ば、 必ら， f 誠忠の 達せぬ こと は あるまい。』 

といって ゐた。 眞木は 純眞の 勤皇家であった けれども、 遺憾ながら 政局の 機略 を 知らなん だ。 久阪は 流石に 松 下 

し.^ ら そく  げふ 

村 塾の 駭：： 儿た。 深く 時局の 裏面 を兒て 居った。 併しながら 總 ベて は 勢 ひだ。 長 派の：^ 心 は旣に 定まり、 十九 日曉 

を 期して、 三方 面から 京都に 進入す る ことにな つた。 そして 十八 日、 三 家老の 速 i!f を以 つて 松平容 保の 罪狀を 

てまけ つ 

别 抉した 『送 戰^』 を 所 司 代に 送った。 問罪 書 を-兼ねた その 『送 戰狀』 は 次の 如くであった。 

送戰狀 〔元 治 元年 七月 十八 日〕 

讜按、 陛下 攘夷 之 御 志 者、 弘化 年來、 終始 畫 一之 御 事、 雖 n 今日 1 被：， 爲レ替 候 御 儀 は 不レ被 レ爲奉 レ存候 所、 去 

じかつ みん 

秋 以來、 御 橈 被：， 爲：， 遊 候 檨に相 疑 儀有レ 之、 恤民之 儀 者、 御 ；4< 性に 被 レ爲, 渡、 猶更御 深切に 被， 爲：， 在、 浦々 

島々 之 小 民 迄、 艱苦-小 レ致、 億兆 安然、 不レ 得， 1 其 所 1 者、 無， 之樣 との 御 素志に 被 4it, 在 候 はば、 齊； 大 率土、 

誰か 感戴 奉ら ざらん。 然るに 交易 之 害に て、 僻 土に 至る 迄、 一民 も 疾苦 を 免る る 者無レ 之、 殊に * 戰之 下に 

て は、 殺氣 凄慘、 人心 恂々、 朝不恤 夕と も 可 レ中 實に恐 入 候 次第に 御座 候。 其 所以 然者 を相尋 候に、 松 平 肥 
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よう れつ 

後 守 之 所爲に 御座 候。 肥 後 守、 其 性 剛^に て庸 v.^、 名分 等-小-一 相辨？ 叉家隸 共、 奥州 荒 僻 之 塞 土に 候 得ば、 

唯 其诚を •  狼り、 城市 を虐る 事而已 にして、 1K 朝 之 所レ？ 3;、 且餃盧 之 新 雞レ有 爲レ在 候 御 事 を も 相 辨小レ ゆ、 籍糾 

を 欺き、 義士 を 忌、 昔時 山 法師の 惡 行よりも Si 敷、 其 罪を數 候に、 十指 を不レ 屈と 雖も、 其大 なる もの を擧 

候 はば、 去年 八月、 調練 叙 覽可レ 被：， 遊 5 曰、 被 二 仰 出 1 候 節、 調練に は 不用の 野 戰砲數 挺、 御花畑へ相運1^^、 劫 

^ 之 爲に相 倫、 同 十八 日 未明、 御 築 內をも 不：， 憚連發 仕、 禁闕へ 押入 候 事、 是 大罪 一也。 關白鷹 司 公、 幷三 

條 殿下、 常時 被レ蒙 11§ 勘 1 候 御 國事掛 寄 人 等 之 御 方 迄、 孰 も 國家之 柱石に 被 レ爲レ 入、 聖明御 輔佐 被 レ有レ 之 候 

處、 其大德 高才、 純忠 至誠 を 奉 11 恐 入 1 候より、 百方 讓毀、 暴に 朝參を 停め、 終に 幽閉 沈淪之 御身と なし 奉り 

候、 其 罪 一也。 戎狄を 被 レ爲レ 惡候御 事 は不レ 及：， 申、 外 夷に 相 交候義 は、 せバ 宗家 先に 厳禁の 致 方 有レ之 候處、 

長 崎 表に 役人 を 遣し m は、 國產 絹糸 油 等 を 交易 仕、 年々 些少 之 私利 を 得 候 猿〕^ を 以て、 二 港 丈 は 殘し度 段、 频 

に懇訴 仕、 款慮を 遵奉 不レ 仕、 祖先 之投を 破壊 仕 候 事、 是其罪 一也。 當卷 廷議、 肥 後 守 守護 職不 レ可レ 然とて、 

越 前 家へ 被 二 仰 付 1 候に 付て は、 殆逛返 迫り、 遷遠 I 能 在 候 内、 處々 請謁、 叉 其 職 を 得、 闲 之餘、 .ie 井 之 無 

頼 を 致 第、 壬！^に爲レ屯、 且家隸 に 其 綠米 を 宛 行 不レ申 哉、 市井 横行、 僅に 過ち 有 レ之候 得ば、 直に 其 家 庵-を 

沒收 し、 或は 夜陰 辻 切 持參物 を爲， 取 T 洛中 洛外 を 擾亂仕 候、 是其罪 一也。 其尤 t^l 敷に 至 候て は、 去 =： 五 

日、 夜 遠に 兵 勢 を 繰 出し、 藩邸 を 取 園み、 且旅宿 等に 押入、 多人數 殺害 縛 取、 所在 家財 衣服 等迄盜 取、 尙叉 

同月 二十 七 曰、 何故 共不レ 知、 劎戟 旅旌相 用、 遽に參 内、 乘輿を 御 玄關へ 平附、 九闕を 以て 身 園と 爲す。 乎 


き p うがく ふんど  あくぎゃく ほうれい  、  .1 

^無法 無禮、 朝憲 を不レ e:、 幕 法 を 不レ守 次第 普： 大 率土、 驚 憤怒 之 至に 不レ堪 候、 其 惡虐： 《5 戻 之 形 に 相^ 

1!^、 大 なる もの 大凡 如 レ此に 御座 候 得ば、 其 小なる ものに 至て は、 筆紙に 雞 レ盡、 况んゃ 其 心 術 朝廷 を 蔑視 仕 候 

じゅつ みん  、 

事 は、 ，ぶ 信顿、 木贫魏 仲に も 相 越 候。 畢化化 彼樣之 者、 望き 御 役儀 を 胃 候 故， 攘夷の叙慮も、恤5:^の^心召も 

讲 U 徹不， 仕而 巳なら す、 H< 下 大亂之 本、 皇國 必滅 之 秋に 御座 候。 微臣等 主人 並 三條殿 以ド、 御寬宥 被-仰 付： 

壤 夷之 御國 是、 速に 相 立 候 儀、 ；大 地 鬼神に 誓 ひ、 哀訴 歎願 申出 候處、 嘗以御 探 用 不レ被 こ 仰 出？ 是亦肥 後 守 所 

爲を 以^に 時日 を經、 浮浪 Ms の 像 を誣讒 し、 干戈 內亂 之禍 を不レ 顧、 列藩 を 欺き、 廟議 を奉レ 促、 無-勿 體- 

も 鳳 葷を搖 動し 奉らん と 迄、 相 巧 候 段、 最， 早： 大下 萬： iis 爲に其 儘雞ー 1 相 S は T 陛下 祖宗 之御爲 に、 ffi^ 不レ 

仕 候て は、 不 n 相 叶 1 儀に 付、 肥 後 守 儀、 於- 1 闕下 1 討伐 相 加 候 i^、 速に 九 闕內御 追拂、 洛外へ 引返 候 様、 被-一 

尙赫然 大誅の ST 速に 被-仰 出 1 被レ下 候樣、 奉レ 願、 暂時 S 之 下、 驟擾仕 候 儀 可 レ有レ 之、 深 奉- - 

•  へいす よこん *>  . 

恐 入 1 候 得 共、 其 段 は、 不， 得 レ止義 に 付、 御 免 被-一 仰 付 1 候樣、 奉レ願 候。 微臣等 不レ堪 -1 恐 權 一 屏居懇 祈、 誠 

禱之 至、 萬 死 泣 血 謹 奉仕 候。  • 

長 防 浪士中 

推して 京都に 進入す るロ實 として は、 餘 りに 用意 を缺 くもの があった。 一から 十まで 會 *i 問罪に 終って は、 長 

きの 私闘に 外ならぬ ではない か。 京都 警衞 その 宜しき を 得ない が 故に、 君側の 奸 として 之れ を播滅 するとい ふ 振 

I 出しで あるが、 何故に 彼等 は、 堂々 ひ 解， き 奉る の 立 意に 依り、 闕 F に 伏して 歎願す ると 云はなかった ので 

元， 治變 に處 する 西 鄕吉之 助  二 九 一 
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あらう。 旣に兵 勢 を 洛內に 俊 入 させて は、 最早 や 歎願で も あるまい とい ふ考 ベであった かも 知れぬ が、 側の 奸、 

ナら  ちう しん 

を 掃 はない 以上、 歎願の 衷心が 通じない と あれば、 兵 を 擁して 入京す る こと も、 最後の 手段と して 必ら すし. P 意 

義の 通ぜぬ こと はない。 ここに 至って、 長 州 派が 自 から、 私闘の 態 を 露呈す. るに 至った の は、 彼れ 等の， 爲 めに 惜 

しむべき であった。 

【參 考】 八幡 男 山に 於け る 大會議 〔南貞 助談〕 

或 日 〔元 治 元年 七月 十七 日〕 男 山 八幡 神社に、 諸手の 重立た る 人々 の會議 あると て、 僕 も久阪 〔玄 瑞〕 に 連れられ、 同社 殿の- 

側なる 社務所と も 云 ふべき 家、 乃ち 益田大 夫の 營に會 合せり。 此時 午後 二三 時！ a- かと 思 ふが、 會 する 者、 凡そ 二十 名 あり 

しならん。 告 諸手の 大將 株に て、 久阪 • 寺 島 • 入江 等 は、 勿論、 K 木 〔和 泉〕 始、 ^歴々 の 人々 なりき。 鼓に 者議の 模檨を 

述べん に、 來島氏 〔又 兵衞〕 光 づロを 開き 云 ふやう。 諸君 は 進軍の 用意 整 ひ 居りし や …； 一 座^ 答へ ず。 來 怒氣を 合み、 

It ぴ云 ふ。 諸君 今や 闕 下に 迫り、 君側の 泰を 除かん とする に當 り、 諸君の 進擊を 躊躇す る は 何襄ぞ …… 久阪徐 に 答而云 ふ。 

厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 AA 厶厶厶  <1 厶厶厶 厶厶 

我等 素より 干戈 を 以て、 淸 側の 手段 を 採るべき は、 覺 悟の 前なる も、 時機 尙到來 せざる ものの 如し。 元 來君宽 を 雪がん と 

△ 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A<1 厶 厶厶厶 厶厶厶 

は、 先づ 歎願に 歎願 を 重ね、 我より 手 を 出し、 戰鬪を 開始す る は、 我等の 素志に あらず、 況ゃ 世子 君の 來 ずせ も、 近日 を 期 

すべく、 宜しく 其 來著を 待ち、 然る 後、 進擎 すべき や 否や を 決すべく、 今 直に 逸擎 して、 闕 下に 迫る は、 策の 得た る もの 

に 非ざる べしと。 來島云 ふ、 世子 君の 來著を 待ち、 其 上に て 進 止 を 決する は、 我等 臣 子の 義に 於て、 忍ぶ 可らざる 所な り。 

是れ 偸安 苟且と や 云 はん。 須 らく 世子 君來著 前に 於て、 斷 然進擎 して、 君側の を攘ふ 可し と。 久阪又 曰、 今 軍 を 進め、 

闕 下に 至る も、 我に 後援な く、 且つ 我堪 未だ 進擎の 準備 全から ず。 必滕 の計畫 なき を 以て、 暫く 戰 機の 熟する を 待つ に 如 


かずと …… レ是來 島 は、 久坂を 指し、 卑怯者 …… 醫者 坊主 杯と 罵リ、 又 曰、 諸君 若し、 身命 を惜 み、 肆鏺 さるるならば、 

此. に 止まるべく、 予は 吾が 一手 を 以て、 君側 の^を 攘除 せんと。 怒氣銜 天の 勢に て、 其 座 を 立ち、 厳然 去る。 滿 座の 人 

人、 就中 寺 岛* 入江の 諸士 は、 來 おの 暴言 を坑慨 せる の 觀ぁリ しも、 終始 沈默 して 居た るが、 眞木 〔和 泉〕 其 他浪士 の內に 

は、 來 島の 論に 左 祈せ る 者 多く、 壯 年氣銳 の士、 勃然 相 起ち、 復た 制すべ から-ざるの 狀勢 ありし。 予は南 氏に 間 ふて 云 ふ。 

い 一 1；; 木 は 形 は 尊 氏に 似る も、 心 は 摘 公な りとの 一 H、 或 書に 記し あるが、 此會議 に 其 言 を 一一 一： 2 ひ 出さざる や. S 何。 南 氏：^ ふ。 あ 

れは 河.！ S 街 藩邸に ほる 時 も、 常に 眞木は 此言を 云 ひ 居れ リ。 併し、 此會議 にて は、 其 言な し。 如レ 斯有樣 にて、 畲議は 結 1：5 

、が舉 に 決した る 故、 久坂氏 も不レ 得レ止 ことと し、 決意した る ものの 如く、 日暮に 及び、 各，： H 返 散せ しが、 久坂は 最も 憂 i& 

，ひ 厶ム厶 厶 A 厶厶 厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶< "厶厶 厶厶厶 

. の 態に て、 鼓 色^ 然 たリ、 予 と共に、 费 寺に 向 ひ歸る 途中に 於ても、 一言の 談話な く 過ぎ去 リ たリ。 一： ム々 

【參 考】 壯士 訣別の 水杯 1： 野 子爵き 

家 大兄 〔入江 九 一〕 巳に 余と 訣別し 玉 ひ、 久阪 等と 共に、 三大夫 〔益 田. 福 原 .國 司〕 に從 ひ、 兵 を率ゐ て、 攝律； 大王 山に 陣 

し、 七月 十九 日 〔元 治 元年〕 進みて 京師に 入り、 鷹 司 邸 內に戰 死し 玉へ り。 余 未だ 當 時の 戰 略を詳 にせず といへ ども、 大田 

市 之 進 〔御堀 耕 助〕 は、 益田大 夫、 男 山の 陣に 在て、 最終の 軍議に 加 はりし を 以て、 余 就て 其 景況 を閗 くに、 大夫及 參軍會 

！ 1： して 進： 永 を ff する に當 り、 久阪及 家 大兄 は 急に 京師に 入る の 不利なる こと を 論じ、 先 づ耍地 を 占めて 本據 となし、 條公 

〔三 條〕 及 世子 君 〔定 廣〕 の 著陣を 得て、 徐ろに 之 を 謀るべき こ. とを說 きたる に、 來島 之を閗 きて、 愤 淚先づ 下る。 來島は 入 

と爲 ひ、 武勇 自ら 任じ、 瞻氣 衆に 超 ゆ。 言行 或は 瑰 放な リ といへ ども、 誡心 自ら 人 を 服せ しむ。 且 斑，： " の長卷 にして、 久 

阪ゃ >iw 翁 を 以て 之 を 称す。 來 £ig 乃ち 久阪を 叱して 曰く、 玄瑞今 吾れ 此に來 る は、 臣 子の 本分 を盡 さんと 欲する が爲 めな り。 

汝^ 戰を 知らず、 唯 《れ. く 東 寺の 塔に.^ リ、 乂兵衞 が 鐵扇を 以て、 賊取 を粉碎 する を眺 むべ し。 吾れ は 則ち 〔おに 進擎 して、 

一 > ^治 變：^ に虚 する 西鄉. lis 之 助  一. 一九.； 一一 
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本分 を盡 すべきの みと。 至誠 面に 溢れ、 辭色 共に 厲し。 蓋し 來 島の 意 は、 條公及 世子お の 著陣に 先ち、 ー戰 して 贼兵 を掎 

はむ と 欲する に 在り。 一座 肅然、 敢て 言. を發 する ものな し。 暫く ありて 久阪容 を 改め、 眞 木に 向 ひて 曰く、 公の 意 果して 

如何と。 眞木 端坐、 首 を 正して 曰く、 來岛 君に 同意 を 表すと。 眞木當 時 最も 年長に して、 衆人の 推せる 所なる を 以て、 * 

一言に .3 り、 進擎 の議、 復 動すべからず。 久阪 .大 田 及 家 大兄 は、 歸途、 互に 今夕 を 以て 永訣の 期と なし、 溪水を 小 椀に 

盛りて、 路傍に 堆積した る 木材 上に 踞し、 水杯 献酬し 相 別れし と 云 ふ。 大田之を佘に語り、 さ|1.^^|へ1の1_ー暫^、 今尙ほ 忘る 

る こと 能 はずと て、 深く 之 を 痛嘆せ り。 云々 

【一一 十一 一一】 蛤 御 s: の變 起る (一一) 

長 州 兵 遂に 敬衄 

^も 矢 は 旣に弦 を 離れた の だ。 十- <:=1 深夜、 福 原の 一隊 先づ 動き、 直 違 橋 を 過ぐ る 比 ほひ、 大垣藩 兵と 兵火 を 

交へ、 一 敗 地に 塗れて、 大 阪に壤 走した。 嵯峨の 一 手 は：^ 將來 島の 率うる ところで、 精惇 無比と 謠 はれた 丈け あ 

つて、 十九 HI 曉天； 大龍寺 を發 し、 會津 兵の 固めて ゐた蛤 御！： を 打ち破って、 御所 内に 突入した。 來島は その 口、 

Ij ん じきさんらん  さいはい 

馬上 高く 金色 燦爛たる 釆配を 揮って、 陣頭に 戰 つて ゐ たさう であるが、 會津の 急 を 聞いて、 星馳 して 來た薩 兵の 

爲 めに、 背後から 狙攀 され、 彼れ は 遂に 一 彈を 致命傷に 受けて 戰^ した。 

十 < 日の 夜 十二時、 山 崎 を 出た 一 隊は、 久阪、 眞 木の 率うる ところであった が、 ^町 御門に 向 はんとして、 路 


を 3t じて 應司 家の 裏 門から、 邸內に 繰り込んだ。 久 阪の戰 志な き は、 旣に 充分 知れて ゐる。 鷹 司 公の 衣冠して 將 

に 玄關を 出ようと する のを兑 て、 久阪は 公の 裾に すがり、 泣いて 參 内の 隨伴を 歎願した。 久阪は 身を以 つてせ 3 廷 

に 入り、 草 莽微臣 の 赤誠 を 直ちに 九； 穴に 奏せん としたの だ。 時に 砲 ffi は 京都の 町 を 燕 かし、 走る 者、 叫ぶ 者、 傷 

つく 者、 泣く 者、 騷音は 徒らに 人の 心 を 波打た せた。 久阪の 情 や 哀れむべき ものが あるが、 旣に 追討の 勑 令が 出 

て ゐる者 を、 猥に 廷内に 延く譯 に は 行かない。 袂を拂 つて 參内 する 公の 後ろ 影 を 見送って、 久阪 は； 犬 を 仰いで 大 

息し 『我事 歇む』 と長呤 して e: を 11 いた。 ー彈は 早く も 彼れ の 脚 を射拔 き、 邸のお 局 口に 引きと つて、 寺 島と 共 

に 割腹し て^てた。 『死して 猶ほ餘 罪 あり』 と 叫んだ 久阪の 心中 や、 眞に 悲しむべき ものが あった。 火 は焰々 と 

た 4  とふく 

して 邸を燒 き、 彼等の 屍 を 葬む つた。 入 、江 九 一は 道に 殪れ、 眞木 は； 大王 山に 登って 屠 腹した。 

常 曰、 廳司 邸に 向った の は、 越 前 藩の 同勢であった が、 『堺 町守衞 兵防戰 記』 に、 その 一端 を 記して ゐる。 

〔前略〕 守衞 所の 東側なる、 鷹 司 家の 邸內 に、 早朝より 藩士 體の者 數十人 徘徊し、 且 鍵に 同 邸の 宴 門へ 彈藥を 

ひたすら 

運び入れん とせし 體を も目擊 したれば、 或は 長 兵 等、 邸內に 潜み 居る に は あらざる かと、 深く 懸念し、 只管 

其 動靜に 注目して 在りし が、 巳の 半 刻に もや あらむ、 俄に 邸の 表門 を 閉ぢ、 邸內に 大砲 を据 ゑ、 且銃手 を も 

配る 體の 見えければ、 軍事 方 靑山小 三郞、 門 際に 迫り、 何れの 藩士な り やと 尋問 數 回 に 及び けれども、 何の 

答 をも爲 さざる に、 今 は猶豫 しがた く、 速に 開門せられ よと 大昔に て 呼 はりければ、 稍. - ありて 長 藩な りと 

答へ、 始めて 敵 兵なる 事 を 知りし が、 やがて 長 兵 等、 鬨の 聲を揚 ると 齊 しく、 表門の 1^ を^ら き、 我 兵 は、 
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左右に 開ら き、 補 兵隊 を 西 殿 町に 繰 入れ、 大番隊 其 他の 兵 を 挑 町 御門 外に 繰 出したり。 さて 同時に 長 兵 等、 

ちくしゃう じ やう 

鷹 司 邸两北 隅の 築 檣 上、 及び 東 殿 町に 面する 路次門 等よりも、 大砲 小銃 を 打 出しければ、 表 1： の 敵に は、 大 

ちくしゃう じ やう 

翁隊其 他の 兵 之に 當り、 築墻上 及び 路次 1： のつ I に は、 補 兵隊 之に 當り、 兩所 とも 互に 烈しく 打 合 ひけり。 〔中 

略〕 銜 くて 忽ち 邸の 一 隅より 火 起り、 漸次 延燒 して、 殿宇 殘 りなく 燒亡 しける …… 。 ；： ム々 

けんげ ぎ 

ニ百^！年の間、 人 は 太平の 夢に 醉 うて、 花よ， 0 花に 戲 むれ 遊んだ ので あるから、 一た び 砲聲を 耳に し、 目に 劍戟 

の 閃めき を兑て は、 殆んど 喪心 者の やうに、 驚ろ き騷 ぐの も、 無理から ぬ ことであった。 


宫中 では、 俄かに 諧 卿の 八 I え 口が あった。 そして ー聲に 和議 論が 唱 へられた。 旣に 幕府 側が 勝利 を はたので ある 

から、 ここで 一先 づ長 州と 和し、 然る 後徐 むろに 善 後 を 策 すれば よい。 とい ふの が 異口同音に 叫ばれた 言 紫で あ 

< つ  . ^げ 

つた。 备 6 を 開いて 疫喜は 直ちに 參 内し、 諸 卿の 顔色 土の 如き を 冷然と して 一瞥しつつ、 曾 を 威まして いった。 

I. .  きんけつ 

『畏州は，^^に朝敵ではなぃか、 彼れ は禁闕 に 向って 發 砲し、 朝廷 は 征討の 令 を 下し 賜 はって ゐる。 然るに 何ぞ 

おどろ 

や、 兩三發 の 砲 聲に愕 いて、 朝廷より 進んで 和議 を 読す るに 至って は、 朝廷の 尊嚴 は、 之れ を 何に よって 維持 

する ことが 出来よう。』 

しんき う 

と 了 M 默と して、 遂に 禅 たび 和議 を 口にする ものがなかった とい ふが、 耩 卿の 無氣 力なる に は、 一橋 も ほと ほ 

と 呆れ返つ たに 相違ない。 


^豫 火洲の 勤皇家に、 巢內信 善と いふ 人が あった。 is: に 勤皇の 志を懷 いて 京都に 在った が、 偶. - 十九 日のに ハ亂 

を： ztf して、 次の やうに 記して ゐる。 

『同日 〔十九 日〕 已の刻 頃、 內侍所 はや 御 立 返と 相 成り、 禁中 御 常の 御所の 御 庭の あたり、 軍卒 滿ち滿 ちて、 

旣に 主上 も 御 動 座 あらせら るべき 御氣 色に て、 一橋 中納 言、 軍裝 にて 御所 中 を 往来し、 其外會 g:* 桑 名 等 を 

ご ほうれん = はんよ 

始め、 階下に 腰 打 掛け、 今に やと 待ち、 御 庭前に 御 鳳輦 御 板 輿 を かき 居 奉る を 見る に、 目 も 暮れ 心 も 消 ゆる 

. ばかり 悲し かりき。 特に 此騷 に乘 じて、 御 鳳 擎を逢 根の 城に 向け 奉るべき^、 聞へ ける。 取 分けて 胸痛み ぬ。 

然るに 諸卒の 中に も、 會津の 兵士、 御所 中に 滿ち滿 ちて、 或は 樹 下に 打 伏し、 乂は水 邊に足 を ひたし、 或は 

たくまし  しう パ 

巾 陣笠 杯 を 枕と し、 乂は 刀餘を 提げ、 飽迄 2i 威を逞 うする 有様、 かの 唐土の 宋* 明の 掀に、 醜 夷が 王の 都に 

:3 りし も、 斯 くや あり けんと m 心 は 〔へ〕 ば、 淚止 めかたし。 夷ら が 襲 ひ 集へ る 心地して、 あない ま はしの 今： U 

ラ なが 

の；.， 色 や。 然るに 彼 さがしら ども、 頻りに 御 動 座 を 促し 奉る と雖 も、 遂に とどまらせ 給 ふと 聞きて、 

動きな きものと も 知らで 大內の 

山守いた く騷 ぎつ るかな 

；人地 もと どろく ばかり 騷げ ども 

ゆるがぬ もの は大 内の 山 

去る 积に軍 同時に 起り て、 炮の音 天 地に 響き、 川 裂け 山 崩る るが 如し。 火は彌 盛んにして、 林：^ 中 も 旣に危 く 

元 治 變：： ：？ に處 する 西鄕. 11.:: 之 助  . 二 九 七  . 
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晃 えて、 市中 は 只 一圓の 猛火と なり、 男女 東西に まど ひ、 軍卒 南北に 馳せ違 ふ。 

さて 長 門の 兵士、 勤王の 有志 等、 所々 に亂れ 散りて、 今日 を 限りと いどみ 戰ふ 有様 は、 狭の 盛に 野 分の 吹 起 

かんと 

りて、 花の 散る が 如く、 奸 徒の 爲 めに 多く 戰 死す。』 云々。 

長 州 は 遂に 大事 を 誤 まり、 再度の 大傷を 蒙む つて 敗走した。 久阪、 眞木、 寺 島、 入江、 來島を 始めと して、 長 州 

た ふ 

派の 中堅 は、 悉く 陣中に 噎れて 了った。 

【二十 四】 久阪玄 瑞を弔 ふ 

ちゅうじ やう 

中に おいて、 衷情 最も 悲しむべき は、 久 阪玄瑞 であった。 彼れ は 實に當 年長 州の 第一人者であった。 彼れ が 長 

井に 反對 して 『廻瀾 條議』 を 出してから、 長 州 一藩の 輿； ill は、 火の やうに^ 進 論に もえ 立った のであった。 それ 

によって、 長 州の 禍 ひさる ると ころ は 少なくなかった とはいへ、 文久、 元 治に 到る 1 慕の 氣勢 は、 正に 久阪 一派 

Jw/" ぐわん ろんしゃ 

の 急進 論に よって 慰 かされて ゐる。 元 治 甲子の 彼れ は、 最後まで 歎願 論者で あつたが、 軍 破ぶ るれば、 潔よ く 腹 

を 割いて 死に 就いた。 

剛勇 來島 翁が、 八幡の 會議の 時に、 i 田霆 叱-おの 勢 ひ を 以て 開 戰論を 主張した 時に、 滿座答 ふる 者な き 中より、 

敢然 起って 敬 願 持 重 論を戰 はした の は、 流石に 玄瑞の 氣魄を る。 來島は 四十 九 歳の 老雄、 久阪は 時に 僅に 二十 

五 歳の ー靑 年に 過ぎなかった。 而も その 論す ると ころ は、 老成に して 深謀 あり、 i 是に得 易から ざるの iH.; であつ 


た。 彼れ が 砲煙 彈 雨の 問に、 將に 死に 就かん とする に 際し、 『予が 死を以 つて 來翁を 諫めなかった こと は、 死し 

て餘罪 あり』 と 叫んだ こと は、 何たる 悲壯 CHl 目で あらう か。 

久阪 が尙早 論を唱 へたに は、 必ら すゃ據 ると ころが あつたに 相違ない。 その 一は 桂 小 五郎の 出 所で ある。 桂 は 

甲子の 變に何 をして ゐ たか。 彼 は 夙に 藩 を 去って 中原に 出で、 深く 因 州 藩士と 結び、 砲火 一た び 相 交 はるの 時 は、 

直に 内應 手箬を 成して ゐた。 而 して 鳳輦 一度び 宮門を 出で させ 玉 はんか、 *! 根 藩 兵が 之 を 擁せざる 以前に、 突 

出して 鳳輦 を 叙 山に 移し まゐら す手替 であった。 

^ と  れんらく 

桂 0 此の 企圖と 久阪と して 何程 連絡が あつたか 否か、 今日に 至って は 知る. S もない が、 久阪 が何處 まで も 

けいい  うち  けっき 

持 這 論を唱 へた 經 ft と、 桂が， S に 砲煙 0 裡に 包まれた る 因 州 邸に 至り、 蹶起 を 促が し、 河 田左久 馬、 松 田 正 人 等 

みつはう は たん 

によって 事 破れた る 際、 同志 馬屋 原ニ郞 をして、 密謀 破綻 OS を 久阪の 陣營に 急報せ しめて ゐ るのに て、 何等 

しやかん  すが  くわん てつ 

か 這 問に： 一脈の 相 通す る ものが ある やうな 氣 がする。 久阪 が； 大王 山 在 陣中、 『鳳 擎に鎚 りついても、 素志 を 徹 

せねば ならぬ』 といって ゐる言 も、 大いに 意味が あると 思 はれる。 

久阪 にと つて は、 事 悉く 齟齬した の， だ。 彼 は 七 十九 日の 當日、 將 に參內 されん とする K 司 卿の 裾に すがって、 

えんざい あい. て 

泣いて お 伴 を 願 ひ、 門に 入って 長 藩の 寃罪を 哀訴 せんとして ゐる。 併も 卿の 許す ところと はならなかった。 萬 

はう くわ あ ひ *< じ  ま 

事 休した る 中に、 砲火 相 交 はり、 長 州 軍 は 一 敗 地に 塗 みれ た。 志 道 Ji^M が 鷹 司 邸 前の 越 前 兵と 決戰 して 邸. C に S 

つた 時には、 久阪 は旣に 脚に 敵彈を 蒙む つて ゐた。 破 を 引きつつ {K より 出で 來 つた 玄瑞 は、 志 道を兑 る や 『事 兹 
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に 至る。 予は君 侯に 對 して 申譯 がない。 ただ 此上 は、 東上 中の 世子 侯に、 一刻も早く 此狀を 報告す る ことで ある 

が、 予は 足に 負傷して 行く ことが 出来ぬ。 諸君の 中 誰れ にても 此の 大任 を * し吳れ よ』 と 命じて ゐる。 si^j ここ 

に 至って、 お ほ 君 侯 を 思 ふ。 久阪の 信義 察すべき ではない か。 

さくれつ  しゅ-^ 

旣 にして 敵彈 炸裂の 爲に、 磨 司 邸の 屋上より 發 火し、 須叟 にして 全 邸 は 猛火の 中に 園 まれた。 久阪は 我事. 終れ 

りと し、 入江 九 一 に 諭して、 

『寺 島 君と 予と は、 ；大朝 並に 君 侯の 爲に、 死して 臣 子の 本分 を盡 すから、 君 は 軍 を 率ゐて 天王山に 集り、 後擧 

を 圖られ よ。』 

互 ひに 手 を 取って 今生の 永訣 を爲 した 時、 入江 は、 

『久阪 君、 足下の 髮は 甚だ 亂れ てゐ る。 大丈夫、 死に 臨んで 容の亂 るる はとらざる ところ だ。 請 ふ、 僕が 现め 

て やらう。』 

► ,  おも  らん ぼつ /、しけ 

とい ひながら、 懷 中より 櫛 を 取り出し、 徐 むろに 久阪 の亂髮 を梳づ り、 破顔一笑し て^れた の は、 何たる 風流 ぞ。 

しようよう  ひんばつ  くしけ  かぶと  た 

死に 臨んで 從容 として 鬆髮 0 亂れ たる を梳づ る。 名香 を 兜の 忍び 緒に 爐 き 込めて、 死 出の 山-ほ を 句 はせ たる、 武 

將の ほまれと 相似た る 佳話なら す や。  ，  , 

先き に寢る 後の 戸締り 賴むぞ よ 

との 一 呤を殘 して、 志士 玄瑞は 見事に 割腹し、 猛火の 中に 身を蹯 らして 死した。 圔 みを衝 いて 出 でんと したる 


入：： d 九 一 も、 越 前 兵の 檢に眼 を 貰ぬ かれて 倒れた。 

*  *  * 

*  * 

天 野 御 民が 物せ る 『筆の 須佐 美』 0 中に、 西鄕の 言と して、 

『予は 曾て 诞 ぷ久阪 先生と 阈 事を談 じたる が、 此度、 天王山の 將は 先生で あると いふ。 惟 ふに 先生が 事を爲 

さるる は、 決して 朝廷に 對 して、 不忠0事ぁる^151がなぃ。 これに は 何か^れ ある ことと m わ ふ。』 

と？^ i れるを 記して ゐる。 英雄 眞に英 維 を 知る とい ふべ しで ある。 

後年、 西鄕は 人に 語って いった。 『若し 久阪 先生が、 今日まで 生； して ゐられ たなら ば、 我々 どもが 參議 など 

と 威張って ゐられ たもので はない』 と。 南洲は 深く 玄瑞の 人となり を 敬して 居った。 

しゅんさい 

松 陰 1： 下の ニ雋才 として、 夙に 衆望 を 負うて ゐた久 阪丄咼 杉 は、 恰も 土 佐に おける、 瑞山 門下の 中 岡 *阪 本に 

.4fJ5v やくじう わう  し^,』けんたくはっ 

類して 居った。 奇略縱 横の 阪 本が 高 杉に 比せら るるならば、 識兑^ 拔の中 岡 は、 正しく 久 阪玄瑞 であった。 

はる  つと 

人物 を 兌る の 明に おいて、 迢 かに 群 を 祓いて ゐた松 陰 は、 夙に 久阪 • 高 杉の 才能 を推稱 した。 安政 五 年、 高 杉 

が. 江戶に 上る 0 を 送る の 序にお いて 『予 嘗て 同志 中 年少 多才 を憾 選し、 日 下 玄瑞を 以て、 第一流と 爲す』 とい 

つて ゐる。 そして 高 杉 東行 來 るに 及んで、 兩 者を以 つて、 門弟 中 Q 双璧と して、 常に 激 働して 止まなかった。 

當時髙 杉 は氣魄 において 勝り、 任 f 思自川 0 癖が あって、 舉 問に 熟する ところがなかった ので、 松 陰 は 母に 久 

元治變 局に 虚 する 西 郷吉之 助  一ー一〇 一 
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あら ど  ようふ 

阪を 引いて 高 杉に i 充敏を かけた。 松 陰 曰く 『予 嘗て 玄瑞を 擧げて 以て 暢夫 〔高 杉〕 を 抑 ふ。 暢夫心 t^l だ 服せ す。 未 

じん おさ 

だ 幾なら す、 暢夫 學カ藝 長、 議論 同志 5：： 爲に 轩を歛 む。 予 事を議 する 毎に 多く 暢夫を 引て 之を斷 す。 其 

言往々 n 勿 ふべ からす。 是に 於て 玄瑞 最も 之 を 推して 曰く 『暢 夫の 識ゃ 及ぶ ベから す』 と。 暢夫 反て 更に 玄瑞 の才 

を 推して、 當世比 無しと 爲す。 二人 懼 然として 相 得る や、 予 傍より 之を贊 して 曰く 『玄瑞 の 才は氣 に 原す。 而て 

さいきく わんば つ 

暢 夫の 識は 氣に發 す。 二人に して 相 得る、 吾 寧ろ 憾 あらん. や』 と。 才 氣焕發 であった 久阪の 一 生 は、 實に櫻 花 0 

散る が 如くで あつたが、 彼れ が 唯一 の 僚友であった 高 杉 は、 友に 離れて 野 山 0 獄中に あった。 

屑 目淸秀 QM 勤皇家が、 猛火 を 背景に して 腹 を 割いて 死んだ の は、 今 は旣に 七十 餘 年の 昔と なった。 而 して 人 r 

日、 誰れ か 彼れ の 枯骨の、 何 處に滅 しつつ あるか を 知る 者が あらう。 斯 くして 時代の 移る ので あらう か、 それと 

も乂た 人情 0 消え ゆく ので あらう か。 記して 玆に 到り、 思 はす 筆 を 投じて、 ^歎 これ を 久しう する のであった。 


第三 章 给 御門 事變 後の 時局 收拾 

【二 薩藩 及び 西鄕 の動靜 

たいく わし  ち A*lci  く 

扨て 七月 十九 日 〔元 治 甲子〕 の變 を. IS 觀す るに、 長 幕 共に 戰 機が 熟して ゐ たと は 思へ ぬ。 長 州 派 とても、 七月 十 

しむ- K つ ろん  く さか いりえ  9 やう あし 

七 H の 八幡 Q 大. ^"謹で、 逆發 論に 決した とはいへ、 久阪. 入、 y 等の 穏和 派との 議が 一決した ので はない。 雨脚の 

たて *i へ たんぐ わん 

出方が 揃って 居らぬ。 その上に 全 體の立 前が 歎願と なって ゐ るから、 戰@ 'の 題目に はならない 

旣に翌 十八 日に は、 雨 軍の 危機、 甚だしく 雜 まって ゐる。 長 州 派で は 歎願 論が 一蹴され て、 進 載と 決した ので、 

おし もんだ ふ  わ  しんか ゥ 

が伏兑 の 福 原 越後と 押 問答して ゐる に、 長 州の 陣營は 湧き 返へ る やうな 勢 ひとなり， 此夜 深更から 十九 口 

さ-つ ォぅ  はいげ ま  さラ 

の 早 凡に かけて、 三方 悉く 出陣して ゐる。 福 原 越後 は、 守護 職 松 平容保 を排擊 する 上書 を爲 し、 浪士 間 より は 

せんしょ  かなへ  ぶ L よ 

戰 が發 せられ、 二 倏城中 は疫喜 ニ谷 保 を 中心に して、 鼎の 湧く やうな 騷 ぎで、 慶喜は 愈 立 各藩の 部署 〔前 祸〕 

を 令した。 

長 州雜邸 Q5S 守 居 役、 河 畑 龜之助 〔稀彌 十郞〕 が、 所 司 代 松 平定 敬 〔越 中 守〕 に 書 を 致して、 今夜 松 平 容保を 

識伐 すると 宜 言した の は、 十八 日の 夜であった。 同時に 在京の 各藩に 牒 して、 目 ざす 對敵 は會： # 一  藩であって、 

他に は 恨み はない から、 どうか 會 it を 助けて 吳れ るな と 請うて ゐる。 所 司 代 邸より は、 直に 立 見 鑑三郞 を 以て、 

1" 御門 事變 後の 時局 敉拾  三 C 三 
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事の 急 を會津 藩に 報じ、 叉た 一橋 鹿 喜に も 通じた。 慶喜は 各藩に 各ぷ 命令の 部署に 就くべく 命じた。 而 して 各藩 

おど  くんそくし ゥ げき き と 

では 『長 州 側が 喝 かして ゐ るの サ』 ぐら ゐ にし か考 へない 者 もあって、 多く は 長 州に 君側 襲擊 の企圖 ある を 知ら 

なかった とい ふ。 各ぷ備 へに 就く に 至らす、 十九 日の 曉 天に は、 長 州 三軍 は、 早く も 京都市 街に 著して ゐた。 こ 

の邊 は、 流石に 機 t なる 長 州 人の 面目 を兑 るので ある。 

若し 幕府の 手配が 一日 早かった か、 或 ひ は 長 州 軍の 出動が 半日 も遲 れてゐ たなら ば、 糙 かに 長 州 軍 は 伏！ 3^ 山 

おさ 

崎 蛾の 三根據 地で 艇 へられて、 遂に 京都に 入る こと は出來 なかった かも 知れぬ。 益 E 右衞門 介の 山 崎 軍が、 

うく わい 

どう 迂回した もの か、 ひどく 遠 回 はり をして、 桂 川の 沿岸へ 出た 時 は、 十九 日の 三 四時 頃で、 この 時には 伏 見方 

面で は旣に 砲聲を 聞いた とい ふから、 幕軍の 寢 込み を 襲うた 譯 である。 〔ロ繪 地圖參 照〕 

へいへん  たけな は 

戰 とい ふ 程で なく、 先づ兵 變と いふと ころで あるが、 砲火、 翻 なる に當 つて は、 京都の 市民 は 大波 を 打つ 

しう しょ うらう ば い  さ ラぜぅ 

て、 周章 狼狈 し、 宫廷內 の 騷擾は 一 通りでなかった。 主上 は 常 御殿に 出御 ましまして、 幾度 か 御 動 座の 御用 意が 

あつたく らゐ である。 以て その 危与 4 を 知るべし である。 

此變 における 薩 藩の 態度 を 見る に、 全く 西鄕の 意見に 隨 つて 進 返 を 決して ゐる こと は、 前述の 如くで ある。 當 

時 京都に 集中して ゐた薩 藩の 兵力 は、 して 何程で あつたか 不明で あるが、 長 州 派が 約 二 千 人 内外で、 會津 藩が 

.  ひってき  しょかん 

千 五 百 人位 ゐ であった と いふから、 火 凡そ 之と 匹敵す る 程度であった らうと 推察され る。 西鄕の 書簡に も 見える 


やうに、 大した 事 もな ささう であるから、 國 元から 增 兵の 必要 も あるまい と 云って ゐ たが、 後に 危^ を 察して、 

兵 を fek し、 七 パ 十一 日に 町 m 民 部が 丘 ハ數百 を 率ゐて 入京して ゐる。 會^^側の記錄に、 事 變，； 1 に II 州が、 一言 

も yi!" に關 して 可否の 論を發 せす、 靜 まり 返へ つて ゐ るの は、 當 時- 1 州に、 兵力が 無かった 爲 であると 一； ム つて ゐ 

る齒 より 推して、 町 W 养京 以前の 薩州 兵力が、 微力であった ことが 明らかで ある。 


而 して 在京 の 中心と なった 人々 は、 

. 島 律 備後 〔珍 彥*久 光 第三 子〕 

小 松帶刀 〔淸廉 • 國老〕 

地 知 正 治 〔軍役 奉行〕 

川上 右 膳 〔小姓 組 都 頭〕 

中原 猶介 〔軍役〕 

奈良原 喜 左衞門 〔出水 部隊長〕 

野 村 勘兵衞 〔iE 之 城 部隊 長〕 


島^ 圖書 〔久治 ，久 光^  二子〕 

西 鄕吉之 助 〔軍 賦役〕 

大山 綱 良 〔軍 賦役〕 

町 田 民 部 〔大目 付 役〕 

吉 利群吉 〔小姓 組 1^ 頭〕 

平 S 平 六 〔阿久根 部隊長〕 

海， 江 田武次 〔信義〕 


等で、 後の 稅所篤 子 筒 〔稅 所長 藏〕 伊東； £ 亨大將 〔四 郞右衞 門〕 の 如き も、 藩 兵と して 軍 中に 在った。 而 して 薩 

さう さんぼう かく ぢ ゆうせ 4o  、 

軍の 中堅と して、 總參謀 格の 重責に 任じた の は、 固より 两 鄕吉之 助であった。 

卽ち 十九 日 事變に 際しての 陣形 は、 本陣 を 今 m 川なる 薩摩 屋敷に S き、 兵 を 後方の 相國寺 内に 俯へ、 前方 近衞 

1" 御門 審變 後の 時局 收拾  三 〇 五 
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家： § と a!^ し、 先 づ兵を ニ隊に 分って、 一隊 は， 書 を 主將 とし、 之に 町 w:!^ 部 及び 川上 右瞎 が、 鹿兒島 城下 

の士 一隊 亚 にき 水引 二 S 生 等、 外 城の 士隊を 率ぬ て、 林； 1:1,7 謹の 任に 當リ、 他の 一隊 は、 島 ili 備後之 を 率 

ゐ、 小 松帶刀 *吉 利 群吉が 城下の 士 一 隊に、 出水 丄咼 ！：• 阿 久极. 穆^  • 極 脇 等の 外 城の 士隊を 加へ て 進撃した 

ので ある。 西鄕の 報告に よれば、 島 .# 圖書は 乾 御門 を 固め、 岛 Si: 備後は 日の 御門 内 を 固めた といって ゐる。 魄峨 

ほんぎよ 

fK 龍 寺に ある、 國司信 濃の 本據 を攻擊 する 任務 を帶 びた の， は、 島 ig: 備 後の 一 隊 であった。 

ゆう i うく わかん  . 

長 州 三隊の 中、 最も 勇猛ず 敢 に進擊 したの は、 何とい つても； 大 龍土寸 軍の 國 司の 一隊で、 流石に 來島又 兵 衞の加 

ちゃうく 

はった 部隊 だけあった。 十九 日曉； 大、 先 づ長驅 してせ： 11: を 衝き來 つたの は國司 部隊で、 一條 戾り 橋より 進んで、 

屮立寶 御門に 掛り、 此 門 を 守護して ゐた筑 前 藩 兵 を 破り、 日 野 家 • 勸修寺 邵を 胃して、 いはちに 公卿 御門に 突撃し 

て來 た。 叉た 來島 枝隊 は 兒玉小 ：！^ 部と 共に、 途中より 國司 本胺と 分れ、 出水 口より 直進し 來り、 來 島は蚣 御門 を 

しょうとつ  げきせん 

攻めて： 會 $!： 藩 兵と 交戰 し、 兒玉は 下立資 御門に 廻って、 仙臺藩 兵と 衝突した。 此 日の 激 は、 全く 此の 一隊の 進 

擊に巋 するめで、 彼等 は 大砲 を 引き 來 つて 攻擊を M 始 したので、 會津其 他 各藩の 兵 も 、稍. - 之に ひるんで 35- えた。 

洽も 此の 時、 島 備 後の 一隊 は、 豫定の 如く ；大 龍 寺 攻撃に 向 はんとしつつ あつたが、 長 軍 はそんな 鈍い こと は 

いちは や  は しゅ 

せす、 銃砲の 音 勇ましく、 逸早くせ！ 1 門に 攻め 掛 つたので、 備後は 急 を いて、 馬お を轉 じ、 乾 御門に 備へ てあつ 

みな 

た、 大砲 四 I： を 引き 來 つて、 一 齊に發 砲した ので、 砲聲 ；大 に 震 ひ、 お 煙 地に 漲ぎ り、 武勇 を 誇る 長薩兩 藩士 は、 

けんく わう ひら  しきら じ やう 

入り 亂れ て鬪 ひ、 劍光 閃めき、 鮮血 飛び、 忽ちに してせ 3 門 一 帶の地 は、 物凄い 修羅場と 化し 去った。 長 州 軍 中、 


其の 人 ありと 知られた る來 乂兵銜 翁が、 馬上 金の 采配 を It つて 長 兵 を 指 揮 し、 阿修羅 王の 荒れ狂 ふやうな 亂戰 

？. * ひやう 

を やった のは此 時で、 殆んど 彼れ の爲に 難ぎ 立てられた 形であった。 薩 軍の 川路 利 良が 之を兑 る や、 『雜 兵に p も 

そ げ^ 

？ 欠れ な、 ァノ 大將を 討ち 落さば、 勝利 目前に 在り』 と 下知す る や、 聲の 下より、 狙 難の ー彈は 遂に 來 を 討.^ め 

た。 長 軍が 崩れ 立った の は、 全く 來島を 失った からだと いふ。 會 sat の記錄 によっても、 來島 0 一隊 だけ は、 戰 

死者が iiz な 敵前に 向って 倒れて ゐ たと 報告して ゐる。 眞に 勇將の 下に 弱卒な しだ。 

薩軍 側に おいても、 稅所 篤が 傷つきた る も、 西鄕が 足に 彈丸を 受けた の も、 又た 此の 一 戰で、 長 *薩 共に 最も 

むが ぷ やね 

よく 戰 つて ゐる。 西鄕 Q 負傷 は、 向騰 の小疵 で、 大した ことはなかった が、 後に 彼れ が、 書 を 土 持 政 Si に與 へて、 

『おい は戰爭 好きで ごわす が、 戰 爭は隨 分骨の 折れる もので、 二度と する もので は ごわ せん』 

と 語って ゐる ところ を兑れ ば、 相 當に汗 を 流して 驅け廻 はった ものと 見える。 〔本卷 第二 篇第 丁單參 照〕 

*  *  * 

どう * い 

薩 軍の 行動に 對し、 薩 藩の 記 錄 中に、. 左の 如く 記せる 一段が ある。 之れ によれば、 西鄕の 動静 も自 から 分明で 

あり、 且つ 食 慯に關 しても、 ^況を 察する ことが 出來 るので、 左に 之を錄 する。 

長 人 は 夜 を 胃し、 福 原 越後の 兵 は 伏 街道 を 北上し、 益 m 右衛門 介の 兵 は、 出 崎を發 して 町 門に 向 ふ。 初 

我 藩 〔薩 州〕 の 部署 は、 軍 を 分ち て 二と 爲し、 一は 禁闕を Is 衞し、 島 律 圖書久 治總督 たり。 一は： 大寵 TV を迆 

ぐんぶ やく 

擊す。 島 g:« 後 珍 彥總督 た. 0,。 軍 賦役 西鄕 隆盛、 軍役 奉行 伊地知 正 治、 軍 賦役 大. H 綱 良等參 謀たり。 

蛤 御門^ 11 後の 時局 收拾  三 〇 七 
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十九 日 拂嘵、 方に 豫定の 行動 を始 む。 時に 國 司の 兵 七 百 許 旣に來 りて、 下 立寶、 中立 責、 給の 三門に 迫る。 

勢 甚た銳 なり。 會難の 兵 は 4= 門 を 守り、 筑 前の 兵 は 中立 賫門を 守る。 中立 賫 遂に 破れ、 敵 進て 公家 I： 前に 及 

ふ。 我 藩 兵、 乾 門より 大砲 四！： を 率て 赴き 戰ひ、 奮闘して 之 を 破る。 敵 返て 日 野 邸に 入り、 担 守す。 ，娥之 城 

物 主 野 村 勘 兵 衞及ひ 兵士 一名 戰 死す。 我 か 軍の； 大龍 寺に 向 はんとす る 者、 長 人の 逆襲し 來るを 聞き、 兵 を 回 

して 烏 丸 通、 窒町 通より 進擊 す。 西鄕 隆盛 も 亦 此の方 面に 在り。 督戰 t$l た 力む。 〔演述 者 云 ふ。 此戰西 鄕は鐡 砲 

疵向臑 小疵、 稅 所長 藏は 朕へ 二つ 向臑へ 一 つ 靈疵、 生命 は別條 なしと〕 

9 うだん 

中島 猶 介の 率ゐる 奇兵 組 は、 敵の 背後より ボ ー ト砲を 以て 榴彈 を連發 す。 敵 遂に 大に 敗れて S 散し、 國司は 

旃伏 を^き して 逃げ去れり。 然るに^ 町 門 附近 は、 越 前 兵、 長 兵と 接戰 し、 長 兵廳司 邸に 入り、 墻 辨に據 り、 

砲 鋭 を亂發 す。 〔此の 邸内に は、 兵器 糧食 許 多 あり。 長 人豫め 運搬し をき たる 者の 如しと 云 ふ。〕 

越 前、 會律、 彥 根の 兵、 之と 相 持す。 我 か 兵 日 御門 を 守る もの、 及び 中原 等の 兵 之に 加 はり、 大砲 を 以て IF 

はな  じ ふん 

壁 を 病して 突入し、 火 を 縦ち て 邸を燒 く。 敵 遂に 散定し 或は 火に 投じて 自 焚す。 官軍 手 を 分ち て 進擊し 火勢 

益 熾に、 敵の 潜 匿す る 者 を捕靳 する こと 微から す。 福 原 越後 は、 伏晃 より 進て 藤 森に 至る。 大 垣の 兵、 逆へ 

擊て之 を 返く。 轉 して 竹 m 街道に 向 ふ。 彥 根の 兵 担き 戰ひ、 之 を定ら す。 ，s に 洛中に 入る こと 能 はす。 是？！ 

の戰 は、 拂 縢より 随時に 至る。 薛 牌に 及 ひ、 我 か 二 總督陽 明 殿 〔近 衞邸〕 門前に g 〈合 を爲 し、 曾 實撿の 式 を 

行 ひ、 一隊 を 以て 乾 門 を 守り、 餘は皆 藩邸に 歸陣 す。 各所の 兵火 は、 益. - 蔓延し、 西南の 巿坊 大半 燒 失し、 


二  夜 を經て 始て媳 む。 〔演述 者 云。 七月 十九 日朝 五 ッ時顷 より、 サ 日夜^の 刻 迄、 燒 失の 町數 a? そ 八 百 十一 町、 かま 

と 數ニ萬 七 干 五 百 十二； 軒、 土藏千 二百 七ケ 所、 寺社 二百 五十 三 所、 諸 橋 四十 一 ケ所 (甲子 兵燹 圖)〕 

此の 役に 於て、 長 人 來島叉 兵 衞は蛤 門に 幾れ、 久阪 玄瑞、 入江 九 一は 鷹 司 邸に 死し、 眞木和 泉 は、 ；大 王 山に 

自壶 す。 比-: 驍勇 過激の 士 なり。  - , 

すな は 

二十日、 島 it 珍彥、 兵 を 率ゐて ：大 龍 寺に 向 ふ。 至れ は 則ち 敵兵盡 く遁れ 去り、 足輕 一人 留り て.！；^ り、 顿ちこ 

. れを 捕へ、 寺を燒 きて 凱旋す。 〔大日 本 時代 史、 維新お〕 

此の S 變の 翌日、 七月 二十 n: 附を 以て、 取敢 へす 大久 保に 略 報した 西鄕の 書簡 は、 ：.3/ らに 明瞭に、 彼れ の 行動 

及び, 、取の 進 返 を 記して ゐ る。 

大久保 利 逼に與 ふる 書 〔元 治 元年 七月 一一 十 S 

か おん 

お 度よ 0 巾 上？ 1  は 候、 お 州の 一 條に 付、 堂上 方 荷 擔の御 方々 多く  〔 一  條門流 等〕 色々 と 議論 紛々 の にて、 追 

討の ； g 命 相 下り 候 處六ケ 敷、 殊に 長 州 違 救の 事に 付て は 罪狀 明白の 譯 にて CJ 々と 手 をつ くし、 ， しに 勒 

ドる 一 段に 罷成 候處、 も ふ は 致 方 無：， 之迎、 相 起り 候 哉。 一 昨夜 〔十八 日夜、 卽 ち事變 前夜〕 より 人數^ 

A 厶厶  せ め ひ ぼり  あ ひ はじ in-  く げ ふご もん 

出し、 中立 资 〔國司 信 濃の 部隊〕 よ， 0 攻登、 朱 明より 戰爭 相始 候處、 ？ g 藩の 御 固 場所 も 打破、 公卿 御門 迄、 

^御門 審變 後の 時：：？ 收拾  三 〇 九 
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攻入 候處、 此 御方檨 〔薩 摩〕 一 手 を以、 打破 追 返、 烏 丸 通より 一 手 押出 〔恐らく 兒玉小 民 部. 來島又 兵衞の 

1』 手な らん〕 し、 大砲 を 以て 互に 打 合、 窒 町よりも 一 手 〔益 田. 部隊？〕 繰 出し、 攻打 候處、 無, 程 返 散いた 

し、 鷹 司 家 內に逃 込、 砲 戰有レ 之 又々 崩が たく、 此御 方より 砲 隊並ニ 組の 人數を 以て mi  、き 火攻に 及候處 たま 

り 兼 早々 返 去 候 由、 國司信 濃、 益 田 右 衞門介 等の 面々 罷居 たる .5 御座 候 得 共、 打：^ したる 事殘 念の 至りに 御 

なら ぴ こ 

座 候。 乍 レ然國 司 儀 者、 旗 並 具足 等 打 捨逃去 候に 付て は、 首級 同 檨の譯 に 御座 候。 伏 見の 儀 は 福 原 越後 主宰 

にて 御座 候處、 大 垣の 手勢 を 以て 打破り 候. S 御座 候。 今日は 叉々 1K 龍 山へ 攻懸候 檨御達 相 成、 御 人數被 11 差 

向-候 處、 不レ淺 返 散 跡に て、 一人の 生 捕 有 レ之候 計に て 御座 候處、 船 を 破， 賦 にて 火 を 懸燒崩 申 候。 山 崎の 

方 も 皆 崩 立^去 候 故、 今日の 合戰は 何事 も 無レ之 引返し 候 事共に て 御座 候。 此 度の 薩 勢の 鋒、 衆人の 耳目 を 驚 

し 候 事共に て、 大慶の 儀に 御座 候。 備後檨 〔島 律 珍彥〕 に は 日の 御門 內、 圖書檨 〔島 ^！；圖 書〕 に は 乾 御門 

御 固 御 出張 相 成、 勝れた る 御 都合に て雞， 有事 共に 御座 候。 此旨 荒々 中 上 候^、 畠 山 方より， 1 事 御 聞 取 可レ被 

レ下 候。 後便 委細 可， 1 申 上 一 候。 恐々 靈 目。， 

七月 二十 日 〔元 治 元年〕  大島吉 之 助 

大： 久保 一 藏樣 

追 啓、 烏 丸 通の 大砲 攻 合に、 長 方より 散彈を つるべに 打 込 候處、 怪我人 も 段々 有レ 之、 長蒇 〔稅 所長 藏 (篤)〕 

儀 足に 少々 疵を受 候 得 共、 決して 御念 遣の 儀に 者 無， 1 御座 1 候。 疵を 蒙りながら 少しも ひるます、 矢觀の 4! 耻 


るまで 打 込 候 次第、 恐る 計に 御座 候。 

1:1 々ぎ $1 を奉& 候 謀計に て、 實に薩 兵 あら すん ば危き 次第にて 御麼 候。 此度は 御所え 向 ひ砲發 いたし 候 付 

て は、 H< 下の 人望 を 失 ひ 候の みならす、 大逆の 罪 を 得、 其 上 異人と 和議 を 結び、 旁是 迄の 昨 謀 一時に 相顯 

れ、 天 罰 を 蒙り 候 事共に 御座 候。 


此役 において、 薩 軍の 手に 依って 斬首され たる 長 州 兵 三十 八 級、 生 房 十四 人、 毛 利 氏.？： t 旅 四旒、 其 他 主 將國司 

r そくびつ 

の 具足 榧 を 獲、 中に 毛 利侯黑 印の 軍令 狀を發 見した。 而 して 薩 軍の 死傷 は、 死者 六 人、 負傷者 十四 人 を 3： した。 

二十日に は殘 兵の IK 龍に 屯す るの 報 を 得、 小松帶 刀と 共に 西鄕 之が 征討に 向った が、 到り 見れば 一 老兵 あるの み、 

之を膊 して、 寺院 • 兵器 を燒 却し、 貯 へられた る 兵糧米 は、 悉く 之を發 して、 權災 民に 頒ち與 へた。 現 民 初めて 

意 を 安んじ、 薩 軍の 信 賴は、 玆 において 高まった。 西鄕は 『降 兵 を 殺さぬ の は、 我國 武門の 習 はせ で ごわす』 と 

ふ りよ  C  ちゃ- フ  今』 んぼ 

いって、 俘 廣に對 して は、 最も 鄭重に 取扱った ので、 是 等の 長 兵が 歸藩 する や、 西 鄕の烕 名 は、 長 藩士の 欣 慕す 

ると ころと なった。 後に 薩長 聯合の 議 あるに 際して、 長 州が 西鄕に 信頼す ると ころが あつたの は、 是れも 亦た、 

C いげい  じゅっさく 

與 かって 力が あつたと 稱 されて ゐる。 西鄕は 後の 捋携 の爲 に、 長 兵に 對 して 術策 を m ひたので はない。 彼れ が 日 

ひ れ *1  らうかん  さくりゃく 

本 武士と して 披瀝した る 赤誠が、 相手の 心肝に 銘 したまで である。 何者の 陋^ ぞ、 两 鄕を以 つて！^, 略の 士と爲 す 

や。 人の 策と 見、 略と 觀 すると ころ、 E: 鄕 において は、 唯 だ 一片の 赤心 を 推す のみ だ。 誠なら， f して、 誰か^ 動 

給 御 sli^ij 後の 時局 收拾  一 一 1 1 1 
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する 者 あらん やで ある。 

【II】 長 州 軍 全く 沈潜す 

第一 段の 備へ だけあって、. 第二、 第三の 陣立ての なかった 長 州 軍 は、 第一線が 失敗す ると、 直ちに 全軍の 壞5^ 

とならざる を 得なかった。 福 原、 國司、 (化 田の 三 家老 は、 身を以 つて 長 州に 遞 がれた。 國 司の 軍 は 最も 力 戰奮鬪 

したが、 勇將來 島が 倒れる と、 殘隊は 算を亂 して 敗走した。 その 時に 國 司の 陣中から、 藩主の 黑 印の 軍令 狀が薩 

軍の 手に 拾 ひ 取られた。 〔軍令 狀前 S  . 

旣に 軍令 狀の ある 以上、 藩主の 戰意を 否定す る こと は出來 ない とあって、 七 丹 二十 三日、 いよく 長 州 追討の 

勅令が 發 せられた。 

がラそ 

松 平 大勝 大夫 儀、 兼而禁 II 入京 1 候處、 陪臣 一 i 原 越後 を 以て 名 は 歎願に 託し、 其實^ 訴、 國司信 濃、 (化 田右衞 

門 介 等、 追々 差 出 候に 付、 寛大 之 仁恕 を 以て 雖レ 扱レ 之、 更に 悔悟 之 意な く、 言 を 左右に 寄せ、 不， 一 { 杯 易 1 趣意 

を 含み、 旣に自 から 兵端 を 11 き、 對， I 禁闕 1 發砲 候條、 其 罪 不：， 輕、 加 之、 父子 黑印之 軍令 狀、 授ニ國 司 信 濃 1 

.5、 全軍 謀顯然 候。 旁 長 防へ 押 寄、 速に 追討 可：， 有レ之 事。 

ゐ かん 

旣に長 州 は遣憾 なく 朝敵の 地位に 立った。 戰@ 'において 敗れた のみでな く、 政治 戰 においても、 全く 失敗に 終つ 

たので ある。 幕府の 思 ふ壺に はまった とい ふよりも、 餘 りに 美事に 自 から 首級 を 呈 した 形であった。 


毛 利 敬 親父 予が宫 位を褫 il:.- された の は 勿論の こと、 官 廷内に おいて、 長 州の 爲 めに 1.:^ 力す ると ころの あった、 

お ほい レ へのぶ  さん 

有 栖川か ：！ を 始め、 廳司輔 ar  炊 家信、 正 親 町三條 實德、 中山忠 能、 日 野 资宗、 橋 本實麗 以下 十數 人の 公卿 は參 

朝 を .i; めら れた。 

勝 海 舟 は、 常時の 形勢 を兑 て、 次の やうに 論じて ゐ るが、 言 ふところ 略ぶ 中正 を 得て ゐる。 〔海 舟 日記 七月 I 九ョ〕 

あくせ つ  》~ き 二 

『京地の 風評、 長 を 善 とし 會 殊に 惡說 あり。 長 は 其の 邦家の 危急に よって、 務めて 人心 をと り、 役 雇の 類と い 

ぶ いく  むち^^  はんぷく 

. へ 共、 金を與 へ、 撫. ic: し、 且 攘夷 は 無 * の 人々 好む 所 なれば、 頻に此 朝 令の 反覆せ し は、 薩*會 の 手に 出で 

しと 唱へ、 其 非 を 舉げ、 中 川 親王、 大原 三位、 また 尹の 官、 近 衞殿等 は、 薩* 會の黨 とし、 公卿 方 無^の 者 

に 便して、 大半 此點に 雷同す る を 以て、 風評 宜敷を 得し 也。 

乂、 薩*會の所5^、 暴に 過ぎ、 頗る t 一中 を 得ざる もの あり、 薩は 形勢 を 明察し、 機 會に乘 する ；大 下，：. ルー とい 

厶厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 厶. el 厶厶厶  <1 厶 厶厶厶 厶厶 <! 厶厶 A<1A 厶厶 厶厶  <1<1 厶 

ふべ く、 昨冬 己來、 長 人 是に仇 すれ ども、 私怨 を 忍び、 敢て 咎めす、 彼が 舉、 不正に 到る に 及んで、 ，m 怨以 

厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

てこれ に 答 へんと す。 尤巧 なりと， S ふべ し。 

むちゃく らく  きゃラ it*. ヮ 

會藩は 上に 人物な く、 ド士 激烈 無 着 落、 其 規模 殊に 狹少、 必 らす勞 して； 大 下の 大害を 生ぜん。 また 可レ 憐。』 

【一二】 松平容 保の 將軍 進發論 

長 州 は 旣に西 海の 一角に 孤立して 了った。 僅かに その 末 家と 聯立して、 餘勢を 保って ゐる に過ぎない。 而 して 

蛤 御門^ 變 後の 時局 收拾  •  一 II  ニー 一 
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幕府 は、 彼れ に對 して 最後の ± め を 刺さう とした。 

會津容 保は戰 勝の 餘 威に 乘じ、 將軍自 から 征 長の 軍を督 しー擧 して 防 長 を 伏せし め、 幕府 勢力の 挽回 を 謀らう 

とした。 七 月 二十 三日、 容 保が 江 戶幕閣 に 贈る 建議 書中に、 充分に その 心意が 表 はれて ゐる。 

松1^}.容保ょリ江戸閤老 へ の 書 〔元 治 元年 七月 二十 三日〕 

一 翰 致 11 拜呈】 候。 殘暑 未：， 返 候 得 共、 ；犬 氣ハ發 御麗敷 被レ遊 11 御座 1 候 御 降 心、 可.. 被：， 成 候。 將軍檨 益 御機嫌 

克被： S 遊， 1 御座 1 候 半。 珍重 奉レ賀 候。 各位 檨 にも 愈御淸 適、 御 勤 仕、 珍重 奉レ賀 候。 過日 使者 差 下 候 iT 委詳御 

聞 取 被つ T 候 半。 長 藩 之 逆 意 は、 今日に 相始候 事に も 無 レ之候 得 ども、 直樣 林； 翁に 發砲致 候 半と は、 實に 意外 

厶厶  <1厶<1 A 厶厶厶 厶厶厶 厶<1<3 厶厶 厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 A 厶厶厶  <1<1 厶么 A 厶 A 厶 

之擧 動に 而、 恐 多く も 主上 は、 常 御殿に 被 レ爲レ 成、 祌 器も界 出し 候 計に 致し、 玉座 殆ど 御 遷に相 成 候 半 事、 

數 度に 及、 公卿. • 後せ n 等、 供奉 之 用意 を 致し、 せ ：！ 中 之 鳴動 雷の. 如く、 形 情挚紙 難レ盡 候。 右 は 十九 日に 御座 候 

あやし さ  かつ ぞだ 

所、 廿 En 夜、 怪敷者 宮中に 入 込 候と か 申、 叉々 動搖 致し、 此 時に 主上に は紫窟 殿に 出御 被レ 遊、 三 器も界 出す 

計り、 外より は 御 警衞之 者 共 人 込、 混 雜申迄 も 無， 之、 漸之 事に て 鎭靜に 相 成 候。 右 等に 就いても、 一橋 殿 

始、 役々 之盡 力、 不二 一  と 方 1 事に 御 Ij 候。 偖 叉 諸手 差 向 候處、 嵯峨は 一 人 も 殘無レ 之、 薩州之 手に て燒拂 候。 

山 崎 は少々 殘黨 も有レ 之、 砲戰 致し 候へ ども、 家來 共に て乘取 候。 伏 見 は 井伊 .戶 田 等に て 打 留燒拂 、八幡 は 

前日より 殘黨 無レ之 候。 大阪も 追々 之 注進、 落人 打取 召 捕等不 レ少、 屋敷 內に は、 一人 も 無レ之 引拂、 西官. 兵 


とも Q つ 

庫邊、 長 人 落 行 之 模樣、 追々 申來 候。 長 門 守に は 備後辆 津迄出 候. S に 御座 候。 

此上 は、 九 門 内外 を始、 火阪、 兵康、 明 石 等、 夫々 備を 設け、 西 海 並に m 陽、 .5 陰 、南海 之 二十 三國に 命じ、 

押 申 付 候處、 今 B 追討 之御綸 ^！曰 も 出 候 間、 諸手 相 揃 進 候 計に 御座 候。 就而は 先逹而 中より. 5. 進 候處、 御 無人 

ご てきよう 

に而は 何とも 行 兼 候 間、 力量 有：， 之 候 者 は、 破格に 御擢 用、 御 役 被, 免 候 者 も、 夫々 所長 を以、 御用に 相 成、 

厶厶 厶厶厶 厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶  <1 厶<3 厶 厶厶厶  厶 厶厶厶 厶ム厶 厶厶厶  <1<3 

右 等 御 召 連に 而、 直樣御 上洛、 . 萬. 端 御 指揮 被 レ遊候 はば、 中興 之御與 紫、 指 レ日而 成就^ 候 事と 奉 レ^ 候。 諸手 

. 督軍 等、 其 人に 無レ 之候而 は、 御 威光、 何とも 振起 不レ仕 候 間、 此段御 熟 察、 可レ被 V 下 候。 

右. & 進度、 早 々如：， 此 御座 候。 以上。 

七 01'  二十 三 日 〔元 治 元年〕 . ： 

容 保が 將軍 進發を 望んだ のに は、 裏面の 理ぬ もあった であらう が、 |5^^角も征長進發にょって、 幕府 内情の 支 離 

滅裂 を 融和し ようとい ふ考 へが あつたに 違 ひない。 二 橋と 幕府と が、 今日の やうに 相反 目して ゐて は、 ず f 府自か 

ら 傷つく やうな ものである。 苟 くも 力量 ある 人材であるなら ば、 何處の 何兵衞 でも 構 ふこと はない。 どし く 珠 

用して 幕政 を 一新せ しめねば ならぬ。 慶喜派 だとい つて、 先き 頃追拂 つた 連中な ども、 矢張り 相當の 人物な ので 

と-つ. M-CN 

ある。 人物 本位の 見地から、 復職せ しむべき 價値 ある 人 村 は、 成るべく 多く、 登用した がよ からう。 とい ふ 0 が 

容 保の 考 へであった。 

併し 將軍 進發 などと いふ ことが、 それ 來 たとい ふ 勢 ひで 出来る くら ゐ ならば、 If 府 はかくまで 早く 耄碌 はしな 
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かった に 相違ない。 鬼 や 角と 因循 論が、 左右から 雲 起して、 やがて 山 帶の影 も 形も兑 えなくな つてし まった。 

【四】 春嶽は 遂に 起たず 

追討の 勅 3 曰は拜 したが、 大將が 極まらぬ とい ふ ふしだら さで ある。 將 軍に 代る 者と いへば、 差し 向き 慶喜 であ 

るが、 此の 男が 出さうな 顔 をせ ぬ。 容保は 勿論 病床に あるので 出陣 は覺 束ない。 紀州か 瑪張 かとい ふところ であ 

さま 

るが， 共に 鄕 現に 晝寢 して 居って、 成るべく 危うき に 近づくまい として ゐる。 紀州は 鍵に 征長 總督の 任命 を 受け 

てはゐ るが、 名ば かりの 總督 に過ぎない。 固より 自 から 起た うと はせ ぬ。 お 家 大事の 外に は、 何の 考へ もない の 

だら う。 容 保が 鹿 喜と 謀って、 家臣 手代 木 勝 任に 託して、 越 前に 書 を 贈り、 春嶽 をして 副總督 として 起た しめよ 

うとした 手簡に、 當 時の 情景 を、 瞥 兌す る ことが 出來 る。 

松 KK 谷 保よ リ松 K1. 慶 永に 贈る の 書 〔元 治 元年 七月 二十 七日〕 

一 梁 呈上 仕 候。 秋 暑 今以 S1 敷 御座 候處、 彌御 安寧 奉レ賀 候。 然者、 贲君此 程 は少々 御 不快の^、 拜承、 如何 被レ 

ぎゃくせ 4o 

成 候 哉。 御 案 事 申 上 候。 猶 委細 相 伺 度 奉 レ^ 候。 倚 此度長 州 藩士、 恐 多く も 犯 II 禁 逆 跡 言語 同 斷に御 鹿 候。 

かん はい 

卽御家 來、 堺町之 烈戰、 感佩仕 候。 然處、 官 賊之 名義 愈よ 一 定、 直 檨防長 追討 之 御 論旨 を 下 給り、 天下 呰之 

ざんかん 

に 赴 候。 此上之 ー擧、 治 亂之機 に 候處、 殘憾 至極に 御座 候 得 ども、 御 家門、 御 譜代 等、 人物に 乏敷、 政府 


之 5§ 光、 ii 朿； 菅 偏に 公 s 簡、 御所 勞中、 何とも 御 煩勞に SI 共、 f  if 德.. I 一 

至 与お 御 命駕 被， 成 度、 於-小 子-ま 議- 候。 仍而霞 手代 si 門、 雷 候 irii 人より S 取 被 

, 下 候樣、 奉， 希 候。 右. e. 上 度、 如レ斯 御座 候。 

七 月 二十 七日 〔元 治 元年〕 

然るに 之に 對す I、 水の 對答 は、 八 i 一日 附を 以て、 W の 如く 返書し 來 つた。 文に 曰く、 

松 1^ 慶 永の 松 KI. 容 保に 複す るの 書 〔元 治 元年 A 月 三日〕 

a 龍 核。 ^-1-11  is. 御 I、 欣 賀之至御 秦。 愤此 度、 長 1? 

i- 候 I、  |同斷 之 秦共、 逐一 傳承、 不 |恐惶- 候。 巷 も、 不 =相 ，御 I 共に 御豫 備も 御行 屈 

其 上、 柳舊、 其所 々苦 I 勇 I し、 § 魁 も 御手に 死 I、 天下 之 御名 譽、 不 レ過乏 §s.$ 

右 こ 付 E は、 赢之翁 一 定、 i 追討 之 降 ® に而、 此上之 一 擧治亂 之 機 ii に 憶、 si: 御 m 代 等， 人物 

に ま f 之御| も、 如何にも 御殘憾 春、 御 同 華 萬 奉レ存 候。 右故、 小生 上京、 議も可 レ|、 ， 

濃 匿 右衛門 御 指 下し、 I 被 一一 仰 下 一 候趣 、逐一 拜承 仕 候。 則、 一霞よりも、 戶川 If 窄 i ゆ 

達 一 候 趣と も、 御 il に而、 身に 取り、 窗 取り、 本望 至に I 共、 唯々 不レ權 一 I 一 何とも S 至極 

仕 t。 右に 付、 If 湾へ、 豪 共より 中 聞 f、  S 取 被つ 擦、 
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仕度 举：， ^候。 賤.， 忠之 俵、 御懇 下、 奉 二 萬 謝 1 候。 先日 來縝疾 相 煩 居候 得 共、 此頃は 追々 輕少相 成、 不， 日 

全癒 可レ 仕、 別而秋 暑に 逢、 旁 難儀 i 能 在 候。 右 裁 答、 如：， 此 御座 健。 頓首。 

八 三 日 〔元 治 元年〕 

一橋 カ戶川 氛三郞 をして、 ，1 井に 魔ら さしめ た 文書 も、 殆 んど容 保と 同一 意であって、 『追討 軍 は 二十 一藩に 

命じて 出來 上った やうな ものの、 さて 總大將 がない。 大將 がなくて は戰爭 は出來 ない。 ここ 頗 ぶる 闲 却の 態 だ。. 

どの 道副將 はお >;i の番 だ。 ^瘤 は〕 拊瘤 として、 一 つ 穴から 出て 來れ ぬか』 とい ふ 勸誘狀 であった。 

春 嶽の返 執 は、 强ち^^瘤ばかりでもなぃ。 用がなければ 邪魔物 あっか ひに し、 事が 起る とお 前でなくて はとい 

さいそく 

ふ 矢の 催促 は、 ちと 蟲 がよ すぎる。 度々 のこと だから 卷嶽 ももう は 腹 を 極めて ゐる。 幕府が かう 賴 りなくな つて 

しまって は 仕方がない。 自分の 藩 だけで も 力 を 養って、 萬 一 の 場合に 準備して 超かなければ ならぬ。 何とい つて 

も、 事 を 行 ふに は 人物と 金 だ。 とい ふので、 財政 整理と MgliM に 熱中して ゐる 際で あるから、 今頃 征 長の 副將 

でも あるまい と、 喜に 對 して は、 左の 理， W 書を發 して、 きっぱりと 上京 を した。 

第一 元來 不肖 之 身 を以、 三軍 之號 令を德 擅し、 諧藩を 指揮 可 レ仕覺 へ 無， 一 御座 T 致 二 恐懼 1 候 事。 

第二 當卷 御上 洛中 、於-一 御前 7 紀 公へ 御 直に 御名 代 之 台 旨 被-一 仰 出 1 候處、 今更、 隱居 之私罷 出、 大任 を 辱 

候而 は、 乍：， 恐 幕府 之 御失體 にも、 可 y 被， 爲， 成 敷。 將紀國 君臣 之 3 心 はく、 隨從諸 藩 之 居り 合、 如何可，有，- 

御座1^^と致，1恐懼1候事。 


第三 此節 取仕切 鎖 港 Mfe, 一 仰 出 一 i: 座 候 折衲、 ill&l 礎 之 名 を 取 候 弊 藩、 上京 被レ 命、 軍事 參謀 仕候而 者、 

朝野 之 人心、 又々 鎖 之： m 端 を 抱き、 別而 iii^ 方 杯、 折 合 申 間 敷 债に候 得ば、 御 爲に不 II 相 成 一而 已 ならす、 

却而 方今 御 趣意 之 御 邪魔と 相 成 候 は、 必然 之理 勢と、 致 二 恐懼 1 候 事。  . 

り ぎ 

少々 針 を 含んだ 文 言がない でもない が、 春嶽 のい ふところ は ™t, 篛が 通って ゐる。 彼れ は 『決して 幕府の 危 々お を 見 

ばう くわん 

て傍觀 する もので はない。 場合によって は 全 藩 を 傾けても、 更らに しいと は 出 4 はない が、 今日の やうな 無 中心 

の^ 態で は、 何 をしても 水の 泡で 役に立たぬ。 將 軍が 幕府の 中心で ある 以上 は 將軍自 から 中心で ある だけの 實カ 

を 示さねば ならぬ。 此際 よろしく 上京して、 自か ら征長 の 部 §11^ を 定め、 一 令の 出づ ると ころ、 一 絲亂れ すと いふ 

風でなくて は、 何事 も 成就し ない』 といって ゐ るが、 彼れ のい ふところに 事實相 _s はない。 

«  *  « 

*1 うさ やう 

ここで 春 嶽に遁 げられ たので は、 一 橋の 翁 境 はー曆 深みに 陷 いるば かりで ある。 何としても 越 前 を 起た しむべ 

く、 更らに 品を換 へて、 薩 藩の 西 鄕、. 小 松 をして、 福 井 の 中 根、 酒 41- に說 かし めんと した。 西 鄕は小 松と 速 

して、 雪 江に 說く ところがあった。 しかしながら IS 鄕が 卷嶽を 動かさん とする に當 つて、 樓々 として 述 ぶる とこ 

ろ は、 終始 二お、 『朝廷 一 大裹』 の 場合で あるから、 私愤を 捨てて 立つべき を^むる にあった。 俊 喜、 容 保の 思 

だい さう ゐ てん  0 

相 心と 對 iii して、 根本に 一 ブ相？ 點 を發见 する の は、 西鄕 のこの 一 K したる 朝廷 策 一 、H.: 義 であった。 雪. y 等に 與へ 

た 文書に 曰く、 
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西鄕 • 小 松よ リ中根 • 酒 井に 與 ふる 書 〔元 治 元年 七月 1 一十 八日〕 

再 來御棘 情 相 過 候 得 共、 酷 敷 秋 暑 無 11 御 厭-御 勤 仕の 害、 奉 U 恐賀- 候。 陳ば去 十九 日 〔七： at 當地 大變の 始末、 

疾く御 閒取相 成 候 はん。 九 1： 內 戰爭、 未曾有の 形勢、 殊に 砲彈 を以、 玉座 を 奉 レ驚候 事共、 可 レ惡の S 敷 者に 

御座 候。 其 節に 臨て は、 朝廷の 御危き 事、 何共 難， 1 申盡 7 畢. ほ 彼等の 底意 相 探 候へば、 御所 中 を 騒し、 其紛 

れに乘 じ、 終 鳳輦 を 西に 促 奉の 奸 謀と 相 見へ、 不, 一. 谷 易 一 企、 絶 n 言語, 候 次第に 御座 候。 就て は 尊 藩 〔越 前〕 挑 

おんかた め  あつ ばれ 

町 御！： 御 固の 御 人數、 }KiH の 御 忠戰、 各藩の 耳目 を 驚かし 候 事共、 天 下の 爲、 御 祝詞 中 上 候。 右 等の 反 謀、 

相 巧 候 付て は、 本國 追討 之 勃 命 相發、 不日 御 征討 之 場に 相 成 候處、 老公 様 〔赛嶽 を 指す〕 に は、 御所 勞候 哉に 

偉 承、 焦心 苦應に 御座 候。 乍 レ然、 

P  ^  '  A  ■  ^'  ,A  ^  A.A^AA.  <1A<J 厶厶 A な厶厶 A 厶厶 A 厶 厶 么厶 厶<11 な A 

朝廷 之 御 威權、 被 レ爲， 振 候 の^に 至り、 御 カ不レ 被-一成 下 一而 は、 不 -1 相濟 一場 合と 奉 レ!： 候。 勿論： 大下 人心 之 

希望す る處、 弊 藩に 於而は 尙更之 事に 而 一向 御上 京 之廳、 奉， 1 懇願 一居 、事に 御」 l!j 候。 御 國費之 儀 は 深く 御 察 

申 上 居候 事ながら、 人心 之 折 合、 朝 威 小 二相 立 1 との. 時機に ぉゐて は、 深 心痛いた し 居候 ii、 追討 之處 迄、 

御 向 ひ不, 被レ遊 共、 急々 御上 京 被, 遊、 朝 威 を 御 援助 被， 一成 下 1 候 儀、 小生 等 之 赤心に 付、 直檨 I 能 出、 奉：， 願 度 

御座 候 得 共、 繁忙に 任せ-小 レ得 一一，^ 事 7 海 江 S 武次 を以、 右 等 之 jeSF 件、 奉：， 願 候 il、 細大 御 聞 取 被， 下、 小生 等 

至誠 之眞 fg、 宜敷御 汲取 被レ 下、 御盡カ 被， 1 成 下 一度、 偏に 合掌 候。 恐^ 11  一 II。  ， 


七 ni:  二十 八日 〔元 治 元年〕  大島吉 之 助 

小 松帶刀 

中 根 輒負樣 

酒 井 十 之亟樣 

鹿 喜 等 は 『幕府の 爲 めに』 とい ふので 動かさう とし、 西鄕は 文中 幕」 財の バの字 もい つて 居らぬ。 終始 して 

朝廷の 爲に 俊. 水の 盡カを 促が さう としたの である。 ここに 『國 *』 云々 のこと をい つたの は、 鹿、 水が 一橋への 回 

答 中に、 特に 別 書を以 つて、 財政 困窮 を訴 へたから であらう。 しかしながら 慶永は 遂に 立たなかった ので、 その 

子 松 平 茂 昭を以 つて 副將に 命す る ことにな つた。 慶、 水 は 旣に隱 居して ゐて、 茂 昭は當 主であった からだ。 征長總 

督は、 始め 紀州侯 德川茂 承に 命ぜられ、 後に 尾 張 侯 德川慶 勝に 變ぜ られ た。 

【五】 德川慶 勝の 征長 司令官 

然るに 俊 勝の 總督 も、 隨分 問題つ きであった。 容 保の 命に よって. y 戶に滯 在して ゐた、 柴太 一郎の 寄 簡 中に、 

慶 勝の 進 返に 就いて、 斷片 ながら 一 端の 消息 を：^ らして ゐる。 

一、 御 總督之 儀、 老公 〔慶 勝〕 より 御鉈、 被 二 仰 上 1 候。 其 趣意、 總督の 儀 は、 至 極 重任に 候處、 不肯 儀、 殊に 

所勞 に而、 不行屆 儀、 關原 大阪、 祌君御 祌征之 例 を以、 御進發 被：， 遊 候 はば譬 へ^ 中ながら も、 押而 出陴、 

1= 御門 事變 後の 時局 收拾  三 ニー  ， 
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幕下に 付、 盡カ可 レ仕候 間、 總督の 名義 は、 御免被 レ下 候檨、 被， I 仰 立 1 候 由、 右に 付 彥三郞 〔尾 張 藩士 水野彥 

三郞〕 出府 致 候。 然るに 是非々々 御請 被レ 成候樣 との 事に 而も 御 許容 無.， 之 趣に 而、 彥三郞 歸國致 申 候。 仍而 

好機 會故、 橋 公に 被, 成 替候檨 と、 頻に 周旋 致 居候 得 共、 御 同 公 〔慶 喜〕 愛 許に 而、 存外 御 疑被レ 居候 振 合に 而、 

中々 御 氷解に 至 兼、 遣憾之 事共に 御 鹿 候。』 云々  .  . 

なんきょく  かう 

慶勝 とても 『損な 役割に 自 から 身 を投， f るまで もない こと だ。 何とか ロ實を 構へ て 難局 は 御免 を 蒙む らう』 と 

いふ 腹であった らう。 關ケ 原の 大戰の やうに、 家康自 から 三軍に 將 として 進發 し、 百年の 運命 を ー戰に 賭する と 

いふ やうな 意氣 込みで 遣る のなら ば、 不肖ながら 三 家の 一 だ。 君の 馬 前に 立って 奮戰 もしょうが、 今日の やうな 

し w- ぬぐ  は ら 

人の 尻 拭 ひ は 御免 だとい ふの が 尾 張の 肚裏で ある。 それで 愈ぶ 進軍と なっても、 やれ 兵隊が 揃 はぬ の、 草鞋の 紐 

が 解けた のとい つて は、 出發 しょうと しない。 厄介な 總大將 もあった もの だ、 これで 幕烕を 示す と 聞いて は、 呆 

れる外 はない。 會津 公の 『京都 守護 職 始末』 に、 次の 一節 を 記して ある。 

『奠に 幕府、 德川慶 勝 卿 を 以て 征長 總督 となす や、 卿 城邑に 在り。 命を受 くる も 輙く發 せす。 旣 にして 朝廷 

.tIJ やうな ほと 

將軍 家の 上阪を 促す に 至る も、 卿 猶途に 上らす。 依りて 我 公 〔容 保〕 九月 二十 六日、 家臣 小 森 久太郞 を 名古屋 

に 遣し、 之 を 促す に 及び 稍く 入京す と雖 も、 亦 西征の 色な く、 十月 七日、 始めて 先鋒 諸 藩の 重臣 等 を 其 館 〔智 

くわん まん 

恩院〕 に 招き、 之 を 宴す。 衆 其 緩漫を 怒り、 直ちに 辭し 去り、 更に 肥 後 藩 上田 久兵 衞、 道家 角左衞 門、 久留 

米 藩 吉村武 兵衞、 安藝 藩梶 川虎藏 等、 諸 藩士 を、 我 藩士 手代 木 勝 任の 許 t 會し、 尾 張 藩士 を 招きて 出征 綏漫 


の 事が を 詰り、 征長 總督の 大任に 膺 りて、 遲緩 此の 如くん ば、 諸 藩 これより 惰氣を 生じ、 人心 解體 して、 遂に 

不測の 變を 生す るに 至らん。 且 夫れ 戰は 機に 投 する にあり。 此機 一た び 失せば、 幕府の 威權 忽ち 地に 墜ち、 

ぐ わく わいど ほう  しっさく 

瓦解 土 崩の 亂 境に 陷 らん 事必 せり。 氏 等 之 を 如何と なすと。 尾 張 藩士 等陳續 して、 兵 は國の 大事、 萬 一失 措 

i うはい 

. あらば、 獨り尾 張 一藩の みならす、 延いては 宗家の 輿 廢に關 す。 故に 百事 完備 を 待ちて 發 せんとす。 且つ 先 

に 布府の 3 曰 を 請 ふ 事 數條、 未だ 其 令に 接せす、 故に 然 りと。 諸 藩士 之を駁 して、 先づ敵 境に 液み、 機 變を制 

ぐんりょ じ やうた う 

する は、 軍旅の 常套 なり。 徒らに 坐して 事の 完備 を 待つ は、 實に兵 を 知らざる なりと。 尾 藩士 凝 屈し、 遂に 

十四日 を 以て、 大阪に 至り、 諸 藩 を 部署す る を 約して 去る。』 云々 

旣に 大本 營が、 この 調子で あるから、 他 は 推して 知るべし である。 三百 年 太平の 餘德 は、 ここに も 現 はれて ゐた。 

かなへ  し さんせき 

征 長の ー擧 が、 後に 幕府の 鼎の 輕重を 問 はるる 試金石と なり、 且つ 諸侯の 實 力が、 意外に も 薄弱なる こと を 暴露 

したの は、 實に爭 ふことの 出来ない 自然の 行程で あつたの だ。 

S 西鄕は 如何に 長 州に 對せ しか 

此 際にあって、 薩藩を 率 ゐてゐ た 西鄕の 胸中に は、 幕府の 爲 すなき 狀態 は、 充分に 觀 破せられ てゐ た。 彼れ は 

一から 十まで 朝廷 第二 主義であって、 朝廷 を 仰いで 國 家の 中心とし、 之れ に 諸 藩 合同の 力 を 以て 國政を 行 ふの 外 

こ と 

はない とい ふ 腹であった から、 同じく 長 州 を 討つ にしても、 その 根本 思想 は、 幕府 側の 諸 藩と、 全然 出發 點を異 

給 御門 事變 後の 時局 收拾  三 二三 
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にして ゐ たの だ。 

きんけつ 

西鄕 は何處 まで も、 朝廷の 爲 めに 長 州 を 討た うとす るので あった。 卽ち 禁闕に 向って 發 砲した 罪 狀を責 むる が 

爲 めに、 勅命 を 奉じて 長 州を征 めようと いふので ある。 關ケ 原で 家康 がどうし ようと、 今日の 幕府が どんな 態度 

ち よくし 

であらう と、 そんな こと は 問 ふところ ではない。 征 長の 勅旨 ある 以上、 幕府た る もの は、 之れ を 奉じて 立た なけ 

ばなら ぬのであって、 薩藩も 亦た これによ つて、 戟を 執って 西征 する の だ。 これが 西鄕の 一 心で ある。 

それで 西 鄕は長 州の 始末に 就いても、 名義 を 立てて 勒命を 奉じさへ すれば、 成るべく 早く 折 合 ひ をつ けて、 國 

家 統一 の 大業 を 一日 も 早く 實 現せねば ならぬ と考 へたので ある。 彼れ の 主張 は、 此の 時 旣に諸 藩 合同 策に あり、 

維新に 對 する 一大 國是を 決定す るに あつたので、 西 鄕は蛤 門の 戰爭 がすむ と 同時に、 竹 内、 5 お 崎の 兩人 を、 早く 

たんさく  どう 6- い 

も "4^ 州へ 棵 索に 入れて、 彼れ の 動 靜を棵 らしめ た。 

當時、 彼等に 與 へたる、 西 鄕の內 命 書に 曰く、 

長 州 探偵 事項 內命書 〔元 治 元年 七月〕 

一 人心 和 • 不和の 事 

一 君臣 合 體*義 論 一致の 譯 

I 謀 主の 人柄. 姓名の 事  I 


一 武備 嚴* 不嚴の 事 

一 築城 形勢の 事 

一 人數 手配の 次第 

一 |母 隊人 t 多少の 事 

一 浮浪 士增減 0 事 

I 諸 藩 應援の 事 

I 末 {^ 一  門 隨從の 事 

一 七 卿 動 靜の事 

一 京師 公卿 方え 音 通の 有無 

一 義擧と 割 據の譯 

一 ^金 • 積 穀 多寡の 事 

一 浪士 給金 何程の 事 

一 外 夷 襲 來に專 備を設 候 か、 征討 軍配に 策 を 用 候 かの 事 

一 京攝邊 間牒の 姓名 隱 居の 事 

一 年貢 取 方 厚薄の 事 

蛤 御門 事變 後の 時局 收拾 
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一 出金 • 出 米 0 事 

一 浪士等 一 日 飯米 何程の 事 

一 小銃 • 大砲 何程の 事  . 

一 京 攝に人 を 差 出 候に は、 陸地 を 押し 候 哉、 海路 を 涉り候 哉 

一 船 用意 何方に 何 艘有レ 之 候 哉 

一 浪士  0 魁と 相 成 主宰 0 人柄 姓名 事 

そ 0 微に 入り.！ を 穿ちた る、 用意 を 見るべき である。 これ 世間 一般に 思 はれて ゐる やうな 豪傑 西 鄕の爲 し 得る 

ところで あらう か。 西鄕は 粗大なら す。 事 を 行 はんとす る 前に は、 必ら， f 先 づ必成 を 期した。 而 して 敵 を 知り、 

かるいし  ラは  すん がう 

己れ を 知り、 その 間、 輕 石の やうに 浮つ いたと ころ は寸 毫もなかった。 大事 を 成す もの は、 小事 を ゆるがせ にせ 

すだ。 

*  *  * 

れい *- い  きラそ  か 

西鄕 は、 冷 靜に長 藩の 事情 を觀 察した。 追 ひ 詰めれば、 窮鼠、 却って 猫を嚼 む。 一一 ャ オンで もない と濟 まして 

は 居られぬ。 討つ に 法 あり、 征む るに 道 あり だ。 

す ゐ くん 

一矢 折るべく、 五矢 折る ベから す CJ、 毛 利 元 就の 垂訓 を 奉じて、 吉川 等の 末 家と 聯立して ゐる防 長 0 勢力 は、 

あなど 

僅かに 西濱の 一角に 據る 小天地で あると はいへ、 決して 侮るべき ものではなかった。 殊に 數度^ 亙る 敗北 は、 彼 


れ isf して 極度に I せしめて ゐる。 0§ri. 西鄉が 111 二士 を 長 州に 下さ しめたのに は、 

自力ら 別に 使命 0 含まる る ものが あった。 

それ は 本家と 末 家と を 分離せ しめ、 毛 利 家 をして 全く si の 地に 陷 いらし むる にあった。 西鄕 が大久 保に 

與 へた、 八 e: 一日の 書中に、 此 間の 消息 を傳 へて 明らかで ある。 

大久保 利 通に 與 ふる 書 〔元 治 元年 八月 朔日〕 

御兩 殿様、 益 御機嫌 能、 被， 遊 n 御座 7 恐 悅の御 儀 奉レ存 候。 次に 費 兄 御 同慶の^と、 奉， 一 恐賀ー 候。 隨てト 弟 

. 無- 異&相 I 申 i、 乍 レ憚御 放 慮、 可， 被， 下 候。 陳ば 追々 返 si、 探 方有レ 之、 堂上の If  、 探 

索 致 候檨と I にて、 洛中 外 共、 大 穿鑿く に 御座 候。 段々 と 捕候者も 有レ 之、 今 當分 は、 先づ 8 の 姿に 御座 

候。 去る 廿 七 S に は、 兵 囊へ人 數操出 霜、 si 諸鄉 〔藩 兵 城下 外 0 士〕 四 組、 8下〔鹿兒 

島 城下の 士〕 一  紐、 被-差 出； 矢 張、 守衞 中に 御囊へ 共、 fimMfo. 評判に 御座 

候。 戰爭 相濟 と疆、 S 木 之、 竹內 .li 人 を 雷 〔長 州 藩〕 え 探索に 差 出し、 吉川其 外、 末 家の 面 

面、 .e: 情 如何に 候 哉、 萩 中 之 人 氣何檨 に 候 哉、 若し 吉川等 之 面々、 異論 之 向 も 候 はば、 委敷論 ^いたし、 か 

し 候樣、 細に If  f  ;g。  f^^iT  ^^^^^^f  ^^if  ま 

蛉 御門 事變 後の 時局 收拾  ： ： 
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程攻 安く、  二三 之 末 家 一つに か だ A ま は、 v.々1 ハ 1,14a も 有 AT 事 V  Ki0<0fo 此度 P 征 

長 は、 總督 一橋、 副 將春嶽 公と 申 論 決 に 御座 候。 就て は 幕より 小 監察 〔1^ 川 t: 三郞〕 御 使者に て、 越國ぇ 

被- 1 差遣 7 早々 御上 京 を 促し、 食 〔會 津〕 よりも 使者 〔手代 木 勝 任〕 差 立 候 間、 此御方 様よりも 御 使者 御 遣し に， ぷ 

成 候 様、 分て 相談の 向に 有 レ之候 付、 細々 書面 相認、 中 根え 向、 海. y 田 〔信義〕 被， 一 差 遺 一 候 事に 御 慮 候。 も ふ 

は 御上 京 相 成 可， 申、 早く 御 征討 無， 之 候て は、 如何 Q 奸謀も 難， 計 候 付、 速に 御 征討 Q 處、 相贵候 儀に 御 

座 候 付、 三日 後に は 暴論の 堂上 方、 頭 立 候 分 は 出仕 御 差 止に 相 成、 宮檨 方に も 御所え 毎晩 御： 汨 にて 御 虔 

候へ 共、 是以御 ひけに 相 成 申 候。 乍レ然 九 門 内の 御 固 は、 今 以騷々 敷 事に 御座 候。 〇K< 龍 寺に おひて、 長 

人 圍超候 米 五 百 俊 計 有， 之 候 付、 京都市 中燒 失の 者 共、 闲窮 いたし 居候 付、 都て 施行に 出 候處、 餘程 難レ有 

がり I に 御座 候。 f^^f  -  i^.  f  i^.  0fKf.  o 戰功、 或分 取 

等の 儀 は、 伊地知 取調 中に 御座 候處、 兵 靡え 盖越陣 場 等 相 定め、 近日 罷歸 g りに 御座 候 間、 追て 跡より 表 通の 

御 問 越に 相 成 可レ申 俄と、 奉， 存候 間、 左樣御 納得 可， 被レ下 候。 0 兵 庫に て は 蒸氣船 を以、 海上の 應援 に備、 

一艘 は 磐 居候 處、 御乘せ 付の 大砲 も、 七 百 目 杯の 筒に て、 間に合 兼 候 品 も 有レ之 候. H に 申來候 、間、 是非 船毫 

筒 御 乘せ付 相 成 候處、 有， 一 御座 一度、 いづれ 六 封 度 以上の 筒に て 無， 之 候て は、 用に 立 兼 候 山に 御座 候。 以來 

s、 御 吟味 可 レ被レ 下 候。 〇 長 崎に て 異人の 軍艏、 借 入の 手段 は、 出 來ゅ間 敷 哉。 二 艘位も 相 調 候えば、 攻 

破 候 場に は、 余程 可， 宜 事と 奉レ存 候。 何分 御 勘考 可， 被， 下 候。 愛 許に おひても、 幕 人 どもえ も、 申入 候 手 IP- 


に 御座 候。 0 因 • 倫 兩藩、 長 州へ 應援の 儘 も、 今 形に て は 出 來_|^候 、向に 御麼 候。 s: は 至 極 膽を s-us 候 .5、 

備は 以前より、 些 にげ 心地に て、 有 レ之候 由に 御座 候。 加州 も 組し 居候 處、 十九 日砲聲 とともに 國：： 儿ぇ^ ド、 

不屈の 所 菜に て 御座 候。 只今 加州 人數、 市中 杯に て、 長 人の 探索 敷 も C; にて、 町 {豕 でさへ、 大笑と 相 成 居 

申 候。 0 攻ロ 攻懸り 日限 等の 儀 は、 越 侯 御上 京の 上 かと 相考中 候。 早速 相 發可レ 申 儀と、 御 扣相成 i5 攸虑、 

些 延引 相 成 候 付、 今日 飛脚 被， 1 差 立 1 候 間、 荒々 形 行 申 上 候。 日限 相 分り 候 はば、 一 # 樣蒸氣 船 御 Si 立 相 成賦に 

. て、 幕 船 御 借 入相 成 居 申 候。 胡蝶 丸の 儀 は、 江戸 表、 大砲 精 下り 方に、 被， 一 sasi 候處、 今に 歸坂 不レ 致、 何 

方へ 相滯 居候 ゃ不， 一 相 分 一 候。 0 尹宫檨 〔中 川 ：！ 呂〕 の處、 長 人 等大に 忌み 居候 姿に 相 見得、 此機 會に不 11 振 直 1 候 

て は、 益ぶ 御 ゎづら ひも 到 來可レ 致、 も ふ は 安心との、 思 召に 龍 成 候て は、 尙更御 疑 も 出來候 はんかと、 吟味 

たつ  なかば 

仕、 太夫 同道に て、 得と 申 上 込、 ^丹 を 被， 一 召 仕 1 候檨、 絶て 御 願 申 上、 周旋 央に 御座 候 間 、左様 御 納得 可レ被 

レ下 候。 若、 宫樣の 御 失 德有レ 之 候へば、 直樣其 責は此 御方檨 〔薩 州〕 に相掛 事に て、 及ぶ 限り は盡し 可レ申 

かつ かぶと を しめ 

事に 御座 候 問、 此度は 至極に 責掛可 レ申含 居 ゆ 候。 勝て 甲の 緖を締 候 場合と 相 考居巾 候。 恐惶 謹言。 

八月 朔 日 〔元 治 元年〕  大島吉 之 助 

大久保 ー藏樣  ， 

此 書を發 したの は、 西鄕の 使者と して、 海 、江 田 信義が 越 前に 向った 直後で あるから、 西 鄉は尙 ほ 春 嶽の出 魔 を 

M じて ゐる やうで ある。 而 して 名分 を 立て、 一日 も 早く 征 長の 實を擧 げざれば、 大機を 失 ふといって ゐる。 機に 

御門 事變後 の 時局 收拾  三 二 九 
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臨めば、 雷霆の 如しと いふの が、 西鄕の 行き方で ある。 慶喜 立た す、 慶永 出です、 幕軍の が ダラ リと 下って 

か うた 0 

ゐ るの を 見て は、 西 鄕も洪 歎した であらう。 

長 州 始末の 經 過に 就いては、 後に 詳述した いと 思 ふから、 ここに は 略す るが、 長州&^^に關する、 S¥ い 西鄕の 

用意がなかったならば、 あの やうに 速 かに は、 結末が つかなかった かも 知れない。 

【七】 西 鄕は用 意 周到の 人 

中央に おける 薩 藩の 態度が、 一 に 西鄕の 自由 手腕に 依頼され たこと が、 薩 をして ig として その 名 をず げしめ 

た 原因であった 。若し 久 光が 京都に 止まって ゐて、 一 々彼れ の ^を 受けて ゐた とすれば、 薩が元 治の 政局に お 

いて、 かくまで 沈 著な 態度 を 持す る こと は 出来なかった かも 知れぬ。 八月 十七 日、 西鄕 が大久 保に 與 へて、 久ヒ 

•  ぶんり 

の 十 京 尙早を 申し送った 文 裡に、 言 ふべ からざる 妙味が ある。 

大久保 利 逼に答 ふる 書 〔元 治 元年 八月 十七 日〕 

御 兩殿檨 益よ 御機嫌 能 被 レ遊ニ 御座 7 恐 悅の御 儀 奉レ存 候。 陳ば 公子 御 下坂に 付、 御供に-て 參居 i^gjr 森 岡 

等の 人々 着 坂 相 成、 御 問 合の 趣 一 々承知いた し 候。 御 褒賞の 儀に 付て は、 引 鑌戰爭 相 成模檨 にて、 一 戰の處 

は、 直檨 被- 1 賞 &候檨 の 事に 不レ運 候て は、 兵 氣も不 n 相 振 7 御名 代の 兵權丈 は、 非常の 節 は 不二 相 付-候て 


は、 一 鉢の 御 指 撣 も、 を くれ 候 事の み罷 成べ く 候 付、 戰功 丈け は、 當座 被， I 相 賞 T 軍 成 相 立 候樣、 御所 m は爲， 一 

相 成 一事に 御座 候處、 些 早まり 候譯に 到り 候 はんか。 細事 は 太夫 〔小 松帶 刀〕 より 御 直に 御聞屆 可， 被， 下 候。 

〇 兩 公子 御 褒美に 付て は、 先年 龍 伯 公 〔島 津義 久〕、 御 ふたりの 御 舍弟檨 へ 御 褒美の 御 例に 被， 準 候て は、 何まポ 

可レ有 n 御座 一哉。 其 邊の處 太夫 御 相談 も 可 レ有ニ 御， Ml 候 はん。 相 略 申 候。 0 兵 庫 表出 張の 人數、 なケ-^&立、 w 

免 相 成 候處、 段々 御 申立 相 成、 引拂候 付、 至ての 大 幸に 御座 候。 異船 も必攝 海え 乘廻候 はんとの 趣に 候へば、 

若 哉、 變を生 候 儀、 到来いた し 候へば、 兵庫眞 一番に 破れ 候 場所柄、 其 上 兵 庫え 乘廻、 異人 事 を 破らす 迎も、 

横行 を 見て 居る さへ も、 叉 因循の 名 を 蒙り 候 はん。 只今に て は 因循 ひ 名 は、 どこにか飛び去たる審に御座^^、 

間、 餘 計に 念 を 遣 僻事に 御座 候。 〇 御國 元より は筑 前の. s: へ 御 出軍の 由、 就て は i^m よりも 救應の 一陣 は 被， - 

差 出-度 ものに て、 段々 手 害 仕 居候。 此 度の 戰迄、 目覺 しき 軍 をいた し、 II と.. なが g いたし 居候 はば、 IK 下 

中の 人 も、 如何程 か 恐れ を 成し 候 はん。 軍 威 四方に？ 候 事と 奉， 存候。 0.^4^¥i 久光； JiiH^ 小， i、l 

上洛の 筋に も有レ 之、 攝海 異人の 參る說 も 有レ之 事に て、 段々 大難 差 迫 候 儀に 御瘦候 間、 大 夫のお IT 此度は 可 

卒早々 御 歸京相 成 候處、 平に 御 願 中 上 候。 Qp^" の酽、 き (^P13%?^^、  p^^^f 

^C.A 厶、 <^、A. 厶厶 AA 厶 A やき 厶厶 厶厶厶 A 

成 可 vs.. 後難 今より 世話 を 煎 候 事に 御座 候。 定て 幕吏の 策 を以、 異人 を 募り 候審 かと 被 二相 考ー. S. 候。 叉是ょ 

り 暴 客 盛に 起立 候 はん。 始終 世 運 をち 4^ め 候 策 計に 御 極 候。 

蛤 御^ 事變 後の 時局 收袷  一一 一一 一一 ， 
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右の 通、 荒々 奉レ得 n 御意 1 候。 細大 事、 大 夫より 御 聞 取可レ 被：^ 下 候。 恐惶 謹言。 

八月 十七 日 〔元 治 元年〕  大島吉 之 助 

. 大久保 一蔵 檨 

春嶽、 容堂、 宗城 等、 名 侯 を あげて 悉く 歸國 して、 形勢 を觀 望して ゐる 際で あるから、 久 光も暫 らく 機 を 外し、 

けいまよ まう どう 

靜 かに 大勢の 推移 を 見て ゐれば それで 宜しい ので ある。 中央の 進 返 は 西鄕が あれば、 決して 輕擧 妄動す る 氣づか 

ひ はない。 今頃 ノコ，/ \ 出て 来られて は、 ー曆 面倒が 增す ばかりに 過ぎない。 まあく 時の 到る まで、 兎狩りで 

もして 厶れ とい ふ 意味 合 ひで あらう。 

西鄕の nl^ が、 些、々 たる 事實の 間に も兒 えた。 長 派 入京の 際に 西本願寺が 加檐 をした とい ふので、 後に 到って 

山階宮 から、 西鄕に 向けて 本願 寺 燒拂ひ を 命じて 來 たこと があった。 その 頃 本願 寺に は、 長 州 志士の 逃げ 殘 りが 

歡 がして ゐ ると いふ 風聞が あり、 留守居 役の 乃 美 織. 江まで、 隠遁して ゐる とのこと であった ので、 我れ より 火 を 

發 して 燒き拂 つてし まへ とい ふ 御沙汰の 次第であった。 

今頃 本願 寺 を 燒き拂 つたと て、 何の 御利益が あらう。 御利益 どころ か、 どんな 佛罰を 蒙む らう も 知れぬ。 血氣 

の 壯士連 は、 ^^；^を叫んで燒き拂ひを望んでゐたが、 西鄕 はそんな 子供 だましの やうな ことに 手出し はしな かつ 

た。 『今更 斯樣之 事 を 謀 候て は、 佛 敵と 唱 へられ、 却て 手 之 延兼候 共丄に 御座 候 間 此儀は 不レ宜 段、 御斷申 卜： 嫁。』 

と、 更らに 取合 はふと もしなかった。 


その 頃 恰度 尾 張 藩の 一向 宗徒が、 束 本願 寺の 燒 けたの は、 全く 會津 の爲 めだと いふので、 『佛 敵』 と稱 して 穩 

やかなら ぬ 騷動を 起しつつ あつたのに 思 ひ 合 はして、 西鄕の 用意 を 見るべき である。 小 は 小な りに、 大は大 なり 

はう ぜん  たいく わい 

に、 南洲は 用意周到の 人であった。 雨. 然 たる 彼れ の大 塊の み を 見て、 西鄕は 何でも 大の 字の つく 事ば かり をして 

ゐ たと 思 ふたら、 それ は 飛んだ 大 間違 ひで ある。 

い さ  くわい さう  そくざ 

西鄕 が： 大龍寺 を 攻めた 時に、 長 州 派 は 園って ゐた五 百 俊の 白米 を 遺棄して 壞 走した のであった。 西 鄕は卽 1- に 

これ を 施米と して 市民に 散 じた。 燒け 出された 無辜の 市民 等 は、 狂喜して 薩 軍の 陣營に 跪 して、 施米 を 受けた 

とい ふ。 久しく 薩 藩の 上に 被らせられて ゐた 不評判 も、 かくして 漸 やく 恢復に 近づき 來 たった。 

『；大 龍 寺に おひて、 長 人 圍置候 米 五 百 俊 計、 有レ之 候に 付、 京都市 中、 燒失之 者 共、 困窮いた し 居候に 付、 

厶< -厶  <1 厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶  <1 厶 厶厶厶 厶厶 <1 

都て 施しに 出 候處、 餘程難 v5f がり 候 向に 御 候。 當分は 因循 之 名 も、 ー戰 限に て、 洗 流候鰱 梅に て、 氣味能 

厶厶  <1 厶厶 

事に 御座 候。』  ， 

との 一節が、 大久 保に 與 ふる 西鄕 書簡 〔前 揭〕 の 中に 見えて ゐ るが、 彼れ の 志の、 小なら ざるの 一端 を 見るべき で 

ある。 流石に 久しき 薩 藩の 不名譽 も、 西鄕の ー擧 手に よって、 迹 なく 一洗され た。 其 人 を 得れば 其政擧 る。 古人 

我 を 欺む かすで ある。  , . 

き， t ん たしく わ い 

„g 心 如： 懐に なれば、 誰れ にで も 出来る ことが、 誰れ にで も 出来な いのは、 厳 心 坦懐に なり 了す る ことの 難 かし 

給 御 事變 後の 時 收^  三 三 三 
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いからで あらう か。 西鄕 のした こと は、 すべてが 平凡 だ。 その 平凡な こと を カ强く 行った ので ある。 誰れ にで も 

出來 得べ くして、 誰れ にで も 出来が たいこと を、 平氣で 遣っての けて ゐる。 そこが 西鄕の 人格の 迢 かに 群 を拔ぃ 

てゐ ると ころで も あらう。 ほんとうに^ 心に なり 得たならば、 眼に 障 はる もの もないで あらう し、 ほんとうに 坦 

懷に歸 り 得たならば、 心に かかる 浮 雲 もないで あらう。 

擧び やすくして 學 びが たく、 及び やすい やうで、 遙 かに 遠き 南洲の 人と 爲り も、 推しつ めて 行けば、 雲 心なく 

して 岫を 出づ るの 境地で あらう。 我れ は； 大 下の 豪傑な りと、 眼光 焖々 人を壓 し、 肩で 風き る 英雄が、 若し ゃ西鄕 

どんの 眞 似なら ば、 さぞ やお 肩の 凝る ことで あらう。  ... 

【八】 幕府 勢力の 二分 派 

りゃうよ く  ぎ やうて キ J 

長 州 は 旣に兩 翼 を もぎ とられた 小鳥の やうな もの だ。 更に、 國 外に 强敵を 受けて、 すくみ あがって ゐる。 衰へ 

たりと いへ ども 三百.^ 威令 を 布いた 幕府 だ。 之れ を 打つ に 策略 も 何もあった もので はない。 時 を 移さす 諸 藩に 號 

令し、 將軍自 から 山陽 道 を 押し 下ったならば、 長州處 分の 如き は、 間、 髪 を ずれなかった に 相違ない。 それが 簡 

單に 行かす、 小田原評定に 時 を 移し、 他人の 腹の 探り 合 ひば かりに、 其 日を暮 して ゐ たの は、 幕府の 衰亡 を 語つ 

て餘 りが ある。 

レ ラざ. S 

幕府に 人物が あったならば、 少なくとも 阿部 正弘、 井伊直弼 程度の 雄材 があった ならば、 今少し 勢 ひに 乘 じた 


* ラん  さ ylrJN: 

かも 知れぬ。 また 乘じ 得らる る氣 運で もあった。 然し 文 久ニ年 〔壬 戌〕 以前の 制度に 復 して、 諸侯に も、 江 戶參^ を 

させ、 妻子 を 、江戶 表に おいて 人質と しょうな どと、 夙く の 昔に 消え去った 夢 を 兑てゐ る 少量 人物で は、 到底 勢 ひ 

に乘 ぜられ やう もなかった。 

當時 幕府の 中心 は、 江 戶幕閣 と 京都の 一橋 派との 二つに 分れて、 その 間が 事々 に 面白くない。 江戶 幕府の 方で 晃 

おく は 

れば、 どうも 一橋 は蟲が 好かぬ。 水戶 出で あると いふ ことが、 何時でも 奥齒に 物の はさまる 元であった。 しかし 

ん慨 里の 上から いっても、 S 略 や 進 返の 上から 見れば こそ、 如何 はしい 點が あるに しても、 何とい つても 幕府 

キ Jw- やう じん  こんらん 

中^ 一  の 人 村と して 推さない 譯に 行かぬ。 幕閣に 彼れ 以上の 器量人 も 見當ら ぬ。 鬼 も 角 も あの 混 した 元 治の. 政 

局に、 自 から 京都に 乘り 込んで ゐて、 大局 を 誤 まらなかった の は、 何としても 鹿 喜の 斤量で ある。 

そこが 幕 閣の氣 に 入らぬ ところな の だ。 慶 喜の 聲 名が 高まれば 高まる ほど、 幕閣は 之れ を 危險視 した。 『鹿 喜 

は ナん わ- r 'りゃう  さい- eE^I 

の 下心 は、 實は自 から 將軍 となって、 天下の 覇權を 横領す るに あるの だ』 との 猜疑が、 幕閣の 頭を惱 まして ゐる 

幽霞 なの だ。 それで 慶 喜が 京都で やった こと は、 一 々江戶 側で 反對に 出ようと する。 長 州 征伐 も 亦た その 呼吸 か 

ら、 、江戸で 出^って ゐ るので ある。  . 

福 地 櫻痴は その 著 『幕府 衰亡 論』 中で、 この 一齣に 及んで 次の やうに 云って ゐる。 

『然るに 當時 幕府の 內情を 顧みれば、 旣に 前章に 述べた る 如く、 江 戶幕閣 と 在京 幕閣 との 問に 於て、 議論 常 

に 恨ら す、 加 ふるに 一橋 卿が 水戶 家より 出で、 御 養 君 論に 關 して は、 明に 當將軍 家と 對 立の 候補者た りし を 

給 御門 事變 後の 時局 收拾  三 三 五 
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こうぎう  ないてい  いうし  さいぎ 

以て、 後宮 を 初めと して、 內廷 にも 有司に も、 自 から 一橋 卿 及び 其 同 論の 諸侯に 對 して、 猜 忌の 念 を 挾み 

S しき は 卿 を 目して、 覇位 を覬覦 する の 人と なし、 密に 京都 を 煽動す るの 陰謀 者な りと 迄に 疑 ひたる 者の 江 

ちう くわく  そ かく 

戸に 多き を 以て、 卿が 京都に 在て 篝畫 せる 所 は、 幕府に 利 あらす と 認めて、 往 々江戸 幕府 これ を^ 隔し、 叉 

. 實 際に 於て は 在京 幕閣は 外交の 事情に 疎く、 江戶 幕府 は國 内の 大勢に 通ぜ ざる 所 ありし が爲 に、 相互に 噬蟣 

はう とつ i んん さく 

_ して、 政令 自然と 二つに 分れ、 幕 議の歸 する 所 は、 方枘圓 鑿の 勢 を 成したり き。 是れ 防長處 分に 就ても、 幕 

議の 速に 決せ ざり し 第 一 なり。』 

當時 幕府 内部の 情僞を 解して、 やや 誤 まらざる に 近い ものが ある。 

將 軍の 進發 がそん なに 手數 のか かる ことならば、 慶喜 をして、 將軍 代理と して 西征 せしめて はどう だとい ふ。 と 

ご しん ぼつ 

江戶 では 『そら 來た』 とば かり、 最早 將 軍の 御 進發も 間近で あるから、 早まった こと をす るな と 出て 來る。 

會津は 最も 熱心に、 將軍進 發の急 を入說 したが、 江戸からの 返事 は、 何時も 半に えだ。 容 保が 幕閣に 送る の 書 

は實に 積んで 山 を 成す とも 思 はれた。 容 保の 意中 を覜 ふに 足る、 一節 を 次に 錄 して、 彼れ の 熱意 を 知る の 一端と 

する。 

おんたの もしく 

〔前略〕 諸 藩へ 追討 被 11 仰 付？ 引續御 進發可 レ被レ 遊^、 被 二 仰 出 1 候に 付、 於 二 天 朝 1 も、 深く 御 頼 敷 被 11 思 召 1 候 

ゆうやく ふんき  ちう こ-つ  たいかんの あめ きう りんの はれ 

. 樣 奉：， 伺、 一 統 にも、 難 有 奉 レ存、 勇躍 奮起 罷在、 中興 之 御大 業、 可レ 被レ爲 V 立と、 .K 早 之 雨、 久霖之 晴を祈 


る 2 心 を 成、 實 千歳 之 一時、 不, 可 レ失之 好機 會と、 御 進 發を奉 11 仰望 1 居候 處、 今以御 日限 も不 U 被 二 仰 出 T 於 二 犬 

ゆる  だ き  とうこく その さう わう  けいそ 

朝 itg 御 案 思 被 レ遊候 樣奉レ 伺、 一 統 にも 疑惑 致し、 氣勢 弛み、 惰氣生 候樣、 見聞 仕 候。 昔 國楚莊 王 は、 荆楚 

とうけつ  す あし *<,0  けん リ 

ー國之 重に 而 すら、 自國之 使者、 敵 國に而 被 レ殺候 旨、 聞 哉 否、 投袂 して 素足 丸 こしに て、 只 一人^ 出、 劍雇 

.舉 等 は、 跡より 漸く 追 付參候 位、 速 進發致 候而、 攻圍候 故、 難なく 敵 を 討 平げ、 致-一服 從ー 候。 ^而 堂々 た 

すいたいう よく  • 

る祌州 征夷 之 御 職掌に 被， 爲, 在、 餘他之 大小 名、 推戴 羽翼 候 儀に て、 楚莊と は 格別 之 御 儀に 御座 候。 仰 願 は 

もく う しつ 24 う  けんそ かんな ぺ 

祌祖之 沐雨櫛 風、 萬 死 一 生、 險組 艱難、 飽迄被 レ爲： J 曰 候 御 事、 深厚 御 想像 被， 遊、 創業 開基 之 2? 召 被 レ爲レ 在、 

ご はう すん  ゆうだん  なびきし たが は 

御 一 己樣御 方寸より、 勇 斷御憤 發被レ 遊 候 はば、 不 11 靡從 1 者 は、 一 人 も 有 レ之間 敷、 奉レ存 候。 云々。 〔九 =： 十 

七日、 奉將 軍書〕 

家康の 創業 的 精神に 復 つて、 自 から 艱難の 地 を 踏み、 死 を 賭して 戰 ふの 氣魄が なければ、 到底 今日の 額 勢 を 興す 

こと は出來 ぬと、 絶叫す る容 保の 言に は、 情熱の 血が 速ば しって ゐる。 應に 眼前に 横 はって ゐる、 千載の 好機 を 

せう さう 

逸すまい とする 焦燥 も 見える。 之れ に對 する 幕閣の 返答 は、 餘 りに 冷々 淡々 たる ものであった。 幕 閣の答 書 は 十 

月 九日に 發 せられた が、 大意 は ざっと 次の やうであった。 

しゅつ ぢん  ご へんかう 

『將軍 もい よく 御 進發に 決して、 出陣の 準備 を 急ぎつつ あるので あるから、 此上 御變更 ある やうな こと は 

ない の だが、 尾 張 總督を 初め、 西征の 軍が まだ 一度 も 戰爭を しないのに、 將 軍が 進發す るの は 少し 早 やすぎ 

ちう しん  ふうぶん 

る。 愈ぷ ボンく やり 出した とい ふ 注進が あったら、 そこで 初めて 出陣す るの 覺悟 だ。 所で 風聞^よ ると、 

給 御門 事變 後の 時局 收拾  三 一一 一七 
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お て や はら 

長 4; 處 分に 關 する 在京 諸君の 態度 は、 大分 御手 柔 かの やうに 聞え てゐ る。 其邊 どんなお 考 へやら、 江戸 方面 

では 頗 ぶる 心配で ならぬ。 第一 朝廷の 方 も 危なっかしい ではない か。 公卿 中には、 猶ほ長 州 ^ 肥の 連中が 見 

える やうで ある。 萬 一 またく 將 軍が、 おしかり を 受ける やうな 始末と なって は大變 だから、 何と 諸侯が 入 

說 しょうと、 關白 始め 諸 卿の 心に 動きの ないやう にして おいて 貰 はねば、 安心 はならぬ。 この 邊 鶴と 承 はつ 

くわんだ い  ちょく ぢ やう 

て 置きたい の だ。 長 州處分 を寬大 にやれ などと 天降り 勅 読が 下る やうで は、 實際 仕事 は出來 ない。 ところで 

一 つ 貴君から 京都に お話し をして、 「萬 一 の 場合に 至って 寬大 などと は 申さぬ から 充分に やるべし」 とい ふ 

ちゃう だい 

一札 を 頂戴して 貰へ まい か。 さう したら 安心な ので あるが。』 〔十！；：；： 九日 附 書簡 大意〕 

これ を 讀んで 流石の 容保 も、 啞 然として いふと ころ を 知らなん だとい ふが、 容 保なら すと も、 之れ をー讀 する 者、 

ず  1 し 呆然たら ざる はなから う。 

【九】 勝 安房と 西鄕 との 會見 ( 一 ) 

勝と 西鄉の 初對面 

江戶 では 京都の 形勢が 解らぬ とはいへ、 これで は餘 りに 解ら なさす ぎて ゐる。 何でも 大， 江 戶將軍 全盛の 時， 弋に 

？ん \ 

かへ さう とい ふの が、 幕 閣の存 意で ある。 京都 側で も それに 反對 する ので はない が、 大、 江 ョ にかへ す こ は それ 1  こ 


けの 事 をせ ねばならぬ。 働ら くの は 嫌 だが、 金 は 欲しい とい ふので は、 餘 りに 蟲 がよ すぎて ゐる。 

先づ 安政 度の 形勢ぐ らゐ ならば、 曲り なりに も 幕 威の 回復が 出来ないで もない。 しかし 文久の 政變を 過ぎて、 

つ さ- CN 

旣に元 治と なって は、 もう は 夢を見て ゐる 時勢で はない の だ。 ボン ボン 始めた のでなければ、 將 軍の 出陣 は尙早 

などと、 及び腰に なって ゐ たので は、 大江戶 も 何もあった もので はない。 

西 鄕等も 幕府の 因循に は、 頗 ぶる 業 をに やした。 將軍 進發に は、 大分 奔走す ると ころが あつたが、 前述の やう 

な 態度であって 見れば、 何時の こと やら、 薩 張り 見當が 立たぬ。 

こころざ しいれ  はラ だん 

恰度 そ の 頃、 幕臣 勝 安房が、 神戶 の 海軍 練習所に 來て 居つ た。 志 納 られ す、 不平 滿 々とい ふ 態で 放談し てゐた 

ので あるが、 その 人物で ある こと は、 多少 時務 を 論す る ものの 間に 知られて ゐた。 越 前 藩の 堤 正 誼、 靑山 寅な ど 

とい ふ 連中が、 嘗て 勝 を 知る ところから、 西 鄕に談 つて、 勝の 東歸 する の を機會 として、 將軍 進發を 運動せ しめ 

ようとした。 西 鄕は兩 士に伴 はれて、 丸 月の 十一 日、 大阪に 勝を訪 うて 談 すると ころがあった。 勝が 初めて 西鄉 

を 知り、 西鄕が 始めて 勝 を 知った の は、 實に 此の 時 卽ち元 治 元年 〔甲子〕 九月 十一 日に 始まる のであった。 勝は當 

時の 記錄を 極めて 簡 單に殘 して ゐる に過ぎない。 『海 舟 日誌』 の 九月 十一 日の 條に、 曰く、 

ふんぷん として けっせす 

『薩 人、 大島吉 之 助、 吉井幸 助、 越 人 青山 小三郞 來訪。 云、 征 長の 御議、 紛々 不 レ决、 關東御 混 雜實に 衆の 

行 はるべき なし。 邦人 紛擾 再出せ ん歟、 如何にして 可な らん やと 云。 今 天下 危急 日々 相 迫、 一 人 も實意 邦家 

けん 會  ぐ わかい 

に盡す 者な し。 上下 大抵、 私營小 得、 又 嫌忌 を 避く る 而已。 如斯 にて 如何 之 瓦解せ ざらん^、 云々。 越 前 侯 

拾 御門 事變 後の 時局 收拾  三 三 九 
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むなしく 

より 直 書 を 給 はる。 近日 上京の 所 未だ 總督 御治定 なく、 御 進 發も又 御 因循、 空 敷 副 督の奉 命 一事の 成すべき 

なし。 希 所、 御 進 發の御 速成る にあり、 宜 敷き 論 あらば 聞かむ と、 云々。』 

*  *  ] 

たんねん 

勝自 から は、 これ 以上 何の 記す ところ もなかつ たが、 當時西 鄕* 勝兩 雄の 會談の 內容に 就いては、 丹念な 西鄕 

が 却って 詳しく 物語って ゐる。 卽ち丸 月 十六 日 〔元 治 元年〕 附を 以て、 會 見の 五日 後、 大久 保に 與 へたる 書中に 記 

されて ゐ る。 曰く、 

大久保 利 逼に與 ふる 書 〔元 治 元年 九月 十六 日〕 

御兩 殿樣签 御機嫌 能 被 レ遊ニ 御座 T 恐 悅の御 儀 奉レ存 候。 陳 者御當 地の 形勢、 はか 行 候鹽梅 更に 無：， 之、 越 前 侯 

〔松 平 茂昭〕 去る 六日 御着 京 相 成、 直 檨村田 已三郞 等へ 引合 候處、 非常の 備にて 御 出張 相 成候譯 にても 無， 之、 

ししゃう めい 

平々 の 御上 京に て は 御座 候 得 共、 何れ 嗣將の 命 を 御 受被レ 成 候 事故、 總督の 場 を 御 勤 可 レ被レ 成 爲の御 事に 

御座 候 間、 是非 征 長の 儀、 總 督を不 レ俟、 御 出張 相 成 候檨、 戰は諸 藩より 可 11 相 勤 1 候 得 共、 征討の 御 處置被 11 

おん ふり 

成 下 1 迄に 候 間、 是非 御 振 はまり 有 n 御座 1 度、 此儀は 諸 藩より 押て 御 願 申 上 候 樣可レ 致、 越 藩より は 被 二 仰 立 1 

ひつぎ やう  こんざつ 

難き 事と 進言 候 得 共、 振 切 兼 候 模樣に 被 レ伺申 候。 畢竟 御國內 の混雜 も有レ 之、 斷然の 御 策 出来 兼 候 事と 奉レ 

存候。 然處越 藩より 勝 安房 守 殿え 相談 致し、 幸、 關 東へ 下向の 由に 候 間、 將軍 上洛 を盡カ 致し 吳ら れ候處 を、 


兩 藩より 願 入 候て は、 如何 可 レ有レ 之 哉との 趣 有 レ之候 付、 直檨 同意 いたし、 吉 井と 私 下坂いた し、 越 藩よ.^ 

も兩人 被， 1 差遣？ 越 侯の 直 書 を以被 U 差 出 1 候 付、 兩 藩より 段々 攻懸 候處、 幕府の 內情も 被， 1 打 明 1 候 付 承 候虑、 

誠に 手の 附檨も 無 レ之 形勢と 罷成候 事に 御座 候。 畢竞 幕吏の 處、 此 度の ー戰 にて 暴 客 恐縮いた し、 も ふ は 身 

わざ は ひ  かんい  らうれ し 

の禍を 免れ 候 心 持に て、 太平 無事の 體と相 成、 奸威 ほこり 立 候 向と 被 二相 聞 1 申 候。 左 候て 幕吏 も餘程 老練い 

たし、 何方に 權の 有る と は 知れぬ やうに いたし 成し、 一同して 持 合 居候 姿に 御 趣 候。 其 内 にても 爾訪 因幡 〔老 

中、 信 州 請 訪高島 城主〕 と 申 者 魁 首と、 相 聞 得 申 候。 色々 正義 を 立 込 候へば 御尤と 同意 致し、 何とな しに 正 

論の 者 を 返 候 付、 迚も 盡 力の 道無レ 之との 譯に 御座 候。 然 らば 奸吏を 遠け 候 策 は 無レ之 哉、 問 掛候處 一 小人 を 

返く るに は譯 もな き 事ながら、 是を 受取 もの 無レ 之、 つまり 議論 を 立 候 者の 倒る る 外無レ 之との 事に て、 如何 

とも 運の 付 模樣は 無レ之 事に 御座 候。 乍 ニ此上 1 も 諸 藩より 力 を 盡し候 儀 は 有 レ之間 敷 哉と、 今一 段攻掛 候虑、 

うけ つづく 

是 以て 受續 ものの あれ こそ、 行 はれ もいた し 可 レ申候 得 共、 薩 摩より 俩檨の 議論 有レ之 候と、 役人へ 持 出 候へ 

ば、 直樣薩 摩より 被 レ欺候 人と 申 成し、 落し 付候檨 子に 御座 候。 諸 藩より 盡 力いた し 候ても、 無益の 事に 相 成 

との 說 にて、 いたし 方 無レ之 次第に 御座 候。 幸、 阿部 閣老 〔阿部豊後守 正 外〕 上 坂の 處 にて 御座 候 付、 爲レ 人相 

尋 候處、 餘程 ほめられ、 何 か 計 策 を 勝 氏より 被 レ授候 模様に 御座 候處、 一昨日 京 若 相 成 候。 勝 氏 も 上京の 慰 

御座 候 間、 此機會 を 見合 候 事に 御座 候處、 私に も 閣老へ 申入 置 候 間、 篤と 談判いた し 候 様、 昨夜 書面 を 以て 

被 II 申 越 1 候 付、 是非 拜謁を 願 一問 答 はいたし 可レ申 含に 御座 候。 いづれ 阿部 其 人に 候 はば、 諸 藩より 相 助、 

蛤 御門 事變 後の 時局 收拾  三 四 一 
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はくかん A 厶厶厶 厶厶厶  厶 厶厶厶 A 厶厶  <1 厶厶厶 <a  AA 厶厶  <d らち あぎ ま をす *< じぎ こと 厶厶 A 厶  <1厶 厶厶厶  <1 

幕 奸の四 五楚は 斷然、 勅命 を以打 落し 候 策に て 無レ之 候て は、 迚も $r 明 申 間 敷 事と 相考申 候。 それ 程の 氣カ 

も 無 レ之候 はば、 必 無策に 踏 候 事に 御座 候。 決て 口 を閉可 y& 儀と 相考申 候。 

しょかん  び，？ らん 

如上 西鄕の 書簡に よって 會 見の 事實を 察する に、 勝 は その 席上に おいて、 基 だしく 幕府の 內 情の 紊亂 して ゐる 

こと を さらけ出した。 書中に 『幕府 之 內情も 被, 一打 明 1 候に 付、 承候處 誠に 手 之 附檨も 無レ之 形勢と 罷成候 事に 御座 

候』 といって ゐ るのに 見ても、 その 一 端が 察せられる。 勝 は 徐ろに 口 を 開き、 且つ 靜 かに 幕 情 を 語って いった。 

『成る 程、 西鄕 君の いはる るが 如く、 旣に征 長の 勅命が 下った 以上 は、 征夷 大將 軍た る ものが、 自 から 三軍 

せんさい 

を 指揮して 立つべき は、 論 を 嫁たない ところで ある。 然しながら、 幕府の tS: 情 は、 この 千載の 機 會を捉 らふ 

ベく、 實は餘 りに 紊亂 し、 腐敗し きって ゐ るの だ。』 

勝 は 思 はす 長大息 を 洩らした。 そして 自 から 語る に 忍びざる ものの 如く、 頭べ を 俯して 沈 默に時 を 移した 0 であ 

るが、 やや 久しう して 兩服を 開き、 決然と して 語 を 次いでい つた。 

ひつ キ. J やう  しう そく 

『畢竟す るに 幕閣は 時勢 を 知らないの である。 今回の 長 州の 敗北に ついても、 全く これで 革新 運動が 終熄し 

あんたい 

てし まった もの だと 思って ゐる。 これで 幕府 も 安泰と なり、 平穩 無事の 世の中と なった と 見て ゐ るので ある 

から、 何もお 話しに なった もので はない。 隨分 これまで 京都 側 やら 諸侯 達から いぢめ つけられ たので あるか 

ら、 奸智の 方に は、 却々 長け て來 た。 誰れ か 中心に 立つ 人物が あると、 それに 責任が かかって、 一身 を 賭せ 

なければ ならぬ ところから、 誰れ も 中心 者 を 置かす、 何 處に權 力が あるか、 一寸見 當 がっかな S やうに して 


らう れん  くわい ひしゅ だん 

ゐ るの は、 餘 ほど 老練した ものである。 合議制と いへば 立派 だが、 その 實责 任の 巧妙なる 回避 手段な の だ。 

中で も 一番 指折りの 老奸 は、 信 濃國高 島の 城主で、 若年 寄から 老中に 陞 つた 認訪 WI 幡守 だ。 先づ 此の 因幡 守 

が 一統の 魁哲 とい ふ 地位で ある。 自分 もい ろく 幕府の 爲 めに 建言す ると ころが あつたが、 表面 は、 成る ほ 

ど 足下の 議論 は 正論 だとい ふ 風に 贊 成す るから、 大いに その 議論 を實 行す るの かと、 見る と 却々 實行 どころ 

か、 暗に 敬遠して 了 ふやり 口で ある。 幕臣と して 見る に 忍びない 今日の 時勢で は あるが、 殆ん ど箫の 施し や 

. うがない、』 

*  * 

两鄕 はこれ を 聞いて、 勝に 問うて、 

かん W- 

『然 らば、 その 奸吏を 一 掃す る 方法 は ごわ せんか。』  - 

と， S ねた。 勝 は ヂロリ と 西 鄕の顏 を 見ながら いった。 

『一人の 奸吏を 返く る こと は譯 もない 話 だ。 併し だ。 その 奸吏を 返け て、 拉て その後に、 誰れ をす ゑて よい 

か。 人物の ない とい ふこと は 致し方の ない ものである。 つまり は 議論 を 立てる 者が、 自分から 倒れて しま ふ 

の 外 はない の だ。』 

勝の 言 は、 何 虎まで 行っても 絶望の 意味 を 含んで ゐた。 西 鄕は更 らに問 ひ 詰めた。 

『この 上 は、 諸 藩から、 カを盡 すの 外 は あるまい と、 思 はれる が、 その 方法で も ごわすまい かの ゥ。』 

給 御門 審變 後の 時局 收拾  三 四 三 


大西鄉 全傳 第二 卷  三 四 四 

西鄕 は何處 まで も實行 家で ある。 『駄 HE だ』 といって しまへば それでお しま ひだ。 事の 運び やう はない。 幕府に 

人物がないならば、 諸 藩から 何とか 手の 附け やう は あるまい かと、 持ち掛けて 行く ところに、 西鄕の 面目 を 見る 

ので ある。 勝 はいふ。 

まこと 

『諸 藩の 周旋で ござる か。 それ も寇に 結構に は 違 ひない。 しかし、 それと て 幕府に これ を 受繼ぎ 得る 人物が 

あって こそ 行 はれ もす るの だ。 薩 摩から これく の 意見が ある。 塞に 時務に 適した 議論で あるが、 一 っ實行 

して 見て はと 持ち かけた ところで、 芋に 誑 まされて なる もの か、 とすぐ かやう に 出て 來 るので はお 話しに な 

るまい。 結局 は 無益の 話 だ。』 

西鄕 は更ら に、 攝津 近海に 外國 艦隊が 來 たなら ば、 ー體 如何したら よい ものである かとの、 口頭 試驗を 持ち出し 

た。 所が 勝の 答へ は、 一刀 兩斷、 實に 明快 を 極む る ものであった。 

『それに は 我輩に 名案が ある。 今日の 情 態で は、 外 國人も 最早 や 幕吏 を 相手に はすまい。 叉た 幕吏に て强硬 

な 外交 談判の 出來 やう 害 もない。 依って 我輩の 考へ では、 明 賢の 諸侯 四 五 人の 連合 同盟 を 作り、 何時でも 外 

國 艦隊 を擊破 する だけの 軍備 を 整へ て 置き、 然る 上に 堂々 と撗濱 • 長 崎の 兩港を 開き、 攝 海ん 寇 の外國 艦隊 

に對 して は、 確た る 條理を 立てて、 條約を 締結すべき であると 思 ふの だ。 かくすれば 外國 とても 條理 ある 談 

  ふんきう 

一に は應ぜ ない 譯も なく、 日本の 國家的 名譽も 立派に 立つ 譯 である。 當 今の 時務、 如何に 紛糾 を 極む ると は 

いへ、 實際的 方策 を 求 むれば、 恐らく は此 外に 出で まい。』 


〔十】 勝 安房と 西鄕 との 會見 (二) 

西鄉、 勝 を 推して 英雄と す 

勝の いふと ころ は、 西鄕の 諸侯 聯合して 國 難に 當 るの 意志と、 實に 符節 を 合する やうな ものであった ので、 西 

鄕はー も 二 もな く、 勝の 卓見に 敬服した。 勝 は、 若し 諸侯の 同盟が 成立す るなら ば、 その 成立 を 見る まで は、 盟 

つて 外 國人を 引き留めて 見せる と 言 ひ 放った。 西 鄕は勝 を 評して、 次の やうに いって ゐる。 〔大久 保に 與 ふる 書の 

？〕 

厶厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶  <1 厶厶厶 △ 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶厶 厶 厶厶厶 

『勝 氏へ、 初て 面會仕 候處、 實に驚 入り 候 人物に て、 最初 打叩賦 にて 差 越 候處、 頓と頭 を 下 申 候。 どれ 程智 

厶厶厶 厶<1 厶厶厶 厶厶  <1 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  厶厶厶  <1 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

略 之 有 やら 知れぬ i ュ 梅に 見 受申 候。 先 英雄 肌合の 人に て、 佐久間 〔象 山〕 より 事の 出 來候儀 は、 一 歷も越 候 牛、 

厶厶厶 厶厶厶 △<! 厶厶 厶厶厶  <1 厶  <1<1 厶厶厶 厶< ：厶 厶<1<1 厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

舉 問と 見識に おひて は 佐 久間拔 群の 事に 御座 候 得 共、 現 時に 臨 候て は、 勝 先生と ひどく ほれ 申 候。』 

『共に； 大 下を談 する に 足る 者、 使 君と 我れ のみ』 とい ふやうな 法螺 こそ 吹かね、 英雄 は 英雄 を 知る の 一語、 元 治 

年度に おける 兩維會 見に おいて、 旣に 確と して 動かない ものが ある。 初めは 此男ー つ 叩いて やれ ぐら ゐの氣 分で 

持 かけ、 段ク 話し を 引き出して 見る と、 一 々肯繁 に 中って ゐる。 此男 却々 出 來てゐ る わい と 思 ふと、 すぐに 此方 

から 頭 を 下げて しま ふ。 ひどく ほれ 込んで しま ふとい ふところが、 西鄕の 人間味の あると ころで ある。 

給 御門 事變 後の 時局 收拾  三 四 五  ， 
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『それが 西 鄕の手 だ』 とい ふ 者 も あるが、 人の 『手』 であると 見る の は西鄕 において は 『至誠』 なので ある。 相 

さく り やく 

手から 見れば、 或は 第三者から 見れば、 いかにも 策略の やうに 晃ぇ もし、 思 はれ もす る。 しかし 甫汾 自身に とつ 

て は、 生地 そのままの 露出に 外なら ない ので ある。 

皮が 初めて 東， 胡て 逢った 時 もさう であった。 二百 も發 せす に 東 湖の 顏 ばかり 見て ゐる。 その 中に 酒が 出る と、 

醉 つ：^ つて 寢て しまった。 たうとう 東 湖の 前にへ ド まで 吐いて 見せた。 東 湖 はこの 薩摩 山出しの ー靑 年の 醉態を 

が-つ 

見て、 として 驚いた とい ふ。 酒ぐ らゐ何 だ、 飮 めと さされて は薩摩 隼 人の 面目に か へても 飲んで 見せる。 傲 

■ として 大ぶ 凰を倾 むけても、 根が 酒に は 弱い 南洲 先生で ある。 卽ち醉 うて 件の 如き 有樣 であった。 

越 前の f お、 橋本景 岳との 最初の 會 見のと きで も、 また さう であった。 白面の 一書 生、 婦人の やうな 左 內を見 

さつ ま がう けつ  、 

たと き、 南 洲は頗 ぶる 彼れ を輕 ろんじた。 薩摩 豪傑が 角力 をと つて ゐる 庭先 を 指 ざして 『まあ 角力で もとったら 

ど うぢ や』 とから かった のであった。 それ を 耳に も かけす、 諄々 として 說き來 り說き 去る 景 岳の 時務 を 聞く に 及 

ナー りん ナ いちやう 

んで、 西鄕は忽ち兩手をっかへてその失禮を；^ゅぴた。 そして ー靑 年の 經綸 に傾聽 する こと、 師父の 言 を 聞く が 如 

ちんしゃ  ， ►  0 

くであった。 それば かりで なく、 翌日 は自 から 景岳 を訪 うて、 更らに 恭しく、 前日の 無禮を 陳謝した のであった 

天眞 流露、 ー點の 陰翳 もない ところが、 南 洲の& 然として 群 を拔く 所以な の だ。 

*  ネ：  * 

5^ が 主張した 諸 藩 儲 合 論 は、 必ら すし も 勝の 意見に 合した のみで はない。 大久保 一翁の 如き、 横 井 小 摘の 如 


き、 當時 多少 時流 を拔 いた 識見 家 は、 大概 ここに 跟を つけて ゐた。 形から いへば、 諧 藩の 合同で あるが、 S 想 か 

らい へば、 明らかに 『舆論 政治』 の 動き かけで ある。 

せし せ ぢ 

旣に 幕府なる ものの^ 在 を 認めす、 幕府の 専制政治に 代 はるに、 諸 藩の 合議制度 を 立てよう とする ので あるか 

.  がふ ケ I よ ろん  あんもく 

ら、 尊淑泊.^#^から離れて、 漸 やく 合議 輿論の 政治に、 晤默の 間に 移り行きつつ あるの を 見るべき である。 本篇は 

m 心 想 進化の 評論 を 主と する のでない から、 此點 について はこ こに 詳論す る こと を 避く る けれども、 實際的 機運と 

して、 輿論 政治の 動き かけ を、 ここに 發見 する こと は、 深く 銘記して 置かなければ ならぬ ので ある。 然り而 うし 

てこの 舆論 政治 を 一大 理想と し、 終始 UM して 實際 運動に たづ さはって 来た 政治家に、 西 鄕南洲 の ある こと を、 

筆者 は 特に こ こ に 附記して 一く 必要 を感 する ので ある。 

南洲は 『共和政治』 なる 語 を 用 ひて、 今後の 政治 は、 共和政治でなくて はならぬ と 論じて ゐ るが、 西 鄕の用 ひ 

た 『共和』 の 意味 は、 近代的 意義に おける レ パブリックの 意味に おいてした のでない こと はいふまで もない、 彼 

れは 彼れ の 理想と した、 合議 政治の 形式 を 指さして、 共に 和す るの 語 を 用 ひたので あった。 それにしても。 西鄕 

-  きそ てきく わん ねん きざ  ん； し 

が 常時に おいて 旣に、 立憲政治の 基礎的 觀 念の 芽し を 持って ゐ たこと は、 is かに 彼れ が、 維新 的 政治家で ある こ 

と を 物語る ものと して、 忘れる ことの 出来ない 一事で ある。 

西鄕と 同伴して、 勝と 會 見した 吉 井友實 が、 大久 保に 與 へた 書中に も、 勝の 談片が 記載 せられて ゐる。 

蚣 御門 事變 後の 時局 收拾  三 七 
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吉井友 實ょリ 大久保 利 逼に與 ふる 書 〔抄 S 

〔前略〕 叉 曰 〔勝 安房の 言〕 今度、 閣老 阿部豊後守 〔正 外〕 上京せ り。 此人 は隨分 宜しく 一  策 あり 〔中略〕 段々 關東 

不 之 次第 有レ之 中に も、 外國 使節、 池 田 筑後守 は、 於 11 佛國？ 長 州 を 供に 可：， 打の 約定 をな し、 印判 を 居へ 

て、 證書を I 夷 〔佛蘭 西 人〕 密 に通ぜ り。 此等之 事件、 悉皆 京師に て、 可 レ被ニ 申 開？ 此上 共、 御 隱し被 レ成ま 

しくと、 申入 候處、 1 て可レ 申と 阿部 〔正 外〕 承諾せ りと。 此等 之處を 以考れ は、 隨分可 レ宜、 近日、 大島 〔西 

鄕〕 も 共に 拜謁之 右に 付、 越と 共に 直に 歸京、 猶 評議 之 害。 いづれ 阿部え 說込、 是を押 立、 幕吏 征伐 

と 申 場 迄、 至り 不レ申 候て は、 大變革 は 出來間 敷と、 内 々吟味 も有レ 之、 大に 愉快 之 事に 御座 候。 肥 藩 も、 長 

谷川 仁 右衛門 等、 四 五楚、 橫井派 〔小 楠〕 之 者 共 上京、 同 論に 御座 候。 會 藩な ども、 只今に 至り、 頓と術 M も 

盡 si- 居候 檨子、 此節 亦、 、江 戸え 妻子 を 質に 取りて は、 實に 大變、 此 等の 處 より、 會な ども、 閉降候 半。 段々 

面白き 事に 御座 候。 

一大 久保越 州 〔一翁〕 撗井 〔小 楠〕 勝 〔安房〕 などの 議論、 長を征 し、 幕吏の 罪 をなら し、 ；大 下の 人才 を擧 て、 公 

g くわい A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  AAA  A  A  A  A  A  A  A  ^  A  A、A  A  ^  ^  ^  A  A  ^ 

議會を 設け、 諸 生と S へど も、 其 會に可 11 出願 一之 者 は、 さつく と 出し、 公論 を て、 國 是を定 むべ しとの 

厶. d 厶厶  厶厶  厶厶 ばんく わい A  厶厶厶 A 厶  ， ， 

議に候 由。 只今、 此外 挽回 之 道、 有 レ之間 敷 候。 〔下略〕 

あざ 

文中て 報ぜられて ゐる やうに、 池 田筑後 守が、 佛國に 使した 時、 表面 は 撗濱鎖 港の 打合せで あると； 大下を 欺む き 


.* うぶん 

乍ら、 實は佛 蘭 西 政府と を 取 交 はし、 幕府と 共同して 長 州 を 打た うとい ふ、 證 書まで も 作成した とい ふ風關 

さう！ t う ぐ わい 二く かん せ う たん ひら 

を も、 西 鄕等は 早く も 耳に した。 西 鄕が憂 ひたる は、 實 に此點 であって、 國 内の 騷 動に、 外 國干涉 の 端 を 啓かば、 

それ こそ 君國の 一 大事で ある。 勝の 憂うる ところ も 亦た ここに 在った。 

西鄕は 前揭。 大久 保に 與 ふる 書 〔九月 十六 日附〕 の 終りに おいて、 次の やうに 報じ、 且つ 論じて ゐる。 

〔前略〕 攝 海へ、 異人 相 廻 候 時の 策 を相尋 候處、 如何にも 明 策 御 魔 候 〔勝 安房の 答へ たる をい ふ〕 只今、 異人の 

じ e> うたい  けいぶ  めい けん しょかう 

. 情 態に おいても、 幕吏 を輕 侮いた し 居候。 幕吏の 談判に て は、 迚も 難 レ受、 いつれ 此の節、 明 賢の 諸侯 四 五 人 

ご，、 わ め \ か0 

之 御 會盟に 相 成、 異艦を 可 11 打破 1 之 兵力 を 以て、 橫濱並 長 崎 之 兩港を 開、 攝海 之處、 筋 を 立て、 談判に 相 成、 

きつ  でう リ  こくぜ 

屹と條 約 を も 結 候 はば、 皇國 之耻に 不二 相 成 1 檨 成立、 異人 は 却て 條理に 服し、 此末 天下の 大政 も 相 立、 國是 

相 定候期 も、 可レ有 一一 御座 1 との 議論に て、 實に 感服 之 次第に 御座 候。 彌、 左樣之 向に 成立 候 はば、 明 賢 侯 之 

御 出揃まで は、 受 合て、 異人 は 引 留置との 說に 御座 候。 

しゅく ろん  ふ せつ  ， 

諸侯 合議 は、 固より 西 鄕の宿 論で ある。 英雄の 見る ところ、 符節 を 合する が 如しと は、 全く 此の 場合の ことで 

ある。 

西鄕は 更に 此 書の 別簡に 附記して、 次の 一 項 を 加 へて ゐる。 
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別  簡 〔元 治 元年 九月 十六 日、 大久 保に 與 ふる 書 末〕  . 

今朝 越 藩、 堤 五 巿郞、 撗濱 より 異船、 當月 C 九 nio 九日に 出帆いた し、 ii へ參、 談判 可レ 致、 幕吏へ lis 

たし 候 得 共、 一向 取 分 I 儀 も 無， 之との 由に て、 餘程 見限り 候景氣 と、 械 H 中 候 間、 も ふ は |41;|^|： き I 曰 

に 相 成、 越 藩 • 肥 後 は、 悉く 同 論に 御座 候 間、 阿部 閣老 〔正 外〕 叉 は、 一 橋 侯邊之 模檨、 不二 相 分 I 候に け、 折 

角 下 こしら へに 御座 候 間、 左樣" 御^け 心ん、 可レ 被， 下 候。 4、^"の^ひま^|、？^^、 ず^^、  y<p?- 

タひ、 ド ："，.A  A  A  -  A.  A  A  A  A  A  A  A  きふ ひ 

大政、 相 立 可 V& 此ー 機會、 大事 之 場合に 御座 候。 追々 模檨 次第に は、 急 飛 を以、 可， 一 申 上 1 候 得 共、 何分 早 

ご しう せ N?  あらまし 

目 蒸 汽船 一艘 は、 御 遣 相 成 候檨、 御 周旋 可：， 被， I 成 下 1 候。 此旨 荒增、 如, 此 御座 候。 恐惶 謹言。 

ち M  し 

幕閣 が、 外國 人の 手助け を 哀願す る さへ、 不見識、 不條现 の 極で あるのに、 その外 國人 にさへ、 された と 

あって は、 旣に 業に 立つ 瀨は 皆無で ある。 群雄 四方に 崛 起す るの 端 ここに あり。 殊に 西鄕の も、 最早 や 

議論で なく、 勢 ひとな つて 起って 来た。 西鄕 が、 『こ こぞ 一 大事の i 會』 と f んでゐ るの は、 正に その 雷の 如く 

である。 

それで 西鄕 等が、 もう 幕府と は緣を 切り、 諸 藩 合議の 上で、 日本の 國是を 決する やうに しなくて は、 日本の 名 

譽 は：^ 息なる 幕 閣の爲 めに、 全く 地に 墜 つるの 外 はない と覺 悟し 出した の も、 前後の 關 係で 察知す る ことが 出卞 

る。 西鄕は 更に 曰 ふ。 


『右に 付て は、 今より 斯様の 議論 立 候て は、 決して 破に 及可レ 申、 叉 離 1^ 之 策 を 用 ひ 候 俄、 無レ疑 事に 御座 候 

に 付、 攝 海へ 異人 相 廻 候 節、 初て 此策 を唱 出、 急速に 相 決し 候 樣不レ 致 候て は、 相 成 申 間 敷、 一度 此策を 川 ひ 

候 上 は、 何 迄 も 共和政治 を やり 通 不レ申 候て は、 相 濟申間 敷 候 間、 能々 御 勘考 可 レ被レ 下 候、 若 此策を 御用 無レ 

之 候 はば、 斷 然と 割據の 色を顯 はし、 國を 富す の 策に 不レ出 候て は、 相 濟申間 敷と 奉レ存 候。』 云々 

くゎぃて.^ 

といって ゐ るの を 見て、 深く 彼れ の 決意 を 察しなければ ならぬ。 南洲、 海 舟の 會見 は、 時勢の 回轉の 上に、 少な 

からぬ 意義 を 窗らす も のとな つた。 

〔十 I 】 勝 安房と 西鄕 との 會見 (三) 

長 州 征伐に 關 する 兩 雄の 意見 

長 州 征伐に つ いても 勝 は 進んで 論じた。 

『i# 府旣に 頼む に 足りない とすれば、 寧ろ 薩摩、 越 前より 進んで 征討 軍た らんこと を 請 ひ、 兩 藩の 勢力 を 合 

して、 長 州 を 打ち破ぶ るべき だ。 越 前 守 もい よく 上京と いふ 噂 さで あるが、 上京の 上 は、 幕府の 任命な ど 

U はつ 

を 待って 居らす、 進んで 征長 軍令た る こと を 朝廷に 請 はるべき であらう。 それでなければ 名 侯 春 i;^ の 衣剑を 

繼ぐ とはいへ ない。 それが 出来ない くら ゐ なら、 京都に 出た とて 何の 意義 も 成さぬ から、 早速お 國へ歸 つた 
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方が よい。』 

ろん はう 

勝の 論鋒 は頗 ぶる 鋭く、 薩 藩まで も卷き 添へ を 食って、 西 鄕も虞 M 頸 を かいた ことで あらう。 しかし ー兩 藩の 獨 

力で 長 州を征 むる とい ふこと は、 西鄕の 腹中に 旣に 早く 描かれて ゐた ところであった。 彼れ の 文書 中には 更に 續 

いていって ゐる。  .  ， . 

『乍 レ然、 次第して 申さば、 長征 之處、 第一 の譯に 御座 候 間、 折角 促し 立、 油 斷は不 致 候 間、 左樣御 納得 可レ 

被レ下 候。 昨朝 は、 肥 後 着に て、 面會 いたし 申 候處、 肥 薩之兩 藩 を 以て 長征 を 相 願 ひ、 勅許 を 得て 速に 可レ打 

との 議論 有レ之 候に 付 私 方に て は、 頓と諸 藩え も受 不レ宜 候に 付、 肥 後 さへ 御 差 はまり 御 鹿 候 はば、 肥 後に 因 

て 如何 檨共 可レ 致、 其 儀 は 直樣御 同意 之 段、 申入 候處、 段々 六ケ 敷、 故障 言 出 候 次第に 御座 候。 是迄之 肥 後 

之 情 態より 相考 候處、 餘り よふ 過 候 間、 却て 不安心 之 事に 御虔 候。 兩藩 にて 引受 被 レ申儀 は、 迎 も六ケ 敷と 

申出 候 はば、 如何程 激論 を 起 候 半。 早速に 同意 之 段、 申出 候處、 故障 出来いた し、 いまだ 本氣之 もの 歟、 不， 1 

相 分 1 候。 攝海異 船 處置之 議論 は、 本文 勝 〔安房〕 之 策、 同意 之 段に 御座 候。 御國 元へ も、 肥 後より 御 使者 も 

參候 由。 如何 之說 にて 御座 候 哉。 征長之 事共、 烈敷 申た る 哉。 爲 11 御 知 一可 レ被レ 下 候。』 〔下略〕 

といって ゐる ところ を 見れば、 西鄕 も、 場合によって、 薩 一藩の カを以 つてしても、 萬 一 の 時機に は乘り 込んで 

行く 丈け の、 深い 決心の あった ことが 察せられる。 肥 後 藩の 入說 に、 西鄕が 冷笑的 態度 を 執って ゐ たの は、 從來 

の 肥 後の 情 態から 推して、 餘 り出來 がよ すぎて、 愈々 やれる やら、 何う やら、 甚だ 儉吞 だと つたから であらう。 


西鄕 もい つて ゐ る。 

『肥 後と 薩摩 とで 長 州 を 伐つな ど は、 とても 出来た 話で はない。 先づ 御免 を 蒙む らうと でもい つたら、 必ら 

« ろ/ > ふっとう  ろんなん  す 

す 議論 沸騰し、 薩摩 は意氣 地がない とか、 何とか、 隨分 賑やかな 論難 を 受けた であらう が、 こちらで 案外 素 

なほ 

い d に 同意して しまったので、 却って 拍子 拔 けの 體 であった の は、 いささか 滑稽であった。 本氣 であるの やら、 

何う やら 分かった もので はない』 

*  孝 

めいろん たくせつ 

西鄕は どこまでも 實 力で 行く 人で あるから、 どんな 名論 卓說 でも、 實 行の 意志の ない もの は、 相手に しな かつ 

かつぐ  ぷ ま 

た。 名馬 はよ く 千 現 を 走る も、 憂々 として 四 足 は 大地 を 踏へ て 行く。 西鄕は 千里の 名馬で はなく、 名馬に ゆらり 

ちゃう ち  こうせい 

と 跨った 英雄であった。 西鄕が 一張一弛の 手綱の 控制 は、 よく 千里の 名馬 をして、 空中 を 走らせし めなかった。 

明治維新が、 佛國 革命の やうに 急行せ す、 著々 として 進むべき に 進んで 行った の は、 南洲 翁の やうな 大男が、 

じ やう じか  どん ぢ ゆう  だい 

風雲の. 背に 兼って ゐた お蔭 も あらう。 單り 西鄕の 力ば かりで、 あの 大變 革が 成就しょう 譯 もない が、 鈍重なる +< 

塊の 力の 預かる こと、 決して 少なし としない。 春風 吹 S て 花の 開き、 水の 使き につ S て 流る ると ころに、 南洲翁 

の 面 目 を 見る ので ある。 勢 ひ 已むを 得ざる に 到らなければ、 西鄕は 立たなかった。 花が かなければ、 實の 成ら 

う 答 もな く、  A 束 垂穗の 波 を 打つ に 到らなければ、 利 鎌の 人れ やう はな S のであった。 

議論から すれば、 元 治 〔甲子〕 の 始めにお いて、 旣に 西^ は 長 州と 手 を 握って、 幕府に 當 ってゐ なければ ならぬ 
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であらう。 ー兩 年の 後に 到って、 どうせ 長 州と 腕 を 組んで、 德川 征伐 を やる くら ゐ ならば、 元 治 〔甲子〕 の 末に、 

幕府の 手先き になって、 長 州 征伐 をす るの は、 間違って ゐる といへば、 間違って ゐる かも 知れない。 そこが 机上 

の 議論と、 地上の 實行 家の 心との 違 ふところ だ。 

元 治 元年 〔甲子〕 に、 南洲 翁が 長 州と 一緒に、 討奸 運動に 加 はって ゐ たなら ば どうで あらう。 朝敵の 汚名 を 蒙む 

るの は 必然で あり、 運動の 失敗に 歸 する こと は、 火を覩 るよりも 瞭か である。 何と なれば 當 時の 勝敗 は、 兵略 や 

數の 問題で 決する もので はなく、 實に勢 ひ — 自然 的 進化 趨勢 II の然 らしむ ると ころであった からだ。 のみな 

らす、 自 から 链を 執って 朝廷に 擬 する やうな 地位に、 西鄕が 立た う 答 もなかつ たの だ。 

旣に 朝敵の 名 を 受けた 以上、 長 州に 對 して は 充分の 處分を 必要と する。 それ は 新 日本の 中心として 立た せられ 

ねばならぬ 朝廷の if を 確立す る爲 めに、 どうしても 必要の 事であった。 西鄕は 幕府の 手先き となった ので もな 

く、 また 長 州 を する 爲 めに 立った ので もなかった のであった。 彼れ の 心に は、 唯 だ 一つの 『朝廷』 あるの み 

であった。 

さく w やく  ひ^ 

幕府の 手先の やうに 見えて は 嫌 だ。 と S ふやうな 事に 氣を もむ の は、 矢張り 策略 を以 つて、 時勢 を率ゐ ようと 

する 人な の だ。 西鄕 はそんな 事に 氣を とられない。 李 下に 冠 を 正さす とい ふ ことがあ るが、 西 鄕は李 下に 冠 を 正 

して 平氣 であった。 そこが 西鄕の 革新 家で ある 一 方に、 道德 家であった 所以で あらう。 

西郎 ま. 時 やに 先んじよう とせす、 いつも 時代に 隨 がって 行った。 勢 ひが 動かねば 南洲は 動かす、 機運が 熟しな 


げ れば、 西鄕は 立たなかった。 已を 得ざる の 勢 ひを以 つて ；大 の理 となし、 その 天理に 從クて 行った のが、 西鄕で 

あった。 

〔士 I】 幕政 衰運と 諸侯 合議 

• -、  いかん  はくろ  ムし 

力なき もの は 倒る。 ^31^府の無勢カを遣憾なく暴露したものは、 かに 長 州 征伐の 一 擧 であった。 

初め 征長總 督を紀 州 茂 承へ、 副 將を越 前少將 茂昭に 任命す るの 幕 命が、 福 井 藩に 到達した の は 八 g: 十 HI であつ 

たが、 中 根雪、 江 は 越えて 十三 日、 一橋 始め 閣老に 就いて 合議す ると ころ あるべく、 福 井を發 したが、 害； 夜 兼；；；：、 

十五：：： 一： 小 都に 著いた。 翌 十六 口、 直ちに 紀州 藩の 木 村 某に ついて、 紀州 侯に 總督 任命の こと を亂 して 見る と、 『そ 

ん な：！ S は 一向 開かない よ』 とい ふやうな 挨拶であった。 中 根 は 且つ 疑 ひ、 且つ 訝しみ、 早速 一橋 邸に 黑川嘉 兵 衞 

を訪 うて、 莨を亂 して 見る と、 黑 川の 返詞は 次の やうであった。 

『紀 州總叔 n、 越 前 副 將の事 は、 去る 四日、 所 司 代から 已に關 殿へ も、 一橋 殿へ も、 屮し 上げて ゐる ところ 

よど かくら ラ 

で、 -.^ にさ やうに 違 ひ はない Q だが、 七日に なって、 尾 張 侯が 總督 で、 淀 閣老が 差 添へ だとい ふこと に、 稻 

紫 侯から 一橋へ 巾し 出られた と 聞いて ゐる。 ^だ以 つて 紛ら はしい が、 先づ 今日のと ころで は、 尾 張の 方 を 

本物 だら うと 2 心って ゐ る。』 

との 話であった。 屮 板も餘 りの ことに、 開いた 口が 塞がらす、 
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さ •  y,fSl さ- 9 さ < 

. 『苟 くも 今日の やうな 重大な 時機に 際會 して、 總督が 誰れ であるか、 搜 索して 廻らねば ならぬ やうで は、 實 

にお 話に ならぬ。 こんな ことが 國元 藩士の 耳へ 入らう ものなら、 ー體 どうなる と 思 ふので あるか …… 』 

と 流石の 雪. 江 も、 ただ お 散が 外はなかった とい ふが、 幕府 0 士氣の 揚がらない 好髓の 一 話柄であった。 - 

更らに 甚だし い 一 事 は、 西鄕 が大久 保に 與 ふる 書簡の 一 節に ある。 

一、 軍 目 付 三人、 御 國攻懸 口 之 人 數と被 U 相 聞？ 昨日 〔九月 十八 日〕 御 用談 申來、 御 留守居 罷出 候處、 誠につ 

まらぬ もの 共に て、 &J-?o?tJ な^." へ 乘せ吳 候樣申 事に て、 歎き も 腹 立 も 出来ぬ 次第に 御座 候。 笑 ふより 外 致 

方 は 無レ之 候。 〔元 治 元年 九月 十九 日附〕 

昔 は % つ li の 羽 昔に 驚いた 平氏の 軍兵 を 笑った が、 今は戰 せぬ 船に 乘る 幕府 0 兵 を 笑 ふ 0 外はなかった。 當年、 

<  ± げふ 

關 八州 を 靡した 三 河 武士 0 面影 は、 どこへ 消えた の やら、 かくて は德川 三百 年の 覇業が、 人 Q 手 を 借る まで も 

なく、 ー自 から 崩れ去る ひも、 無理 0 ない ことであった。 ノ  /  ： 

爲す ことす る こと、， 幕府 0 威お を墮す こと、， 右の やうな 有檨 であって 見れば、 衆目の 歸 すると ころ、 ，：nl から 幕 

府 以外 Q 中心 勢力に、 移らざる を 得なかった ので ある。 

しゅく ろん 

諸賢 侯の 合議 政治 論 は、 やう やく 芽 ざし かけて 來た 新ら しい 政治 意識であって、 獨り西 鄕の宿 論であった ばか 

わで なく、 幕 sa の 勝 安房、 大久保 一翁です も、 旣に ここに 著 眼して ゐ たくら ゐで、 越 前 舂嶽も 亦た、 確， として 


んロ議 紐 0 制度 を 主張 して 居った" 

春 嶽が八 i 十五 日 附を以 つて、 一 橋慶 喜に 宛てた 『意見書』 は、 堂々 たる 一 倘の 政治 論で あるが、 その 一 節 1 

—とい ふよりも 重要なる 建言と して —— 彼れ は 次の やうに いって ゐる。 

. .. 『常 ニ此 時. 一は、 ；大 下の 群牧を 京師へ 御 集 會被レ 爲レ在 ，於 二 闕下？ 開鎖兩 途之大 議論 を 御 一定 被 レ爲レ 在 候 御義、 

. 向後 之 御國是 にて、 開な り閉 なり、 兎に角 皇國萬 安之 道 相 立、 皇 太祌宮 以降、 天皇 生靈を 愛撫し 給ふ聖 匕：：、 

, 將軍家 被：， 爲：， 奉：， 安， 1 窟衷 7 萬 民 之 安堵 を 得 可 y &、 御 政務； 大下 公共 之 道理 を以、 御 確定 被 レ爲レ 在 度御義 と、 

i 不レ堪 二 企 願 之 至 1 候。. 愚意 を以考 候へば、 乍レ恐 近年 迄 は、 幕府 之 御 威光に て、； 大下も 治り 居候へ 共、 一旦 飽 

レ んじ ^s- ん 

治 之 人心、 弗戾を 生じ、 太平に 因 盾せ る を歎慨 し、 眞に 興國を 思ふ國 態に 相 成 候 凄 故、 從前之 儘に て、 御 威 

光 を 以御鎭 應被レ 遊 候 思 召 にても、 恐らく は； 大下之 人心、 誠 服に は 至り 申 間 敷歟と 奉レ存 候。 只今と 相 成候而 

は、 ；人地自然之道现に被レ爲,^:^ 天下 之 萬 民 之 心 を 取って、 公共 之御處 置、 不, 被レ爲 v« 候半而 は、 内外 之 

. 千變萬 動、 無 i 時 7 遂に 不測 之大 ml を 來候哉 も 難：， 計と 奉：， 存 候。』 

し ぜん C ぎ ほ-つく わい  はつが  .  ： 

専制政治の 自然 的崩壞 よりす る、 近代的 政治 意識の 發芽 を、 鹿 永の 意兒 書の 中に おいても、 充分に 請む ことが 出 

來る。 昔の やうに 何時までも 『御 威光』 ばかりで 政治 は 成らぬ とい ふの は、 則ち 『專 制的權 力』 の 否定であって 

『；大 下 公共の 造现』 とい ふの は、 疑 ひもな く 『公論 政治』 を 指 ざして ゐ るので ある。 後に 若し、 近代 日本人に おけ 

る、 國民 政治 思想の 發逹を 研究しょう とする 人が あるならば、 必ら， ^元 治 元年 〔甲子〕 における、 公論に 恶づ かう 

蚣 御門 事變 後の 時局 收拾  三 三 七 
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とする 公議 政治 意識の 發芽を 見落して はならぬ。 

とはいへ、 今日から 顧みれば こそ、 審制 政治から 公議 政治へ 移る こと を、 政治 上に おける 非常なる 進歩と も兑 

るので あるが、 當 時の 思想 範圍 において は、 さう した 批判的 觀 照の 上に 立って、 政治 檨 式の ill を考 へつつ ある 

のではなかった と m 心 はれる。 必然の 要求が、 自然に 政治的 變革を 思惟せ しめ、 近代 政治 0 樣 式の 方へ、 進まし め 

られつつ あつたに 外ならぬの であらう。 

専制政治から 公議 政治へ、 口で いへば 簡單 であるが、 實 際に 行 ふ 段になる と、 地に 螺 1 し、 ；大を 摩する 大木 を 

倒す よりも 困難であった。 假に賢 侯 を招來 して、 形の 上で 公議 組織 を 作った にした ところで、 最大 多数の；^ 民の 

自然 的 進化が、 遙 かに 之れ に 遠ざかって ゐるも Q であったならば、 一時 形の みは 出来上がっても、 义た 直ち in 

へされる に 相違ない。 

公議 政治 を事實 において 實行 するならば、 それ は 明かに 封建制度の 覆滅な S> である。 これが 掌の やうに 容=^w  く 

ひるが、 

翻へ す ことが 出來る 位なら ば、 世に 大變革 難事業 は 必要が なくなる。 それが  一 二の 理想家の m あ ふやう になら す、 

雲と むらがる 革新 家の 思 ふやう になら す、 屢ぷ 成り、 覆へ され、 幾多 人材の 枯骨 を 積み、 久しく^ 霜 を 蝶し 

て、 漸く 數 歩の 進歩 を 見る ところに、 人間 世界の 眞 局面が あるので は あるまい か。 

じゅんり  や, pv> ゆし 

西 鄕吉之 助が 終始一貫して 純理の 上に 立ち、 併しながら 遲々 として 牛の 步 むが 如く、 大勢に 隨頓 して：；；： つた Q 


は、 人の 實に 驚嘆す ると ころであった の だ。 

る W  こう ん 

彼れ が 純 現の 人で あり、 情熱の 人であった こと は、 縷々 として 陳述す るの 必耍 はない。 嘗て 彼れ の 口吟に 發し 

たる 一片 S 詩に よって、 彼れ が 操守 ある 理想家であった こと を 知る に 充分 だ。 南 洲は詠 じてい ふやう。 

さん^ \  ラ るし 

我 レー 一千 絲ノ髮 ァリ。  ts トシ テ漆 ヨリ モ黑， ン。 

我 レー 二 片ノ心 ァリ。  皓々 トシ テ雪 ヨリ モ. 01 シ。  一 

我ガ 髮ハ猶 ホ斷ッ べシ。 我 ガ心ハ 截ッ可 カラ ズ。 

くわい ぜん  ふううんらん リ ち i た 

• この 理想が あり、 この 情熱が あり、 この 操守が あって、 そこに はじめて 塊然 たる 大西鄕 の 偉容 を、 風雲 亂 離の 卷 

に 見る ことが 出來 るので あるが、 これ 丈け ならば、 他に その 人がない とはいへ ぬひ 燃 ゆるが 如き 革新的 氣魄 にお 

いて、 水 戶に藤 田 東 湖 あり、 長 州に 吉田松 陰 あり、 南洲に 勝る とも、 劣らぬ 意氣の 人を舉 ぐるに 困し まぬ。 

【十一 二】 天衣無縫の 大西鄕 

せんこく  Ivk 

所謂 南洲の 大人 格 は、 日月の 如く 輝く、 この 純理 想 を 胸に かかげ、 天地 有情 裡に、 萬 解の 悲淚 を濺 ぎつつ、 大 

自然の 運行に、 靜 かに 身 を ゆだね 盡 したと ころに あるので は あるまい か。 

西鄕が 愛！^ して 措かなかった 佐 藤 ー齋の 『言 志錄』 の 手抄に 『毀 譽得喪 は、 眞 に是れ 人生の 雲霧に して、 人 を 

こんめい  はら 

して l^in 迷せ しむれ ども、 一 たび 此の 雲霧 を 掃へば、 则ち 天 は 青く 日 は 白し』 の 一語が ある。 南洲ー 生 を 通す るの 

给 御門 事變 後の 時局 收拾  一一 一 五 1^ 
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心境 は、 則ち この 『天靑 日 ほ』 の 境地に あらう。  ： • 

彼れ が 勢 ひに 先ん する の 『心』 を もって、 勢 ひに 隨 つて 『行』 つて 行った の は、 彼れ が 非凡の 雄 村で ある こと を 示 

す 何よりの 好證 である。 南洲の 眼は淚 にうる ほひ、. 西 鄕の脚 は 人の 屍 を 踏む に堪 へなかった。 人 を 傷つけ ざらん 

と 欲すれば、 ただ 自然の 勢 ひ を 待つ. の 外 はない の だ。.  .  い： 

『雲 は 巳む を 得ざる に 煙り、 風雨 は 巳む を 得ざる に 洩れ、 1 田 霧 は 已むを 得ざる に 震 ふ。 斯れ以 つて 至誠の 作用と 

觀る べし』 の 語 も 亦た、 南 洲愛呤 の 『言 志錄』 の 一句で あるが、 これが 南洲の 人生 折 c 學 であった。 彼れ は その 畢生 

の 理想 を 揭げて 『；大 を 敬し 人 を 愛す』 といった が、 彼れ のい は ゆる 『天 を 敬す』 と S ふの は、 已むを 得すして 運 

ぐる H< 理の眞 美 を 指さす のであって、 人に おいて は 『至誠』 の 働き をい ふので あった。 

『己む を 得ざる の 勢に 動けば、 則ち 動いて 括らす、 枉 ぐべ からざる の途を 履めば、 則ち 履んで 危うから す』 とい 

ち ゑ さくりゃく  ひ れき 

ふの も、 人間の 淺 墓なる 智慧 策略 を以 つて、 大自然の 法則 を 欺くべく もな く、 只 だ 人 は 一心の 赤誠 を披 源して、 

かんけん くわつ a  • ^  .  > 

世 路の艱 險を濶 歩すべき を敎 ふるに 外ならぬ 

何處 まで 行ったならば、 人 は 完成 を 見る ので あらう か。 人間に 缺 點の盡 くべ くもない が、 西 鄕南洲 翁の 人格に 

お いて、 人 は 始めて； 大衣無 縫の 語に 近い 姿 を 見る。 

蛤 門の 變の 時に、 西 鄕は長 州 藩士 を十數 人ば かり 捕 慮に して 居った。 薩長の 反感 は 猿と 犬との やうで あつたか 


ら、 血氣の薩摩$^-人は、 闪 へられた お 州 人の 面に 唾したい くら ゐ であった。 然るに W 鄕は 同志 を M していった。 

『我れ も 人 なれば、 彼れ も 人で ある。 勝つ も ft  くる も 武門の 習 ひであって 兑れ ば、 勝敗に よって 人に せ 7" 別 を 

かりそめ  そ しう  えい 

, つけて はならぬ。 彼れ らは道 を 誤 まって、 苟且に も { お 廷を騷 がせた 罪に よって、 楚囚 その 冠を纓 して、 敵陣 

に囚 はれて はゐる ものの、 その 志 や、 實に 憐れむ に 足る ものが ある。 勤皇の 志に おいて 變る ところが なけれ 

ば、 やがて 是れ 兄弟で はない か、 同胞で はない か …… 』 

西 鄕は镜 を 正しう し、 禮を 厚う して 長 州の 捕 慮 を もてなした。 『十 人の 檎の もの は、 兼て 禮を 篤く いたし、 御 養 

つもり 

被レ下 候て、 打 入の 日に 到り、 丁寧に 申談 じ、 放ち やる 賦に相 決 置 候』 と、 大久 保に いひ 送った 通り、 後に 西鄕 

が 長州處 分に 臨んだ 時に、 厚く 之れ を 長 州に 送還した。 彼等の 感激 は 察する に餘 りが あった。 十 人の 捕 腐が 長 藩 

き ぐ わ  でんしょう 

に歸 臥す るに 及んで、 西 鄕の名 は、 最も 敬慕すべき 人の 名と して、 長 藩士の 間に 傢唱 せられた とい ふの は、 蓋し 

偶然の ことではなかった。 

後の 薩長 聯合の 上から 見て、 『西 媒は拔 目な く 働ら いて ゐる ワイ』 と兑る 人が あるならば、 その 人 はい は ゆる 

政界の 策士で でも あらう。 策して 行 ふのと、 赤誠 を 吐露す るのと は、 一 目 瞭然、 差別 は受 くる 人の 心で 知れる。 

ヮ シ ン トン は いった。 

あざ  わた  いつは 

. 『少数の 人 を、：^" か S 間にお いで 欺む くこと は 出来る。 しかしながら、. 多 數の人 を、 長い間に 1 つて 僞るこ 

. と は出來 ぬ。』 ■,  .  , , , 

給 御門 事變 後の 時局 收拾  三 六 一 
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と、 千古の 至言、 動かすべからざる 眞理の 光 を 見る ではない か。 西鄕に 若し 一片の 陰翳が あったならば、 犬猿の 

薩長が どうして 道 を 共に しょう。 更らに 薩南八 千の 子弟が、 何で 翁の 爲 めに 死 を 潔ぎ よくしよう。 『誠 は； 大の造 

なり。 之れ を 誠にす る は 人の 道な り。』 と 古聖 もい つて ゐる。 一誠； 大地 を 貫ぬ いて こそ、 始めて 大人 格の 偉 觀はぁ 

る なれ。 

【十四】 勤皇 黨は 日本の 元 氣なリ 

西鄕は 今や 長 州に 直面して ゐる。 兵 を 進めて 直ちに 彼れ を 討た うとして ゐる。 幕府に は 幕府の 考 へが あり、 西 

鄕には 西 鄕の考 へがあった。  , 

南洲は 51- して 如何なる 主張に 據 つて、 長 州に 臨まう としたの であらう か。 當時長 州に は久阪 玄瑞殁 して 高 杉 東 

くわう げん  じう わう 

行 あり。 南洲と 東行と、 大變 革の 曠原 にあって、 如何に 縱 撗に對 接した であらう か。 

.trj ん Q うしよ はん 

西 鄕の心 は、 旣に 幕府 を 離れん として ゐる。 離れん として ゐ ると いふより は、 最早 や 勤皇 諧 藩の 合同に 向って 

せん いばく ふ せ いぢ 

移り 掛けて ゐ る。 政治 上より いへば、 專制 幕府 政治 を 去って、 諸侯 合議 政治に 轉 じて ゐ るので ある。 此 時まで は 

たう はく  ぜっ 

西 鄕の心 は、 倒幕とまで は 進んで ゐ ない けれども、 明らかに 幕府と は絶緣 せんとして ゐた 

かう だう  " . 

西鄕 は、 長 州 派に 對 して は、 その 精神 を 探り、 行動 を 採ら， f とい ふ 態度であった。 西鄕は 常に 同 -、 吉井 • 火 

山. • 村 田 • 伊集院 等に 向って、  . - 


『勤皇 黨は 日本の 元氣 で ごわす から、 之 を 殺して はなり ゆさぬ。』 

と 語って ゐた。 『勤皇 黨は 日本の 元氣』 と は、 西鄕の 全幅の 精神 を り！. I して 餘 りが ある。 征 長に 對 する- S 鄉の 

たいど  はつ せい 

態度 も、 總て 此の 一 語から 發 生して ゐ るので ある。 

『心 は 楠 公で、 形 は 高 氏』 でも 已むを 得ぬ とい ふの は、 西鄕の 採らざる ところで、 彼れ は 飽くまで も 『心が 摘 公 

であれば 形 も 楠 公』 で 行くべき だと 考 へた。 蛤 御門の 後に 西 鄕が林 li を #護 して 長 軍 を 載ぎ したの は、 .4 錄と刚 

ふく  ，つ」 4  く  <1 1 么么 

腹した ので もなければ、 义た 幕府と 結託した ので もない。 結果に おいて は、 長 州 人の 爲に 『蕨賊 lnsr』 と 一緒に 

X  .  てんて う  こ 

された けれども、 两鄕は 唯 だ IK 朝の 命 を 維れ 奉じた までで ある。 故に； 大 朝に 反すれば、 長 州 も 之 を 討ち、 天朝に 

抗 すれば、 幕府 も 之 を 伐つ。 そこに ー點の 私心 はなく、  する もの は 唯 だ 堂々； 大地 を， ザ、 ぬく 皇ぼ. 1^ 窗の みだ。 隨 

あくし.^  «>』 んぴ 

つて 一度び 州 その 本義に 還 へれば、 直ちに 之と 握手し、 幕府 前非 を 改め 来れば、 共に 肱 を 交へ て 君阈の を 共 

やぶ さか 

にす るに 吝 でなかった。 

抑え 這 間の 消息 を 解す るに 非 ざれば、 西鄕の 心境 を 窺 ふ 能 はす。 叉た 西鄕の 行動 を 洞 i する 能 はすで ある。 勤 

皇 一路、 iS として 輝 やき、 して 通す。 我が 西 鄕南洲 は、 平然. 悠然 • 淡 然*默 然として、 堂. -、 此の 一路 を 

S うわう まいしん 

勇往邁進し たのみで ある。 

今や、 歳 は 波瀾 萬 疊の元 治 元年 〔甲子〕 を 送らん とし、 風 はいよ く疾 く、 雲 はいよ く 亂れ、 彼れ 一歩、 我れ 

一ず、 つ 進み 且つ 返ぞ きつつ、 將に來 らんと する 維新 風雲の 大 活劇 は、 歳の 慶應に 入る と共に、 l^f らに 一段の 

^御門 事變 後の 時局 收拾  三 六 三 
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くわ ラ えん 

光焰を あげた。 西 鄕の國 事 運動 は實に 此の 期に おいて クライマックスに 達する とい はなければ ならぬ。 維新 的 暴 

風裡 における 大西鄕 の 面目に 至って は、 更らに 筆 を 洗 ひ、 稿 を 新ら たにして 叙せ ねばならぬ。 


第一章 第一 囘の征 長，、」 西 鄕吉之 助 

〔I】 澗大 なる 西鄕の 心境 

おい ふう  てんち くわいめ い  ち ゆ  て，？ がい 

大風 起って； 大地晦 其、 山鳴り 地撼 るぎ、 樹 裂け 石 飛び、 雨 は； 大蓋を 破って 下り、 水 は 長 堤 を 決して 溢れ、 世界 

はき." <  く  しう ん  すが 

の 破局、 人類の 終焉、 まさに 此の 時に 極まる が 如く、 阿鼻叫喚の 聲 地上に 亂 るる 時、 親 は 子 を 呼び、 子 は 親に 鎚 

まう ぜん  ふうう 9 

り、 ただ その 一命の 守護に 必死の 力 を 注ぐ 者 はあって も、 誰れ か 猛然と して 原頭に 現 はれ、 神の 如く 5 お 風雨 裡に 

さう しん  あんこく 

總身を 打た する ものが あらう。 人 若し かかる 姿 を 暗黑の 地上に 發見 するならば、 見えざる 祌の 姿と も、 喑黑の 光 

U しんだい へんかく げんとう  ごうせいしゅ 

明と も 見る であらう。 維新 大變 革の 原頭に、 互 然として 西 鄕南洲 翁の 姿 を 見る とき、 人 は 確と して 救世 まの 姿 を 

見た。  . 

くわい てん レ げふ 

自 から 難 境に 身を投じ、 生命 を 賭して 回 }K の 偉業に 參 じた 者 は、 蓋し 少なし と はせ ぬ。 謂 ゆる 維新 當 年の 志士 

4^5  ほん さう 

なる もの は、 大 なり 小な り、 身命 を擲 つて 國 事に 奔走した 人々 であった。 幕府 側に も 其 人 はあった。 身 を？ はくと 

ころに 相違 こそ あれ、 心の 楣の おきどころに 相違はなかった。 

第一 回の 征 長と 西 鄕吉之 助 •  三 六 五 


.k 西鄕. ^像 第二 卷  一一-六 六 

東西 その 地 を 異にしても、 君 を 想 ひ國を 憂うる 赤誠の 輝きに おいて 變 りが なかつ たれば こそ、 維新の 大變革 も 

血 を 兌す して 成就した ので あらう。 西鄕 如何に 大 であると 云っても、 維新 鴻 業の 前にお いて は、 緩 かに その 一 礎 

石た るに 過ぎぬ とせねば ならぬ。 

そ S 

然り、 西鄕は 維新 鴻 業の 一 礎石であった。 彼れ 自か らも 亦た 礎石た るに せんじた。 併しながら 礎石と すれば、 

火なる 礎石であった。 西鄕の 一 盤石 を据 ゑる ことによって、 撻 かに 明治の 新 建築 は 不動の 共 丄礎を 得た ので ある。 

幕末の 大破 局に 際して、 身 を 拾て て 親 を 助けん とした 者 は ある。 我 を 忘れて 子の 難に 赴む いた 者 は ある。 或は 

幕府の 爲 めに、 或 ひ は 薩長の 爲 めに、 或 ひ は 水 戶の爲 めに、 或は 會津 の爲 めに、 或 ひ は 越 前の 爲 めに、 或 ひ は 土 

1 う  ぎ i- い 

州の 爲 めに、 各. - その 奉す る 主 侯の 爲 めに、 義勇の 名に おいて、 身命 を 犠牲に した 者は數 ふるに 遑 がない。 

西鄕も 或る 程度まで、 薩の 勢力 伸張の 爲 めに 努め はした。 併しながら 西 鄕は薩 の两鄕 ではなく、  口 本の 西鄕で 

あった。 彼れ が 兵 を 率 ゐて長 州に 臨む とき、 更らに 鳥 羽. 伏 見に 臨む とき、 また 更ら に. 江戶 幕府に 進む とき、 西 

鄕は 一片の 私心 を も 止めなかった。 一片の 私心 を も 止めない とい ふこと は、 取 も 直さす ー薩 摩の 利害 や、 一 西鄕 

の 得失に よって、 ；大 地の 大道 を 曲げなかった とい ふ 事で ある。 ここに 南 洲の濶 .K なる 心境 を 見る と共に、 彼れ の 

くわう だいむ へんさい 

理想の 廣ヌ 無邊 際なる を 知る のであった。 人 は ここにお いて 實に西 鄕の偉 を 見、 大を兑 る。 

赤誠 を以 つて 推せば、 凡そ； 大地の 事 成らざる なしと 西鄕は 思った。 彼れ が 正と 信す ると ころに 向って、 直往 邁 

進して 辭 せなかった 所以で あらう。 南洲が 遺訓の 一節に おいて、 


さ ぽぅ  こしゃう  こ 

『事大 小と なく 正道 を 踏み、 至誠 を 推し、 決して 詐謀を 用う ベから す。 人 多く は 故障 生す る 時に 臨み、 詐 

を 以て 其の 故障 を 通過 すれば、 其の 他 は 憂うる に 足らす となせ ども、 詐 謀の 弊 必らす 生じ、 事 必らす 破ぶ る 

3 えん 

る ものな り。 之に 反し 正道 を 行へば、 目前に は 迂遠に 見 ゆると も、 成功 は 却って S. し。』 

といって ゐ るの は、 平々 凡々、 い 些の奇 なしと いへ ども、 此れが 實 行に 當 つて は、 實に 人の 難ん すると ころな の だ。 

ii ある もの は、 寧ろ 此の 平凡 裡に、 却って 彼れ の 偉大 を發 見す るで あらう。 


凡そ mil 處 して、 身を以 つて 敵陣に 入る 者、 佛に ナボレ オン 大帝が あり、 我れ に IS 臣 太閤が ある。 他に その 

人を擧 ぐれば 際限 はない が、 東西 ニ大 雄と して、 先づ この 二人 を 推す ことが 出来る。 ナボレ オン 大帝が エルバ島 

たん ま て さぢん 

を脫 し、 佛國に 逃げ 歸 つた 時には、 彼れ は 僅かに 二十 數 人の 靑年を 率ゐ るの みであった。 併も 舉騎 敵陣の 中に 突 

.10 ラ くわつ  さラ けう 

入し、 『おお 我が リ ー 將 軍よ』 と 連呼しつつ、 相 抱いて 久濶の 情 を 双頻の 淚に濺 ぎた る 時、 全軍 を 幕け て 忽ち 六 小 

みりょく  き う 

翁の 配下に 變 じたと いはれ てゐ る。 英 維の 魅力の 惹 きつく ると ころで あると いはば いへ" 叉た 大帝の 氣 宇の 濶大 

を 33^ るべき ではない か。 

C プ らう 

豐 太閤 もまた 厘 次 難事に 際する 毎に、 身を以 つて 渦中に 突入す る こと を 忘れなかった。 佐々 成 政 を 越 中に 攻め 

た 時、 越 水のお 11^ お S て 敵營に 投じ、 直、 江兼繽 をして、 奮然、 翁 を 執って 約を盟 はしめ たの も、 秀吉 なれ 

ば こそであった。 西 鄕南洲 翁 もまた、 難 境に 會 する や、 _ むちに 難 中に 投入す るの 人であった。 .4^ 州 征伐の 一齣に 

第 一 回の 征 長と 西 鄕吉之 助  三 六 七 
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あけ わなし  で*|*^.1 

見ても、. 江 戶城明 渡の 一. 場に 見ても、 彼れ は 常に 孤 身 敵營の 人と なった。. 彼れ の 書簡に、 — . 

大久保 利 逼に與 ふる 書 〔元 治 元年 九月 十九 日 〕 

ね なん  つも， 

先便 〔十六 日の 書〕 申 上越 置 候處、 異難 先立 迫 候 向に て、 差 迫た る處 より 打 掛賦に 申 上 置 候處、 急務の 筋 も 次 

ニ汞 いたす 鹽梅 にて、 大きに 大慶の 事に 御座 候。 阿部 豐後守 〔閣老 • li* 外〕 檨ぇ、 越 侯 御 會に相 成、 家老、 本 田 

さしせま a-  とま こみ 

修理 • 酒 井 十 之亟も 同席に 相 列、 當時、 勢 差 迫候譯 より、 段々 說込 候處、 餘程 相談 相 くるまり、 是 迄の 閣老 

にて は無レ 之との 事、 何篇打 明し 相談に 及 候. e に 御座 候。 然る 處、 異 船の 一 條も、 急に 11 え 相 廻 候 向 にても 

も かリか ヘリ 

無レ 之、 いづれ 阿部 閣老、 画 東え 罷歸候 上なら では、 出掛 候 向に 無：， 之 候 間、 いづれ 成、 長征 直檨 "小, 一 相 運 1 候 

て は、 不 レ被レ 爲レ濟 との 議論に て、 尾 張老侯 〔德 川慶 勝〕 來る 廿日、 御 京 着の 御模檨 と、 被 二相 伺 T 此 度の 處、 

、  こ 、もと 

總督は 御 受不レ 被, 爲ニ 出來； 御上 京丈ケ は被レ 成との 趣に 御座 候 得 共、 愛 許に て 押て 御受の 都合に いたし、 速 

に 長征 を 被 二相 初 1 候 見込と、 相簡れ 候、 付、 此度は 相調譯 かと、 相樂 居候 事に 御座 候。 夫に 付、 今日より 藝州 

〔廣 島〕 へ、 伊東 萬次郞 〔薩 藩士〕 装 遣し、 料 米の 手當、 a 陣取 等、 手 常 爲.， 致 候 事に 御座 候。 萩 表 〔長. 州〕 え 海 

めか- な 0 かい  とほ ひ がお 

路 より、 御國 兵攻掛 候檨、 相 達 相 成 候 得 共、 第一 難 海の 上、 遠 干潟と 承 居候 間、 一 艘の 軍艦に て、 直樣 打破 

なんじ ふ  か- "りくち  おくれ 

候 事 は、 難 跪の 譯には 候 得 共、 懸ロ 等の 儀、 前以 色々 申立 候て は、 薩 兵の 臆 を 取る 杯の 說、 直 檨相起 候 儀に 

御座 候 間、 態と 難潞 不二 申立 1 候て 罷在 候。 若、 幕府より 問掛候 はば、 此方の 人數 〔在京 薩兵〕 を 以て、 條路ょ 


みちびら き  ま をし きも ふくみ 

り获 表の 方、 道 11 いたし、 御國兵 〔鹿兒 島 兵〕 乘 上げ 候樣、 可， 致 段、 申 切 含に 罷在候 問、 左 檨御含 可 レ被レ 下 

そろ 

候。 .HI 然着 到の 場所 も 不二 相 分 1 候 得 共、 いづれ 御人數 揃へ 等の 御手 數も 可：， 被 レ爲レ 在 事に 御座 候 間、 筑前 若松 

は し  いだ さす 

邊の 陣取 〔鹿 兒島軍 本營〕 も 土師吉 兵衞、 爲レ致 由に 被， 一 相 聞 一 候 付、 共 御手 可， 被 二 成 下 1 候。 左 候 はば、 此方 

の 御 人數を 以て、 藝 州へ 踏 込、 職場の 處、 見切 を以、 御陣 所へ 御 注進 可 レ仕候 付、 其、 御 k を以、 御 都合 可 レ被ニ 

成 下 1 候。 右に 付、 攻掛 日限、 相 分 候 はば、 直樣 私共 〔西鄕 自身 をい ふ〕 に は、 藝 州え 飛込、 吉川、 德山邊 之 

<1 厶厶厶  <1 厶厶 厶厶厶  <3<1 厶 厶厶厶 <3厶 厶厶厶 A 么 A  厶厶厶厶厶厶厶厶<1<1厶厶<1厶厶<^-  <1 ^ 么厶 

ぉぁ 引離し 候 策を壶 申 度、 內輪餘 程 混 雜之樣 子に 御座 候^、 蕩人 之^!. g を 長 人に 付けさせ 候 道 も、 可レ有 一一 御座 1, 

厶  <1A<1<J 厶厶  I  け 

•  ：  ：  ；   ^ るな お 

そむ- SS たち 


歟と相 考居申 候。 吉川 又は 末 家 等、 悉く 死地に 追 込 候て は、 打破るな がら も、 大きに 怪我いた す ことに 御座 

そむ-^3たち 

候 問、 兵力 を以相 迫り 候て、 右 等 之 策 を ひ 候 はば、 十に 五六 は 背 立 候 半。 其處 を以、 突然と 乘込候 はば、 

い A^^^*  4! いとう 

, 容易 攻 落し 可 レ申歟 と相考 居候 付、 彌 征討 之 御 決着に 相 成 候 はば、 速に 藝 州え 飛 入 可 レ申候 間、 左様 御 得心 被 

下 度 候。 云々 〔下略〕 

ふくしん 

と あるの は、 將に長 州 征伐に 臨まん とする に當 つて、 西鄕が 進んで 長州國 境に 踏み 入り、 利害 を 敵の 腹心に 說か 

うとす る 意志 を 示した ものであった。 

•  みり t く  じう わう きりゃく  うった 

ナボレ オン は 英雄の 魅力 を以 つてし、 太閤 は縱 横の 機略 を以 つてした が、 南洲は 一意た だ u." 義 至誠の 一心に 想 

ふううん らんり  io^c*, うむ ザ  だいとく 

へた。 南洲が 風雲 亂 離の 卷 において、 粹 然として 大人 格の 偉觀を 示す 所以の もの は、 實 にこの 圓 融無礙 なる. K 德 

の 力の 輝く が爲 めであった。 西鄕の 人格と、 回 ；大 の 維新と、 如何に 反映し、 如何に 交叉して 行った であらう か。 

第 一 回の 征 長と 西 鄉吉之 助  三 六 九 
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彼れ が 第二 期の 活動 を 叙す るに 當 つて、 筆者 は 今更ら の 如く、 大西鄕 の 人格に 倾 倒せざる を 得なかった。 

【一一】 征長總 參謀西 鄕吉之 助 

無名の 一 青年の 力で さへ も、 時あって は 能く 時代の 勢 ひ を 作る ことが 出来る。 ただ 一 心の 誠意 は、 能く 形式的 

げんと-つ ふ うぢん  し  ，>  3 

地位 や、 門閥 や、 位階 や を、 原頭の 風塵に も 如 かざらし むる ことがある 

元 治 元年に おける 西 鄕南洲 は 三十 八 歳の 一 志士に 過ぎなかった。 三十 八 歳と いへば 青年と S ふべ くもなく、 = 取 

ねん «•,  も/. ばつ  はくめん 、 *  , . 

早 や 分別盛り、 男盛りの.^ 配で あるが、 彼れ に は 地位 もな く、 門閥 もな く、 位階 もな く、 白面 を つて、 推され 

て 衆 を 率うる 一 書生に 過ぎなかった。 倂も征 長の 大勢 は、 この 一白 面の 書生の 手に よって、 次第に 勢 ひ を 作って 

来たの だ。 

征 長總督 尾張慶 勝、 副將越 前茂昭 は、 相次いで 京都に 入った。 牛に 曳 かれて ぉ寺參 りで もす る やうに、 悠々 閑 

ぢ 0 え 一 

ぽ として 春の 日永 を 5sf した。 それでも 十月 十二 曰に は 入朝して 節 刀 を拜受 し、 大阪に 進んで 陣營を 布いた。 

兩者 とも ifi において、 位階に おいて、 地位に お いて、 乃至 は 背後の 勢力に おいて、 固より 1 西鄕の 比で はな か 

つた。 が、 同時に その 實カ において は、 彼等 も 亦た 西鄕の 比ではなかった ので ある。 

地位 や、 門閥 や、 畢竟 これ 名のみ、 形式の み。 勢 ひ を 動かし、 人 を 左右す る もの は、 實に 一人の 赤誠で あり 

ii の 情熱であった。 見す や、 大阪 陣中に ありて、 西鄕は 期せす して、 征 長總參 謀と なり、 進んで 長 州に 臨む に 


- 及んで は- - 彼れ は 遂に 最高 司令宫 となった こと を. - 自 から 推す にあら すして、 寳に 衆望の 歸 すると ころであった 

しんき やう か ラ. （- じつげつ  、 >  . - '-. I  0 

の は、 如何に 西鄕の 心境が 皎 日月の 如き も ので あつ たかを は し む る 

*  *  * 

てう •，  し えん  めいぶん 

- ^鄕が 長 州 を 伐つ の 態度 は、 一に 朝 威の 確立に あった。 私怨の 爲 めに 長 州を攻 むる ので はない から、 名分 を^ 

ち 

しう しさ. へせば、 直ちに 和して、 國 家の 爲 めに 力 を 協 はせ ようと m 心った ので ある。 

征 長の |?， は 『長 を 以て 長を征 す』 と西鄕 がいった の は、 長 州の 事 は畏州 人を以 つて 牧め しめようと い-ふので 

しげん 

あった。 敵に は 敵と しての 尊厳 を 認め、 長 州に は 長 州と しての 人格 を 認め、 獨 立の 名譽を 傷つけ まいと すると こ 

ろに 西鄕の ill を 見る ので ある。 『是非 長 人 を以、 長 人 を 所 置いた し 候 檨爲レ 致 度 ものに 御座 候』 とい ひ 『如何に 

もして 長 人 を以長 人 を 所 置いた し 度』 とい ひ 『藜 人 之 處澄を 長 人に 付けさせ 候』 とい ふ 文句 を、 彼の 書簡の 隨所 

に發 見す るの は、 長州處 分に 對 する 西鄕の 要領が、 一 に 『長 人 自治』 にある こと を 思 はしむ るに 充分であった。 

四鄕は 長州內 部の 事情に も 通じて 居った。 彼れ が 最初から 吉川 等の 末 藩に 遊說 しょうと したのに は、 窃かに 期 

かう  ひ れ含 

すると ころがあった からであった。 果せる かな、 吉川は 飽くまで も 恭順 論 を 主張し、 降 を IS うて 誠意 を 披瀝す ベ 

けっき  なんじゃく ろん 

しと 論じて 居た。 此の 論 は 血氣の 志士に とって は、 聽 かれさう もない 軟弱 論の やうで あつたが、 併しながら 大 ：！：^ 

を ii?- る 人の 肌から 晃れ ば、 小 局に お S て 忍び、 大局 を 展開す る 唯一 の 血路で あつたの だ。 两鄕 は大久 保に 與 

ふる 裕 中に おいてい つて ゐる。 

笫 一 回の 征 長と 西 鄕吉之 助  三 七 一 


大西 鄕全傳 第二 卷  三 七 一一 

大久保 利 逼に與 ふる 書 〔元 治 元年 十月 八 no 

御 兩殿檨 〔茂 久. 久光兩 侯〕 益.. - 御機嫌 能 被 レ遊ニ 御， M7 恐 悅の御 儀 奉レ存 候。 陳者、 去る 廿丸日 〔九 ts 飛脚 被 二 

つもり 

差 立 1 候賦に 御座 候處、 帶刀檨 〔小 松〕 廿 八日 御 著 阪相成 候 段、 相 分 候 付、 暫く 御 見合 相 成 居候 處、 長征の 儀 

も、 そろそろ 御 運び、 相 付 模檨に 成立、 尾老侯 〔德 川慶 勝〕 總督御 受も相 調、 一昨日 〔十 H 六日〕 御 達 相 成 候 儀 

は、 表 通 御 問 越 相 成 候 事と 奉 レ存候 間、 文 略 仕 候。 ；此 以前 尾 州の H せ ：！ 〔如 雲〕 並 長 谷川 壯藏 〔您 藏〕 と 申 者へ 引 

さ しづ 

合 ひ、 色々 と攻立 候處、 最初の 程 は、 將軍 進發の 上、 差圖を 得て 可 二相 發 一との 向に 御座 候處、 追々 關 東より. 

も將 軍進發 を不レ 待、 可- 1 相發 1 旨、 申來 候ぬ にて、 越 藩よりも、 嚴敷責 付 候處、 少し は 腹 もぽひ 候て、 諸 藩 情 

どうせい  あんばい 

實も相 分り、 天下の 動 靜も呑 込み 相 成候鹽 梅に 成立、 何れ 各藩より 力 を 添へ、 尾 藩 を 助けて、 長征の 急務 を 

辨 じ可レ 申と、 肥 後. 越 前と 申談 じ、 此儀を 差て  <1S 候 儀に 御座 候。 其內に は、 段々 異議 ml" の 論 も、 相 起 候 

得 共、 長征 急務の 第一 に 相 決し、 一向にせ り 立 候 儀に 御座 候。 〔中略〕 初ての 戰に 出来 候處、 此長攻 にお ひて 

も、 餘程心 を 用 ひ 候 場合に て、 叉 此ー戰 に 仕損じ 候て は、 初 戰の勝 もむ だに 相 成り、 ：大 下の M を i き 候 儀 も 

ゎづか 

出 來不レ 申 候 付、 至極 念 を 人れ 候 事に 御座 候。 ^の 事な りと も、 勢 を 張る と衰 との 場合 も 御座 候 付、 久， 招 米 

か 、 りくち  fe>^  i 

〔筑 後〕 其 外の 藩々 は、 懸ロ 故障 申立、 被 U 相替 1 候 儀、 申出 候 由 御座 候へ 共、 此儀は 勢に も 相 拘が譯 に 御座 候 

よろし  "wt 

p. 御 見合 相 成 候方宜 かるべく 奉レ存 候。 自然 機に 應じ、 懸ロ过 不二 相變ー 候て は、 濟 まじく との、 總條 Q 5^ 慮" 


ぐんき  ゥ Jrt-i 

と 被， 1 柑窺 1 申 間、 仕 合の is^ に 御 庵 候。 大坂 にての 軍議 不レ { 且、 人心に きざり： 候 間、 御 常 地に て 決議 相 

成、 大坂は  一二： 汨 にて 繰 出 候檨、 越 藩より 頻りに 議論 相 立 候 間、 定て是 丈け は、 其 通り 可, 1 相 成 1 と相考 候處、 

.  おたっし  ひっき やう  ふさ 

大 坂に 於て 軍議と 御 逹相成 巾 候。 畢§- 尾 藩に おひて は、 幕府よりの 貴 を 塞ぎ 候 迄の 趣意と 和兑得 中 候。 乍レ 

然、 ケ程 やり 立 候 故、 是非 長征 を不 ，1 仕掛, 候て は、 も ふ は 不二 相 ：5 一勢に 相 立 候 間、 少し は延も 致せ、 彌相調 

候 儀 は、 別條 もな き 事と 奉レ存 候。 火 坂に て懸ロ 等の 談判に 相 成 候 はば、 获 と不レ 究、 機變に 依り、 攻 掛候樣 

申立べ く 候 問、 左樣御 含可レ 被， 下 候 〇 長 州 之 動靜、 追々 承 候處、 亩川 〔經 幹〕 至極 正論 を 立、 ー應は 六ケ敷 

y  I  ：:  .,, 、 ，  ，、 卜，  厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 

合 も 御， ぎ 候 鹿、 近 氷 は 吉川之 論に 歸し、 官 兵に 向 ひ戰を 致し 候 向に て は 無, 之、 國境 迄、 改服 にて 出張いた し、 

號泣 哀訴 可レ 致との 存 慮と 相 聞れ、 特に 暴 激之者 は、 悉く 幽閉 申 付 候て、 三人の 家老 は、 获 において、 { や 込に 

I  ふ ナんご © かど 

相 成、 殿 璽の 番兵 候. s、 德山 〔毛 利 家 末 藩〕 にて は、 色々 不 堅固 之 廉も爲 レ有レ 之 由に て、 右 等 之 次第と 相 成 候 

はか しき ご しょち ぶり 

ii、 墓 々敷 義も有 レ之問 敷、 乍 レ然、 其 邊の鹿 は、 御所 置 振に 依る 事と 相考申 候。 若 何も 御 採 用 無レ 之、 如何に 

降 を 乞 候 共、 殺 と 申譯に 成立 候て は、 決して 暗々 と 首 を 差 出 申 間 敷、 又 死 兵と 相 成、 戰爭 いたし 候 はば、 

<:△ 厶 厶厶厶 △△ 厶厶厶 ム厶厶 △△<!  <1厶 厶厶 厶厶. dAA<1  厶<1 厶厶  <1 厶厶 

に攻秀 は六ケ 敷かるべく 相考居 申 候。 依て 先便に も 申 上越 候 通、 私に は藝 州え 早く 踏 入、 吉川^|1之鹿を說 

立 候 賦に巾 上 置 候處、 筑前藩 喜 多 岡 〔男 平〕 某、 吉 川え 面談いた し 候て、 卜： 京 仕、 士：： 川 情實、 具に 申述、 藤 井 

〔良 節〕 杯へ 和談 もお レ之候 由に て、 高 崎 兵 部 〔五六〕 を 右人へ 差 添 差遣 候 はば、 餘程 可レ宜 との 譯承 候に 付、 早 

速 望に 任せ、 被 二 差 出 1 候 間、 左樣御 含可レ 被：， 下 候。 是非 長 人 を 以長人 を 所 置いた し 度 候檨、 爲レ致 度 ものに 
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御座 候。 いづれ 成、 兵 を 以て 相 迫り 候處 にて、 降 を 許す とも、 征伐の 御 扱 は不， 一 相 立 一 候て は、 不， 濟 儀に 御 

座 候 間、 夫 等の 處 にて、 繾 五六 萬 石に て、 國 1^ と は 不二 相 成 I 候て は、 國を消 候 迄にて は、 1^ お 御 國の御 煩 ひ 

も 出来 候 はんかと 被 二相 考， 居 申 候。 l^k 毛 利口が^ IRa^tl お を？ ^化 く^- f 一き ぎ 一，、 ^ひ 1^^^、.|||. 

すき、 て は、 相濟間 敷、 若、 戰 をいた し 候 はば、 論 は 無レ之 事に 御座 候。 先度 も 申 上越 候 通、 ゼ^が. がいが 

は、 兼て 禮を 篤く いたし、 御 養 ひ 置 被 レ下候 間、 打 人の 曰に 至り、 丁寧に 戲ビ 放ち やる 赋 r 相 決 S 候ナ、 

是义左 樣に御 含み 被 下、 宜敷御 取 成、 奉, 願 候。 

十月 八日 〔元 治 元年〕  0 鄕 吉 之 助 

大久保 ー藏檨 

〔一一 I】 長 人 を 以て 長 州 を 治めし む 

終始 名義 を 立てて、 窮鳥 を 追 はう としない ところが、 西鄕の 達識であった。 併し 幕府 側で はさう は-了かぬ。 ど. 

、 ご きうつ ひ あしこし  ，、- み 

こまで も 長：！； を 窮追して、 足腰の 立たぬ やうに しょうと いふ 腹で あるから、 事の lilHf 措いて 問 はう とせぬ。 江 

戶 にあった 長 藩の^ 宅 は 勿論、 末 家吉川 等の 屋敷まで 沒牧 し、 宫位も 共に 掘 || して、 更らに 遠慮す ると ころ はな 

た そく  レ *  • 

かった- 西鄕は 之れ を 見て 太 息した。 長 州 をして 死 兵の 窮地に 陷 いらし めて は、 地狹 く入尠 なしと 維 も、 之れ を 

伐つ に は 容易で ない と 歎ました。 


，西鄕 の 簡に R  く、 

大久保 利 通に 與 ふる 書 C 元 治 元年 十月 十一 一日〕 

御兩 殿樣、 益ぶ 御機嫌 能被レ 遊- 1 御座 T 恐 悅御儀 奉 レ^ 候。 陳者長 州 御 征討の 期限、 御 發し相 成、 奈良 原被-一 差 

立 1 候 時機に 罷成、 爲 mIK 下 T 安堵 仕 候。 此 度之處 は、 迚も 可レ戰 勢に も 無 レ之模 樣與相 見得 候へ ども、 關 東に 

於て、 末 家 又は 吉川等 之 者、 悉く 宫位 並に 屋敷 御 取揚相 成、 死地に 追 はめ 候御處 超、 誠に 拙策に 出 候 事に 御 

座 候。 第一 長 州に 於て は、 吉川等 之 者、 直進 等 之 手段 も、 侗檨之 節に、 勢 を 分 候家康 公之 趣意に て、 之れ に 

4- め 二み  からしき  厶厶 <a 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶厶  < "厶 厶厶厶 

被レ 背、 一途に 攻込候 儀 は、 實に 馬鹿 等 敷 次第に 御座 候 上、 攻 廳候處 にて、 死守す る ものに おいて は、 寄手大 

.d 厶 <3^<1A 厶么厶 <3~<JA<1 な 厶 厶厶厶  9 さん  厶厶 厶厶厶 

勢と は 乍レ中 易く 攻破候 場合に も 參兼候 半歟。 乍 レ然、 攻 口に 乘掛 候ても、 離散の 道 も 可 レ有レ 之、 如何にもし 

て、 長 人 を 以長人 を 所 置し 度 ものに 御座 候。 可レ戰 日に 到りて は、 尤可レ 勤 軍に 候 得ば、 至極 差 はまり 居候 次 

ふる ひか. 5?  い り 

第に 御應 候。 若 此ー戰 に 失し 候て は、 前の 戰も 無に 成し、 御 國烕も 奮 兼 i 、譯に 御座 候 間、 誠に 世間 を 煎 居候 

事に 御麼候 〔中略〕 0 私 罷下候 一條に 付て は、 段々 御 吟味 も 六ケ敷 成立 候 向に て、 最初より 衆議に 從ひ 居候。 

ぞん りよ 

如何 樣共、 進 返 可 レ仕存 慮に 御座 候處、 此 度の 長 州 迄 は 被 n 差遣 T 夫より 直に 御國 元の 樣、 可 II 罷下 1 段、 承知 

仕 候 間、 宜敷御 取 成 奉, 願 候。 去る 十五 日より 總督 下坂の 段 も、 御 達 相 成 候 付、 十四日より、 私に は大 坂の 樣 

先立て、 ？能下 ^ に 御麼候 付、 付 分 長 州の 御所 置、 長延 候て は、 御國 費に も 可 II 相 係る 1 事に 御座 候 間、 ど ふ 成 

笫 一回の 征 長と 西 鄕吉之 助 .  三 七 M 
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せい <\  とくし。 

共、 G: 十く 落着 相 成 候 儀に 御 i。 精々 相 働 可： S 申 候 間、 左檨御 得心 可：， 被：， 下 候。 恐惶 謹言。 

十月 十二 日 〔元 治 元年〕  西 鄕吉之 助 

大久保 ー藏檨 

い. b ね  と はんし 1^0 しゃ ラ 

前項、 屡よ 記した やうに、 西 鄕の對 長 策 は、 長 州の 息の根 を 止めようと いふので はない。 半死半生に 叩きのめ 

てっとう てっぴ  fel ん 

さう と いふので もない。 徹頭徹尾、 名分 を 正さう とい ふので あるから、 幕 閣ゃ征 長 本陣で 考 へて ゐる やうな、 『御 

て. 4o  か & うと-つ 

敵 ござん なれ』 とい ふやうな 構へ は、 毛頭 考 へて ゐ ない。 

成るべく 長 州 人の 手で 長 州の 始末 をつ けさせよ うとす るので あるから、 肚蒙 といへば、 全くの 肚藝 である。 後 

さ ぽ う  てんか けいりん  ひら 

に 手 を 握る 爲に、 恩に 著せようと いふ 詐謀 ではなく、 天下 經綸 の爲 に、 道 を 啓かう とい ふので ある。 それ を 折角、 

いへやし き  むし 

勸らき 掛けて ゐる吉 川 家の 家屋敷まで 取り上げる 幕府の 遣り方 は、 まるで 小鳥の 兩冀を 逢り 取る やうな もので、 


これで は 味方 も 敵に 廻 はす 遣り方 だ。 

きう そ  そんどう  り けん 

窮 2Im 却って 猫を嚼 むと は、 村童 もよ く 之れ を 知る 俚諺で ある。 堂々 たる 幕府の 有識者が、 假り にも 此の 理を忘 

り よく  くら 

れ やう！ jc はない。 併しながら 利 慾 は 人の を晦 ますに 充分で ある。 長 州旣に 一敗、 再敗、 三 敗して、 地上に 倒る 


るの を兒て は、 脚 を あげて 蹴る に 何の 勞が あ. らうと 思 ふのに 無理はなかった。 

そ C  しん ほろ  たま しひ 

然れ ども 楚三戶 といへ ども、 能く 秦を 滅ぼす の 魂が ある こと を 忘れて はならなかった。 井伊 大老 は 近世の 大豪 

くわう げん  えん/、  こが や くわ  し 5- うど 

雄であった。 併しながら、 彼れ が 燒き盡 さんと したる 曠 原の 靑草 は、 焰 々天 を 焦す 野火の 爲 めに、 一 たび は 焦土 


と 化し さった けれども、 風 地上に 甦が へる 時、 寄々 として 1$ び 地 卜： を 色 どった ではない か C 

あめつゆ  みづ そ. -  さう げん 

鄕は 雨露の 如く 防 長の 原野に 水濺 がう とした。 幕府 は 野火の やうに 草原 を 燒き盡 さう とした。 而 して 遂に 殘 

たくえつ  *- い *1 ん  さう かい 

ると ころの もの は 何ぞ。 s: 鄕の 行く ところ、 平凡に して 卓越、 誰れ か 知る 淸淺の 流れ、 別に 海の 深き ある を。 

s】 大阪 城の 征長 會議 

せいばい  う 上く  1^9 よく 

が、 防お ニ國の 成敗で はない か。 三百諸侯 を 羽翼と する、 幕府の 威力 を以 つてして、 打って 倒す に 何の IC 力 か 

くわう じつび きう ちう ちょ しゅんじ S ん  いう さ. S 

あらん。 然るに 酸 日 彌久、 躊躇 透 巡、 その 日 を 消さう とする の は 何故で あったら うか。 幕府に 雄才 のなかつ たこ 

だ. i けっかん  レ れ. S  お 

とが、 Si かに その 一 つの 理. a でもあった らう。 併しながら 根本の. K 缺陷 は、 幕府の 威令が 地に 墜. ちた 爲め である。 

『三百. 來、 始めて 干戈 を 動かし 候 儀、 實以 つて 容易なら ざる 次第』 であると は、 一橋 慶 喜が 舂嶽に 贈る 書中の 

だいたん  ぜ うらん  てんか かんなう  し 

一句で あるが、 慶喜は 更らに ォ膽に 『今度の 如き 國 内の 擾亂を 開き、 天下 肝腦、 地に 塗 みれ 候 やうの 仕宜に 及び 

候 も、 其の 實大權 地に 墜ち 候より 起り 候 ことにて、 在職 者、 實に その 罪 を 免 かれす』 と吿. III して ゐる。 鹿窖自 か 

ら その 罪を责 むる の を 見て は、 人 をして 同情 を 禁じ 得 ざら しむる ものが ある。 けれども 俊 喜が 思 ふ 存分 その 力 を 

ほうく わい  ほうけんせいど 

振った とて、 また 幾 十 百 人の 慶 喜が 居つ たれば とて、 旣に 心理的に 崩壞し 去った、 封建制度 を 如何にして 盛り返 

へす ことが 出来よう。 自然の 法則、 不可 杭の 勢 ひ は、 すべての 人智 • 人力 を 押し流して 行く。 

-ん いじよ く  こうはい 

『今度の ー舉 にて、 德川 家の 榮辱ほ 勿論、 皇阈の 興 廢に關 係す』 と は、 春嶽が 伊達宗城に 云 ひ 贈った 言葉で ある。 

第一 回の 征長と 西 鄕吉之 助  11 一七 七 
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征 長の 一 擧が斯 くも： 犬 下の 一 大事の 如く 思惟され たの は、 中心 を 失った 無政府 的 恐怖心に 驅られ たが 爲 めで ある- 

自己 焦點 の 把持 を 失 つ た 幕府 の 悲哀 はこ こに あ る。 

ia- う 5S つ  せ うてん はあく  > 

t 念と 熱 ど を 失った もの は、 勢 ひその 地位 を 去らざる を 得ぬ。 確乎と して 心の 焦點を 把握す る ものに よって I 


次第に 實權は 移ら しめられざる を 得ぬ- 


iiiyg とい ふの は、 全く 此 時の 幕府 を 指 ざす 爲の霄 紫と 思 はれた。 併し 表面 は 堂々 たる 看 を 立て、 八月 十 

Ij うげ きぶ たい  '-^  ,  y 

三日に は、 天 下 三十 六 藩に 命令 を 下して、 長 州 征伐の 部署 を 定めた。 攻撃部隊 は、 實に 次の 五隊に <R けられた 

幕府 征長軍 部署 〔元 治 元年 八月 十一 一一 曰 命令〕 

〔山陽 都隊〕 藝 州より 岩國に 到り、 山 口 攻撃部隊 

安藝 廣島藩 〔藩主 淺野 長訓、 十二 萬 六 千 石〕  . 

備中松 山 藩 〔藩主 板 倉 滕靜、 五 萬 石〕 

信 濃 松 代 藩 〔藩主 眞田 幸敎、 十五 萬 石〕 …後に 大阪 守備 部隊に 變ず 

備後福 山 藩 〔藩主 阿部 正方、 十 一 萬 石〕 , 

美 作 勝 山 藩 〔藩主 一一 一浦 弘次、 二 萬 111 千 石〕 

備 中庭 顆藩 〔藩主 板 倉攝津 i 寸、 二 萬 石〕 


かん はん 


攝津 m— 崎 藩 〔藩主 本 多 肥 後 守、 一 萬 石〕 

松 平 近、 江 守 〔一一 一 萬 石〕 

備前岡 山 藩 〔藩主 池 田 茂 政、 三十 一 萬 五 千 二百 石〕 

播磨龍 野 藩 〔藩主 脇阪 安斐、 五 萬 一 千 石〕 

【山陰 部隊】 石 見より 萩に 至り、 山 口 攻撃部隊 

因幡 鳥 取 藩 〔藩主 池 田 慶德、 三十 二 萬 五千石〕 

〔藩主 松 It 武聰、 六 萬 一 千 石〕 

〔藩主 龜井 兹監、 四 萬 三千 石〕 

〔藩主 松 平 慶偷、 十 萬 石〕 

〔藩主 松 平 安定、 十八 萬 六 千 石〕 

〔藩主 有 馬 道 純、 五 萬 石〕 

〔藩主 松 平 直 巳、 三 萬 石〕 

〔母 里 藩〕 

〔四國 部隊〕 四國 より 德 山に 上陸し、 山 ロ攻擊 部隊 

阿波 德島藩 〔藩主 蜂須賀 齊裕、 二十 五 萬 七 千 九 百 石〕 

第一 li の征 長と 西 鄕吉之 助 


石 見 濱田藩 

石 見 津和野 藩 

突 作 津山藩 

出 雲 松 江 藩 

越 前 丸 岡 藩 

出 雲 廣瀨藩 

松. 平 主. 計 頭 
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伊豫 投山藩 〔藩主 松平滕 成、 十五 萬 石〕 

ノ.. 讃 岐 高 松 藩 〔藩主 松 平 賴聰、 十二 萬 石〕 

伊豫 宇 和 島 藩 〔藩主 伊達 宗德、 十 萬 石〕 

伊豫 今 治 藩 〔藩主 久松 定法、 三 萬 五千石〕 

〔九州 都隊】 〔下關 部隊〕 海路 下關へ 上陸して、 山 口 攻撃部隊 

肥 後 A ゆ、 本 藩 〔藩主 細川韶 邦、 五十 四 萬 石〕 

〔藩主 小 笠原忠 幹、 十五 萬 石〕 

〔藩主 小 笠 原 近 江 守、 一 萬 石〕 

〔藩主 奧 If 昌服、 十 萬 石〕 

〔藩主 小 笠 原 幸 松 丸、 一 萬 石〕 

〔藩主 黑田 長溥、 五十二 萬 石〕 

〔藩主 鍋 島 直大、 一 一一 十五 萬 七 千 石〕 

〔藩主 小 笠 原 長國、 六 萬 石〕 

〔九州 都隊】 〔获 部隊〕 海路 获 より 上 ii して、 山 口 攻撃部隊 

薩摩鹿 兒島藩 〔藩主 島津 忠義、 七十 七 萬 〇 八 百 石〕 


一一！ 八 0 


豐 前 小 倉 藩 

豐 前 新田 藩 

豐 前 中津藩 

播磨 安志 藩 

筑 前 福 岡 藩 

肥 前 佐賀藩 

肥 前 唐津藩 


肥 前 島 原 藩 〔藩主 松平忠 和、 六 萬 五千石〕 

筑 後久 留米藩 〔藩主 有馬賴 成、 二十 一 萬 石〕 

筑後柳 川 藩 〔藩、 王立 花 鑑寬、 四 萬 九 千 六 百 石〕 

, だいぶ たい  ばう ちゃ-つ  ふん 5 

如上の. K 部隊が、 僅か 防 長 二 州 を 攻める ので あるから、 數 において 問題でなかった が、 高 杉 等 長 藩 志士の 奮起 

含 0^ う じ やく  し a.. う い 

は、 遂に 一兵 を も、 防 長 境 土に 足 を 踏み入れし めなかった。 強弱 は 力に あり、 勝敗 は 心に あり だ。 

尾 張 總督は 元 治 元年 〔甲子〕 十月 十五 日、 越 前 副將は 十八 日 大阪に 下った。 ここに 於いて 征 長の 軍議 は 凝ら 

された a 總督 は、 征長 三十 六 藩に 命じて、 各. - 重臣 を 大阪に 出さし め、 額 を 鳩め て 協議 をした が、 議論 は 更らに 

進行し なかった。 西 鄕の書 簡で 見る と、 何でも 备藩 では、 攻擊の 部署ば かりに 文句 を 並べて、 毫も 進軍の ことに 

：  ,  ぎ けんく レ き  あんぜんち たい かけ ご& 

及 はう としなかった とい ふ。 成るべく 危險^ 域 を 避けて、 安全 地帶 で掛聲 ばかり 大きく して ゐ ようとい ふので あ 

.  ぐん ざ 

るから、 何時まで 掛 つても 小田原評定で、 軍議の 決まり やう はない 害 だ。 

十月 二十四日、 尾 張總督 が大阪 城に 諸 藩の 重臣 を 集めて 軍事 會議を 開いた 時に も、 前議 は^ II として 繰り返へ 

\  *  r-  > -、  * は 力  み けつ  しゅつ 

された。 これで は 目鼻の つき やう はない ので、 鬼 も 角 も 軍議 は 未決の ままと し、 總督は 總督で 斷然廣 島まで 出陣 

したがよ からう。 旣に 敵地に 迫る 0 勢 ひとな つて は、 如何に 戰爭が 嫌で あっても、 受持 口の 文句 をい ふ 者 も ある 

らくちゃく  し 含 かい.^ 

まいと いふ 邊で、 落 著 を 見る ことにな つた。 以 つて、 その 士氣 斛體の 一端 を 見るべき であった。 

第 一 回の 征 長と 西 郷吉之 助  三 八 一 


大 西鄉仝 像 第二 卷  一一 一八 二 

【五】 西 鄕吉之 助と 德川慶 勝 

此日疫 勝總督 は、 特に 西鄕を その M ぎに 1 致して、 彼れ の 意裔を i_ 取した。 勢 ひこ こに 到って は、 天下の 雄鎭 

藤 藩の カを賴 むの 外 はない と觀 念した ものと 見える。 

『たうとう お出でな すった ナ …… 』 

といった かどう か は 知らぬ が、 西鄕は スタコ ラサと、 ナ 元締の 館へ と 出掛けて 行った。 田宮如 雲に 逢って、 先づ 

さんてい  だんばん •  1,0 

二 通り 0 事情 を 述べて 居る と、 幕府 0 永 井 主 水 正も參 邸した 檨 子で、 何やら 談^の 筋と 見えた 

ややあって 西鄕 は、 召されて 總督に 面接した。 

ま  uo^-o  あいさつ ていち やう 

fi 督は 西鄕を 待つ こと 頗 ぶる 盤穀 にして、 挨 1^ も 叮重を 極めた とい ふ 

ぢ うばう  ち I つす う  さ/りよ 

『征 .eKcn 擧は、 事態 頗 ぶる 重大で ある。 就中、 薩 藩の 重 望 は、 自 から 全軍 中枢で ある。 軍略にっぃて1^^爐 

かいちん  。 

の 筋 も あらば、 打明けて 開陳す る やうに 』 

麼勝 0 語 は 低かった。 西 鄕は些 P 祕す ると ころな く、 日頃 0 懷抱を 吐露して いった。 

『吉 = ^邊 0 事情 は、 旣に お聞き及び でも あらう。 頻りに 恭順 を唱 へて ゐ るの は 正論と いはねば ならぬ。 戰バ 率の 

方略から しても、 llfei して 解き 難き もの は、 却々 破ぶ るに 闲雞 である。 長が 急激 派と 恭順 派との 二 派に 分 

i 互 cfg^ して ゐ るの は； 大の. 與へ とも 申すべき か。 二 桃 三 子 を 殺す とい ふこと も あるのに、 旣にニ 派に 分 


れてゐ る もの を、 一緒に 追 ひ 詰めて、 必死の 貌 地に 押し込む る こと は、 拙の 拙なる もので、 お 話に もなら ぬ 仕 

儀で ある。 叉征 長のお 铲 からい つても、 旣に自 から その 非を覺 つて、 罪 を 謝して 歸 順しょう とする もの を、 嫌 

が應 でも MM に 落し 込む の は、 策の 得た もので はない。 肩 を 怒らして ^杭して ゐる ものにさへ、 道 を 開いて 歸 

ゎラ しゃ  0 

1 の 叶 ふやう にして やる のが、 眞に 王者の 軍で ごわせ う 』 

西 鄕ヮ說 くと ころ、 理に 合し、 情に li ひ、 座に ある もの をして、 倾聽 せざる を 得 ざら しめた。 西鄕 は更ら に、 命 

令 あらば、 自 から fs- に 投じ、 難局の 打開に 任す るの 覺悟 であると も陳 ベた。 總督は 脇差 を 執って 西 鄕に與 へ、 

吉川說 得、 防長處 分に 對 する 一 切 を 南洲に 委任す るに 至った。 

A1 <a なな  ゆうやく  てきち  — 

西 鄕は翌 一 一 十五 日、 吉井 友實、 稅所篤 を 同伴して 西 下し、 勇躍して 敵地に 入った 

*  ま 

當 時の 事情 は、 西鄕が 小松帶 刀に 與 へたる 書簡に、 そ €^.1<耍 が 記されて ゐる。 

. ^松帶 刀に 與 ふる 書 〔元 治 元年 十月 二十 五日〕 

尾 藩、 若 井 餓吉演 達 0 趣 は、 申 上 置 候處、 晚 前書 ^到来いた し、 御旅館 〔尾 張總督 0 旅陣〕 へ罷出 候樣、 老侯 I 

〔尾 張 總督〕 御 逢に 相 成との 事に 御座 候 故、 早速 參樓仕 候處、 初に 田宫如 雲、 面會 いたし 候に 付、 得と 事情 申 

しばらく  これ あるて い  あ ひひ かへ- --"」， 、は J 

込 候處、 永 井 主 水 正に も、 跡より 參 上いた し候樣 子、 暫、 談判 も 有 レ之體 にて 相 按居巾 i 虎、 老侯 # 逢被レ 中 

第 一 回の 征 長と 西 鄕吉之 助  三 八 三 
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ご ていねい W あいさつ  うちあけ  JV んリょ 

事に 付罷出 候處、 御 丁寧 0 御 挨拶に て、 打 明て、 存慮御 承知 被レ成 度と Q 事に 御座 候 間、 吉川 逢 內情 €j 次第、 

く はしく  w やうたん わかれ  お. *x もの  たと へ 

委敷 申說、 其 上 御 策略に 付、 敵方 兩 端に 分、 暴黨 • lilg と 相 成 居候 儀、 誠に ：大0 賜と 可レ 申譯、 I 气 一 致 Q も 

めぐら 《- やうたん  せん ぼ ふ  <3厶<1 厶厶厶 厶厶厶  <1 厶厶厶 厶<1 厶 

にもいた せ、 策 を 廻し、 兩 端に 相 成候樣 可ら W こそ、 戰 法に 御座 候處、 兩立 も 0 を 一 に 死地に 追 はめ 候 儀、 

i- 一とに 么 <d<:5 厶 么厶厶 厶 厶厶厶  <1 厶厶厶  <i<d 厶  含 じゅん 

誠 無策 0 ものと 可 レ申、 實に 拙き 次第に 御座 候。 左 候て 謝罪 0 筋 を 立、 歸順 0 者、 悉く 賊人 といたし 候 儀、 

御 征伐 本意と は 相 考不レ 申、 歸 順いた し 候 樣御极 被 レ成候 こそ、 御 征伐 Q 本旨と 奉 レ^ 候 段、 理を盡 し、 申說 

き： N おう 

候處、 成 瀨隼人 一 〔大目 付〕 も 御前え 被 ，1 召 呼 1 候て 0、 御 質問に 御座 候。 右に 付、 救應 Q 人數、 藝地 〔安藝〕 へ 

し ばし  きく わい  いはくに  せ めくち なんじ-つ 

暫足を 止、 其 上 機 會に乘 じ、 5 石 國ぇ乘 込候昆 込 0 處、 申 ® 候處、 老 侯より 御 達に、 諸 藩、 悉攻 口の 難潞申 

く ゆかへ  ぽかリ  おこえり  * んリ やく  i づっ vn 

立、 繰替 0 事 計 申立 居候て、 總督府 は、 是 に御闲 0 樣子、 戰略 €J 事 は、 先 次に いたし、 攻ロ  C! 事 計に 涉り居 

候 向に 御座 候。 夫 故、 只今 攻ロ  0 儀、 御 達 相 成 候て は、 諸 藩 0 氣受 にも 相拘、 一同 動 立 事に 御座 候。 勿論 御 

かつ C  くづれ たち  せ めか. -り 

達なくて、 只 勝手に 告國 より 人 數を繰 上 候て は、 諸方 も 一同 崩 立、 自分々々 勝 乎に 攻懸候 ものに 可 11 相 成 1 候 

たてが へ 

間、 總督、 藝 地え 着 相 成 候て、 そこで 俄に 總督 0 見込に て、 萩 Q 攻ロを 繰替、 岩 國と達 替相成 候て は 如何 有 

之 候 哉と 0 趣に 御 趣 候 問、 何 ぞ差支 0 譯は 無レ 之、 全體 救應隊 儀、 藝 地え 踏 入、 陸軍 を 押候賦 にて、 藝 州え 

は 陣取 もいた し 置 候 間、 是迄人 數を繰 込 2151 候て、 御 下知に 從 ひて、 岩 國ぇ乘 入 候 場に 相 心得 可， I 罷居 一と 申 S 

しごく  いさい 

候處、 左檨 なれば、 此儀は 至極 祕し置 候樣、 承り 候 付、 委細 承知 仕 候き、 相 答， 申 候。 然處、 老侯檨 より、 . 

御 脇差 拜領被 二 仰 付 T  f 向盡 力いた し 吳候檨 との 事に 御座 候。 尾 州 にても 胸 一杯と 相 成、 諸 藩 Q 處、 攻ロ 等、 


難^いた し、 弱め 計 相 兑得候 故、 も ふ は 薩州を 取 込 不レ申 候て は、 尾 0 取れ 候 事に は 無い 之と Q 兌 込に 相 成 候 

V* は  么 しゃく 

. はんかと 被 二相 考 一居 申 候。 夫 故近來 せび 涯相成 候處、 尾 州 OKI 曰釋も 格別 相變、 依 親と 計 申 居候 位に 御座 候。 

右 等の > 都合 相 成 申 候 間、 今日は 早速、 藝州 地え 差 向、 出帆 可.， 仕 候 間、 左 樣思召 可, 被， 下 候。 御當 地より 0 

51 むけ  おんげ ち  なりゆき 

御人數 は、 矢張藝 地え 差 向 候樣、 御 下知 被 11 成 下 1 度 奉：. 願 候。 此 旨、 荒々 形 行 迄 申 上 候。 恐惶 n 貢。 ■ 

十月 二十 五 日 〔元 治 元年〕  西 鄕吉之 助 

小 松 帶刀檨 

ぶ か  て 含 やう 

西 鄕には 確た る 自信が あった。 夙に 部下 を 敵 境に 入れ、 事情 を詳ら かにしても ゐ たし、 筑前藩 0 喜 多 岡 勇 平等 

が、 吉川 に會兒 して、 彼れ 0 眞 意を窗 らし 來る ところ を も、 充分に 耳に して 居った。 吉川 0 心中 は、 西鄕 Q 深く 

どうけん  よだん 

洞兒 すると ころであって、 そこに 西鄕は 一お 彈を 投じよう とする 0 であった。 

薩 藩から は 大久保 Q 指揮に よって、 小 倉に 出陣し、 中央に 出て ゐた薩 兵 は、 廣島 を經て 之れ に 合した。 單り 1SL 

鄕は、 孤 身 深く 敵 腹中に 入った。 

さくふう こづ <*i な 

疫勝總 督は十 一月 一日、 朔風 0 梢に 鳴る を 聞きつつ、 廣島に 進み、 越 前 副 將は十 一 月 三日 大阪 を發 し、 十 一 日 

小 倉に 著いて、 九州 諸 藩 聯合 軍 を 指令した。 

かう りよ •  ^^-.lさん 

西鄕 がいよ く出發 する 時に、 慶勝 はつらく そ 0 行旅 を 見た。 たと ひ 心中 成算が あるに しても、 苟 くも 身 を 

どうれ う  . 

敵中に 投 する のに、 西鄕は 僅かに、 同僚 兩三 輩と 手 を つらね、 

第 一 回の 征 長と 西 鄕吉之 助  三 八 五 


大西鄉 仝傳 第二 卷  三 八 六 

. 『一 足お 先き に …… 』  . 

と 出掛ける Q であった。 

慶勝 は、 且つ 驚き、 且つ 危ぶみ、 小隊な りと も、 率ゐて 行かし めようと した。 

じゅっさく  けいさう  ようい 

『敵 も 去る 者 だ。 どんな 術策の あらう も 知れぬ。 輕裝身 を 誤 まって はならぬ。 用意 0 兵 を、 召し連れたら よか 

らう』 

と、 心配 さう に 注意す るので あった。 

そ 0 時に 西鄕は 答へ ていった。 

『條理 我れ にあり、 之れ を說 くに、 何ぞ 兵力 を 用ゐる 0 必要が 厶 らう。 若し 萬 一 にも、 自分が 長 人 爲めに 暴 

さつ  り ひきょくち よく  し し 

殺される やうな ことがあるならば、 理非曲直 は、 いよく 以 つて 明らかと なる。 そ 0} 時 こそ は、 西鄕 0 死屍 を 

踏み越えて、 防 長 Q 山川 を 蹂躪せられ よ。』 

てう ぜん  ゐ ょラ 

些 0> 意に 介す ところな きも 0  0 如く、 彼れ は 山陽 を 西す る 0 客と なった。 生死 上に 超然たる 西鄕 0 偉容 を兒 て、 

がくぜん  L うしい つく わ，？ 

愕然として 色 を 失した も Q は、 單り慶 勝總督 Cl みではなかった が、 西 鄕の此 一念 は、 始終 一 貫して 變る ところが 

なかった。 後に 江戶 城に 勝と 會 見した 0 も、 明治 六 年、 孤 身 半島の 大使た らんと したの も、 畢^-このー念0現は 

れ であった。 


t 六】 西 鄕は旣 に巨巖 大： 幹 

ひるが へ  と  *< いは ラ  いんえい ラか せいいい  を  ， 

翻って 一 $ ^く、 聲望隆 々たると ころに は、 必らす 黑き蔭 翳が 薪 ふ。 盛名 Q 下、 久しく； るべ からすと は、 こ S.Jg! 

ふう  めい はう  し！ S のう 

のこと を 諷した も 0 でも あらう か。 西鄕 0 名望 は 日に 月に 昇り、 今 は征長 主腦 となった。 人 0 功名 をね たむ 者 

は、 何時の 時代に も ある。 西鄕 によって 薩藩 名譽が 恢復され つつ あると 見る こと 0 出来ない、 ぉ國 武士の 中に 

は、 『€! 鄕 頭が高 過ぎる ぞ：： ：』 と 怒鳴る 者 もあった。 

併し 中央に おいて 小 松 清廉が 西鄕を 推し、 ぉ國 表で 大久 保が 南洲を 援助して ゐる 問、 彼れ に 自由 0: 大地 は 保障 

された。 十月 八日、 吉 井友實 が大久 保に 與 ふるの 書 は、 此 間の 事情 を 推知す るに 足る ものであるから、 次に そ 0} 

一節 を 記して おく。  - 

吉 并友實 より 大久保 利 逼に與 ふる 書 〔元 治 元年 十月 八日〕 

ひ il ほせつ はく  い せん 

〔前略〕 大島 〔西 鄕〕 一條、 逐一 致 11 承知 一 候。 然處、 當 地並關 東の 勢、 近日 一 入 切迫 之 模様 相 聞 は、 就中、 爽船 

攝海 侵入 之 大難、 眼前 差 見得 候 勢に て、 何れ 此節 は、 朝廷 之 御 談判、 不 11 相 成 1 候て は、 不レ被 レ爲レ へ£ 御 機 八 I： に 

御 極 候 得 者、 無二 此上 一大 難事と、 一同 苦慮 被&候 事に 御 庵候。 しかし、 右に 付て、 幕府 は i 海え 乘 込せ 

ぐ わ.： い  これ かぎ リ 

候 も有レ 之、 ー體外 夷之 所置不 1 一 出来 1 候 故、 Ins: 十、 是 限と 申^ 之 事、 夫に 反して 朝廷 は、 にも 鍋に も 御：^ 

第一 回の 征 長と 西鄕吉 之 助  三 八 七  ， 
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き "けん 

斷、 外國之 御所 置 被：， 爲, 在 候 はば、 政權 朝廷に 歸し候 基に も 可, 1 相 成 T 尤申上 迄 も 無：， 之、 皇國 重大 之 事件 は、 

唯此開 鎖之兩 端に 有レ之 事に て、 癸せ 已來之 混雜、 尤も 此兩 三年 之 I 観 も、 爱に S し 候 事に 御座 候處、 今般 終 

に此 極に 至り 候。 是非 此節迄 は、 御關係 被. 爲レ在 度 御 事と、 乍レ恐 奉， 一 ilii. 居 候 事に 御座 候。 か^!:、 |< き 

PFff  f  f  〔小 I 刀〕 k、  -  fff^f  fsf? 云々 

IK 下 0 大勢に 暗き、 ぉ國 武士 連 0 チヨ ッ カイなら ば、 大久保 0 一意に よって、 壓 しっける こと も 出来よう。 、ホし 

西鄕 召還 0 議は、 進言す る 者 はあった にしても、 意 は久光 0 心中に あった。 小 松、 吉井、 大久保 等が、 西 鄕聽, 

に 苦心した 0 も、 一に こ 0 本山 發 意が あるから であった。 

西鄕も 度々 Q ことで あるから、 もう は 決心 をす ゑて ゐる。 久 光に 近侍して ゐる 大久保 0 苦衷 も 察し 『貴兄 御獨 

之 御 心配 實に是 叉 苦 察 仕 居候』 といって はゐ るが、 天 下大變 0 形勢 を 前にして、 今 はおい それと 歸國 する 譯に行 

もリ や き 

かぬ。 『決して 私 0 物 好に て は 無二 御座 1 候』 と、 深き 決意 を、 書して 大久 保に 送った Q である。 

併しながら 元 治 元お S. 子： S 西鄕 をして、 文久 二.^ 1： 壬 戌 ：5 吉之 助たら しめす、 よく そ 0 大才を に 揮 はし 

めた 0 は、 固より 大久 保、 小 松、 吉井等 C! 力 もあった が、 抑. -西鄕 が 巨 然として 不動の 姿 を 保ち 得た は、 實に 

.  とくば う おくしき きり やう  £ . . 

招れ の德 望と と 器量と による ことであった。 自 から 推す にあら すして、 衆に 推されて 樞 機に 坐した、 

器 致す ところであった。 


• すゐ *- ん  だん 9 よく 

自家 推薦 小 英雄 は、 寧ろ そ ひ 多き に闲 しむ 0 だ。 人 は 或る 程度まで 自己 を 推して 彈カを 示さねば ならぬ" 腕 

てつ もん  れつ じ やう 

を あげて 叩か ざれば、 閉 された る 鐵鬥は 開かれぬ 0} だ。 時に 大いに 力量 を 示すべき では あるが、 自家 功名 0} 劣情 

が、 暴の 先に ちらつく 0 では、 折角 0> 大功 も 糞土に 等しい。 衆に 先んじて あらゆる 苦 酸 を 嘗め、 功 は 人に 讓 つて、 

捨てて 顧みない のが、 眞に人 0 欽慕に 値する 人格で あらう。 


西 鄕南洲 翁に 學 ぶべき こと は 多々 ある。 學んで 及ぶべからざる も も あるが、 努めて 學び、 努めて 近づかん と 

くわ ラふ うさ いげつ  よ 

m 心 ふべき は、 艱難 は自 からし、 功業 は 人に 讓 るの、 光風 霽月 0 心境で あらう。 『世上0}毀譽は輕きこと^^に似た 

き しん  じゅんぶう  i ん て-つ  か-つうん じ 

り。 人生 百事 僞か眞 か』 と謠 つた 南洲 0 心懷 は、 順風に 帆 を あげて、 滿潮を 上る 幸運 兒 0、 一 朝夕に して 覺り 

ると ころで はない。 

しゅ ラ ばう  0^*; ち  含 じ やう 

これ あるが 故に、 西鄕は 衆望 を 負うた 0 であった。 嘗て 久光は 西 鄕を易 置す る こと、 薬 上の 石の やうであった 

はね  セ か し 

が、 旣に元 治 C> 西 鄕は、 岩根 こごし き. 幹であった。 

しゃう しん  厶 A  A 

元 治 元. til- 〔甲子〕 十月、 西鄕は 『お 側役』 に 昇進し、 翁ね て西鄕 姓に 復 する ことが 出来た。 南 洲は大 島流謫 以来、 

西 鄕姓を 名乘る こと を 許されなかった 0 であるが、 ここに 到って、 再び 同姓に 復 する ことが 出来た Q であった。 

じゅう はク 

彼れ が 次第に 重 望 を 負 ひ 行く 姿 を 見るべき である。  . 


回の征長と西鄕吉之助 •  三 八 九 
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【七】 西 鄕の長 州對策 (一) 

『官軍』 の 創 語と 長 州 恭順 案 

^郎の 長 州お 41 分 こ關 する 思想 0 根本 は、 第一 に 『恭順； 1』 である。 幕府に 頭 を 下げよ とい ふ Q ではなく、 朝廷 

に 頭 を 下げよ とい ふので あった。 西鄕 はこ 時から 『官軍』 とい ふ 言葉 を 使って ゐる。 ここで 『宫 軍』 とい ふ 0 

は、 皇朝 時代に おける 『皇 師』 の 意義であった。 『恭順 之 道 を以、 伏罪 之 筋 相 立 決して 官軍へ 不レ奉 1  一^ 向 一段 申出』 

と は、 西鄕 が魔岛 より、 地 知 正 治に 託して、 喜人攝 〔廣屋 薩軍參 謀〕 に與 ふる 害 中 〔十 一 十五 日〕 0 一  句 

であるが、 『官軍』 0 語 は、 彼れ が 征長關 係 0 文書 中に、 隨 所に 發 見す る ことが 出来る。 總督 側で は、 誰れ 1 人と 

しょうこ  *- いちやう くわん ねん こんてい - 

して 『官軍』 とはいって ゐ たい。 西鄕が ひとり 『官軍』 0 語を稱 呼して ゐる 0 は、 彼れ 0 征長觀 念の 根柢に 横 

たはって ゐる 勤皇 主義が、 柳せ すして 此 一 語 を 創作せ しめた も 0 であらう。 

西鄕 Q 書簡に n  く、 

西 鄕ょリ 喜入攝 津に與 ふる 書 〔元 治 元年 十 一 月ト 五日〕 

. 先度、 吉 井幸輔 〔友 實〕 奈良原 幸 五郎より、 営 表の 形 行、 御 聞 取 相 成 候 はん。 爾後 去る 十 一日 〔十一月〕 長 


州 家老、 ^ig: 驛迄御 呼 出に て、 御 討伐の 義御達 相 成 候處、 昨 十 ra: 日、 福 原 越後. 國司 濃 •  (i 田お 衞 門 介 三 

しゅき ラ  げんく わ  C じっけん  ふくざい 

人の 首級 差 出、 殿 科に 取 行 候. S にて、 直 樣御實 驗の式 も相濟 候。 就て は 恭順 0 近 を以、 伏 _扑 の 筋 相 立、 決て 

厶 厶 ，  たんぐ わんし-つ そ 

宫 軍へ 不レ奉 ，1 匁 向 1 段 申出、 尙又、 吉川監 物 〔經 斡〕 より 歎願 愁訴 仕 候に 付、 御； 傘 門へ f 能 出候條 御免被：， 下 度、 

別紙の 通 願 出、 御免 相 成 候。 右に 付、 攻ロ 期限 被 tl 召延 一との 事に て、 尾 州 藩より、 兩人其 元へ 被， 越 一 候に 

付、 蒸 汽船より 早 目 相 達 候處、 取計吳 候樣、 長 谷川 惣藏 より 承 候に 付、 正 治 〔伊地知〕 被 n 差 越 1 候 間、 御 iS 

■ 取 可レ給 候。 尤期！ I： 御 延引 Q 義は、 御達不 ，1 相 成 1 候へ 共、 右兩 人より 其元參 集の 諸 藩へ は 御 逑可レ 給 候。 何分 

じ &  さいじ 

吉川 0 盡カ にて、 今日 迄 0 時機に、 相 成 申 候。 細事 は E 治より、 御開 取 Q 上、 御兩 殿様へ 被， 1 巾 上 1 候 儀 共、 

可レ 然檨、 御 取 計 可レ給 候。 此段 i& 合に 及 候。 以上。 

十一：：^ 十五 日 〔元 治 元年〕  - 西鄕 之 助 

喜 入 攝津樣 

『朝廷に 頭 を 下げよ』 と S ふ 0 が、 西鄕 0 『長 州 恭順 論』 であった。 正義の^ すると ころに、 頭 を 下げよ とい ふ 

へうて き  だいしん ねん 

ので ある 0 は 勿論 だが、 朝廷の 立つ ところが、 常に 正義 0 標的で あらねば ならぬ いふ、 西鄕 の. K 信念が、 ここに 

も见 えて ゐ る。 

第二に は、 何に よって 恭順 c> 意 を 表する かとい ふ 一事で ある。 それに は戰爭 責任者 0 所 刑と いふ こと を、 西鄕 

は^げて ゐる。 福 原 越後、 阈司信 濃、 益 田 右衛門 介の 三 家老の 自匁を 要求した 0 がそれ である。 これ は 横から 兑 

笫 一回の 征 長と 西 鄕吉之 助  三 九 一 
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たて  <  わと- フ 

ても縱 から 兒て も、 過當の 要求で はない。 西鄕 0 考 へた 長 州處分 c> 大體 方針 は、 この 邊 であって、 他 は 之に 附隨 

し え ふ 

する 枝葉の 問題で あると 考 へた。 

しょぶん あん  ねら 

西 鄕がこ Q 處分 案を實 行すべく、 『吉 川々々』 といって、 ひたすら 岩 國へ覘 ひ をつ け、 吉川 をして 宗 藩を說 かし 

むれば、 事 必ら， f 期して 成るべし と 確信した c> は、 必ら すし も西鄕 通ば かりではなかった。 彼れ は 充分に 

長 州藩內 0 事情に 精通して 居った 理由が ある。 

【八】 西 鄕の長 州對策 (一一) 

長 藩 探索と 吉川經 幹との 應策 

,  J 一し さく  き 

上に 度々 述べた やうに、 西鄕は 夙に、 人 を 派して 長 藩 0 事情 を将 索せ しめても ゐ たし、 筑前 藩士 0 入說 をも聽 

いて、 吉川 0 事情 は、 十二分に 腹に 入れて をった。 丸 月 二十 五日 大阪を 出帆して、 岩國へ 出掛けて 行った 高 崎 猪 

太郞 からの 報告書 も、 大阪 軍議 前後に おいて、 西鄕 0 手に入つ， てゐた 害であった。 高 崎の 報告書に は、 次 0 意味 

の 要領が 記されて あった。 

『岩國 藩 0 用人と かいふ 香 川諒、 横道 A 郞 とい ふ兩 人が、 筑前 0 喜 多 岡 勇 平と 同道で 私 0 宿に 參り、 多少 事情 

を 明らかにした。 香 川 等 いふに は、 主人 監物 〔吉 川經 幹〕 は 恰度 山 口へ 行って 留守中で あるが、 主人 は 毛 


<ん もくろん  ひ れき 

利 家 をして 安全なら しむる に は、 今日 些々 たる 面目 論な どに 關 はって ゐる 場合で ない。 一 意 恭順 誠 を披、 瀝 

して、 輦穀 0> 下を騷 がした、 罪 を 謝せなければ ならぬ。 若し 我が 意見 行 はれ すん ば、 禅び S 國に歸 へらす と 

いふ 決心で、 家中の 者に も、 夫々 そ 01 意 を 含めて I 能り 越された とい ふ 話で ある。 

併し 長 藩で は、 隨分 過激な 議論 をす る 者が 多くて、 恭順な ど は 思 ひも 寄らぬ 話で ある。 元 家老であった 毛 利 

とり しづ  て はづ 

能 登 • 毛 利 4^ 勢 0 兩人を 復職せ しめて、 過激 論 を 5^ 鎭 める 手^であった けれども、 却々 IE かないので、 兩家 

老 とも、 一寸 手 を 引いた 形と なった。 吉川も 殆んど 手の つけよう もない 有樣 だとい ふこと である。 

麻 田 公輔 〔周 布 政 之 助〕 が 死んだ とい ふ 風說を 耳に した。 實說 である や 否や は、 朱だ糙 かめて 兒な いが、 ど 

ほうろん  < わ いご と く  あんさつ 

う も本當 らしい 樣子 である。 自 から その 暴論 を 悔悟して 屠 腹した のか、 それとも 反對派 0 爲に晤 殺された 0 

か、 そ 0 邊は 不明で ある。 吉川は 麻 田が 要路に ゐて は、 充分 自分の 意見 を 行 ふこと が出來 ない と 嘆息して 居 

つた。 

そうはん しゃしょく  せ と ぎ は 

私より 『最早 今日に 至って は、 宗藩 0 社稷が、 ^する か 減ぶ るか 0 瀨戶 際に 立って ゐる であるから、 過激 

黨 0 連中に 對し、 決然たる 所 置 を 執らなければ、 凡べ て 0 問題 はき：^ しますまい』 と 申入れ たと ころが、 其 

きうき やう  き 

位の 英斷 が當局 者に 出來 るく らゐ ならば、 何も 今日の やうな 窮境に は陷 いって ゐ ない： である。 いよく 危 

ぎ ふ 

急に 瀕しなければ、 最後の 目 は 醒めない の だから、 兎も角、 宫 軍が 國 境へ 攻め寄せ るの を 待つ 0 外 は ある ま 

い。 事 ここに 至らば、 何とか 所 置が つくで あらう。 いよく 官軍が 迫 まって 來 たなら ば、 急激 論者が 多少 0 
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反抗 をす るで は あらう が、 一般 0 人お は、 手足の 措き どころ もない とい ふ 窮境に 沈淪 して ゐ るから、 固より 

大した ことに はなるまい。』 云々 

士 3 川 0 恭順 派から 0 み、 事情 を 聞いた Q であるから、 周 布 場 や、 靑 年諸隊 Q 内情 は、 眞に實 相 を 得て ゐる 

と は 思 はれない が、 恭順 論が、 長 藩 有力者 間に、 相當に 行き渡って ゐ たこと は、 之に よっても 知る ことが 出來 

る 0 

西 鄕が廣 島に 著いた 0 は、 十一月 二日であった。 吉川は 西 鄕が來 たこと を 聞いて、 翌 三日 人 を 派して 總督 0 内 

意 を 伺 はしめ た 0 である。 西鄕は 長州處 分に 關 する 趣旨 をー應 話して 置き、 其 夜、 自 から 進んで 岩國に 入り、 

めん つ  がいせつ 

接 吉川經 斡に 面接して、 彼れ の 信， f ると ころ を槪說 した。 

吉川は そ Q 意見 0 寛大な 0 に 一驚し、 旁よ 自分の 所見と 一致した Q で、 西鄕と 約す ると ころがあって、 山 口に 

人說 し、 恭順 論に カを盡 した。  - 

^鄕 0 意見 は 著々 實 現して、 長 藩 は 恭順に  一 した。 三 家老 は責を 負うて 自 匁し、 十 一 月 十四日、 廣島 國泰寺 

において、 首級 實兒 0 式 は 行 はれた。 そして 卽日、 出軍中4:^0命令が下された0でぁった。 

ー發 0 砲 聲をも 交うる ことなくして、 長 州 征討 は休戰 となった。 それに は 固より 西鄕 周旋 力 もあった が、 要 

こんらん じ やう だい  > 

は 長州內 部に おける、 ？征 亂狀 態の 然 らしむ ると ころであった  -. 


^鄕は 古川に 恭順 論 を： へ 祝いた が、 そ 0 時吉 川が、 口 を 極めて 過激 論者 を 痛 篤した s_ に對 して、 ^鄕 は徐 むろに 

いった。 

<1<:1<1<1厶<1 厶な たから 厶厶 A 

『.JI 進 論者 は國家 0 費で ごわす。』 

くわげ ぎ. *^ い 

恭順 論者 0 士：！ 川 は、 西鄕 0 口から 過激 楚を以 つて 國 0 寶 なりと する Q、 一語 を 聞く 0 は 意外であった。 

西鄉 は、 ^激論 者を以 つて、 ー國 元氣 なりと した。 元氣 Q 源泉な りと した。 ここに 與國 0 精神が あると 信じ 

たりであった。 こ 0 與國の 元氣を 抑へ て、 天地の 公理に 隨 ふところに、 西鄕の 『恭順；^iJ の 純 美が あった。 1:^ 州 

志士に、 ra^ して 與國 の元氣 があった であらう か。 

■: かう ベ ，  ほうとう あ ひせめ  こんく しんさ ふ な 

ここに 暫 らく 頭 をめ ぐらして、 長 州 內情を 顧り み、 彼れ が內 外に 敵 を 受け、 朋 黨相鬩 ぎ、 如何に 闲苦 辛^ を嘗. 

めつつ あつたか を、 滞ら かにし なければ ならぬ。 

【<1 長 州の 三 大難 關 

i らぐ 

奈落の K に 沈潜した、 常時の 長 州の 狀況 は、 眞に いふに 忍びざる ものが あった。 

へ 0 らん  くつじょくで うやく 

內に は、 京 郤の變 亂 では、 多くの 戰 士と戰 費と を 失 ひ、 馬 關戰爭 では、 面を蔽ぅて屈辱條約を{^^るる0外なき 

始末であった。 常時の 識和條 約 は、 主として 高 杉 東行の 奔走に よって 成立した が、 前後 三 11 に 互る 講和 談利 にお 

キ； よく り よく  しゅっきょ  ,  h 

いて、 東行が 極 力、 『惯 金』 を 峻拒した のに 兑て も、 いかに 長 州が 財政 窮乏に 陷 いって ゐ たかを、 察する ことが 

m 一  回の 征 長と 西 鄕吉之 助  三 九 五 
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出来る。 

第一に は對外 策に おいて 闲み、 第二に は對幕 策に おいて 窮し、 第三に は對内 策に おいて 全く 銃 一 を 失った。 此 

の 三つの 雞關 において、 長 州 は 一 歩 も 前進す る ことが 出来す、 後へ 後へ と 『返却』 する 一 方であった。 好んで 『返 

S きづ 

却』 を 欲した ので は 勿論なかった。 前進す る ことが 出來 なかった の だ。 愈 ぷ窮し 益ぶ li,. 詰まる に從 がって、 防 長 

ひゃくなん 

の.^ ぬ 士の眼 は血定 り、 一死 以 つて 百難に 當 らんと する の、 士氣を 示す のであった けれ 共、 防 長 藩士 及び 毛 利 氏 

しゃしょく 

c> 社稷 は、 輕々 しき 志士の 死によ つて、 救 はるべく も 見えなかった。 

しんゆう 

眞勇 ある もの は、 恥を忍び 恥 をつつ み、 兩手 をつ かへ て 降 を 乞 はざる を 得なかった。 

勝敗 兵家 不 レ可レ 期。 包レ羞 忍レ耻 是 男兒。  ■  _ 

江 東 子弟 多 11 才 俊？ 捲土重来 未 レ可レ 知。 

はらわた  ,! 

とい ふ 0 が、 長 州 壯士の 腸 であった。 

ぐ わし.^ しゃ-つ _ たん さんや  しゃう がい さへ 

臥^ 嘗膽 の聲は 山野に 滿 ちた。 將に 大いに 仲 びんと する も が、 數 多の 障碍に 遮ぎ られ て、 仲び る ことが 出來 

< おびる  やく  くつぶ く  ぜ フ 

す、 脣 を かみ、 腕を扼 して、 暫 らく 屈伏す るの 狀景 が、 當 時の 長 州の 全：^ であった。 ， . ，、 ：■ 


四國 艦隊が 馬關 海峡に 迫った の は、 元 治元ハ 4 〔甲子〕 八月 四日で あつたが、 翌 五日に は 旣に毛 利 家の 講和 使が 派 

せられん として 居った。 前 田 孫 右衛門、 井上 閬 多の 二 使が、 當日 若し 二 時間 早く 阿 彌陀寺 岬 を乘り 出して ゐ たな 


らば、 或 ひ は 一 戰に 及ばす して 和議が 開かれて ゐた かも 知れなかった。 

レ うよ  らい. J う 

實は 英阈の 提督との 間に、 二 時 問の^ 豫を以 つて、 講和 使の 來訪を 待つ とい ふ 約束が あつたの だ。 前 s、 井上 

は奇丘 ハ隊の 勇士 を說 得する のに 時間 を 過して、 やがて 敵 艦 に 赴む かう としたので あつたが、 時旣 に、 約束の 時間 

を 過ぐ る こと 二 時 問の 後であった ので、 兩 人が 今や 小舟に 乘り 移らう とする 刹那、 一 發の砲^^は海峽の沈！^を破 

せした し 

つて^い た。 勢 ひ玆に 至れば、 最早 屈して は 居られぬ。 長 兵 も 遂に 之れ と應戰 して、 兹に戰 端 は かれた ので あ 

るが、 早く も、 戰 ひに 先んじて 和 せんとした、 長 州 0 心意 を 察せねば ならぬ。 口先き ほど もない といって 笑 ふべ 

く、 長 州は餘 りに 死地に 横た はって ゐた。 

もろて 

髙 杉が 後に 本物の 講和 談判に 取り かかった 時に、 頭 を 下げろ ならば 下げても よい。 双手 をつ けなら ついても よ 

しょうまん 

い。 武士の 面目に かけ か へても、 償金 丈け はと 踏み こたへ た 0 も、 償金 を 出す こと を 惜しんだ 0 ではなく、 實に 

了 又も 出す 金がなかった ので ある。 『新 知 百 六十 石が 鼻の 先に ぶら下がって、 命が 惜しくな つたの か』 と來島 叉 兵 

い てつまん じう 

衞に I おしられて、 生命 も 知行 も 投げ捨てて 京都に 脫 走し、 島 津久光 を 刺さう とした 高 杉 東行 をして、 夷狄 禽徵の 

にんじう  <  つう 

赤髯の 前に、 これほどの 忍 從を强 ひたの は、 實に 藩主の 苦痛 を 重から しめて はならぬ とい ふ 一意と、 淚を\;^3んで 

し し 丄< 

も 防 •  おの 社稷 を、 究 うせねば ならぬ とい ふ、 一心に 外なら なかった の だ。 

惯 金の 一事 は條約 文の 表面 丈け の 記入に 止め、 四國 公使が 直接 江戶 政府と 交涉 する 內 約が 出来てから も、 長 藩 

では まだ 安心が ならなかった と 見えて、 家老 井原 主計 を 正使と し、 杉 德輔、 山 縣半藏 を 副使と して 横： m に 派遣し、 
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ごきげん  れつじゃく わら  つまび 

外國 公使の 御機嫌 を 伺 はしめ てゐ る。 之れ を以 つて 直ちに 長 州の 劣弱 を嗤 ふて はならぬ。 詳ら かに 彼れ が 四邊の 

ち  そこ  さい. 41- 

情況 を兒、 九地の 底に おいて、 如何に 再起の 餘地を 作らん としつつ ありし か を 察せねば ならぬ。 

なんじ 

外國 艦隊の 始末ば かりで 長 州の 難事 は 去らなかった。 更らに 眼前に、 一 二十 六 藩の 兵 を 合した、 幕府の 征長軍 を 

控 へて ゐた。 之れ に對 する 態度 こそ、 眞に防 長の 死活問題であった。 當時長 藩の 當路に は 周 布 政 之 助が 立って ゐ 

ふく しん 

た。 桂 小五郞 〔後の 木戸 孝 允〕 高 杉 東行 は、 彼れ の 腹心であった。 これに 配す るに 岩 國に吉 川 經榦が あり、 時流 

を拔く 政治家と して、 自 から 彼等の 間に は、 一致す る 對幕策 を 有して ゐた。 

す ふ  き じ i 

周 布 も 高 杉 も 桂 も、 來島 等の 『京都 進發 論』 に は反對 であった。 そ 0 當 時に 遡 ぼって いへば、 吉川も 進 發反對 

  ちう げん 

論者であった。 高 杉 は 『防 長割據 論者』 で、 暫 らく 中原の 形勢から 離れ、 地方に 割據 して、 富國强 兵の 道 を 立て 

ねばなら ぬとの 意見であった。 蓋し 高 杉の 富 國强兵 論 は、 此 時に 始まった ので はなく、 夙に 安政 五 4f 〔戊 午〕、 益 

田彈 正に 奉つ るの 書に おいて、 堂々 として 富 國强兵 論を說 いて ゐ るが、 彼れ が 政府 當局 者と 交 はり、 深く 財政の 

窮乏 を 知って ゐ たこと が、 彼れ をして 防 長 割 據論を 持せ しむる 所以と なった。 

周 布 は 早く も吉 川と 往復し、 今回の こと は 結局 恭順の 外 は あるまい。 此の 役目 を 受け持ち 得る 人 は、 贵 殿より 

外 はな いから、 是非 ー肌拔 いで 貰 ひ 度い と 申し入れた。 吉川も 夙に 大局 を晃 て、 恭順と 覺悟を 決めて ゐ たので、 

びりょく  だん ど 

宗家の 爲め、 微力 を盡 さう とい ふ 段取りと なった。 


し しょ >✓ 

周 布 は岩國 訪問の 際、 吉 川に 向って、 『自分が 政府の 當 局に 立って ゐ ながら、 重ね，^ の 失敗に よって、 社稷 を 

して 今日の 危うき に 立ち 到ら しめたの は、 何とも 申 譯が厶 いませぬ。 萬 一 私の 首が 必要と あれば、 何日 何時でも 

ぎよ ラし 

進呈 S たします る。』 といった さう であるが、 之れ を 聞いて ゐた吉 川 は、 暫 らく 周 布の 顔 を 凝視して ゐ たが、 やや 

たんた う 

あって 『武士に 二言 は あるまい な。』 といって、 單刀を 周 布に 與 へたと いふ 話で ある。 

吉 川の 意志 は、 彼れ 自 から 何 ごと を も 語らなかった ので あるから、 今に 及んで 知る. H もない が、 周 布 は 深く 覺 

ご  6^ んざぃ 

悟す ると ころがあった。 それ は 周 布が 吉川を 去る の 足を以 つて、 直ちに 幕府の 軍門に 進み、 藩 公 父子の 寃 罪を訴 


と ふく 


へようと した 形跡が あるのに よっても 知る ことが 出来る。 後に 彼れ が 形勢 0 非なる を慨 して、 展 腹して 死んだ の 

つか  > 

は、 いろくの 事情が あるに しても、 吉 川の 一言が 胸に 閊 えて ゐ たからであった らう 

も ゥ ぜん 

當路 0^ 有力者の 間に は、 かくして 恭順の 方途が 盡 されつつ あつたの であるが、 この 勢に 乘 じて、 猛然と して 起 

つて 來 たもの は、 夙に 當局 者に 快から ざる 守舊 派の ー黨 であった。 彼等 は 口 を 極めて 當 局の 失政 を贵 め、 その 引 

しゃしよ < 

責辭任 を 迫 まると 同時に、 絕對 恭順 哀訴 論を以 つて、 事 ここに 至って は 『君 を輕 しとし 社稷 を戚 しとす』 とまで 

論じ 立てた。 場合が 場合で あり、 人心 は、 水の 低き に 就く が 如く、 こ Q 一派へ と 流れ 寄った。 


〔十】 『恭順 哀訴 論』 と 『武備 恭順 論』 


i さか  うちじに 

常時 この 保守派 を 『俗論 黨』 と唱 へ、 恭順 はしても 眞倒 間違へば 防 長 二 州 を 焦土と しても、 城 を 枕に 打 死す る 

^ 一  回の 征 長と： € 鄉 4i!: 之 助  一一： 九九 
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とい ふ 一派 Q  士は、 自 から 稱 して 『1^.義 派』 と唱 へて ゐた。 兩派^^王張は形にぉぃて 一 致したが、 心底に おいて 

あいそん？ ん ぐわん  ぶ ぴ じう i, ノっ 

出 發點を 異にして ゐた。 一は 哀訴 歎願 恭順 論で、 一は 武備 充實 Q 恭順 論であった。 兩 派の 關係は 『忠正 公 勤王 

事蹟』 に詳ら かで あるから、 そ Q 一節 を 揭げて 參考に 供して 置く。 

まん もん  らんば う 

『 …… 此0俗論黨^^王張する趣意と云ふも0は、何にしても京都で禁門に向って發砲するゃぅな亂暴なことを 

して、 遂に 征討 0 師を 向けられた 0 であるから、 是れ はどうしても 謝罪し なくて はならぬ。 畢 かう いふ 亂 

. 暴な 事 を 起した とい ふ も 0 は、 政府 當路 0 人が その 處 1^ を 誤って、 吾々 譜代の 家来 を 度 外に 置いて、 奇 兵隊 

t うちょうな *,  はちえん ない  •  Z  んばぅ 

その他 贋懲隊 とか 八幡 隊 とかい ふ 檨な隊 を 立てて、 何處 馬の骨 か 分らぬ やうな 者 を 集めて、 それ を 爆 動し 

らし.？ つ  <1\<3 厶厶  <1 厶厶厶  <1厶<1 厶厶 厶厶厶 

て亂蔡 をさせる も 0 だから、 かう いふ ことに 至った 0 である。 だから 此の際 政府 0 人々 は責を 引いて 引き返 

厶 <!<1 厶 -J1<1A^  <1<1<1<1.-<1 厶厶厶 厶么な 厶<1 厶么， AA 厶厶， ： ；  '！ ►  » 

き、 幕府に 向って は、 十分 恭順 謹慎 を 表して 謝罪し なければ ならぬ。 諸隊 0 藝徒等 は、 京都 變 動と いふ も 

0 は、 平 肥 後 守 を討收 つて 君側 を淸 める 積り であって、：^ して 朝廷へ 對 して 野心 を懷 いた 0 ではない。 

さつで く  くわいかん  けつ だく  え ^り よ •  ► , 

今回 征討 0 師と雖 も、 歸賊 と會姦 とが、 幕府と 結託して 起した ことで、 朝廷 0 眞 0^ 叙 慮で はな S とい ふけれ 

ども、 何う しても 朝廷 0 命令で ある。 而 して 其 0 實 力と いふ も Q はどう かなら ば、 三十 六 藩 0 兵で ある。 朝 

廷 • 幕府 0 命令に 反抗して は、 名義に おいて 相濟 まぬ。 三十六藩0兵に此0防長0ニ國0カで當るとぃふ€^ 

は、 策の 得た る も 0 でない。 到底 勝利；^ ないから して、 5^ 非 恭順 議愼を 表して、 そ 0 罪 を 謝し、 假令 幕府 0 

方で、 殿檨に 向って 蟄 を 申 付ける とか、 押 隱居を 申 付ける とか、 叉 は 防 長の 一 領土 を 削る とかい ふやうな 


しゃしょく 

令を發 しても、 社稷に は 代 へられな いから 仕方がない。 從 はなければ ならない。 かかる 危与 60 場合に は 所謂 

しゃしょく  ち つばつ 

社稷 を 重し とし、 君を輕 ろしと する 趣意で 行かなければ ならぬ。 そ 0 方針で やる に は、 政府の 役人 を 瓢^し、 

諸隊に 解散 を 命じ、 首謀 は 無論 誅し なければ ならぬ と、 かう いふ 趣 曰であります』 

9 つ 含 やくち 

此 Q 恭順 哀訴の 主張 は、 幕府に 對 するとい ふ 立脚地に 立っての 主張と いふよりも、 寧ろ 對 内的 感情の 發露 であ 

つた。 

哀訴 派 は 毛 利 伊勢 を 始めと して 熊 谷 式部、 椋梨藤 太、 山縣與 一兵 衞、 岡 本吉之 進、 進 藤 吉兵衞 等であって、 彼 

こうえん 

等^^後援としては、 財滿新 三郞、 中 井 英次郞 举ゐ てゐた 『先鋒 隊』 Q 一  團 があった。 後に 井上 聞 多 を 斬った 兒 

玉 愛次郎な ども、 こ 0 先鋒 隊 0 一人であった。 

ゆ らい  そつぜん 

これら Q 保守派 0 運動 とても、 そ 來を訪 ぬれば、 決して 卒然として 起った も いではなかった。 遠く は 村 田 

ぷラ てう  く 

淸風 0 大革 新當 時から、 旣に 進歩主義 を悅 ばぬ 風潮が あり、 これら 0 流れ を 掬む、 保守主義 者 0 一  圑は、 藩主 父 

*  しう *- ん  tsi ぐ タご も，" 

了の？ snM 周旋に も、 固より 反對 であった し、 文久 三. & 〔癸 亥〕 町の 變 にも、 元 治 元. 1^ 〔甲子〕 蛤 御門の 變に 

し 含て う 

も、 事々 に反對 さ 調 を 現 はして 來た である。 それが 馬 關戰举 となり、 征 長戰爭 となる に 及んで、 勢力 を 盛り 

返へ して 來 たこと は、 必然 0 勢 ひであった。 そして それが 侮るべからざる 大勢 を 作り 來 つたこと は、 勉, 百 出 

の當路 者に とって、 何う する こと も出來 ない ことであった。 更に 大勢の 逆 轉に從 がって、 これら 守舊派 勢力 

が、 次第に 政-:^ 部內に 浸入して 來る こと を も、 亦た 避く るに 由がなかった Q である。 

第一 回の 征 長と 西 鄉吉之 助  四 0  一  ■ 
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*  *  * 

然 らば 所謂 『正義 派』 と稱 へて 居った、 進歩 革新派の 一 派 は、 如何なる 主張 をして ゐた 0 であらう か。 之れ を 

說 明すべく、 次に 再び 『忠正 公 勤王 事蹟』 の 一 文 を 引いて 見る。 

『 …… 義派 Q 圑體 たる 奇兵 隊其 0 他 0 諸隊 〔中略〕 0 主義 方針と する 所 は、 今 申す 通り、 京都で 軍 さ をした 

や しも  くんそく きょ 

0 は 決して 朝廷 • 幕府に 向って、 野心 を懷 いた 0 ではない。 奸魁松 平 肥 後 守 を 討ち取って、 君側 を淸 める 爲 

こんなん  厶厶 AAA 厶厶厶 

めであった。 然るに 不幸に して 敗戰に 終った から、 かう いふ 困難な 場合に なった が、 是非 前々 の 方針 を 採つ 

て、 尊王の 大義 を 貫ぬ かなければ ならぬ。 俗論 黨 0> 方で は 三十 六 藩と いふ 名に 恐れて ゐ るが、 三十 六 藩と い 

いつち だんけつ 

うても、 一致して ゐる 兵で はない。 我が 防 長 二 州 0  士 民が 正魏を 維持して、 一致 圑 結して 之れ に當れ ば、 必 

しゃう さん  ぶもん  厶厶厶 厶厶厶 A 

ら すし も 勝算がない とはい はれまい。 縱令ひ 勝算がなくても、 武門の 習 ひ 是非に 及ばぬ。 幕軍と 交戰 して、 

厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 A 厶厶厶 A  はいせん  くんしん とも しろ まくら 

今迄の 尊王の 大義 を： 大 下に 貫ぬ かなければ ならぬ。 不幸に して 敗 戰に. 歸 したならば、 君臣 倶に城 を 枕に して、 

う ちぢに  ぶじょく 

討死 をす るが 宜しい。 さう したならば、 國は 亡びても、 義名は 後世 0 歴史に 遣る。 之れ に 反し、 侮辱 を 蒙む 

し しよく  *H こと 

つて 社稷 を存 した 所が、 沟に 後世に 對 して 面： no ない 話で ある。 是非 幕 兵に 向かって、 ー戰を 試む るが {且 し 

K とい ふ 論であります。』 

西 鄕南洲 が 『正義 黨は 日本 0 元氣 なり』 といった Q は、 卽ち この 一派 を 指 ざした Q であって、 國策 として は恭 

順 を 執らし むる 0 外 はな いが、 死して護國の鬼となるの氣魄はなければならぬと西鄕が思った0^は、 當 時の. お 州 


つてん は あく  くわ ふさつ  >  k 

におけ る 焦點を 把握す る 0 觀察 であつ た 

久阪玄 瑞の後 を 受けて、 勤皇 黨 Q. 中心 者と なった 高衫 東行 は、 十一 = ^某 n^、 書 を 大庭傳 七に 與 へて、 そ ひ 心が 

の 一 端を訴 へて ゐる。 曰く、 

高杉晋 作よ リ大 庭傳 七に 送る の 書 〔元 治 元年 十 一 月〕 

. 其 後 打 絶、 御無沙汰 仕 候 段、 奉 ，1 恐 入-候。 弟 事 も 未レ得 n 死處 T 赤面 之 至に 御座 候。 御 承知 之 通、 御兩 殿様、 

御身 上え も 迫り 候 次第、 臣子 者、 死 も餘り 有る 時節に 御 鹿 候。 先日 長府 出張 之 時 も、 一首 も 御 相談 不 -1 申 上- 

懷、 nils 有 レ之候 事に 御 極 候 間、.. 不レ惡 御 含 置 可 レ被レ 下樣、 舉レ賴 候。 弟 事 も 毛 利 氏 恩 古 之士、 今日に 至り、 

fff  fffff<tn 1 灘之藝 はに て、 府公 にも 弟 等の 

しかしながら  くわん をお ほふて さ：.；： まる  、 - こ rftl 1 , I  ： 

事、 eJ 々と 被-一思 召 1 候. s、 殘念 至極に 御座 候。 乍 レ爾、 人生 之 事、 S ，相 定、 今 曰 3^-1 言語 1^ 搠仕 おも £K な 

お うらみ 

る に 御座 候な り。 洞 赛公御 正統 之、 府 公之 事故、 たと ひ 追討 被 n 仰 付 1 候と も、 露程 も 御 恨 は 不-申 上 一 候 成 

事なら ば、 ^^^等心事、 生前 之 中、 府 公え 明. E 相 成 かしと 所レ 祈に 御座 候。 夫 故、 追々 歎願 書 も 差 出し 候覺 悟に 

御座 候 間、 野々 村 諸君え も、 不， 惡被 n 仰 入 一 候樣、 奉レ頼 候。 我等 府城を 離れ 候 も必. 府公を 深く 奉レ m 心 候ての 

事に 御座 候處、 ？ eii に 相 成、 を 請 候 段、 千 萬 遺憾 之 至に 鄭 k 候。 鬼 手 も 死後なら では、 不 -1 明. n- と 落^ 

仕 候 心 g -、 御 推察 所レ 願に 御座 候。 弟 若し 馬關 にて 死す る 事 を 得 候 はば、 招魂 場に 御祭り 被レ 下様、 奉レ 願^ 

第 一 回の 征 長と 西 鄕吉之 助  四 〇 三 
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先 は爲レ 右、 頓 首。 

けうち ゆうひの ごとく 

弟 も 私情な き 者に は 無, 之 候 得 共、 國家 大難、 胸中 如い 火、 小事 を 忘 候 間、 態と 御 推察 奉レ賴 候。 筑前 以来 御 

含し ゆく  ち き あ ひち か； S  むじ やうの やう 

世話に 相 成、 且歸關 之 後、 寄宿 を も 願 ひ、 知 巳と 相 誓 候而、 一言 も不 11 申 上 1 出 關仕候 事 も、 無情 之 様に は 

いう じ f っハ きわみ  Ay ひ  おんそし W  ご べん 

御座 候 得 共、 是亦 有情 之 極と 相考 候。 御 家内 樣 にも、 理非 知らぬ 者と、 御謖も 可：， 有 レ之候 得 共、 其 逢御辨 

^ 奉レ頼 候。 猶亦、 筑 前に 而、 野々 村より 金 五 兩拜借 仕 候處、 未：， 得 レ歸候 間、 其 段も宜 敷、 御致聲 奉レ頓 候。 

ぢん ちう  *> ちらく  ぬすみ s 

御珍藏 之小屏 山陽 書 は、 陣中 之 一 樂と盜 去り 候 間、 左檨御 承知 可レ 被》 下 候。 前文 申 上 候 通、 赤間關 鬼と 相 

らくち to,.  く  ひ 

成、 討死 致 之 落着に 御座 候 間、 刖書之 通、 碑 を 御 建 被い 下樣、 乍- 1 御 面倒？ 奉 11 願 上 1 候。 井上 少輔 二 ニ好大 

夫え も、 弟 心事 御通し 被， 下 檨、， 奉, 願 候。 白 石 翁 〔正 一 郞〕 にも 御無沙汰 仕 候 間、 宜敷 御致聲 奉：， 頓候。 弟 

事 は 死 而も、 乍：， 恐 1K 滿宫 如く 相 成、 赤 間 關之鎭 主と 相 成 候 志に 御座 候。 入江 角次郞 も、 御 地え 參 居候 

厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶 <3<3 厶 厶厶厶 A 厶厶 厶 AA> 厶厶厶 厶 - 厶 

由、 此段御 通達 奉レ頼 候。 死後に 墓前に 而、 藝妓御 集、 三 被な と 御 鳴し、 御祭 被：， 下 候樣、 奉レ賴 候。 別紙 詩 

作、 御覽 奉， 賴候。 拜白。 

, 梅 之 助 〔高 杉晋 作〕 

傳 七 〔大 庭〕 樣 

が 1 ぜん  しゃ. C らくく  くわ ラ ふうせ いげつ  やくどう  - r  I' - ： 

慨然た る 長 州 志士  0 意氣 と、 灑々 落々、 光風 霽月の 心境と、 紙 表に 躍動し、 讀むも 0 をして、 覺 えす 東行の 英 

さっさう  ふう ゐス 

風の 颯爽た るに 感獎 せし むる。 守舊派 Q 爲に誤 まらる る 心事 を 公明^し、 死 を 見る 歸す るが 如き 風顏 は、 高 杉，^ 


ら ではと 思 はしむ る。 

賫レ國 囚レ君 I 無：， 不レ 至。 捨レ生 レ義， ：是 斯 S.- 

IK 祥 髙 節 成功 略。 欲レ學 二人 作 11 一 人？ 

えいし  ぶんてんしょう てい せ いこう  Is 

と は、 書中 記し 遣せ る 東行 0 詠 詩で あるが、 文； 大 祥と鄭 成功と を 打って 一丸と し、 E から 之に 擬 せんとした は、 

しん ナぅ 

當時 彼れ 0 心 胸 を 物語って 餘 りが ある。 叉た 彼れ が自 から 記した る 墓表に は、 

故 奇兵 隊 開闢 總督 高杉晋 作。 則 

西 海 一 狂 生 東行 墓 

游雜隊 將軍谷 栴之助 也 

ぽ へう  5 せい  しかばね  さら 

と 記されて ゐた。 自 から 墓表 を 作って、 一藩 勤皇の 犧牲 となり、 屍 を 海 角に 曝さん とす。 快なる 高 杉、 壯 なる 

來行、 藝者 三 終に 祭られん とする 彼れ 0 心事 は、 尋常一様の 志士 解す る 能 はざる 境地と いふべ しで ある。 

*  *  * 

九月 二十 五 n/ 兩 派の 議論 を 決すべく、 藩主の 出場 を 請うて 御前 會議を 開いた 時には、 毛 利 伊勢、 毛 利 能 登 守 

が、 極力 恭順 哀訴 論 を 立てた けれども、 井上の 埶っ ill に 一 蹴せられ て、 議は 『武備 恭順』 に  一 した。 

す ふ 4 さ 0 すけ 

ところが 吉富 藤兵衞 家に 謹愼 中であった 周 布 政 之 助 は、 御前 會議 翌朥、 遂に 自 匁して 死んで 了 まった。 固よ 

り. 識愼の 身であって 見れば、 前夜 御前 會議 0 決議 を 知らう 暂も なく、 時事 日に 非なる を慨 して 双に 伏した ので 

第一 回の 征 長と 西 鄕吉之 助  四 〇 五  ， 
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あったらう。 

31 布 ほど 0 人物が、 何故に かく 死 を 急いだ か。 これに は 深い 理 ぬがなければ なるまい。 彼れ が 死に 先だって 用 

しう. たう  ►  ？ つち 

意 周到なる 『遣 書』 を 子孫に 遣した 0 に 見ても、 覺悟 0} 死で ある こと は 充分に 察知 せらる る。 叉た 嘗て 疆次 彼れ 

が 死 を 企 だてた ことの あるのに 見ても、 死ぽに 深き 现. rao あった ことが 思 はれる。 嘗て 彼れ 一友 は、 

ちう せき  . こく ほ かんなん 

『足下 は 今や 防 長 0 柱石で ある。 漫に死 を 急 S ではならぬ。 飽くまで も 生 を 得て、 國歩 艱難 を 救 ふべき ではな 

いか。』  - 

と諫吿 した こと もあった。 周 布 は 言下に 答へ ていった。 

こうしん げきれい  . 

『男子 一度び 事 を 誤 まらば、 何時でも 死ぬ がよ い。 さう せぬ と 後進の 士 を激勵 する こと は 出来ぬ。 rtl 分 丈け が 

豪い 者 だと 思って ゐ るの は 大 間違 ひだ。 先進 0 士が责 任 を 負うて 死んで こそ、 後進の 士が 奮起して、 その 志 を 

, ぎぐ ことが 出来る Q だ。』 

か^?げきせぃ  じ じん 

と 言 ひ 放った と 聞いて ゐ るが、 感激 性の 強かった 周 布と して は、 自^ は 彼れ 0 選ぶべき 最後 0 途 であった かも 知 

ゆ うざい 

れぬ。 併しながら、 ここで 殺す に は、 餘 りに 惜しい 雄材 であった。 

^^；^の死は決して彼れ 一 人の利害に0^み止まらなかった。 菜せ るかな、 彼れ 0 死によ つて、 折角の 御前 會議 Q 

決議 も 水泡と 歸し 去って、 恭順 哀訴 派 0 守舊的 勢力 は、 更らに 力 を 得て、 政府 要路に 浸入して 行った。 遂に 武備 

1^0 閣員 は 悉く 一能め られ、 之れ に 代って 保守！^ 0 後 繼內閣 が 組織され た。  , 


【十二 所謂 『正義 派』 の 建言 

杉が 三度 ほの 脫走 をして、 筑 前に 入った 0 は 此の 時で あつたが、 奇兵 除 を 初めと して 諧隊は 次の • やうな 歎願 

建 首 書 を、 藩主に 奉って、 その 心事 を 披瀝した。 此書は 土方 楠 左衞門 〔久 元〕 をして、 十一：：：： 八日 持參 せしめた や 

毛 利 侯に 泰 つる 歎願 書 〔元 治 元年 11 月〕 

微臣 等、 昧死頓 首、 謹で 奉 n 申 上 1 候。 微臣等 席 劣 惰弱、 乍 レ恐君 上 御 憂慮の 日に 當り、 身國 難に 殉 する 能 はす、 

かう そ  こうおんく わんよう 

苟且、 偷レ生 居候 事、 罪不 レ容レ 死、 鴻恩 寬容、 報す るに 所な し。 々の 微衷、 不レ能 二 默.^ ？疆ぇ 火 威 を 犯し 奉 

り、 深 奉 11 恐 入 1 候。 先日 以來數 度 0 上書、 乍：， 恐 國家之 御大 事、 今日に 在りと 奉：， お 候 ir 至 愚 之 謀 策、 建言 候 

ちんせい  ご 

虑、 御 採用 之 命 を 蒙り、 且つ 御國是 は、 萬々 御 動搖不 被 レ遊候 問、 決而 無二 氣遣 1 鎮靜可 11! 能 在 一 候と、 懇々 御 

論 被， 1 仰 付 7 不レ堪 n 恐懼 之 至？ 謹 で御實 行御擧 被：， 遊 候 を 奉レ待 候處、 兩 殿檨、 無 レ程御 歸萩被 レ遊候 事、 旣に 

11 國之 人心 を 動かし、 視聽を 驚かし 候 上、 近日 之御處 置に 至 候て は、 乍 レ恐臣 等 之 解せ ざる 處、 疑惑 之 至に 奉 

候。 八 r 日 天朝へ €^ 御 恭順、 四 境 之 賊軍 を 御 待 被， 遊 候 御大 策 は、 八 月 晦日、 被 11 仰 出 1 候 御 直 書 之 趣、 御 決 

意 被, 爲：， 遊、 且微臣 等 追々 奉 n 申 上 I 候處に 御座 候 得 者、 再三 不レ 及， 1 陳述 1 候。 御 國是毫 澄 も 御 動搖無 VN、 不 

ベう どうの い にん  はラ こうの し 

レ愧， ilK 地 1 候 御 至誠 を 以て、 一 一州 を 御 顧 不：， 遊 之 正義 を 張り、 廟堂 之 委任 を專 にし、 方舆 之士氣 を振勵 し、、 m 客 

第一 回の 征 長と 西 鄕吉之 助  HQ 七 
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•  つまびら か 

0 形 壯老之 勢 を 審 にし、 服 前 之 小 勝負に 拘 はす、 天下 萬 世 之 公論 を恃 み、 確然 御 守 被い 遊 候 はば、 天日 未レ墜 

*- うざ *1 つ 

レ地、 天祖 之 威、 御 祖宗 樣之 靈、 御 照 覽被レ 遊、 御開 蓮 之 期、 斷然 無レ疑 奉レ存 候。 若 叉、 一 時 之 小 挫折 を 以て、 

とうろ  かんぞく 

十 年 0 御 國是御 變動有 レ之候 程に 候 はば、 假令萬 紙の 起請 を 奉じ、 千 人 頭 顗を献 じ、 御；？^^被レ遊候共、 奸賊 

一 點之 仁心な く、 君 門 九重 0 深に 在り、 決て 御兩國 0 亡滅に 損益 無レ之 候。 君 上 之御處 置、 洞 春 公之 御 遣 志に 

はう いんだん い 

違 ひ、 名義 を 失 ひ 被 レ遊候 義{ ^レ之 候 はば、 二百 餘年、 恩 波に 浴し、 飽飮暖 衣、 大 fi を 費し 候 諸臣、 死 を 以て 

も 御諫申 上、 天地に 御愧不 レ被レ 遊檨、 可レ致 之處、 八月 十五 日、 同 晦日、 被 一一 仰 出 1 御 直 書 之 趣に て は、 內外多 

かくぜん ふ どう  とうあんの 

難 之 時に 至 候ても、 確然 不動 御 趣意に 被 レ爲レ 在 候に、 却て 妄誕之 邪 說を唱 へ、 御 恭順 之 名を假 り、 偷 安之 

こ  >- ろ どん けん Q わお くし  おんく にの せ いれい 

心、 貪權之 私 を 成さん とす。 其 心事 を推究 す. るに、 乍 レ恐御 兩殿檨 に 迄 罪 を歸し 奉り、 御國之 生靈を 以て、 悉 

く 奸賊之 手に 歸し 候ても、 其 一身 之 安 を 謀り 候 儀と、 洞察 仕 候。 堂々 たる 二 州 地 を 以て、 御 祖宗 樣以 來、 

メラ ふんせ つし 

三百 年 養 士之報 を 忘れ、 賣レ 國謀レ 身、 其 君 を 大難に 陷れ 奉る 外 無レ之 は、 實に痛 愤切齒 に 不レ堪 奉レ存 候。 

今日 之 御 新政 を奉レ 伺候に、 御 直 書 之 御 趣意に 違 ひ、 萬 事監物 〔吉 川經 斡〕 檨へ御 委任 相 成、 舊來之 御 有司 を 

ひち ゆつ 

罷黜 し、 昨年 以来、 俗論 を 以て 罪 を 得 候 者 共、 次第に 御 採用 相 成 候 事、 不レ堪 二 恐懼 1 之 次第 奉レ存 候。 御歸获 

ぞくろん ちん *| い  、 

之 儀 は、 暫時 俗論 鎖靜 之御爲 とも 可レ 被， 1 仰 出 1 候へ 共、 今日 之御處 置に 至 候て は、 如何程 御 國是に 於て は、 御 

ご ベ，.？ か •，  しんぷく 

變更 無レ之 段、 御, 解 被：， 遊 候と も、 乍レ恐 信服 仕 候 者、 決て 無：， 之 候。 先日 監物 樣、 御 歸邑之 節、 於- 1 宮市 T 拜 

へんどう 

謁仕、 御 兩殿樣 御 趣意、 監物檨 御 周旋 之 御 策、 奉レ 伺候 處、 京師 變 動に 付、 一 ニ大夫 以下 廟堂 之 御 有司 を 罪し、 


んはく 

天 鄘之 間に 御 謝し 被レ遊 候と 0 御 事、 乍レ恐 三尺 之 小 兒も其 非 を 知り 候 程 之 御 下策、 決て 御 兩殿樣 御 趣 ぼに 者 

無レ之 儀と 奉， 一 恐察 1 候。 元 來奸賊 征討 之 論 を 唱へ候 は、 去年 八月 〔挑 町變を 指す〕 に有レ 之、 旣に 手配 迄相定 

居候 位、 今 七月 〔蛤 門變を 指す〕 變動 以後、 始て 起り 候 事に 無レ之 候へば、 獨三大 夫に g 非 を 御 委被レ 遊 候て は 

けいし  かんぞく 

不 ，1 相濟 7 且 京師 0 變は、 奸賊と 交レ鋒 候の みに て、 天朝へ 對し御 申 譯無レ 之 儀 は、 決て 無レ之 候。 假令、 御兩 

ようへい  こく ぞく 

殿樣、 正義 御 唱被レ 遊 候ても、 奸賊； 大朝 を壅蔽 し、 祌州之 國是を 誤り 候 はば、 堂々 0 兵 を 以て、 先 づ阈賊 を 御 

討 滅被レ 遊、 奉レ 安， S 襟 1 程 之 儀 も、 可レ 有， 1 御座 1 候へば、 交 レ兵候 共、 一 概に 罪と 申 譯は有 レ之間 敷 候。 不幸に 

しう く. 0  ざ せ つ  ぞくろん-^ せつ  み じん 

して 衆寡 不レ 敵、 挫折 を 取 候 故、 俗論 誣說を 起し 候へ 共、 萬 一 京師 之 軍 大勝 を 得、 奸賊を 微塵に 致し 候 はば、 

其 時 は 如何 可 レ有レ 之 候 哉。 勝負 は 時運 有レ 之、 一 度 之 挫折 を 以て、 定論に は 雞レ仕 候。 然れば 征討 論 は 此節之 

そく ゐん 

義に 起り 候 事に 無レ之 候へば、 三大夫 以下 を 罪し、 御 謝し 被 レ遊候 共、 決て 惻隱之 心 を 生じ 候 儀 は無レ 之、 愈 我 

きょじゃく 

畏縮、 侮り を我疏 弱に 乘じ 可レ申 候。 素より 京師 之變 は、 君 上 御存知 無 レ之義 に 候 得 共、 其申譯 爲、 今日 迄 

同心 合力、 患難 を 共に 御 凌 被 レ遊候 諸臣を 殺戮 致 候 は、 乍 レ恐君 上 兼て 御仁 德 とも 御 相違 被レ遊 候御處 置、 決 

ざんじ や 3  L ふん 

て 御 趣意と は不レ 奉レ存 候。 必然 讒邪之 私忿に 罹り、 奸賊之 深謀に 陷 り候餘 り、 無 11 言 甲斐 1 御 儀と 乍レ恐 奉レ存 

し ％；> りよ  ふま， 

候。 .i- に御國 是御變 動、 奸贼 に御從 ひ被レ 遊候樣 にて は、 天朝への 御 忠節 も廢 し、 良慮不 レ從、 前 議を不 レ踐候 

て は、 幕府へ も 御 信義 相 立不レ 申、 正義 を 忘却し 萬 世 之 公論に 背き、 御 家名の 瑕 瑾に相 成 候て は 御 祖宗 様への 

御 孝道 も 空 敷 相 成、 兼 々御園 中へ 御告 論 被：， 遊 候 御 趣意、 八月 十五 日、 同 晦日 御 決心の 御 直 書 も 反古 同 樣に相 
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成、 御國 民に 信 を 御 失 被 レ遊候 段、 實以 不レ堪 11 悲泣之 至？^ せんと 欲して 却って 亡び、 ：K めんと 欲して 却て 亂 

れ候 は、 ^前 0 事と 奉レ存 候。 諳隊 解散の 儀に 至て は、 最 無二 其 謂 一事と 奉レ存 候。 止戰 講和 は 一時の 權 謀と、 

じんざいせ メ , く  ぶ ぴ しう をい 

御 直に 被 1 一 仰 出 1 候 得 者、 人材 成 宵、 武備 修整 は 第一 0 急務た る は、 素より 不レ 俟レ霄 、 他日 大 攘夷の 思 召 も 無 

, 之、 人材 も 御 棄被レ 遊 候 程に て は、 御園 是御變 動無レ 之と は 難レ申 候。 若 叉、 諸 隊を被 11 立 置？ 兵 を 練 候て、 御 

じ やう かく  かつち う  さう たう •  > 

恭順 0 御 趣意 相立不 レ申 儀に 候 はば、 御兩國 中、 城廓 を 毀ち、 武士 悉く 甲冑 を碎 き、 雙 刀を脫 し、 御國中 隅々 

fV  くろん ゐ しゅく 

迄 一個 之 武器 無， 之 檨不， 被， 遊 候て は、 御 恭順に 相 成 申 間 敷 哉。 俗論 畏縮 之 徒、 大 節に 臨み、 如：， 此妄 說を唱 

へ、 御 國是を 亂し候 段、 言語に 絶 候義と 奉レ存 候へば、 伏て 願く は雷霆 Q 御 英斷を 以て、 速に m 口へ 御 歸被レ 

遊ぎ liio 者 を 御 抑被レ 遊、 人材 を 成育し、 武備 を充實 し、 御 國是愈 以て 御 確定 被&、 是迄被 二 仰 出 1 候 御 

えいだん 

直 書 之 趣、 御踐行 被：， 遊 候檨、 不, 堪ニ 懇願 之 至 1 奉レ存 候。 古より 人君 英斷を 以て 主と 爲 すと 承り 候へば 、一時 

0 人情 を 担き 兼ね、 萬 世 之 國辱を 御 取 被 レ遊候 檨有レ 之 候て は、 御 兩國數 十 萬 Q 生 i、 一  日に 消滅 可レ仕 候。 楠 

左 中 將家世 三代、 王事に 死し、 一族 之 血肉、 野草に 塗し、 家 亡び 國滅し 候へ 共、 萬 世 忠臣 之 Is と爲 り、 今日 

ぞくしゅ  てん ゆ  ： ， ， -  - ： 

に 至て 猶ほ 生く るが 如し。 尊 氏 朝に 官軍と なり、 暮に賊 首と 爲り、 ：大下 ◎ 諸侯に 諂諛 し、 終に 將軍 となり 候 

むちう  せいじゃの ぶんぎよ くちよ く 

得 共、 後世 人々、 其 肉 を 食 はんと 欲し、 高山 彥九 郞、 匹夫の 身 を 以て、 其 墓 を 鞭つ に 至 候。 正邪 之 分、 曲直 

ど辨、 存亡に 預 り不, 中 候。 微臣等 IHil々o 微衷に 堪 へす、 今日に 至り、 手足 を 措く 處無, 之、 人窮 して； 犬に 反 

るの 誠 を 思 ひ、 謹で. a 口 太 神宮の 批地、 常榮 公の 御靈 前に 參籠 仕、 泣涕 流血、 御國論 0 恢復、 奉 11 祈請 一 候. - 


ご す ゐ れんく どされ 

ー點之 誠微、 御垂憐被^,下、 神慮 君 心 御 符合 被：， 遊 候 はば、 微臣等 は 言 ふに 足らす、 御兩 國之大 幸、 ；入 下之大 

幸と 奉 レ^ 候。 情意 切迫、 言語 忌諱に 涉る を不レ 顧、 干 二 犯烕嚴 T 伏て 奉 レ待ニ 斧鉞 1 候。 微臣 等、 i 死" 11、  0 


て 奉 11 申 上 1- 

甲子 十 


月 〔元 治 元年〕 


奇 


丘ハ 


遊 

八 


擊 隊 


中 

中 


其 他 同志 巾 

遭み 來れば 文意 足ら， f して、 未だ 述べ 盡 さな S ところ も あり、 ra つ 大勢に 疎に して、 大局に 通ぜ ない 點が 少な 

く はない。 併しながら 言々 句々、 心血 を濺ぐ 0 文字であって、 そ 0 意氣と 赤誠と 情熱と は、 やがて 日本 g: 造 01 

りょく  \ ザ，. >  き やう 一ん 

^力と なる ものである こと を、 深感 せし むる に 足る。 中 岡愼太 郞が喂 然として 驚嘆し、 將來 必ら， ffK 下 を 取る も 

0 は、 薩 と"： K とで あらう といった 0 も、 こ 0 悲壯 なる 長 州 0 志氣を i^o 當り 見た からであった。 


れいせい 


冷靜に へたならば、 守舊派 Q 恭順 論と て、 一概に 私利 私慾の 爲め であると はいへ ぬ。 防- 4i  ニ阈の 安全 を 欲す 
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れば こそ、 何とい はれても 恭順 論 を 立て通 ふさう とした 0 に 相違ない。 吉川監 物が、 宗家に 代って、 官軍と 鞅掌 

はんと 

した 苦衷 も、 察せなければ ならぬ。 また これ あるが 故に、 二 州 Q 版 圖を完 うする ことが 出來、 明治維新の 大舞 臺 

に、 活躍す る 素地 を 保存した 譯 でも ある。 

けつぎ  はや 

主戰論 派に 就いて いへば、 大局 大觀 0 明が なく、 動もすれば 血氣に 逸って、 あたら 人 村 を 傷つく る ことが 多 か 

せい.？  だ みん  .i ちだい かくしん  ，  , • 

つたが、 この 元氣、 この 精 誠 あるに より、 三百 諸 藩 0 惰眠 を 破って、 一 .K 革新 0 事業 を 成し 得た 0 でも ある。 事 

は飒に 一 を 執って 言 ひ 易から す、 彼れ も あり、 此れ も あり、 彼此 相 1^ し、 相 凌ぎ、 自 から 人に 先ん， f るの 勢 ひ は 

** いじ や 

作られて 行く である。 大凡 そ 維新 當 年の 事績 を觀る 者の、 正邪 を 以て 0 み 推す ベから すして、 勢 ひ を 察し、 大 

勢の 動く ところ を大觀 しなければ ならぬ 理由 は、 自 からこの 邊 にも ある。 


第二 章 西 鄕の征 長 處分策 

【 一 】 長 藩の 保守派と 高 杉の 脫走 

はんどう じ だい 1 

元 治 元 .^〔5. 子〕 末 0 長 州 は、 反動 時代と もい ふべき であって、 急進 運動 0 行き詰まり によって、 勢 ひ は 反動的 

いう はつ  きで つじ.^ ん あい, \* ろん  お 

勢力 を誘發 し、 それが 征長 軍に 對 する 恭順 哀訴 ll となって 現 はれ、 滔々 たる 大河 Q 勢 ひを以 つて、 防 長 0 山野に 

あ  fe つ は^  40- か しもきん のうは 

溢 ふれた。 周 布 政 之 助が 自 匁し、 井上 聞 多が 傷つき、 高 杉 高 行が 脫藩 するとい ふ 順序に なって、 急進 勤皇 派の 勢 

いちとん ざ 

力 は、 ここに 一 頓挫 を來 たす 0 形と なった。 

毛 利 敬 親父 子 も、 最早 かうな つて は 施 こすに 術な く、 十 月 三、 四日 山 口 を 去って 萩に 歸り、 SI 和 派 0 保守 富が 

ひ めん  ふくき 

新 政府 を組綠 した。 前 閣貝は 悉く 罷免し、 制度 格式に 至る まで、 天 保 以前の 古制に 復歸 せしめた ひに 見ても、 恭 

こんてい 

順 哀訴 派が 全く 保守的 思想 の 根柢 Q 上に 立って ゐ たこと が 解る。 

せう C  ふ  そ- -  たんぐ わんし よ 

十 In^ 六日 は、 森 雨 蕭 々として 降り 濺 いだ。 前揭正論派0^歎願書を藩主父子に達すべく、 五 卿 0 使者と して 土 

W うさ  こ けつ 

方 楠 左衞門 は、 笠 蓑 0 姿 をた だ獨り 萩へ 運ぶ 0 であった。 深く 虎穴に 入る 思 ひを以 つて、 彼れ は翌 七日 朝、 萩 

城下に 著し、 直ちに 町奉行に 通じた が、 其 日 は 何 挨拶 もな く、 夜に 入って 奥 番頭 援本举 人、 町奉行 周 布、 14^ 

に 面會を 許された 0 で、 

西 鄕の征 長 慮 分 案  eiiij 
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ぢ まし ,  れんえ つ 

『今回 は 使命 最も 重大で ある 上に、 五 卿 方 直 書 も あり、 直々 藩主に 面， 謁して 申 述べたい』 

旨 を 申し入れた。 楦本は 御 父子 共に 病中であって、 面會 は六ケ 敷い から、 我々 において 取次が うとい つたが、 土 

めん 0^ つ 

方 は 一切 中間 取 計ら ひ を 謝絶した ので、 巳むな く、 八日城中にぉぃてぃょく藩公に面，^|することになった。 

じ やうけ い 

當日 情景 を 土方 は 自記し ていふ。  ， 

か り 、- で  しつ. i>  , 

同 八日 〔十 一 月〕 晴八ッ 時より、 可, 致， 1 登城 i3 曰、 案内 有レ之 候に 付、 罷出、 先づ 執政 其 外に 面會、 夫より 大 

まかりいで  せんじうたい  もう,！？ 

膳 太夫 殿、 病中に 付寢 所に て 御 面會と 0 趣 故、 罷出 候處、 選 鋒隊、 俗論 家 四十 人 計 一 間に 相 詰、 頗る 猛威 を 

示し、 御前に は、 執政 參政 五六 人 宛、 左右に 居並び、. 威儀 最も 嚴 なり。 自分 は、 直に進て膝^-に罷出、 使命 

：  ご ちょくかん 

之 條々、 密々 及 ニ陳辨 7 尙 御直簡 〔五 卿 oi^ss 御 渡 申 上 候處、 段々 0 御 配慮、 深 辱 奉レ存 候。 御 口上 0 義 

かんかう  ゆる.. （.》 

は、 篤と 勘考の 上、 御 答 可 U 申 上 T 尙御 直簡も 緩々 拜 見の 上に て、 何分 0 御 返答、 可レ 致に 付、 其 許に は、 態 

いちおう  しか *1 ん 

態の 出向、 御苦勞 大儀に^ 候。 一 應 引取 吳候 様、 御 挨拶 あり。 依て 御前より 引取 候 上、 酒饌等 出て、 薄暮 頃、 

歸宿。 入：， 夜 佐々 木 男 也、 福 原 一 ニ藏、 寺 島秀之 助、 久留米 藩 淵 上 郁太郎 等、 密 々来訪、 種々 密議 あり。 夜半 

過、 孰れ も 去る。 淵 上 は 此節筑 前 使者、 筑 紫衞、 小金 丸 兵 次 等と、 同行 致 居候な り。 〔回天 實記〕 

ほうてい つぶ 

土方 は 歎願 書 〔前 揭〕 及び 五 卿 Q 直 書 を 捧呈し、 具 さに 述ぶ ると ころがあって、 翌 九日 萩 を 去って、 山 口に 歸來 

9 くりやう  さっき じう *i ん  かいしん 

したが、 『當地 俗論 黨 頗る 陸 梁 を 極め、 殺氣 充滿、 道路 戒心の 事 多し』 と、 彼れ が 日記に 殘 して ゐる 0 を 見る と、 

保守派の 一 味が、 如何に 君側 を 擁して、 勢威 を 張って ゐ たかが 察せられる。 


けいえん 9 うでう つらぬ  ^ 

機を兑 るに 敏 なる 高 杉 東行 は、 此0^時輕燕の柳條を^ぉくが如く、 反動派 を かすめて 脫 走した。 

高 杉 は 久阪と 併せて、 長 州 0} 双璧であった。 久阪 は文久 より 元 治に 至る 長 州 勢力 を 代表し、 高 杉 は 元 治より 麼 

き •， キ- よく お ラナし  じう わう  らん リ 

應に 至る 政局の 中堅であった。 久阪は 先んじて 勢 ひ を 作り、 高 杉 は縱橫 0 機略 を、 風雲 亂 離の 間に 試みた。 

しゅんびん  じんそく 

高 杉を以 つて 軍人と すれば、 眞 に好將 軍であって、 進む に 俊敏で あつたと 同時に、 逃ぐ るに も 迅速であった。 

後 三 no 脫定に 就いて 考 へて 晃て も、 今一 刻の 差を以 つて、 危難の 將に 身邊に 及ばう とする 時、 太刀 風 一二 寸に 

して、 彼れ 0 姿 は 早く も その 影を沒 して ゐた 。 

,  けんく わ 

東行の 逃げ足 迅 いこと は、 夙に 同輩 0 間に 定論が あった。 少年 時代 CH 咼杉を 語る 者 は、 ソラ 喧啼だ n とい 

ふ 刹那 早く も 逃げ去って ゐる もの は 高杉晋 作であった とい ふ Q 一  事 を 逸しない。 併しながら 高 杉 は 徒らに 逃げて 

危難 を 免 かれよう とする Q ではなかった。 味方 敗軍と なって 崩れ 立た うとす る 刹那に おいて、 風 を 切って 應援隊 

しゅんかん  とうさ  ： 

を 率 ゐ來る も 0 は、 實に 逃亡 0 晋 作であった。 彼れ が 喧嘩 OR 間にお いて、 早く も 勢力 等差 を兒、 勝負の 決 を 

さいきょ  くわいわん  たかす ぎ どつ ほ  . 

覺り、 飛んで一?:擧を計る€^快腕は、 幕末 維新 0 間にお いて、 高 杉獨歩 境地であった。 

、周 布が 死し、 井上が 斬られ、 反動派の 勢力が 隆. - として 二 州に 臨んだ ときに、 三十六計の 名人、 高 杉が その tl 

う ろ きんしん ちう  "  ： 

の 横町 を 迂路々々 して ゐ るが がない。 彼れ は 萩の 自宅に 謹愼 中であった が、 形勢の 急なる を 察して、 意 を 決して- 

はや か ご  とくお ■  . 

十 H 二十 五 R 山 口に 井上の 負傷 を 見舞 ひ、 早 駕籠 を 走らせて 三 mc:^ に 飛び、 德地 において 奇 兵隊に..； お を 

西 鄕の征 長 處分案  2： 一  五 
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含め、 『燈 火の 影 ほそく 見 ゆる 今 寄 哉』 と 行燈に 書き 殘 して 下關に 走り、 遂に 海峡 を 渡って、 箭 よりも 早く 筑 前に 

f ォ 去った ので ある。 燈影 今夜 影 細う して、 同志の 面て を も k じ 難き 有樣 であるが、 我れ 一度び 歸り來 る 時、 明 

く  J- う /V きょ，、. -*  とうか 5 き やうせ い びもく あ ふ 

煌々 たる 矩火を 手に して、 應に 諸君と 相 見る であらう との 意氣、 東行 狂 生の 眉 目 に 溢る るの 思 ひが ある。 

親ヲ捨 テ國ヲ 去ッテ }K 涯ーー 向フ。 

必^！兄斯ノ心世知ル莫シ。 

古へ ヨリ 人 稍ヲ蓋 ウテ 定 マル。 

てラ含 

豈  一一 口舌 ヲモ ッテ嘲 畿ヲ防 ガン ャ。 

術斷 &々、 秋風に 橫た へて 去らん とする 風雲 兒の、 蒼； 大を 仰いで 吟發 すると ころ、 自 から 別に 大志 ある を 思 ふべ 

きであった。 十一月 一日、 下 關の白 石 氏に 潜伏して、 彼れ が 二 州 を 顧みて 詠す るの 詩に 曰く、 

晚 シ來ル 狼虎ノ 穴。 

潜伏 シテ 君ガ家 一一 宿ル。 

ィ カント モス ルナ シニ 州ノ 裏。 

人心 亂レテ 麻 一一 似 タリ。 

かんて ラ  かいかく  かんれい 

秋風 は 人の 袂を砩 ひ、 寒 潮 は 高く 梅 角 を 洗うて、 世 も 人 も、 轉た 寒冷 を咸 ，せざる を 得なかった。 


【一一】 長 州 三 家老の 屠 腹 

西 鄉が征 長軍參 謀と して 廣 島に 著した の は、 實 にこの 時であって、 東行が 下關に 入る の 翌日、 卽ち 十一 e: 二日 

のこと であった。 吉川經 幹の 斡旋に よって、 長 州 は 頭の 下げられる だけ は 下げた。 十一 H 十二 日、 吉川は 惶々^ 

して 『伏罪 書』 を、 征長 總督の 軍門に 捧げた。 

伏 団非書 ， 〔元 治 元年 十一月 十二 日〕 

私本冢 家老の 內、 益 田 右衛門 介、 福 原 越後、 國司信 濃、 去 七月、 登 京 之 上、 不：， 泰 -I 貴 命 1 恐 多も對 ，11^ で 騷 

擾仕、 奉レ驚 M 宸襟 I 候 段、 全大膳 父子、 平常 之 申 付 方、 不行屆 之 罪科 難， 遁、 奉， 1 恐 入 1 候。 右に 付、 奉， I 歎願 1 

. 候 儀 も 御座 候處、 今度、 御 征伐 之 御 期限、 切迫に 及 候 段、 111 奉レ 伺、 誠に 恐懼 心痛 仕、 國中 一統、 彌 謹愼罷 

ひたすら 

在大膳 父子、 寺院に 蟄居 仕、 只管に 奉- 1 謝罪 1 候。 右三人 之 者 共、 處 置の 儀、 此 上の 御 差 圖相待 候 心得に 御座 

候 得 共、 今日に 至 候て 者、 却て 過 慮に 相當、 自然 御 嫌疑 を も 可， 1 相 生 1 哉と、 奉, 1 恐 入 1 候。 然者、 速に fig に 

處し、 首級 可 n 差 出 1 心得に 御座 候。 且叉、 私儀 謹慎 中、 越境 之 儀、 奉， 1 恐 入 一 候 間、 不レ 得， 1 止 事 一 殿が 愼、 罪 

を 幕府に 奉：， 謝 候。 何卒 御寬大 之御處 置、 厚 奉, 一 歎願 1 候。 誠惶 謹言、 誠惶謹 敬. IT 

十 一 月 十二 日 〔元 治 元年〕  吉 川 監 . 物 

西 鄉の征 長 處分案  四  一 4J, 
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し Jl  X  げ うてん— 

此の 伏罪 書に、 三 家老 を 厳科に 處 して 申 譯け をす るとの 一 條が 認めて あるが、 此の 書の 日附 された 當 日の 曉天 

ち *  t し 

伏罪 書に は關 係な く、 三 太夫 は旣に 夫. < 切腹して 死に 就いて ゐ たので ある。 情を以 つて 推せば、 一片 ュ私憐 の淚な 

き 能 はざる ものが あるが、 責任の 懸かる 所、 屠 腹 は 遂に 避くべからざる 數 であった。 

嘗て 周 布 政 之 助が、 三 家老の 中、 誰れ 一人と して、 蛤 御門の 變の 時に、 自双 する 者の なかった こと を i 憎した 

の は、 必ら すし も、 故な きこと ではなかった。 周 布 は 曰く、 

てい だらく ゝ ， 

『戰爭 が 敗け たからと いって、 家老が 一 二人とも、 オメく と 逃げ 歸 ると いふの は、 何たる 爲體 だ。 俺れ が 若し 

その 場に ゐ たなら ば、 今回の 事 は 藩主の 知った ことで はない。 1 切 萬 事 俺の 責任 だとい つて、 立派に 自 m して 

じ む 

了 ふの だ。 さう すれば、 幕府 をして、 征 長の 名 を 得せし むる ことはなかった に 相違ない。 太平の 家老 は 時務 

を 知らぬ から 駄目 だ。』 

つら あ  しっせ レ 

.と船 まして ゐた。 後に 周 布が 屠 て 死んだ の は、 三 家老に 對 する 面 當ても ある。 『武士と いふ もの は， 執政の 實 

任 を 負 ふ 時、 かう する もの だ。』 との 見せしめ も 充分あった。 

大事に 任す る 者 は、 輕. < しく 死すべき でない とい ふの は、 立派な 考 へに 相違ない。 併し 口に 大事 を唱 へて、 

心に 心を敏 r まにしよ うとす るの は、 I 棄 すべきで ある。 長 州の 三 家老 は、 機を兒 るの 明がなかった ので あつ 

て、 私慾の 爲 めに すると ころ は、 if もなかつ たが、 近年 政局に 立つ ところの 政治家に して、 重任の 懸かる とこ 

ち こ は、 一 死 をも辭 せない とい ふ大官 が、 果して 幾人 あるで あらう か。 


三 家老の 死 は、 流石に 立派であった。 第 一番が 益 田で、 彼れは德山の總持院で^^腹した。 第二 は 殿 司で、 これ 

は 澄 泉 寺であった。 福 原 は德山 侯の 子息で、 元德 侯の 令兄で あると ころから、 わざと 5 石國に 送った ので、 一 桥遲 

れて、 十一月 十二  E の 夜明けと なった。 彼等 は 幕 命に 先んじ、 1K 朝の 爲に罪 を 引いた ので ある。 

ざち ざい 

次で 宍戶 九郞 兵衞、 中 村 九郞、 佐 久間佐 兵衞、 竹 内 正兵 衞の 四參謀 は、 萩の 獄中に おいて 斬罪に 處 せられた。 

しょ つ 

これ を以 つて、 戰(^.责任者の處罰の意を明らかにして、 十一月 十四 口、 三 太夫の 首級 を廣 島に 送り、 阈泰 寺に お 

• たくら かっし 卞  くび ヒ つけん 

いて、 幕 閣板倉 勝靜、 目附 戶川钟 一 ニ郞、 尾 張 藩 家老 成瀨 li 一 肥 等、 IS 役人に よって 『お 實檢』 の 式 は 行 はれた。 そ 

して 『停戰 令』 は發 せられた。 

てい せん れい 

傳戰 AP  〔元 治 元年 十一月 十四日〕 

}：；3 利大膳 父子 事、 伏罪 之 姿 も相顯 候に 付、 當月 〔十 一 月〕 十八！ n、 攻懸り 日限 之 儀、 重て 一 左右 相 速 候 迄、 

攻懸可 V 被 1135^  口 1 候 事。 

十 一 月 十四日 〔元 治 元年〕  尾 張 前大納 言 〔征長 總督〕 

越えて 十一月 十八 日に 至り、 毛 利 宰相より、 征 長總瞥 府に對 して、 伏罪 待命 書 を 提出した。 

ふく  ^-.s たい めい しょ 

伏罪 待命 書 〔元 治 元年 十一月 十八 日〕 

西 鄕の征 長虚分 案  四 一九 
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私 家老、 益 田 右衛門 介 • 福 原 越後 • 國 司 信 濃、 去 七月、 於 11 輦下？ 騷擾之 始末、 深 奉 11 恐 入 1 候。 右に 付、 三人 

含ん こ  くわ り よ 

之 者、 禁錮 申 付、 御 差圖を 奉レ待 候處、 却て 過 慮に 相當 儀と 奉 レ存、 此度嚴 刑に 處し、 首級 奉レ備 II 御實檢 1 候。 

並 參謀之 者、 一 同、 斬首 申 付、 委細 吉川監 物 を以、 申 上 候 通 御座 候。 全 私 父子 平常 之 i せ、 罪科 難, 遁、 ^ 

レ之、 寺院 蟄居、 恐惶罷 在、 何分 之 御沙汰、 謹で 奉：， 待 候。 以上。 

元 治 元 甲子 年 十 一 月 

毛 利大膳 〔花押〕 

毛 利 長 門 〔花押〕 

を さ 

兹 において、 長 州 は 鬼 も 角、 沈静に 歸し、 征 長の 軍 は、 一 應、 局を牧 むる に 至った。 

【三】 西 鄕の防 長 處分案 

まや ラ じゅん  しょぶ し 

長州恭 順 の 誠 は、 斯 くして 明らかにされた。 次に 來る 問題 は、 果して 如何に 防 長を處 分すべき やの 問題で あ 

さ 5 とく ふ  IP- リタ やう 

る。 西鄕が 之に 對 する 意見書 を 總督府 に 上 まった の は、 十 1 月 十八 日であった。 建言 書の 要領に 曰 ふ。 

一、 大膳 父子 落髮 返隱、 最初より 末 家の 内に て、 暴擧 に不レ 組、 淸 末より 家督の 事。 

1、 下 之 關邊十 萬 石 削り、 暫時、 豐前、 筑前邊 ぇ守衞 被， 1 仰 付 1 候 事。 

I  、 上 之 翻、 大島 は、 前 一 一州え 同斷。 


一、 吉川、 此節、 兩國 平定 之 功に て、 御 直 勤、 被 11 召出ハ 且 本家 心附被 1! 仰 付 1 候 事。 

一、 宫軍發 向 之 印に、 山 口 新 城 屋敷 破 却 之 事。 

一、 宮市 ニニ 田 尻邊、 長府 より 國巷被 M 仰 付 1 候 か、 或は 公領に 被 n 召 上 1 候 事。 

西鄕の 心意 は、 長 州 を亡國 とする 考へ ではない。 出来る 丈け 速 かに 平和の 局 を 結ぶ とい ふに あつたから、 鬼に 角 

# がが 立ち さへ せば、 深く 敵地に 入る の 必要 はない としたの である。 西鄕の 左右に は、 伊地知 正 治が あって、 軍 

g が ついては、 彼れ が 西 鄕の敎 導であった。 西鄕も 亦た 伊地知の 智謀 を 知って、 平生 『軍略 は 正 治』 といって、 

はう すん  ， I 

一 切 を 彼れ の 方寸に 委して ゐ たので ある。 

十一月 十九 III、 西 鄕は書 を 小松帶 刀に 贈って、 當 時の 形勢 を 報じて ゐる。 今 その 大略の 意 を 取って、 次に 記し 

て兑 よう。 

1K しく わ  でう き 

『 …… 三 家老の 首級 實檢に 倫へ、 參謀四 人 も 厳科に 行 はれ、 旣に 條理が 立った 上 は、 今後の 處分 方法が 一大 雞 

審 である。 總督府 は 元々 勇斷が 出来ない ので、 十八 日 も 永 井 主 水 正、 戸川 絆 三郞へ 利害得失 を談 じ、 事 ここ 

さ -  A してん  まくろ 

に 至って、 猶ほ些 々たる 利害に 囚 はれて、 久しく 寒天に 軍兵 を 暴露して ゐ るの は 宜しくない。 匆々 局 を 結ぶ 

ベ き で あ る を說 き、 建言 書 を 總督府 に 上 まって 置いた。 

總督府 では 〔一〕 周 防 一 國は 悉く 召 上て 吉 川に 與へ、 〔一一〕 德山 は從前 通りと し、 〔三〕 萩領は ー應告 川領 とした 

ならば、 人心 安堵す るで あらう との 意見で、 この 處置 は、 一 應江戶 政府の 指揮 を 待たねば ならぬ とい ふ 意見 

西 鄕の征 長 處分案  四 ニー 
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ぐん ぢん  らち 

である。 政治 上の 掛け引き ならば も 角、 軍陣の こと を、 こんな 悠長な 態度で は、 到底 が 明かぬ。 そこで 

, しょぶん  ， 

自分 は、 速 かに 軍令 を發 して 處分を 命じ、 彼れ 若し 聽 かすん ば、 堂々 として 打破 ぶるべし と 論じ 立てた とこ 

ろ、 總督 もどう やら 自分の 意見 を 用ゐる ことにな り、 いよ./ \ 本日 處分 案が發 せらる る 趣きで ある。 その 箇 

條と いふの は、  • 

I  、 脫走五 卿 を 差 出す 事。 

は やく 

一、 山 口 城 破 却の 事。  ， 

らくちゃく 

の ニケ條 であるとの ことで あるが、 吉 川の 考へを も 聞いて 見る と、 この 邊 ならば、 穩當に 落 著 を 見る であら 

うとい つて ゐ る。 

くびす  允う ろ 

今や 艱難 踵 を 接して 到る の觀 があって、 苦心の 程お 察し を 願 ひ 度い が、 畢竟す るに、 難事に 當 つて は、 要路 

に 在る 者が 人事の 限り を盡 し、 名義、 條理の 正しき に 倚って 戰 ひさへ すれば、 更らに 遺憾 はない と 信す る。 

ヒ ま 

戰 つて 死す る も 謀って 斃 るる も、 結局 何の 差 もな く、 唯 だ 人 は 名分の 一 あしきに 從 つて 死力 を盡 すの 外 はない。 

大膳 父子の 處 置に ついては、 追って 總督 より江 戶 政府へ 具申し、 その上に て 決定す るで あらう から、 必らす 

酷の 處© のない やうに、 其 地 にても 充分 運動が 願 はしい ので ある。 萬 一、 ー國の 信義 を 失 ふやうな ことに 

二う ろん  げきとう 

なって は、 夫れ こそ 實に 一 大事で ある。 吉川 も； 犬 下の 公論 を以 つて 處置 さるる 上 は、 如何に 激黨が 起っても 

ちん 4,}  *，  げぎ丄 つ  し 

鎭 || は 必らす 一手に 引受け 申す が、 若し f 可 酷の 處分 となって、 ー國 を擧げ て激發 する 日に は、 如何と も 仕 か 


たがない と 中して ゐ るの は、 條理の ある 申 分で ある。 ：：： 』 〔元 治 元年 十一月 十九 日 小松帶 刀に 與 ふる 害〕 

だ. ilj うだう  くわつ 

人 窜を盡 して 條理を 立つ る は、 南洲 一生 を 通す るの 一 大 信念であって、 彼れ はこの 大公 道に 向って、 絶えす 濶 

歩して 行った。 鹿 勝 總督も 一 度び 西 鄕を毘 るに 及んで、 彼れ の 偉 器た る を 敬し、 主として 彼れ の 誠意に 親って、 

防長處 分 の 局 を 結ばう とした。 

一 橋 俊 喜が 『總督 の英氣 至て 薄く、 芋に醉ひ候事は泥ょりも^^！敷との說、 f 于の銘 は大島 〔西鄕 を 指す〕 とか 申 

由』 といった のに 見ても、 如何に 西 鄕が征 長 軍 中に おいて 重用 せられて ゐ たかを、 反證 する に 足らう。 

かくして、 

〔一〕 五 卿 引渡、 

〔二〕 山 口 城 破 却、 

〔一二〕 大膳 父子 蟄居、 

の 三ケ條 の處分 大綱が、 長 州政府に 向かって 發 せられた が、 右の 三ケ條 中に おいて 第一 の難關 は、 云 ふまで もな 

く、 五 卿 問題であった。 

此の 時の 五 卿と いふの は、 三條實 美、 東久世 通艢、 三 條西乖 知、 壬 生 基修、 四 條隆謌 の 五 卿 を 指 ざすので あつ 

だっさう 

て、 世に いふ 七 卿の 中、 錦 小路 卿 は 客 中に 歿し、 澤卿は 跪 走して 長 州に ゐ なかった からであった。 

五 卿 を 奉 する こと は、 實に長 州の 名譽の # すると ころであって、 獨り長 州 急進 黨 のみの、 奉じて 以 つて、 四方 

西 鄉の征 長 處分案  四 ニー 二 
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ぎんち 

に 矜持す るの みではなかった。 

おも  おもと  ほん さラ 

懷ひ 起す 文久 の歲、 毛 利 敬 親 侯 父子が、 袂を 連ねて 皇 事に 奔走した 所以の もの は、 實 に三條 以下 諸 卿の、 火の 

あや  げっけい うんかく  ふうさう 

如き 勤皇 心に 誘 はれた からであった。 一 度び 前後 を 誤 まり、 月 卿 雲 客の 諸 卿 をして、 風霜に 泣かしむ るの 身と な 

さしめ たの も、 思へば 長 藩の 責任であった。 

けんと じゅうらい 

捲土重来、 蛤 門に 問 ひ 詰めた の も、 要するに 七 卿の 身の 雲 を 掃 ひ、 淸凉 殿上、 曇らぬ 月 を 眺めし めんが 爲 めで 

あった。 事 悉く 志と 違 ひ、 勤皇の 諸將、 前後して 歿し、 身い よく 窮 はまり、 地い よく 狭ば まった とはいへ、 

しょうふ  きうて う 

ここで 五 卿 を 幕府に 捨て去る ことが、 何として 出来よう ぞ。 目に  一丁字な き 山間の 樵 夫で さへ、 窮鳥 は 之 を 殺さ 

すと いふで はない か。 まして 正義 を； 大 下に 伸べ、 死を以 つて 皇 事に 盡 さう とする 者が、 好んで 五 卿 を 敵陣に 投， f 

る ことが 出來 よう。 

死 を 以てお とめ 申す ぞ おとまりな され 

長 門の 國 にも 武士 は ある 

と、 髙 杉が 絡 叫した の も、 故 あるかな だ。 

ほん さう  しラ せん  ゐ しんく わい てん 

ここに 長 州 必死の 運動と なり、 薩の 奔走と なり、 土 佐 志士の 周旋と なり、 筑前 勤皇家の 同情と なり、 維新 回； 大 

じょ i  く  atli 

の 序幕 は、 開かれて 行った。 長の 高 杉 東行と、 薩の西 鄕南洲 と は、 期せす して 相 接近して 行き、 かくして 冥々 の 

裡に、 薩長 聯合の 勢 ひ は 作られつ つあった。 


〔四】 五 卿處分 問題と 長 州 

きに 七 卿袂を 連ねて 都 を 落ち、 今 は その 數を 減じて 五 卿と なると はいへ、 彼等の 一 圑は將 に 起らん とする 勤 

皇 派の 源泉であって、 彼等の 在る ところ、 卽ち 新時代の 曙光の 發 すると ころであった。 

幕府が 長州處 分の 最大 要件と して、 五 卿の 提出 を 迫 まった の は、 故な きこと ではなかった。 長 州內に gsi とし 

みな  0^5 

て 漲ぎ り來 らんと して ゐる、 急進派の 青年 等が、 何日 何時、 五 卿 を 擁して 大事 を 企て 來 るか 分らぬ 形勢 は、 如何 

ち どん  ばくれ う 

に遲： i; なる 征長 幕僚と い へ ども、 氣附 かざる を 得ない ことであった。 

じゃま もり 

それ 丈け に、 長 州政府の 當局 者に とって は、 五 卿 は 厄介物で あり、 邪魔物であった。 五 卿 あるが 爲 めに、 急進 

グ いもく  とりしま 

派が 何かと 名目 をつ けて 勢力 を 盛り返へ さう とする ので ある。 志士の 運動の みならば、 何とで も 取 りの 方法 は 


< わん けん 


ある。 勢 ひ 危うし と 見 ゆれば、 官權の カを以 つて 縛す る こと も 出来る であらう し、 入 i 牛 申し 付く るに も、 何の 遠 

慮 はいらぬ。 後の 崇 りが 恐ろしければ、 首 を 刎ねても 差 支 はない。 

にし Jo み はた 

併しながら 五 卿と いふ ものが、 錦の 御 旗の やうに、 その 中に 閃めいて 來て は、 簡單に は 手出しが 出來 ぬ。 將軍 

うく わつ  くぎ やう 

の植 カを以 つてしても、 迂濶に 手の 出せない 朝廷の 公卿で あるから、 事は頗 ぶる 面倒で ある。 そこで 何でも 五 卿 

を 長 州の 境 外に 出して 了 ひさへ すれば、 それから 先 は 何うなら うと、 我等の 知った ことで はない とい ふの が、 所 

* ゃゥ じゅんあい そ は 

謂 恭順 哀訴 派の 考 へであった。 そこで 征長 總瞥の 命令に 從 つて、 直ぐに も 幕府へ 差 出さう とい ふ 腹であった。 併 

、西 鄕の征 長 處分案  四 二 五 
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しながら、 事 はさう 簡 S 早に は 行かぬ。 權カ ばかりで 事が 極まるならば、 正義 *不 正義の 議論 は 必要がない。 仲び よ 

わかぐ さ  *J ぎふく は 

うとす る 若草 は、 大 石を以 つて 壓 しても、 石 腹 を 這 ひ 上って 地上に 出ようと する。 この 生々 の 力 は、 如何なる 植 

カを以 つてす る も、 遂に 滅 する ことの 出来ない 自然力で ある。 長 州政府 も、 この 自然力の 打 伸し 來る勢 ひに は、 

一考 も、 再考 もしなければ ならなかった。 

*  *  * 

し さう  けんあく 

五 卿 それ 自身 は 何ん な考 へで あつたか。 元々 百 戰を經 て 志操 を鍊 磨した 武士で もなければ、 疆ぶ 人心の 險惡な 

ふ ち 0  ちゃうし ラ くわん おい 

る 世相 を、 浮沈し 來 つた 政治家で もな く、 所謂る 長袖 緩帶の 公卿 育ちであって、 階 前に 花 を觀て は、 詩歌に 輿 

せいれん  うんかく 

じ、 靑 簾を榷 いて、 月 を 仰いで は、 管鉉を 弄する 雲 客であって 見れば、 唯 だ 何よりも 歸洛の 一 日 も 早 かるべく、 

願 ふに 無理 はない ことであった。 

養に 蛤 門 進撃の 時には、 長 州 世子 侯 も 出軍し、 五 卿 も 共に 東上の 軍 中に あった。 七月 二十 一 日 〔元 治 元年〕 潜 

i いはう  ともの みなと 

. 岐國の 多度津 港に 人 港した 時、 京都の 敗報に 接した ので、 已むを 得す 船 を 返へ して 辆港 に 返き、 更らに 上の 關 

に 引き上げ 來 つたが、 當時五 卿 は、 このまま 長 州に 歸るを 好ます、 長 兵の 勝敗に 關係 なく、 進んで 上京した いと 

いふ 希望であった。 

五 卿の 考 ふるところ は、 備前池 田 侯に 倚らん とする にあった らしい。 五 卿 は 惟へ らく、 我々 今回の 東上 は、 外 

國. 艦隊の 將に攝 梅に 入寇 せんとす る 大事 變に 際して、 蠲 でに 伏して 禳 夷の 大方 針 を 確立す るに あるので あって、 


浪士 等の 發と は、 固より 何等の 關 係がない ので ある。 我々 が 若し 京都の 敗報 を 耳に して、 直ちに 返却した とい 

ふこと になれば、 林， パ闕 を亂 した 浪士と 事 を 共に した ものと なる ので、 ST た 本意で ない。 {且 しく 輦 Is の 下に 進み、 

別に 木 心の^す ると ころ を 伏奏すべき であると。 

當時の^^情を陳べたる、 土方 摘 左衞 門の 日記に いふ。 

ちゃくせ 4 

同 二十 六日 〔元 治 元年 七月〕 九ッ前 頃、 防 州 上 之關に 着船、 直に 長 門 守 殿 〔毛 利 定廣〕 旅館へ 御 人被レ 成、 御 

. 議論 あり。 自分 共 も、 家老 根來丄 總、 側 用人 毛 利 登 人 初、 要路 之 面々 へ、 對論、 慕 頃 御旅館へ 御 引取に 付、 

御供 を以、 ！ 能歸、 於 11 御前 T 叉々 御 評議 相盡 し、 曉に 至り、 引取 候 也。 抑. -讚州 多 度 41： に 於て、 京都 敗北の 報 

知 有， 之より、 長 門 守 殿に は、 直に 御 引返 相 成 候。 五 卿 方 御船 は、 着 揃に 不, 1 相 成？ 且つ は 夜中、 數艘の 飛脚 船 

ともの みなと 

を以、 一 お 備後辆 港 迄、 御 引取 相 成 候樣、 頻 に申來 候に 付、 無：， 已御 引返 被：， 成 候處、 長 門 守 殿 は、 旣に防 

州 上之關 迄、 御 引取 被レ成 居候に 付、 此處 にて、 御 評議の 次第 は、 今般 上京の 義は、 外夷攝海に^-寇の風ir 

厶厶し だう もん fc  <3 厶厶厶  厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

【I に 志 道 聞 多 〔井上馨〕 5： 藤 俊 介 〔博 文〕 英國 より 歸來の 節、 申出 候 次第 も有レ 之、 不三谷 易 1 皇國の 大審に 付、 

厶<3 厶 厶厶 厶厶 A 厶 厶厶厶 AA  A  A  A  A 厶<1 厶 <!厶<1 厶厶 AA<1A 厶 ム厶 <JAAA 厶厶厶 

押て 伏 n 闕下？ 御懇訴 被レ成 候て、 ^と 叙 慮 御 伺、 國是御 取 極 被レ成 度、 御宿 志に て、 ^迄 御進發 被い 成候债 

厶<1 厶 厶厶 厶厶な 厶厶厶 厶厶 A 厶厶厶 厶<1 厶厶 厶  _ んん ざい  ： 

なれば、 ： 人 王 山 一列、 暴動 之 事 は、 初より 關 係之譯 無， 之、 彼等 は 別々 脆 藩 致し、 主人 之宽 罪相訴 申より 起 候 

故、 此儘御 引返 被：， 成 候て は、 最初よ， 0 の 御 趣 皆、 不 n 相 立？ 先手 之 者、 敗れ 候に 付、 引取 候樣、 ，：：： 然相 成、 

以不 n 相濟 1 譯に 付、 是非共、 御 引返 之 事 不レ可 レ然。 此儘 上京 被レ成 度、 御 趣意に 候 55 共、 若し 右 之 情實、 陳 

西 鄕の征 長 處分案  四 二 七 
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疏に 至らす。 於 二 途中 1 被 11 相 支 T 空 敷 叛名を 受け、 御 斃被レ 成 候檨之 事、 有レ 之て は、 愈- -以御 心外 之譯に 付、 

厶<1厶ム厶<^厶 厶厶厶 • 厶，  <1厶 厶厶 A  厶厶 厶厶厶 AA 厶厶厶 A  厶 A 厶厶厶 厶. ；1<3厶<;1<:1 ^  A 

是 より 直に 備前 〔岡 山 藩〕 へ 向 ひ、 池 田 侯 〔茂 政〕 に 御 依頼 被， 成 候 得 者、 此侯は 兼て 有名の 國? 寸 t!l:、lii^ 

心 之處、 貫徹 候樣、 周旋 も 一? レ有レ 之と 申に、 一決 相 成候處 へ、 長 門 守 殿より、 頻々 の 使節に て、 何分共、|^1 

厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 かみの *- ぎ厶 厶 厶厶厶 厶厶 

他領 一 滯在不 レ宜候 間、 一 先領內 上之關 迄、 御 引取 被レ成 度、 同所に て、 父子 連 席の 上、 篤と 遂, 1 御 熟議 7 其 上 

にて 御 進 返 之 處も相 決 申 度 段、 被 n 申 越 T 遂に 不レ 得レ止 事、 當地 迄罷下 候義に 付、 五 卿 方、 右 之 御 趣 3曰 を以 

C めんぎ 

て、 御 面 議有レ 之、 尙叉、 水 野 丹 後、 自分よりも 御 趣意 名分 之處、 議論 致 候 也。 〔回天 實記〕 

五 卿の いふと ころ 亦た 理 なきに あらす であった。 併しながら此の議論には長州側では頗ぶる持て餘まさざる^:^ 

ねなかった。 何とい つたと ころで、 藩の 家老が 三人まで 馬 を 揃えて 出陣して ゐ るので ある。 藩主 も 船 を乘り 出し 

てゐ る。 先手が 敗軍した のに、 自分 等 は 何等 關 係がない として、 東上して 見たところで、 十目の 見る 所、 烏 は 烏 

りく  4- つ  こ ひ 

に 相違ない。 そこで 藩主 は 辭を卑 くし、 五 卿に 說 いて 切に 一 應歸國 されん こと を 懇請した ので ある。 


せう けんかく  だ ^ 

五 卿 は 鬼 も 角 も 三 田 尻に 移って 招 賢閣に 人り、 ここで 叉々 駄々 を こね 出した。 然るに 八 月 に 入って、 外 艦姬島 

に來 り、 長 藩 を 擧げて 攘夷の 先驅を するとい ふ事變 が勃發 したので、 國 難の 振り かかる を 見捨てて去る 譯 にもな 

らす、 殊に 豫 ねて 期す ると ころの 攘夷の 實行 でも あり、 傍ぶ 五 卿 は 再び 山 口に 移る に 至った。 

窮乏の 長 州 は 外 夷 を擊っ ことが 出来す、 一 も 二 もな く 和議に 及んだ こと は、 五 卿に とって は 何としても 殘念千 

萬な ことであった。 深く 長 州の 事情 を 知らば、 面を蔽 うて 和議 を 結ぶ の 已むを 得ざる 理由が、 明らかにされ るの 


い ちづ  S たん 

であるが、 ー圖に 攘夷 を 思 ひ 込んだ 五 卿に は、 和議の み、 徒らに 嗟歎の 種と なった。 

そこで 長州頓 むに 足らす との 感情と なり、 再び 備前藩 池 田に 倚る の議が 持ち 上った。 五 卿 は 招 K 閣 において ^ 

し は ぎよし う  ち また 

次 その 去就 を議 し、 大意 は 長 州 を 去る に 決した が、 繽 いて 長 州 は 内 亂の 巷と 化し、 外に は征 長の 軍に 接し、 内に 

,  .  ひつ はく きょくてん  きう じ a- う 

は 兩派相 (辛 ひ、 實に長 州 を 擧げて 逼迫の 極點に 達する と 見られた ので、 流石の 五 卿 も、 この 窮狀を 見て は、 去る 

うか *- 

に 忍びす、 暫 らく 足 を 留めて、 形勢 を 薪 ふこと になった ので.^ つた。 

なんじ 

その 中に 征長 幕軍の 五卿處 分と なり、 難事 は 五 卿の 身邊に 降り かかった。 事 旣に玆 に 至って は、 長 州を頓 まな 

ぃ譯に 行かす、 急進 諸派 を、 唯一 の 頼みの綱 として、 一 片の 正義 を、 混 亂の卷 に 樹て繽 けようと した。 思へば 五 卿 

、  あは 

の 心事 も 亦た、 潤れ むべき であった。 

尊皇攘夷 を以 つて、 唯 一 のヌ旆 とする 長 州の 急進派 は、 五 卿に 對 する 政府 當 局の 態度、 征長總 督の媳 分に 對し 

. がいぜん 

て 慨然と して 起たざる を 得なかった。 

彼等 は 五 卿 を 奉す るを以 つて、 長 藩の 名 譽の存 すると ころで あると し、 五 卿 を 幕府に 渡す こと は 勿論、 他 藩に 

きん ざ  まもりほんぞん 

遷座す る こと も、 共に 許すべからざる ことで あると した。 實に五 卿 は 長 州 尊皇 黨の守 本尊であった。 

40 うぢ >/ 

奇兵 胺を 中軸と する 諸隊 は、 日 一 日 過激 化して 行った。 最早 や 今日の 情勢で は、 何よりも 先づ 俗論 政府 を 倒す 

の 外 はない とい ふので、 山 口に 總勢を 合し、 五 卿 を 奉じて 長府に 移った。 その 理由 は 山 口 は 土地が 廣く、 何處か 

おそ 

ら でも 攻め 掛かられる 惧れが あるから、 少人數 の 好く 守り 得る ところでない。 寧ろ 長府に 移り、 豫 ねて 同情 を 有 

西 鄕の征 長 處分案  四 二. 
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じ やうぎ やう  0 

せらる る長府 侯の 力 を も 借らう とい ふ考 へであった。 土方 楠左衞 門の 日記に、 當 時の 情 況 を 記して ゐる 

【十一月 十四日】 今日 亦 引 籠 候。 夜半に 至り、 奇 兵隊 中より、 急 f を以、 密書 差 越 候に 付、 披見 致 候處、 今 

JiK/rn/ リた いぢ 

般 於-一 萩 表 1 諸隊 討伐 之 命 を 下 候 由。 然る 上 は 最早 猶豫 も難レ 成に 付、 俗論 返 治の 義兵 を 起し 可レ 申、 は ロは攻 

ns 處も 有. 之、 土地 く之處 に附、 少勢 にて は 防戰1 ひレ， 依て f り 長府へ 赴き、 淸 末に 連り 兩處と 介 

力 を以、 馬關 に有ヒ Z 米 金 をず t ひ 候 事に 議論 1 決 致 候 間、 明日 は 直に 當所引 拂可レ 巾、 何卒 右 之 趣 條公御 初、 

屮上吳 度、 尙 明日 諸隊 一 銃 罷出候 上、 諸 卿 方 も 長 府へ御 移轉之 俵、 可-一 願 上 1 皆申來 候に 付、 早速 書面 相認、 

諸 卿 方 御 許 へ 差 出 候 也。 

【同 十五 日】 早曉、 病氣を 押し 參殿、 諸隊 屯所 迄 急使 被-申 付ハ 早馬に て罷越 候處、 野 村 靖之助 も 亦 馬に て 

參 合せ、 夫より 共々 諸 隊長 等に 商會、 色々 ill 致 候 末、 乘切 にて 引返 申 候。 野 村 は 途中に て 落馬 致し 候へ 共 

格別 負傷 も 無 レ之仕 合な り。 夫より 參殿致 候處、 追々 諸隊 兵士 打揃罷 出、 隊長の 面々 拜_謅 の 上、 御轉 座之傣 

I1gr。 依て 諸 卿 方に は にて 御 評議 秦、 九ッ 時より 御 出馬に 相 成 候。 讓隊 I となり、 奇 兵隊 

中 軍と なり、 八幡. 膺懲の ニ隊は 後軍に て、 諸 隊$ 々鄉 火砲 共拽 かせ、 頗 ぶる 勇壯の 事な り。 自分 〔土 

方〕 ま 甫靱負 迄 御 使者 被， 一 申 付 一 候に 付、 早馬に て罷越 候處、 不在に 付、 直に 政事 堂に 至る。 亦た 在らす。 色 

色相 尋候 末、 湯 田 御殿へ 參候樣 承り、 直に 跃付 引返し 漸く 面會を 得たり。 自分 曰、 翁に 諸隊士 共、 建議 書 を 

奉り 候處、 探 用 無， 之に 付、 今や 彼等 は 長 府へ立 越 候 上、 更らに 陳謝の 模樣 あり。 宰相 殿に は、 兼々 諸隊鎖 


之 事に 付、 諸隊 方へ 御 依 親 之 筋 も 有 レ之候 段、 此 度の 御 出向 も、 右の 御 趣旨に 外なら す候ヒ E 申述、 宰相 

御 父子への 御 書簡 を も 相 渡 候 上、 入レ夜 出立、 四ッ半 頃、 漸く 香 川驛へ 著の 處、 浦靱負 も亦來 合せ、 條 公へ 

かんお •> 

拜謁の 上、 尙叉御 直に 御 使有レ 之、 一 々御 議論の 趣、 感 戴の 上 引取 候。 〔回； 大實 記〕 

當時諸 隊の兵 を 合して 八 百 人と 噂され たが、 事 實は或 ひ は それよりも 少數 であった かも 知れぬ。 大概 は 二 男 三男 

速であって、 後に 政府 當 局の 强應に 堪えす、 一群より 脫 した 者 もあって、 その 數は； 大 下に 呼 號 する 程で なく， 稍 

減少の 倾 きもあった。 併しながら 諸隊 がいよ/ -ii して、 五 卿 を 長府に 移した こと は、 少なから す、 政府 當局 

者 をして 危惧せ しめた。 

一方 1^-4^ 軍との 間にお いて、 今や 事な く 和議が 實 現されよ うとして ゐる 刹那、 『五 卿 引渡し 斷然相 成らぬ』 との 

一国が 蜂 el して は、 時局 をして、 益 >M闲 難なら しむる のみで ある。 萩 政府 は、 毛 利 上野に 兩 三人 を 附 して 長 府に 

派遣し、 諸隊の 隊長に 說 諭せし むる ところが あつたが、 結局 は說 論が 說諭 になら す、 (^ ぷ 感情 を激 せし むる に 過 

ぎなかった。 長府 侯に も iil^ を 命じて 見た が、 旣に 火の ついた 油 は、 水を濺 げば 濺ぐ ほど、 廣 がって 行く のみ 

であった。 

【五】 五 卿 問題と 西 鄕吉之 助 

.IV フば *  41 んれぅ 

諾隊が 五 卿 を i して 長府功 山寺に 人る の 報 は、 萩 政府 を狼狠 せしめた のみでな く、 廣島 にある 征長 幕僚 をも騷 
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がせし むる ものと なった。 吉川 は、 香 川 諒を征 長 軍 營に遣 はして、 具 さに 事情 を 述べ しめたが、 總督の 意見 は更 

らに 決する ところがなかった。 

西鄕は 心中 深く 長府の 形勢 を薆 ひた。 情義に おいて 長 州 志士が 五 卿 を 擁護 せんとす るの 壯擧 は、 すべきで 

はなかった。 併しながら 防 長の }}< 地 を 保存し、 一 日 も 早く 和平の 局 を 結ばん とする 上から は、 穩 やかに 五 卿 を 移 

すべきであった。 西鄕は 進んで 總督に 面して いった。 

『五 卿 は 宜しく 九州 五 藩 〔薩摩 *筑 前 • 肥 前 • 肥 後 ニ巩 後〕 に 分 座せ しむべき である。 そして 五 藩 をして 夫々 

ひ れき  きん ざ  が 

誠意 を 披瀝して 五 卿に 說 かしむべき であるが、 斯 くして 尙ほ 遷座 を肯 へんじない とならば、 已むを 得す、 斷然 

じ ゃラ ま 

征討の 兵を發 すべきで ある。 情誼 を盡 して、 說 得する 丈け は說 得しなければ ならぬ ので あるから、 自分 は自か 

ら長府 に 入って、 五 卿に 說 いて 見よう。』 

てい 1^  いち ゲく 

との 意 を 述べた ので、 總督は 西鄕の 提議に 一 諾を與 へ、 西鄕は 進んで 防 長の 國境を 踏まん とする の 決心 を 据えた。 

十 一 月 一 不日、 西 鄕が小 倉に 在る 島 津主殿 及び 同 求 馬に 與 ふる 書簡に、 此の 一 節 を 左の 如く 書して ゐる。 

西 鄕ょリ 島 津主殿 • 同 求 馬に 與 ふる 書 〔元 治 元年 十 一 月 二十日〕 

な 《^ ゆ. tQ 

ま 十五 日 〔十一 月〕 迄の 形 行 は、 伊地知 正 治より、 御聞屆 被, 下 候 はん。 然處、 三 條初五 人 之 公卿 方、 去 十五 

ば うげ さたう  し さ-. ► 

日 〔十一月〕 暴激黨 五六 百 人 餘り相 率、 長府之 方へ 動 座 有 vN 候 由 相 達、 仔細 不 -I 相 分-候 得 共、 定て 同類 を 


集、 暴擧之 企に 而有レ 之との 事に 候。 就而は 今日、 ^紙 之 通 總督府 より 御 達 相 成 〔筑 时轉」 lij 令〕 一 先筑 前より 

五 卿 方へ 說得 致し、 其 上 承引 無：， 之 候 得 者、 可， 救 道 も 無 之、 左 候 はば、 臨機 之 所 m は _个11 相 成 1 候而 者、 相濟 

敷、 右に 付、 拙者に は 早く 其 許 之樣、 致， 1 渡海 1 答に 候 得 共、 伊地知 E 治に も 未歸著 無：， 之、 愛 許 も 支 候 

つも 《-  な U- ゆき あらまし 

間、 幸 今日 越？ S 某兩 人、 飛 船 取 立、 渡海 之賦に 付、 形 行 荒增、 得， 1 御意 1 候而、 當所 之人數 も、 總て其 元へ 差 

渡、 合レカ 之賦候 問、 蒸 汽船 ニ艘、 早々. 御 差 廻 可レ給 候。 大阪 より 當所 迄、 荷 方 船四艘 にて、 乘船相 濟候得 

共、 常時の ；大 氣柄、 難 n 取究 1 候 間、 ニ艘 丈、 御 差 越 給 候へば、 都合 三艘 にて、 可也 相濟 可：， 申、 筑 前へ 者、 今 

しばらく は. £  おし 4- 

日 〔十一 月 二十日〕 御 達 相 成 候 間、 暫者間 も 可 レ有レ 之 候 間、 當所引 拂可レ 申、 左 候て 蘆屋 〔筑 前〕 へ當 所人數 

人 込 丈、 陣取 御手 當御取 計、 可：， 被：， 給 候。 飯 料は當 所より、 持 越 申 候。 左 檨御含 可：， 被レ給 候。 此旨、 旁御掛 

引 申 進 候。 以上。  - 

十 一 月 二十日 夕 〔元 治 元年〕  西 鄕吉之 助 

廣 島より 

島 難 ■ 主 殿 殿 

島 津求馬 殿 

. 追て、 前以 飛脚 立、 是 迄の 事情 も、 委細 申 進 ® 候 得 共、 折節 幸便 有レ 之、 相 託 申 候 間、 此 仁より 何も 御 間 

取可レ 被, 給 候。 常 所よりの 人數 は、 L.- ド千 人位に て 候。  、 
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つと どラ けん 

死を以 つて 五 卿 を 守らん とする 長 州 諸隊の 形勢 は、 旣に 尋常 一 樣の說 得で 行かぬ こと は、 西鄕の 夙に 洞兒 すると 

ころであった。 彼れ は、 此の度 こそ は 一 戰の外 は あるまい と 決心し、 廣島 にある 薩兵 は、 悉く 之れ を 九州に 移し、 

筑 前簏屋 にある、 薩 軍の 本 營に 合し、 萬 一 に備 へた。 

ぎ よわん 

西鄕は 十一月 二十 一日、 遂に 廣島を 去り、 二十 三日 小 倉の 軍營に 達し、 五 卿 問題の 解決に 向って、 彼れ の E 腕 

つ はめ  たいく わい  P 

を 揮 はんとす るので あった。 長 州、 土 佐、 筑 前の 志士 は 燕の 如く 往来し、 西鄕 は雄然 たる. 塊 を 其 間に 現出した。 


【六】 筑前 藩士の 斡旋と 西 鄕吉之 助 

ふんき ラ  きょち ゆうて うてい 

元 治の 末年、 長州處 分より、 延 いて 五 卿 問題の 紛糾した 際に、 薩長の 當事者 以外に、 此の 問題の 爲に 居中調停 

の勞を 執った もの は、 土 佐 及び 筑 前の 有志 家であった。 土方 楠 左 衞門は 夙に 五 卿の 左右に あって、 寢食を 共に し 

はし もとて っゐ 

てゐ たが、 時局の 紛糾す るに 從ひ、 土 佐より は 中岡愼 太郞、 淸岡半 四郞、 井原 應助、 橋本鐵 猪、 那須盛 馬、 濱田 

はや か はやう けい 

辰彌、 池大六 等の 有志が 長 州に 入り込み、 筑前 藩から は、 加 藤 司書、 喜 多 岡 勇 平、 月形 洗藏、 早 川 娘、 小智 冲 

ばくわん かいき やう 

平 太、 眞藤 登、 矢野栴 庵、 黑 城、 伊丹 眞 一郎、 今 中 作兵衞 等の 有志が、 前後して 馬^ 峽を 往復し、 主と し 

あっせん  ，  ゐん やく  ,  n さ .5 

て 五 卿問题 について、 斡旋す ると ころがあった。 而 して 之が 背後に あって、 筑前 勤皇 黨を、 隱 約の に 1^ 知 

縦しつつ あつたの は、 實に筑 前 支 藩 三奈木 城主、 Miw 播磨 侯であった。 

ゑんまん 

殊に 筑前は 一 水を距 てて 長 州と 相對 すると ころから、 力 を 專ら五 卿 問題に 注ぎ、 圓滿 なる 解決 を 謀らう とした， 


喜 多 岡 勇 平の 如き は、 夙に 深く 長 州に 入. 吉川 及び 西鄕 等の 問 を 往復して、 大いに 割 策す ると ころが あらう と 

した。  ， 

けつ ぞ くくわん けい 

筑前 藩の 態度 は、 S 侯黑田 長溥の あるに して は、 伸び やうが 足りなかった。 長 溥は薩 摩の 島 津齊彬 と 血族 關係 

が あり、 夙に 海外の 文物に 接し、 頗 ぶる 進歩主義の 政治家で あつたが、 左右 その 宜しき を すして、 維新 冋； 犬の 

か ラげふ さんかく  ， 

鴻業 に參 割す る ことが 出來 す、 徒らに 薩長 をして 名 を 成さ しめたの は、 筑 前の 爲に むべき であった。 

たくしゅつ  う  ふんがい 

夙に 平 阈 臣のネ 出す る あり、 次で その 情熱 を享 けて 起った 勤皇 黨 の諸士 は、 藩 論の 煮え切らな いのに 愤慨 し、 

起って 12^ 溥を說 き、 逸んで 長 州に 入り、 五 卿を筑 前に 移して、 厭が 應 でも、 祖 藩の 國論を 勤皇 論に 引きす り 込ま 

うとした。 筑前^^志が長州の巷に往來し、 五 卿 遷座の 斡旋に 奔走した の は、 實に 此の 意に 於て して ゐる。 

ぎ ち 

五 卿 遷處を 一 日 も 速 かにして、 長 州 を 危地より 救 ひ、 他日の 大發を 待た うとす るに おいて、 筑前 有い ふの 意兑は 

長 州 恭順 派と 合し、 西鄕の 所信と I 付 節 を 合した のであった。 併しながら 彼等の 出發點 は、 佐幕に あらす して 勤皇 

レ ちる  う .*< く 

にあった ので あるから、 此の 勢 ひが 高衫 東行に 一縷の 望み を懷 かしめ、 一た び筑 前に 遁れ て、 徐ろに 羽翼 を 仲ば 

さんと 考 へしめ たので もあった。 要は 五 卿 を 遷 して 筑 前に 坐せ しめ、 藩 論 を 勤皇 派に 盛り返さ うとい ふ 腹が あつ 

て、 士！： 川に 行き、 西郷に 行き、 五 卿に 行き、 長 州 諸隊に 行き、 一意 遷座 を 促が さんと 努めた のであった。 

西鄕が 將に廣 島を發 せんとす るの 日、 小松帶 刀に 與 へた 書簡に も、 筑 前.；？： 志の 入說に 及んで ゐる。 
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小松帶 刀に 與 ふる 書 〔元 治 元年 十一月 二十 一 日〕 

*< ゐリ 

別紙 〔十一 月 十九 日の 書〕 の 通 相認、 昨日 坂元歸 京の 筋、 相：^ 置 候處、 一昨日 夕方、 岩國、 香 川 諒參、 三條 

は！ 5  ちんせい 

〔實 美〕 初、 五 人の 公卿、 激黨六 百 人餘、 相 具し、 長府の 方へ 動 座有レ 之、 萩より 追々 鎭靜の 者 も 差 出 候 得 共 

* さ •  うご. A 

承引 無レ 之、 子 紘チ 1 相 分 1 候 得 共、 長府を 語ら ひ、 萩の 政府 を 動し、 岩國 を打滅 との 風 說に候 由。 就て は此上 

は、 迚も |服 の 手に 及 候 儀に 無， 之、 詰り^^^-を不レ動候ては、 不- ー相濟 一時 機に 相 及 申 候。 然る 折 柄、 筑前 藩、 

ま， 3.zoi*  a  A-  A- 厶么な  <1<1<1厶<1 <3厶<1厶 A 厶厶  <1 厶厶 ，<1^  厶厶 ム厶 fLAA 1, 厶， -A 

喜 多 岡 勇 平 Ig, 口、 今 一往、 公卿 方へ 說得之 儀、 周旋 仕度、 表立 筑 侯へ 被， 1 仰 付 一 候 はば、 精々 盡カ 可-一致： a 一と 

^ま^?^、 だ，^ 限^ 相盡、 其 上 承引 無 レ之候 得ば、 致 方 も 無 レ之義 に 付 總督へ 細々 申込 候處、 齦 今日 別紙 

； -11、 ま^ き 一ぎ 41。 五六 百 人の 內、 浮浪 は證 &I 五六 十 人 内外、 其 外は總 て、 長 人に て、 二 男 • 三男の 輦、 

：尤 過半 率^の 者 共の. E に 御座 候。 就て は爱 元の 人數 も、 蘆 屋とー 手に 相 成、 萬 一事 破 候 節 は、 彼方より 攻懸 

の fl? にて、 蒸氣船 三艘， おな" 廻の 儀も掛 合いた し m は 候。 伊 〔地 知〕 E 治 .吉 井 〔友 實〕 も未歸 ¥ 个レ仕 候 付、 歸 

次第、 下 拙に は 廣屋の 様、 渡海、 彼是の 都合 共、 取 計 心 組に 御座 候。 昨日よりの 形 行、 右の 通 御座 候 間、 書 

添^^,,ゅ上1候。 恐愤 謹言。 

十一 月 二十 一日 〔元 治ー兀 年〕  西 鄕吉之 幼 

帶刃 〔小 松； 一 樣  . . 


書中に 『刖 紙』 と ある は、 總督 より 九州 各藩に 向って、 五 卿 引 請 方 を 命じた ものであって、 此の 1 令 は、 全く 喜 

多 岡、 西鄕の 斡旋に 基づく ものであった。 薩 藩に 與 へられた. 『達』 は 次の 如くであった。 

松 平 修理 大夫 

去年 晚走 致し、 是迄長 州へ 滯在之 三 條實美 初 五 人 之 輩、 長 州より 受取り、 一人 宛 御 自分 並びに 細 川 越 中 守、 

あづ^お く は づ 

有 馬中務 大輔、 松 平 美 濃 守、 松 平 肥 前 守へ 預 藍^に 候 間、 夫々 請 取 候 上、 引渡 方 共、 專被 n 取 計？ 尤も 請 取 方 

ん きのし よお 

. 雞 II 行屆 1 候 節 者、 美 濃 守 初、 申 合、 兵力 を以、 速に 臨機 所 置、 可 レ被レ 有レ之 候。 其 段 美 濃 守 初へ も、 中 渡 m は 

お 、一 nl?r_o  . 

伯.？ 

美 濃 守と は 黑田長 溥を指 ざすので あって、 特に 美 濃 守 を 頼まん とする 文意が あるの は、 總督が 薩* 筑兩大 藩の 勢 

力 を 信頼した からで あらう。 

筑前 藩士、 小智 小 平 太 *眞 藤 登 • 喜 多 岡 勇 平の 三人 は、 十二月 一 日、 五 卿 を 促が すべく、  土方 等を訪 うて、 具 

さに 事情 を說 明した。 

ちつ きん  せんさ 

『抑 M 我々 今回の 斡旋 は、 五 卿 それ 自身の 爲め にも、 長 州の 爲め にも、 安全なる 唯一 策と して 五 卿の 遷座 を 促 

がすので あって、 何等 他意が あるので はない。 總督が 五 卿 を 九州 五 藩に 預け、 警固を 任す る 上 は、 若し 長 州に 

おいて 之れ を 肯んぜ ざるに 就いては、 兵力に 訴へ て も 目的 を 達しなければ ならぬ と 沙汰す ると ころが あつたの 
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みつ ざ  え りラ 

は、 實は 表面の ことであって、 裏面 は薩の 西鄕と 我々 筑前 有志と が 密議し、 この 儘 五 卿 方が 長 州へ 淹留 あって 

ふく ゐ  ふくしょく 

は、 ；大 • 幕に 對 して 名義が 立たぬ から、 一 應筑 前へ 遷座の 上、 その上に て 復位 • 復 e,! の 周旋 をす る考 へで ある。 

此の 邊の 深意 を 察し、 一 日 も 早く 筑 前へ 御 動 座 あらせられたい。』 

と縷說 して ゐる。 これによ つても 五 卿に 對 する 西 鄕の眞 意が 解る と共に、 此邊 よりして、 次第に 他日 勤皇の 大運 

ほぅ，^3  くる 

動に 進まん とする^ 芽の、 見え 初めて ゐ るの を、 發 見す るに 困し まぬ。 

長 州諸隊 は、 一言に して 之 を 撥ねつ け、 五 卿 も 亦た 意 甚だ 進まない。 十二月 四日に は、 更らに 月形 洗藏、 伊丹 

もお 

眞 一 郞、 早 川 養 敬の 諧 有志が、 藩主 黑 K 長 溥の意 を 窟 ら すと 稱 して、 五 卿に 入 說し來 つた。 

十二月 三日 附を以 つて、 三條實 美が、 月形に 與 ふる 書簡 は、 好く 五 卿の 意 を 語る ものであった。 曰く、 

三條實 美よ リ 月形 洗藏に 送る 書 〔元 治 元年 十二月 三日〕 

此方 共 身上 之 儀に 付 美 濃 守 殿御 口上の 趣、 逐一 致 n 承知 1 候。 不肖 之 身、 乍 レ不レ 及 奉：， 安，！ 寢襟 1 度、 微 おに 有レ 

之 候 問、 天下 之 御爲に 付て は、 如何 檨共、 進 返 可：， 致 候。 然處、 於 11 當藩 7 此際內 輪紛& か^!^ 有：， か、 ずね 心 

厶厶厶  <d<d 厶厶 厶厶厶  厶厶厶 A な厶  厶厶厶  <1 厶 厶厶厶  么 厶 厶  <1厶 厶厶 厶  厶<1厶<1<1<:1 厶 .^1 

之 者 共、 殊 外動搖 に付き、 鎭靜致 居候 央、 此方 共 相 去 候 はば、 彌可レ 及 U 沸騰 1 も難レ 測、 皇國 之御爲 にも、 如 

何と 心痛 罷在 候。 且又 大膳家 來擧動 之 儀に 付て は、 旣三家 老臣 初、 加， 1 嚴刑 1 奉 レ謝候 上 は、 父子 返 隱等之 儀に 

不：， 及、 5a- 大 之御處 sa に 相 成 候 はば、 人心ま^ 激、 國情 平穏に 可？， 至と 存候 右 之 事情 御 推察、 御 周旋 有 V 之 


度 候。 宜御含 盡カ賴 入 候 事。 

十二  nsm  〔元 治 元年〕  一二 條實 美， 

e: 形 洗藏樣 

五 卿 は 長 州 を 去る の 意な く、 長 州 諸隊は f  if  、 殆ん 幕の つけ やうはなかった。 筑前有志 は、 更らに 

屈する f  く、 手 を變 へ 品 を換 へ、 菌し收 IT の 一路へ と、 ひたすらに 霞して 行った。 

【七〕 小 倉に 於け る 西 鄕吉之 助 

十一月 二十 三日、 西鄕が 小食に 著いて 見る と、 剐總督 府の長 州 處分論 は、 頗 ぶる 烈を 極めて ゐる ことが 解つ 

た。 越 前 藩、 肥 後 藩が 主と なって、 盛んに Mf Si く を 裏して ゐる。 慕府 側の 意見と して は、 御 尤な點 がないで 

もない が、 要するに 大勢に にして、 諸 藩の 實情、 殊に 長 藩の 内情に m い、 自分勝手に 近い 議論に 過ぎなかった。 

西 郎は越 前 副 將に敵 1^ して、 具 さに 實情を 述べて 言った。 

『開城 面 縛 も 結構で は あるが、 それ は 刀 折れ 矢寵 きた 最後に おいて、 始めて 要求すべき ことで、 未だ ー戰も 

しない 今 曰 t 置べき 霧で I い。 fi  M 城 面 縛 I まった I、 霞 を擧げ て、 如何なる 態 

^ んら ん 

度に 出る か を A へて 見ねば ならき とだ。 五 卿 を P するとい ふこと でさへ、 言の やう |亂を 來 して 

ゐ るのに、 若し 長 州 侯 父子 を S から ris り 出し、 大地に 頭 を 下げて 降參 せしめる としたら、 激し 切った 
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長 州 藩士 は 衆して 何と 思 ふで あらう。 「君 辱し めら るれば 臣 死す」 の篛愤 を 起し、 ここに 一大 難局 は 醸される 

に 決まって ゐ る。 

それに 幕府の 聯合 軍に 就いても 一考 を 要しよう。 三十 六 藩 を 連ぬ るの 大軍 といへば、 烕勢 はいいが、 實は御 

う が. * しう  ぎう はラ 

覽の 通りの 烏 合の 衆で ある。 その上、 諸 藩と も 財政 窮乏して 居って、 全く 戰意を 失って ゐる。 此の際 若し 名 

義 上に 囚 はれ、 長 州が 深い 決意 を以 つて、 降伏 を 請うて ゐ るの を 好い 事に し、 此の上 開城 面縳 などと、 頭 ご 

なしに 出たら、 それ こそ 取り返し のっかぬ 事態 を惹き 起す に 相違ない。 宜しく 大局 を考 へ、 1 日 も 早く if 和 

の 局 を 結ぶべき である。』 

ちんじゅつ  しょち 

と 委曲 を盡 して 說 明し、 敎 示し、 忠告し、 陳述す ると ころがあった。 聞いて 見れば 情理 ある 處置 でも あり、 旣に 

廣 島の 總督府 の 意嚮が、 決して ゐ るので あれば、 今更ら 強硬論 も 成り 兼ねる ので、 1^ も 角 も、 議は 西鄕の 意見に 

1 決した。 

ちか 5  もと だ ながお ね 

後に 西鄕が 近代 稀に 見る 帝 皇の師 として、 明治： 大皇の 侍講たら しめた 元 田永孚 は、 當時肥 後 藩の 一 有志と して 

小 倉の 陣營 にあった が、 元 田が 始めて 西鄕に 面する に 到った の は、 實に西 鄕が小 倉に おいて、 ぞの經 綸の大 策 を 

ろんじゅつ  くわい さラ 

論述す るの 時であった。 元 田は當 時の 西鄕を 回想して 云って ゐる。 

しんこ 

『余 在 藩の 日、 夙に 南洲 翁の 人と 爲り を閜 知す。 後 小 倉の 軍營に 於て 相 見え、 歎じて 曰く、 翁 は 振 古の 豪傑 

なりと。 其の i 宇 は 死生の 外に^ 洒し、 富貴 も、 貧賤 も、 威武 も、 其の 心 を 移す 能 はす。 王政 を 千古に 復す 


かう かう  L たん 

るに 至り、 海外 萬國と 中原に 抗衡 せんと 欲す。 則ち 其の 士 《膽の 雄大なる、 以て 宇 內を凌 1^ する に 足るな り。 

古への 謂 は ゆる 大丈夫なる 者、 翁に あらす して 誰れ ぞ や。』 〔南 洲遣訓 後書〕 

元 田 の 二百 は、 以 つて 好く 當. IS 南洲の 風.^ を傯 ばし むる に 足る ものが ある。 小 介 陣營 がー 朝に して 西鄕の 意见 

に 一致した の は、 決して 南洲雄 辯の 威力ではなかった。 彼れ の 言 ふところ は、 ，„ ^ぶと して 語 を 成さなかった けれ 

しぶ しん 

ども、 一片の 私心な き 彼れ の 胸中より 發 する、 情義 ある 所信に は、 何人も 同ぜざる を なかった ので あらう。 

東 5^ の歸 すると ころ、 大任の 掛かる ところ、 今や 疑 ふべ くもなく、 西鄕の 双肩に あった。 

ひん ほん 

西 鄕が小 倉の 軍營に 在る 間、 筑前 藩士の 來往 は、 頗 ぶる 頻繁であった。 十二月 一日、 五 卿に 從 つて ゐる 水^ • 

土方 等を訪 うた 越智、 眞藤、 喜 多 岡 等 は、 十一月 二十 七日、 小 倉に おいて 西 鄕と會 見し、 具 さに 五 卿 問題に 就い 

て 1 ぎした のであった。 喜 多 岡 等が 西 鄕の內 意で あると して、 一 先づ筑 前に 移って、 復職 斡旋に 盡カ する 決心で 

ある こと を 述べた の は、 筑前 藩士と 西鄕 とが、 深く 契盟 すると ころがあった こと を、 物語って ゐる。 土方の 日記 

0、 十一 一月 一 日 0 條に、 

十二月 一 日 筑前 使者 小智 小 平 太、 眞藤 登、 北 岡 勇 平、 三人 來 問に 付、 自分は水野丹後と共に面會€^處、 其 

趣 皆と 申 は、 今般 五 卿樣御 儀、 天幕の 命 を以、 薩兩肥 兩筑へ 御 預に相 成、 筑 前へ 御請 取 巾 上 候 上、 御 警護 可-一 

中 上 7 若し 長 州に 於て 相 担み、 手に 餘り候 節 は、 兵力 を以 つて 請 取候檨 御沙汰 有 V 之 候。 表 向 は 左様に 候 得 共 

西 鄕の征 長 處分案  四 四 一 


, - c  四 四 二 

舊 I て左繞 に铵グ 之、 ^os^l  〔西 鄕吉之 助〕 筑 I 謹 申談、 此 iif 御滯留 にて は 豪へ 

？  ^fpfr  ^isii^^r まき、 まき li^ ぎ需 達內 意な り。 

乍， 併、 裏面 通り S 付に て は、 長 州 家 f にも 致- -關係-候 事故、 謹 有囊、 承引 無 レ秦と 申 答 舊、 

I X て諸隊 北、、 大 不平に て、 頻に三 使に 迫り、 堂々 議論 申出、 今や 長 藩 四 境之圍 解けす、 主君 は 幽居、 國事 

多難 之 際、 五 卿 方、 他に 御 移轉 相 成 候て、 何 I 乎、 恢復 逢に 至るべき。 篤と i 之 心事、 酌 取 吳篇、 

ええ 利 有， 之より、 三 使 も 服 致 候， H なり。 〔回 天 實記〕 

iii  l^pf  osll-ll-o 西鄕 s 寶ょ？ 察しても、 筑 

遷座 後の 五 卿に ついては、 深慮す ると ころが あつたに 相違な レ  たき やう 

北 岡 等と は P にて 月形、 伊丹、 早 川 等が、 五 卿に 入說 したの は 十二月 四 曰であった が、 彼等 も 亦た 海峡 を渡 

る I、 西 鄕を訪 うて、 f に ifss あるきろ S ベ、 五 卿 霊 I" て 打合せ をして ゐる。 

十二月 grr 附を以 つて、 西 鄕が小 f り Ifl 向けて、 賺 の本營 にある 喜ん f に與 へた 蓄に、 筑前藩士 

と愿 との 關 係が、 如何に 議 ■ であつ たかを 察する に 足る ものが ある。 そ藝に 曰く、 

喜 入 攝津に 答 ふるの 書 〔元 治 元年 十二月 四日〕 

先日 御 答の 趣、 委曲 承知 仕 候。 夜具 等と i 手き 儀に 付、 策略 を 廻し 候との 御罷 も、 相 見得 申纖 共、 


定て 策略に て は 有 二 御， Ml 間 敷、 月形 〔洗 藏〕 長 州に 參掛、 於 ニ黑崎 一手 付 候 儀歟と 推察 仕 候。 爱：： 儿 にての 

■ 議論 も、 手早く 黑 崎へ 五 卿 方 を 御 廻し 可-一 申 上 一との 含 を も、 申 居候 事に 御座 候 得ば、 決て 右 等 0 品、 用意 仕 

m は 候 儀と 奉 レ^ 候。 喜 多 岡と は 全く 0 训手 にて、 示 合て 計り 候 儀に は 無二 御座； 勿論 月形と 勇 平 〔北 岡〕 と は 行 

遠に 相 成 候て、 面會 も不レ 致. 3 に 相 聞 得 申 候。 然處、 勇 平に は 先日 申 上 候 通、 說得も 出来 翁、 も ふ は 手 切 0 山 

€. 居候 得 共、 昨日 〔十二月 三日〕 月 形より、 一 左右 相 分 候處、 餘程 議論 も 能 相 立、 五 卿 方 は彌. -防長 を 離れ 

. 相 成 候 丈 は、 御 斷決相 成、 激黨 €J 折 合 も 付けさせられ、 勁 搖不レ 致檨、 御极ひ 被-一成 Si と 相 心得 "紙の 通 御 

書取 01 一條より 月形へ 0 甞簡を 指す〕 迄 も 申 下し 候 都合に 相 成 候 由。 就て は、 是 より 月 形、 激黨 0 者 共に？^ 

.  ち いん  なりゆき  つもり 

得に 打 凝の 處、 一 左右 も遲 引いた し 候に 付、 かく 迄 0 形 行 可， 一 申入 1 賦 にて、 n 十 川 養 敬と 申 者 を 差 返 候 IT 右 

あ. U まし 

等の 形勢、 荒 增申上 m は 候。 何れ 丁 上 は、 尙又 一人 相 返し 可 11 相 通 一と P 譯に相 成 候 IT 兩 三日 巾に 者、 

：^とか相分り！^^申、 其 上 は 早速 可, I 申 上 1 候 間、 左様 御 含 置 被レ下 度、 奉 一一 合掌 1 候。 喜 多 岡の 說と は、 大 に 校 

様相 變、 事の 成 そふな 向に、 被 11 相 聞 1 申 候。 此旨棘 略 0 働に 御座 候 得 共、 以， 一書 函？ 如レ此 御座 候。 恐： af 言。 

十：： n:- 四日 〔元 治 元年〕  西 鄉吉之 助 

攝 ：K  〔喜 人〕 樣. 

と あるに 依って 知らる る やうに、 筑前 0 有志 は、 夙に 西鄕と 期す ると ころが あり、 西 鄕が小 含-に 入る に 及んで、 

1 暦 密接なる 往復 を 重ねた。 筑前 藩士が 五 卿 を 擁し、 九州 雄 藩の 連合 を 策して、 他日 幕府に 當 らんと する 0 肥. 

西 鄕の征 長 處分案  四 四 三 
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む くむん ち 

に は、 西鄕が 全然 無關 知で ゐる 理由がなかった。 . 


& うん  tt んさラ 

玆に 機運 變遷を 見る。 西 鄕は苟 くも 征長軍 參 謀と いふ 形で、 東西に 奔走して ゐた €} だ。 併しながら 彼れ が 

だんろん  くわん き やう  み たく 

長 •  土 及び 九州 諸 藩の 有志と、 往復 談論す る 間に、 彼れ 環境 は 次第に； 大地 未柘 €^ 荒原へ と 移されて 行った。 

つま ぴ 

元々 西鄕 Q 一念 は、 長 州と 戰 ふに あらす、 長 州 を 救 ふに あった。 故に 彼れ は 小 倉に 来って、 四邊 0 事情 を詳ら 

かにす る や、 孤 身 海峽を 渡って 馬 關に向 はう とした。 そ 0 意 は 長 州 藩 土 0 確守 Q 爲 めに、 五 卿を筑 前に 移す こと 

ぐ わしんし やうたん 

であり、 大局 0 爲 めに、 暫 らく 臥 薪 i: 膽 すべき を說 くにあった。 

ほん さう  ぢ ざ 

此 間にお いて、 筑前 藩士が 如何に 熱心に、 五 卿 問題に 奔走し たかは、 五 卿に 侍 して ゐた 土方の 日錄 中に おい 

て も、 その 一 半 を 知る ことが 出來 る。 十二月に 入って、 略. -意 を遷應 に 決する 迄の において、 次の 如き 有志の 

往復が あった。  ： — 

十二月 一日 越 智小平 太、 眞藤 登、 北 岡 勇 平 来る。 

同 二日 三 使、 水 野 •  土方 會見。 卽日北 岡は筑 前に 向 ひ、 越 智*眞 藤 は廣、 島 總督府 に 向 ふ。 

同 . 四日 月形 洗藏、 伊丹 眞 一郎、 早 川 養 敬 来る。 三條實 美より 書簡 を H: 形に 與ふ。  ：： 

同 七日 馬關 において 長. 筑 有志の 會見 あり 、月形 盟主な り。 水 野 丹 後、 五 卿 側より 出席す。 

同 八日 水 野 歸來、 會見 不調 を吿 ぐ。 


同 十二 日 髙杉 東行 兵を舉 ぐ。 

同 十四日 土方 馬關に 赴き、 月形 始め、 筑前諧 有志と 會見。  .  . 

い うよ 

同 十五 日 5^ 丹 眞ー郞 、今 中 作 兵衞來 る。 三條 より 十日 問^ 豫の 書簡 を： 吶 士に與 ふ。 

同 十六 日 ni: 形 五 卿に， 詔し、 遷座 を 促す。 

同 十七 日 筑 紫衞來 り、 遷座 を 促す。 

. 同 十八 日 一 ニ條 四、 四倏： 吶卿、 此日發 程 一秋に 向 ふ。 

熱心な さ筑 前？； 5 士 の遊說 は、 遂に 五 卿の 意 を 動かす に 至った。 さう でなくても、 勢 ひ 旣に兹 に 到って は、 渡海 

に 決する の. 外はなかった であらう。 長？ ぉ內 の動搖 も、 4^ に は 鎮静の 兑 込が 立たぬ。 髙 杉の 擧丘ハ もあった が、 それ 

が 何お 鎭靜の 力と なり 得る や は、 未だ .J^ 易に 知るべからざる ものが あった。 

そこで 五 卿 は 十二月 十四日、 月形 等が 熱心に 人說 した 當夜、 fs- も 角 五 卿の 中、 三條 四季 知 • 四條 隨 歸附卿 を、 

fer  * んざ 

ー應获 政府に 行かし め、 藩侯 父子の 眞意を も 礼し、 長 藩への 信義 を 立てて、 愈. - 遷座の 意 を 決する に 至った。 翌 

十二 巧 十五 日、 5： 丹、 今 中の 兩士 に與 へられた、 三條の 書簡 は、 

, 此方 共 移轉の 儀、 明 十六 曰より 十 曰 之摘豫 を以、 萩 表 反 正 之 成否に 不レ拘 ノ必其 藩へ 可レ令 U 渡海 1 決定に 付、 

解 兵 之 儀、 早々 周旋 有レ之 度、 頼 入 候 事。 

十二月 十五 日 〔元 治 元年〕  三 條實美 

西 鄕の征 長 虚分案  ；.；  四 四 五  ， 


I 
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伊丹 眞ー郞 

江 

今 中 作 兵 衞 

かいさん 

と 書され、 一 日 も 早く、 征長 軍の 解散 を 周旋すべく、 俊賴 すると ころがあった。 

【参考】 征 長に 於け る西鄕 の動靜 〔越 前 藩 小 倉滯陣 日記】 

〔元 治 元年 〔甲子〕 十 一 月 一 一十三 曰の 記錄〕 

今日 薩州 家中、 西 鄕吉之 助、 藝州廣 島より 到着、 夕方 御 本陣へ 罷 越す。 同藩 吉井 幸輔、 同道な り。 本 多 修理、 洒井與 三 左 

衞門、 洒井十 之亟應 接、 吉之助 申閗候 は、 私儀 去月 〔十月〕 二十 三日、 大阪 表に て、 尾 老公よ リ御呼 出に て、 今般 長 州 御 

厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

追討に 付、 見込 通 如何 候 哉、 御尋に 付、 相 答 候 は、 今般の 御. SI 置 は、 敵の勢 を 離間せ しめ、 長 人 をして 人 を 討た しめ 候 

樣に致 候 こそ、 良策と 奉 レ存候 趣、 然る 處御直 命に て、 今度 征長に 付、 彼方より 謝罪 等の 儀、 萬 端 周旋、 取 极候檨 被 二 仰 

付 1 候。 尾 公 は 去る 十六 日 〔十 一 月〕 廣島 御着に 相 成、 私儀 は 去る 二日 〔十 一 月〕 廣 島へ 着、 直に 防 地 〔周 防〕 へ 入、 込、 吉 

川監 物に 面會、 今般 朝. 幕の 命 を以、 尾 公 を始、 諸侯の 官軍、 諸道より 押 寄 候 付て は、 旣に 天地に 不レ容 の 朝敵、 然るに 

啻 軍へ 對し、 抵抗 被 レ致候 哉、 ^問 候處、 吉川家 申 候 は、 必々 左 檨の儀 は無レ 之、 幾靈 にも 御 詫 致 候 心得と 申閗 候に 付、 左 

候へば、 早急 其 御手 段 可 レ然、 併、 御 詫に 付て は、 其廉不 11 相 立 1 候て は、 相 叶 申 間 敷、 如 レ斯々 々被 レ致候 はば、 其 筋 も 相 

立 申べ く 申閗、 廣 島へ 引取 候 由。 三 主謀の 者 指 出、 御 詫 仕度 旨 を 申立 候 故、 吉之助 も、 御請 取 被 レ成候 檨申上 候處、 尾 州 

にて は、 矢；^ 首に 致し、 指 S 可レ申 旨、 御 指 圖に相 成、 竟に三 臣の首 を 刎ね、 實撿に 具へ、 參 謀の 者 を 斬り、 監物^：！ら罷 

出、 御 詫 致 候檨、 相 成 候 趣、 然る 處、 廣 島に て大 監察 永 •  井 殿、 監 物へ 是非 面 線 開城に 迄 及ぶべく と、 被 二 申 渡 1 候に 付、 監 

物 は 額 色 靑醒、 はっと 御請に は 相 成 候 得 共、 引下り 申出 候 は、 開城 面 線の 御 厳命に 於て は、 4 がー 固 中の 士民 共、 不二 落 合一 


の 勢、 ^物 切りに は 御 諮 も難レ 仕、 此上は 無レ據 死守と 申に、 相 運 可レ申 哉の 趣に て、 其 座 は 相 濟候由 依て 吉之 助、 狗總 

督幷 監察へ 罷出 候.^、 其方に は 如何の 見込に 候 哉、 御 零に 付、 吉之 助、 相 答 候 は 『されば の^に 御座 候、 元 來而棘 開城 迄 

A  A  A  A  A  A  A  AAAAAAAAAAAAAAA  <1<1<-<1 ム厶 r<lfj、<l<l< ^厶 i.。  ，A  ； ドム ^  w、  ^ 

の 御内 意 候 はば、 始 より 周旋 も 談判 も 無用の 儀に て、 兵力 を 以て 爭ひ 候より 外 無二 御座 1 候。 面 縛 開 城と 申 は 城.！. 刀 折れ 

d<!1.Jl<a<a<il<3A ム AAA  AAAAAAAAA  A  A  A  A  A  AAA  AAAAAAAA^  A  A  ^  ^  ^  ^ 

矢盡 き、 十 死 一生と 申 時の 敵情に て、 官軍 封 境に 臨み 候迚、 一 戰 にも 不レ 及して、 其 儀に は 至り 申 間 敷、 0^又、 彼 防長兩 

A  A  A  A  A  A  A  AAAAAAAAAAAAAAAAAAAA  A  A  A  A-  A  ^  A  A  A  A  A  >  ^  Au,  A  ^  ^ ド、 

M 死守 仕る 時 は、 兵力 を 以て 爭ふ とも 恐く は 一年 や 半年に て は 成功 も 難レ計 曠日彌 久の內 討手の^5,>;^も疲弊に劐レ^^ 

厶厶 厶厶厶  <1  <i<i<i<:i<a<i<i<i<3 厶 厶厶厶  <" 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <!△△ 厶 厶 I 厶， 5! 厶 厶 A 

必ず 異論 扮起、 終に 爲 すべから ざる 勢に 相 成、 其 節 一 々御 紅 問に 相 成 候 共、 奉 命 可 レ仕藩 も無レ 之、 ^购の 御 威光 も 相 落、 

M<:1 厶厶 A 厶 A ム厶 厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  k  ：  '  'r  1- - - { 

土 崩： 九 解に 相 成 可 レ中存 候。 御 賢慮の 趣、 如何 拜承 仕度』 と 申 上 候處、 此方 にても、 左 檨に存 候との 事 也。 i! 打 解け 可 11 ゆ 

W1 とも 存候得 共、 席 柄と 云、 言の 圭角も 出 候 isT 其方の 手心 を 以て、 和氣 を以、 押 合候樣 にと、 永 井 殿 被 二 申 付 i 依て 又、 

乾物へ 應 接に 相 成、 今^、 大膳 父子、 末 藩 迄、 如何 檨の 罪科に 被 二 仰 付 1 候 共、 御請 可レ 仕、 自 判の 寄付、 お 二 指 出 i 新築の 

山 口 城 破 却、 五 卿^け、 同附屬 の脫藩 人の 盧置 共、 三條の 御請に 相 成 申 候。 扨、 右三 ケ條、 御 魔^ 相濟候 はば、 大 ii 父 

子、 並 末 藩 迄の 御處 置、 長 • 防御 削り 地、 等の 公 裁 被 二 仰 付 T 速に 兵 甲 を 御 解被レ 成、 近 國に境 上の 御 赞衞被 二 仰 付 1 候樣仕 

度 段、 上 候 it に 御座 候。 右兵 甲 御 解の 儀 は、 御 總督御 4- 權 を以、 御 指 圖に相 成 度、 若 哉、 幕府へ 御 伺に 相 成、 往復の^ 

時日 を 送り 候 儀に 候 はぱ、 弊 藩に 於て は、 只今、 兵 を 解、 歸 陣可レ 仕と、， 言を盡 して 申 上 候 由。 祖又、 ：；ii^^州御仕sの儀は、 

大膳 父子 は、 落 髮 返隱、 又 末 家淸末 は、 素より 激 徒の 謀議に 與 せざる 由に 付、 此人 を以、 毛 利 家 社稷 を 緩し め、 長^ を、 

^市 小 郡へ 移 居せ しめ、 下 之關、 大 cT 上 之 關邊、 十 萬 石 を 召 上られ、 且又、 古 川 監物儀 は、 宗家の 爲に遨 力し、 國難を 

救 ひ 候 功以、 大名に 御 取 立 相 成 候 はば、 伏罪の 心底 も 相 顯れ、 幕府！ a- 大の御 刑典 も 相 立、 長 防人 民 も鎭定 し、 天下 人心 を 

落 合可レ 中、 此 度の 御 處篋、 是 等の 所 を、 至 赏と存 候 趣、 . ^述 候處、 ：^^ム初、 大小 監察 も、 何も 御 同意との 事に て、 長 防 

御 仕 の 儀 は、 公 邊へ御 任せに 相. 成、 前 三 ケ條、 吉川監 物 御請に 相 成 候 句切り を以、 五 卿 受取 方 も、 夫々 相濟候 はば、 列 

藩の 兵 は、 御 一已に て、 御-取仕切 御 解：^ 二相 成 一と 御沙汰の 由、 右應 接、 終て. lis 之 助 il.s。 
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【八】 西鄕 遂に 馬關に 進む 

西 鄕が小 含に 來 るの 目的の 一半 は、 彼れ 自 から 長 州に 入って、 五 卿 問題の 解決 を 急がん とする にあった ので、 

彼れ は 小食に 著し、 形勢 を 明らかにした 上、 直ちに 海峡 を 渡って、 長 州の 土 を 踏む の 決意であった。 然しな が 

ら、 小 倉の 軍營 は、 西鄕の 渡海 を 危ぶみ、 諫止して 止. まなかった。 

それ は 長 州 有志の 薩 に對 する 反感が、 頗 ぶる 危險に 湖して ゐ たからであった。 

『- S 鄕 若し 來 らば、 生かして は m はけぬ。 馬 關海峽 は^ 摩 人に とりて、 正に 三途の川 だ ゾ。』 

との 激語 は、 頻々 として 小食の 陣 營に逹 して ゐた。 越 前副將 も、 殊に 西 鄕の身 避に 萬 一 のこと があって はならぬ 

と 心配した。 切に 人 長 を 制止す ると ころが あつたが、 西鄕は 更らに 意に 介せ ざる ものの 如く、 

『長 州 人と て、 鬼で もなければ、 蛇で も ござる まじく、 左樣 道理の 分らぬ 者ば かりで も ごわすまい。 大義に 

よって 得失 を說 いたならば、 情理に おいて 理解せ ぬ牮！ I はない。 それでも 聽 かすに、 暴力 を以 つて、 おい ドン 

9>き尺 く  St"  く  しか はね 

を f 权害 したならば、 现非曲 は 愈立以 つて 明らかで ごわす。 その 時 こそ、 西鄕の 屍 を 踏み越えて、 堂々 と 

して、 その 罪を釓 すべきで ごわせ う。』 

*5  く  そじ やう  さう しん 

屑々 たる 一片の 肉塊、 それ はた 何す る も のぞ。 旣に國 運^ 展の姐 上に、 壯身を 横た へて ゐ る西鄕 である。 一身 

の 死生の 如き は、 固と より^ 中に？ a くと ころで はない。 


さ  *.i ゆ  づ 

扨て その 年の 十二月に 入って 十一 日に、 西鄕は 遂に 吉井 友實. 稅所 篤の 兩 人と 共に、 長 人の 謂る 一 1、 一途の 川 を 

渡って 馬關に 上陸した。 

西鄕は 馬關に 入る や、 直ちに 長 州 諸隊の 有志 及び 土方 楠左衞 門、 中 岡 愼太郞 を 始め、 其 他、 筑 前の 諸 有志と 

相會 して、 その 素志の あると ころ を 陳述した。 十二月 二十 三日、 西鄕が 小松帶 刀に 與 ふる 書中に、 當 時の 事情 を 

記して ゐる。 

小松帶 刀に 與ふ る 書 〔元 治 元年 十 二月 二十 三日〕 

^ んど 

厳寒の 砌、 御座 候 得 共、 先以 御機嫌 能、 被レ遊 n 御座 T 恐 悅の御 儀 奉レ存 候。 陳ば、 先度 申 上 置 候 以後 は、 五 

卿 之 一條、 不二 相 運 T 色々 筑 藩よりも 心配 仕、 月形 洗 藏と申 者、 差 はまり 盡カ仕 候處、 五 卿 も 御開と 申義も 

相 決諸隊 之處、 半 方 は 折 合 も 付、 饞に 一 一 一隊 之 過激 之 論 も 有 レ之候 得 共、 餘程說 付 候 向に 成立、 私に も 一 遍は 

下 之關へ 罷渡吳 候檨、 月形より 申 遣 候に 付、 吉井 *稅 所 兩士、 不 11 聞 入 7 同道に て罷渡 候處、 諸 浪之內 四 五 輩 

も參、 一 夜 議論 も 有レ之 候。 諸 浪之隊 は、 一 同 歸順之 運に も 成 行、 隊長 之 者と は 兩度も 論判 仕 候處、 合 點も出 

來、 一向 五 卿 之 御開 も 相盡候 次第にて、 實に大 幸 之 事に 御座 候。 大概 激黨も 降伏 之 勢 成立、 相樂 居、 終 五 卿 

も 諸隊へ 斷然御 離れ 切と 相 成、 御 書取 を以、 十日 之 期限 も 相 極 候に 付、 萩 之 政府と 諸隊と は、 1勉 響の 如 相 成 

居候に 付、 其邊 調和 之 道 相 立 候へば、 一同 解 立 譯に相 成 候 付、 早々 岩國へ 志し、 出帆 仕 候處、 去 二十日 朝 着 

西 鄉の征 長 處分案  四 四 丸 
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いたし 候て、 吉 川へ 得と 談合 仕 候處、 能々 汲受、 此節 自ら 張 出し、 長府邊 へ直樣 踏込說 得の 含、 勿論 萩府に 

ての 俗吏 兩 三人 を 返け、 激黨 より 望を掛 居候 者、 兩 三人 も 引上げ、 調和の 筋 も 相 立賦に 御座 候處、 二十 一日 

朝 萩 表より 使者 岩國へ 相達變 動の 向 相 聞 得 候 折 柄、 岩國 より 差 出 置 候 人々 も 罷歸、 得と 承 合 仕處、 長 谷川 惣 

藏 〔尾 張 藩士〕 萩へ 參居、 餘程 せり 立、 打取の 策 を 立 候 向、 勿論 戶川 S; 三郞 〔幕府 目附〕 山 口 城 破 却 巡 見と し 

て參 居、 色々 被， ー責付 1 候 向と 相 聞 得、 十八 日晚七 人の 者 を 入牢 申 付、 翌日 は直檨 斬罪に 取 行 ひ 候 由。 前 田 孫 

右衛門 • 樹崎 彌八郞 • 山 田 叉 助 • 大和 國之助 • 渡 邊内藏 太 • 松 崎剛藏 • 毛 利 登 人、 此七 人に て 御座 候。 左 候 

て 末 藩 等へ も 人 數差出 候樣相 達、 千 人位の 勢、 获 表より 押 立 候 由。 激黨 の內に は、 蒸 汽船 ニ艘を 奪、 撫育 金 

と 申 を、 き 由。 何方へ 乘廻候 か、 いまだ 不二 相 分？ 繁 場より 届 申出 候 迄に 御座 候。 頓と 調和の 道も絕 ST 

こまつ  やぶれた ち  、 

殘 念の 事に 御座 候。 右 等の 拙策 用 ひられ 候て は、 實に 込た 事に 御座 候。 何分に も 右 檨破立 候、 て は、 施すべき 

策 も無レ 之、 勿論、 督府の 見込 不レ承 候て は、 如何と もすべき 樣、 無 レ之候 付、 昨日 廣島 迄、 參着仕 候。 岩國 

にて 說 得の 道 も 相 立 候 はば、 五 卿 受取の 儀 も、 相 決 候 付、 速に 解 兵の 策 を、 督府 へ說込 含に て 御座 候處、 案 

ほ U  ふくみ 

外の 次第に 成 行 申 候。 岩國 にて 承 候に は、 京師 にても、 水 人人 込 候との 風說、 粗 承 候 間、 速に 甌登 含に て、 

みたらし 

小 倉 表へ も、 書面 岩國 より 差 出、 尤、 人數繰 登の 儀 も、 荒々 申 遣 置 候て、 廣 島迄參 候處、 御手洗より、 伊地 

知 正 治 書面 相 達 居、 頓と 安心 仕 候。 兩 三日 も 見合 候 はば、 長 州の 模樣、 可, 1 相 分 1 候 付、 時機 次第に は、 早々 

こ -* もと 

罷登候 蒙、 可 レ仕候 間、 左 檨思召 可 レ被レ 下 候。 何分 爱 許の 處も、 不 n 見 止 1 候て は、 不二 相濟 1 候 付、 暫時 相控 


J!i リ ゆき  . 

居 申 候。 此 llni 大略 形 行 迄. S. 上 候。 恐惶議 言" 

十二月 二十 三日 〔元 治 元年〕  西鄕吉 之胁 

帶 刀 〔小 松〕 樣 

西鄕 が、 蹶 ^ 下關に 入って から、 岩 園に、 廣 島に、 往來 して、 長 州 恭順の 結論 を 得ん とする 奔走の 狀態 を、 詳 

細 に 記して ゐる。  . 

二方、 十二月 十三 日、 月形、 早 川が、 小 倉に 歸來 して、 西鄕に 示した 三條の 密書に は、 

三條實 美より 西 鄉吉之 助に 送れる 密書 0 兀 笆兀年 さ 一月. H 一日〕 

西 鄕吉之 助え、 極 密談 合 之 件々、 委細 聞屆 候。 當藩內 輪 之 紛亂、 鎭靜之 效驗相 立 次第、 筑 藩え 渡海 之 儀、 令 二 

決定 1 候 付、 吉之助 儀、 早々 出帆、 岩 國ぇ立 寄、 反 正 之說得 相盡、 筑 州え 罷越、 此上 精々、 周旋 致央 候樣、 

通達 賴入候 事。  , 

十二  c:: 十二 日 〔元 治 元年〕 

と 記されて あるが、 西鄕 が馬關 において 長 州 急進 黨に說 き、 五 卿 をして  一 口 も 早く 遷座せ しめ、 大局 を收 拾し よ 

うとす る 意圖、 那遷 にある か を 暗示す るに 充分で ある。 

西 鄕の征 長 虡分案  四 五一 
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【九】 髙杉 東行と 西 鄕吉之 助 

飜 へって 玆に 最も 注目すべき もの は、 高 杉 東行の 進 返と、 西 鄕吉之 助の 行動との 關係 である。 

だつ ぼん  あたか  ， ， 

世上 說を 成す もの は、 髙 杉が 脫 藩して 筑 前に 來てゐ た 際、 恰も 西 鄕が博 多に 来たのに 會 して、 ここに 兩雄は 

もとこ  でんしょう 

野 村 望 東^の 平 尾山莊 に相會 し、 他日の 薩長 聯合 を 約した といって ゐる。 此の 說は筑 前の 有志 及び 史家の 傳唱す 

ると ころであって、 他 書に は 殆んど 見えて ゐ ない。 

說を 成す 者 は、 時日、 人物、 場所 等 を も 明記し、 § さに 會 見の 實情を 述べて ゐ るが、 史 實に徵 して 信憑す るに 

足らぬ lb 說 に過ぎない。 兩雄會 見の 日 は 元 治 元年 〔甲子〕 十 一 月 十一 一日と もい はれ、 或 ひ は 十 一 月 十八 日で ある 

とも せられて ゐ るが、 それが 何れで あるに しても、 十一月 二十 一 日まで は、 西 鄕は廣 島に 滯 在して ゐ たの である 

から、 遠く 筑 前の 山 莊に現 はれよう 箸がない。 西 鄕が小 倉に 著いた 0 は、 十一 月 二十 三日であった から、 こ 0 以 

後に おいてな らば、 或 ひ は會見 Q 可能性 もな S とはいへ ない が、 生憎、 髙杉は 同じ 二十 三日 を以 つて 博 多 を辭し 

二十 五日 馬, に歸 つて ゐ る。 

ャゐ しょ 

これ 等 0 史實を 全く 無視し、 兩雄會 見を假 りに 承認して 見ても、 疑問 は 隨處に 起って 來る。 それほど Q 重要な 

會 見であって 見れば、 當時 C> 數 多き 南洲 0 書簡 Q 中に、 何處 にか 一言 これに 及ぶ ところがなければ ならぬ。 或 ひ 

^片影 を 察する 忙 足る ものがなければ ならぬ。 當時西 鄕の發 した、 書簡に 就いて 見る に、 


十一月 十五 日 

十 一 月 十五 日 

十一月 十九 日 

十一月 二十日 

十一月 二十 一 日 

十一月 二十 五日 

十二月 四 日 

十二月 十四 日 

十二月 二十 一二 日 


〔喜 入攝 津に與 ふる 書〕 

〔植田 乙 次 郞に與 ふる 書〕 

〔小 松帶 刀に 與 ふる 書〕 

〔島 津主殿 • 同 求 馬に 與 ふる 書〕 

〔小 松帶 刀に 與 ふる 書〕 

〔大久 保 利 通に 與 ふる 書〕 

〔喜 入攝 津に與 ふる 書〕 

〔同 上〕 

〔小 松帶 刀に 與 ふる 書〕 

ざ でん  かくしゃう 

言の 此 事に 及ぶ ものがない 0 は、 此說 の爲傳 たる を 知る 何より 確證 である „ 


ぶんけん 

方 高 杉 0 文献 


0 諸 書に おいて、 

に 就いても 見ても、 彼れ 手記す ると ころ 0 も に、 一 語0^此^^事に關する記錄がなぃ。 

もく けい 

西鄕が 馬關に 入る 前に、 旣に高 杉と 默 契が 出 來てゐ たと するならば、 其 後に おける 高 杉、 西鄕 0 行動に は、 

みゃくらく  お ばう 

何等か 0 脈絡がなければ ならぬ。 如何に 多忙 0^ 時局であった とはいへ、 人を以 つて 意 を 通す ると か、 書簡 Q 往復 

ぐら ゐ はなくて 叶 はぬ。 それが 一 通 0 書簡 もな く、 來往 0 事實 もな く、 全く 別 筒の 行動 を 執って ゐる ところから 

M て も、 會 見の 1 說は 否定され る。 

西 鄕の征 長 處分案  四 五三， 
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暫 らく 史 實に據 つて 高 杉 0 行動 を 記す に、 彼れ は筑前 有志 家中 村圓太 〔野 唯 人と 變 名して 夙に 長 州に 入り、 久 

阪 と共に 元 治 0 變に加 はった 人で ある〕 の 導び くと ころに よって、 十一 Ei: 二日 馬 關を發 し、 兩 三日に して 博 多に 

入った が、 淵 上 郁太郎、 月形 洗藏、 早 川 養 敬、 鷹 取 Ik 巴 等 0 有志 は、 髙 杉と 來往 して、 私 かに 九州 諸 藩 0 連合、 

主として は筑 前、 對州、 肥 前 Q 連衡 を 策 せんと 試みた 0} である。 

當時田 代 〔筑 後〕 にあった 對州 c> 平田大 江と も 策す ると ころが あらう として、 高 杉 は 大庭傳 七 を 伴うて 田 代に 

もとに  ひそ 

行き、 更らに 博 多に 歸 つて、 望 東 尼 0 山莊に 潜み、 十一月 廿 三日、 愈. -博多 を 去って 歸國 した。 それ は 三 家老 及 

諸參謀 C! 處刑を 耳に し^からであって、 祖國 Q 形勢が 旣 にかうな つて は 最早 や 安閑と して 國 外に 放浪して ゐる時 

いっさう  てんく わん 

節で はない。 直に 歸國 して 俗論 黨を 一掃し、 國勢 0 轉換 を實 現せねば ならぬ との 大 決心 を 起した からであった。 

當 時の 長 州 は旣に 繰り返へ し 述べた やうに、 所謂 俗論 黨 大 下であって、 保守的 勢力が 防 長 を 埋めて 居り、 急 

» ば 

進黨の 勢力 は、 日に 蹙 まる 一方であった。 高 杉に 代って、 急進 黨の 中心 勢力で ある 奇兵 隊を率 ゐてゐ たの は 赤 根 

ぶんれつて キ. - けいかう  てうて い 

武人で あつたが、 赤 根 は 深く 防 長の 形勢 を 憂 ひ、 その 分裂 的 傾向 を禁 ぐべ く、 諸 隊と萩 政府との 調停に 力 を盡し 

て 居った。 相當に 藩士の 理解 を も 得、 外にあって は筑前 有志 や 西 鄕*吉 川 等の 斡旋 もあって、 急進 黨の 大勢 は、 

やや 赤 根の 調和 策に 歸結 しさうな 勢 ひであった。 

この 時に 當 つて 筑紫路 の I 塵 を 箱き、 まっしぐらに 飛び 來っ たもの は、 誰れ あらう、 長 州隨ー の 快 男 兒髙杉 東 


行 其の 人であった。 彼れ は 俗論 黨 との 握 乎 を 聞いて 愤 然として 怒り、 諸隊. 长を 顧り み、 しって-一-.:: つた。 

どび やくしゃう 

『赤 根 武人、 彼れ 何者 ぞ。 元 を 洗へば、 彼れ は大島 郡の 土百姓で はない か。 高 杉 東行 は 毛 利 家 恩顧の 武士 だ。 

ひつぶ  あや 

赤 根 如き 匹夫と 同一視 されて 堪る もの か。 諸君が 若し 我輩と 事 を 共に する を 危ぶみ、 同行 を 避けるならば、 そ 


れ でもよ ろしい。 東行 は强 ひて ぉ頓 みしない。 請 ふ 我れ に 一匹の 馬を與 へよ。 予は快 £fi 鞭、 荻に 乘り つけて 

ちょくかん 

藩侯 父子 を 直諫す る。 若し 聞かれ すん ば、 只 一死 あるの みだ。 防 長の 山川 は 今や 將に 滅びん として ゐる。 義を 

くつじょく 

以 つて 生命と する 武士が、 亡國の 民と なって 降伏の 屈辱 を 甘受され る もので はない。 大義の 殘る間 山川の 存す 

る 問、 一 里 行かば 一 里の 忠を盡 し、 二 里 行かば 二 里の 義を盡 すの が、 今日の 場合に おける 防 長 人士の 本分 だ。』 

,  ばう ちゃうく わ. i ふく  く. n ぃナっ 

と 叫んで、 決然と して 防 長 回復の 急先鋒た らんと する 高 杉 東行 は、 眞に 一 世の 决 傑であった。 


【十】 高 杉 東行 遂に 蹶起す 


は 


髙 杉の 念頭に は、 五 卿 問題 は それほど 重大に は 映って ゐ なかった らしい。 固より 五 卿 を 長 州が 掃き出さ うとす 

ばんなん 

る 態度に は， 憤慨 もし 反對 もした。 然し 萬 難を排 して、 五 卿と 進 返 を 共に しょうと はしなかった。 場合によって 

は、 致し方 もない こと だとして ゐた。 


さう はラ 


髙 杉の 双 阵にー 圑の黑 雲と なって 映 じて ゐ たもの は、 實に 俗論 黨 政府であって、 彼れ は、 之が 1 歡を以 つて、 

, さいだい ふむ  • 

一 1^- 下の E 取大 急務で あると した。 五 卿 は 西に 移らば 移れ、 俗論 黨の 存在 は、 一日 も 許すべき でない とした。 始め 奇 

西 鄉の征 長 處分案  四 五 五 
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ゎづか  さんどう 

兵隊 は 動かす、 緩に 伊藤 俊 介の 率うる 力士 隊と、 高 橋 熊 太郞の 遊撃隊との 贊同を 得て、 高 杉が 愈. -兵を 馬 關に擧 

げたの は、 十一 一月 十四日であって、 實に五 卿 遷座に 一 決する の 前 曰であった。 

高 钐は五 卿に 訣別の 辭を述 ぶべ く、 十五 日 功 山寺の 假 泊に 伺候した が、 『お 暇 乞 ひ』 とい ふので あって、 五 卿の 

す *i たの も 

遷座 を 引き止めよう とする のではなかった。 五 卿の 間に も、 髙 杉の 擧兵 は、 末賴 しく 思 はれ こそし たれ、 それが 

D るが 

遷座の 議を 翻へ す ものと はならなかった 

さくふう  がい/、 

歳將 さに 暮れん として、 朔風 人の 袂に 寒く、 十二月 十五 日 は皚々 たる 白雪であった。 雪の 霽れ 間の 月光 は、 白 

く淸く 照り 渡って、 地上 はさながら 白銀の 世界であった。 

功 山寺の 夜は靜 かに 更けて、 山門 は 堅く 閉 された。 空に 一 鳥の 聲 なく、 老松 は 雪 を 負うて 深き 眠りの 底に あつ 

せいじ 5- く  ももが た 

た。 かかる 天地の 靜寂を 破ぶ つて、 遠く 雪景 を 亂し來 つた もの は、 髙杉 東行であった。 其の 夜の 東行 は 桃 形の 胄 

こんいと おどし 

を 背に 負 ひ、 紺 糸 絨の鎧 を 著て、 陳 太刀 長く 撗た へた。 

高 杉 は 三 條卿を 見て いった。 

こうぜつ  せいはい  うで i へ 

『勢 ひ旣に 今日と なって は、 最早 や 口舌 を以 つて 成敗 を 論じて ゐる 場合で ない。 これから 長 州 男兒の 腕前 をお 

目に 掛けます。 俗論 黨の 鼠輩、 國を 制し、 諸 卿を筑 前へ 逸する の は、 實に殘 念の 至りで ある。』 

彼れ は 三 條の與 へた 盃を 受け、 有り合 はせ の 煮豆 を 酒の 着と して、 暫 しの 別れ を 述べ、 早く も 門外の 人と なつ 

も》 

た。 東行が 再た び 馬に 跨がって、 一隊の 進發を 令しょう とした 時、 奇 兵隊の 軍 監福田 良 助が 飛んで 来て、 東行の 


^軍 を i 止しよう とした。 雄忙の 際、 福 田 も 多く を 語る ことが 出來 なかった ものと 見えて、 東行の 馬 前に どっか 

と 坐し、 大 聲を發 していった。 

けいきょ 

『高 杉 東行 君よ、 輕擧 する 勿れ、 君 は 早 や 獄中の 苦 を 忘れた のか H:』 

福 田の 意 は、 こんな 無 11 の 軍 を 起して は、 必らす 失敗す るに 相違ない。 再た び 俗論 黨に捕 へられて、 獄中の 人と 

なる のが 解からない のか。 とい ふ 意味 を 諷する のであった。 福 田が 雪中に 坐して ゐ るので、 蹴散ら かして 進む 譯 

にもなら す、 高 杉 も 稍 M 躊躇の 氣 味であった。 すると 後方に あった、 森 重謙藏 が、 大聲 一番して、 

『總 督、 何 を 躊躇す るの か。 進め：：：』 

と 叫んだ。 之れ に 勢 ひ を 得て か、 

『今に 及んで 何 を か 言 はん。』 

はん ギ！ やく 

と、 高 杉 は 遂に 反逆の 主將 となって 驅け 去った 

『谷つ づき 梅 咬き にけ り 白妙の 雪の 山路 を 行く 心地して』 の 一首 は、 山縣九 右衛門が、 長府を 去る 高 杉に 贈った 

歌であった。 當時高 杉 は、 『谷 梅 之 助』 と變 名して ゐた。 

*  *  * 

高 杉 は 直ちに 馬關の 伊崎 會所 を襲擊 して 糧 食 を 奪った。 勢ひ漸 やく 加 はると 見えた ので、 萩 政府で は、 大事 

を 慮って、 野山獄 にあった、 毛 利 登 人、 前 田 孫 右衛門 等 七 人の 前 政府 員 を 斬って 了 まった。 高 杉が 之に 激して、 

西 鄕の征 長 處分案  四 五 七 


大西 鄕全傳 第二 卷  四 五八 

俗論 黨 討伐の 宣言 をした の は、 超えて 慶應 元年 〔乙 丑〕 正月 二日であった。 

. たう  かん  げき 

M  姦檄 〔慶應 元年 正月 二 曰〕 

ごじゅん しゅ  かん リ  [ ： 

御 雨 殿檨、 御 先祖 洞 春 公の 御 遺志 を繼 がせられ、 正義 御 遵守 被レ遊 候處、 姦吏共 其 趣意に 相 背き、 名 は御恭 

順に 託し、 其實は § &偷 I？ の 心より、 名義 を も不レ 顧、 四 境の 敵に 媚び、 恣に關 門 を 毀ち、 御 屋形を 破り、 

あ § さへ 義の 士を幽 殺し、 ； i?^ ならす 敵 兵 を 御城 下に 誘引し、 恐 多く も、 陰に 御難 題 を 申立、 御 兩殿樣 の 御 

>-n し  も厶 

身上に も 迫り 候 次第、 御國 家の 御 恥辱 は 申に 及ばす、 愚 夫愚婦 の切齒 する 所、 言語 同斷、 我等 世々 君恩に 沐 

1 し、 奸黨 と義に 於て、 供に； 大を 戴かす、 依て 區々 の 誠心 を 以て、 洞 春 公の 尊靈を 地下に 慰め、 御 兩殿檨 の 

御 正義 を、 1K 下 萬 世に 輝し 奉り、 御國民 を安撫 せし むる 者 也。 

乙 丑 正月 〔慶應 元年〕 

h 一  せいはいり どん  あら かじ み 

. 高 杉の ー擧 は、 糙 かに 暴擧 であった に 相違ない。 併しながら 兵 は 勢 ひだ。 成敗 利鈍 は臣の 明の 逆め 睹る ところ 

にあら すと いふ 氣 位で、 遣って 見ねば 勝敗 は 分らぬ。 とはいへ SI 境 皆 敵と いふ 重 園の 中に あって、 僅かに ー兩隊 

を ゐて事 を 成さう とする の は、 隨分 危な かしい 仕事に は 相違ない。 

高 杉 は 氣を以 つて 勝つ の士 である。 彼れ は 決死の ー朦 あらば、 防 長の 兩州を 討伐す るに 難く はない と 信じた。 

かうて つ 

果たせる かな、 彼れ の ー擧 はやが て 奇兵 嫁 をして 起た しめ、 各所に 轉戰 して 政府 軍 を 破り、 遂に は 政府 更迭の 目 


的 をも逑 した。 

【十一】 五 卿 遂に 太宰府に 遷る 

三倏 西、 四條兩 卿に よって、 長 州 藩主へ も禮 儀の 壶 すべき は盡 され、 五 卿 は 九州に 移る ことにな つたが、 五 卿 

い VI.-  かんな/) 

を 各 別々 に 五 藩に 遷座す る ことに は頗 ぶる 異議が あった。 京都 以來、 風 雜 の 間に 艱難 • を 共に して 來 たもの が、 今 

更らに 列を亂 して 別る る こと は、 五 卿の 忍びざる ところであった。 

じ やう ざ 

筑？ S の 形 洗 蔵、 加 藤 司書 等 は、 五 卿の 情誼 を 察し、 小 倉に 薩の吉 井 友實、 若 井鍬吉 等を訪 うて、 一時 五 卿 を 

共に して、 筑 ：5i に 移されん こと を 請うた。 越 前 副總督 は、 書 を黑田 長溥に 送って、 依頼す ると ころがあった。 文 

巾に 曰く、 

『 …… 何分 一 曰 一は、 是否責 藩へ、 五 人 共、 御 引 請 被, 成 候 樣致度 候。 尤右之 趣、 督府へ は、 僕より 可 II 申達 7 

且其中 g: 命有レ 之、 時宜の 御 取 計 方 も 可 レ有レ 之、 御 嫌疑 は 僕に 於ても、 精々 致 n 盡カ 1 候 問、 前件の 通、 御 承 

知 相 成 候 樣致度 御座 候』 

之に 對 する 長 溥の返 翰の 中には、 次の やうな 一節が あつたが、 之れ によって、 筑前 藩の 態度の 一 班 を 知るべき 

であった。 

『 … … 右 動， M 之 儀 は 深き 思慮 有.， 之、 心痛 罷在候 儀に 者 候 得 共、 縷々 御 懇論之 趣、 無， 1 餘儀 1 次 i,:r 皇阈 之御爲 

西 鄕の征 長 處分案  -  四 五 九 
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筋 之 儀に 候 得ば、 暫時 弊國へ 引受 候處 者、 可レ 任, 1 敎示 T 乍レ. 去、 一式 持 切 之 儀 は、 掛念も 有レ之 候に 付、 相 請 

持 之 向、 申合せ 候 事に 候』 云々 

は S 

どうやら 奥齒に 物の 挾まった やうな 物の 言 ひ 方で ある。 『五 卿に ついては 實は 種々 問題が あるの だ』 とい ひ、 『國 

家の 爲と あれば 致し方 もない から、 一時お 引き 請け はする が …… 』 ともい ひ、 『全責任 を 負 ふの は、 一寸 困る か 

など 

ら、 各ぶ 責任の 分配 を 願 ひ 度い もの だ。』 杯と いって ゐる ところ は、 どうしても、 煮え 切って 居らぬ。 更ら に長溥 

うかが ひしょ 

が 桐 山 作兵衞 をして、 廣島總 督府に 致さし めて ゐる伺 書に よっても、 五 卿 引受け は頗 ぶる 厄介 だとい ふ 腹が 見え 

てゐ る。 それに は 藩內の 事情 も あり、 財政 上の 理由 もあって、 多少 說明を 要する が、 玆には 必要が ないから、 

はんせつ 

煩說を 避ける ことにする。 

今度、 長 州へ 滞在の 三 條實美 初、 五 人の 衆 請 取 方、 美 濃 守へ 御 任せ 相 成 居 申 候。 就て は 無， 1 事故 1 請 取 相濟候 

檨、 折角 盡カ 周旋 仕 居候 處、 右一 件に 付、 萩 表より、 先日 來 使者 差 越 候へ ども、 彼方と は 絶交の 儀 御 屈 も 仕 

&ゃラ たん 

置 申 候に 付、 其 節 は 於， 1 領端 I 爲.， 及 11 應接 1 申 候。 然に依 レ事領 端 之 取合 にても 彼是 急使 之 道 相 運び 兼 候 筋合 も 

可レ有 11 御座 1 候 間、 此度 周旋 之 儀、 御 達に も 相 成 申 候に 付、 絶交 之 儀 御 屆は仕 居 申 候へ ども、 此 以後 使者 等 

差 越 候 節、 次第に 依り 城下 表へ 差 通し、 及 ，1 應接 1 度 候。 此 段奉レ 伺候 檨、 美 濃守國 より 申 越 候。 以上。 

十二月 〔元 治 元年〕  松 平 美 濃守內 桐 山 作兵衞 

そして、 更らに 筑前藩 は、 左の 四 ケ條に 就いて 指令 を 仰ぐ ところがあった。 


しう りよ  げきはつ 

一 五 卿 を 受取った 上、 囚虜の 取扱 ひ をす るに 於て は、 必ら， f 浪士の 激發を 誘 ふに 相違ない から、 五 卿に 附 

添の 兩 三士 そのまま 引受け、 寺院 か 茶屋 等へ 住 はせ、 朝夕の 不自由の ないやう 致して よろしき や。 

一 五 卿 分 座の 五 藩 指定 ありた き 事。 

一 五 卿 を 長 州から 受取に 要する 人員 は、 美 濃 守に 一 任された き 事。 

一 五 卿 受取り 方が 若し 萬 一 都合よ く 運ばぬ とい ふ 場合に は 列藩へ 仰 付けられて 力 を 合 はしたい。 

ようい し-つたう  、  じ *- いたい へん  ，  じ， だい 

用意周到 といへば、 或 ひ は 周到と もい へる かも 知れぬ が、 時勢 大變に 際する 雄 藩の 態度と して は、 餘 りに 事大 

しゅざ てぎ  .  , 

主義 的で あり、 機 を 見る の 明が あると はいへ なかった 

かんう しよう/ \ 

歲は ここに 改まって 慶應 元年 〔乙 丑〕 となり、 1 月 十四日 早朝より、 寒 雨蕭々 たる 中に、 五 卿 は 船を裝 ひ、 馬關 

ひこし ま  たい りう  えん 

を 去って 彥 島に 泊った。 翌 十五 日黑 崎に 著き、 十八 日 赤 間驛に 入り、 暫 らく 滞留して、 いよく 筑前 太宰府の 延 

じゅ わう ゐん  かん はい 

壽王院 に 著した の は、 越えて 二月 十 三日、 寒梅の 蕾、 猶ほ 堅き 早春であった。 

【十二】 西鄕 の停戰 運動 

此 間にお ける 西 鄕の出 所 は、 主として 征長停 戰に對 する 運動に おいてして ゐる。 

はくわん  き やう じゅん 

1 度び 馬關に 渡って、 奇兵 隊其 他の 有志との 間に 說く ところが あり、 長 州 は 飽く迄も 恭 順 を とし、 五 卿 は 

一 rn も 早く 九州に 遷 るべき を說 き、 彼れ は その 足で 直に 岩國に 向った。 それ は 十二 Gi: 二十日の ことであった。 彼 
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れは吉 川に fi 粉 #1? を敎 へ、 二十 二日 廣 島に 著し、 總督府 に 向って 停戰の 急を說 いたのであった。 尾張慶 勝が 

西鄕、 吉 川の 議 を容れ て、 いよく 解 兵の 令 を 下した の は 十二月 二十 七日であった。 

解 兵 令 〔元 治 元年 十二月 二十 七日〕 

毛 利大膳 父子 服罪に 付 、園内 鎭靜 之體、 爲 二見 屆- 候處、 異議 無レ 之、 依 二 時宜 1 討 手 之 面々、 陣拂可 レ被レ 致 候。 

元 治 元年 十二月  尾 張大納 言 

西鄕は 『長 州 も 恭順の 道 を 立てた ので あるから、 早く 解 兵して 列藩の 疲弊 を 救 はねば ならぬ』 とい ふ 立場から 

き ナん  ほう 

lis^ 府に迫 まった ので あるが、 長 州 藩 內の實 情 は、 此の 時 寧ろ 反對に 益. -危險 に 瀕しつつ あった。 卽ち高 杉の 暴 

i はこの 前後の ことであって、 萩 政府が 前 政府 員 七 人 を 斬に 處 したの も、 彼等との 策 應を憂 ひたから であった。 

ちゃくもく  、  、  5t ゾ、 ゝ 

高 杉 Q 運動 は、 未だ 恐るべき 勢 ひとはなって ゐ なかった にせよ、 やや 著 目 を 要する 事實 である こと を 西尧カ 

知らぬ 害 はない。 今に 治まる に 違 ひない と、 多寡 を 括って ゐ たにした ところで、 日一日と 激化して 來る、 長 藩の 

勢 ひ を、 西鄕 が見遁 がして ゐる 理由がない。  , 

西鄕 がか かる 長 藩の 內情を 知りつつ、 長 州の 恭 順 を 一枚看板 にして 解 兵 を 迫 まった のに は、 蓋し 深い 现 ぬが 

.tj しせい りょく  わ ぎ  、 

なければ ならぬ。 思 ふに 彼れ は、 長 藩の 潜勢力の 動搖を 知って ゐ たからして、 却って 和議の 急なる を 察した ので 

は あるまい か。 この 儘に 放任して 置いたならば、 萩 政府の 持 續は劍 呑 だ。 和す るなら ば 一刻 も 遲れて はならぬ。 


かく 西鄕は 兌た であらう. - 

西 鄕が廣 島で 解 兵 論を說 いた 時には、 加 藤 司書 〔筑 前〕 建 部 小四郞 〔同〕 成 颯正巳 〔尾 張〕 田 宮如雲 〔同〕 若 

井 成 章 〔同〕 其 他 幕吏 數 氏が、 會 同した とい はれて ゐ るが、 その 時 西 鄕が說 いた 要 皆 は、 

き やう じゅん  ひ れ >  ,  r  ' 1 :>ク> 

『長 州 は旣に 今日まで 七重の 膝 を 八重に 折って、 恭 順 の 誠意 を披涯 して ゐ るの だ それに 摘 ほ 大ぶハ を 家 天 

に i して 置く の は 不合理の 極で あり、 且つ 不生產 の 極 だ。 殊に 我が 薩 藩の 如き は、 一 萬に 餘る大 軍 を 宿陣せ 

しめて ゐる。 之れ が爲 めに 國費は 多端 を 極めて、 頗 ぶる 困難 を 生じて ゐる。 若し 此の上に も 停戰の 令が なく 

荏苒 其の 日 を 過す に 於て は、 最早 已むを得ないから、 總督の 令 を 待た すして 一 應歸國 する の 外 はない。』 

き ラばラ 

とい ふので あった。 單り薩 藩 のみでな く、 當時 列藩 を擧げ て、 如何に 財政 的 窮乏に 陷 いって ゐ たかは、 察する に. 

闲 しまぬ が、 西鄕が 一 日 も 早く、 解 兵すべき の 急を說 いて 止まなかった の は、 財政 上からの 苦情の みで もなかつ 

た。 彼れ の 胸中に 往來 する 大 時務 策 は、 更らに 勤皇 諸 藩の 一 大 聯合 を 割す るに あって、 些々 たる 長 州 征伐の 如き 

に、 何時 迄 も 首 を 突き 込んで は ゐられ ない と 思った からで ある。 

【士 一一】 歳 は 元 治よ リ慶應 へ 

かくの 如くに して 元 治 元年 〔甲子〕 は 終り、 歳 は慶應 元年 〔乙 丑〕 と 進んだ が、 第一 回の 幕府 對長 州の 爭闘 は、 

總；^ 算 において、 果して 孰れの 勝利に 歸 して ゐ るで あらう か、 俄かに 軍配の あげが たきものが ある。 
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形に おいて、 糙 かに 長 州 は 敗軍して ゐる。 戰爭 をして 敗け たので はない が、 戰爭 をす る氣カ もな く、 戰 はすし 

て 負けた 形で ある。 幕府から いへば 正に 勝ち 軍 さに 相違ない。 併しながら！ K 下の 將軍 家が 三十 餘 藩の 勢力 を 合し 

らち  t こやり 

て 一長 州を征 め、 fe^ 角埒が あかぬ ところ を 見て は、 信望 は 地に 墮 ちざる を 得ないで はない か。 慶 喜の 横檢 ではな 

いが、 結局 『芋に 醉ひ 候』 とい ふの 外 はなく、 ー薩 藩の 爲 めに、 勝手に 引き 廻 はされ た 形に 過ぎなかった。 

尾 張 はよ く 西 鄕を用 ひたと もい へない こと はない。 併し 西 鄕を用 ひたに して は、 餘 りに 西鄕に もたれ 込み 過ぎ 

つつ  ほんかん 

てゐ る。 突かい 棒が 要る の は、 本 幹が 倒れ かかって ゐ るからで あって、 杖は單 りで 歩る けぬ 老人の 持ち物で ある。 

尤も 此の節 は、 双脚の 健全な 靑年も ステッキ をつ くやう になった が、 必要な の は 老人 か 盲目 か だ。 

き りかお 

幕府 も 何方 かとい へば、 老人 か 盲目に 近くはなかった か。 尾 張の 遣 方が 氣に 入らぬ といって、 第二 回の 長州征 

ひい め  ひやみ づ  しつつ ゐ 

伐 を 起した の は， いくら 最貭 目に 見ても 年寄の 冷水で ある。 一着 信望 を 失墜した とい ふ 外に、 何の 取り柄 もな く 

して、 前後 兩 回の 征 長が 終結して、 さて 其の 最後に 引き受けねば ならなかった もの は、 『薩長』 の 討幕 軍で あつ 

ひ  へん やう  たナ^0-ぶ 

た。 それに は 錦の 御 旗 も 閃ら めいて ゐた。 邊境 Q 小 競合 ひで は、 假令錦 0 御 旗が 竹 藪の 蔭から 突き出され たりし 

たのが 事實 であって 見たところで、 それが 爲 めに、 宫 軍を宫 軍で ない とはいへ ぬ。 結局が 江 戶 城の 明 渡しと なつ 

しう ©^,2 

て、 家康 以来、 三百 年の 覇業 は 終焉の 幕 を閉ぢ るの 外はなかった。 

時勢の 流れ、 自然の 進化に は 終に 抗し 難い。 德川 幕府 は 倒るべく して 倒れた のであって、 罪 を 一人に 歸 する 譯 

に は 行かぬ。 幕府に 人物がなかった 罪と もい ふが、 人物が あっても、 勢 ひに 逆行して は、 力量の 價直 は！^ 潜す 


る。 幕府に は 寧ろ 人物が あった。 併し 凡べ てが 引き潮 だ。 船 を 進む る 譯には 行かぬ。 先き が 見えて は、 引き 際 を 

こ ぎう 

よく するとい ふの 外 は あるまい。 後年の 勝 海 舟が、 この 呼吸で 働いて ゐる。 

征 長ー戰 では 勝って 幕府が 負け、 負けて 長 州が 勝って ゐる 形と なった の は、 後世から 見て 始めて 知られた 議論 

レ つせ キ. -が 0  ろん ぼ 

ではない。 當時旣 に 一隻 を 有する 時務 家に よって、 論破し つくされて ゐた。 幕府の 鼎の 輕重 は、 征長 軍に よつ 

て、 遣憾 なく 天下に 暴露され たと、 異口同音に 唱 へられた。 

【十 EG 西 鄕吉之 助の 大局 觀 

しんき やう 

西鄕の 心境に は變 化はなかった。 併し 彼れ の身邊 は、 次第に 彼れ の 素志に 向かって 近づいて 行った。 幕府 を 誘 

うて 長 州 を 討つ 間に、 彼れ は 長 州の 志士と も接衝 し、 筑前、 土 佐、 肥 後 諸 藩の 有志と も來往 した。 

そして 西鄕は それらの 有志 家の 運動なる ものの 間に、 如何なる 形勢の 動きつつ ある を 見た か。 そこに は 彼れ の 

未だ 嘗 つて 見なかった 新 機運が 動きつつ あった。 西鄕は 一日 も 早く、 征 長の 軍 を 治めざる を 得なかった。 そして 

き やうち  だんろん  >  ) 

自由なる 境地に 立って、 四方の 有志と |れ論 しなければ なら なくなった。 

馬 關海峽 を 中心として 中國、 九州の 雨 天 地に、 新ら たに 動き かけよう として 機運の 何で あるか は、 今更ら 說明 

を 要しまい。 そして その 醱酵し 來れる 新 機運が、 長 州 を 去って 筑 前に 移動した 五 卿 を 廻って 起りつつ ある こと を 

はんさ  へんかく 

も、 煩瑰 なる 說明 を耍 しまい。 實に 第一 回の 長 州 征伐 は、 日本 歷 史上に、 最も 記念すべき、 變 革を來 さんと する 
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前兆の 現 はれであった こと を、 否まれな いので ある。 

すん がう 

西 鄕が五 卿を筑 前へ 移す の 意志の 中には、 五 卿 を 窮地に 陷 さう とする 考 へは寸 毫もなかった。 彼れ は 最も 出 5 實 

ケ う あ し 

に 五 卿 を 救出す るの 考案 を 廻らした に 外なら なかった。 五 卿 を このままに 長 州に 置く とすれば、 それによ つて 幾 

多の 困難が、 生じて 來る 事を豫 期せざる を 得なかった。 このまま 長 州に 置かば、 長 州と 共に 五 卿 をして、 朝敵の 

地に 落ちて 行かし めねば ならぬ。 

その上 若し 急進 黨が、 五 卿 を 擁して、 萩 政府 轉覆を 企てる とすれば、 五 卿 は 全く 內亂の 具に 供され る ことと な 

てまたい  > 

る。 かくして 長 州 侯 父子と、 敵對の 地位に 立た せる ことが、 五 卿 を 救 ふ 所以で ない こと は 云 ふ 迄 もない 

五 卿 をして 長 州 を 去らし むる こと は、 長 州 それ 自身 を 救 ふ 所以で も あり、 又た、 五 卿 を 救 ふ 所以で もあった の 

けん し り よ 

だ。 鬼 も 角 も ー應筑 前に 移し、 その上で 朝廷に 向かって、 復位な り、 復職な り を、 建議し ようとい ふの が、 思慮 

ある 西鄕の 深き 肚裏であった。 

そっせん 

當時筑 前 藩に して、 若し 大いに 策す ると ころが あり、 五 卿の 太宰府に 來るを 機と して、 勤皇 諸 藩の 聯合に 率先 

して 運動す ると ころがあった ならば、 慶應の 形勢 は、 茶して 薩長の 獨り 天下た るの みであった らう か。 

筑前 民間の 有志が 策した 九州 維 藩の 合同 策で すら、 その 芽 も ふかしめ す、 五 卿 を 厄介物 あっか ひに する やうで 

ラら 

は、 全くお 話に なった もので ない。 當時筑 前に 人な きを 憾む もの は、 獨り 同鄕の 後輩の みで はなく、 史を 按じて 

形勢 を 察する ものの、 均く し 惜しむ ところで ある。 栗 山大膳 ほどの 器量人で も、 若し 當 時の 筑 前に 一 人で もゐた 


ならば、 恐らく は 形勢 はー變 して ゐ よう。 

筑 前人 は 氣を負 ふの 士 多く、 精惇遙 かに 群を拔 くも、 よく 人と 和す る ことが 出来す、 大局 爲 めに 團體 的行勖 

らくご 

を 執る ことが 出来なかった の は、 彼れ が 維新の 活舞臺 に 落伍した 原因で あらう。 才氣餘 りあって、 衆と 和す る を 

知らす、 篤し つてい へばお 山 Q 大將ぞ ろ ひが、 筑前藩 を大な らしむ る を 得なかった 所以で ある。 

とく ゐ  くろ だ はり ま  よ 

ただ 當 時の 筑前藩 中に おいて、 特異の^ 在 は、 黑田播 磨であった。 播磨は 良く 此の間の 大勢 を 察し、 右に 勤皇 

派 を 把り、 左に 佐幕派 を 握り、 藩主 黑田 長溥 をして、 薩長 をリ ー ド する 地位に 立た しめよう とした。 加 藤 司書 を 

初め、 筑前 藩少壯 志士 を 操つつ たの は、 實に 之が 背後の 人たり し播 磨であった。 此の 意味に おいて、 彼れ は實に 

--- - r しゅっしょく じんけつ  し ォ ふ うた 

筑前藩 中、 出色 の 人傑で あると いはなければ ならぬ。 併しながら 彼れ は 佐幕派の 爲に、 その 志 業 を 疑が はれ、 

- r  , ゐ- しん さし は  えんざい  しりぞ  しま  ，1 ぅキ J よ 

藩主に 異、 も を 抉 さむの 宽罪を 蒙む り、 遂に 斥けられて 了った。 爾來、 舊 領地、 筑 前三奈 木の 地に 幽居して、 一生 

を此 地に 終った が、 未だ 嘗て 當 年の 大志と、 苦境と に對 し、 一言の 辯 明 を 試みす、 默 として 口 を絨し 了した の は、 

,  ゐ じょうふ 

又た" れ 一 箇の 偉丈夫で はない 乎。 

【附記】 篪應 元年 五月 二十 六日、 西鄉が 黑田 淸綱 〔嘉 右衞 門〕 に與 へた 書簡に、 筑前 • 久留米 *對 州 諸 藩に おける 正 奸兩黨 

の 色 別れ を 記して ゐる。 是 れは黑 田が 筑前 太宰府に ある 五 卿 守護に 任ぜん とする に 際し、 之に 敎へ たもので ある。 西鄉 

は 筑前藩 正義 黨の 筆頭に、 赏に 我が 黑田播 磨 侯を揭 げてゐ る。 西 郷が筑 前 正義 黨 として 歷舉 した 人名 表 は、 次の 如くで 

ある。 
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岡部簇 

〔彈 正〕 小金 丸 兵次郞 

筑紫 衞 

淺香 一策 

伊丹 新 一郎 


矢 野 相 摸 

河 村 五 左衞門 

熊 澤 三 郎兵衞 

梅 澤幸ー 

喜 多 岡 勇 平 

月形 洗藏 

鷹 取 養 巴 

安田 善八郞 

林 盡 


大音 因幡 

齋藤 五六 郞 


進 藤 登 

河 合 茂 山 

今 中 作兵衞 

早 川 養 敬 

野 村 助 作 
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中 村 到 

尾 崎 安之 允 

森 金 作 

萬 代 安之 允 

月形 修苹 


【第 四篇】 幕末 慶應の 時勢と 長 州 再征 

第一 章 五 卿 を 中心，、」 する 幕 • 薩 の動靜 

【I】 三百 年 情 眠の 効用 

じ だいて ぎ はいけい  力ん くわ. i 

西 鄕吉之 助 を 中心として、 慶應 三年 間 時代 的 背景 を 叙す るに 當 つて、 筆者 は 更らに 新ら たなる 感懐な きを 得 

さいし. V へ— りっけんせ いたい 

ない。 慶應 三年 間の 歷史 は、 實 に我國 における 封建時代 史の 最終 頁であって、 同時に 明治 新 立憲 政體 0 發達 にお 

ける 第一 頁であった。 傳統を 愛する こと、 世界 民族の 中に おいて、 最も 勝 ぐれて ゐる 日本 民族が、 七 百年の 傅 銃 

i ニー  ゝん. A く  ひと  ぐん *1 

を 打破す るの 政治的 大變革 は、 如何にして 行 はれて 行った か。 單り 西鄕と 0 みはい はぬ。 日本 國土を 擧げて 群 起 

した は、 雲 0 如く、 林の 如く、 新時代 0 劈開に 努力して 来たが、 こ 0 異常なる 力 は、 某して 何處 から 出て 

ふくく わつ  ゐ しん 

来た 0} であらう か。 固より 皇國 本然 0} 國體的 意識の 復活が、 こ c> 大ぃな る 維新 を、 成就した る 源泉に は 相違ない 

が、 之 を 行 ふところの koll 綜ぇ 威力がなければ、 固よりか かる 歷 史的 變革 はなし 得られない。 そ 0^ 國民 綜合 Q 

力なる も は、 果して 何に よって、 養ひ來 たられた もので あるか。 

ちと 

公平に a っ妥當 に、 時代 的變遷 迹を觀 ようとす るなら ば、 一 切0^事件と勢カとに超越して、 唯 だ 眞理を 愛す 
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る 一念に さいて 觀 なければ ならぬ。 幕府 は 幕府、 薩長 は 薩長、 起る も 0 も、 倒る る も Q も、 一 旦 成敗で はなく 

て、 それ は 長い間 堆 II せる 傳統 と、 力と、 心と に、 因緣 する のであって、 その 明らかなる 執斷 は、 一 に 時代 を 

離れて 見、 私情 を 外にして 觀る にあら ざれば、 出來 がたいと ころで ある。 

德川 三百 年 0 歷史 は、 明治維新 0 新興 勢力に、 何等 0 力 をも與 へなかった かとい ふこと は、 深く 熟考 を 要する 

問題で ある。 川 三百 年の 鎖國 政策 は、 日本 をして 世界に 孤立せ しめ、 日本人 をして 國際 的に 盲目なら しめたと 

いふ こと は、 一般 0 史家 0 定論であって、 口 を 開けば、 鎖國 政策の 弊害 を 痛罵す る 0 例で あるが、 それ も 確かに 

一 现は ある。 然しながら、 三百 年 惰^の 猪 弊が、 却って 維新の 變 革に 必要なる、 原動力 を 養って 來 たも Q である 

こと を も、 忘れて はならぬ。 

一面から いへば、 三百 年間 も 平和 時代が 續 いたから こそ、 維新に あれほどの， 大覺醒 を 促が したので あって、. 

叉た あれほど Q、 威力 を發 揮した 譯 でも ある 0 だ。 若し 德川 政府が、 始めから 自由貿易 主義 を 採って、 日本 民族の 

か-.? つ  す ，だう  こ りつ  もん ま-つせ いく わつ  • 

世界的 發展を 鳳^し、 世界的 交通 を^ 導して ゐ たなら ば、 三百 年 も 孤立した 文盲 生活 は、 之れ を 送らす に濟み 

漸次に 文化的 發展を 遂げて 來 たに は 相違ない が、 さすれば 當然、 明治維新 も 起らなかった であらう し、 又た 起つ 

たと しても、 あれほどの、 獻紙& は、 發 揮し なかつ たに 相違ない。 少しく 眠って 少しく 働ら き、 連 緩して 進化す 

る^!^ も あるが、 いは ゆる" お 眠 1< 悟で、 深く 眠む り、 大いに 醒 むる こと も 決して 有り得ない ことで はない。 そこ 

に 寧ろ、 三百 年 惰眠の 效 用が あると も 謂 ひ 得られよう。 


鎖國 €j 弊 は、 擧 げて數 ふるに 困し む ほどで あるが、 銷國^^効^も亦た決して少なしとはせぬ。 德川 0 銷國は 愚 

策で あつたに 相違ない が、 德川 初代の 政治家に とって は、 どうしても 鎖國 をし なければ ならぬ 理由 もあった。 三 

百年 前 0 社 今-事 實を、 三百 年後 0 知識で 改造す る こと は 出来ない。 三百 年間、 日本が. T 的發逹 をした こと は、 概 

きんしゅ くじう じつ  ，  ロンドン  かつ は Z 

していへば 緊縮 充實 0 發逹 であって、 それが 一た び 黑船を 見 r::^ 戶の水 は 倫敦に 通す』 と 喝破され る やうに なつ 

ないて や-おくせ さ  あ  ， 

て は、 こ 0 三百 年 0} 内的 蓄積が、 洪水 0 堤 を 決して、 溢 ふるる やうに 流れ出 だした である。 平和 は 永ければ、 水 

ちょ ざう 

い. ほど、 人間 0 力 を 15 藏 する ものである。 

てつ ま-つ  じ ^う 

德 川が 鎖國 をしても、 節國 の- 錢網 をく ぐって、 海外 貿易 家が、 あれほどに 現 はれて ゐる ではない か。 若し 自由 

ん， うかい  ど  ゆうやく  ゐ ん 

航海 を 許したならば、 何 0 くら ゐ 日本人が 海外に 勇躍した か 知れぬ と は、 後世， 史家 0 等しく 遺憾と すると ころで 

とざ  げ さはつ 

あるが、 半面から れば阈 を 鎖した ことが、 却って 二三の 自巾 貿易 家 を激發 した 理. S ともなって ゐる。 織 *豐0 

さんげき  だんらん 

戰阔に 飽き 5^ てた 國民 は、 ひたすら 平和 を 望んだ。 戰 ひの 慘 劇から 離れし め、 親子 兄 * を團欒 せしめて、 平和な 

m 阖の 生活 を X 布った、 常時の 國民 である。 彼等 0 眠りに 入らん とする 欲求が、 德川氏 をして 天下 を 取らし めた 原 

.4U うん 

因であって、 -：！^ 康 0 平和 政策 は、 こ 0 機運 を 巧みに 捉 へて ゐる。 

三百 年間 長夜 眠 を むさぼって ゐた Q は、 少しく 長き に 失して はゐ るが、 長ければ 長い 丈け Q 効 W はあった。 

封建 政治 は發 達する だけ 發逹 し、 腐敗す る だけ 腐敗し、 どうで も 改良せ なければ なら なくなって、 ここに 明治 維 

しん  め ざま 

新と なった Q である。 鹿應 三年 間に、 目醒 しく も 活動して 來た、 國民的 勢力 を 見る 前に、 人 は必ら すその 前に、 

五. 卿 を 中心とする 幕 .薩 の動靜  四 七 一 


大西鄕 1^ 傳 第二 卷  四 七 二 

ばう 零く 

三百 年 長い間に 互る、 夢 0 世界が あった こと を 忘却して はならぬ 

【一一】 中 岡 愼太郞 の 『時勢 論』 

旣に は より 落ち、 元 治 01 年 I」 ゆ 九 1<ん|^?, かした。 長 州 は 幕府 0 爲に打 たれ、 大石 0 下 0 雜草 0 やうに 打 

ち ひし がれた が、 新ら しい 芽 は、 若々 しく も 石 腹 を Is つて 地上に 伸びて 來た。 薩は 最も 力 を 恢復し、 正に 中原 0 

大勢 を 一手に 制する かに 見え、 幕府 は 一時 京都 を 挾さん で、 小康 を 得た かに 見えた が、 燃 ゆれば 燃 ゆる ほど、 油 

ま 或りつつ あった。 土 • 肥 ともに、 一藩 を 擧げて 運動す るまでに は 到らなかった が、 群を拔 いて 中原に 馳驅 する 

新 人材 は、 星 0 如く 輝いて ゐる。 

武市、 阪 本と： g んで、 南海 三 傑の 一 人と されて ゐた中 岡 愼太郞 は、 夙に 長 州 有志 0 間に ぁク て、 五 卿 問題に も 

おもかげ 

でで が、 本 を 7^ つて、 長 州に おける、 高 杉 東行に 比すべき であるならば、 彼れ は 正さに、 久 阪玄瑞 0 面影 

があった。 識見 高く  11 を 祓いて、 能く 人物 を 見、 力量に おいても、 當年 志士 0 重鎭 であった。 厘 ぷ西鄕 とも 往 

復 して、 共に 國 事に 盡 したが、 彼れ は 早く も、 西鄕 0 偉 器 たる こと を觀 得して、 海內 第一 の 英雄 は、 西 鄕吉之 助 

であると ii レてゐ る。 慶應 元年 I： 乙 丑 ¥ 二月、 筑前 太宰府から、 土 佐の 同志に 與 ふる 中 岡 0 『時勢 論』 C 初 稿 リ 

に、 南洲を 推賞す る 一  節が ある。 


時 勢 論 〔慶應 元年 十二月〕  〔中 岡 « 太郞〕 

, , へん せん  ナベ 

H<TO 勢、 變遷不 レー 、 有志 を卷 くべき 處、 して 何處 にあるべき か。 都て 相 分 兼 候 得 共、 當地邊 〔長 

州〕 は ffl 方の 人傑 往來仕 候 こと 故、 大に 時勢に 後れ 兼 申 候。 當時洛 西の 人物 を 論 ひ 候 一、 で _i 藩^ lill き， 

厶厶 厶厶厶 ごめ  厶厶厶  厶 厶厶么 △ 厶厶厶 厶厶厶  <1厶 厶 

之 助、 爲レ人 肥大に して、 御免 〔土 佐 國香美 郡 御免 村〕 要 右 〔力士〕 にも： 个レ 劣、 古の 阿部 貞任 など は、 如 

^  A  A  A、A」 A  A  ^  <",<!  A 厶： <JC<1 A  5!  AAA  A  A  A  A  A  A  A  AAAAAAAAA  A  A  A  A 

. レ此者かとも3^^ひゃられ候。 此の人攀謁ぁり、 膽略ぁり、 常に寡言にして、 最も 思慮 勇 斷に長 じ、 偶ぶ 一言 

f  A  <J  A l.;i、A、<37A  f3<l  <-.A<dA 厶厶厶  <1AA  <1厶<1厶<1<1<1  <1<1<1<1厶<1厶 厶 A<d  A  A 

を 出せ は ^%^<腸を贯く。 且德 高く して 人 を 服し、 屡ぷ 艱難 を經 て、 頗る 事に 老練す。 其 誠實、 武市 〔半 

厶厶、 厶 * 厶，' 4t5-A 厶厶厶  厶厶 厶厶厶  <1 厶 <3<1 厶厶  厶 厶厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

平 太〕 に似て 學 識 有る こと は、 實に 知行 合一 の 人物な り。 是れ 則ち 當世洛 西 第一 英雄に 御座 候。 

でんしよ-つ 

此 一  文 は 後世 人 Q 傳唱 すると ころであって、 西 鄕を云 ふ 者 必ら， f 此の 一 文に 及ばない もの はない 0 であるが、 

-  だう は  こ-つけい 

數言 にして 能く 南^ 0 全人格 を 道破し 盡し、 適と して 肯繁 に當 つて ゐ るの は、 中 岡 0 人物の、 容易なら ざる を證 

明して 餘 りが ある。 彼れ は 南洲に 次いで 長 州 Q 木 戶丄尚 杉を擧 げてゐ る。 

1. ,2  , . 、しう みつ * ぺ うどう *  厶 △  A  <1 厶厶  まど はや 

是に 次き 勇膽 3:^.® 周密 廟堂 0 論に 堪 ふる 者、 長 州 桂 小 五郞、 有 ニ膽略 T 兵に 臨て 不レ 惑、 機を兑 て 動き、 氣 

を 以て 人に 勝つ 者 は 東 杉 束 行、 是亦洛 西 一  奇才、 其 他 諸 藩 0> 英傑に 度々 出合、 討論 仕 候 こと 故、 愚^の 吾 

々と雖 も、 事務 0 萬 一 を 察知す る こと を 得たり。 

立言 0 要旨 は、 他國 英雄 を 激賞して、 山國 Si 野 武士 を 奮起せ しむる にあった が、 彼れ 0 摘出し 來る 人物 は、 
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崔 かに 衆望 Q 上に あって、 他日 Q 大勢 を 左右す る 人傑であった。 而 して 彼れ は四邊 0 事情 を 察し、 廣く 世界 を 看 

る 0 活 服より、 武備 充實、 ISKB^IO 大策を 得 来り、 堂々 として 時勢 を 論じて いって ゐる。 

抑ぶ 吾々 共、 i:; 時勢 を 兑聞仕 候に、 國 勢の 衰 ふる、 其 来る こと 遠し と雖 も、 近年 外 夷 0 事 起り しょり、 天 

下 IT ん、 多難 比.^ ォ より S しき はなし。 且夫、 封建 0 勢た る や、 損益 相 半す るに、 封建の 勢 を 以てして、 各藩 

趣向 を 異にし、 一口 一 ii お？ < 敵、 s^i 吾に 向へば、 於レ是 大命 攘夷 必戰に 出づ、 而 して 天下 之 を 奉す る こと 不 

レ能、 議論 百 端、 各ぶ 異レ 之。 阈體 於レ是 か不レ 立、 是れ卽 ち 封建 0 害 ある 所な り。 而 して 其 論 0 分る る處、 或 

. は 攘夷 論 あり、 ^國 0 論 あり、 武備" <i&0 論 あり。 開園の 論なる も 0 は、 略 立 海外 諸國 0 情實を 知る と は 

乍レ 申、 大皆 ifilk 徒、 所謂ぎ じ ドーの 謹 i にして、 頗る 人情に 害 あり。 固より 取る に 足らす。 將た 叉、 武 

i 充實 0， こ. 至りて は、 或は 固陋 0 兌に して、 事態に 暗き あり、 叉 は實の 卓識 上より 出づ る英斷 あり。 然る 

に、 其 見 或は 異なりと 雖も、 皆 以て 氣を重 じ 死を輕 じ、 利害 を 以て 其 節 を 動かさざる 輩に して、 天下 をして 

) あなど 

iMb 風 を 生ぜし むる に 足る。 而 して 其 岡陋に 出づる 者に 至りて は、 氣を負 ひ、 敵 を 侮り 若し 一 敗す 

まど はや 

る 寺 ま、 或は i ふこと あり。 其 卓識 者に 至りて は、 機に 臨み、 勢に 逹し、 百 折 千 挫 と^も 不レ惑 何ぞー 

みな けん 

二 輩 を 以て 其有爲 Q 志 を 屈せん や。 且つ 夫れ 一圃に 兵權 ありて、 然る 後可レ 和、 可 レ戰、 可レ n 可レ 鎖。 告^ 

# にあり。 而 して 其兵權 なる も Q は 武備に あり。 其 本 は士氣 にあり。 故に 卓見 者 2 目に 曰 『富 國强 兵と 云 ふ 

者 は戰の 字に あり』 是れ實 に^^^ん にして 、千歳 2 咼議、 確乎 不レ 可レ 移。 卽ち 知る 能く 事に 處 する 者、 且つ 和 


かくろん 

し0^っ戰ひ、 始終 變化 無レ 者な り。 吾々 嘗て 此の 論 を 得、 未だ 自ら 信ぜす。 今にして 其 實に確 論た る を 知 一 

一 

はう きゃく  だいた くけん 

る。 何ぞ や、 丑年 以来 天下 を 救 ふ もの は 皆 悉く 蔡客 0 大功 也。 是れ暴 客と 雖も、 其實 大抵 大 卓見 有りて、 然 

る 後、 能く 斷 する ものに 似たり。 嘗て 水 藩 0 暴擧、 壬 戌 〔文久 二 年〕 0 勢 を 酸し、 ^州5?.^客、 生 麥に發 し、 一 

ば. r.+f つ  厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  AA 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 _ 

ili;^ 州 は 馬關に c 恭發、 i っ疆ぷ 兵を內 地に 動かし、 其 跡 或は 無 略に 似て、 國に 益な きこと ありと 雖も、 時勢、 ； 

厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 △ 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶丄 

一 一  運び、 遂に ：天 下 を 干戈 0 世と なし、 自藩 をして 不レ 可レ逃 0 死地に 入れ、 ；大下 大有爲 0 架： 本、 始めて- 

厶厶厶 厶 厶厶厶 厶 <3厶厶<1 厶 厶厶厶 厶  <1<1厶厶 厶厶  <1厶  厶厶 △<! 

. 立てり。 れ卽 ち、 鬼神に 通ぜ ざる 者の、 能く 知る 處に あらす。 第一い； ：}. 識なる 者 を 久坂玄 瑞とー ぶふ 此人嘗 一 

て 4ii:E 寅 次郞 0門* にして、 英學 も少々 仕り、 夷 情 も大に 知れり。 此人 常に 論じて 曰く 『西洋 諸 國と雖 も、 

王べ ー トル、 聚利堅 ワシントン 等の 如き、 國を與 す 者 Q 事 衆を兒 るに、 是非とも：： 十く、 一  旦戰を 始め ざれ _ 

ば、 議論 計りに なりて、 事業 何時 迄 も 運び 不レ 中』 と 云 ふ。 實に 名論と 相 考へ申 候。  」 

すゐ しょう  か ズ な X  _ 

盛んに c# せ forf.^ 擧 を推稱 すると ころ は、 常 則 を 以て 律す ベから すと 雖も、 自 から 艱難 を 作り、 自 から 難 中に 飛 一 

び 込み、 難行苦行 を經來 ると ころに、 不撓の 精神が 鍛練され、 國勢隨 つて 亦た、 難局の-間より 伸展し 來 たる を 論 一 

かく  f ゾ  i- んこ  たくげ，^  おの こ  一 

すると ころ、 確然と して 千古 を赏 ぬく の 卓 言で ある。 西鄕が 常に 『おい は戰爭 がなければ、 用 0 ない 漢で ごわ， 

す。 どぅか戰ハ^^^は起るまぃか』 とい ひ、 高 杉が 『一度 天下 を騷 動に 叩き込まねば、 高 杉の 働ら き 甲斐がない』 と 

一： ムっ た眞意 も、 緞子の 枕に 高鼾で は、 國は 興らぬ とい ふに 外ならぬ。 久 阪が脊 て 『解 腕痴 言』 を 書 いて、 『指 を il 一 

うで き  あられ うぢ  がう び やう なほ  I  >  f  _ 

されたら 腕から 斬り 落せ』 といった、 荒療治 を やる 3^ 斷 と大膽 とが、 時勢の 劫 病 を 癒す である。 中 岡 0 時勢 を < 
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論， f る Q 意 も、 亦た 此 外にない 0 である。 

ろん！？ 5 

中 岡 0 『時勢 論』 は、 更らに 論步を 進めて いふ。 

なまむ ぎ 

其 證據と 云 ふ は、 大 箇條、 二つ 有り。 一 は、 生麥 0 擧 〔文久 三年〕 なり。 不， 計 事と 雖も、 其 國に益 ある 

おびた しんぐ わけ 

こと 實に 夥 し。 是 より 亥 〔文久 三年〕 七月、 鹿兒島 Q 戰爭を 引出し、 一 旦 和 は、 心外 なれ ども、 薩藩 0 

だいふん ぼつ  じんざいとうよう 

興る、 全く 此戰爭 に 基く。 是 よりして、 一 國大！ t 、發、 是非々々、 此大耻 を 雪く と 云 ふ 者に て、 人材 登庸、 武 

-  ,  厶 AA 厶厶 A 厶厶厶 A 厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

備充實 0 論と なり、 西 鄕吉之 助 を 島より 取 出し、 忽ち 執政 場 を 預けられ、 其 他 三 州 0 中に、 人材 0 者 あれ 

ば、 輕き輩 にても、 執政に すると 云ふ國 論定 まり、 海陸 €H 貫備 日々 に 出來、 國政 も大に 一 新し、 實に 目を覺 

厶厶 厶厶厶 <!<-△△△  けいし へんどう 

まし 申 候。 又 一 箇條 は、 長の 事な り。 馬關 0 戰爭を 開き、 京師 變動を 生じ 候より、 內外 大難、 一 時に 迫り、 

外 は 夷に 和し、 內 は； 大下數 萬 兵 を 引き受け、 遂に 内輪 0 戰 迄に 至り 候へ ども、 傳 0 說に、 小 五郎 • 東行 Q 

ほ さ 

如き 昨年 〔元 治 元年〕 英 より 歸 りし 井上 聞 多 〔馨〕 伊藤 俊 介 〔博 文〕 等 如き、 國君を 輔佐し、 處置 宜しき 

を 得 候より、 國論大 に 一定し、 諸事 ハ：^ ぷ 一新し、 ニ國 人民 必死 不 逃の 地に 入る。 於 レ是、 士氣 益よ 着實に 

ギ J ろん  のみ 

赴き、 武備 日に 整 ひ、 此頃は 議論な くして、 實 行と 相 成り、 悉く國中€^大勢を 一 新し、 砲 銃 0 歐而已 にな 

もとごめ  てラ れん 

し、 銃 は 『ミネへ-' ル』 砲 は 元 込 長 玉 等に て、 兵制 全く 改り、 叉 騎馬 隊も 頗る 盛 也。 國 中に 毎日 大隊 調鍊有 

レ之、 先づ 一 日に 大抵 K 十五 六 大歐位 は、 一 日 も不, 立 日な し。 實に其 勢 不レ可 レ當、 此 一 事 は、 全く 戰爭 C> 功 

にして、 他 藩に：^ 何樣に 仕度ても、 出来ぬ 事に 御座 候。 薩と雖 も、 是に 於て は、 一歩 を讓ら ざる を 得す。 且 


阈內 處々、 水車 場 を 築き、 砲 銃 を 製し、 『ミネへ ー ル』 も、 日々 製し、 海軍 も 亦大に 盛に せんとす。 右^^通 

り、 兩藩實 地に 運び 候 は、 全く 戰爭 C> 功に して、 卓見 家 事業 如 レ此。 自今 以後、 天下 を 興さん 者 は、 必ら 

厶<1 厶厶厶 <;! 厶 A 厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶 厶厶  <1<1 厶厶厶  <1<^  A 厶厶 厶厶厶 <3 厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

. す 薩長 兩 藩なる べし。 吾 思 ふに 近日 0 內に、 二 藩 CK 叩に 從 ふこと、 鏡に 掛て 見る が 如し。 而 して 他日 國體を 

厶. d  <3厶<1 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  <1 厶<1 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 > 

立て、 外 夷の 輕侮を 絶つ も、 亦此ニ 藩に 本づ くなる べし 此又、 封建の 天下に 功 ある 所な り。 

中！： が 云 ふ 程、 薩. 長雨 藩が 一致 圑結、 水 も：^ さぬ 進 返ぶ り を 示して ゐ たか 否か は、 議論の 餘 地が あるに して 

だ... くわえ-?  ひこ  し、 ふんじん 

も、 兩 藩が 自 から 大火 焰 Q 中に 投じ、 雨と 降り 來る 火の粉 を滿 身に 浴びて、 獅子奮迅しつつ ある 0 狀は、 中 岡 Q 

ナし  たくし キ J 

如くで ある。 慶應 元年 〔乙 丑〕 において、 旣に 1K 下 薩. 長に 歸 する 0 論 ある は、 何としても、 中 岡の 卓識 を稱 

せざる 能 はぬ。 

JH つこう  だ たう  ， くわつ さよ 

又た 薩 • -4-0 ^興 を 以て、 封建制度の 一 功に歸してゐる€^は、 極めて 妥當 Q 觀察 とい はねば ならぬ。 备 藩割據 

みん しふ  さう 

0 風が あつたれば こそ、 各藩 各檨 0 民 習と 士 風と を 形づくった であって、 隨 つて そ Cj 中より、 國 家の 危急 を 双 

肩に 擔 ふて 立つべき、 雄 藩の 崛起も 生じ 得た 譯 である。 今日、 昭和 維新 0 叫ばる る 時、 何人が 菜して 新 勤皇 黨を 

げんどうりょく  ゆ ゑん  くわく いっしゅ W 

指！^ し、 何處 より 維新 運動 0} 原動力 を 生す るか。 頗 ぶる 疑問と さるる 所以 は、 蓋し 自ぬ 主義、 劃一 主義 0 制度 Q 

一 失で あらう。 

き やうたん  り つき やく 

更らに 中 岡に 驚嘆すべき 一事 は、 彼れ が、 此の 論 結論に おいて、 皇國 國體に 立脚して、 大義名分 を 明らかに 

し、 祭 • 政 • 敎 0 一  致 を 力説し、 此處 より 出發 する にあら ざれば、 眞の 維新 は 成り立た すと 論じた るの 一 點 であ 
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る。 彼 は 曰く、 

又、 士氣と 武備と、 如何程 盛に 相 成 候 共、 國體立 ざれば、 敵國 外患 を 待つ 所以に 非す。 且つ 國 0 大體 は、 何 

厶 厶厶厶  <1 厶厶厶  <1厶<1  <1 厶厶厶 厶 厶厶厶 A 厶厶 A 厶厶 厶<1厶 厶厶厶 

を 以て 本と する や。 吾 曰く、 内、 名分 大義 を 明かに して、 祭政一致、 敎 と共に 告 朝廷に 歸し、 天下の 大共丄 本 

を 立つ る を 以て 急務と す。 實に 今日 Q 大機會 にして、 上下 勉强し 候へば、 害を轉 じて 福と なし、 今日の 敵國 

厶厶 <5 厶厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 A 厶 A 厶厶  <1 厶 厶 厶厶. 厶 厶厶厶 ► 厶-厶 厶， i 厶 厶、 厶 仏、 5-.  ^-5  *  > 

外患、 他日より 見 候へば、 ；大下 0 名 灸と相 成 候 は、 實に 天下 0 大功 之に過ぎすと奉レ^^？候。 然るに 元弘 Q 

かしなん 

事 杯、 思 合せ 候へば、 中々 上下 共に 一 と 通 艱難に て は、 思 ひも よらぬ 事に 御座 候。. 何分 共、 時勢の 變に御 

ご ゆ-つ 1 二，. >  ゐ なか うく わつ  おく 

先立ち 被, 成、 御活論 • 御 雄 斷有レ 之 度、 實に此 節 は、 最早 田舍 迂濶 先生に、 たまく 逢 ひ、 時勢に 後れ 候 

せ, 30 

論、 承り 候て は、 何共 氣 Q 毒に て 候 間、 諸君、 井蛙の 兑に御 落ち 不レ 被レ成 候樣、 遙に 奉レ祈 候。 其 他 可 レ嘆可 

レ悲 事、 如レ山 御座 候 得 共、 今更 一言 仕り 不レ 申、 只々 老婆心 Q 檨 なること、 思 出し 次第、 亂筆 可レ仕 候。 取 急 

ぎ 候 間、 清書す る不レ 能、 御 申讀奉 11 願 上 1 候。 不宣。 (夜已 に 四更) 

石 川 淸之助 

讀み 去り 讀み 来れば、 當年 僅かに 二十 八 歳 0 一  勤皇 志士が、 國を憂 ひ、 世を慨 き、 筑前 太宰府なる 一 旅 宿 Q 夜 

深く、 筆 を寒燈 0 下に 揮うて、 熱血 を 紙上に 躍らす Q 狀、 目前に 見る Q 思 ひ あらしむ るで はない か。 中 岡 『時 

へきとう  さし は 

勢 論』 は實 に慶應 劈頭 0 大 文章に して、 言々 風霜 を 挟 さむ 0 大文字で ある。 


〔三】 岩 倉 友 山の 大局 眼 

5 お 食 友 山 は、 當時 m せ b 大雄 であった。 彼れ は和宫 降嫁に 坐して 洛外に 蟄居した が、 寧 i 儿年 『叢裡 鳴蟲』 

を 著 はして、 そ 0 胸中の 欝懐を 吐露して ゐる。 三 條卿は どこ やらに 長 州 味が あり、 5 お 含 公は薩 摩に 倾 むく 點が、 

多かった が、 n 十く も將來 天下 を 取る も 0 は 薩長で ある こと を 喝破し、 薩 ，長. 幕 0 三 勢力 を 合して、 そ 上に 朝 

廷を S き、 新國家 樹立 0 大策を 行 はう と考 へた。 友 山が 征長 Q 役 を 以て、 幕府が 勝っても、 長 州が 勝っても、 共 

に阈 (汆 0 不幸で あると 論じて ゐ るの は、 實 にネ兒 とする に 足る。 彼れ は 曰く、 

幕府と 長 州の 應接 平和に 歸 さすして 開戰に 至らば、 勝敗 0 孰れに 歸 する を 問 はす、 恐らく は 朝廷 大患たら 

ん。 何と なれば 幕府 勝利 を 得ん か、 譜代0^大小名は論なく、 觀 望の 外 藩 も 亦必す 之に 畏服 せん。 是に 至れば 

と.^  1 ていふう  またが 

幕 威 乍ち 乂頓に 振起し、 勢 破竹の 如く、 將に謂 はんとす。 天下 何ぞ 恐る るに 足らん。 長 州 提封ニ 4- に 跨り 

人口 百餘 萬、 加 ふるに 草 莽敢死 Q 十數 萬、 協力して 之が 干城と なり、 之が 爪牙と 爲り、 强武 比な しと 誇稱せ 

しも、 ザ Mol^g 一指 すれば、 祜を振 ひ、 朽を拉 くが 如し。 天下 誰か 幕府に 抗 する も Q ぞ。 大小 C; 諸 藩 苟も 

幕府に 抗 せば、 討伐して 假す ことなく、 復た長 州 0 如く 爲 さんと。  - 

斯く Q 如き 結 * は、 果して 何うなら うか。 一兵 を 有しない 朝廷 は、 矢張り 一 f 府 叩に 從 はなければ ならな くな 

る。 之れ と反對 に、 若し 長 州が 勝った 場合 も 同一 であると して、 次 0 如く 論じて ゐる。 
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長 州 勝利 を 得ん か、 元来 長 州 は 1K 下人 心 0 歸 する 所、 觀 望の 外 藩 は 其 强武を 仰 慕し、 必ら. f 之に 葵 向して、 

其 威勢 は H< 下 を：^: すべし。 …… 過激の 暴說 再燃して、 叉 朝廷 0 上に 行な はれ、 其 憎む 所 は當路 0 大臣と 雖も、 

之 を!^ がし、 其 愛する 所 は、 桓要 0 地に 立た しめ、 癸 亥 八月 0 擧に 報ぜん こと を 計る は必 せり。 斯 如くな 

れば 天下 復た 大に亂 れん。 

4-- きら -  そじ やう ひ れま 

岩食は勅勘^^13?ど以って、 最も 大瞻に 卒直に 赤裸々 に、 朝廷の 大 決意 を がさんと して、 そ 0 素 情 を披？ a して 

^-•4* き  K  ，つ ふ ちん  し^し 

ねる C 『身 は 籍の 中に 在りと 雖、 國家を 念 ふの 心より、 蕪 言 を敷陳 する は臣子 0 情義 亦 已む能 はざる ものと 知る 

べし』 と 書して、 ^5 々數萬 言、 時勢 を 論じ 大義 を 明かに し、 以 つて 朝廷の 依るべき 大道 を 指示して ゐる。 大勇 あ 

るに あら ざれば、 出来が たい ところでは あるが、 叉た 彼れ 友 山が、 一 片 赤誠 0 迸ば しると ころで あると 見ざる を 

得ぬ。 人は岩會を以ってガ|5^1と稱するが、 彼れ が 姦物と して 見られた ところ は、 天 下の. K 紛亂の 中に あって、 

幕 ，薩. 長 Q 勢力 を 巧みに 籠絡 せんとした 籌策 0 迹 であって、 波れ が 君國に 報ぜん とする の 誠意 も 亦た 箇中 にあ ス- 

【四】 維新 的 英雄 西 鄕吉之 助 

中 岡 も 薩. 長 を * し、 岩會も 薩. 長 を 擧げ、 遂 ひに 勢 ひ 歸 すると ころ は、 此の 薩 ，長に 外ならぬ としたが、 

此の 二 藩 を 合して 一 となし、 ここに 拔 くべ からざる 0 一  大勢 力 を 樹立して、 之 を 以て 朝廷 を 輔佐し、 幕府 を 討つ 

て皇政 復古の 大業 を 興さん としたの も、 又た 實に 倉で あり 中调 であった。 


然も 薩長 は 龍 虎の 勢 ひを爲 して、 互に荒野に！^峙してゐる。 是れ また 勢 ひで あり、 拔 くべ からざる 感 ssl^m 

であ づて も、 正しく 『；大 下の 無駄』 に 相違ない。 こ。 『天 下 Q 無駄』 が、 慶應 年間に おいて iil し、 歩み寄つ 

た。 そ 間に は、 中！：. 阪本 0 奔走 も あり、 岩 倉の 斡旋 もあった が、 結局 薩長 二 藩 0 いづれ かが、 先に 頭 を 下げ 

て來 なければ、 納まりが つかない。 他から 見れば こそ 『天下 0 無駄』 であるが、 當人 同志に とって は、 天下の 一 

大事に 相違ない。 

『先 づ薩摩 0 奴 原から 降參 して 来い』 と 長 州が いへば、 『何 を 糞、 長 州 0 弱蟲 から 手 を 下げて 来い』 と薩 州が i ぶ 

る ひ をす る。 これで は 依然として 『天下 0 無駄』 を繼續 する のみで あるが、 玆に洛 西 第一 CJ?^ き は 現 はれた。 

『降參 で ごわす か、 ようご わす、 降參 しませう。』 

と兩手 をつ いて 平伏した も Q は、 實に西 鄕南洲 そ Q 人であった。 一語、 fK 下 0 無駄 を拂ひ 去って、 。！ S きい 皇 

政 復古 C> 大道へ と 流れ出した Q は、 實 に南洲 Q 大器 量と いはなければ ならぬ。 度よ 艱難 を經て 事に 老練し、 船 

しう みつ 

周密、 大德 よく 衆 を 化する 底 0 人物で なければ、 到底 こ 0 大 芝居 は 打てない。  . 

西鄕は 嘗て 人 を 責めた ことがなかった。 人を責 むる 時には、 必らす 自分 を 責めて ゐる。 議論で 人に 勝た うとす 

あさはか  *■ う べん 

る やうな そんな 淺 墓な 考へ は、 毛頭 持たなかった。 後藤 象ニ郞 は、 雄 || を以 つて 聞え たが、 彼れ 一 日、 長 太 息 

していった。 

『西鄉 に 負けて はならぬ と、 議論 をす ると、 毎々 我輩が 勝つ。 然し 別れて 歸 つて 来た 上で、 よくく 考 へて 見 
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ると、 ドウしても 勝った やうな 氣 持ちが せぬ。 コレは 不思議 だ。』 

板 垣 は 後藤と 西 鄕とを 比較して 『松 0 大木に 蟬が とまった ほど Q も 0 ョ。』 といって ゐ たとい ふが、 議論 0 勝敗 

は、 西鄕 Qj 與り關 すると ころではなかった の だ。 

『人 はた だ 道 を 行 ふ も €j なれば、 道 を 行 ふに 巧拙 もな し』 といって、 ただ 天地 自然に 受 くると ころ 人間 大 

道に 向って、 終生 自己 を ^ 磨す る こと を 忘れなかった 西鄕 は、 そ 0 鮮やかに、 鍊ひ 上げられた 道義 的 人格 を以っ 

て、 如何に 皇政 維新 0 大 活劇 裡に、 馳驅 したで あらう か。 凡そ 革新 は 血を以 つて 色 どらる ると 極まって ゐる中 

に、 西鄕 のみ、 ひとり m ふるる が 如き、 人道的 仁愛の 精 祌を以 つて、 大變革 を 成就した 0 は、 世界史 中 CM 大偉 

彩で はない か。 そこに 千古 不磨なる 人格 0} 光りが あるの だ。 

【五】 西鄕 一 先づ薩 摩に 歸る 

せんざ  厶厶厶 <d  厶 厶厶厶  ぐん 

長 州 處分も 一段落が つき、 五 卿 も 太宰府へ 遷座と 決定した 0 で、 西鄕 は慶應 元年 〔乙 丑〕 一月 西日に 小 倉 0 軍 

i を 去って、 f  s:! 日鹿兒 島に 歸來 した。 そして 彼れ が 出動 中 €j 留守居 役と いふ 格で、 薩摩 にあった 大久 保と、 久 

し 振りで 面談し、 益ぶ 急 を 吿げ來 る 形勢 Q 大轉に 就いて、 薩藩 0 進 返を議 すると ころがあった。 大久 保が 年來 0 

8|^を 提げて、 再び 中原に 飛躍し 出した Q は、 此 時 西 鄕に更 はっての 出場で あつたが、 やがて 西鄕 も、 大久保 

だいはちぐるま 

と 相 並んで、 御一新 0 大八車 を曳き 出した である 


當時、 西鄕ひ 地位が どうで あつたか を 知る 爲 めに、 ここに 朝 幕 0 關係、 及びそ0勢カの<^^布を大觀する必要"か 

ある。 瘦 せても 枯れても、 江戶 幕府 は、 何としても 一 勢力た る を 失 はぬ。 之れ に對 して 朝廷 は 大義名分 0 中心 點と 

して して ゐる。 第三 0 勢力 は 次第に 鍛ひ 上げられて、 何う やら 物に 成り かけて 來てゐ る 薩* 長 である。 

ねら 

之れ を地现 的に 見る と、 京都 を 中心として、 之れ に 覘ひを 定めて 近づかう として ゐるニ 勢力が. 江 戶と關 "四と 

に 根 を 張って ゐる 形で ある。 幕府が 慶喜を 京都に 据 ゑて、 會津 • 桑 名の 勢力 を以 つて 之 を 擁せし めて ゐる 0 は、 

決して 見 《"5 を 誤 まって は 居らぬ。 確と 金玉 を 握って ゐる 形であって、 是れ さへ 摑ん でゐれ ば、 大事 を 誤 まること 

はない と考 へた。 立派な 備へ 方であって、 幕府 0 手 は 充分に 京都に 仲び てゐ ると いっても よい。 これで、 江 戶幕閣 

さみ やく  やせら- * 

と、 京都 出張 派と 氣 脈が、 響 Qfe に應 する やうに、 しっくりと 呼吸が 合って ゐ たなら ば， 恐らく 薩* 長の 瘦浪 

_ ^共に、 揚げ足 を とられる やうな、 不始末 は 仕出かさなかった に 相違ない。 

* ノんナ つ  さラ とう 

江戶に 人傑がなかった 0 が、 鬼 角、 京都と ソリが 合 はなくな つた 原因で は あるが、 走馬燈 0 やうに 變 つて 行く 

つんぼ さじぎ 

形勢 を、 變動 Q 中心地で ある 京都で 見て ゐ るのと、 百 里 も 離れた 關 東の 聾棧 敷で、 評議して ゐ るのと では、 .i::: 然 

距離が 生す る 0 も 無理で はない。 慶喜 にも 隨分 我儘な 點は あるが、 生れながら 0 庸才で はない から、 彼れ に 充分 

の f 腕を树 はせ、 遣る 丈け のこと を 遣らして 見たならば、 幕府 爲 めに、 今少し 何とかな つた かも 知れぬ。 慶喜 

が水戶 出で あると いふ ことと、 少し は 物が 解る とい ふ 0 が、 、江戶 幕府 Q 快よ く 思 はぬ ところであって、 鬼 角 棘 外 

0 倾 むきが あった。 事毎に 邪推 や、 嫉妬 や、 冷水 や を、 打っ掛けられて は、 慶喜 としても、 氣 持ち 0 よ い^はな 
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せいれいに と  げ，： > しょう 

い。 そ 0 結果、 自然に 幕府 0 勢力が、 、江戸と 京都に 二分され、 政令 ニ途に 出づる Q 現象と なった 0 は、 何として 

も 幕府の 勢力 を强 める 所以と は 見られない。 

京都 は 大義名分 Q 中心 點で、 阈 體に對 する 國民 0 自覺が 進んで 來 るに 從 がって 『心』 Q 堅城と して、 不動 0 基 

ちょく ぞく 

礎の 上に 立って ゐる。 然し 直屬 0 兵力 を 有せら るる 0 ではなく、 公卿と て、 活眼 達識 0 士 ばかりで はない から、 

風 次第で は、 何う 向きが 變 はるか、 そ 0! 邊は 分からない 肷態 にあった。 


そんげん 


孝 明 天皇 は 夙に 國體 Q 尊嚴を 御體得 あらせられ、 攘夷 0 御 信念 は 一 貰して 變 はらせられる ことがなかった が、. 

く げラ ちう  じ だいし ゆぎ 

多く 0 公卿 中には、 幕閣 以上に、 時勢に 理解の ない 人々 もあって、 15^ 角 事大主義で 其 日 を 過 さう とする 向 も あつ 


た。 孝 明； 大皇 は、 餘り 過激な 堂上 をお 嫌 ひに なり、 順序 を 踏んで 大義 を 仲べ られ るお 考 へであった が、 所謂る 衝 

げきどう じ やう  およく しょう  ら s?lK う 

激 堂上であった 三條 以下 諸 卿 は、 聖意を 直 承 する 熱心なる 攘夷 家であって、 議論 は亂 棒 と 見られても、 熱意 は 

充分に あった。 背景 はなく とも、 議論 0! 上 丈け でも 力 を 表現して 居った。 七 卿 去る 0 後、 宮廷 は 火 0 消えた やう 

であって、 事大主義から 来た、 佐幕派が 勢力 を 得て 来た。 

長い 物に は 捲 かれろ とい ふ 人々 に、 力 0 あり やう はない。 少なくとも 獨 立の 意見が あって、 矢で も鐵 砲で も來 

い。 飽く迄も 初一念 を 貰ぬ かう とする 者に は、 人 は 衆から すと いへ ども、 必らす 力が ある。 西 遷の五 卿が、 草葉 

にす だく 蟲 Q やうな 聲で、 九州 濱 海に 叫ぶ 大義が、 何となく新時代€^豫言€}ゃぅに聞かれるのは、 彼等に 鬼；^ 

をして 避けし むる 底 0 至誠と、 勇猛心と があった からで ある。 


やつ  りうた く 

此 Q 五 卿、 兄る かげ もな く 打ち 窶れた 流 謫の五 卿 を、 確と 小脇に かい 込んで、 京都へ 押し出さ うとした ひが、 

征長 始末 後の IS 鄕吉之 助であった。 『西 鄕、 圖々 しい ぞ。』 と大向 ふの 彌 次が 出る かも 知れない が、 西鄕が 勤皇 0- 大 

ひろ  ちう しん 

義を擴 めんと する 赤誠の 衷心に は、 三條 人格が 深く く 刻み 込まれて あった。 西鄉 が、 三條を 役して、 宮廷に 

©  しん ゑん 

上 ぼす るを以 つて、 尊攘 を完 行す る 上 0 最大 急務で あると した Q に は、 蓋し 深遠なる 思慮 0 存 する ものが あった 

ので ある。 

てん ざ 

西 鄕が五 卿 を 長 州から 引き離して、 筑前 0 太宰府へ 轉座 せしめた 0 も、 五 卿 をして 長 州と 運命 を 共に せし むる 

,  てうて き 

に 忍びなかった からで ある。 實狀は！5^^ぁれ、 長 州 は 表面 朝敵 0 地位に 立って ゐ るので あるから、 五 卿が 長 州と 

共倒れ を すれば、 可惜 勤皇の 原動力 を、 玉石 俱に 焚かねば ならぬ。 是れ 西鄕の 忍びざる ところであった。 彼れ が 

ほんなん 

离 難を排 して、 九州 遷座に 盡 力した は、 ここに 見る ところがあった かちで ある  . 

*J よく わ. i 

私情 を以 つてい へば、 長 州 派を以 つて 目 せらる る 五 卿で ある。 そして 西 鄕は征 長の 互 魁で はない か。 飽く迄も 

お 州 を 打ちのめす を以 つて 快と するならば、 五 卿 0 如き も、 サッサ と 幕府に 引き渡して 了って 宜 い^で ある。 長； 

州に W: 起のへ i 地を殘 し、 五 卿に 滿 腔の 同情 を 寄す ると ころに、 西鄕 0 他と 異なる、 大信倏 と 大器 量と を兑 るべき 

である。  ，  ■ 

ふくしょく 

两 鄕が、 五 卿 を 一 度び 太宰府に 移し、 その上で 復職 運動 をす る 意志であった こと は、 東 久世卿 日記の 一節で 
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も 充分に 解る。 

【十一 一月 一 日】 〔元 治 元年〕 …… 筑前 使者 越智 小兵 太、 眞藤 登、 北 岡 勇 平 三人 罷越、 予等五 人、 天幕 Q 命を以 

て、 薩 ニ巩* 久留米 *兩 肥へ 御預、 手 餘候節 は 兵力 を 以て 受取 候檨、 內實は 大島三 右衞門 〔西 鄕〕 筑前 1^_義 

しう^ん 

黨 申談、 筑 前へ 引取、 復職 周旋 有レ之 故な り。 乍 レ然、 表 向に て は、 長 州 武威に も關係 致し 候 儀、 諸隊 〔奇 

兵隊 等〕 沸騰 候 半に は、 寛大 0 御所 置、 有レ 之樣、 三 使へ 示談 …… 云々。 

土方の 『回； 大實 記』 の 十二月 一日 0 條 にも、 同一 0 文面が 現 はれて ゐ るが、 これ は 先に 旣に 論じて？！^ いたから、 

玆には 重複 を 避ける。 

西鄕 は、 一先 づ 事件 0 落 著 を 見て、 歸國 する に當 り、 五 卿 守護と して は、 黑田淸 綱を將 として、 薩兵を 太宰府 

に 生めた。 

あんぐ わい らく  ほく 

五 卿 0 太宰府 生活 は 案外 樂 ではなかった。 月形 洗藏、 早 川 養 敬な ど Q 筑前 勤皇 黨 0 諧士 が、 相 前後して 縛 せら 

れ、 或 ひ は 刑 せらる る もあって、 藩 論が 佐幕に 傾く と共に、 一 歷五卿 身邊は 薄氷の 上に ある 思 ひであった。 

『三 條實美 公 記』 0 中に、  .  / 

•  ちんぶ 

【二 4. 九日】 〔慶應 元年 一 月〕 晴、 風、 朝薩人 西田彌 四郞、 筑前 藩に 来り、 俗論 黨鎭 撫を談 す。 水 野 .武 部 • 

藤 岡 も 亦 来り、 此藩 俗論 沸騰す る を 以て、 土方、 水 野に 會し、 種々 論議す。 西 田、 五 卿より 筑藩 俗論 鎭撫^ 

盡 力す 可き 依賴を 蒙り、 明日、 急使と して 薩 州に 赴く. - 


かんぷう 

と ある Q に 兄ても、 當時五 卿 0 身邊 に、 塞 風 吹き荒ん だの を 知る ことが 出来よう。  . 

かく 筑 前に 佐幕 風が 吹いて 来た Q に は 理由が ある。 一つに は筑前 民間 有志が、 五 卿む 捧 じて 勤皇の 旗擧 を 

あんたい るん しゃ 

しょうと 奔走した Q に 引き かへ て、 藩 政 要路に 立つ 人々 に、 お 家 安泰 ll 者が 多く、 先 づく將 軍 (啾 0 命令に 背 

かす、 觸ら ぬ祌に 祟りな しで 行かう としたので、 五 卿の 藩內 にある を悅 ばなかった 點も あり、 一 つに は 府 ogs 

迫が 猛烈であった 爲め でも ある。 

S 五 卿に 處 する 幕府と 薩藩 

jsf 府に とって は、 どうしても 五 卿 は問题 種で ある。 薩. 長 形勢と て、 五 卿 次第で どうなる か 解からぬ とい 

くわう や 

ふ 心配 も あり、 このまま 五 卿 を 荒野に 放置して は、 錦の 御 旗が 何う やら そ 0 邊 から 出て 來 さうな 氣も する。 そこ 

で これ は 一先 づ五卿 を 大阪へ 引き上げ、 場合によって は、 江戸まで も 引き付けて 置かねば、 安心で ない。 

くわんだ. 1 

それば かりで なく、 江 戶幕閣 では、 慶勝 處分 方法から して 氣に 入らぬ 0 である。 餘り といへば 寛大に 過ぎて 

てひど や  と 9 

ゐる。 今少し 手酷く 遣っつけて 置きたい とい ふ 0 が、 江 戶幕閣 0 肚裏で ある。 征長總 督尾張 度 勝が、 長 州 處分を 

がいせん 

了して、 一 月 四日 〔慶應 元年〕 廣 島を發 して 凱旋の 途に 上り、 翌 一 月 五日、 本 鄕驛に 着いた 時に、 幕府の 命を受 

かんさつ  ご さう 

けた 監察が やって来て、 毛 利 侯 父子 は 勿論、 五 卿 も 共に、 江戸に 護送す べしと 0 命を傳 へて 来た。 

幕 閣の勘 違 ひ は、 ここに 生じて ゐる。 實 情に 疎い とい ふ も は 致 方の ない もので、 征 長の 大 軍と いふの は 實は 
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名ば かりで、 何 一 つ 役に立って 居らぬ。 長 州が 腰 を 折って 出て 来たから こそ、 先づ 平和に 局 を 結んだ やうな もの 

0、 萬 一 防 長 二 州血氣 0 士が、 破 ぶれ かぶれ 勢 ひとな つて、 二 州の 山川 を 死守す る Q 形勢と なったならば、 三 

きう そ  か 

十 何 藩 0 聯合 軍 は、 却って 窮鼠に 嚙 まれた かも 知れない ので ある。 そ 0 邊の 呼吸 を 慮って、 手早く 大局 を牧め 

て 引き揚げて 來た Q は、 何としても 尾 張總督 0 手柄と， せねば なるまい。 

つんば さじ *1 

そこが 百 里 ニー 百 里 も 離れて ゐる、 聾棧 敷で は 見えない 0 である。 幕府が 兵 を 差し 向 くれば、 1 も 二 もな く 降 

うち やう ぜつめつ  けんぶつ 

參 する ではない かひ ^長 絶滅、 藩 公 召 上げと 出ても、 誰れ が 文句 を 言 ひ 得る も か、 とい ふ 0> が、 江戸での 見物 

くわん 

觀 であるから、 始末が 惡ぃ。 慶勝 も餘り 馬鹿々々 しい で、 旣に局 を 結んだ 後で あるから、 遣り直し は 出来ない 

と、 立派に 斷 つて 了った。 それ を 聞いた 幕府で は、 將軍 叩 を用ゐ ぬと いふ は不屆 だ、 そ 儀なら ば 大いに 詰 

問す る 件が あると いふ Q> で、 慶勝 Q 入京 を 禁じて、 直ちに 江戸に 參府 すべし と 達して 来た。 朝廷で は、 鹿 勝の あ 

*j ゃラ あはれ  - 

境を憫 まれて、 特に 入京の 勅命 を 下された で、 一月 二十四日、 慶勝は 1^ も 角 も 京都に 入る ことが 出来た。 

きょくけ い くわ 

幕府が 水戶 天狗 黨に對 して、 極刑 を 科し、 三百 五十 餘人を 悉く 斬に 處し、 中には 婦女子まで も、 極刑 を 及ぼし 

たの は、 慶勝 凱旋 後の 二月 0> ことであって、 是れ 見よ がしの 振舞 ひで もあった。 天狗 黨の 首領であった 武田耕 雲 

齋は、 自 から 刑に 就いて、 同志の 助命 を 乞 ふ 素志で あつたが、 幕府 は 勢力 回復 方針で、 ここで 威力 を 示して 置 

いちみ さう めつ  > 

かなけれ ばなら ぬと いふ 考 へから、 一 味 剿滅 を 謀った 0 であった 


じん リん 


此れ は餘談 であるから、 詳 くはい はぬ が、 當 時水戶 浪人に 對 する 取扱 ひ は、 實に 人倫 を 絶す る ものが あつたと 


とうてん  は  あかはだか  .  ► 

傳 へられて ゐる。 春 まだ 寒き 二月の 凍 天に、 悉く 衣服 を剝ぎ 取って しまって、 丸 0 赤裸々 にした 上に、 犬 か 猫 ひ 

やうに 握り 釵を食 はした 果が、 一 味 を 擧げて Q 斬殺で あるから、 實に 言語に 絕 するとい はなければ ならぬ。 大久 

がい せつ 

保 E. 東が 此 Q 次第 を傳 聞して 『是 れ實に 幕府 滅亡の 表な り』 と 叫んで ゐる Q は、 蓋し 剴切 Q 評語と いはなければ 

ならぬ。 當時水 戶浪士 中、 流罪と なった 三十 四 五 人の 者 を、 幕府 は薩 藩に 託しよう とし、 敦贺 まで 迎へ Q 船 を 出 

せと 命じた に對 し、 薩藩は 物の 見事に 担 絶して ゐる。 

** うじ やう  きんしん 

之 を 西 郷が防 長の 處 分に 比し 来る 時 は、 實に 天地 宵壤の 相違で ある。 西 鄕は藩 公 父子の 謹 愼を以 つて 審足 ると 

ひそ  あんたい 

し、 他日 勤皇 0 大擧 0 爲 めに、 窃かに 暴 客の 自重 • 自愛 を 念じて ゐる。 五 卿 を 太宰府に 遷 して、 そ 0 安泰 を 計つ 

そく わい  きうて う ふと こ  さつ を 

たの も、 尊皇 0 大義 を、 纏が て 天下に 布かん 素懐の あるから であった。 窮鳥 懐ろ に 入れば、 獵夫も 之れ を 打た す 

とい ふさへ あるに、 志 哀れむべき 同胞 を、 まして 首領 は 罪 を 乞うて、 同志 C> 助命 を 願って ゐるも を、 雪 霜 白く 

ぼくろ  せキ J ら 

草木に 布く、 越 前 寒天に 暴露して、 赤裸の 肉 身に 1^ を當 てようと は、 血 あり 淚 ある、 武. Ijo 所業で あると いは 

れ ようか。 かくて は 幕府 滅亡、 目前に ありと せらる る 0} も、 理 ありと いふべ しで ある。 

*  * 

う  くわ.. ■ ふく  . さ.. 10  さんきん  - 

；大 下の 形勢に 迂 なる 幕 閣は、 幕府の 勢力 回復に 熱中し、 安政 以前の 儀 禮に遡 ぼり、 參覲 交代の 令を發 して、 

大名 をして、 柳營 に參覲 せしめよ うとした。 そして 防長處 分に 就いては、 

『此上 御處置 Q 儀 は、 當 地に 於て 遊ばさるべく 候 〔中略〕 時宜に 寄り、 猶仰 出され 候 儀 も 可 レ有レ 之 候 間、 兼て 

五 卿 を 中心とする ici, 薩 の動靜  四 八 九 
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其 心得に て罷 在るべく 候』 

との 達し を 諸 藩に 致し、 防 長 及び 五 卿に 關 する 向後 方針 は、 一切 征長 總督 Q 手 を 離れて、 .y 戶幕閣 において 之 

れを 決定す るぞョ と、 申し渡した 譯 であるが、 何となく 奧齒に 物 0 ありさうな 物の いひ 振りで ある。 旣に 疋長總 

、  こんぐ わ. 5 

督 において 閬外 0 處 分が 決して ゐ るので あるから、 此の上の 處置 などい ふ ものが ある^はない。 防 長 藩主 父子 

Qli 慎と、 五 卿の 遷座と で、 事 は 落 著して ゐる ではない か。 その上 Q 處 分と は 果して 何事 を 指 ざす Q であるか。 

t  やが  くわ,) もん 

毛^^^侯父子、 及び 五 卿 を、 纏が て 江戸に 喚問し、 大に 幕府 0 威力 を 示すべく、 極刑に でも 處 する 考 へで あるか。 

その 邊 0 腹中 は、 餘り にも 明かに 讀 まれて ゐる。 

1 橋 を 始め、 桑 京都 派 も、 これに は t 意 を 表し 兼ねたら しい。 幕閣 側で は、 都合に よって は、 一 橋 も g 

還し、 會津 0 守護 職、 桑 名 0 所 司 代 を も 取り代へ ようと 0 腹 もあって、 老中 阿部 豐後 守、 松 平 伯脊守 を 上京せ し 

めたり したが、 京都 0 事情 は、 さう 右から 左に、 將棋 0! 駒 を 取り代へ る やうな 譯には 行かぬ 關 係が ある。 

江 戶幕閣 の 出 やうが、 餘 りに 傲慢で あると ころから、 朝廷で は 桑 名所 司 代に 令して、 幕府 0 態度 を^ 4- しょう 

とする に 至って 居る。 

一、 長 州 父子、 江戶 表へ 被 二 召喚 一 候 趣 なれ ども、 此 頃國內 も不穩 由に 候へば、 暫く 其 儘に 差 置 可, 申 候。 

實美等 も同斷 なれ 共、 亦 同樣、 其 儘 差 置 可レ申 候。 

C かく 

一 諸 大名 參覲、 古格に 引展 候檨、 觸達 有；， 之 候 由に 候へ 共、 諸 藩 共、 此 時勢に 付、 內輪迷惑之檨^;.も箱 


閱 候。 仍て 矢張り、 文 久ニ年 改革 之 通に 可レ致 旨に 候 事。  . 

朝廷 C> 令す ると ころ は、 至極 道理で は あるが、 朝 • 幕 0 間が かかる 事でまで も、 相反 目の 狀態を 露 nl^i する こと 

f; ん しょう  いづ 

は、 ：=^ して 悅 ぶべき 現象で はない。 孰れに しても 上國 0 形勢 は、 平靜 では あり 得ない 勢 ひ を 作して ゐる。 もう は 

幕府 も 永い こと はない と は、 九州 0 邊陬 でも、 簿々 氣づ かれる 位に なって はゐ たが、 彼れ が 權カを 擁して ゐる 

は、 何 を 仕出かす か 分らぬ から、 充分に 用心の 必要が あった 迄 だ。 

西 鄕が小 介： を 去って、 一先 づ藩 地に 歸 つたの は、 深い 考 へがあった に 相違ない。 西鄕 が歸國 後、 大久 保と 謀つ 

て、 久 光に 建言して ゐる ところ を 見る と、 何う やら 此邊 から 皇政 維新の 大 革新が 動き かけて ゐる やうな 氣 持ちが 

へきとう 

する。 ^藩が 慶應の 劈頭に 當 つて、 働き かけて ゐる 目的の、 三 大要 綱を擧 ぐれば、 

一 、 五 卿の 救出。  " 

二、 參觐 交代の 廢止。 

くわん めん 

三、 長州寬 免。 

であった。 そして 是等を 要求す る 背後の 決意の 中には、 五 卿 を 奉じて 勤皇 諸 藩の 連盟 を 作り、 參 親の 無 川なる li" 

K を 廢 して， 國 力の 充實を 謀り、 國を 富し、 兵を强 くし、 猛然と して 國 難に 當ら ねばなら ぬと いふ 覺悟 があった 

くわんだ い  つち > 

こと は、 言 はすと も 明らかで ある。 更らに 長 州 を 寛大に 處 置し、 彼れ をして 他日の 再起に、 培 はしめ ようとした 

ところに は、 言外 無限の 雅量 を 1^ へて ゐる。 

五 卿 を^ 心と する 幕 .薩 の動靜  四 九 一 
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〔七】 西鄕 と大久 保との 交代 

『大勢』 とい ふ 言 薬で 表現 さるる ところの、 內容的 諸 要素 は、 頗る 複雜 なる 集合 體を 具備して ゐ るので あるが、 

應慶 元年 〔乙 丑〕 の 日本 現勢に おける、 社會 的、 若しくは 政治的 大勢なる ものの 中には、 爛熟せ る 封建制度の、 

くわい めつ  しんてん 

自然なる 壞滅に 伴 ふ、 個性の 眞 正なる 伸展 的耍 求と、 海外に —— 日本 國 以外に 世界なる ものの 存在す る こと を發 

ふ やね 

見した、 日本人の 心理に 必然に 起って 来た、 新ら しい 國家愁 とい ふが 如き 要素が、 之れ に附隨 する いろくな 自 

けうせ う  りう どうげ ん しょ う 

覺 感情 を 伴って、 狹 少な 制度 ゃ國境 やの 中から、 廣く大 に 飛び出さう とする、 自然 的 流動 現象が、 その 所謂る 

大勢なる もの を 支配す る、 主要 要素であった。 

この 進歩的 大勢が、 次第に 加速度の 勢 ひ を 作って 來 るに 隨 つて、 非常に ラヂ カルな 歩調 を 示す やうに なり、 遂 

らんて うし  きうけん りょく 

に亂 調子と なる に 到って、 革新的 色彩 を 表現す るので ある。 之れ に對 する 舊權 力の 維持 者 は、 飽くまで も 政權を 

ほうぎょ 

維持し ようとし、 保守的 思想 感情に 據 つて、 舊 制度 組織の 崩壞を 防禦し ようと 努む るので あって、 此の 保守的 防 

げ. b せい 

禦 運動が、 强く なれば 强 くなる だけ、 急進的 革新 運動 は激 成せら るる ことになる。 

が じ やう ほ うく わい 

. 幕府 政治家が、 飽くまで も その 牙城の 崩瓌を 防禦し ようとし、 勢 ひ を 見て 更らに その 勢力 回復 を 期して、 攻勢 

的 態度に 出ようと して 来たの は、 その 保守的 立場に おいて 固より 必然の 運動であった。 江 戶幕閣 が 五 卿 を 召還し 

かいしょく  ， 

ようと 欲し、 長 州 侯 父子 を戒飭 しょうと 欲し、 更らに 諸侯の 參親 交代制 度 を 暫に復 しょうと したの は、 一 に將軍 


ゐ よう  ゐく わん 

政治の 威容 を、 昔日の 偉觀に 返へ さう とする であって、 微力ながら 七 百年の 武門 政治 を 支へ ようとす る 形が あ 

る。 時代 的 背景の 前に 立って いへば、 一 種の 反動 運動であって、 求心力 的 働ら きをして ゐる。 

一方 遠心力 的 働ら きの 中心 をな して ゐる、 能動的 運動と しての、 進歩 革新派 は、 薩 州を以 つて 第 一 位と せな け 

れ ばなら す、 之れ に亞ぐ ものが 長 州で ある。 長 州 は 再度まで、 幕府の 征討 軍 を 引き受け たが、 遂に この 大難 を排 

して 頭角 を 現 はして 来た。 薩摩は 第一 回 長 州 征伐の 時に、 幕府に i ハ みして 長 州 を 討ち、 第二 回の 征 長の 時に、 く 

ねがへ  けんぽう  じ 5- つす う 

るりと 寢 返り を 打ち、 長 州 を 率ゐて 幕軍に^ 向って 來た。 權謀も あり、 術數も あるが、 力に おいて、 勢 ひに おい 

て、 常に ラヂ カル 黨の 中心であった。 

*  *  * 

西鄕 が鹿兒 島に 歸 つたの は慶應 元年 〔乙 丑〕 一月 十五 日で あつたが、 彼れ が 歸國の 要件 は、 征長 始末に 關 して 

の 復命 も あるが、 幕府 征長 によって 生じた 形勢の 惡 化に 就いて、 薩 藩の 大 決心 を 促が さんが 爲 めであった。 そし 

て 彼れ に 代って 中原に 飛躍し 出した 者 は、 大久保 甲 東であった。 

幕末に おける 西鄕 と大久 保と は、 恰も 薩 藩の 車の 兩輪 であって、 常に 相 提携して 薩 藩の 使命 を 中原に 代表して 

かうた. S 

ゐた。 西鄕 がー 仕事して 來 ると 大久 保が 之れ と 交代し、 甲 東が 行き詰ま ると、 南洲 がお 次の 番を承 はって、 新 局 

面 を 打開して 行く。 中央 政局に のみ、 力 を 注ぎ 過ぎても ならす、 さりと て鄉 里ば かりに 骨折り 過ぎても ならぬ。 

1 人が 中央で 仕事 をして ゐる 場合に は、 他の 一人 は鄕 里に ゐて、 佐幕派の 擡頭 を壓 さへ てゐ る。 西鄕、 大 久 保の 

玉 卿 を 中心とする せが .薩 の動靜  gj 九 一 一一 
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兩 雄が、 ひに 氣脈を 通じて、 裏と なり 表と なり、 或 ひ は 進み、 或 ひ は 返いた のが、 薩藩 をして、 彼れ ほどの 仲 

展を 見せた 理由 ともなって ゐる。 

さいぶつ 

幾多 才物 を 有して ゐ ながら、 長 州の 歩調が 15^ 角 整 はす、 進めば 大いに 進み 過ぎ、 返ぞ けば ドン 底まで 落ち込ん 

,*;• うせい 

で 行く ところ は、 長 州に 代表的 ニ大英 維が ゐ なかった 爲めも 充分 ある。 長 井雅樂 0 遊說 は、 も 角 長 州 を 中原に 

かくしん ろん  たうとう 

引き出した もので あつたが、 鄕里 0 方で は 反對の 革新 論が 燃え立って ゐる狀 態で、 遂 々長 井 を 殺して 了 はねば な 

ら なくなった。 久阪の 奮起 は、 糙 かに 長 州の 爲に、 萬 丈の 氣を 吐く もので あつたが、 伸びれば 仲び 放題で、 藩主 

まで 乘り 出す とい ふ 一本調子で、 後が 繽 かない。 長 井が 出て 失敗したら、 久阪が 交替して 進歩 論で 行き、 その 

間、 長 井は鄕 里で 形勢 を 見て 居り、 久阪が 伸び 過ぎた と 思 ふ 頃に、 手頃な ところで 馬 を 返へ さしめ て、 叉た 復た 

長 井が 代り合 ふとい ふ 風に 行けば よいので あるが、 さう も 行かぬ 事情 もあって、 長 藩 を擧げ て、 奈落の底に 沈淪 

して 了って ゐる。 

うらやま 

後年 Q 土 佐が、 薩州 Q 遣り方 を 馬鹿に 浦 山し がって、 眞似 かた 見た やうな こと を 遣って 見た が、 せく 行かなん 

だ。 板 垣と 後藤と を、 西鄕 と大久 保と に比擬 して、 板 垣が 政黨 運動で 失敗す ると、 鄕 里に 歸 らしめ て、 後藤 を 出 

し、 後藤が 政府で 行 詰まる と、 板 垣 をして 代 はらしめ ようとした 0 であるが、 板 垣と 後藤と では、 どうしても ソ 

せ なか あは 

リが合 はぬ。 何う も 人眞似 はせ く 行かぬ も で、 遂 ひに 背中 合せで 別れて 行った。 

けいりん  かんぷ 

大久 保は經 綸を以 つて 優り、 西 鄕は德 望を以 つて 人心に 感孚 し、 一は 政治家、 一は 道德 家、 一は 猛然と して 進 


み、 一は 悠々 として 返 ぞく。 一 は tii おの 面影が あり、 一は 春風駘蕩 容が ある。 大久 保が 若し 海風に 傲る 

巖 角の 老松で あると するならば、 西 鄕は靄 然として 松ケ 枝に 棚曳 く、 春の 霞と も 見られよう。 

『マァ さう 怒る ナ ョ。 後 は オイ どんが 引き受けた。』 と 出て 來る 0 が南洲 である。 

さりと て 維新 は、 阿彌陀 如来の 兩 眼に 淚 ばかりで も 納まらぬ 場合が ある。 大久 保が 快 力 を 提げて、 政界 

きょじつ た  > 

の 虚實を 截ち來 るの は、 かかる 場面で ある 

而し 人間に は、 何處 となく ソリの 合 ふ 型と、 合 はない 型と が ある。 西鄕 でい へば、 齊彬、 三條 とい ふ 肌合 ひで 

み ちづ  1 

あって、 大久 保で いへば、 久光、 岩 倉と いふ 道 伴れ である 

島 津齊彬 11 三 條實美 I— 西 鄕吉之 助 

島 津久光 11 5S 倉具視 11 大久保 利 通 

系統 をい へば 右の やうになる。 西鄕が k に 齊彬の 知遇 を 得て、 中原に 伸びて ゐる 時代に は、 大久保 は鄕黨 の 中 

心と なって、 下地 ごしら へ、 ゼ きに 任じて ゐる。 齊彬が 歿して、 久 光の 出場と なると、 始めて 大久 保が 中央 

に乘り 出して ゐる。 西鄕が 孤島 生活から si!^ て來 ると、 大久 保は久 光に 隨 つて 一先 づ鄕 里に 引き あげ、 長州征 

伐の 一 場 は、 南洲に 一 任して ゐる。 西 鄕が五 卿問题 以来、 15- 角三條 に： gi れ込 むと、 大久保 は 薩長 聯合、 幕府 討伐 

の で、 5;s と il-ir へて、 馬 を 急流に 躍らして ゐる。 この 關係は 明治にまで 及んで、 西 郷が三 條と征 SK1 を 

決する と、 大久 保が 岩 〈；- と 之れ に反對 し、 遂に 兩雄袂 を 別つ に 至って、 竹馬の 兩友は 交り を 絶って ゐる。 
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【八】 大久保 利 通の 登場 

大久 保が 久しく 母國の 山川に おいて 養 ふところの 勇氣を 揮って、 大に その 快膨を 試むべく 鹿. 島 を 出た の は、 

慶應 元年 〔乙 丑〕 一月 二十 六日であって、 丁度 一月 十五 日、 西 鄕歸鄕 後、 十日の 後で ある。 そして、 中 一日 を 置 

いて、 一月 二十 八日、 博 多に 著いて ゐる。 吉井 友實、 稅所 篤の 二人 も、 大< 保に 同行した。 

大久保 一行が 東上の 目的 は、 第一 に 五 卿 を 救 ひ 出す にある こと は、 云 ふまで もな く、 太宰府に 五 卿の 形勢 を兑 

きゅうてい 

て、 更らに 進んで 宮廷に 運動 を 始める 段取りであった。 薩 藩が 何故に かく も 五 卿に 肩 を 入れ 出した ので あるか。 

ここが 考へ どころ である。 五 卿處分 問題 を 決した のが 西鄕 であり、 太宰府 守&の 中心が 薩 兵であった とい ふ 行き 

掛 りから して、 乘り掛 つた 船と いふまで だとい へば、 それまで であるが、 同じく 乘り掛 つた 船で も、 お 役目 御 苦 

, .  言き いつ 

勞式 なのと、 好機 逸すべ からすと いふのと では、 大分 乘り 出し 方が 違 ふ。 

fs^ に 角 長 州から 五 卿を遷 せば、 それで 御用 濟 みとす るので あるならば、 後 は 野と なれ 山と なれで ある。 幕府が 

ぶん V* 

五 卿 を 別々 に、 九州 五 藩に 分 座せ しめよう とする のに、 向きに なって 反對 する まで も あるまい。 西鄕 等が： 何う 

お 丈 

しても 五本の 矢 を 離れ， <\ にせす に、 一束に たがね てお かう とする の は、 單に五 卿の 心情 を润 れんでの 同情の み 

ぎがい  びう  W- う もく 

では あるまい。 此の 矢 一 本たり とも 折って はならぬ との 氣概 が、 南洲の 眉宇に 見える のを留 目せ ねばならぬ。 

東上の 大久 保が 懷ろ にして ゐた久 光 • 忠義の 內 命が、 何 を 物語って ゐ るか を、 明らかにする ことが 出來， かい 


ぴ やうぐ わち う  め，^ *^ つ 

が、 大久 保が 筑 前に 入る や、 藩主 黑田長 傅が 病臥 中であった ので、 世子 黑田長 和に 面 謁し、 更らに 久留米 藩の. 老 

臣 間に 遊說 して、 五 卿の 爲に說 くと ころがあった 裏面に は、 どうしても 紙背に 讀 まねば ならぬ 一物が ある。 

み おくだん 

西鄕 が歸鄕 十日 間、 大久 保が いよく 國境 を出づ るまでに、 ー體 どんな 相談 をした ので あるか。 猥りに 惊斷を 

ぜっ 

許さない が、 もう は 幕府 絕緣 の大 決心 を据 ゑねば ならぬ としたの では あるまい か。 西鄕は 幕府 を援 けて 長 州 を 討 

よがん 

つに は 討った が、 この 一 戰で、 彼の 互 服 は 幕府の 爲 すなき を觀 破せ すに は 措かなかった に 相違ない。 僅かに.： 1^ 州 

いちじ やくと う 

の 一 弱 鬼を搏 つに、 あの 足並みで は、 大樹 將 軍の 威力 も 何もあった もので はない と は、 西鄕を 待た すと も、 當時 

天 下の 風評であった。 長 州 を 討つ に は、 伐つ だけの 堂々 たる 理由が あっての ことで あつたが、 道 さへ 立てば 征； 5 

の 意は盡 されて ゐる。 此の上、 藩 公 を 召還して 追 刑す るに は當ら ない。 幕府のお 供 先き を 勤める 爲に、 征長 軍に 

せいりょくく わ，! 'ふく 

加 はった ので は 勿論ない から、 幕府の 爲に、 長 州 を 敵と する 理由 は 少しもな いので ある。 幕府が 勢力 回復の 野 

はくね じょ ** い 

心 を？ しう しょうと する 鋒 先き が、 明瞭に なって 來 るの を、 この 上更ら に、 西 鄕が幕 威 助成の 運動に、 加 はらう 

普がない。  f 

五 卿が 筑 前に 入る の を 見て、 大急ぎで 薩 摩に 西 鄕が歸 ると、 直ぐ その後 を 引き受けて、 大久保 等が 出動 を 始め 

でんか ほ- ヮ け，.？ 

てゐ る、 その 間の 消息 を 察する と、 薩 藩が、 慶應 元年 〔乙 丑〕 劈頭に おける 運動 は、 かに、 懷 ろに 傳 家の 寶劍を 

祕 めて ゐる こと を 察せ すに は ゐられ ない。 • . 

*  *  * 
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あし そ りゃく 

大久 保が 博 多に 著いた 時には、 五 卿 はま だ蘆屋 あたりに ゐ たので ある。 隨分 取扱 ひが 疎略であって. 八 疊のー 

窒に S 啷 とも 一緒に 叩き込んで、 表て に は 監視つ きで あると いふ。 まるで 囚人 极ひ であった こと は、 甚だしく 五 

卿 を 不快なら しめた。 筑前 では 佐幕派の 天下と なった ので あるから、 五 卿 も 心配で ならぬ。 それに 江 戶幕閣 の 意 

g では、 五 人と も 一 緖に 置く の は危險 だから、 九州 五 藩に 分離して お預けと しょうと いふ 腹で あるから、 何日 何 

時、 風雨が 五 卿の 身上に 降り 灘 がう も 知れぬ 狀 態であった。 三條 卿な ど假 DMi^ 寒き 風の 音 を 聞く 度に 『西 鄕が來 

て吳れ さうな もの だ。』 と. 1: たれた とい ふが、 察する に餘り ある 五 卿の 心情で ある。 

そ 1 で 大久保 は、 一日 も 早く 京都に 上って、 五卿宥 免の 途を 講ぜねば ならぬ とい ふので、 二月 一日、 久留聚 遊 

說 から 博 多に 歸 つて 來 ると、 直ぐ その 足で、 翌 二日 博 多 港 を 出帆して、 七日 京都に 著いて ゐる。 吉井は 猶ほ博 多 

に 止まって 後始末 をした が、 これ も數 日の 後、 直に 大久 保の 跡 を 追うて、 二月 十三 日、 中岡愼 太郞. 土方久 元と 

共に 入京した。 

二月 二日 附で、 博 多から、 吉 井が 西鄕に 宛てて 發 した 書中に、 五 卿の 筑 前にお ける 狀況 が讀 まれる。 

. 吉井友 實ょリ 西 鄕吉之 助に 送る 書 〔慶應 元年 一一 月 二日〕 

そ まつ 

〔前略〕 一 、 五 卿 扱 向の 儀、 當藩 〔筑 前〕 之 俗論 黨、 嫌疑 を 恐れ、 甚だ 以鹿抹 之 次第、 趱八疊 敷に 五 人 御 同 

^之 .2、 御附 の壯士 輩、 愤激 いたし 候 も 當然之 事に 候。 右 次第にて、 御 轉座涯 より 段々 混雜、 寺 石も當 所へ 


出懸 居、 折角 V 盡 力の 折 柄に て、 直に 面會、 不レ 遠、 西鄕 上京の 賦に 御- M 候 問、 其 折必. 五 卿に： 说し、 n! 京师 

表の fi^ 力 も 仕 候。 御國 論の 段 も 程 能、 安心の 爲申聞 置 候。 五 卿に も 頻りに 御 待の 様子、 且於， 一 京師？ 叉々 五 卿 

轉藩之 命 共 下り 候て は、 大混雜 に 可レ及 は、 案 中に 御座 候 間、 可 11 相 成 一は 一 日 も 早 目、 被， I 差 立 1 度 1 藏殿 〔大 

久保〕 より は、 暫は御 出に 及 間 敷 趣、 被， 1 申 上 1 候 由に 御座 候 得 共、 小生 共 見 候所而 は、 此上、 何と 歟ハ w 命ド 

り 候て は、 信 を 失 ふの みならす、 却て 恨 を 請 候機會 敷と、 例の 世話 やきに 御座 候。 西 ffl  〔彌 四郞〕 も、 御顿 

, に 依而、 一能 下. 候 由、 をの づ から 事 實御聞 取、 可 二相 成？ 池 田 も 長 府迄差 入 候. H、 旁 之 儀に； ：：：、 小生 は g: は 

國に滯 在、 當藩之 俗論 を 破り、 五 卿 安 著 を 兑屆、 上京 之 筋、 相 決.^ 候。 畢？ 兄 俗論 之 起り &、 は、 北 小路より 八/ 

度 筑藩盡 力 之 次第、 被：， 對， 一朝 幕 一に、 御 不都合と. S. 儀 を 相 通じ、 且、 會 藩士、 先 速而、 <5 地に 入 込み、 奸之 

內 より 面 八  1:!、 を どされ 候 模樣、 其邊 よりして 嫌疑 を 恐れ、 段々 不都合 到 來之檨 子、 事情 は 不久么 一方 許り 

の や W を て、 失策 を 施し、 可 レ笑之 き 物に 御座 候。 當 藩の 形勢 は、 御存 通の 事に て、 反 正 之 上 も、 しれた 

審に 御座 候 問、 五 卿 安： S さへ 出來候 はば、 早々 立 返く 念に 御座 候。 中 村圓太 〔筑前 志士〕 も、 常 所より 出， 付 

之 折、 被ニ兑 付 一 終に 割腹 爲レ致 候 .5、 殘念之 事に 御座 候。 〔下略〕 

^nH 火久 保より EI 鄕に與 ふる 書中に も、 同一 の 事情 を 報じて ゐ るが、 士：：井の^^：：中に 『御阈 論の 段 も、 it 能 

安心の 爲巾聞 S 候』 と あるの は、 則ち 薩 藩の 國論 一決 を 指 ざす ものであって、 何方に 轉ん でも、 筑前は 知れた も 

ので あるから、 賴 みに はならぬ。 先づく 五 卿 さへ 安全で あれば、 それで 澤山 とせなければ ならぬ、 とい ふ 文意 
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が、. 西鄕、 大久保 の 腹 意 を、 暗示して ゐる ものと 兒 なければ ならぬ。 

【九】 大久 保の 京都 遊說 

大久 保が 京都に 著く と 同日、 幕府から 阿部 正 外、 松 平 宗秀の 二 閣老が 入京して、 恰度 京都で は、 嵐の 前の やう 

な氣 持ちが して ゐた。 兩閣老 の 入京 は、 頗 ぶる 重大な 使命 を蒂 びた ものであって、 五 卿 問題 も 含んで ゐ るし、 長 

州 侯 父子の 召還 も 意中に あり、 殊に は 一橋 を 江戶へ 引き上げし めようと の、 秘策 を も 抱いて 入京した ので ある 力 

フ け はい 

ら、 ^^閣老の入京に依って、 宮廷 公卿 間に、 少なからぬ 風波 を 生ぜし めようと する 氣 配が 見えた の も 無理 力ら 

ぬ 次第であった。 

そこへ 大久 保が 同日に 乘り 込んで、 幕閣と 全然 反對の 遊說を 試みよう としたの も、 全く 奇なる 運命であった。 

旣に 京都に は 小 松帶刀 • 岩 下方 平が 滯 在して ゐ たので、 大久保 は 彼等と 私 かに 密議 を 凝らして、 小松帶 同で 先づ 

二： n: 九日、 尹の 宫朝彥 親王に 謁見して ゐる。  .  • 

大久保 人說の 順序 を晃 ると、 

朝彥 親王 11 近 衞忠擺 11 同忠房 11 一 一 條關白 

ナん はくさう か-つ  - 

となって ゐ るが、 大久保 は、 久 光： 忠義の 直 書 を も 持って ゐ るし、 叉た 建白 草稿 も 所持して 居ったら しい その 

事 は 彼： d の 日記 を 見る，^、 事實 たる ことが 明記して ある。 


火久 保の 說く ところ は、 彼の 三 大要 綱で あり、 朝彥 親王 を 始め、 近 衞兩公 も 夙に、 薩 藩と は 淺 からぬ 關 係が あ 

り、 二 條關. H も、 甲 東の 意を諒 知す るに 至って、 大久 保の 入說 は、 少なから す、 宮廷 を 動かした ものと 見な けれ 

ばなら ぬ。  . 

井 等 も、 H ならす して 上京した ので、 兹に薩 藩 を 中心とする 勤皇 運動 者 は、 

大久保 利 通、 小松帶 刀、 岩 下方 平、 吉井 友實、 稅所 篤、 中岡愼 太郞、 土方 久元、 

の， 人 村が、 一時に 京都に 集まった 形と なった。 幕府の 兩閻老 を 前にして、 彼等が して 如何なる 風雲 を 捲き 起 

し M るか、 西鄕は 遠く 薩南 のき 隅に あって、 先づ 一 風呂 頂戴と いふと ころで ある。 

.^V.5W 'ひぐ 

常時 大久 保が、 官 廷内に 入說 した 事情 は、 彼れ の 日記の 一 節に も、 簡略ながら その 一 端 を 見る こと ガ出來 る。 

【九日〕 〔一 一月〕 IT  S 時、 太夫 〔小 松帶 刀〕 入來。 同伴、 尹宫 〔朝彥 親王〕 參殿、 奉 命 之 一 條霄上 之處、 隨 

分 能 御 都合に て、 尤御 草稿 入 11 御覽？ 可レ成 者、 御 趣意 も 表 向 御 建白 不レ 被-一 差 出 T 全 朝廷 之 御 趣意 を以、 斷然、 

御沙汰 相 成 候 得 者、 天下 人心 も いたし、 朝烕 にも 相掛候 事故、 是非 其 筋を以 奉， 願 候樣、 申 付ら れ候 段、 

若 亦 差 出 候 方、 宜舖と 之 事に 候 はば、 何方へ 成 共、 思 召 を 伺、 御差圖 次第、 取 計 候 樣申付 候 趣 、互 細 申 上 i 

處、 尤に m お 口 候。 此義は IB^ 角、 於 11 朝廷 一 御沙汰 不 n 相 成 ー候而 者、 不 = 相濟 一義に 候。 御 直 書 も 差 出、 有無 SKU 

ゐ 含よ  <  と 

之義 は、 卽座御 卽答は 難 レ被レ 遊 候。 內府公 〔近 衞忠 房〕 へ 御 談合、 可， 被 レ遊候 間、 其內 委曲 申 上 候 樣與之 御 

事に 而、 先 隨分之 御 都合 也。 內府 公に は、 小生 共相控 候內、 御 參內相 成、 御 談合の. H、 返 出 懸梅亭 へ 太夫 爲 
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ゾ祝、 差 越 候。 

【十 一 日〕 晴、 昨日 內府 公、 德大寺 就 二 御參詣 T 今日 太夫 同道 參殿、 御兩 御所 檨 〔近衛 忠鄉忠 房〕 拜謁被 こ 仰 

ナー^。 參府 一條、 首 上いた し 候處、 御 趣意、 至極 御 尤に被 = 思 召 i 何れ 此 一條 者、 御沙汰 不 U 相 成 一 候て は 不一 一 

相濟？ 就て は 全く 朝廷の 御 趣意 を以、 被 n 仰 出 i 方、 可 レ然、 依て 御 草稿 丈、 明 曰 ニ條公 〔齊 敬〕 へ 入- -御覽 T 

委曲 言上 致 置 候樣、 御沙汰に て、 別て 克御 都合 之 事に 候。 

..  みだ 

大久保 は、 久 光の 直 書 も、 意見の 草稿 も、 懷ろ にして ゐ たけれ ども、 成るべく なれば そんな 物 は 濫りに 出す 

まいと なって ゐた 0- 固より 戲 かがなければ、 代表の 意味 も 通 ぜぬ譯 であるから、 出すべき ところに は 出さな けれ 

ばなら ぬが、 意見書な どい ふ もの は、 鬼 角 1 議の ti となる ものであるから、 出す のに も 充分 用心 をして ゐる。 

【十】 松 平 • 阿部 兩閣老 の 入京 

大久 保に よって 代表 さるる 薩 藩が、 公卿 間に をして ゐる 一方に、 幕府 側より は、 松 平 伯耄守 〔本庄 宗秀〕 

阿部 豐後守 〔正 外〕 兩閣老 は、 大久 保と は 全然 反對の 使命 を もって、 二月 五日 並に 七日、 相^ 後して、 京都に 乘 

り 込んで 来た。  ， 

»n 『，々今 同 の 上洛 は、 朝廷から お召し 1,1 なった とい ふ譯 でもな し、 それ かと 巾して、 別に 將 軍の 代理と して 出 

て來 たので も厶ら ぬ。』 


あいえ い くちぶり  ら つらく  み -っ しど こん- 

とい ふやうな 瞹眛な 口吻で、 大分 金銀 を 散 じて 公卿 を 籠絡しょう とした 跡が 見えて ゐた。 それ は 御厨 子 所、 水 

わいろ  含ん り 

仕 所の 頭 をして ゐた髙 橋 某なる もの を 使って、 夥しい 賄賂 を 禁裡へ 散 じょうとした ものである らしい。 阿部 豐後 

守 は、 本家 相 i4l の 以前に、 旗本であった ころ、 禁裏 附で 京都に 詰めて ゐ たこと があった。 その 節、 髙橋某 や 御 執 

こんい 

事髙 辻、 渡邊 等い ふ 連中と、 懇意に して ゐた關 係から、 公卿 籠絡 策 を、 その 邊 から 手 をつ けた ものと 兑 える。 仕 

事の 仕 振りが 下司び てゐ るの を 見ても、 彼等の 手腕の ほど 察する に餘 りが ある。 その 眞意 は、 固より 慕」 朌の 成：^ 

を 盛り返へ さう とい ふので あって、 大體の 腹心 は、  ， 

せう くわん 

一、 長 州 侯 父子に 嚴 命を傳 へて 召喚す る 事。 

一、 五 卿 も 召喚して 相 當の處 置 を 加 ふる 事。 

一、 一橋 慶喜が 京都に あって は、 鬼 角、 幕府 側の 政策 實 行が、 阻碍 される 傾む きも あるので、 ：：idl:^ へ歸 つて 

貰 ひ 度い 事。 

一、 參鋭 交代の 實は 是非 斷行實 現す る 事。 

一、 將 ：.^ 御機嫌 伺 ひに 傳奏を 京都から 派遣され たい 事。 

一 、 尾 張 總督も 一 應江戶 へ 復命す る 事。 

きうし きかく ど 

先づ かう いった 使命 を實 現したい とい ふので あって、 何の こと はない、 安政 以前の 葡式格 度に、 盛り返へ さう 

とする のであった。 これが 出來 るか、 出來 ないか は、 固より 人物に も 依る ことで、 阿部、 松 平等の 末楚の 仕^で 
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たと へ 

は 出來 やう is! はない が、 假令 豪傑 を 揃へ て 見たところで、 旣に 慶應と 下って 來た 時勢で は、 曰 1^ 早 ^ 六 ケ敷ハ 相 

談 である。  . 

大久 保が 二月 二十四日 附を 以て、 西 鄕. 蓑 田に 宛てた る 書簡の 中に、 兩閣老 上京の 情 偽が 報ぜられて ゐる。 

西 鄉* 蓑 田に 與 ふる 大久保 利 通の 書 〔慶應 元年 二月 二十四日〕 

餘寒去 兼 候 得 共、 御 雨殿樣 益ぶ 御機嫌 克被， 爲， 遊 二 御座 7 恐悅御 同慶 奉：， 存候。 拉御當 地形 勢、 去る 十七 日、 

飛脚 被- 1 差 立 T 御 問 合 申 上越 候 通に て、 兩 閣老、 阿部豊後守、 松 平伯耆 守、 朝廷に 言上 之 趣 有, 之、 前以、 橋 

公 〔一 撟慶 喜〕 會藩 〔松 平容 保〕 等え 申出 候 形 行に て は、 不二 容易 1 暴威 を 振 ひ 候 g りに 被, 察、 先便 申 上候條 

條之 趣に て、 十五 日參内 者、 延引 相 成、 一昨 二十 二日、 兩閣老 差 揃、 參内 有レ之 候處、 誠に 案外 之 都合に て、 

あつよく 

ニ倐 公より したた か壓 抑せられ、 伯 州 〔松 平 伯 香 守〕 今日 下坂、 兵 庫 邊警衞 いたし 候檨、 豐州 〔阿部 豐後 

守〕 は 今日 關 東え 駔 下り、 大樹 上洛、 周旋 可 レ致御 達に て、 御請 申 上 候 由に 御座 候。 昨日 大夫 〔小 松帶 刀〕 同 

道、 ニ條 公より 相 伺候 次第、 左に 大意 申 上 候。 

一、 兩閣老 え 何等 之譯を 以て、 上京いた し 候 哉と、 御尋 の處、 朝廷え 言上 之 趣意 無レ 之、 一橋え 用 向に 付、 

上京いた し 候 申出、 § 意 如何と、 御尋 之處、 何分 此席 にて は 恐 入 候 付、 殿下え 參殿可 二 申 上 一との 事 候 

處、 宅え 參 候て はノ旁 迷惑 候 間、 少も 不レ苦 候に 付、 是非 申 上 候樣、 御 詰問に て、 再三に 及、 漸々 审出候 


は、 常 野 浪士之 儀 〔水 戶藩浪 士武田 伊賀 等〕 未 鎭定と 云に 不レ 至、 且水 府國内 〔水戶 藩 内〕 之混雜 も、 有 

レ之候 得ば、 大樹 公 〔將軍 家 茂〕 別て 御 配慮 候 間、 一 橋、 暫時 御 暇 被， 1 成 下 一度、 左 候 得ば、 萬 端 示談に 及 

度との 事 候處、 此儀は 以ての外なる 譯 にて、 昨春 大樹 東 下の 節、 御 直に 二 橋 は 名代に 滯京爲 レ致候 問、 御 

とげた く  はんけつ み きリ 

^被， 1 成 下 一度、 左 候へ は、 a 港の 成功 を遂 度との 言上に も 相 成、 京師 守 衞總督 にて、 州 犯 闕の砌 は 勿 

論、 则此 節、 常 野 浪士の 事變に 付ても、 總督 有て 安-一 宸襟 1 候譯に 候。 此 節に 當て は、 亦 如何様の 變も難 

レ圖 候へ は、 御 暇 難， 1 相 成 一段、 御 答 候處、 如何にも 御 尤の義 にて、 奉， 1 恐 入 一 候 段 申出 候. 5。 尾 張の 俄 も 御 

用 可 レ被レ 爲レ在 候 得 共、 相濟 次第、 出府の 御 暇、 被， 一成 下 一度との 事に て、 長 州 御所 置、 一 定 迄の 間、 不-ー 相 

成 1 段、 御 答に て、 奉 11 恐 入 1 候 段 申出 候 由。 

しんか >? 

、 ニ條 公より、 昨春 大樹 公 上洛、 i 辰 翰 を以、 御 達の 趣有レ 之、 直 書 を以、 御請 相 成 候 俄、 一 ケ 條も邀 奉の 

筋不 11 相 見 T 其方 等 は、 新參 にて 相 分り 兼 候 半 か。 併 傳聞も 可 レ有レ 之、 是 れを晃 よと、 御請 書 差 出 相 成 候 

處、 兩閣拜 見、 平伏して 不レ堪 一！ 恐惶 1 とのみ 申 居候 由。 扭 一 體、 東西 懸絶の 譯 にて、 事情 不通の 譯も 可レ有 

おんこ i  いふ やう  - 

レ之候 得 共、 關東 にて 京師 を 疑 奉リ、 討幕の 御 趣意、 或は 幕 を 御 込ら せ被レ 成と 言 様なる、 けしから ぬ 趣意 

こそ 

有レ之 山、 以ての外なる 事、 畢竞 幕府 御 扶助の 御 深意に て 社、 追 々難, 有 御沙汰 有レ 之譯、 幕府 御 助 被 レ成候 

も、 天下の 爲に 候。 今 幕 を 討て、 何の 國 家の 益 可 レ有レ 之 哉。 右樣 疑惑 を 生じ、 朝廷 を 奉 レ疑候 は、 .K 樹公 

はよ も、 右檨の 心底 は 有レ之 まじ。 定 て閣老 等の 內 より、 左檨の 異說、 主張0^者荷レ之候半。 其 姓名 を ん 
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と、 御 詰り 懸 Q^、 誰と 申譯 無：， 之な と 申て、 恐 入 候. e。 

、 右 Q 外、 此節大 膳 父子 〔毛 利 侯 父子〕 出府、 五 卿 護送 0 儀、  < 吊野浪 士の處 置、 諸 大名 參鋭 等の 俊、 不レ. 5^ 

レ 行の 譯、 條理 明白、 御 詰問 被 レ爲レ 在 候處、 一 として 申 開いた し 候 譯無レ 之、 何 le? も 御尤、 恐 入 奉り 候との 

事 候 由。 

右 0 通の 大意の 11： にて、 如何 檨 御沙汰 相 成 候ても、 前倏 0 通 御 尤恐入 奉る との 事に て、 如何 樣 論：， 之 候 

て も 無益に 候。 仍て豐 後 守 は 先度 上京の 節、 大樹 上洛の 御請いた し 候に 付、 此節東 下いた し、 神速 上洛 有 

い i ん 

レ之 候樣、 必死 0 盡 カ可レ 致、 伯 脊守儀 は 攝海夷 難 0 憂 も有レ 之、 且は 潜伏 浪士 の說 も有レ 之、 諸 藩 にても 不 

レ被レ 命 候て は 不二 相濟ー 折抦候 間、 幸に 歩兵と やら 多人数 引率 Q 由 候 付、 爲ニ警 衞 1 早々 下坂 棵索 Q 上、 何 

分 可， 申と、 御沙汰 有レ之 候處、 各畏 伏、 明後廿 四日 早々 出立 可レ 仕、 雨 人 共 御請 申 上 候 由。 

、 右に 付 御參內 一條の 儀 は、 第 一泰 命 0 譯有レ 之、 委曲 申 上 置 候 次第、 大膳 父子 出府、 五 卿 護送 0 儀、 前 

條通御 詰問 相 成 候 迄にて、 別段 御沙汰と 申譯 にて 無 レ之候 間、 其 段奉レ 伺候 處、 其 儀に 候 迚も、 閣老ぇ 達 候 

て も、 右 通に て其訟 無 レ之候 間、 大樹 上洛の 上、 御 評議 可 レ被レ 在と 0 御 事に 候 由、 御 答に 候。 併 此兩條 は 

上洛 を 待 候て は、 旣に幕 命 相 成 居候 譯 にて、 諸 藩 內情込 入候譯 云々 候 間、 是非 表 通 御沙汰 相 成 候 檨奉レ 願 

候處、 尤の 事に て、 早速 御 評議 可 レ被レ 遊と 御 事に 候 間、 不レ遠 運 相 付 可レ申 奉レ存 候。 尤、 御沙汰 書に て、 

しかと 

御 達 相 成 候檨、 屹度 御 盡カ可 レ被レ 下との 爲、 確 御請 合に て 御座 猴。 . 


は槪 略の itl^ にて、 巨細 閣老御 問 合の 條迎 も、 筆紙に 難&、 仍て 彼是の 能 音 上の 爲、 内 m 仲 之 助 

# 相 含 J  .fgf 丸より 被， 1 下-候 間、 御 聞 取の 上、 御 兩殿樣 達-御， 候 儀、 可 レ然御 取 計可レ 被レド 候。 
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ニ條關 白と 兩閣老 の應酬 

大久 保の 書簡に よって、 扇 老の 使命 I 明で t やう IT 阿部、 擎兩 If 內 した s、  二. -ニ 十二 曰 

の 八つ 過ぎで あつま、 主上 は iiil てて 出御 t、  二 I 白 以下 國事 It 出仕した。 a 

て、 二 謹 が、 兩閣 老と應 接して ゐ るが、 ^1^ 『連城 紀聞』 に 記載して ゐる寬 記 は、 頗 ぶる 面 

由 いから、 大久 保の 書簡と 照合して、 次に 當日會 見の 模樣を 記して 見よう。 

二 條關白 は、 閣老 0 參內を 見る と、 先 づロを 切って、 

『近 ごろ i は ii を 致した によって、 耳 を 遠くして ゐ るの ぢゃ。 兩 人と も闲 しうな いから、 大聲 にて 應對す 
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る やう  o』 

ゴ ホンく と、 噴の 三つ もして、 大ご なしに こなして 置いて、 扭 て徐 むろに いふ やう。 

*^ んろ  . I 

『今般 兩人 とも 遠路 御 苦勞の 至りで あるが、 そち 達 上京の 趣旨と 申す もの は、 一 體何ぢ やの ゥ …… 』 

閣老も 仕方がな いから、 大聲で 答へ る。 

『今般 我々 共 上京の 儀 は、 全く 朝廷の 儀に 關 した ことで は厶り ませぬ。 江戶 幕府の 方が、 近 ごろ 询に 手薄で 

厶 ります 故に、 1 橋 中納言 殿へ お 暇 を 頂きまして、 江戸へ 連れ 歸り、 政務 を 見て 貰 ひたいと 申す 願意で 厶り 

まする が …… 。』 

關白 は、 掌で 耳た ぶを蔽 ふやう にしながら、 一 々うな づ いて たが、 

ね  しょくせ^ 

『これ は 叉た 異な 事 を 聞く もの ぢゃ 0 ゥ。 昨年、 大樹 上洛の 砌に、 征夷 大將 軍た る 職責 を 空 しう せぬ やう、 

京都に 留まって 大任 を 果せと 申 渡された ところ、 大樹の 申す に は、 攘夷の 事 は 却々 重大 事で 厶 ります るか 

ら、 1 且 江戸へ 歸 りました る 上で なければ、 充分の 手配 もな り 兼ねます る 次第で。 就きましては 後の 事 は 一 

しゅ *0?  そラ とく 

切 一 橋 中 納言を 守 衞總督 として 留め置きます るに よって、 大體 のこと は 一 橋に て 御 返事 申 上げる やう 致させ 

ます。 とか やうな 譯合 ひから、 一 橋 は 京都に 留まって ゐ るので、 此の頃で は  一 i5 京都 は手雜 となって ゐ るの 

に、 一橋 召 上げと は、 聞えぬ 話で はない か。』 

と先づ 小手調べに、 少しね ぢ 込んで 見る と、 閣老の 方で は、. 案外 もろく 落城して 了 まった。 . 


『實は 我々 共 は新參 者で 厶り まする によって、 一 向 左 樣の儀 は 存じません ので 厶 りまして …… ピ 

『口先き の洮 U 口上 はま かりならぬ ぞョ。 たと ひ 其方 共が 存ぜぬ ことか はしらぬ が、 旣に酒 井雅樂 頭、 水 野 和 

泉 守 も 存じて ゐる 事、 殊に 大樹から 出願した ことであって 見れば、 これほどの 大事 を、 よも や 忘る る こと は 

J  , ,  せんげん ひるが へ 

あるまい。 そんな 褰 は^じ ませぬ とい ふ 顔で、 前 一目 を聽 さう と は、 大樹 も 大樹なら、 使 ひも 使ひぢ や。 その 

儀、 斷じ てお 許しがない から、 左樣 心得て よろし からう ぞョ …… 。』 

閣老 もこれ に は 弱った ものと 見えて、 一言 もな く 閉口して 了 まった。 仕方がな いから、 

『そ 0} 儀に 就きましては、 猶ほ とくと、 中納 言と も 相談 を 致しまして、 その上で 御 返事 申 上げたい 0 で厶り 

まする が ：：： 。』 

さんだい 

『左樣 度々 の 參内は 無用 ぢゃ。 ！ 橋と 相談 筋が あると 申すならば、 中 納言を これ を 召 出す によって、 此場 

で對 論して 見よ。』 

りら ざ し .40  ろ S? キ J 

之に は閣 老も考 へざる を 得ない。 平 座敷での 對 決であって も、 一 橋 は少々 煙たい 方で あるのに、 御前で 論議 

—  ， お ぼっか 

となって は 一 歷覺 束ない。 殊に 公卿 間に 味方 を 有する 一 橋で あるから、 そんな 事 をして は 飛んだ 目に 逢 ふと S 心 

つたので 『その 儀 は 御免 を 蒙む りたい。』 とば かり、 旗 を 捲いて 逃げ 歸 らうと すると、 飽くまで 人の 惡ぃ關 {II は、 

『最早 や 申し出 づる ことがなければ、 此の方から 相 尋ねる。 今度 其方 等 入京 も 宜しい が、 少なからぬ 兵士 

を 率ゐて 入京した 0 は、 何ぞ 理由で も ある ことかの …… 。』 
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これに は 松 平 伯 香 守が 答へ る。 

『江 戶邊で 承ります るに は、 今回 外國 船が、 攝 海へ 參 ります ると いふ、 專らな 風聞で 厶 りまして、 萬 一 の 事が あ 

つて は、 主上に 對 して 申 譯が厶 り ませぬ ところから、 警備の 爲め にもと、 實は 具して 參 りました 次第で …… 。』 

『それ は 至極 結構の 心掛けと 申す もの ぢ やが、 左樣な 次第と なれば、 京都に は^のない 譯合 ひぢゃ Q ゥ。 伯 

誉守 は、 早速 右 兵士 を 引 連れ、 攝 州へ 下ったら よろし からう ぞ。 就いては 當 地に は 御用 もない によって、 共 

ほんし 

方 共 は 直く 檨大阪 へ 下って、 警衛の 本旨 を 達したら よから う。』 

玆に 至って、 關白 は、 更らに 形 を 改め、 儼 そかに 申し渡し ていふに は、 、 

『今度、 毛 利大膳 父子 を 召 連れて、 尾 張 前 大納言に 參府 する やう 中し 付けた とやら 聞く が、 それ は 先き 頃、 

ちょく ぢゃぅ べつじよ 

大樹 上洛 を 仰 付けられた 勅 詫 を 蔑 如いた す 一一 目 動で はない か、 殊に 先年 將軍親 征を仰 付けられて ゐ るに も關は 

しんぱつ  ふと き 

らす、 事に 託して 親發を 延期いた したの は不屆 であらう ぞ 。 毛 利 侯 父子 0 處 分に 就いては、 兼ねて 尾 張總督 

じ やうら く 

に 一 任いた しある ので、 江戸で 鬼 や 角と 申す 譯は ムら ぬ。 將軍 上洛 も、 度々 申達して ある こと ぢ やによ つて、 

き ^ 

阿部 豐後 守に は、 最早 や 御用 もない かち、 直ぐ さま 歸府 して、 この 旨 申傳 へたら よろし からう。 松 平 伯 香 守 

は、 攝海 警備の 爲め 上京した と あるから、 早速 大阪 へ參 らう ぞョ …… 。』 ■ 

閣老は 顔色 を 失って 返 出し、 豐後 守は關 東に 下り、 伯誉守 は大阪 へ出發 とい ふ 結末と なつて しまった。 老關白 

.  かいちん  こうくね 

に 問 ひ 詰められて、 一 言の 開陳 も 出来ざる のみ か、 自 から ロ禍を 引き受けて、 東西に 分る ると は、 何とい ふ 見 苦 


しさで あるか。 閣老の 人物 や 知るべき のみで ある 

【十二】 一 橋慶 喜と 兩閣老 

はく  t やう 

兩^ 老が、 ：5^初 一 梳と會った時にも、 酒を吞 ませられて、 何も彼も 白狀 したと、 大久保 利 通の 日記に 見えて ゐ 

ひんしつ 

るが、 阿部：.^ 弘、 井 伢直弼 を 閣老に 有した 時代に 比べる と、 閣老の 品質 も 亦た、 下落した る 哉と 評せざる を 得な 

い。 大久保 は近衞 公から 聞いた といって ゐ るが、 彼れ の 日記に は、 次の 如くに 記されて ゐる。 

一、 此內伯 香 守、 梳 邸へ 參殿、 一切 上京 之 趣意、 不二 申 上 1 此度之 债は依 1 一 御 召 1 上京と. S. 譯 に無レ 之、 且 大樹 公 

御 使と. S. 譯 にも 無, 之、 趣意 は 豐後守 一緒に 可 n 申 上 ー與之 事に 候 故、 橋 公、 例 之 謀略に て、 酒 を 勤められ、 

酩酊 之 上、 終に 白狀 いたし 候， s。 

第一、 當時 にて は、 朝權 不一 相 立 T 其 譯は諸 藩叨に 上京、 稷 々入說 いたし 候より、 輕卒に 朝 命相發 し、 夫 故、 

つもり  ひキ J つれ 

朝權 も^く、 隨て幕 威 も 衰へ候 IT 凡て 諸 藩 を拂盡 し、 幕 乎 を以、 奉 護いた し候賦 にて、 大勢人！^^引列、 

上京いた し 候。 ー體は 朝廷 之 御 利口 は不 レ宜譯 にて、 棚 上 之 神に 類し、 容易に 朝 命な ど 不レ發 社、 御 當然に 可 

.J1 ^ 厶 厶厶厶 はくろく 厶 厶厶厶 厶厶 A 厶厶厶 厶厶， 厶： 厶 5" 厶 厶厶厶 * 厶， 、厶 >、 

レなレ 之、 且亦 朝廷 を 奉 レ始、 公卿 方 御 一同 藤 祿之御 事故、 此節莫 火の 金銀 持參 何方たり とも "-疋 を 投じ 候 

A  ^  厶厶厶 △△△  厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

55 者、 右 等之蔡 件 は、 大方 やり 付 候 心 組與. S. 候ぬ。 

一、 公へ、 御 >S も 15- 角 御 歸府不 11 相 成-候て は 難 二相 濟 T 大樹 公 も、 種々 御 心 之 偶 多く、 萬 端 御？！ <u 被， 成 度 
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.SI ら 大樹 公 朝廷へ 御 願 立 相 成 候 間、 御沙汰 次第、 早々 御歸府 被， 成 度と 中 上 候ぬ。 御 答に 大樹 公 御 心配 之ケ 

條は、 何等に 候 也。 神 奈川鎮 港 一 條 かと 御返しの 處、 神奈川 一 倏は、 旣に英 人 切 害の 者 を、 英人 面前に おい 

て 死刑に 處し候 間、 彼 も 爲に悅 服、 償金 も 請求に 不レ 及と 申 都合に て、 何も 懸念に 不二 及 巾 1 と. S. 上、 左檨な 

らば、 何等 之 事件 かと 御 押 詰 候處、 常 野浪士 一條に て、 被 レ召候 旨 申 上、 其 儀に おいて は 御 斷申上 度、 常 野 

之 事 は 實兄を 差 置、 自分より 色々 申 儀 は 難, 1 相濟 1 候 間、 臺命 とはいへ 共、 御斷申 上る 賦と御 答に 候 由。 

江戸の 田 安 系が 水戶を 喜ばな いのは、 今に 始まった ことで なく、 由來 ある 事で、 具 さに 陳 ぶれば ー卷 の. 書と も 

ならう。 ！橋を 京都に 置いて おくの は、 鬼 角 幕 命 を 損する 嫌 ひが あると ころから、 何とか 慶喜を 引き上げ しめた 

いと は、 江 戶幕閣 の 腹で ある。 武田耕 雲 齋の亂 を 利用して、 慶喜を 水 戶に歸 らしめ て、 始末 をつ けさせよ うとし 

たので あるが、 そこ は慶 喜と 人物の 位 ゐが異 つて ゐる。 『水 戸の 事 は 水 戶で牧 めれば よい 事で ある、 殊に 兄 上が 藩 

に 就いて ゐられ るのに、 弟が 口を出す こと はない J と慶 喜に 立派に 斷 はられて 見れば、 二の矢 も亞げ ない 閣老で 

ある。 一切 萬 事、 失敗に 失敗 を 重ねて 引き上げ たの も、 致し方の ない 事であった。 

一事 あれば 一事 毎に、 朝 • 幕の 間 は 疎隔して 行く ばかりで ある。 慶喜は 幕府の 事情に 竦い 命令 を 返ぞけ はした 

レ やさ  かいざい 

ものの、 考 へて 見れば 少々 嫌氣 がささぬ でもない。 京都と 江戸との 間に 介在して、 せす に濟 む苦勞 もしなければ 

ならぬ。 三月 十八 日 彼れ が 福 井の 舂嶽に 贈った 書面に、 この間の 消息が 讀 まれない ではない。 書中の 一節に E く 


松 Kl. 慶 永に 與 ふる 一 橋慶 喜の 書 〔慶應 元年 一一 一月 十ん 日〕 

〔前略〕 幕 廷に而 は大膳 父子 御 呼 寄 之 儀、 再三 之 御沙汰に 而、 大小 監察、 旣に長 地へ 赴 候 都合に 有レ 之、 三 

條 以下 も同斷 之. s。 此末 は見留 如何に 可 11 相 成 一哉。 何共 及 11 愚 慮 一兼、 只々 痛心 千 萬罷在 候。 〔中略〕 追々 御 

及 も 御座 候 半。 去月 兩閣老 上京 後、 朝廷 之 御憒發 一 歷 相增、 豐州 〔阿部 正 外〕 無：， 程 東 下、 伯 州 〔本 芘 宗秀〕 

下阪と 相 成 候處、 猶叉、 伯 州 上京 被 n 仰 付 7 諸 藩參覲 割、 並 長 父子 之 儀に 付、 從， 一 朝廷 1 御沙汰 布レ 之、 伯 州 直 

ふんら 

に 東 下 致し 候 得 共、 右兩 事件、 此上 於， I 幕廷 1 愈 御 遵奉に 相 成 候 哉、 如何、 其 邊も見 据無レ 之、 向 來ハ叠 紛亂を 

重ね 候 事に 可 レ有レ 之、 公武 之 御 齟齬、 今更に は 無 レ之候 得 共、 一事 相生臉 度に、 一事 之 御 不都合 相 生じ、 所 

訟 終始 御 一 和と 申處、 如何と 懸念 仕 候。 此模 樣に而 は、 當職 に罷在 候 而も、 實に其 甲斐な き 事に 被 レ^、  K 

恐 入 候 次第、 會桑 共、 右邊 大切 迫に 而、 會は旣 に 自發東 下 之 決心に 及び 候 を、 强而 留置 候 事に 御座 候。 左 候 

迚、 束， 手罷 在候而 巳に 而は、 幕廷御 挽回 之 期 は、 決 而有レ 之 間 敷、 最早 結局 之兑込 を以、 致， I 進 返 1 候 之 外、 

手段 無, 之 候 得 共、 當局者 は 迷 ひ、 傍 觀者は 明と 申 事 も 承 居候 間、 乍, 一失 禮 1 傍 觀者之 御 見込 を以、 何卒、 御 

熟考 御 巾 越 御座 候檨致 度、 尾 總督も 未だ 滯在、 是も防 長 之 儀に は 困り 居候 檨子、 實に 大洋 失 レ楫ど 世,、 何 

ぎ まーフ 

れ へ若津 可， 1 栢成 一哉。 東西 之 形勢、 得と 御 洞察 之 上、 救 時 之 良算、 何方に も 御勘辨 之程冀 &ij 此 事に 御成 候… 

;。 云々 〔下略〕 
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If- の心淸 は、 その 僚友に 贈る、 僞 はらざる 書中に おいて、 明らかに 察する ことが 出来る。 『結局の 見込み をつ 

けて、 進 返す るの 外 はない。』 といって ゐる。 『結局の 見込』 と は、 何 を 指して ゐる のか は 知らぬ が 『私事 今回 一身 

ていしゅつ  かくしき 

の 都合に より』 等と、 右から 左に 辭 表の 提出が 出来る 現代と 違って、 順序 も あれば、 格式 も あり、 已 むに 已 まれ 

ぬ 時代で あるから、 一橋の 苦衷 も 察する に餘 りが ある。 

之 を、 時 を 同う して 京都に 入說 して ゐる、 大久保 一派の 運動と、 比較 對 照して 見る と、 正に 明かに 時勢の 

艇 |i を讀む 事が 出來 る。 大久 保が、 事 は 好都合に 運んで、 幕府の 衰兆 目前に ありな どいつて ゐ るのと、 鹿 喜が、 

大洋て, を 失った 檨な もので、 询に はや 仕方のない ものであると、 投げ出して ゐ るのと に は、 その 間に 非常な 違 

ひが ある。 大久 保の 偉た るか、 一 橋の 劣れる か、 幕閣の 力足らざる か、 薩 藩の カ强 きか、 さう でも あり、 さう で 

かう  くわい てん ， _コ 

も あるまい が、 要は 時勢の 抗 すべから ざる 回轉の 力に 外ならぬ 

【十三】 西 鄕の五 卿寬典 運動 

五 卿に 對 して、 幕府が いよく 腰 强く迫 まって 來る氣 配 は、 目に 見えて 加 はった。 玆 において か、 何う して 幕 

府の命 を i し、 五 卿に t1 ひか かって 来る、 魔の 手 を 防ぐ かとい ふこと は、 薩藩當 面の 大 問題であった。 大久保 • 

わ 松.吉 井の 有志 は、 その 爲に 京都に 出て ゐ るので ある。 深く 京都 側に 說き 込んで、 先づ 宮廷の 意見 を 一定し よ 

うと 努めて はゐ るが、 觀せ うの 御意 は、 どうしても 過激 堂上 を 喜ばせ 給 はぬ。 これが 爲に は朝彥 親王 を 初め、 近衞 


二 一條 卿な どが、 頗 ぶる 骨 を 折って ゐる。 しかし 何としても、 五 卿 寛 典の 雲が 霽れぬ。 

當 面に 降り かかって 來る、 幕 命 を さて 何とした もの か。 幕府と 諸 藩との 立場が、 恰度 今日の 中央 政」 肘と 备府縣 

ごむ リ ごもっとも 

との 關係 であると するならば、 內閣の 命令 を、 何としても 府縣 知事が はね 付ける 譯には 行かぬ。 御 無理 御 尤の最 

くづ  む やみ 

も 盛な 時代で はあり、 封建、 衰 へたり とはいへ、 制度が 崩れた ので はない から、 さう 無暗な 事 もなら ぬ。 京都で 

は 大久保 等 を 中心に、 鹿兒 島で は 西鄕を 中心に、 これに はいろ くに 首 を ひね. つた。 

そこで 大久保 等 は 一策 を 案じた。 抑よ 五 卿 問題 は 征長處 分に 關 する 問題な ので あるから、 これ は 終始 征長 總督 

の 命に 隨 つて 進 返すべき 性質の ものである。 史 記の 馮唐傳 中に も、 『閬 內は寡 人 之れ を 制し、 閫 以外 は 將軍之 を 

制す』 とあって、 閫 外の 任 は 征伐 主將の 裁す ると ころと なって ゐる。 我等 は 宜しく 尾 張 總督の 命に 隨 ふべき であ 

つて、 今頃 幕府の 横槍に 服すべき でない との 主張で ある。 

なる せ 

兹 において 吉 井友實 は、 尾 州 屋敷に 長 谷川 您藏 を說 き、 小 松 帶刀は 成瀨正 肥に 依賴 するとい ふ 順序で、 總督の 

ほん さう  ゆ ふよ 

腰を强 むべ く 奔走した。 總督は 固より 幕府の 命令に は 不服 點が 多い 0 で、 書 を 幕府に 致して、 五卿柬 下の 猶豫 

を 乞 ふので あった。 

『三 條實美 始五人 之 鞏、 松 平 美 濃 守 〔筑前 侯〕 へ 引渡 濟之 儀、 先達て 申 上 置 候。 右 者、 實 美始、 ^紙 〔五 卿 分 

配 姓名 割〕 之 通、 各藩へ 引渡 方 取 計 候樣、 美 濃 守へ 申 渡 置 候 ST 引渡 濟之境 申出 次第 可- 1 申 上 1 候。 就 夫實突 

始、 引渡に 付て は、 難， I 默止 1 事情 も有レ 之、 彼是 遲緩仕 候に 付、 美 濃 守 精々 申談、 專盡 力、 爲， I 取 計 1 候 折 柄、 
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實 美始、 江戸 表へ、 差 越 候 樣被二 仰 付 r 美 濃 守始、 各藩に 於て、 深 心配 仕 候 儀に 御 候 間、 暫時、 猶豫 御座 

候檨奉 レ^ 候。 依 レ之右 一 通 相 添 申 候。 

而 して 五 卿 は慶應 元年 〔乙 丑〕 一 月 十四日、 下關 より 乘 船して、 此 夕は彥 島に 舟 を 繋ぎ、 十五 日黑 崎に 著 船、 十 

七日まで 滯留 せられ、 十八 日 赤 間驛に 著し、 當分此 地に 滯 在せられ て、 越えて 二月 十二 日、 いよく 赤 間を發 し、 

えんじゅ わう. i ん 

翌十 三日、 太宰府に 到 著、 延壽 王院に 入られた。 


尾 張總督 はかくの 如く 五 卿の 東 下 を 緩めようと はして ゐる ものの、 薩 藩が 考 へて ゐる ところと は、 固より その 

こんてい  こんきょ 

根柢 を 異にして ゐる。 薩 藩が 五 卿 を 十重二十重に 園んで、 出すまい とする の は兹に 勤皇の 根 據を据 ゑようと する 

お やす 

からで ある。 尾 張で はさう は 云 はぬ。 實 際の 處分 問題 上 責任 を もつ 上から も、 また 田 安との 遠い 反感から も あつ 

たて  ほこ 

て、 幕府の 命令に 楣を ついて ゐる ものの、 萬 一 の ドン 詰りまで 來 たなら ば、 を 倒 ましに して、 幕府に かかる 腹 

*- ふくわん 

はない。 また あらう 害 もない。 幕府で は 五 卿 を、 江戸へ 召還しょう とする のに 對 して、 尾 張で は 五 藩に 分配しょう 

と考 へた 丈け の 相違に 外ならぬ。 薩藩 として は、 幕府の 暴 命 を 制する 爲 めに、 尾 張に 依らう としたの では あるが 

固より 五 卿 を 一人々々 別々 にして、 五 藩に お預けと いふ こと は、 五 卿の 好ませられぬ ところで も あり、 薩 藩の 不 

便と すると ころで も あるので、 太宰府なら 太宰府で よいから、 一緒に 集めて 護衛して 置きたい とい ふ 腹で ある。 

じ やう ほう もた 

大久 保. 吉 井から は 刻々 に變 化する 中央 政局の 情報が 齎らされる。 太宰府から は 日に日に 幕府の 手が 延び、 筑 


前 藩 も 佐幕 化する ばかりで あるから、 何時 如何なる 變 動が 五 卿の 身邊に 生す るか も 知れぬ との 情報が、 鹿兒 島に 

向って、 櫛の 齒を 引く やうに 註 進され る。 勢 ひ は西鄕 をして、 空しく 鄕國 にある を 許さ なくなった。 そこで 西鄉 

は 鹿兒島 を出發 して、 太宰府に 上り、 五 卿に も， 謁し、 前後の 策 を 廻らした。 

鲁 

太宰府に ある 五 藩 〔筑前 ノ肥後 • 久留米 • 薩摩 • 肥 前〕 の 警衞者 を 一 堂に 會 して、 所謂 五 藩會議 なる ものが 開 

かれた。 それ は 二月 二十四日の ことであって、 菅 丞相 を以 つて 名 ある、 梅花 正に 色鮮 かに、 芬芳 SI 方に 薰 する、 

さう しゅん 

早春であった。 五 藩の 守衞 といっても、 その 主力 は薩 藩で あり、 他に はこれ ぞと、 指 を 屈する ほどの 人物 もない 

ので、 會議の 中心 は、 固より 西鄕吉 之 助に あった。 

席上に おける 西鄕の 意見 は、 京都に 出て ゐる 大久保 等の 考 へたと ころと 符節 を 合する が 如き ものが あった。 

『近 ごろ 幕府 は 命令 を 下して、 五 卿 を 江戸まで 召し上げる とのこと なる が、 その 召還が 頗 ぶる 當を 失し、 又 

.  ぼうめい  ちょくかん 

た 理由の な S 暴 命で ある こと は 申す まで もない。 五 卿 は 勅勘 を 蒙む る 身の上で あると はいへ、 元と 朝廷の 重 

ゆいん よ  き やう か 

臣 であって、 由緒 ある 公卿であって 見れば、 故な くして 幕 命を强 下す る こと は 出来ぬ。 殊に 五卿處 分に 就て 

は、 旣に尾 張 總督に 於て 一た び 決定 せられて ゐる 問題で ある。 それ を 今に 到って 幕府が 挥命を 下す 现. W は更 

ら にない。 故な き 幕府の 命に 隨 ふこと は 我等の 忍ぶべからざる ところで ある。 我等 は 一 に 尾 張 總督の 指 を 

受く べきが 當然 であるから、 五 藩の 代表者 を 選 んで 總督に 指令 を 仰ぐべき である。』 

tj  ,， 為  ， ，  たち どころ 

勿論 是に 異論の あり やう はなく、 議は立 所に 一 決して、 西鄕自 から 中央へ 乘り 出さう とい ふこと になり、 筑前 

五 卿 を 中心とする 幕 • 薩 の動靜  五 一 七 


五 一 八 

西 鄕仝傳 第二 卷 

の 月形 I を も 同伴す る 手 害で あつたが、 之 は 藩主の ir ところと ならす、 Inl 西 鄕は之 

よと I に 至り、 妻雷長管も1レ、 囊矢 野憲、 有志 月形 逢 .筑 霧 等 ま 應酬 し、 五 卿 |に關 す 

る t を 試み、 专ま 五日、 人 筑し來 つた、 雷淸 綱と 交代して f した。 西鄕が 秦府に 在りて、 同藩 士關 

山 ニニ 原 兩士に 宛てて、 五 藩士 召集の 意を傳 へた 書に 曰く、 

關 .=? ニー 一 原 雨 氏に 與 ふる 書 〔慶應 元年 二月 二十 三 曰〕 、 

尙々 集 議所之 儀 は、 明朝 も 可 ^ 相 定-候 間、 其 段も爲 n 御 心得 一 申 上 候。  I 

唯今、 筑霧 〔筑前藩 士〕 等、 參 着いた し簡、 明日 〔廿 管〕 は、 塞、 爱 許に 而ぎ相 決-候 付、 養 細 川. - 

に、 御 掛合置 可， 被チ 候。 此旨 早々 奉レ得 n 御意-候。 頓首。 

1:3 部き 之 助 

二月 二十 三日 〔麼應 元年〕  0  ^  ^  , 

關山 新兵 衞樣 

三 原 次 郞左衞 門 樣 

而 して黑 田淸 綱の 自記せ る I によれば、 彼れ が鹿兒 島より 太宰府に 来り、 西鄕と 交代せ る 間 I 情が 明瞭で 

ある。  ， 、 、 

二月 十八 曰 〔慶應 元年〕 出立、 同廿五 曰、 IP に 着す。 是 より 先き、 i 公 .1 公. 望條 ゃ東久 


世 公 • 壬 生 公 Q 五 公卿、 長州ょり筑前宰府に轉移^？之、 筑前 及薩州 • 肥 後 • 肥" S  • 筑後五 藩 备兵を 出して 

警衛す。 依：， 之、 右 兵隊 引、 且久留 米 藩 等、 國褰 依願 之 筋 有：， 之、 周旋 盡カ 0 爲め、 往而西 鄕吉之 助に 代り 

宰府 • 博 多 之 に往來 周旋す。 三月 三日、 宰府 を發 して、 筑 後久 留 米に 到り、 ， 招る 車、 十 有： siR、 同廿ー 日 

歸宰、 叉 博 多 二 i 岡え 繼ぷ 往来、 周旋、 事成而 四月 廿ー r:I、 宰府發 程、 同卄 六日 歸國。 云々 〔下略〕 

くわん てん  いくはく 

西鄕が 如何に 五 卿の 爲に宽 典 0 奔走 を爲 したる か は、 彼れ が歸鄕 幾何 も あらす、 筑 前に 來往 し、 更らに 旬日の 

後 三 n 三 EI に は、 鹿兒. を發 して 上京の 途に 上り、 K: たび 太宰府 を訪 うて、 周旋す ると ころ あり、 三月 七日、 筑 

前 志士  • 筑紫衞 • 早 川 敬の 二士 を帶 同して、 博 多を發 し、 同 十一 日 入京す るに 至って ゐる。 西鄕は 八/や 斷乎、 

^」 肘と 絶ち、 一路 諸 藩 勤皇 大 聯合 を 策し、 之が 中堅 を 五 卿の 存在に 置かん として ゐ るの だ。 

【十 S 太宰府の 三 條實美 卿 

三 條實美 卿 は、 岩 倉 0 略な く、 膽 なく、 ただ 赤誠 を 以て 推すべき 人であった。 

大君 はいかに います か 仰ぎ見れば  ，  . 

高 天が 原ぞ霞 こめた る . 

ちょく けん  り うたく  よ はん 

と； W じて、 身 s> 勒譴を 蒙む り、 西 海に 流謫 せらる る を も 打ち 忘れて、 ひたすら、 君國 0 安泰 を 祈る に餘 念な き 公 

卿であった。 溫容 玉の 如く、 識嚴、 身を處 する 0 堂上であった けれども、 然も 一た び、 國を憂 ひ、 世を慨 くに 當 

五 卿 を 中心とする 薩 の動靜  . 五 一 九 
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ちゃうぎ よ 

の 月 形 洗 藏をも 同伴す る 手 害で あつたが、 之 は 藩主の 聽許 すると ころと ならす、 決行に 至らなかった。 西 鄕は之 

より 福 岡に 至り、 藩主 黑田 長溥 にも i し、 家老 矢 野 梅 庵、 有志 月形 洗 藏. 筑紫衞 等と も應酬 し、 五 卿 復職に 關す 

る11^ーを試み、 二月 二十 五日、 人 筑し來 つた、 黑田淸 綱と 交代して 歸 魔した。 西鄕が 太宰府に 在りて、 同藩 士關 

山 • 三 原 兩士に 宛てて、 五 藩士 召集の 意を傳 へた 書に 曰く、 

關山 • 三原兩 氏に 與 ふる 書 〔慶應 元年 二月 二十 三日〕 

尙々 集 議所之 儀 は、 明朝 も 可 11 相定 1 候 間、 其 段も爲 n 御 心得-申 上 候。 

唯今、 筑紫衞 〔筑前 藩士〕 等、 參 着いた し 候 間、 明日 〔廿 四日〕 は、 #議、 愛 許に 而可 二相 決 1 候 付、 其 段 細 川 等 

に、 御 掛合置 可：， 被：， 下 候。 此旨 早々 奉 レ得ニ 御意 1 候。 頓首。 

二月 二十 三日 〔慶應 元年〕  西 鄕吉之 助 

關山 新兵 衞樣 

三 原 次郞左 衞門樣 

而 して 黑田淸 綱の 自記せ る 年譜に よれば、 彼れ が鹿兒 島より 太宰府に 來り、 西鄕と 交代せ る 間 0 事情が 明瞭で 

ある。 

二月 十八 日 〔慶應 元年〕 出立、 同廿 五日、 筑前 宰府に 着す。 是 より 先き、 三倏公 • 四條公 • 西 三條公 • 東久 


世 公 • 壬 生 公 c> 五 公卿、 長 州より 筑前宰 府に轉 移 有， 之、 筑前 及薩州 • 肥 後 • 肥 前 • 筑後五 藩 备兵を 出して 

警衛す。 依レ 之、 右 兵隊 差 引、 且久留 米 藩 等、 國事 依願 之 筋有レ 之、 周旋 盡 力の 爲め、 往而西 鄕吉之 助に 代り 

宰府 • 博 多 之 に 往来 周旋す。 三月 三日、 宰 府を發 して、 筑 後久 留 米に 到り、 . 招る 事、 十有餘 日、 同廿ー 日 

歸宰、 叉 博 多 • 福 岡え 屬ぷ 往來、 周旋、 事成而 四月 卄ー H、 宰府發 程、 同廿 六日 歸國。 云々 〔下略〕 

くわん てん  いくはく 

西鄕が 如何に 五 卿の 爲に宽 典の 奔走 を爲 したる か は、 彼れ が歸鄕 幾何 も あらす、 筑 前に 來往 し、 更らに 旬日の 

後 三 n 三日に は、 鹿兒 島を發 して 上京 0 途に 上り、 再た び 太宰府 を訪 うて、 周旋す ると ころ あり、 三月 七日、 筑 

前 志士  • 筑紫衞 • 早 川 養 敬の 二士 を帶 同して、 博 多を發 し、 同 十 一 日 入京す るに 至って ゐる。 西鄕は 八/や 斷乎、 

寧 肘と 絶ち、 一路 諸 藩 勤皇 0 大 聯合 を 策し、 之が 中堅 を 五 卿の^ 在に 超かん として ゐ るの だ。 

【十四】 太宰府の 三 條實美 卿 

三 條實美 卿 は、 岩 倉 Q 略な く、 膽 なく、 ただ 赤誠 を 以て 推すべき 人であった。 

大君 はいかに います か 仰ぎ見れば  .  . 

高 天が 原ぞ霞 こめた る . 

ちょく けん  りうた く  よ ねん 

と：， 3 じて、 身 0 勒譴を 蒙む り、 西 海に 流謫 せらる る を も 打ち 忘れて、 ひたすら、 國 0 安泰 を 祈る に餘 念な き 公 

卿であった。 溫容玉 0 如く、 謹嚴、 身を處 する 0 堂上であった けれども、 然も 一た び、 國を憂 ひ、 世を慨 くに 當 

五 卿 を 中心とする 幕 • 薩 の動靜  . 五 一九 


大西 鄕全傳 第二 卷  五 ニニ 

さしはさ 

一 、 私意 を ー點も 挾 むべ からす。 

一 、 信義 を 重 すべ し。 

一 、 廉耻を 忘る ベから す。 

一、 下 を 使 ふに 慈愛 を 加へ 善 を 以て 導くべし。 

右 等 之箇條 服膺し て 忘る る 事 勿れ。 

以て そ 0 志を勵 ます 0 勇 を 見る ベで ある。 

ちんせい W うらう  へだ  こ と 

懷ひ 到る、 南朝 0 五 忠臣、 いま そ 0 面影 を鎭西 流浪 0 五 卿に 看る。 時 こそ 距 たれ、 形 こそ 異なれ。 心と 姿と に 

おいて 彷彿と して 来り 通 ふ も Q が ある。 曾て 五臣 0 存 すると ころ、 南朝 0 命脈 は、 絲の 如く 驚が り、 今 は 五 卿 

そでぬ  ，  ，  けっき 

袖の 濡 るると ころ、 是れ 勤皇 0 存 すると ころであった。 當時 誰れ か 能く 玆に著 服せ し 者ぞ。 筑前 藩士、 能く 蹶起 

しつぎ やく 

して、 薩* 長 を 左右に 抱かん としたが、 黑田播 磨 〔一葦 公〕 0 失脚 は、 { 全し く 玉 を 抱いて 罪 あるに 終らし めた。 是 

ん ざい  らん./. \ 

れ實に 筑前藩 勤皇の 爲に、 千載の 恨を殘 さしむ る もので あつたが、 獨 り西鄕 0 存 する あり。 彼れ Q 爛々 たる 巨 眼 

は、 勤皇 0 寶玉 を見遁 さす、 雄藩薩 州の 力 を 統一 して、 珠玉 を 蒼 龍と 共に 巖窟に 抱き、 遂 ひに 維新 勤皇の 大擧を 

成就せ しめた。 偉なる 哉 西鄕、 明なる 哉 南洲。 


【十五】 西鄕再 上京と 薩 • 筑 聯合 運動 

西鄕は 親しく 三條 0 勇姿 を 見た であらう し、 叉た 進んで； 大 下の 形勢 も 論じ、 三 條卿等 Q 大志 を壯 としたに 相違 

くわん e つ 

ない。 西 鄕は福 岡 城下に 往来して、 家老 矢 野 梅 庵 や、 有志 月形 洗藏、 筑紫衞 等に 會 見して、 五 卿の 復職 を 勸說し 

た。 此時 西鄕が 論じた 演說 Q 大要 を、 同席した 右筆 某の 筆記した ものが 殘 つて ゐる。 それによ つて 兑 ると、 當時 

ろんし 

西鄕が 如何なる 論旨 を以 つて、 進 返して ゐ たかを 察する に 足る も Q が ある。 今 ま 某 0 筆記に よって、 當年 南洲雄 

辯 0 跡を晃 よう。 西鄕は 曰く、 

たくし キ J か 

『熟. - 今日の 形勢 を晃 るに、 天下 大義が 尊皇攘夷に あらねば ならぬ くら ゐ 0 こと は、 有爲の 卓識 家 を 待つ まで 

ゎキま 

もな く、 三才の 兒童 すら 辨 へぬ 者 はない。 一 にも 二に も 尊皇攘夷で、 そ 0 聲は 正しく； 大 下に 滿 ちて ゐる 有樣で 

あるが、 然 らば、 如何なるが 尊皇で あるか、 叉 攘夷 0 實を擧 ぐるに は、 如何に 致した もので あるかと 問へば、 

ギ| ろん ひゃくたん  ひつ. やう  し，： >;a 

議論 百 端に 岐 かれて 歸 する ころ を 知らない。 是れ 畢竟、 大義に 暗ら きが 爲 めであって、 之れ が眞， 義を 解す る も 

まこと  ly^ 

の 0、  だ 稀れ なる は沟に 憂うべき 次第で ある。 申す も畏 こき 極みで. あるが、 主上 は 英明に わたらせられて 夙 

れ うとく  しんねん 

に 尊皇の 大義 を領 得せられ、 一貫して 攘夷の i 辰 念 を 易へ させられ ぬと 承 はって ゐ るが、 西 鄕を以 つてい はしむ 

れば、 蟬り あれ ども、 輔弼の 臣に 賢才が 見當り 申さぬ。 それが爲めに.1!|來0叙慮は今以って^:;、徹することが出 

來なぃ 0 である。 一 々擧 ぐれば 中には 賴 むに 足る 公卿 も あるで あらう が、 當時 堂上 方 を  一 gz する に、 多く は懶 
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, 惰 柔弱に して、 淫逸 貪樊の 風が 甚だしく、 これ ぞと 申す ほどの 人物 は、 とんと 見當り 申さぬ。 然るに 三 條中納 

言殿€^みは、 故內 大臣 實萬公 0 遣 志を繼 がれ、 眞に 尊攘 Q 志を體 得して ゐる 英才で ある。 聰^に して 事理に 通 

L-  さう しゅか fc  ナん あい 

じ芽^§ぁって操守堅く. 實に 公卿 中 稀に 見る 0 人物で ある。 隨 つて 主上 も 深く 眷愛を 垂れさせ 玉 ふた である 

が、 圖らす も文久 0 事變に 際して 失脚し、 不幸に して 一時 流離 零落 0 身と なられた 0 は、 皇圍 爲め 返へ す 返 

す も 遣憾千 萬の 事であった。 これによ つて 西鄕思 ふに は、 一 日 も 早く 此卿を 君側に 返へ らしめ、、 }a4 樾 iQ 大任 

に當ら せねば、 尊皇 大義 は 伸ぶ るに 由がない である。 依って 速に 五 卿 復職 あらん こと を 周 ^ 申し あぐる こ 

と は、 今日 急務 中 Q 急務で ある。 主上 御 左右に 賢臣 Q あるな くんば、 何に よって 皇國 開展を 期す ベ けんや。』 

しょくもく 

西鄕が 如何に 三 條に囑 目し 傾倒し たかは、 これによ つて 窺 ふこと が 出来る。 それと 同時に、 西 鄕が五 卿 復職の 

眞意 Q ほど も、 推して 察する ことが 出来よう。 


西鄕は 一刻 も猶豫 すべき 時で ない として、 三月 七日 博 多を發 して、 十一 日 京都に 上った。 筑前 藩士 筑紫 衞、 早 

川 養 敬 も、 共に 西鄕に 同伴した。 

西鄕が 上京した 時 は、 恰度 大久保 等 a 運動に も 一段落が ついて、 藩主に 復命 0 爲め大 久保は 一度 歸國 しょうと 

して ゐる 時であった。 朝廷 も 大久保 等 Q 意見 を容れ て、 傳奏 から 所 司 代へ 向って 三箇條 0 御沙汰 書を發 せられ、 

一 橋 等 0 注意 もあって その 實行 を確實 ならしむべく、 大阪 にあった 松 平 閣老を 呼び寄せて ^聽 せらる る ことと な 


り、 曲り なりに も、 毛 利 父子 及び 五 卿 は、 そ Q ままと いふ 處に、 1 段落 を 見た 際であった。 

こうじ 

大久保 は 西鄕に 後事 を 一任して、 三月 二十 二日 歸藩 0 途 にっき、 四月 三日 鹿兒 島に 著いた。 大久 保に 代って 京 

たいざい  まんしん 

都滯在 0 主人役と なった 西鄕 は、 主として 五 卿 復職に 邁進した。 彼れ は 深く 三 條と誓 ひ、 三條が 再び 宮廷に 入る 

0 日、 一大 改革 0 幕 は 切って 落されん とする Q であった。 西 鄕が筑 前に 入る 0 勢 ひに 乘 じて、 筑前藩 0 佐幕 論 を 

一掃し、 薩*筑 聯合 0 勢 ひを以 つて、 大いに 中原に 伸びようと いふので、 月形、 早 川、 筑紫 0 諸 有志 は、 深く 西 

鄕と 結んだ である。 

恰度 西鄕 等が 上京した 時に、 筑前 藩主 0 命 を 受けて 藩 吏 倉 八 權九郞 が 上京して 居った。 これ は黑 田齊溥 0 派す 

ると ころであって、 勿論 五 卿處分 0 內命を 受けて ゐる 者であった。 西 鄕等は 之れ を以 つて 好機と し、 倉 八と 相携 

きく わく  ていけい 

へて 企畫 すると ころが あらう とした。 幕府 もさる 者、 早く も 薩 • 筑 提携 0 勢 ひ ある を 危ぶみ、 筑前藩 佐幕 黨で 

あった、 大音兵 部に 命じて、 直ちに 倉 八 を歸國 せしめて 了った。 固より 薩*筑 聯合 0 歩調 を 破らう とする 0 であ 

つて、 薩藩 をして、 孤立に 陷 いらし むる 方策 を 執った ものである こと はいふまで もない。 

西鄕 が歸國 0 途、 四月 廿 五日、 大阪 より 月形 洗 藏に與 ふる 書に、 此間 0 消息 を 語って ゐる。 

月形 洗 藏に與 ふる 書 〔慶應 元年 四月 二十 五 曰〕 

燕 暑 相 向 候 得 共、 彌以御 壯剛、 奉 11 敬賀 1 候。 陳ば尊 藩 〔筑前 藩〕 へ罷出 居候 節 は、 始終 御 丁寧の 御 會釋、 實に 

五 卿 を 中心とする 幕 *薩 の動靜  五 二 五  J 
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雞レ 有、 奉， 一 厚 謝 1 候。 拔倉八 君 〔倉 八權 九郞〕 杯 御上 京 相 成、 相樂 居候 處、 豈圖 らん や、 御 歸國之 事に 相 成、 

殘念此 事に 御座 候。 此度 は、 御 一掃 之 期と 渴 望いた し 居候 處、 存外 之 事 どもに 御座 候。 畢. Js、 筑*薩 一致 之 

處、 幕府に て 大に嫌 ひ 居候 事と 相 見へ、 如何にもして、 離間 0 策 を 用 ひ 度との 腹中より、 大昔 〔兵 部〕 等 Q 奸 

吏 を 餌に いたし、 喜んで 策 を 施し 候 ものと 被 二相 聞 I 申 候。 是非 弊國 〔薩摩 を 指す〕 之處、 孤立 之 ものと 爲す 

0 策、 十分 有, 之と 相 見得 申 候。 近來關 東に 於て は、 再長征^^儀を促し候向も、 相 聞 申 候。 此度 は、 幕府 一 

手 を以、 可レ 打と 0 趣に 相 聞 申 候。 勿論、 弊 藩 杯 は、 如何 樣 軍兵 相 募 候 共、 私 戰に可 二 差 向 1 道理 無 レ之候 間、 

斷 然と 斷り 切る 賦に 決定いた し 居候。 實に 拙き 次第に 立 到 申 候。 御 遙察可 レ被レ 成 候。 私に も 無 レ據用 向 有レ之 

暫 0 間、 歸國 にて、 出京 〔京 を 去る〕 仕 候 得 共、 至極 差 急ぎ 候 付、 乍 ニ殘念 1 罷出兼 候 付、 宜御 汲取 可レ被 

レ下、 藤 井 〔良 節〕 罷出候 間、 宜御 談合、 偏 奉レ希 候。 此段御 厚情 御禮 旁、 如 ^ 此御鹿 候。 恐惶 謹言。 

四月 二十 五日 〔慶應 元年〕  西 鄕吉之 助 

月形 洗藏樣  • 

たく もた  ： 

此書は西鄕が返京歸藩€^途次、 大阪 より 藤 井 良 節に 託して 麝ら さしめ たも 0 であった が、 書中に も ある やうに 

『私に も 無, 據用 向有レ 之、 暫 之間歸 國之賦 にて 出發仕 候』 又た 『至極 取 急ぎ 候に 付』 とあって、 彼れ は そ Q 目的 

ちょ  I 

緒に つかざる に 先って、 四月 二十 二日、 早く も 京都 を發 し、 二十 五日、 大阪で こ 0 書 を 認め、 五月 上旬、 幅 岡 

かへ り  きふき よ 

を 省みす して、 急遽と して、 鹿兒 島に 歸 つたので あった。 


薩藩 0 豪傑 連 をして、 踵 を 接して 鹿兒 島に 歸 らしむ るに 至った、 所謂る 『用 向』 とい ふの は 何で あるか。 問 は 

すと 知れた、 長 州 再征 0 大軍 を、 將軍自 から 率ゐて 立た うとす る 勢 ひが、 迫 まって 來 たからであった。 第二 長 州 

亚^^に對して、 薩 藩が 如何なる 態度 を 執る か は、 實に當 代 0 見物であって、 再び 幕に 與 みして 長 を 討つ 力 ま 

はー轉 して 長と 結び、 戈 を"！ けて 幕に 對す るか は、 薩 Q 運命 0 岐 かるる ところで あり、 同時に 天 下 Q 形勢 を 左右 

する 重大問題であった。 風雲 i かに 急 を 告げ、 西鄕. 大久保 は 相 前後して 西馳 した。 春 正に 老いて、 落花 雰 0 如 


ザぎ 

く、 雨と なる か、 風と なる か、 機 は 四方に 飛び、 人 は 東西に 亂れ た。 

【參 考】 五 卿 太宰府の 風 詠 

あまぐもの 遠き 國邊の 旅 にても 舂を 春と は 思 ふ 今朝 かな  三 條 赏 0 

ながめ やる 身に だに うつる 世間に 昔ながら の 月 はすむ らん  同 

• うれた さの やる かたなくて 花鳥の 色香 を さへ にか こちけ る 哉  同 

玉の緒 はう き 世のと りと 消えぬ とも 君に しられば うれし 力ら まし  同 

君に よし 知られず とても 臣 として 臣 たる 造 をつ くさざる ベ き  同 

玉の緒よ 絕 えなば たえね かく も 世に 長ら うとても なす 甲斐 もな し  同 

玉の緒 はよ し絕 ゆると も 人知れず 君が まもりと なら まし もの を  同 

かくば かり 思 ひくら せば はやり 男の はやり 心と 人 やとが めん  同 

旅路と て 身 の ふり ゆき も 知らぬ 間にけ さは 春に もな りぬ とぞ 聞く  同 

世 を 思 ひ 身 を 思 ひても 誓 ひて し 人のう せぬ る こと ぞ 悲しき  同 

五 卿 を 中心とする 幕 • 薩 の動靜  五二七 
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第二 章 第二 囘長州 征伐，、」 西 鄕吉之 助 

【二 幕府の 長 州 再征 諭 

さて  いや おう  ナゐ うん  ばく ゐ 

却說、 幕府 は 何が 故に、 嫌が 應 でも、 長 州 再征の 軍 を 出さう としたの であらう か。 褰 運に 向って ゐる幕 威の 回 

ふく 

復を、 之れ によって 期しよう としたの は、 確かに その 本心であった。 此の 事情に ついては、 囊に 繰り返へ しく 

述べて my いた。 そして その 見當 外れな こと も 論じて おいた。 併しながら、 幕 威 回復と いふ こと は、 幕府の 腹に あ 

る ことであって、 ；冉征 の 理由と なるべき 當 面の 問題で はない。 

ぐんぎ 

幕府 とても、 大演習な どのつ もりで、 遣って ゐ るので はない から、 諸侯の 群議 を排 しても、 出軍せ なければ な 

く  b んだ \ 

らぬ理 ぬ がなくて はならない。 それ は 何 か。 此の 動機 は、 申す まで もな く、 尾張總 督の處 置が、 寛大に 過ぎた と 

がいせん 

いふに ある。 殊に その 場で 處分 をつ けて 凱旋し なかった のが、 大 なる 手落ちで あると いふので ある。 福 地 源ー郞 

はいって ゐる。 

しょぶん i をし わたし 

此時 〔長 州 伏罪の 時〕 尾 張總督 より 直に 處分申 渡 あらば、 長 州 は 國替削 封、 唯々 其 命 を 奉 すべ かりし に、 幕 

くわんだ い  WS やう さく  し キーり 

議定 まら すして、 內 外より 長 州 處置は 極めて 寛大に する の 良策なる を 交々 幕府に 忠告す るの 頻 なる が爲 め、 

くわ いご ふく ザ- い 

其 儀 益. - 決せ ざり ければ、 總督は 其 處分は 後日の 沙汰に 簾り、 毛 利 家 悔悟 伏罪と 云 ふ を 見定めた るに 滿 足し 

第 一 一 回 長 州 征伐と 西鄕亩 之 助  五 二 九 
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て、 長 防 征伐の 軍 を 引 上られたり。 是れぞ 幕府に 於て、 尊で 長 州 征伐 再擧の 由て 起る 所な り。 〔幕府 衰亡 論〕 

げんたつ 

櫻 痴子は 更らに その 意見 を附 して 『尾 張總 督が處 置の 嚴達を 後日に 殘 して 凱旋した の は 早 や 過ぎる。 その 職責 

を盡 した もので はない。 相 當の處 分 を 命じても、 當 時の 長 防なら ば聽 かない こと はない。 高 杉 一派の 正義 黨と稱 

も LM  ふ ズら ん 

する ものが 頭 を 擡げて ゐ るから、 そんな こと を すれば 益 ぷ紛亂 する であらう とい ふ ものが あるか も 知れない が、 

それ は ilitf 家の 迷論で、 實際を 知らない もの だ。 我輩 は慶應 元年 正月で も、 まだ 此の 命令 は有效 であった 

f, ん ゆん 

と 思って ゐる。 幕府が 因循に して その 機 を 失する に 到って、 何ともお 話に ならぬ』 との 意味 を 論じて ゐる。 

『蛇の 殺し』 が、 抑. - 第二 征 長の 軍を餘 儀な くせ しめたの だ、 とい ふのに は 理由が ある。 何う せ 殺しに 


力 力 


ほ ん ご ろ  お ほ 

つた ものなら ば、 本 殺しに する に 越した こと はない。 しかし 大小 三十 六 藩の 聯合 軍が、 防 長 二 州に 蔽 ひかかった 


じつ じ やう 


時、 本 殺し どころ か、 生殺しに も 骨が折れた 實情 は、 何事 を 物語って ゐ るか。 本家本元の 尾 張總督 からして、 戰 

意がなかった ので ある。 氣乘 りの せない 者に、 無理に 族 を 持た して、 押し出さ しめたので あるから、 先走りの 三 

ほん さ 

十六 藩が 本氣 であらう 害がない。 . 

ち ひろ  き やう じゅん  - * 

千尋の谷 底に 墜 ちて、 蟲の 息で ゐた長 州であった から、 一 にも 二に も恭 順 を 表して、 淚 を吞ん でお 殿檨 父子 

に 頭 を 下げさし たので ある。 蛇の 生殺しの 宜 からう 害 はない が、 その 生殺し さへ、 ャット の 事で あつたの だ。 幕 

府 若し 服 あらば、 第一 回征長 軍の 進み 方 を 見て、 夙く に 大事 を、 見拔 いて ゐな ければ ならぬ ので はない か。 『こ 

れは …… 』 と覺 悟し なければ、 ならなかった ので はない か。 


幕府 は 一：！^ 府だ。 何處 まで も 幕府 だ。 幕府 は薩 摩で はない。 長 州の 爲に、 命乞 ひ は出來 ない とい ふの は 尤も だ" 一 

然しながら、 大局より 達觀 する 時 は、 一長 州 を 全滅す る ことが、 より 幕府の 命運 をお くす る 所以と なる か。 條现ー 

っゐ ぎう 

を 立てて、 追窮 をせ ない のが、 幕府の 爲め であるか は、 沈思 默考 せなくても 解ら う。  ， 

そ や  あ-つ さゆみ 

征矢 一 乎 放ち もやら で 梓弓  ， 

かへ る は 君が いさ ほな りけ り 

と は、 上 總介松 平 忠敏が 慶勝凱 陣を詠 じた ものであるが、 これ は 恐るべき 頭腦 だ。 一矢 を 放た すして 歸陣し 來るー 

、 、 . i  )  ；  CV  ,  ふんらん  とうてつ  しきけん 

を： て 百戰の 功に 優る とする は、 當 時紛亂 せる 時局 を 透徹したる 明快なる 識見で ある。 慶 勝に とって は 千古の 

知己で あるが、 松 平 忠敏の 見た る ほどの、 見解 を 有する 閣僚が、 ；：： i 戶柳營 に 一人で もあった ならば、 たび 放な 

しラ  . 

ぬ 矢 をおう て、 醜 を 千里に 流す の 愚 はしなかった であらう。  - 

薩 摩に 使 はれた と 思 ふから、 尾 張 總督の 態度が 批議 せらる るので あるが、 深 追 ひせす して、 淺く 引上げた とこ 一 

つ  き-め 

ろに， 幕府の 名譽が ある。 櫻痴 子の いふ やうに、 長 州嚴 罰の 命令 は、 慶應 元年に 入って からで も、 利 01 はあった 

かも 知れぬ。 髙杉 一派が、 如何に 猛威 を 揮 ふといっても、 幕府から 兑れば 大海の 一 粟 だ。 服從 する に は 決まって 一 

ゐる かも 知れぬ。 併しながら、 血 を 絞り、 淚 を吞ん で、 服從 する の 後に 來る もの は 何 か。 恐るべき は 却って この 一 

はん はつりよ く だん ぼつ りょく 

反撥 力、 彈發 力に あるので はない か。 樱痴子 は 好く 幕末の 事情 を 解す る も、 S ^しい ことに は、 政治 服が 低かった； 

だ 一回 長 州 征伐と 西鄕士  3 之 助  五一 一二 
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うらみ 

憾みが ある。 

孰れに しても、 德 川の 命脈 は、 縮まった に 相違ない けれども、 尾 張總督 が、 寛大の 長 州處分 をした から、 幕府 

の 命脈が 早く 縮まった と は 思 はれない。 德 川の 臨終 を 早めた とい ふ點 から 兑れ ば、 寧ろ 第二 長 州 征伐の 失敗に あ 

つた。 橫 から 晃て も、 縦から 見ても、 公論 は 動かない。 終に 盡 くべき 運命 は、 避く るに 凼 がなかった にしても、 

I 一 t の師を 起して、 薩* 長 聯合の 機運 を 早めた の は 感心 出来ない。 根して 然 らば t 于に騙 まされた とい はれても、 

何とい はれても、 尾 張の 態度 は 批難 さるべき ではない。 之れ に 比すれば、 幕府の 勢威 を 張る 爲 めに、 將軍 を大阪 

こ  き は  て ぎ わ 

まで 押し出して、 進 返 維れ 谷 まらし めた 幕閣の 手際 は、 餘り 上出来で あると はいへ ない。 

【一一】 長 州 再征 は 無名の 師 

、江 戶. 京都の 間に 百 里の 里數を 隔てて ゐ ると いふ ことが、 人の 智晃 にかく も 隔りを 生ぜし めた かと 思 ふと、 交 

つん «H さじ 含  ばか 

通の 力 も輕視 する こと は 出来ない。 然しながら 幕府 を聾棧 敷に した こと は、 S 數の隔 り 許りではなかった。 固よ 

り 人物 の 相違から 來 たもので ある こと は 否定が 出来ない。 その 證據に は、 松 平伯誉 も、 阿部 豐後 も、 京地に 

つ i;^  うかが  どうせい  もくげき 

入って 具 さに 廷 中の 事情 も 窺 ひ、 風雲の 動 靜をも 目撃して ゐ るの だ。 薩 藩の 有志が、 藩 命 を 奉じて 何ん な 運動 を 

くねく さく  めぐ   

して ゐ るか、 土 州の 浪士 • 有志が、 如何なる 劃策 を 西國雄 藩の 間に 廻らしつつ あるか。 長 州 それ 自身の 內 情が 如 

はんだん  しょくち やく  づ ぬ 

何に 變 化しつつ あるかに 就いて は、 充分に 判衛を 下すべき 事 實に觸 著 して ゐ るので ある。 非常に 圖拔 けた 頭腦 


すねい 

s 持ち主で なくても、 大勢の 推移が 目に 觸れ ない 理由 はない" 

事 ここに 到って は、 問题は 人物の 斤量に あるので あって、 如何と もしが たいが、 斤量 以外に 人 問が 感情の 支配 一 

うんむ とざ 

すると ころと なれば、 如何に その 智兑が 雲霧に 閉 されて しま ふか を、 この 禅 征問题 において、 ！：取 も 明らかに 知る 一 

ことが 出来る。 幕 閣の腹 は 感情で 一杯に なって ゐる。 尾 張の 遣り方が 氣に食 はぬ とい ふ 感情で ある。 一 から 十 ま 一 

にく  ひ はんて ぎ  一 

で、 愿張 惜しの 一念で 固めて ゐ るから、 他の 形勢が 批判的に 目に 入らう 害がない。 再征と 始めから 腹 を 決めて、 J 

一切 を 運ばう とする ので あるから、 横車で も、 逆 櫓で も、 何でも 彼で も、 ほ 的 を 進めさへ すれば よいと して ゐー 

る。 冷静の 刺斷が 出來な いのは 當然 だ。  一 

ふ をん  を もみつ  一 

長 州の 形勢が 日 一 日と 不穏の 形勢と なって ゐ るの は、 幕府の いふと ころに 相違 はない 。『公儀 穩密五 人、 長 州え 一 

はりつけ  にげ  ざんにん  ； 

入 込 居候 處、 三人 生 捕、 磔 に 致、 一 人 $1 歸り、 一 人 行 衞不レ 知と 申 事に 御座 候。 長 水の 殘忍、 天下 不 レ赦レ 之と g 

レ 介 候』 とも 『速 城紀 ig』 の 一節に 兒 えて ゐ るが、 それだけ、 二重に も 三重に も、 輪に 輪 を かけて、 長 州 不穏の • 

狀が、 .y 戶に傳 はって ゐる。  一 

jc* 府 では、 何時まで、 as ばかりで 桐喝 して ゐる譯 にも 行かない から、 長 州 侯 父子の 江戶 召還の 令 を へしめ i 

しらは  つと 

た。 .Kn 附駒井 甲斐 守に 白羽の 矢が 立った が、 『私で は 迚もお 役が 勤まりません』 と 逃げて 了 まった。 そこで 幕府； 

は、 更らに 同役 神 保 山城 守に 命じた が、 御 同様 相 勤まり 申さぬ と斷 わった。 下役 人に 見縊られ たのに て も、 長 一 

州 再征の 人氣は 知る に 足る ので あるが、 下臣の 者に さへ 威力 を 有せない 命令 を、 他人に 遵奉 させよう としたと こ- 

第二 回 長 州 征伐と 西 鄉吉之 助  y  五三 三 
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ろで、 &|4j 示す ことの 出来な いのは 分りき つた 話 だ。 大目 附塌 原但馬 守が、 嫌應 なしに 拜命 させられて、 目附 

ち i もと  ま- フじぅ 

|Z ね ^ 幹 一^ を 伴って、 長 州に 臨んだ が、 W 元の 見え透いた 上使に、 長 州 決死の 奇 兵隊が 盲從 しょう 普 はない。 

幕府が 再征 軍 を， する に當 つて、 德川慶 勝に 向って、 再び 總督の 命 を 下さう としたの は、 ra^ して 何の 意で あ 

るか、 解す るに 苦しまざる を 得ぬ。 再征の 問題 は、 尾 張の 處置を 不可な りと して 起って ゐる 問題で ある。 さすれ 

ば 尾 張 を 除外して、 搏 征軍を 組織すべき はいふまで もない。 それに 何を考 へて か、 幕府 は 命 を 下して、 尾 張に 總 

督の 重任 を うて ゐる。 慶 勝が ill^ て 之を辭 して ゐ るの は、 餘 りに も當然 過ぎる 當然 ではない か。 彼れ は 幕府 

に 答へ ていはく、 

- t  &  メ  けいきょえ うどう 

『防 IV -ズ士 民の iSa は、 天下の に關 する ことで あるから、 幕府と して は、 輕擧 妄動 を愼 まねば ならぬ。 防 

長の 事情に 就き、 職と 方針が 決定す るまで は、 猶豫 あって 然るべき であらう。 これに は 副 將松平 越 前 も 同意 

見で ある。 旣に 天下に 令した ことで あるから、 威光に も關 する ことと 思れ るか も 知れぬ が、 諸侯 は 鬼 も 角、 

自分に おいて はお 斷り申 上ぐ るの 外 はない。』 〔二月 二十 一 日 附慶勝 建議 大意〕 

罪廣 勝に ありと し、 その 罪を責 むる の 軍 を 出す のに、 慶 勝に 總督を 命じよう とする の は、 無理の 上の 無理 だ 

慶 勝が 1^ を 蒙む るのに、 不思議 はない が、 何と 思った か、 幕府 は 三月 十八 日、 更らに 重ねて、 慶 勝の 起立 を 催 

そく 

促した。 


それ はかう である。 『仰せら るると ころ 尤もで は あるが、 旣に iK 下に 號 令した ことで も あり、 これに は 深き 仔細 

*| ん 之ん 

も ある ことで、 ^原、 御手洗 を も 長 州へ 立た しめた ことで あるから、 今更ら 遷延す る 譯には 行かぬ。 是非 出軍の 

ひるが  I 

程が 願 はしい。』 とい ふので あるが、 度 勝 は 飽くまで も 前 意 を 翻へ さぬ。  ， 

『御達しに 背いて は、 恐れ入る 次第で ある けれども、 何としても、 天下の 大事と 知りつつ、 お 役目 を勒 める 

譯に はま ゐり ませぬ。』 〔三月 二十 三日 附〕 

と 確然と ぉ斷り 申し あげた。 幕府で は 四月 朔日、 萬 石 以上の 大名に 向って； 冉征の 令 を 下し、 ； おらに 五 n 十六 日 を 

以 つて、 愈よ 將軍親 發の達 書 を 公に した。 

『毛 利大膳 父子 始、 御 征伐の 儀、 先般 塚 原但馬 守、 御手洗 幹 一郎 を以、 被 二 御 遣 1 候 御 趣： 0::、 相 背 候 はば、 

速 御進發 可, 被, 遊 旨、 先達 而被ニ 仰 出 1 候處、 いまだ 右 之模檨 は不, 1 相 分 1 候 得 共、 不二： 八.^ Hp レ之趣 相^、 

悔悟 も無レ 之、 且 御所より 被 二 仰 進 1 候 趣有レ 之、 穷御 征伐 被レ遊 候き、 被 一一 仰 出 1 鍵。 依， 之、 五：： ^十六：；！、 鲁御進 

發 被：， 遊 候。』 

*- ん *- ん 

此の 一書 は 宣戰の 公 書で あるから、 頗 ぶる 重要なる 意義 を 持って ゐる 文書で あるが、 此の 文面に 現 はれた とこ 

ろに よると、 宣戰の 名義 は 甚だ ii 味な ものである。 卽ち 幕府が 長 州に 向って 一 冉征の 宣戰 をす る现由 は、 結局 二つ 

である。 

一、 長 州が 容易なら ぬ 企 をして ゐる 事。 

第二 回 1^ 州 征伐と 西 鄉レ： ： 之 助  五三 五  j 
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二、 朝廷から 仰 出された こと も あるから。 

さつ ぼ 

とい ふので ある。 これで は、 殆んど 何の こと やら 薩 張り 解らぬ。 長 州が 容易なら ぬ 企 をして ゐる とい ふなら ば、 

その 事實 を歷擧 しなければ ならぬ。 その 事實 が、 天下 萬 民の 見て 以て、 不軌と すると ころであるなら ば、 幕府の 

再征 は 立派に 意義 を爲 す。 その 事實に 就いては、 二百 もい はないで、 ただ 『容易なら ぬ 企』 をして ゐ るから とい 

くラば <  ぽっ ぎゃく 

ふ、 签漠な 概念 文字 を： H ベて、 戰爭の 理由と する 0 は、 公戰 0 意義 を沒 却して ゐる。 第二 0 理由と なって ゐる、 

『朝廷 Q 御 仰せ』 と S ふの も、 何 を 指して ゐ るの やら、 不明で ある。 幕府 だけ 獨り 合點 をして ゐて も、 諸侯に 通じ 

なければ、 何の 役に も 立たぬ。 是れ實 に 『無名 0 師』 なりと して、 天下の 非難 を 蒙った の は、 固より そのと ころ 

であった。 

*  *  * 

松 平 越 前の 家臣、 毛 受鹿之 介が、 春嶽 父子の 內命を 含んで 江戸に 出で、 長 州 再征 Q 事情 を糾 さしめ た 時、 阿部 

豐後守 は、 之と 應 接して 答へ てゐ るが、 『鑌再 夢 記事』 Q 中に、 その 應對の 次第 を 記して ゐる。 

『十日 〔五月〕 江戸に 於て 毛 受鹿之 介、 阿部 豐後守 殿に 謁して、 大蔵 太輔 〔慶 永〕 及び 越 前 守 〔茂 昭〕 0 内 

意 を 心得、 此節 出府せ し 旨 を 述べ、 さて 過般来、 朝廷より 愈 i 大樹 公に 御 上洛 あるべき 旨の、 御沙汰 有，^ よ 

ご せん ぎ  あに はか 

し 故、 定めて 長 防御 所 置 振の 御詮儀 ある 事なる べしと 存ぜ しに、 豈 料らん や、 此程長 防御 征伐と して 御進發 

あらせら るべき 旨の 御發令 あ， りて、 其 御 休 泊 を 承 はるに、 伏 見より 直に 大阪 御着 0 よし、 されば 最早 御所 置 


振の 御設儀 はなく、 直ちに 長 防へ 御 討 入の 御 決議 かと 推考し、 大藏 太輔、 越 前 守と も、 大に 驚き、 此節 ^|总 兑 

を：； 一一 口上せ し 事なる が、 いよく さる 御 決議な り や。 と 伺 ひしに、 豐後守 殿、 御旅 本 下の 氣焰、 御 上洛と あ 

厶么  △<! 厶厶  <,1 厶 厶厶厶 AAA< "厶厶 厶厶厶  厶厶厶 <3厶<3 厶厶厶  ：』 

れば、 誰一人も 御供す べしと 申す ものな き 勢 故、 御 進 發と仰 出されし なり。 御 休： S も、 伏兒 より ちに 大阪 

てん キ J 

御着の 順序に 定められて は あれ ど、 實は 大津、 伏 見 等、 京師 接近 を 通過 せらる るに、 天機 を も 伺 はれす て は 

如何にも 不都合 故、 大津 より 御 入京、 御 參內の 上、 卽日伏 見 御 泊へ 入らせら るべ く、 長 防の 事 も、 直ちに 御 

討 入に て はなく、 夫 々 順序 を 履 まるる 害な りと 申された りと ぞ。』 

出征の 现. S を、 旃 本 士氣に 託して ゐる 0 は、 頗 ぶる 受け取れぬ 節が 多い。 朝廷のお 召しに よって、 將軍 家が 

上京され ると あって は、 族 本 八萬騎 中、 一 人のお 伴 申し あげる 者 はない が、 長 州 征伐の 爲 めの 出陣と なれば、 詖 

を 打って 立つ の 勢 ひで あると いふの は 如何な もので あらう。 今度の 幕府の 第二 回征 長に は、 尾 張 • 水 戶- 越 前 は 

固より、 諸國 大名の 大半 は、 擧げて 不同意 を 表して ゐ るので ある。 隨分 軍用金の かかる 仕事で あり、 贫乏 幕府と 

して は、 ^<M^<りでもぁるoだ。 幕府が 町人に 命じた 御用 金 は 三萬兩 であった が、 その 景氣 の惡 S こと は夥 ただ 

しい ことであった。 

慶應と 年號か へ て 御進發 下から よめば オケと いふ こと 

などと i 刺した、 當 時の 落： It^ が 語って ゐる 意味から 兑て も、 八 百 八 町の 商氣は 勿論、 幕府が 誇示す る やうに、 

八 萬 騎士の 軍氣 が、 立って ゐた とも 思 はれぬ。 

i が 二 回 長 州 征伐と 西 鄉吉之 助  五 三 七 
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伏 見から 直ちに 大阪に 下って、 京都に は 御免 を 蒙む らうと いふ 幕府の 腹であった こと は、 將軍 丈け が 衣冠 を 準 

ぐん さう  メ 

備 されて ゐ たのに、 他の 閣僚 は、 悉く 軍装の みで 出陣しょう とした 事實が あるのに 見ても， それと 察せられる 

が、 そ もく 『相當 の 順序 を 踏む』 とい ふ 積り であるならば、 朝廷との 交涉 を、 豫め 考慮して おかなければ なら 

ぬ 害で ある。 それな のに、 ああ それな のに、 朝廷 を 別にして、 相當の 順序 を 踏む とい ふの は、 何う いふ 心算な の 

かいしゃく  くる 

であらう か。 常識 を以 つて は、 解釋に 困し むと ころで ある。 

豐 後が 『長 州に は 直ちに 進軍す るので はない』 といって ゐる のが 本心であるなら ば、 大阪に 止まって 何 をす る 

つもりで あつたか。 『幕府 衰亡 論』 の 筆者 は 『今度の 進發 は、 初より 戰 はざる の覺 悟な りき』 と 一語 深く 肺肝 を 

$貝 いて.、 尾 張が 向って さへ、 頭 を 下げた 長 州で あるから、 將軍 進發と 聞いたら、 一 も 二 もな く、 尾 を 振って 降參 

すると、 妄想した ので あると 嘲って ゐる。 幕僚 旣に斯 くの 如くに して、 何 ぞ歩卒 の士氣 のみ 盛んなる を 得ん やで 

あ. る。 

【-1】 長 州 再征と 一 橋 • 會津 • 桑 名 

江 戶幕閣 が 長 州 再征 論を唱 へたのに 對し、 京都に 於け る 一 橋 • 會津 • 桑 名が 如何なる 態度 をと つた かに 就いて 

は、 叉た 別に 一 考を 要する ものが ある。 會津 守護 職 及び 桑 名所 司 代の 兩藩 は、 極力 主戰 論を唱 へて ゐ るが、 一 橋 

> ノ？ つらく  さ/だ 1> 

は將 軍親征 論と いふよりも、 上洛の 主張者であった。 一 先づ將 軍の 上洛が あった 上で、 .宫廷 に 參內が あり、 朝廷 


の 命 を 奉じて、 愈 キ親征 となるならば、 立派に 名義が 立つ と 思って ゐた。 五月 六日、 一橋より §1-、 水に 與 ふる i^: 中 

に、 次の 如くい つて ゐ るのに 見ても、 慶 喜の 心中 は 察せられる。 

一、 利 火 膳御處 tsa 之義、 一旦 伏罪 申 上 候。 夫に 付而之 御所 置、 被， 爲， 行、 其 上 伏し 不 ve. 候 はば、 其 i§ こそ 

御 征伐 御； ム.^ 當 候處、 其 後、 何等 形跡 も無レ 之に、 に 御 征伐と 申 は、 如何 成 事に 候 哉。 何分に も 難， 解、 朝廷 

に 於 而も、 夫々 御 評議 被 レ爲， 在 候 趣に、 伺 居 申 候。 詰る 處、 £^A^^^^^¥  Is ず,^ きど^ i4 き。 

. 右 等之模 樣に而 は、 眞に 公武 之 御 一 和、 如何 成 ものに や、 行末 天下の 形勢、 如何 可 二相 成 1 哉、 實に 苦心 之 至 

に 候。 云々 〔俊應 元年 五月 六日〕 

ぼくめつ ろん 

一 橋 は 深く 幕 閣の長 州 樸滅論 を 憂 ひて はゐ るが、 さりと て將軍 上洛 は 刻下の 各 6 務 であると 考 へる ことに 變りは 

ないから、 名義 は 鬼 も 角、 一日 も 早く 上洛の 方法 を 執る の 必要が あると して ゐる。 その 證據に は、 二 條關. m が 1  ォ 

軍 親征に 不審 を 懐いて、 一 橋 • 會津. 桑名を 召致して 事情 を；^ した 時に、 『今のところ 餘り 幕府 をぉ贵 めになる の 

は 宜しくない。 15- に 角將軍 家が 上洛 せられた 上で、 公武 合 體の實 を擧げ るより 外に 法 はない』 との^ 味 を し 

てゐ るので も 解る。 五月 五日 附を以 つて、 山 科 i 呂 がせ" 廷の 事情 を 越 前に 報ぜられた IS 中に、 次の 一節が ある。 

〔前略〕 長 州 云々、 是は 全く 柳營 中に 謀臣 有レ 之、 天意 • 幕 議打 合、 品 能 潤色 の 布告と 被, 窺 候。 此 一事、 

殿下 御不 j 港 も 有 レ之ー *<1:1* 桑へ 內外御 尋問 候處、 三 侯より 中 上 候 旨 は、 只今 彼是と 幕議を 御難 問 被, 爲レ在 

候而 は、 忽上阪 も 上洛 も斷然 ヤメに 相 成 候。 左候而 は、 ；大 下不レ 可レ救 形勢に、 相 成 候 問、 何卒， -、 以， 1 御 ， 

第二 回 長 州 征伐と 西 郷吉之 助  五三九 


大西鄕 全傳 第二 卷  五 四 0 

ごとん ちゃく 

憐愁 7 只今 は 何 樣江戶 役人 共、 失禮之 書面 さし 上 候 共、 御 貪 著無レ 之、 上阪之 上、 老中 被, 召 候歟、 大樹 上洛 

こ ぎ 

も 候 はば、 尙叉 親しく 萬々 御 尋問 之 上、 寬仁之 天 慈、 被 レ示候 方 可 レ然、 何分， <\ 、江戶 狐疑 深く、 何ゾ ァレガ 

シ 上洛 も ヤメに 致 度が 大小 吏 之 見込 ゆへ、 其 術に 不レ 陷、 目出度 大樹 公 さへ 上阪 上洛 候 はば、 公武 御 合體、 

皇國 基本 可 二相 立 1 と 申が、 一 *<13* 桑之諫 奏に而 候。 云々 〔慶應 元年 五月 五日〕  - 

將 軍親發 論に 就いて、 最も 強硬に 主張した 者 は會津 であった。 守護 職 容保は 勤皇家で も あり、 精悍の 人で も あ 

さんせい 

つたから、 朝廷 を 顧み すして、 征長 親征の 軍を發 する ことに、 賛成 をしょう 害はなかった が、 將軍 進發の 一 日 も 

緩う すべから ざる こと をカ說 した。 阿部 閣老 〔正 外〕 に與 ふる 書中に も、 その 主張 は 充分に 察知 せられる。 越 前 

藩の 江戶 詰から、 國 ー兀參 政に 贈った 報吿 害の 中に、 『元来 含の 趣意 は、 被， 一 仰 出 一方 は 如何 樣 にても、 一端 御 逃發に 

相 成 候 はば、 其 上 如何 樣 にも 可 二相 成 一心 i*』 といって ゐる にても、 會 藩の 態度 は 窺 はれる。 

また 『ニ條 殿下、 尹宫に は、 全く 會に 御な づみ にも 可 レ有レ 之 哉と 奉：， 存候』 と 同書 中に あるが、 守護 職の 信 si 

しょかん 

は、 案外 宮廷 內に 伸びて 居り、 山 科 1 呂の 書翰に も、 『何分 會津 より 尹宮 へ、 長 州の 一條、 何 か六ケ 敷く 申 上、 尹 

宮御 心配の 處へ、 肥 後之臣 某、 久留 米之臣 某、 土 州 之 臣茶、 備前 11 薩. 越 其他を も、 いろくに 密々 申 上 候よ 

り』 云々 とあって、 會津が 主として 幕 意 を 受けて、 宮廷に 入說 した ものである として ゐる。 

*  *  * 

幕府が 再征の 理由と した 『朝廷から 仰 出された 事 もあって』 とい ふの は、 果して 何 を 指 ざして ゐ るか、 將軍上 


洛の 勅令 をい ふので あるに は 相違ない が、 此の 勃 命 を 意味す る ものである とすれば、 長 州 再征と は 何等の 關係は 

せ  し to- 

ない。 將軍 家. cn から 朝廷に 奉仕して、 公武 合 體の實 を 擧げ、 一方 當 面に 迫 まって ゐる、 内外の 重大 事 を 處理し 一 

て、 天下の 人心 を 安ん ぜ よとの 聖 意であって、 直ちに 長 州 を 征討せ よと も、 何とも、 そんな こと は 仰せ 出されて 

じ やうら く  くちゅう  一 

はゐな い。 上洛の 勃 命 を、 征 長に 結びつけて、 將 軍親征 として 了 まった のが、 幕閣の 苦衷で も あらう が、 それ は 一 

あまりに 名義 を輕 ろんじて ゐる。  一 

か やの みや  ，  へんかん  , 

賀 陽せ！ 1 朝彥 親王が、 春 嶽に答 へられた、 返 翰の 中に、 

〔前略〕 毛 利大膳 父子 始、 一類 之御處 置に 付、 段々 上阪之 御沙汰 は 被 レ爲レ 在 候 ども、 不 -I 容易 1 企、 且朝 命に- 

依而 征討、 此等 之處、 先月 下句 言上に 相 驚、 一統 參. 2:、  一  *會. 桑 被， 爲：， 召、 萬務御 相^ 之^ は、 毎 々被； 

厶厶厶 厶厶 A 厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  <1 厶厶 厶 

仰 出； 荒增 御治定 にも 相 成 候 得 共、 大樹 征伐 之 二字 は、 未だ 朝廷より は 一 應も不 被， 1 仰 出 1 候。 M 分此？ ^は、 

火 樹上 阪之 上、 登 京、 直に 參内之 節、 諸務御 相談 可レ致 候檨、 一統 其 心得に 有 レ之候 於- 1 其 許 一 も、 右 之 

趣、 能々 相 心得 被,， 候 樣致度 候。 云々  - 

と ある やうに、 朝廷が 將 軍に 上洛 を 命ぜられ たの は、 長 州 再征 を 意味す る もので ない こと は、 旣に 明瞭な ところ _ 

であるのに、 ^府は 此の 勑命を 巧ら み、 恰 かも 再征の 勒 命なる かの 如く 天下に 公布し、 全く 無 實の責 を 朝廷に 嫁； 

し .5 ん  ふと 1- きし ご く 

して、 幕府が 私 使の 師を 起さう とする の は、 實 に不屆 至極で あるとの 議論が、 一時に 廷 中に 盛んと なって、 扨て i 

キら もん 

は 一橋 • 會津 • 桑 名の 三 侯 を 召致して、 その 事情 を 詰問す るに 至った 譯 であった。 
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【in 上洛 を親征 とする 虛實 

じ やうら く 

德川 家に 忠なる 者の 服から 見れば、 何でも 彼で も 勅命で ありさへ すれば、 是が非でも、 上洛して 頭 を 下げな け 

.  しゃく たね  けん ゐ 

れば ならぬ の は、 瘤の 種で もあった に 相違ない。 叉 も 勅命、 又も 上洛、 それで は餘 りに、 公儀の 權威 がな さすぎ 


るで はない かとの 感情 は、 三 河 武士で なくても、 江戶 市中に 充滿 して ゐ たこと を 否定 は 出来ない。 然し 上洛と 


あ 


ぎら 


つて は、 一人 もお 伴 申し上げる 者がない とい ふ 迄の 事で は あるまい。 上洛 を 嫌った 幕閣の 感情に は 二つ あつたと 

でラ やくく わんけ い 

疫賓 はいって ゐる。 その 一 つ は、 先に 將 軍が 上洛され た 時に、 朝廷から 命ぜられた、 攘夷 其 他の 條約關 係の 約束 

さんだい 

を- 一 つも 果して ゐな いところ から、 上洛と いふ 名義で 參内 すれば、 必らす 之れ にお 答へ 申し あげねば ならぬ。 

第二に は、 井伊 大老の 戊 午の 改革の 爲 めに、 幽閉され た 諸 有司 を、 それぐ 採用した ことに 就いては、 兼ねて か 

ぎ ろん 

ら、 朝廷 内で 議論の あると ころで あるから、 將軍 上洛と なれば、 之れ に對 しても 勅命 をお 受けし なければ なら 

ぬ。 此の 二つが 胸に 閊か へて、 幕閣 が、 上洛 を 親 征に豹 1 せしめた ので あると いって ゐる。 

しう しょく  かん はん 

これが 事實の 一端で あると するならば、 親 征とは 名義 上の 修飾に 過ぎない のであって、 いはば 看板の 塗り かへ 

に 外なら ない。 これで は 『戰 ふの 意志 は 初めから なかった の だ』 とい はれても、 致し方がない ので ある。 

これが 爲 めに、 上洛で はない から、 伏 見から 直ちに 大阪へ 下， =^、 京都に は 立 寄らぬ 方針と も 決し、 更に 物議 を 

生す るに 至った 譯 でもあった。 慶 喜が 春 嶽に與 ふる 書中に、  - 


I  、 江戸よ..： > 登 申 候 者、 申 聞 候 は、 此度御 進 發被レ 爲レ在 候と も、 御上 京 無 y^、 伏 見より 直に 御 下阪 被：. 爲レ 在、 

御衣 冠 等 も、 大樹 公の みに て、 御供 之 面々、 持 越し 不レ申 候 由、 只 軍装の みと 申 聞 候 故、 如何 成譯と 相尋候 

處、 答、 大樹 公 御參内 被：， 爲 候と も、 御供 之 面々、 參内 不レ致 底意の よし 申 聞 候。 右兩條 共、 朝廷へ 被レ爲 

レ對、 御 尊敬 之 筋に 無：， 之 候 故、 小 子 並 會 • 桑兩 藩より 建言 致 置 候。 云. < 

と あるが 如く、 禮儀も 名分 も あらば こそ、 何でも 彼で も 面倒 を 避けようと いふの が、 、江戶 閣僚の 意中であった。 

*  * 

*  *  * 

慶應 元年に 於け る、 幕府の 長 州 再征 は、 天下の 擧げ て批議 すると ころであった。 親 藩 尾 張が 之れ を 非と し、 賢 

よ S  *.) 

侯の 名 ある 春嶽 が、 その 無名の 師 なること を 論じた の は、 旣に 逐次 論述した ところで あるが、 當時 天下の 舆論 

ぶんけん できし ゆつ  - ■ 

が、 如何に 幕府の 處超を 論難し たかを 知るべく、  二三の 文献 を 摘出 すれば、 伊勢の 津 藩主 藤 堂 和 泉 守 〔高 猷〕 が、 

けんげん 

幕府に 建言した 征 長反對 論に、 

おくてう 

〔前略〕 長 州 並に 浮浪の 徒の、 根 を 絶ち 葉を枯 し候樣 の御處 置に て は、 天下 億兆の 人民 は、 $1 長 州 浮浪の 徒と 

相 成 候 は、 必然の 勢と 奉 レ存候 間、 誓て 此 筋の 御 處置、 御 施行 不レ被 レ爲レ 在 候樣、 吳 奉-一 默願ー 候 〔中略〕 大 

膳 父子、 五 卿、 y 戶 表へ 御 呼 寄、 家来 召 連の 儀 も、 兩 三人の 外は不 n 相 成 一と 申 樣敬承 仕 候。 是は餘 程、 ；大 下 之 

人心に 相 觸れ可 レ申 、朝廷 にても 親王 方、 攝家方 等、 罪 狀は不 三 谷 易 1 樣に 見込 之 趣に 候へ 共、 推察 仕 候處に 

て は、 中々 以、 此度關 東より 被レ命 候、 御處 置に 比 候て は、 御 寬裕之 御 模檨、 諸 藩 杯 は尙： 皮の 俄と 奉 レ^ 候。 
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唯、 幕府 已而 御手 强 にて 御座 候て は、 却って 幕府 を御殘 酷の 檨に 評し 可レ 申、 右 御 殘酷之 幕府 を 可：， 奉， 慕檨 

無：， 之と 申 人 氣に相 成 可 候。 浮浪 之 徒、 可：， 惡は申 迄 も 無， 之 候 得 共、 降參致 健者 を殘 酷に 刑戮 を 御 加へ 被 

ゾ爲レ 在 候て は、 是叉、 天下の 人心 不服 之 基に て、 幕府 之 御爲、 不, 宜と 奉,； 候。 長 州 之憐は 元来、 京都 表 之 

儀に 御座 候 得 者、 御處置 柄、 大體御 見込 之處、 被 11 仰 合 T 公平 至 當之御 取扱に 被 二 仰 付 1 候 はば、 諸 藩 も 格別 之 

威服 可レ 仕、 是れ 方今 第 一 の 急務と 奉：， 存候。 

といって ゐ るの は、 常野浪 士に對 する、 幕府の 態度 を も 批難した ものであって、 一 に寬 大を以 つて 旨と し、 仁德 

ゐ りょく  ふ せつ 

を以 つてす るの 外、 幕府の 威力 を 四方に 布く こと は 出来ぬ として ゐる。 尾 張の 長州處 置と 符節 を 合する が 如くで 

たくりつ めい けん 

あって、 卓立せ る 名 見と いはざる を 得ぬ。 

熊 本の 長 岡 護美が、 松平慶 永に 與 ふる 書中に も、 幕府 征 長の 輕擧 なる を 嘆 じて ゐる。 

〔前略〕 長 防 之 勢 探索 仕候處 にて は、 沸騰 不二 容易？ 地理 之險、 必死 之 兵に、 幕 習 之 兵士に て は、 如何と II, 

仕 候。 九州 之 兵馬 も、 不 1 催方餘 計に 有レ 之、 人 氣も征 長之氣 込無レ 之、 何樣 にも、 於 二 皇都？ 大樹 公大 基本 御 

たいう こう ちゃう めん 

確定、 天下 之 人心 安堵 仕 候 上 之御征 長と 被 11 相 考ー申 候。 〔中略〕 近頃. K 芋 公、 長 面 公 杯に も、 時々 往復、 何方 

も 拙 論 同 檨と被 二相 考 I 申 候。 方今 在職 之 閣老、 松 豆 州 杯 は、 如何 檨之 人物に 可：， 有レ 之， I 御座 一 敷。 萬 一目 相 

立 不レ申 候て、 輕擧之 御進發 にて は、 長大息 之 事に 御座 候。 云々 

ふぎん ちゃ ラ 

天下の 輿論 及び 士氣 が、 征 長に 對 して 如何に 不 緊張で あるか を、 文面の 一端に よっても 知る ことが 出来よう。 


-: チ和， おの 伊達宗城の 書翰に も 『_：^ 命に よって 弊 藩 も 出軍の 準備 は 整へ てゐる けれども、 明瞭に 勅許 を- 〈又け た皇師 

ラ くわつ 

でなければ 濶な 出軍 は 出来ない』 と 越 前に 答へ てゐ る。 

諸侯の 反對 が、 斯く 明らかであった ばかりでなく、 幕臣 中で も 心 ある 者 は、 深く 慕 閣の措 S ^は を 危ぶんだ ので あ 

る。 大久保 一 翁の 書中に 次の 一 節が ある。 

〔前略〕 但 十分 を 論 候と、 表 向 御 上洛に 而、 其 上 時宜 次第、 速に 御征 長と 相 成 方、 御 尊 恭之御 筋 も 相 立、 兵 

道に も 可レ然 害、 御 入用 も可レ 減處、 夫 迄に 不レ至 は 殘念之 事に 候。 是も 外に 御 趣意 之有レ 之に はなく、 全く 言 

路 絶え 居候より、 昨年 〔元 治 元年〕 九月 比、 所々 より 申 上 候 事、 此 節に 至り 通 候 故、 此度之 御 振 合、 諸 向 之 望 

と相考 違より 出 候 事 之 由に 候。 之 は閣邊 計に も無レ 之、 大小 監察 等、 都て 芙蓉 邊、 皆 同兑と 哉に 候。 極意 は 

閣 より 以下に 至る 迄、 ィャく 無二 餘儀 一征 之 名 出 候 由に 候。 何事 も塑 病よりに 候 事に 而、 下情 不レ通 故と 奉レ 

存候。 〔春 嶽に答 ふる 書〕 

,  けつぶつ  つう こ ん  び やうへ 

一翁 は慕臣 中の 傑物で あるが、 彼れ の 痛恨す ると ころ は、 幕府 專斷の 病弊 を 示して 餘 りが ある。 斯 くの 如く 輿 

論の 反 對に逢 ひ、 無名の 師 たる を 批難し、 詰問して ゐる にも 關 はらす、 親 征を斷 行す るの 外はなかった の は、 遂 

に 幕府 をして、 斷嶽千 尺の 下に、 墜落せ しむる 所以と なった。 

笫 二回- 1^ 州征 と 西鄉. f-" 之 助  五 四 五 
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【五〕 十四 代特 軍の 西 征親發 

1 世の 反對^ 惧を 正面に 見下して、 十四 代 將軍家 茂 は、 鼻祖 家康が 關ケ原 東征の 儀 鱧に 模 して、 慶應 元年 〔乙 

丑〕 Sii ト? 八日、 朝四ッ 半時 過ぎ、 今日の 午前 十 一 時 を 過ぎて、 西 御 丸 を 出陣し、 堂々 として 西 征の途 に 上る の 

であった。 

後より 思 ひ 見れば こそ、 これ ぞ將軍 最後の 行列と は 知ら るれ。 將軍 進駕の 一 足每 に、 德川 三百 年の 榮 華が、 ：n5- 

果てぬ 夢と 消えつつ あらう とば、 祌 ならぬ 身の 知る 由 もなかった。 將軍 西に 去って、 再た び歸 へらす、 江 戶城は 

此 時より して、 遂に 永久に 將軍 の^ぎ を 失った。 

ぎ せい 

西征 一年、 連戰 連敗の 報 を 耳に しつつ、 二十 一歳の 人生 を、 心に もな き 制度の 犠牲に 供せられ て、 遠く 大阪の 

さん- 

陣中に 客死した 靑年將 軍 を、 誰れ か 幸運の 一生と 見よう。 いたいけ なき 公儀の 爲 めに、 潸々 たる 紅淚 をし ぼる 者 

は、 馴れて 久しく 結 ぼれ し、 大奥の 女性の みではなかった。 

よ しふ  こなみ じん 

HE: 二十 一日に 行軍の 豫 習が 催 ほされた 時に、 風 もない のに、 御馬 印が 粉微塵に 崩れた ことがあった。 不吉の 

ザん てう  れいし 

前兆と して 豫行は 中止と なった が、 思へば それが、 目に 見えぬ 神の 靈示 であった の だと は、 古老の 噂 さとな つて 

今にも 殘 つて ゐる。 

つ ひ おく  么ん. C 

然し それら は、 すべて 後世よりの 追憶に 過ぎない のであって、 將 軍の 長 陣は、 艇々 として 海道に 連なり、 燃 ゆ 


るが 如き 新 綠に映 ゆる、 旗 指 物の 燦爛たる 行列 を 見て は、 土民なら すと も、 御代 iffi:^ を 祝 はざる を 得なん だで あ 

らう。 親征の 行列 は 貴 志 大隅守 〔騎兵 頭〕 河 野 伊豫 守、 戶田肥 後 守 〔歩兵 奉行〕 の 一 番隊を 先鋒と して 五月 五 • 

六日に 先發 し、 一 一番 隊は米 八 丹 後 守 〔大御 番頭〕 齋藤 攝津守 〔同上〕 齋藤佐 渡 守 〔御 族 奉行〕 藤 澤讚岐 守 〔御先 

手〕 の 同勢で、 五月 九日に 出立と いふ 順序で、 總勢 十六 番隊 を算 へ、 後備と して は紀 伊中 納 言の 一 乎を以 つて 押 

へと した。  . 

五月 十六 日出 發の中 軍 は、 實に將 軍の 本營 であって、 老中、 若年 寄、 御 側 衆、 御 書院 番頭、 御 小姓 組 番頭 を始 

めと して、 總勢 三千 八 百 七十 二人、 馬 百 五十 九疋と 註せられ た。 將軍 直前に は 御 長刀、 御 腰 物 筒が 進み、 老中 阿 

部豐後 守、 松 前 伊豆守、 松 平 周 防 守の 三騎、 若年 寄 遠山 信 濃 守、 土岐 山城 守、 增山對 馬 守、 立 花 出 雲 守の 四騎が 

之に 續き、 御 側 衆を控 へて、 將 軍の 御 乘 g が續く のであった。  、 

海道の 春旣に 老い、 青葉 若葉の 山 深う して、 { 仝に 杜鵑の 聲を 11 きつつ、 川 崎、 程ケ 谷、 藤澤、 大磯、 小 £ 原 城 

と 泊り を靈 ねて、 二十 五日に 駿府 城に 入り、 雨の 霽れ 間 を 待って 久能 山に 登り、 濱松 は閏五 n: 六日の 泊り となつ 

て、 岡 崎、 名 古屋、 大垣、 彥根、 大津、 伏 見を經 て、 二十 二日、 やがて 京都に 著き、 15^^角も、 一 應參， 2： の 形式 

を 執る ことにな つた。 

金銀 i4i に 輝き、 紅. HI 地に 流れ、 行軍の 美なる こと、 恰 かも 古代 ii 卷を 繰り 展べ たるが 如くで あつたが、 懸軍 長 

驅 して、 Ei- して 何人 を 討つ ので あらう か。 風 を 聞いて 西 海の 士氣は 俄かに 奮 ひ、 髙杉 東行 は、 奇兵 隊を率 ゐて起 

笫 二回 長 州 征伐と 西 鄕士！ ： 之 助  五 四 七 
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けんじ  ふううん 

ち、 西鄕南 洲は薩 南の 健 兒を控 へ、 遙 かに 風雲の 亂 るる を 指 ざした。 

【六】 幕府の 逆 勢と 御 宸翰 問題 

か うんき ほう  えい はつ 

『山 雨將に 到らん として 風 樓に滿 つ』 と は、 夏雲奇 峰の 崩る る を 見て、 支那 詩人の 詠發 すると ころで あるが、 

ラ まじる し 

半月 • 金扇の 馬標を 立てて、 將 軍の 西 征し來 たる を迎 ふる、 西國の 形勢 を、 我等 は- 4:- しく、 語 中の 形容に 兒 るの 

であった。 

直 いづれ にあり や。 曲 いづれ にあり や。 巧 何人に あり や。 拙 何人に あり や。 そは暫 らく 措く としても、 何時 ま 

さら 

で 平 身 使 頭が 出来る もの か、 毒 を 食 はば 皿まで だ。 心に もない 御機嫌 とりも 時に よりけ り だと、 十：： びたり といへ 

ども、 兜の 緖を緊 めて、 西風に 鞭 を あげた 幕府 も、 鬼 まれ 必死の 勢 ひと兑 ねばならぬ。 彼れ が自 から 朝 意に 杭す 

るの 勢 ひ を 示し 來 つたの を、 假り にも 人 は見遁 して はならぬ。 それの みなら， チ、 京都に 於て は、 會. 桑の 精兵 を 

中堅と して、 四方に 號 令しょう として ゐる。 一橋 も 幕 閣とは 一幕 を隔 つる ものが あっても、 將軍 家に 不利なる 結 

* を 喜ばう 害 はない。 朝 意 を 第一 と はしても、 幕府の 爲め としての 第一 であるから、 幕府の 安泰 を 欲する に 於て、 

たしか  ぢ ゆうちん 

桑と 變 りの あらう 蒈 はない。 一橋 • 會津 • 桑 名の 合同 勢力 は、 健かに 京都の 重鎭 である。 マての 重鎭 に、 今や 

幕 閣は將 軍 を 擁して 馬乘 りに 乘り かかって ゐる。 形勢 は何邊 にか、 迫り 行きつつ ある を 思 はない 譯に 行かぬ。 

•  掷. -近古 幕府の 烕 嚴の衰 へたる は、 教 弱の 士 1^ して 其實 力なし。 まに 都の 過激 黨 なり、 又 截夷黨 なり、 ま 


侯に も 命令 違背の 姿 ある は、 畢. S 幕府の 武威な きが 故な り。 長 州は禁 闕へ發 砲、 軍令 狀の表 にても M 〈の 朝敵 

なれば、 是を 征伐す る は全國 異議 ある もの 有る まじ。 叉內實 異議 ある も、 其の 共 土 源 朝廷と 云 ふ 立派なる 名の 

あれば、 是を 討つ に 難から ざるべし。 薩 州の 如き も、 表面 佐幕 公武 御 一 和と 云 ふと 雖、 後に 至り、 是 叉油斷 

のたり がた き 次^、 旁 V 長 州 を 征伐して、 幕 命に 隨は しむれば、 是 武威に て德川 氏の 元氣 回復し、 京都たり 

. 諸侯な り、 命の 儘に て 開 國も亦 m 心 ひの 儘、 夫が 中に 一種 猶ほ 此說を 盛なら しめたる は、 近來國 靡缺乏 なれば、 

ノぉ防 二 州 を 亡し、 其 得る 處叉 不少 と- 1: ム ふこと も ありし との 内議、 尤も 盛な りし、 

と は、 長 崎 奉行たり し 朝比奈 甲斐 守が、 その 手記 巾に 記した 幕 威 伸張 派の 論據 であった が、 幕閣の 肚惠が a; に 

此の 如くであった とすれば、 彼れ 等が 西征の 途次、 入京して 朝廷に 對 した 反抗的 氣勢 も、 自 から 了知す る ことが 

出来よう。 

てんき ほうし  ，  ， —， 、 . 

將軍は 五：：^ 二十 二 n 入京した が、 卽日參 内して 天機 を 奉伺した。 朝廷から S ろくな 質問 を 受けて は r5 倒で あ 

るから、 京都に は 寄らす に、 伏：：！^ から、 直ちに 大阪 へと、 決心した 幕閣 であった の だから、 それが 入京 參內と 決 

ほ， y  こ うたう ぜん 

心の きを^ めた のに は、 餘 程の 陣 立が 出来て ゐ なくて はならぬ。 右と いはば 左、 白と いはば 黑、 口頭 禪の祕 策 も 

心に 極めての 上で あらう。 

3^ たせる かな、 二十 二 曰の 參內 は、 平凡で は濟 まなかった。 將 軍の 返 朝と なった の は、 翌 二十 三日の 朝と なつ 

i お-二回 長 州 征伐と 西鄕 4.n 之 助  五 四 九 
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たといって ゐる。 平凡でなかった とい， ふの は、 殿上に 於て、 大いに 論議が 沸騰した とい ふので はない。 朝廷より 

JJ しんかん  あんとう 

幕府に 下されん とする 御 宸翰に 關 して、 朝 • 幕間に 闇鬪が 演ぜられた からであった。 

然 らば その 御寢 翰と 申す もの は、 何 を 意味す る ものであった かとい ふに、 それ は 次の やうな、 凡そ 三 個の 重耍 

なる 意義 を 含む ものであった。 

たいさ やう  つぶ 

一 、 今回の 防 長に 對 する 處 置に 就いては、 將軍 たる 者、 宜しく 滯 京して、 具 さに 評議 を 遂げた 上、 公平無私 

の 處分を 得て、 之れ を 朝廷へ 言上す る 事。  ♦ 

けいきょ 

一、 長 州 再征 は國 家の 重大 事で あるから、 決して 輕擧の 行動が あって はならぬ 事。 

一 、 此の こと は 尾 張 玄同を 始め、 一 橋、 會津、 桑 名 等と も、 能くく 協議して、 決せねば ならぬ 事。 

さ. 4o 

とい ふので あって、 主として 薩藩 の進說 すると ころで あつたの はいふまで もない。 翁に 勒読を 以て、 將軍 }$ 征を 

きふほう 

止めよう とする の 運動に、 失敗して 歸國 した 大久保 甲 東が、 將軍 出發の 急報に 接して、 飛ぶ が 如く 京都に 上って 

來た 後、 近衞、 正 親 町 三條卿 等に 進言して、 將軍 入洛と 同時に、 右の 御 { 辰 翰 を 下される やうに と、 運動した ので 

あった。 

近衞卿 は、 將 軍人 京に 先だって、 五月 十七 日、 ニ條關 白を訪 うて、 具 さに 御 宸翰 降下の 必要 を、 進言す るので 

あった。 

『愈ぶ 將軍 入京 も 目 睫の に 迫 まった ので あるが、 朝廷に 於いて：^、 果して 如何の 態度 を以 つて 之に 對せら 


「"？ るるので あらう か、 確た る 朝議 御 決定 あらせられねば なりますまい。 抑. -長 州が 禁 門に 對 して 發 砲した 罪 は、 

ひた 4« ら 

長 州に 於て 旣に 悔悟し、 尾張總 督に對 して 只管 恭順 謹慎の 意 を 明らかにして ゐ るので あるから、 之れ に對し 

て 相應の 御沙汰が あれば、 それにて 處分は 平穏なる 局 を 結ぶ ので ある。 然るに 此 節に 至って、 更らに 再征と 

あるの は、 とんと その 意が 分り 中さぬ。 此の 不審に 對 して、 朝廷より 充分に 之 を 礼され ねばなります まい。 ■ 

將軍着 京の 以前にお いて、 礼すべき が 順序で ある けれども、 最早 や 今日と なって は、 如何と も 道がない とな 

r し，？ かん  け いきょ iu うどう 

. らば、 將軍參 内の 際、 御 宸翰 を以 つて 防長處 分は國 家の 大事で あるから、 決して 輕擧 妄動せ す、 滞京の 上充 

含よ くちよ く 

分 協議して、 公平に 決定せ よと 仰せ 出さるべき であり ませう。 何處 まで も 曲直 を 明らかにせられねば、 朝廷 

の 御 威光 は 立ち 中し ますまい。』 

はか 

閱 いて 見れば 尤もで あるので、 ニ條 卿の 意志 も略ぷ 之れ に 決し、 翌十 八日、 會. 桑 を 召致して 此議を 諮った。 

將軍は 旣に親 征の途 に 上って ゐ るのに、 今更ら 『滯京 協議せ よ』 とか 『輕擧 すべから す』 などと 仰せ 出 だされて 

は、 全く 親征 停止 を 命ぜら るると 同一な ので あるから、 會* 桑た る 者、 何で 默止 する ことが 出来よう。 若し 萬 一 

さやう の 運びと もなら ば、 會* 桑 等が 將軍 をお びき 出し、 誑ら かして 上洛 を さした とい ふ 羽： H に陷 いって、 甚だ 

以て^ 惑で あるから、 鬼に 角、 將軍參 内の 節 は、 何事 も 仰せ 出されす、 無事に 濟 まされて、 いよく 下阪の 上、 

我々 より 萬 事 朝 意の あると ころ を 述べ、 輕擧 なきやう 取 計う であらう と、 愁訴す るので あった。 會藩は 最も 此間 

に 奔走し、 十九 •  二十 兩 日に 亙って、 大いに ニ條關 白に 迫り、 鬼 も 角 も 『寢 翰』 は 『救 語』 に 改め、 『滯 京』 を 

第二 回 長 州 征伐と 西 鄉吉之 助  五 五一 


大西鄉 全傳 第二 卷  五 五 二 

『滯 阪』 とい ふこと に變更 さるる に 到った ので ある。 

【七】 勅語 を 返上せ る幕閣 

あんちう ひ やく 

愈ぶ 將軍參 内と なるや、 一橋 • 會津 • 桑 名 は、 盛んに 暗中飛躍 を 試み、 變更 された る 『勅語』 を も、 之れ が爲 

めに、 幕閣が 如何 やうな 疎 暴の 11 目 を 吐かぬ とも 限らぬな どと、 威し 文句 を 揃べ て、 降下 見合せ を 策して ゐる。 併 

しながら、 旣に 朝議に 於て 決した る こと を、 私情に よって 變更 あらせら るべ くもなく、 將軍は 勅語 を拜 する の已 

だの 

むな きに 至った が、 閣 老松 平 伯耆守 は、 何の 恃む ところあって か、 頗る 手強く、 關. m に 迫 まって ゐる。 

『勅語と あるから に は、 何事 を もお 請け は 申す が、 かくて は 萬 機 御 委任の 聖 勅に は、 相反す る ことと 相 成り 

さぎ 

申す まじき や。 何でも 今日の 勑語を 奉戴せ よとの 仰せで あれば、 囊の萬 機 御 委任 云々 を、 卽刻御 取消 を 願 ひ 

たい。 そして 今後 は 大小の 政務 は、 一 々朝廷より 仰せ 出されたい ものである …… 』 

さか  . ► 

と 逆ね ぢを食 はせ、 勅語の 趣き は 一度 拜見 いたして、 聖旨の あると ころ は、 充分 相 分り 申した によって、 御 返却 

申し あげる とい ふので、 此の 勅語 は關 白まで 返上に 及んで しまった。 堂上 公卿が 之に 對 して、 斷乎 たる 處置を 執 

かう たん  もうね たくま 

る ことが 出来なかった の は、 その 無力 を浩 歎す るの 外 はない けれども、 幕府が 如何に 猛 烕を逕 しう し たかは、 察 

する に餘 りが ある。 將 軍が 大阪に 下った 後、 前約に よって、 朝廷 は 會* 桑に 向って、 將軍 親征を 止む るの 口約 實 

行 を 迫った が、 旣に 勅語 を ツキ 返した 以上、 何も 遠慮す る 必要 はない ので、 『周旋 は 致し ませう が、 御覧の やうた 


そらうそぶ 


の .！^, リ 0 では、 m 心 ふやう になる やら、 ならぬ やら、 保證 は出來 かねる』 と 會藩は 空嘯いた。 

ぎ やうん う 

此處で 威力 を 示して おかなければ、 幕 威の 立ち やう はない と、 思 ひ 込んで ゐ る幕閣 は、 頗る 强 硬に 匹 周に 對し 

た。 將 軍が 返 朝して、 ニ條 城に 入る や、 關係 諸侯 を 集めて、 大會 謹が 開かれた が、 その 席上に 於ても、 阿部 豐後 

守 は、 何 纏まで も sle 主張し、 毛 利 父子 を 死に 處し、 防 長 二 州 は 上 地 を 仰せ付け ねばなら ぬと 極論した。 

然しながら 阿部が 口に §11 する ほど、 心中に も 主張の 貫徹 を必. 期せし や 否や。 裏に は 裏が あり、 策に は 衆が あ 

る こと を 忘れて はならぬ。 一 橋 は 後に 當時を 語って 次の やうに いって ゐる。 

『會 合の 節に、 阿部 豐 後に、 これから 貴所 はどう 處置 をな さると、 かう いって 聽 いたんだ。 『いや 呼出して 首 を 斬 

つてし まふ。 それでなければ 立たぬ』 それぎ り 話 はしない の だ。 それで 阿部の 考 へと いふ もの は、 まあ- 4^ 州 は 

それ こそ ー國を 取り上げる ぐら ひの 積り でゐ たの だけれ ども、 ここで 至 當の處 置 を 致す と、 京都に 居る 人 は、 

私 ども 始め それ はいけ ないから 寛大に しろと 斯うい ふ、 そこで こっちから 呼び出して 首 を 斬って しま へ と 言つ 

て S くと、 『それ はいけ ない、 寛大に』 と 言った 處が、 その 『首 を 斬って しまへ』 とい ふに 對 しての 寛大 だ。 構 

はない から、 ここ は 一番 さう 言 はう とい ふの だ、 それで 私 はどう もさ うだらう と 察した ので 一言 もい はない の 

だ。  後で 外から 聞く と、 阿部 豐後 とて、 決して 呼出して 首を靳 ると いふの は 本心で はない。 かう いは 

ぬと 會津ゃ 何 か $: が 『もっと 寛大に』 とい ふに 相違ない。 さう すると 大變に 寛大になる から、 こっちから 極度 

まで 切り出して、 それで 丁度よ ぃ處に 落ちる とい ふ 積り で 遣つ たんだと いふ ことが、 後で 外から 分った』 云々 
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ナん フ  じゅっさく 

幕 閣は幕 閣相應 に、 權謙も あり 術策 もあった が、 之れ によって 幕府の 威力が 伸展す る 所以と なった か 否か は、、 

後の. 實の開 展に竣 たなければ ならぬ。 

〔八】 悠然 登場し 來る西 鄕吉之 助 

ii にもせ よ、 にもせ よ、 幕 閣が將 軍 を 擁して 大阪に 進んだ のに 對 して、 民間 勤皇の 運動 は、 果して 如何 

はんち 

なる 對應策 を 講じた であらう か。 當時薩 藩士 は、 西鄕を 始め、 大久 保. 小 松 等 悉く 藩 地に 歸 つて、 京都に 留まつ 

レ ぅぜレ 

て ゐる者 は、 岩 下方 平、 吉井 友實、 稅所篤 等で あつたが、 是 より 以前、 旣に土 佐 藩 有志の 薩. 長 連衡 策 は 遊說さ 

れつつ あった。 

中 岡 愼太郞 が、 筑 前から 京都に 入り 來 つたの は、 五月 十五 日で、 岩 下と 相携 へて 薩 摩に 向 ひ、 閏 五月 六日 鹿兒 

う パ 

島に 著して、 西鄕の 出京 を 切に 促す のであった。 大久保 は 中 岡 等と すれ違 ひとな つて、 京都に 急行し、 途上より 

書を發 して 西鄉 出京 を 迫って ゐる。 閏 五月 十五 日、 小松帶 刀が 大久 保に 送った 書中に も、 西鄕 押し出しに 就いて 

言及して ゐる。 

. 小松帶 刀よ リ大久 保 利 通に 贈る 書 〔慶應 元年 S 五月 十五 日〕 

〔前略〕 此 節之義 は、 不二 容易 1 一 大事 之 場合と 存ぜ られ、 どちらに しても 六ケ敷 事と 存申候 間、 被 11 差 出 1 候 


方、 可レ 直、 贲所御 出張に も 相 成 居候 付、 不レ 被, 1 差 出 1 とも、 可 レ宜考 候 得 共、 一人より 二人に て 壶カ相 成 候 

得 者、 大きに 力 之 付 候 義有レ 之 候。 乍 11 不肖？ 僕 も 早々 駔登、 粉骨碎 身、 ？ ：；^ 力いた し 度 御座 候 得 共、 が, 

A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 <3厶 <d 厶厶  厶 厶厶厶  厶 厶厶 A 厶 厶 <3<1<1厶 厶  <"<:1 厶<1 

に aa$ 故、 小 子 聚四五 人、 被， 一 差 出 一 候より、 西鄕 一人、 被， 一 差 出 一 候 方、 爲 に 大下國 家 7 可， 1 相 成 1 と 移、 御國元 

之 儀 も、 此 形勢に 押 移 候に 付て は、 愈々 御 軍備 は 勿論、 萬 事大 御變革 も、 急々 なくて 叶ぬ 時機に て、 是非 曳 

止 度 は 出々 御座 候 得 共、 前文 通、 無：， 據譯 合に て、 被-一 差 出 1 候 筋に 決定いた し 中 候 問、 着 之 上 は、 被， 1 仰談 7 

宜敷御 m 芍可， 被， 下 候。』 云々 

西鄕は 僚友の 直 望 を 負 ひ、 中 岡、 下と 相携 へて 閏 五月 十五 日、 鹿 兒鳥を 發 程した。 當時 西鄕の 出京 は、 薩藩 

有志の 熱-ゆ.！ すると ころで あつたに は 相 遠ない が、 その 中に 中 岡 愼太郞 の 一枚が 加 はって ゐる こと を見遁 して はな 

らぬ。 屮 岡の 意中に は 夙に 薩* 長 連衡の 決意が あつたので、 上京 途上、 西鄕 をして 馬 圏に 立 寄らし め、 そこで 私 

かに、 木戶 との 會兑 を爲 さしむ る 手 害で あつたの だ。 中 岡の 片腕た る阪本 龍馬 も、 當時長 州に あり、 筑 前の 喜 多 

Ilisp, 平 も、 この ー圑の 謀議に 加 はって 居って、 事 若し 成らば、 薩* 長 ニ巩*  土の 連合軍 を 作らん としつつ あった 

のお。， 

西鄕の 一行 は、 深大 なる 遠望 を 胸中に 祕 めつつ、 五月 十八 日 佐 賀の關 に 到 著した が、 偶ぶ 京都よりの 急使に 逢 

つて、 俄に 豫定 を變更 する の 己むな きに 到り、 馬關 寄港 を 中止し、 直に 東上して、 實に五 月 二十 三日、 將軍 入洛 

の翌： n を 以て 京都に 入った ので ある、 ここにお いて 薩 藩の 重 鎭は、 一時に 京都に % 注せら るるに 至った。 
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『毛 利大膳 儀、 昨年、 尾 張 大納言 迄、 悔悟 伏罪 之 趣、 申出 候處、 其 後激徒 再發に 及び、 加レ 之、 ^に 來外國 

へ 相 渡、 大炮 小銃 等、 兵器 多分に 取調、 其 上、 密商等 如何の 所業、 確證も 有レ之 候に 付、 進發仕 候』 

とは將 軍が 參內 の當 日、 朝廷に 答 ふるところで あつたが、 長 州 藩士が、 外國に 渡って 兵器 を 集む ると いふの は、 

實に長 州の ぎ^ 兒、 高 杉 東行 等の 飛躍 を 指さす ものであった。 そして 東行の 飛躍に、 薩* 長 相 接する の 金 鱗が 閃 

めいて ゐ るので あった。 

當時長 州の! 一 鎭が 木戸 孝 允、 當 年の 桂 小 五郎 を 筆頭に して、 高 杉 東行、 井上 聞 多、 伊藤 春輔 等の 新進 知囊 であ 

つて、 土 佐の 中 岡、 阪 本の 兩 雄が 之れ と 結び、 薩 州の 西鄕南 洲、 大久保 甲 東、 小松帶 刀、 岩 下方 平等と 握手せ し 

めんと して、 頻りに 東西に 奔馳 した。 

こう こふ  じうき 

長 州が 外國 から 汽船 を 購入 せんとした 時、 薩 州の 名義に よった こと は、 やや 後に 到っての ことで あるが、 鉄器 

蝶 薬 等の 購入に も、 薩藩は 少ならぬ 力 を、 長 州に 貸し 與 へて ゐる。 薩* 長の 反目 は歷史 つきの ことであって、 深 

くして 遠き を 有して ゐ るから、 一朝一夕で 相 結ぶ こと は 出来ない ので あるが、 勢 ひの 赴む くと ころ、 多年の 

怨恨 は 水上の 泡と 消えつつ あった。 

i 淸のカ は、 すべての 理性 を應 伏せし むる に 足る が、 その 感情の 久しく 凝って 解けざる を 解き、 昨日の 仇敵 は 

今日の 良友と なって、 共に 手を携 さへ、 歩調 を 揃へ て、 德川 幕府 を 向 ふに 廻 はして、 勤皇の 大旗 を、 翻へ したの は 


維新 史中、 第一 の壯觀 であると したければ ならぬ。 固より 仇視 する の 深き 感情の i 突 は、 一人 や 二人の 力 を以っ 

はつ ぐん  しされつ 

て、 之 を 朝夕に 和合せ しむる ことの 出来よう^ はない。 阪本、 中 岡の 拔 群の 卓：：： と、 熾烈なる M 情と が、 之れ を 

しゅんけつ  け- r 'ぎん 

！^^^に、 與 かって 力が あつたの は 云 ふまで もない。 叉た 木戶、 高 杉の 俊傑が、 よく 胸襟 を 開いて 語った ことが、 

兩-旛 をして 結合せ しむる の 因と なった こと も、 決して 忘れて はならぬ。 

ひ だ かし  はうよう 

然しながら 一個の 肥大 漢、 西 鄕吉之 助の 存在が、 兩藩 抱擁の 史上に、 如何に 要なる 地位 を 占む か を、 我等 は 

度 外に 措く ことが 出来ない、 一： t 府が 威丈髙 になって、 再征の 軍を擧 ぐるに 際して、 我が 西 鄕南洲 が、 如何なる 行 

藏を 示した るか は、 冷靜 に見來 るの 要が ある。 

【九】 西鄕は 尊皇 諸 藩 聯合 

『第一 回 長 州 征伐の 關 係から いへば、 薩摩は 再征の 擧に對 しても、 j,.^ 府に 味方すべき である』 と, J ふることの 迁 

くわつ  ふくざつ  き やうが く 

濶 さよ。 幕閣 は、 京阪に 出て 來て、 始めて 關西諸 藩の 複雜 せる 事情 を 知って、 全く 驚愕の 外はなかった とい ふ。 

薩 州が 長 州に ー搫を 加へ たの は、 幕府の 爲め にお 味方した ので はなく、 朝廷の 爲 めに 長 州に 對 したので ある こ 

る つ  ばくい  くわい ふく 

と は、 旣に： 冉 三縷說 したと ころ だ。 朝廷の 意志に 反して、 幕 威の^ 的 回復 を 謀らん とする、 f$ 征 無名の 師に、 薩 

t^: が 何で _：；^ 府の 忠僕と なり、 從犬 とならう。 『薩摩 は油斷 のなら ぬ 奴』 と は、 齊彬の 腹中 を 指 ざして、 水 野 越 州が 

夙に 喝破して ゐる ところでは ないか。 少しく 時 情に 通じて ゐれ ば、 第二 征 長に、 薩 摩が 寢 返り を 打つ ぐら ゐ のこ 
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と は、 察せられねば ならぬ。 のみなら す、 大久保 • 小 松が、 京都に 遊說 してね る 耍皆を 間いた 丈け でも、 最後 ま 

で 幕府の. 友で ない こと は、 明白々、 露 堂々、 盲目で ない 限り は 目に 入るべき 箬だ。 

それ を 察せぬ でもな からう に、 眞 倒に 矛 を 倒しまに する こと も あるまい と、 未だ 萬 ーを豫 期して 居った とい ふ 

う えん  ぐんきょ  しゅつぼつ 

の は、 幕閣の 迂遠 や 笑 ふべ しで ある。 智者、 勇者の 群居して ゐる薩 州 だ。 權略も あれば、 出沒も あらう。 時には 

寢返 へり も 打たぬ 限りで はない。 一から 十まで 正義で ない こと は、 公平な 史家 を姨 つて、 始めて 知るべき ことで 

けんばう じゅっすう 

はない。 併しながら、 それ だからといって、 一 から 十まで、 權謀 術數と 見る の も 間違って ゐる。 薩摩 にい はすれ 

とほ  どろぼう 

ば、 正義 も 道 を 選ばねば 通らぬ とい はう。 幕府から いへば、 盜棒 にも 三分の 理 ありと 嘯ぶ くで あらう。 『眞现 は 中 

間に あり』 と は、 此事 をい つたので はない が、 物 を 偏頗に 見る ことの、 中正 を 誤 まり 易い としたの である。 

『いつも 柳の 下に 泥鰌 は 居らぬ』 とい ふの は、 勢 ひの 動く こと をい つた ものである。 薩 州が いつも 柳の 下に ゐる 

と 思った の は、 幕閣 凡眼の 罪 だ。 ひとり 薩州 のみに 限らす、 諸 藩が 號令を 奉す ると 見た の は、 迂 にして 濶 なる 近 

股であった。 更らに は 孤立 無援の 長 州が、 將軍親 征の藤 に應 じて、 尾 を 捲いて 匍匐す ると 思った の は、 却って 瓣 

あく  ほくろ 

悪なる 幕府の 末路 を 暴露す る 結果と なった。 悉く これ、 機會を 見， チ、 時務 を 知らざる の 致す ところ、 大厦の 倒る 

る や、， よく 一木の 支 ふるところで ない こと、 今 も 昔 も變り はない。  ' 

近世 西洋史 家と して 名 ありし、 箕作元 八 博士 は 『歷史 は事實 なり。 道德 にあら す。』 といった とい ふ。 その 意味 


しんぎ  じょじゅつ  、 *  -7> 

は* 勝 史家 は 事實の 眞僞を 正し、 正誤 を 明らかにして、 人間 及び 社會の プロセス を 叙述す るに あるので 正邪 • 

1% も かげ  せんたん 

曲直 を 論じ、 人格 • 道義 を 說 くの 必要 はない とい ふので あらう。 冷靜 なる 科擧 者の 悌 は、 閃めく  メスの 尖端に 

現 はれて ゐる。 併しながら 人生 面 上の 事實 は、 何に よって 生， f るので あらう。 『心』 がすべ ての 事實の 源泉で あ 

るなら ば、 事實を 『心』 より 切り離して 見る こと は 出來な い。 

やくしん  しう がふ 9 さん  - ^  r- 

勢 ひ は 動く。 それ は 心の 躍進で ある。 機會は 走し る。 それ は、 心の 聚合 離散で ある。 打た るる もの は抗 勢と な 

や ぎょうけつ 

り、 敗ぶ るる ものに 心の 凝結が ある。 同情 は 弱者に 集まり、 大義 は 永遠の 道程に おいて 光る。 法則な きが 如くし 

て 法則が あり、 人生に 萬 丈の 波瀾 を あげ、 錦 繡の綾 を 織る ので ある。 

けん ほ o- 

薩 州が 長 州と 近づいた の は、 決して 術數 のみではなかった。 それが 權謀 のみであるなら ば、 十 來、 久しく 

結んだ 反感が 夢の やうに 解け やう^ はない。 人間の 巧 術に よって、 神の 挽が 破らる るなら ば、 世界の 運命 は、 ^ 

士の 五本の 指頭に よって 決する であらう。 

薩. 長の 提携が、 尊皇 倒幕の 大義に 於て せられた とい ふの が、 嫌 ひであるなら ば、 幕府 を覘 ふ^ 心の 結合と い 

ふ もよ からう。 いづれ にしても 薩* 長 は、 多年 結んで 解けなかった 怨恨の 絲を 繰り 展 ベて 來た。 それ を 助長した 

C きょ 

もの は、 實にー # 肘の 第二 征 長の 愚擧で あつたの だ。 薩 藩の， 重鎭、 西 鄕* 大久保 は、 各ぷ 異なった 書簡に おいて、 

明確に 大勢 を 洞 破して ゐる。 五月 五日、 西 鄕が小 松に 與 へた 書中に ある 大意 を 執れば、 

わざ まひ 

『將軍 もい よく 親 發の樣 子で あるが、 哀れむべき かな、 自 から 禍 を迎 ふるのみ である。 if 府の 威勢 を w{ 

笫 二回 畏州 征伐と 西 鄕吉之 助  五 五 九 
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f ゐ うん 

張 するど ころ か、 是れ より 天下の 動亂 となる こと、 鏡に かけて 見る よりも 明らかで ある。 德川 氏の 衰運、 今 

ラ くわつ  、 

は 末路の 一刹那に 臨んだ。 三年 も大阪 城に 籠る 決心で あると いふが、 何たる 迂濶 であらう。 三年 は 愚ろ か、 

一年 も六ケ 敷い に 相違ない。 男兒 回天の 盛業 は、 正しく 服 前に 展開 せらる ると 見えた。 邦家の 爲 めに、 此の 

上の 喜び はない …… 』 

ラ はく 

といって ゐる。 三年 は 愚ろ か、 一年 も 支へ まいと は、 思 ひっきの 形容詞で はない。 翌々 慶應 三年に は、 果然 倒幕 

ふしみ ぢ 

の大 軍が、 伏 見路を 東方へ 押し 下った ではない か。 

***** 

つ i  ひ れき 

大久 保が 八月 四日 附を以 つて、 石垣 鐵之 助、 上野 良 太郞に 贈った 書簡に は、 更 らに詳 びら かに 所見 を披涯 して 

えう し 

ゐる。 その 結論の 要旨に 曰く、 

『今回 將軍親 征の發 端 は、 實 に會津 藩の 進說 によるの であって、 是非とも 長 州を擊 破し、 二 州を展 つて 幕 威 

かう ちゃ ラ  .  てう ゐ 

を更 張しょう とする に 外なら ない ので ある。 將 軍が 入京して 參內の 節 も、 專ぱら 閣老を 助け、 たと ひ 朝 威 は 

相 立たぬ とも、 幕府の 威勢 は 押し通さ ねばとの 意氣 込みであった。 一橋 は 譎詐 限りなく、 桑 名 は 會津と 同じ 

く 尊 幕 論で、 三 藩 カを倂 はせ て 幕府 を 助けて はゐ たが、 幕閣に 於て は、 必ら すし も 人心の 和 を 得て ゐる とも 

う も は  *- ぎじつ &i ん てん 

思 はれない。 或 ひ は 却って 内輪 もめ を 起す かも 知れぬ。 況ん や、 三軍の 兵 氣の振 はふ 道理 はなく、 赤 日 炎 天 

か いだう 40  5-* うろ 

, の 下で はあり、 海道 長路の 行軍に、 兵 は 病み 人 は 怨み 士氣 の裼ら ざる こと 頗 ぶる 甚だしい ものが ある 殊に 


軍用 費 は 千 二 千の 數 ではなく、 實に 一ヶ月 五六 十 萬の 費へ であると いふに 到って は、 前途 旣に 知るべき のみ 

もと 

だ。 斯 くの 如く 名に 背む き、 義に层 り、 天の 時、 人の 和に そむいて 勝利 を 全うした こと、 古今 和漢 を 通じて、 

未だ 曾て その 例 を 聞かざる ところで ある。 

て いたらく  しでう せ ざ 

斯 やうな 爲體 では、 淸國の 蹤跡を 踏む より 外に 道 はなく、 實に 悲憤に 堪 へざる 次第で ある。 併しながら 長 

かつぜん  くう ぎよ 

州戰举 以來、 いは ゆる 蔡論 過激の 徒 は、 豁然と して 活眼 を ^ き、 { や； 疏 なる 攘夷の 遂に 行 はるべき でない こと 

. を覺 り、 大いに 國を いて、 交 を 四方に 結ばねば ならぬ と、 覺悟 する やうに なった の は、 大いに 邦家の 爲 

め、 祝すべき である。 佐賀、 越 前、 土 佐、 宇 和 島の 如き、 具眼の 諸 藩 は、 斷 じて 開國 通商の 論で あると ii き 

及んで ゐる。 斯 くの 如き 勢 ひで あるから、 若し 將軍 にして、 龍 頭 蛇 尾に 終り、 すごく 關 is^ に 下る とい ふ 羽 

目と もなら ば、 それ こそ 命令 は 全く 地に 墜ち、 各藩い よく 割據の 形勢と なる 0 は、 疑 ふべ からざる 趨勢で 

ある。 この 故に、 我々 は 大いに 富國强 兵の 爲 めに、 必死の 努力 を倾 むけ、 國カ を充實 して、 たと ひ 我れ 一 藩 

ようご  かくしん 

の カを以 つてしても、 ；大朝 を 擁護し 奉つ り、 國烕を 世界に 輝 やかす の大 策に、 著 服す るの 外 はない と、 確信 

して 疑 はない ので ある  』 云々 

と 述べて ゐる。 未だ 一語の 倒幕に 及ぶな しとい へど も、 幕府 離反の 形勢 は、 旣に 業に、 判然として 語 中に 生動し 

て ゐる。 
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【十】 長 州 は旣に 尊皇 倒幕 

若き 將軍を 擁して、 幕 閣等は 大阪城 中に 閑 日 を むさぼり、 朝夕 打毬に 興じつつ あつたと いふが、 平家 滅亡 前の 

ぉ聽 ならい ざ 知らす、 内憂外患 を 四方に 控 へて ゐる、 幕軍 諸將の 態度と して は、 餘 りに 遊惰の 極みであった。 か 

む ぎ N? ち it-- フ 

かる 無 緊張の 態度 を以 つて、 何ん として 防 長 を 降す ことが 出来よう 

當時長 州 藩 は、 全く 佐幕派の 勢力が 地に 墜ち、 木戸 孝 允が 政局の 中心に 立ち、 高 杉 東行、 井上 聞 多、 伊藤 俊輔 

^  う  はラ はく  み 

が 之 を圍繞 して ゐ たから、 藩 論 はー變 し、 青年 精鋭 0 意氣 は、 正に 防 長の 山川に 薛碼 として 漲ぎ りつつ あった。 

め *,  Jl- く  かう ャゐ  . 

彼等の 間に は 深く 幕府 反抗の 盟約が 結ばれ、 幕府 何者 ぞ、 三百 諸 藩 を 合し、 洪水の 如く 防 長に 襲来す とも 何 

の 恐る ると ころ か あらん。 腰に 傳 家の 寶刀 あり、 頭べ に 爛たる 兜 あり、 防 長の 精 英を以 つて、 烏 合の 衆を擊 破す 

る は、 ー投 足の 勞に 過ぎぬ とした。  ， 

將軍 親征と 聞： S て、 彼等が 家臣に 發 したる 諭吿 書に は、 焰 々としてき ゆるが 如き 熱情 を 含んで ゐた。 

『 …… 君 侯 父子、 天朝 幕府へ 對し、 恭順、 謹慎の 儀 は、 少も 緩び なきに より、 疾く 寛大の 處置 あらんと 期待 

けんぎ  .  , 

せし に、 豈 計らん や、 頃日に 到り、 何 か 嫌疑に 觸れ たる 趣、 實に 驚愕の 至な り。 され ども 國是は 確乎と して 

動きな く、 是 までの 忠節、 天地神明に 愧ぢ ざる 事 なれば、 萬 一 幕府 搏 討の 兵 四 境に 迫 まらば、 國中 一致、 力 

を戮 せて 臣 子の 分 を盡 すの 覺悟 なかる ベから す …； 』 云々 


げんり 

ー戰. s に 避く ベから すと する 覺悟 は、 言裡に 躍動して ゐる。 嘗て 尾 張 總督が 兵 を 進めた 時、 西 鄕の寬 大"？ 冊て 感 

激して、 一 にも 二に も、 恭順の 誠意 を 披瀝した、 5 ぉ國の 吉川經 i 杯 も、 幕府の 無情 を愤 り、 ill して 決死 防 戰論を 

主張した。 幕府が 毛 利 淡路守 〔德 山〕 吉川經 幹 〔岩 國〕 及び 本 藩の 家老 一 人に 上阪を 命じた 時に、 彼等 は 病と にお 

して 行かなかった。 更らに 幕府の 召命 を 受けた、 毛 利 左京亮 〔長 府〕 毛 利 譜岐守 〔淸 末〕 も、 之れ に應ぜ なかつ 

た。 國論旣 に 決し、 正に 防 長の 運命 を、 一 戰に赌 しょうと する 以上、 何ぞ、 府 にあ fall」 乞 ふの 耍 あらんと したの 

である。 

幕府 再征の 軍に 當 らんと する 防 長 志士 は、. 高 杉 東行 を 長と して、 四方に 配せられ た。 『忠- 止 公 勤王 始末』 に そ 

の 諸 隊の配 m れを說 明して ゐる。 

『遊 搫隊の 定員 二百 五十人 は 石 川 小 五 郞を總 管と して、 高 森に 屯 在し、 南奇 兵隊、 これ は 第二 奇 兵隊で あ 0 

ますが、 定員 百 人で 白 井 小 助、 世 良 修藏を 軍監 として、 熊 毛の 岩 城 山に 屯 在し、 臍 懲隊百 二十 五 人 は、 赤 川 

敬 三 を總资 として 德 地に 屯 在し、 御 楣隊百 五十人 は 大田巿 之 進を總 管と して 三 田 尻に 屯 在し、 八幡 隊百 五十 

人 は 堀眞五 郞を總 管と して 小 郡に 屯し、 萩 野 隊は和 流の 隊で小 繩筒を 持って ゐる隊 であり ますが、 其の {,,1 員 

百 五十人で 小 郡に 屯し、 守 永吉之 進と いふ 和 流の 先生が 總 管であります。 又 棠義隊 五十人 は 佐 藤 新 右 衞！： が 

總 管で 船 木に 屯し、 奇 兵隊が 三百 七十 五 人で 吉 田に 屯し まして、 その 總 管 は 初め 山縣狂 介で ありまし たが、 

後に は山內 梅三郞 とい ふ 人が、 總 管に 命ぜられました。  南 園隊百 五十人 は 佐 佐 木 男 也が 總 管で 萩に 屯 

第ニ回4^州征伐と西鄉古之助  だ. ：、- 一. 
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し、 きめ 船 人の 總管は 森 淸藏で 山 口に 屯し ました。 又 別に 干城 隊と いふて 士分の 一隊が あって、 これ も 山 

口に 屯 在し ました …… 』 

かかる 士隊 のみなら す、 足輕 仲間の 軍隊 も 出來、 陪臣の 軍隊 も 出來、 更らに 百姓 町人まで も、 矛 を 執って 起つ 

とい ふ 勢 ひで、 いよく 開戰 となった 時には、 六十 四 大隊 を 編成した とい はれて ゐる。 以 つて 防 長の 風雲の 急に 

して、 意氣 天を衝 くもの ある を 察すべき である。 

〔十二 防長士 民の 決死 防戰 

ちぅじ^1-ぅ  り れま 

更らに 防長士 民の 意氣を 知る に 足る もの は、 彼等が 君主の 衷情 を 悲しみ、 防 長 人士の 衷懷を 披瀝した、 左の 一 

文であった。 此の 一 文 は慶應 元年 〔乙 s〕 十 一 月の 書で あるが、 臣 子の 分と して、 決死 防 戰の已 むべ からざる 事 

情 を、 天下 萬 世に 示さん とした ものであって、 三十 六 萬 部 を 印刷して、 各自 懷ろ にして 戰 場に 臨んだ とい はれて 

ゐる 長文で あるが、 今 その 全文 を 左に 褐げ て、 當時防 長 有志の 覺悟を 知る の 料と する。  . 

長 防士民 I 統臣子 之 分 無- 餘義- 情 實申談 願書 〔慶應 元年 十 一 月〕 

我兩君 上の 思 召 は、 元 來皇國 一致 大義名分 相 立、 忠節 信義 を 被レ盡 度との 御 素志に 候。 旣に嘉 永 癸丑、 外國 

御齒 置の 儀に 付、 幕府より 列 侯へ 御 導の 節 も、 數盧御 遵奉に て、 攘夷の 御 良策 被 レ爲レ 立 度、 書面 を 以て 被 II 


仰 出 一 候 儀 も有レ 之、 畢， S 皇國 一致の 根元 も、 歙盧 遵奉より、 他事 無き .5、 御 見込に 被 レ爲レ 在 候處、 乍 レ恐幕 

府に 於て、 待 夷の 御處置 振、 叙 慮； ぬ 奉の 筋に も 參り兼 候 哉。 上巳 櫻 w、 上 元 坂 下等、 種々 禍變も 出來、 此餘 

如何様の 內亂に 可 11 立 至-哉と、 御 煩 念 被 レ爲レ 有、 兼て 忠節 信義 を 被 レ爲レ 盡候御 誠心より して、 右 等 御 傍觀に 

は 難：， 被, 爲レ 有、 何卒 於 二 幕府？ 歆盧御 遵奉 被 レ爲レ 在、 公武 御 合體、 皇國 一致いた し候樣 にと、 鬼 西 奔定被 11 

B 凰 カー 候處、 ^#府 も 建言の 廉等を 被 二 知 召 分； 不レ 被レ爲 二捨置 T 御 探 S に 相 成り、 就て は；；； ip 並ニ條 御城 等に 

て、 御 直の 被 二 仰 一有 レ之、 天朝. 幕府 • 君臣 御 遭遇、 風雨 會 合の 御 場合 を 以て、 御 誠 志 を 被 レ爲レ 凝、 久敷 

御 廢 止の 御 盛典 を 被 ニ擧行 T 將軍家 を 初め、 列 侯 迄 供奉に て、 賀茂 • 石 淸水祌 廟へも 行幸、 君臣 共に、 親く 

祌 明に 被 レ爲レ 誓 候 上、 攘夷の 儀、 御 布告に も 相 成 候 儀 は、 天下 億兆、 仰 感罷在 候 儀に て、 萬 一 も 實效不 レ被レ 

爲レ遂 候て は、 乍レ恐 天朝 及 幕府、 信 を 天下 後世に 御 失 ひ、 被 レ遊候 筋に も 成り、 後來 天下 人心の 歸向 にも、 

相 觸可レ 申 哉。 苟も 皇國に 在 者、 天朝 及 幕府、 如 レ斯の 御大 事 を、 等閑に 相 考候樣 にて は、 大義名分 不 11 相 立 1 

r はんねん  けんて き 

のみなら す、 臣子 1 己の 分に 於ても、 不二 相濟 1 儀と、 一 歷御煩 念の 餘り、 消 滴の 御手 傳を も、 被レ爲 度との 

御 趣意に て、 御 感裔被 レ爲レ 在、 身 家 を不レ 顧、 國カ を盡し 候ても、 平生の 御 厚恩に 被 レ爲レ 報、 皇國 一致 候樣 

と、 一途に 思 召 込 候より して、 聊 たり 共其驗 被レ爲 度、 赤間關 にて 攘夷の 手 始被レ 遊 候處、 恐れ多く も從ニ 

；大 朝 1 不：， 被 n 捨置 T 監察 使 被 二 差 下 T 叙 感不， 斜 として、 御褒詔 下賜 はり、 闔國 感戴罷 在り 候 次第 は、 迄 も 

しんりょ 

無レ 之、 御^に 承知 仕處、 其 後、 堺町 御門 御警衞 御莬被 11 仰 出 7 加：， 之 昨日 迄、 聖上 御 信任 被レ 遊、 肱 心脊と 
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ご げんけん 

依賴被 n 思 召 一 候 公卿 方、 俄に 御嚴 謎の 御沙汰 も有ャ 之、 且追々 被 n 仰 出 一の 勅 読 • 台 旨 等 も、 何時と 無く 相 

變候處 置の 程、 飜然 別人の 手より 出 候 檨に被 二相 伺 7 下々 に 於て は 疑惑 を 生じ、 悲憤の 餘リ、 議論 沸騰 致. P 、て 

付、 我兩君 上に は 殊の外 御 心配、 精々 御鎭撫 被， 遊 候へ 共、 壯年者 共、 過激に ill り、 脫走等 致し、 遂に 去 

秋 京師 變 動に 立 至り 候。 兩君上 は、 元來不 -1 知 召 一事に 候へ 共、 奉レ對 犬 朝 一 御 處置方 御 不行屆 に 被， 爲， 當、 

^て 被 レ爲ン f ず 恐 入 7 京師 變動、 Irs 參 謀の 者、 早速 夫々 御 處置被 レ爲， 在 候て、 御 詫 被 二 仰 上 一 候。 II" が I 小 

師 暴動の 義は、 旣に歸 着す る處 有， 之、 兩君上 積年 御 忠誠 は、 公明正大、 一 點も； 大地 鬼神 被， 疑 候 儀 は 無， 之、 

然る 處、 東西 藩邸 被 U 打 毀 一 候の み 成す、 御宫位 御稱號 等、 被 U 召 放 一 候との 御沙汰 相 成り、 大小 御請 被 一一 e, 上ハ 

苟も 恭順 謹慎 被， 爲， 盡候、 尾 州 總督に 於ても、 我兩君 上の 御 心事、 並士民 一統の 情實、 委細 御 洞察 被 レ爲レ 在、 

御 陣拂に 相 成、 何を考 候ても、 御兩君 上、 ；大朝 及 幕府へ 被レ 爲レ對 候て、 大義 分明 相 立 候、 重厚の 御 心事 は、 

卽最前 攘夷の 儀、 勅旨 台 命 を 被：， 爲レ 重、 身 家も不 顧、 忠節. 信義 を被レ 爲レ盡 度、 思 召 立 候 御 誠意、 御 同檨の 

御 儀に て、 前後  一 JCS 終不レ 被， 爲， 變、 皇國 中、 一 同 如レ斯 有， 之 候て こそ、 海內 一 致、 可 二 立 至 一と 审儀 也。 御 

领 内の 者 は、 相互に 一 統、 疾 より 承知 仕 候へ 共、 動もすれば 外向に て、 ^循 姑息、 偷安 苟且の 楚々、 皇國の 

大義名分 等 度 外の 處置、 只管 身 家の 安逸 を 謀り 候 心底より 差 起 候て、 兩君 上、 最前の 御處置 を、 か 御異ン 

にても 有レ之 候檨、 申 觸し候 族 も 有， 之、 或は 去 冬 以来、 御 恭順の 次第 は、 實に 朝敵の 御大 罪に 有， 之 候。 悔 

悟 御 伏罪 被 レ遊候 事の 檨、 申 觸し候 者 も 有， 之よ し、 多年 忠敬被 レ盡候 御 心事、 巨細 承知 致し、 萬々 恐 入 候 事 


に 候。 此 度の 儀 は 一時 寒雨晦 日月 光 を 失 ひ 候 同様にて、 假令晦 其たり 共、 天上に 在て は、 日月 光 毫末 

も增減 有る 事な く、 先年 聖卜： 將軍を 召せられ、 將軍 上洛、 君臣 相 共に、 神明に 誓せられ 候 時の 叙 盧* 台 旨に 

遡り、 相考候 得ば、 天朝より は 叙 慮の 御 旨、 御 褒詔も 被， I 下賜？ 將軍 家より は、 江 戶ニ條 御城 等に て、 御 直 

に 被 二 仰 問 1 候 次第 等、 兩君 上、 至誠 を 以て、 御 達 被 レ爲レ 遂候御 心事 は、 兼て 被 11 知 召 1 候 御 儀に て、 京師 變動 

の 罪に 歸ゃ ノ.^ する 鹿 有 レ之候 上 は、 速に 御宽 罪、 明白に 被 レ爲レ 知 候 間、 御 咎等被 レ遊候 事 は 無レ之 苦に 相考 候。 萬 

ー此餘 御沙汰の 筋に 付、 兩 君ト： を 御 譴責 樣の儀 有 レ之候 時 は、 決て 叙盧台 旨に て は無レ 之、 其 中間に て、 罪 を 

羅織 致し 候 者 あるに より、 起り 候に 相違 無レ之 候。 一..! に 先祖 以來、 長 防 二 州に 生育 仕り、 數 百年 莫大の 厚恩 

はう くわん ざし 

を^, 荷 候へば、 傍觀 坐視す る 筋 は無レ 之、 乍レ 然右檨 罪名 を 維織し、 至誠の 御 心事 を 蔽し、 徹 上不レ 致、 罪 

に被レ 爲レ陷 候に 立 至り 候 はば、 乍レ恐 幕府の 御不處 置に も 被レ爲 レ當、 後來 天下 忠義の 道 を 被 レ爲レ 塞、 自ら 皇 

阔 不二 一致 一儀に 候へば、 天 下 列 侯 方、 誠 實に國 家 を 被：， 爲レ憂 候 御 方に は、 決て 御 傍 觀は被 レ爲レ 在 敷 候へ 共 

此儀は 我々 等 放る 處に 無レ 之、 只々 我々 相互に 臣 子の 分に て は、 兩君 上、 精 年 ：大 朝 及 幕府へ 御 忠敬を 被：， 爲レ盡 

蟹、 々觀感 飽慕罷 在 候へ 共、 我々 等 は 亦兩君 上へ 至誠 を 以て、 以後 ー贯、 始終 不レ 變、 御 奉公 中 上 候 は、 

則 ほ 子 常然の 分に て、 萬 一 も 御菟罪 不レ晴 候へば、 是非 雪ぎ 不レ申 候て は 不二 相濟 T 然る 上 は、 ；大 子及將 軍へ、 ♦ 

御 直訴 申 上 候より 外 手段 無レ 之、 左 候へば 不レ 被レ爲 ニ辨知 一儀 は 決て 無レ 之、 右 樣情實 E 細 申 上 候ても、 輯誣の 

厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 A  厶厶 厶厶厶 厶 A 厶厶厶 厶<1 厶厶么 A 厶 △<! 厶厶 厶厶厶 厶厶厶  厶厶 厶厶厶 

爲に壅 蔽御採 W 無， 之 節 は、 則 雲 雨晦 其、 日月 光 を 失 ひ 候 儀に 付、 不レ 得レ止 一 同 返て 封 疆を銷 し、 瞼に 據り防 

笫 二回 長 州 征伐と 西 鄉吉之 助  五六 七 


大 西鄉. ^傳 第二 卷  五六 八 

禦を 設け、 雲 雨 開明の 時 を 相 待 申べ く、 其 内 萬 一兵 匁 を 差 向ら れ候節 は、 假令其 名 は； 大朝及 幕府 を稱 候と も 

堂々 たる 王者の 師に、 右 檨御不 當の御 處置は 無：， 之 害、 歙盧 • 台 旨に て 無 レ之は 必然に 候へ 共、 飽迄御 平常 Q 

忠義 を勵 み、 及-一 防戰 1 候 外 乎 段 無レ之 事に て、 昔 元 祿赤穗 の 遣臣、 大石 內藏助 以下 四十 七 人、 其 主 淺野內 匠 

頭 殿の 爲に、 吉良 氏の 響 を復し 候、 内 匠 頭 殿 事 は 幕府 大禮の 節、 自身 大 不敬の 振舞 有 レ之候 趣、 原 を 尊れば 畢 

吉良 氏へ 0 私怨に 候へ ども、 幕府より 罪科 被 二 仰 付 1 候 者、 當然 Q 次第に 可レ 有：， 之、 左 候へば 一 通 0 常例 を 

以て 申 候へば、 主君の 爲とは 乍, 申、 内藏助 以下 大法 を 犯し、 吉良 氏に 復響 する は、 如何 C; 暴動 Q 檨に相 見 

可レ 申、 乍レ然 主君が 吉良 氏へ 0 怨は、 私怨に もせよ、 幕府より 0 罪 は當然 にもせ よ、 臣子 0 分、 無- 1 餘儀 1 情 

實 より 起り 候へば、 不レ得 レ.. -次 第に て、 後世 誰一人も 不二 感服-も 0 無レ 之、 青史に も 載せ、 劇場に も傳 へ、 

兒る もの 感泣 流涕、 忠臣 烈 子と 不レ； もの 無レ 之、 是 天性 彝 倫の 根ざす 所、 言語 號令 を不レ 待して、 人々 同じ 

き 者有レ 之に 依 候。 然る 處、 今 我 兩君上 は、 前に 申述候 通、 積年の 御 忠誠、 始終 一 貰、 一途に 皇國の 御爲を 

被 レ爲レ 思、 乍レ 恐； 大朝及 幕府、 信 を； 大下 後世に 口 實可レ 被 レ遊檨 被レ致 度と、 忠節 信義の 御 心事に て、 全く 以て 

淺野内 匠 頭 殿 如き、 私怨より 差 起り たる 譯 にて は、 決て 無レ之 候。 叉 京師 變動 は、 素より 申 迄 も無レ 之、 奉, 1 

恐 入 1 候 筋に 候へ ども、 其 根元 を 尊れば、 闔 國の士 民、 兼て 天朝 • 幕府. 神明 被, 爲 &I 候、 御 精 誠に 奮感仕 

居候 故、 其 後の 御沙汰に 疑惑 を 生じ、 壯 年の 過激より 起り 候 事に て、 兩君 上に は 御 心 術と 申し、 御處 置と 申 

し、 忠誠 始終 不レ 被レ爲 レ變、 唯 人 奴の 御 家来、 多端の 御 事務に 付て は、 思 召 不レ爲 レ寄處 より 經齬 出来 致 候へ 


共、 畢竞 御身 上に 被：， 爲 候て は、 功德 こそ 有れ、 御 罪 は 毫末 も無レ 之、 左 すれば 國內 一統、 決死 防戰、 七 

度 人間に 生れても、 此 毫末 を 不レ奉 レ晴て は 不二 相濟 T 萬 世 青史に 載られ 候て は、 毛 利氏數 百年の 高恩 を 蒙りな 

がら、 其 主人の 寃罪 を傍觀 坐視 致したり と、 口々 に申觸 せば、 手足 耳目 を 具し、 此の世に 生れた る 甲斐 も 無 

レ之 次第にて、 大石 內藏助 以下 四十 七 人 をして、 我々 に 等しき 地位に 居らし むれば、 尤も 至極、 同腹 同心い 

たし 候に、 相違 有 レ之間 敷 候。 此度 合議 衆 決 を 遂げ、 士民 一統 相 誓 候處如 レ斯。 ； 大地 照 覽、 鬼 祌在レ 傍、 抵レ死 

. 不, 渝、 依て 天下 後世、 我々 等臣 子の 微志、 偉 整の 謬 誤な からん 爲に、 各 一本 を懷 にす る 者 也。 

長 防 二 州、 臣民 合議 局、 活刷 製本、 三十 六 萬 有 部、 寄 二 同腹 同心 之士？ 各 懐-二部 7 以備 二死 生 緩急 T 蓋 使, 1 

天下 萬 世知 二 決死 決戰、 臣子之 分 不,， 可， 止 也。 

慶應 元年 乙 丑 十 有 一月 

【士 一】 防 長 を 擧げて 及 抗の民 

敢 へて 長 州の 爲 めに 12^ ると いはぬ。 社稷 を 全うせん が爲 めに、 武士の 面目に 服 をつ ぶり、 忍ぶ だけ は 忍び、 

耐 ゆる だけ は 耐え、 兩手を 大地に つかへ て、 頭 を 下げた 長 州 人が、 土足 を以 つて 面 上 を 蹴らる るに 及び、 勘忍 袋 - 

の 緒 を 切って、 猛然と して 起り 来った 心情 を、 察せない 譯には ゆかぬ。 

藩主 は 逆臣の 汚名 を 蒙む り、 議愼の 上に も 謹慎 を 期して ゐ るの は、 自 から 罪 を 意識しての ことで はない。 志 は 
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餘 りが ある。 征 むべき 理 あり、 討つべき 0 義 あり、 明白正大€^論據にょって、 堂々 として 王者 0 師を 進め 来る 

0 であったならば、 長 州 如何に 血 氣に逸 やる といっても、 如何にして 無謀 0 反抗 を 試みん や。 叉た 試み 得られん 

まみ  じんもく 

や。 長 • 幕 將に戰 場に 相 見えん とする の 機 勢 は、 慶應 元. a 〔乙 丑〕 において 歷 然として 人目に あった。 

斯く すれば、 斯 くなる も Q と は、 西鄕 0 夙に 洞見して、 厦ぶ 進言し、 S ょカ說 し、 幕府 0 蒙 を 啓かん としたと 

ころではなかった か。 而も 幕府 は、 毫も 之 を 顧みす、 自 から 進んで、 防 長 民 をして、 反抗 0 民たら しむる に 至 

つた。 事 ここに 到って は、 最早 や 救 ふべき 餘地 はない。 

【十三】 防 長の 志 氣を搌 ふ 『森の 下草』 

き き ふ 

山の 奥、 海の 果ま でも、 防 長 二 州 0 人々 に國 家の 危急 を 知らし めようと した 志士 0 努力 は、 ー篇 0 『森 下草』 

にも 現 はれて ゐる。 これ は 岡 村 熊 七の 筆に 成る も 0 であるが、 上下 四篇に 分って、 全 藩 民 0 士氣 を砥礪 せんとし 

てゐ る。 『御 國恩を 請けし 者、 誰 にても 御 兩殿樣 〔藩主 公 父子〕 に、 朝敵 0} 實 なしと いふ こと を、 能く 心得 候 事 第 

はか  ものさし  わ キ ii 

一な り。 いざ 其 由 を 藩 ぜん。 量りに て 物 0 輕重を 知り、 物差に て 物 長短 を 知る 如く、 心に て 一 3$0 よしあし を辨 

ふる、 人々； 大 より 受け 得た る處 にして、 必 らす蔽 ふに 蔽 はれす、 これ 湖人の 鳥獣と 異る 所な り』 として、 具 さに 

幕 情の 表裏、 公卿 0 出沒を 叙して、 長 藩 謀反 汚名 を 雪がん として ゐる。 勤皇 大義 を 叙ぶ るに 當 つて は、 更ら 

に大膽 に、 率 S に、 そ 0 所信 を 披瀝して ゐる。 『森 0 下草』 第 四篇の 全文 を 次に 揭げ て、 防長士 民が、 如何に 田 

笫 二回 長 州 征伐と 西 鄕吉之 助  五 七 一 
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4  I， や ち う 

翁野媼 にまで、 そ 決死 0 義を 達せし めようと 努め たかを 知る 0 料と する。 

もり  した ぐ さ 

森の 下草 〔第 四篇〕 

勤皇の 志 ある も 0、 先づ 天子 檨の叙 慮 0 注ぐ 處を 知らす ば 有べ からす。 叙 慮 注ぐ 處を しりたら ば、 其歙盧 

か な  ちきま 

義に適 ふか、 叶 はざる を辨 へざる ベから す。 いかに 叙 慮 なれば とて、 義 にかな はぬ 事 は、 いやしくも 從ふ筋 

に は參り 不レ申 候。 一昨年、 正 親 町 小將殿 を、 監察 使と して 御國 〔長 州〕 へ 下されし こそ、 天子 樣大 かたなら 

す!： 苦 II ありし 事と 思 はるれ。 堂上 方 は、 大阪へ 御 下りさへ、 關 東より 留て ある 由なる に、 德川家 天下 Q 政 

おし どく だし 

權をとられしょりこ0^方例しなき御事を、 御獨斷 にて、 勅使 差 向ら れ、 歆盧不 レ斜旨 を しらせ、 後 をつ とめ 

ごしんち ゆう 

させ、 天下 0 諸侯 を 長 州の 如く 心得さ せんと Q「 御 瘥衷を 思 ひやり 奉. 0/ 仰 下されし 趣 をよ みて 知りた る は、 

皇國 勤皇 人、 御 兩殿樣 0 御 志 を 助けす て はすます、 況して 御兩國 〔防 長〕 臣民に おいて は、 多年 0^ 御 誠 

つら. a  ひつぎ や-つ 

忠を貰 か， f て は 過 さじと、 御 奉公せ すして は 叶 はぬ 事な り。 其 後 0 御沙汰 は、 畢竟 奸人 ひたすら 幕府に 權を 

落させす、 御 兩殿樣 に、 人望 0 歸 せぬ 樣 にと 計り 思 ひ はかりて、 天朝 を 要して 出す 沙汰 多し。 中に も 1 昨年 

-っは w  まふ  やう 

八月 以前 Q 勅 は.. 僞 にて、 八月 十八 日 以後の 勅、 眞 なるな ど 御沙汰に 惑 はされ まじき こと 也。 先年 幕府 洋 

•  かん り 

Ik と 交易し、 奸吏 政を亂 せる を 見 かね、 水戶贈 大納言 殿へ 詔 を 下し 玉 ひ、 三 家國主 等へ 申合せ、 _^吏 を 除き 

て V？ はふ りん どの  えい り よ 

幕 1  付 を 助けさせ 玉 ふ 時、 天子、 九條 殿、 近衞 殿、 轉法輪 殿の 三 公 を 召され、 歡慮 仰せ 聞され ければ、 皆御尤 


ひやう ざ  このごろ もみ «\ 

なりと お 請 あり。 評議 ありて、 三 公 返 出な りぬ。 天子 樣、 關白殿 を 御 呼 かへ しなされ、 此 比紅獎 最中 なれば、 

高 雄 はいかが あらんな ど、 四方 山 0 御 はなしに 時 移り、 九 條關白 殿、 御 詰 所へ 下り、 二 公へ 御尋 ありければ、 


はやうち 


水戶 屋敷 留守居 役、 鹈飼吉 左 衞門本 使と して、 同幸吉 付添、 早 打に て 水 戶邵に 至り、 贈 大納言 殿に 達す „ 


七、 

,n  ノ 


* うしよ 


後 大老 井伊 掃 部 頭 殿、 天朝へ せまりて、 傳奏衆 東 下させ、 詔書 御 取 かへ し 0 沙汰に なりぬ。 贈 大納言 殿、 諸 

こ ひたて まつ 

ほを學 校へ 集め、 勅 を 以て 賜 ふ 故、 請 奉 りしが、 叉勑を もって 御 取 かへ しなれば、 速 かに 返上し 然るべ し 

と 被 二 仰 下 1 候處、 諸 臣御受 申さぬ 者 多き 故、 學校敎 授へ說 明せ よと 申 付ら れ しに、 敎授 二人 切腹せ し 由、 之 

せっとく  とびどうぐ 

によって、 其 兄弟 親類 等 を もって、 說得仰 付ら れ けれども、 中々 聞 入れす、 終に 飛道具 を 用 ひ、 威力に て 令 

に從 はし めんと せられし に、 國 中動亂 おこり、 三月 三日、 江 戶櫻田 變出來 ぬ。 此 事に は殘り 多き こと は、 

贈 大納言 殿、 詔書 返上 致すべし と 仰せられし 一言 也。 天子 樣、 贈 大納言 殿 を 御 目 ざし 遊ばされ、 眞 Q 叙 慮 を 

おはなし 

さとらせん 爲、 詔書 を 達し 度 思 召され、 關白 殿下 を 引と め、 紅 への 御噺 にて 時 を 移し 玉 ふ 御 心の中 を 察し 玉 

はぬ こと ある まじ。 要して 取 かへ す 沙汰 を、 勅 を もって 御 取 かへ しなれば、 返上し 然るべ しと、 うかく 返 

ぽぅ ぎゃく 

す 心に なり 玉 ひし は、 贈 大納言 殿 ほどの 御 方 にても、 小し は 幕府の 暴虐に 壓 せられ、 義氣た ゆみ、 いやしく 

もした まひし ならん。 此 時に 當り 返上せ すと 決心し、 諸臣を ひき、 三家國主へ^^慮を達し、 奸吏を 除き 幕政 

を 正す 志 を 立 給 はす、 志氣を 一際 振 ひ、 幕吏 も 得 あなどら ざらん もしれ す、 おしき 事 也。 其 後 幕吏、 本 使 鵜 

飼 亩 左衞 門の 首 を はね、 副使 幸吉を はりつけ にせし は、 天朝への 見せつ け、 且、 天 下 勤王の 士の膽 を 冷し、 
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後 来ぎ 慮 を 奉す る 者 を懲す 策なる べし。 しかしながら、 其 後 掃 部 頭 殿 を 殺せし 浪士の 祭 どせ よと 勅 下りし に 

て、 眞の歙 慮の そそぐ 處 はしられたり。 是 等の ことにて、 有志の 人々、 天子 檨の眞 の IS 慮 は、 正 親 町 小將殿 

を 下されし 所に ありと いふ こと を辩 へ、 叉 幕吏 御 兩殿檨 を 憎む の甚 しき こと、 今日に 至る わけと、 一昨年 八 

月 十八 日 以後の 沙汰、 幕吏の 要する 所に て、 其 暴虐、 堂上 方、 得 ふせ 玉 はぬ 故 を 想 ひ 合せ、 篤と さとり 申 

さるべし。 

長 州が 天朝に 對 して 聊 の 逆 意な く、 しかも 幕府の 要する ところと なって、 反逆の 汚名 を 蒙む る こと を、 反覆 

して 正さん として ゐる衷 淸を. 偶れ むべき である。 


【十 s 大西郷の 意中と 動 靜_ 


しゅそ リゃラ ん 

首 鼠 兩端を 持して、 和す る やうで も あり、 戰 ふやう でも あり、 fe^ 角 要領 を 得な いのは、 幕閣征 長の 態度で あつ 

た。 戰 ふの 決心なら ば、 高が 防 長の 二 州で はない か。 大擧 して 一蹴す るに 難く はない。 然るに 幕閣は それほど ま 

での 決意 はない。 然 らば 全く 和す るので あ， るかと いへば、 さう でもない。 何やら 祕密 に、 狐 鼠々々 と 小策 を 弄し 

しラ しふ  ， 

てゐ るので は、 この 天下の 重大 時局 を收 拾され よう 害がない。 

西 鄕が鄕 里に ある 大久保 及び 蓑 田に 宛てた、 八月 二十 三日 附の 書簡に、 此 間の 消息 を； K らして、 冷笑 を 浴びせ 

てゐ る。 


大久保 • 蓑 田に 與 ふる 書 〔慶應 元年 八月 二十 三日〕 

〔前略〕 大阪の 形勢 も、 運行 軍に は無レ 之、 專 ら閣老 *會* 一  の 密議に て、 若年 寄邊 より 下に は、 全く 不レ有 

レ 響と 之 由に て、 軍議 之 次第、 不二 相 分 1 候へ 共、 別紙 小 倉へ、 及 二 談判 1 候 書面 を以、 考 候處、 此度 之： 冉征 は、 

全く 名 もな きものと 相 成、 條理を 失 候 儀と 成 行、 益 先き 暗き 方に 陷り申 候。 いづれ 现を失 ひ 候 はば、 勢を以 

あ ひく ぢ 

て 押へ 懸ら， f 候て は、 致 方 無レ之 候へ 共、 勢 ひ 相 挫け 居候 幕府 一 手 を 以て 戰は 出來： 小 -、 諸 藩 之 兵 を 募る と 

申ても、 名の 立樣、 有 レ之間 敷、 理勢 共に 失 ひ 候て は、 尾のと れ候處 如何 可 二相 成 1 哉。 最初、 名義 を 正しく 

む > ^ざし 

不レ致 候て、 胸算 を以、 諸 藩 可レ應 事と、 輕卒に 動 立 候 故、 行 先 拙策に 陷候 事に て、 大阪中 之 人 氣は彌 に惡 

敷、 惡計 被い 行、 笑止 千 萬 之 事に 御座 候。 云々 〔下略〕 

物自 から 现 あり、 勢 ひ あり、 理と勢 ひと を 併せて、 初めて 事 を 行 ふべき であると する の は、 終始 一 貧して 變は 

じんせい てつり 

らぬ 西鄕の 人生 哲理であった。 幕府の 西征は その 理 にも 合せす、 さらば 勢 ひに 乘す るかと いへば、 勢 ひ を も 失つ 

てゐ る有檨 では、 事の 成るべき 害 はない とい ふので ある。 

西鄕は 明言して ゐる。 若し この 有檨で 本年 中 も、 何の 爲 すと ころもな く、 將 軍が 大 阪に滯 在したならば、 必ら 

す將軍 家に とって、 容易なら ぬ 大事 變が 勃發 する に 相違ない と。 西鄕 がかく 斷 言す るのに は、 想像ば かりで なく、 

こんらん  じへん  さ. t-"  ぜぜ 

幕府 内狀 の混亂 して ゐる狀 態が、 彼れ の 耳邊に 聞え てゐ たからであった。 翁に 將 軍が 進發の 途次、 近. y の 膳 所に 
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とうき やう  はっかく 

一泊の 豫定 を變更 して、 俄かに 登 京 を 急いだ の は、 將軍膳 所に 一泊の 際に、 不軌 を 企てん とする 事件が 發覺 した 

—ぼくじん 

からであった。 それ は 長 州浪士 等の 陰謀で あると 傳 へられた が、 實は多 數の幕 人が 加 はって ゐ たとい ふこと も、 

西鄕の 耳に 入って ゐた。 西鄕が 八月 二十 八日の 書簡に、 這 間の 消息 を傳 へて ゐる。 

大久保 • 蓑 田に 與 ふる 書 〔慶應 元年 八月 二十 八日〕 

〔前略〕 段-^ 承 候 得 者、 幕 人 諸 浪士と 結合 候 者、 過分 之. s。 江戸 城 を 二 篇燒候 も、 幕 人 内應之 者より、 火 を 

擧候說 に 御座 候。 幕 中 之 有志 は、 悉く 被：^ 返、 其 上 浪士杯 輿 內を謀 候 位 之 事に 候 得ば、 自 からた をれ 候 儀、 

無レ疑 事に 御座 候。 此度、 戰も不 n 出来？ 所 置 も 不レ立 候て 引 拂相成 候 はば、 迚も 諸侯へ 令す る 事 も 何も、 相 叶 

申 間 敷、 第一 策 を 失 ひ 候 儀 は、 外 夷餘程 幕政の 邪なる を惡 み、 人心 相 離 候 向に て、 ハ^|.-勢を失ひ候ものと、 

被 二相 聞 1 申 候、 夫 故、 異人へ 機嫌 取に、 兵 庫 開港 を 始め 候 かも 不レ 被レ計 候。 云々。 〔下略〕 

*  * 

秋の 山 田の!^^ 子で さへ、 烏の 群れ を 驚ろ かすに は 足りる。 まして 幕府の 烕 カを以 つて、 大阪 まで も乘り 出し 

はら  ゐ かん 

て來 たの だ。 一 も 二 も. なく、 尾 を 振って 降伏し 來る であらう とい ふの が、 幕 閣の肚 である。 然るに 越 中 は 遺憾な 

く 前から 外れ、 長 州 は 1 縱 として、 獨 立の 意 氣を現 はし、 薩州 はー轉 して、 長 州に 身 を 寄せよう として ゐる。 豫 

想 ま. 事々 に 外れて、 進む にも 進まれす、 返く にも 返 かれぬ、 窮地に 立った のが、 慶應 初年の 幕府であった。 


西鄕の 意見 は 遠く、 島 津齊彬 との 盟約 以來、 一貫して 變 はらぬ、 雄 藩 連合 論で ある。 元 治 元年、 遠島から 中原 

いっそうき やう こ 

に乘り 出して 見て、 此の 意見 は 一層 暈 固と なった。 長 州 征伐 や、 五 卿 問題 や、 事件と 共に、 時勢が 回轉 しても、 

みと  ほ！ V 

西鄕の 意見 は、 いよく その 必要 を認 むる のであって、 ますく 決心の 臍 を 固め こそ すれ、 更らに 改變の 要はな 

かった。 

参 

一年 前にお いて、 長 州を征 めた 西鄕 が、 一年 後に おいて 長 州と 組まう とする の を 難す る 者 はいふ。 『彼れ 西鄕 

も 要するに ー權略 家に 過ぎない ではない か。 大人物 だとい はば、 大權略 家で ある。 昨日 は 幕に 與 みして 長 を 討ち、 

今日は 長に 與 みして 幕府と 相 離る る こと、 正に 路傍の 人の 觀が ある。 これが 情理 ある 人の 行動で あらう か』 と。 

け sett's.- く 

一 现の 聞くべき もの は ある。 然しながら、 些々 たる 人間の 權 略を以 つて、 能く 明治維新の 大業が 完成され ようか。 

*  *  * 

きんけつ  た *v  てきかく 

西鄕は 幕府 を 助けん が爲 めに、 嘗て 長 州 を征め はせ ぬ。 長 州が 禁闕 を亂 した 罪を亂 さんが 爲 めに、 更らに 的確 

にいへば、 朝廷の 爲に長 州を征 めた ので ある。 それ は 隨時隨 處に發 せられた、 數 ある 西鄕の 書簡 中に、 明 由に 披 

れさ  くわんだ い  くわ.！ 

派され てゐ る。 故に 西鄕 は、 長 州が 先非 を 悔悟 すれば 足りる とし、 一に も 寛. K 二に も寬大 として、 一意 朝 威の 回 

復を以 つて 足れり としたの ではない か。 

幕府の 征長 は、 西 鄕と異 つて ゐる。 長 州が 朝廷に 反抗す るの 形が あるの を 好機と して、 此の 機會 において、 大 

だつりゃく 

いに 防お を楚 略し、 彼の S: 起 を 不可能なら しめんと する のが、 幕閣の 意中で あつたの だ。 故に 彼等 は 寛大 を以っ 
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て 不足に 感じ、 どうしても 長 州 を せしめよ うとした のが、 まが ふ 方 もな き 第二 征 長の 發 端であった。 事す で 

にこ こに 到れば、 全く 幕府の 私情で あり、 &i であり、 私怨で ある。 況んゃ 朝廷に おいて、 再征の 令がない 以上、 

令な きのみ か、 再征の 意 さへ ない 以上、 西鄕が これに 同意しょう 害がない。 

長 州 を 討つべき の理 もな く、 叉た 義も なく、 大義 を沒し 名分 を 失 ふこと は、 當時 天下 周知の 事實 ではなかった 

か。 FT 郎は 終始 大義に おいて 動き、 名分に おいて 進み、 誼 において 合して ゐる。 大義名分 に反してまで、 幕府 

と 運命 を 共に する のが、 西鄕 において 情誼 ある 態度で あると いはねば ならぬならば、 情誼に おいて 盲目たら しむ 

るに 外ならぬ。 

【十五】 燦 たる 大西郷の 道心 

歡 III 雷- ビ以 つて 人生が 渡らる るなら ば、 世に キリスト も、 釋尊も 要らぬ。 人間の カを以 つてして、 何う する 

こと も 出来ない 力が、 人間 を 動かして ゐれば こそ、 聖人 は 『天 を 畏れよ』 と敎 ふるので はない か。 『祌は 正直の 

頭べ に t る』 とい ふの も、 祌を僞 はらざる 人に、 祌は 存在 を 許す とい ふので ある 

き ま、 かって  けいきょく 

『彼れ も 一事、 此れ も 一事』 と、 是非 善惡を 打ちす てて、 氣儘 勝手に 世の中が 渡れるならば 何 を 苦しんで 荊棘 

ろうら ぐ 

を 分けて、 道 を 求む る 者が あらう。 權略は 一時 を 制する こと は 出来よう。 併しながら 永久に 人 を 籠絡す る こと^ 

出来ぬ。 『一生た だ 道 を 行 ふ』 といって、 西鄕が 五十 年 51 生 を、 鍊 道に 終始した の は 何故で あるか。 西鄕 がー 


ヘラ ご  あ. H 

生の 標語と した 『敬 天 愛人』 の 語 も、 之れ を 解 すれば、 天地 自然の 眞理を 敬 ひ、 廣く萬 邦人 類 を. g れ むの、 博大 

なる 理想に 某 かす や。 藤 田 東 湖 もい つて ゐる。 『小人の 才藝 ある 者 は 用 ひねば ならぬ。 併しながら 之れ に .^H 目 

を與 へ、 直 職を投 くれば、 必らす 國家を 覆へ す 基と なる』 と。 卽ち德 なくして 才 ある もの を 危ぶんだ ので ある。 

. ,  しんかう えつぶ く  ♦  C 

『天下 後世まで、 信仰 悅服 せらる る もの は、 只 だ是れ 一箇の 眞誠 なり』 と西鄕 はいって ゐる。 或 ひ は is^ 府に與 み 

し、 或 ひ は 長 州の 友と なり、 只だ單 に、 薩州 勢力の 伸長 をのみ 企圖 したので あるなら ば、 西鄕の 一 生 は、 未だ 半 

くわつ 

ばなら すして 終 はって ゐ たに 相違ない。 五十 餘 年の 一生、 坦々 たる 大道 を澗 歩す るが 如く、 しかも 多くの 人の子 

を 殺して、 尙ほ 崇敬の 的た る は、 西鄕の 心に お いて 『明鏡の 如き 道心』 の 輝 やきが あるから だ。 
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= 御注意 = 

一 ， 本 券 は 二回 配本より 最終 券 迄 連 

績 添付いた します 

二、  <1 ！卷 完了後 本 券 五 枚 揃 ひ 御 送付 

の 向へ キヨ ソ ネ 维 額面 用 南 州 翁 肖 

像 進呈 いたします 

-1、 全 卷御貫 上の 向と 貫へ ど 本 券 揃 

ひ 御 送付な き 揚合は 進呈いた しか 

ねます 

四、 引替 券の 御 送付 は 直接 郵便に て 

大西鄕仝傳刊行會内南州翁^«像係 

宛 願 ひます 
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